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 はじめに 

 

 今年度は、今までフィールド調査した内容を踏まえ、さらに昨年度 3 つの学会で発表した研究成果

をまとめて、学会に投稿することに注力するとともに、筆者が毎日大学校の職業能力開発の現場で取

り組んでいるキャリア形成支援や職業実務実習等の授業を通じて実施している若者の就職支援プログ

ラムの実態を検証することにした。 

具体的には、昨年度に学会発表した以下の 3 つの研究から 2 つの実践研究論文を投稿した。      

① 「日本版デュアルシステムコースの職場内訓練（OJT)」、奥田美都子、日本インターンシップ

学会、2016.9、東京 

② 「キャリア形成支援ワークプログラムの実施と効果の検証～ワーク前後の自己変容に着目して

～」、奥田美都子、日本キャリアデザイン学会、2016.9、愛知 

③ 「落ちこぼれ学生の社会への接続～ドイツのサマーアカデミーの取り組みに着目して～」、奥

田美都子、日本産業教育学会、2016.10、東京 

 

このうち、②と③を研究論文として投稿したので、その論文を成果の一環として添付する（現在、

修正中）。 

さらに、これらの投稿論文のプレ調査となった内容のまとめを付録として添付する。具体的には、

１）就業困難な若者の就職支援訓練プログラムとして注目されている日本版デュアルシステムコース

を実施している教育機関へのヒアリング調査や２）筆者自身が所属している教育機関の現場で実施し

ているキャリア形成支援および就職支援の実態、３）ドイツのデュアルシステムの実態や４）社会に

出て就職できるための低学力の若者の予防プログラムとして効果をあげているサマーアカデミーの取

り組みの実態等を調査し、それらの結果をまとめたものである。 
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１．投稿論文その１ 

 

１.はじめに 

本稿では、ドイツのミュンヘン商工会議所と職業紹介所、リューネンブルク大学との共同企画であるサマーアカデミーの取

り組みに着目する。 

ドイツでは、義務教育の卒業試験に合格しないと次の職業学校に進学できない。すなわち、就職して社会人として自立して

働くことができない。そのため、職業学校に不合格になった基礎学力のない学生を「生産学校」1）が引き取って教育指導して

いる。 

今回着目したサマーアカデミーの取り組みは、基礎学力のない落ちこぼれの若者が、義務教育の卒業試験に合格して、職業

学校に進学し、職業人として社会で自立して働くことができるよう 8年生（日本の中学 2年生）の夏休みを利用して、早めに

教育指導をするものである。2009 年から開催され、今年 2016 年で 8 年目。参加者の約 97%が義務教育の卒業試験に合格し実

績を上げている。さらに、その多くが自己効力感を高めて、職業学校に進学している。その内容と成功している要因について

調査した結果を報告するとともに、日本の教育や能力開発への活用について提起する。 

 

２.先行研究 

落ちこぼれとは、不登校生や引きこもりなど不良学生を指す言葉として、週刊誌などメディアが使った言葉である。 1970

年代から使われた言葉で、特にツッパリブームといわれた 1970年代後半に広く普及した。 同時に、不良学生であるか否かに

関係なく、授業についていけない生徒という意味合いで使われるようになる。本稿では、「学力が低く授業についていけない

ため、義務教育修了試験に合格できそうもない学生」のことを落ちこぼれと定義した。 

アメリカでは、ブッシュ政権時代の 2002年に大統領令として法制化された落ちこぼれ防止法（No Child Left Behind Act 

〔以下 NCLB法〕）2）がある。今日にいたるまで何年にもわたって、アメリカの教育システムに抜本的な変化を引き起こすこと

になった。その目的は、①すべての生徒の学力達成度を高めること、②低い学力に甘んじてきた生徒たちのグループと、学力

の高いグループとの達成度の格差を是正することである。 

NCLB 法に関する先行研究は，NCLB 法の制定背景や問題点，各州における実施過程や教育実践とその影響などについて分析

した論考が一定程度蓄積されている（松尾,2010; 吉良,2009;土屋,2006; 小玉,2005； F・M・ヘス，C・E・フィン Jr.,2007; 

Sean Cavanagh and David J.Hoff,2008; 青木,2009; 島田,2010; 齋藤,2008）。特に、アカウンタビリティ、学力テスト、実

施状況に焦点を当てた研究が多い。吉良(2009)は、連邦政府が各州に対して前例のないレベルのアカウンタビリティ・システ

ムを構築することを要求している点は特筆に値すると指摘した。具体的には、州政府に対して、重要科目と指定された第 3～

（    ） 

落ちこぼれ学生の社会への接続 
～ドイツのサマーアカデミーの取り組みに着目して～ 

 

概要：ドイツでは、義務教育の卒業試験に合格しないと次の職業学校に進学できない。すなわち、就

職して社会人として自立して働くことができない。基礎学力のない落ちこぼれの若者が、義務教

育の卒業試験に合格して、職業学校に進学し、職業人として社会で自立して働くことができるよ

う 8 年生（日本の中学 2 年生）の夏休みを利用して、早めに教育指導をすることがこのサマーア

カデミーの目的である。参加者の約 97%が義務教育の卒業試験に合格し、その多くが自己効力感を

高めて、職業学校に進学している。その内容と成功している要因について調査した結果を報告す

る。 

 

キーワード: 基礎学力、自立教育、自己効力感、居場所、やる気 
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落ちこぼれ学生の社会への接続 
～ドイツのサマーアカデミーの取り組みに着目して～ 

 

 

 

概要：ドイツでは、義務教育の卒業試験に合格しないと次の職業学校に進学できない。すなわち、就職し

て社会人として自立して働くことができない。基礎学力のない落ちこぼれの若者が、義務教育の卒業

試験に合格して、職業学校に進学し、職業人として社会で自立して働くことができるよう 8 年生（日

本の中学 2 年生）の夏休みを利用して、早めに教育指導をすることがこのサマーアカデミーの目的で

ある。参加者の約 97%が義務教育の卒業試験に合格し、その多くが自己効力感を高めて、職業学校に

進学している。その内容と成功している要因について調査した結果を報告する。 

 

キーワード: 基礎学力、自立教育、自己効力感、居場所、やる気 
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8学年(小 3～中 2)の「読解力」と「算数・数学」に関する教科課程基準を到達点としての習熟(proficiency)レベルを設定し、

その基準を満たすための「適正年次進捗度(adequate yearly progress,以下、「AYP」と略す)」と測定のための年次テストの

策定を義務づけている。「読解力」と「算数・数学」を重視する点は、後述するドイツのサマーアカデミーのカリキュラムと共

通する。 

NCLB 法の最大の功績は、「所得」「人種」「障害」「英語学習者」などを基にした学力格差是正を明確な目標として打ち出し

たことであり、置き去りにされてきた生徒たちの問題が改めて注目されるようになったことであるが、問題も多い。最大の争

点は、州政府の専権事項である教育への連邦政府の影響力の大幅な拡大に対する懸念であり、特に「連邦資金の裏づけがない

義務（unfunded mandate）」を州や学区に課すことが合衆国憲法上許されるかという点である。NCLB 法に対抗する州レベルの

動きを代表するものとしては、ユタ州とコネティカット州を挙げることができる(土屋、2006)。ユタ州は、上記の連邦資金の

裏づけがない義務が課せられていることを根拠に、NCLB法よりも同州の教育目標を優先するとした州法を 2005 年 5 月に制

定している。また、長年続いてきた学力格差を、結果責任を厳しくするだけで是正できるとする前提には無理があることが最

大の問題である(Meier & Wood, 2004; Sunderman, et al., 2005)。 

その他先進国における中等教育では、フィンランドのドロップアウト等防止策やデンマークの若年者のドロップアウト現象

のための基礎コースの設定 3）、ドイツの学習困難者向け訓練準備年の設定(岩田,2010)などが挙げられる。 

学校を卒業しても職業訓練に進めなかったり、職業訓練に進んでも就職できなかったりして、職業資格取得や就業の機会に

恵まれない若者を、ドイツでは「不利益青年」と呼ぶ（大串､2007）。2005年に改正された連邦職業訓練法では、職業訓練の機

会が得られない不利益青年のために職業訓練準備事業を設けることを規定している。大串(2007)によれば、ドイツには、職業

訓練準備事業のほかにも、職業準備教育を行っている生産学校（Produktionsschule）1）という教育訓練機関があり、学校中退

や職業資格未取得で失業中の 16～25歳位の若者を対象とする。 

筆者は、2015年 3月にドイツの生産学校を視察し、生産学校協会会長の Mr. Martin Mertens にインタビューした結果、以

下のことがわかった 4）。 

①ドイツには３０万人の職業学校の不合格者、中退者がいて、問題になっている。ドイツは、州単位で法律が違い、独自に

予算をもち、執行しているが、就職できない、学校にも行かない、職業学校にも行けない、いわゆるニートをカッセル市の青

年局が世話をして、労働局が学校を紹介している。その職業学校に不合格となった基礎学力のない学生を引き取って教育指導

しているところが「生産学校」であり、１校当たり３０人から５０人の学生を受け入れている。 

②ドイツ全体で１５０校の生産学校があるが、生産学校協会に所属しているのは、そのうち１１０校。ミュンヘン市立の生

産学校はメンバーではない。ミュンヘン市独自の方法で生産学校を運営している。 

③生産学校で指導している分野は、主に、農業、レストラン、メタル加工、木工、美容、オンラインショップ、ペインティ

ング、リサイクリング等である。技能を身につけ、職業学校に合格できるように指導、すなわち、企業での実習(訓練の８０％

を占める)受け入れに合格できるよう指導している。 

このように、生産学校も今回着目したサマーアカデミーも 成績不振者， あるいは学習・職業訓練意欲喪失によって落ちこ

ぼれた若者を対象にしているが、違う点は、サマーアカデミーは，義務教育の卒業試験に合格して、職業学校に進学し、職業

人として社会で自立して働くことができるよう 8年生（日本の中学 2年生）の夏休みを利用して、早めに教育指導をするとい

う将来への予防策であり、14歳の時点で、将来生活保護を受けなくても社会で自立できるようにするための先行投資であるこ

とだとといえよう。 

アメリカの落ちこぼれ防止法と訳される NCLB 法は、恵まれない子どもたちの学力を向上させることでアメリカ社会の貧困

を撲滅することを目指し、置き去りにされてきた生徒たちの問題が改めて注目されるようになったことは功績だったが、連邦

政府の影響力の大幅な拡大に対する懸念、特に「連邦資金の裏づけがない義務（unfunded mandate）」を州や学区に課すこと

に批判も大きかった。一方、ドイツのサマーアカデミーの取り組みは、ミュンヘン商工会議所と職業紹介所、リューネンブル

ク大学との共同企画という、いわばバイエルン州発の取り組みである。州独自の取り組みという点でも参考に 

なる点は多く、現に実施個所は毎年増加し、海外からも関心を集めている。 
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３．サマーアカデミーの内容 

参加希望者を募集して、面接試験に合格すると無料で参加できる。定員 50 名、一人当たり 3,500 ユーロの費用は、ミュン

ヘン市が支出。夏休みの 3週間半いろんな分野（ドイツ語、数学、心理学、スポーツ、音楽家、カウンセラー、ソーシャルワ

ーカー等）の専門家が指導する。大学生がアシスタントとして参加し単位を取得できる。リューネンブルク大学の Kurt 

Czerwenka 教授(以下クザウェンカ教授)が開発したプログラムで、筆者は 2016 年 8 月にミュンヘン北東部のサマーアカデミ

ー開催地の一つである Waldmunchen(以下ヴァルドミュンヘン)を訪問し、クザウェンカ教授が校内を案内して参加学生の様子

を説明してくれた。 

そのプログラム内容のコンセプトは、3 つの柱があり、①基礎知識(読み、書き、そろばん)の習得、②自己肯定感・自己効

力感の向上、③自己表現力の向上と改善である。そのために、規則正しい生活をさせ、貧しい家庭や親が離婚して片親など家

庭的に問題のある子供たちが、悪い環境から離れてじっくり勉強に取り組める環境を提供している。今まで経験できなかった

人間性を養う活動（演劇、音楽鑑賞、歌う、絵をかく、水泳、ハイキング等）をさせる。5～6人のグループを作り、ディスカ

ッションさせる。最後に、キャンプの成果として演劇の発表会を行う。 

月曜日から金曜日までのスケジュールは、表 1のとおりである。水曜日のみ午前中に職業体験の授業があり、グループ 

ごとに、６～７つの職種を３０分ずつ順番に体験し、自分に向く仕事を選択させる。また、週末は、施設を離れ、ハイキング

をしたり、川に泳ぎに行ったり、自然と接してリラックスできるようプログラムに工夫を凝らしている。このサマーアカデミ

ーが若者の教育支援として実績を上げていると説明してくれたミュンヘン商工会議所の職業教育担当部長によると、ある意味

で徴兵制をカバーするプログラムであり、人間性向上教育、自立教育といえるようだ。「生産学校」は、1年間だが、午前中の

みであり、家に帰れば日常問題があるが、サマーキャンプは家の問題から離れて集中して指導を受けられるメリットがある。 

具体的には、①家庭では、バカ扱いされたり、虐待を受けたり、自尊心を傷つけられた子供たちに、「失敗は恐れるな。むし

ろ、失敗することはいいこと」と言うことからスタートし、ほめて認める。成功体験をさせることにより自信をもたせる。②

どんなことでも相談できる専門家を配置し、2人の生徒に 1人の先生が面倒を見る。先生の資質が重要で、マイスターを持ち、

教えることもできる人間性豊かな人を選んでいる。③終了後も、1年間は担当の先生が 1週間に 1回グループごとに会ってそ

の後の問題に対応し、やる気を維持させる。 

表１ ある日の日程 

*数学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 月曜日 

チーム A B C D 

07:00 起床 

07:40-08:00 チーム会議 

08:00-08:30 朝食 

09:00-09:45 読書 ﾁｪｯｸＸ 面接態度 PCコース 

09:50-10:35 ＊ﾁｪｯｸＸ 読書 PCコース 面接態度 

10:50-11:35 面接態度 PCコース 読書 ﾁｪｯｸＸ 

11:40-12:25 PCコース 面接態度 ﾁｪｯｸＸ 読書 

12:30-13:00 昼食 

13:15-15:00 スポーツ スポーツ ｺｰﾁﾝｸﾞ 職業学 

15:30-16:00 読書時間 （チューター制グループ） 

16:15-18:00 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（ミュージカル、工作上、勉学） 

18:00-18:30 チーム会議 

18:30-19:15 夕食 

19:15-19:45 生徒議会/チューター会合 

20:00-21:30 夕刻プログラム 
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３．１ これまでの成果 

 前述のとおり、サマーアカデミーのプログラムには３つの柱があり、その一つ目の柱が①基礎知識（読み、書き、そろばん）

の習得である。特に、カリキュラムの中で強化している科目は、基礎学力である読解力（表１の「読書」）と数学(表１の「チ

ェック X」)である。 

 2014 年度のヴァルドミュンヘンでのサマーアカデミーの読解力と数学のスタート時と終了時の成果は、図１と図 2 のとお

りである。読解は、3週間半の間に、平均 81点から 91点に向上したことがわかる(図 1)。 

 

 

図１ 読解力の結果      図２ 数学の結果 

 

この成果は、普通は 1年間かけて向上する点数であり、何人もの生徒が 3週間半で 1年分の成果を出して読めるようになっ

たのである。さらに、数学は、スタート時は 12.05点だったのが、3週間半後の終了時には 29.3 点まで上がったことがわかる

(図 2)。これは、最初の 2 倍以上の向上となった。ある一人の男子生徒は、最初 17.5 点だったのが 49 点(満点は 58 点、100

点満点に換算すると 84点)を獲得した。 

 サマーアカデミーの２つ目の柱が、②自己肯定感・自己効力感の向上である。表１の「コーチング」という科目を中心に、

朝晩１日２回の「チーム会議」や「プロジェクト」という全員が参加して役割を分担するミュージカルへの取り組み等を通じ

て養われる。 

 自己計画に関してスタート時と３週間半後の終了時と比較すると、すべての分野において右肩上がりとなり効果が確認され

た。特に、一番強い効果が出たのは、「自己規制」という項目だった。スタート時は、疲れを感じたり、ホームシックになった

り、自己コントロールができない生徒が何人かいたが、チームでの活動が奏功し、終了時にはチームの中での自分の役割や責

任や協調性を学び、自己コントロールをできるように成長したことが伺える。次に、数学における自己計画、読解における自

己計画、自信の順に伸びており、総合してポジティブな成長が見られた（図 3）。 

 

図３ 自己計画の成果 
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 さらに、サマーアカデミー終了後の１年後に自己効力感と自己コントロールを測ると、大変良い関係があることがわかった。

強い自己効力感は、以前無力感を感じていなかった生徒より無力感を感じていた生徒達の方が、より強くなっていたのが確か

められた。日常生活の中で社会の援助をあまり受けられずに、ほめられることもなく、良い学習経験を得る機会もなかった若

者達は、サマーアカデミーに参加する事で特に自己効力感を得られる事は大きかったと思われる。 

 そのため、本プログラムの開発者であるクザウェンカ教授に、開発の際に参考にした教育の理論について尋ねたところ、ペ

スタロッチ、バンデューラ、フンボルトという名前が挙がった。特に、アルバート・バンデューラ（Albert Bandura 1925 年

～）は、カナダ人心理学者で、「社会的学習理論（モデリングによる学習）」や「自己効力感」で広く知られている。まさに、

このプログラムを受けた生徒たちが、サマーアカデミー終了後に自己効力感が高まったという結果が出ていることはうなずけ

る。 

従来の学習理論が、学習する個体自身の経験や他者からの強化（刺激）を前提としていたのに対し、バンデューラは、他の

個体の行動を観察し、意識的に模倣（モデリング）することによっても成り立つことを実験により実証し、新たな理論を提唱

した。モデリングとは、他の個体の行動と結果を観察し模倣することによって、行動パターンを学習（修正）することを指し、

以下 4 つの過程が存在する(表２)。 

 

表２ バンデューラのモデリングの４つの過程 

出所：｢新時代のキャリアコンサルティング｣p38-41より筆者作成 

  

このモデリングを通じて得ることができる効果として以下の 3つ①新しい適切な行動の習得、②不適切な行動の制止・抑制、

③反応促進（他者に誘発され行動すること）が挙げられている。 

 自己効力感とは、ある状況において適切な行動をとることができるという予測や確信で、「自分ならできる」という自己へ

の信頼感・有能感のことをいう。バンデューラはこの自己効力感を「自分が物事をコントロールしているという効力に関する

モデリング 

の過程 
概要 

1１．注意過程 

モデルとなる対象とその特徴を選択し、そのモデルを見る過程。モデルの対象は幅広く、身近な信頼・尊

敬・好意を寄せるものやリーダーシップを発揮するものに限らず、著名人・有名人も該当。モデルからの

刺激と観察者自身の特性の双方が影響する。 

2．保持過程 

観察したモデルを記憶として保持する過程。モデルの特徴・行動パターンを抽象化し、イメージ化・言語

化することを通じて保持する。心の内部で繰り返しモデルの行動を模倣（リハーサル）することも有効と

されている。 

3．運動再生

過程 

保持した記憶を実際に行動で再生する過程。頭の中で描いている「モデルの行動イメージ」と「自分の実

際の行動』との間にある GAPに気づくことが出来る。その GAPからフィードバックし、行動を少しずつ修

正することで、モデリングの正確性や洗練度を高めていく自己修正の過程といえる。 

4．動機づけ

過程 

学習した行動を遂行するための動機づけをする過程。動機づけには、環境から与えられる「外的強化」、モ

デルから受ける。「代理強化」、自分自身で行う「自己強化」がある。「外発的動機（インセンティブ）」「内

発的動機（モチベーション）」という分類もできる。 
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信念」とし、以下 4つの影響要因(表３)により、それが形成されるとした。 

これら 4つの要因から、大小の影響を受けることは間違いないが、重要なことは「これらの要因を自分自身がどう捉えるか」

だとバンデューラは述べている。今している体験をどう捉えるか、モデルとなる人の成功をどう活用するか、第 3者の意見を

どのように受け入れるか、生理的・感情的な状態をどう乗り越えるか。自己効力感を高めるために影響要因をどう活用できる

かは、自分の捉え方次第で変わるということである。 

表３ 自己効力感が形成される４つの影響要因 

出所：｢新時代のキャリアコンサルティング｣p38-41より筆者作成 

 

３．２ 主な科目の授業内容 

 以下は、筆者が視察に行った際にヒアリングした内容および 2014 年のサマーアカデミー報告書の内容をまとめたものであ

る。 

3.2.1 読書 

 ドイツ語を読み理解すると言う学習構成は、基本的にはリュネーブルグ大学のシュテフェン･ガイルベルグ（2011）の指導

に基づいて実施され、システム化されており、その学習の目的は、①より正確に読むこと、②読む意欲を向上させることであ

る。この目標を定めて、ドイツ語の授業は 45分を 14回、読書は 30分を 12回実施した。そして、最初の授業で、出来が悪い

からと言って、今までの学校のように怒鳴ったりしないと説明し、今までとは違った勉強方法を試みるようにした。 

 具体的な指導方法は、1 週目に、単語の部位の定義についての共通の基盤を確立させること、2 週目にグループに分かれて

読み、3週目には、グループで討議したのち全員で意見を対立させて議論させるという流れである。 

具体的には、1週目には、単語の部位の定義を理解させ、並列してある単語から適合しない言葉を選択したり、共通の表題

を見つける作業により、難しい文章を理解できるようにさせる。2週目には、3～5人のｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれて、ドイツ語のテキス

トを全部読み、理解できない単語に線を引き、キーワードをハイライトする。その後、内容について何回も反問させ意見交換

させる。3週目には、参加者たち若者に関連したテーマのテキストを選び、レベルごとにグループに分かれて、ドイツ語のテ

キストを全部読み、理解できない単語を辞書で調べてから、全員で議論させる。参加した若者が、自分たちの個々の人生経験

とテキストの情報が結びつくことに気づき、熱心に議論を始めた。この方法で、文章を読んで理解することがいかに大切であ

るかを経験させ、人生の困難な時期に直面するときに助けとなる必要な情報を読んで獲得できるようにすることの重要性を理

解させるのである。その結果、55名全員が読書に関心を示し、図書コーナーで読むという行動をスタートした。毎日 30分の

読書時間を設け、全参加者が 1 冊の本を最後まで読み終えた。この際、プロの朗読を聞きながら共同で読む経験が奏功した。 

読書の科目の目的は、①読む技術の発達と②読みたいという動機を向上させることである。二つの目的をともに達成できた

ことになる。しなしながら、ドイツ語を母国語としない移民の生徒は、個別指導が必要だった。文法と平易な文章から放課後

に個別指導しながら、他者と同様に質疑応答には参加させた。そして、55名の参加者全員が本を読みたいという動機が明らか

影響要因 概要 

成功体験 

自分の力で達成した・成功したと感じられる体験。自己効力感を高める最も効果的な方法。体験の質が重

要だとし、忍耐強い努力により障害に打ち勝つ体験つまり困難に打ち勝って成功した体験が効果的だとさ

れる。 

代理経験 

モデリング 

ロールモデル・成功モデルのように、自分と類似する人の成功から自分にもそのようなことができるとい

う信念を獲得する。モデルと自分の類似性が高いほど、効果的だとされる。 

社会的 

説得 

社会、第 3者からの説得。能力があることや、達成の可能性が高いことを言われる。この要因から形成さ

れる自己効力感は一般的に弱いとされる。 

生理的・感情的

状態 

頭痛などの生理的要因や、嬉しい・楽しいなどの環境的要因。一時的な影響であることが多く、影響は小

さいとされる。 
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に高まったことが観察されたのである。 

 

3.2.2 チェック X(数学) 

サマーアカデミーの授業科目の中で、一番人気のある科目である。なぜなら、今まで学校では難しくて理解できなかった内

容が、このサマーアカデミーでは信じられないほど理解できるようになったからだという参加者からの感想が圧倒的に多かっ

た。 

 中等学校の 9年生の為に準備する事を目標とし、数学を日常で使い、職業生活に入って毎日重要とされるであろうものを学

ぶ。その学習企画の構成と方法は、個々の計算力障害の治療に関する治療学習の原則を推進する。全部で１２コース単位で詳

細の教材マニュアルが作られている。これは、ミュンヘン商工会議所が職業学校に進学する際に実施している数学の試験に準

拠したカリキュラムになっている。 

 具体的な指導方法は、①初日に、間違いをする日を作る（すでに今まで習って知っている内容を復習するため）、②１２コ

ースの学習授業単位の教材マニュアルを説明し、方向指導を行うことにより、安心感とやる気を起こさせる、③チームで協力

して団結することの大切さを伝える（落ちこぼれは作らない、個人の成績は評価しない）、④隣の生徒と一緒に考えさせる（理

解できる生徒が喜んで助けるシステム）ことである。 

 チームで協力して理解し、落ちこぼれを作らないという指導方法が奏功し、2014 年のヴァルドミュンヘンの数学の平均点

は、12.05点から 29.3点と 2倍以上に伸びたのである。 

 

3.2.3 面接態度 

 現実味のある職業選択を考えて、会社に応募するときの面接会話や態度について準備する。コンピューター（PC）コースや

コーチング、職業学と一緒に学びながら、会社への応募書類を作成し、自分の強みや長所を PRできるようにし、3週間半の間

に 12 通の応募書類を作成させる。その後、サマーアカデミーに参加した理由や、目標などを指導者がインタビュー形式で生

徒に質問する模擬面接の様子をビデオ撮影し、最後にチームごとに鑑賞させた。この鑑賞による気づきの効果は大変大きかっ

た。 

 具体的には、1週目には、「私は誰か？私に何ができるか？」という質問を投げかける。中学の卒業試験合格後に、現実的に

どんな職業につけるか、夢の職業につくための職業教育の必要性と結び付けて参加者皆で一緒に考える。2週目には、「私の職

業と私」というテーマを投げかける。職業に関して、より身近な現実的なテーマとして具体的に考え、会社応募面接の練習を

させた。3週目には、「実際の会社の応募面接の練習」を行い、数人のグループごとに模擬面接を実施した。応募者役以外は評

価シートに採点と感想等記入し、その後応募者役はその評価シートを受け取り、評価者からの感想や気づきを話し合った。 

 

3.2.4 職業体験 

 毎週水曜日の午前中に、以下の 6 つの職種で実施されていた。①手工業（木工、メタル、自転車）、②レストラン、③老人

介護、④菓子、⑤事務、⑥庭、園芸。上記６職種を選んだ理由は、人手不足が深刻な職種なため、それらの技術を習得して社

会に出て、人手不足を解消できる人材に育てるためだとクザウェンカ教授が話してくれた。中でも特に深刻な人手不足業種は、

レストラン、介護、庭仕事とのことだった。 

 上記６業種を３０分ごとに順番に体験して、全員が自分に合った仕事を見つけることを目的としている。３０分が集中の持

続できる時間として順番に体験させ、ほぼ全員が自分に合う仕事を見つけることができるとのことである。 

 

3.2.5 ミュージカル 

 ミュージカルの実演学習は、演劇、声楽、ダンスの組み合わせの構成で成り立ち、３週間が終ると全員で上演する。この練

習期間の間に、生徒達は自分達が持つ芸術的な能力に気がつき、それが自意識を成長させることに結びつく。ミュージカルを

成功させるためには、生徒達はお互いに緊密に相手に配慮して集中的な共同作業が必要とされる。 

 1週目は、主に自分には演技か歌かダンスのいずれの能力があるかを見つけることがテーマとなり、いかに自分のタレント
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を前進させることが出来るか、発展させるとはどういうことかを考える。2週目は、生徒達はこれを成功させるためにはお互

いに丁寧に接し、時間を厳守し、出来るだけ敬意を表してお互いに接する事を学ぶ。最初の週は生徒達は全体の流れを把握し

練習して、グループとしてどのように前へ進めるかに慣れなくてならないが、2週目は独自の自意識、つまり自信を発展させ

るのがテーマとなる。3週目には、生徒達はミュージカル上演を週の最後の日にするのを目指して練習する。演劇、歌、ダン

スの３つの分野を同時に演じて、初めて大きなグループの前で上演した。練習と共に生徒達は毎日毎日さらにおおきなグルー

プ意識が成長していくのを体得し、お互いのメンバーの協力で上演を成功できることを理解するのだ。他の仲間達と自発的に

まじめに協力して練習して体得した事を、家族や友達に自分達のタレントを見て欲しいと思うことは自然なことである。重要

なことは、生徒達がその３週間の間に自分も努力して練習し、仲間達とも共同で成し遂げた、という認識である。全体的に生

徒達は、とても創造的で、やる気がありしっかり専念出来て、実績を残せた。生徒達は、徹底的に、自意識を持ち、十分情熱

をもって成し遂げることができたと実感できるだろう。 

 一方、ステージに立ちたくない生徒は、広報 PR の役目をつとめ、ポスターの制作、出演者の衣装の作成、写真撮影、マス

メディアや地域住民や家族・関係者への案内状の制作と発送などに携わった。 

 

４．参加学生へのアンケート調査 

2016 年度のサマーアカデミーは、ドイツで 6ヶ所で実施された。そのうち、7月 30日から 8月 21日にミュンヘン北東部の

ヴァルドミュンヘンで実施されたサマーアカデミーに 8月 8日から 12日まで訪問し、クザウェンカ教授に案内してもらった。

サマーアカデミーがスタートしてから半分過ぎた時点であり、学生が徐々に規則的な生活リズムに慣れて、友達ができ、自信

がついてきてアカデミーの授業やいろんなプロジェクトを楽しんでいるように観察できた。中間時点での自己変容について以

下の通りアンケート調査を実施した。 

 

４．１ アンケート概要 

1)目的：サマーアカデミーがスタートして半分過ぎた時点で 

の自己変容（自己肯定感や自分の居場所の発見等）について調べる。 

2)実施日：8月 11日 

3)対象者：参加学生 55名（男子 17、女子 35、不明 3名）  

4)アンケート形態：自記式かつ記述式 

5)アンケート内容： 

Q1. 今までに、不登校や引きこもりを経験したことがありますか？ （はい・いいえ） 

「はい」と答えた人は、それはいつごろで、どんな状況でしたか？ 

Q2. このサマーアカデミーに参加した理由は何ですか？ できるだけ詳細にご記入ください 

Q3．このサマーアカデミーでの目標は何ですか？何を達成したいですか？ 

Q4. 7月 30日からスタートして 1週間が経ちました。現時点での感想を自由に記入してください。 

Q5. 現時点でどの授業が一番好きですか？その理由は？ 

Q6. 現時点でどの授業が一番苦手ですか？その理由は？ 

Q7. ここでの生活は、今までの自宅での生活とどこがどのように違いますか？具体的に（衣食住その他）記入してくださ

い。 

Q8. 現時点で、目標は達成できそうですか？ 

Q9．自分の居場所（存在価値や役割等）は見つかりましたか？ 

Q10. どういうときに、自分の居場所を感じましたか？ 

Q11. 自分に自信を持てましたか？または、持てそうですか？その理由は？ 

Q12. その他何でも（自由記述） 

年齢（   才）、性別（男・女）、在籍学校名（            ）学年（  年） 
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氏名（               ） 

 

４．２ アンケート結果 

参加学生 55名全員から回収できた(回収率 100%)。そのうち、不登校･引きこもりを経験した学生が 4名（男子 1名、女子 3

名）いた。彼らがどのように自己変容できたかに一番の関心があったため、優先して結果を一部まとめた。 

 

4.2.1 不登校･引きこもりを経験した参加学生 

Q1. はい（男子 1名、女子 3名）理由は、女子 3名全員がいじめにあったためだった。 

Q2.  友達から勧められた。夏休み中に他にやることが見つからなかった／成績を上げることが目標。家族から心をかき乱

されたくない。／良い成績で卒業したい。そして、正確に、良い就職の申込書（レジメ）を書きたい。／算数をできるように

したい。 

Q3. 学校の成績を良くしたい。自己意識を高めたいの２つの目標です。／成績を良くし、勉強の質を高めること。／良い成

績で卒業したい。そして、正確に、良い就職の申込書（レジメ）を書きたい。／算数が理解できることと、友達ができること。 

Q4. 調子がいいです。ボーイフレンドに会えないのでとても寂しいです。／素晴らしいです。兄弟からも邪魔されない。／

良いです、幸せです。でも、時々疲れます。／開放され自由になった。 

Q5. 全員算数と答えた。理由は、ここでは、とてもよく理解できます。／やっと理解できたから／成績が悪かったから）。

他に、英語、PCコース（きょうの経済･仕事に欠かせないもの） 

Q7. ここでは、多くの人たちとよく理解和合できます。ここから離れたくない。／ここでは、授業を受けるのが楽しいので、

朝起床できます。多くの自由があります。／家ではメンバーの１人ですが、ここでは自分自身になれて静かです。／家ではほ

められたことがないのに、ここでは、ほめられるので、勉強も生活もここでは楽しく喜んでできます。 

Q9. はい 3名、わかりません 1名 

Q10.  部屋での授業中／ほめられて認められたときです。 

Q11. 3名が進行中と回答。以前は大変恥ずかしがり屋でしたが、ここでは自己信頼感を持ち始めています。／現在進行中

です。自分の意思や考えが受け入れられるので再び生きる喜びが見つけられています。／進行中です。 

 

4.2.2 不登校･引きこもりを経験したことのない参加学生 

 Q1．いいえ(51名) 

 Q2. 学んで成績を上げたい(33) この中では、特に卒業試験に良い成績で合格したいと 10名が答えた。／自分に適した職

業を見つけたい(8)／スキルを磨いて職業訓練に合格したい(5) 

 Q3. 良い職場を見つけること(12)／算数の成績を上げて義務教育の卒業試験に合格すること(10)／学校の成績を良くする

こと(9)／どんな職業適性があるのか見つけること／最終的には自分が何をできて何をしたいのか知ること。不登校･引きこも

り経験者と同様成績を良くしたいという目標が大勢を占めた。 

 Q4. 良好･楽しい(30)／学べて成長実感している(6)／まあまあ普通(3)に対して、やや疲れている(6)／ホームシック(6)。

不登校･引きこもり経験者と同様、ほぼ良好だった。 

 Q5．算数が特に良い(28) 内訳は、ここではよく理解できる(6)、教え方が良い(2)、先生が努力している、興味深い、過去

の復習がよくわかって良いなど。／次に、ドイツ語(9)が続くが全部のコースが好き(4)などすべての科目を学べて有意義だと

感じている。 

 Q6. なし(12)／しかしながら、ドイツ語(7)、英語(5)など語学に苦手意識がある。これはドイツ語を母国語としない参加学

生が多かっただと思われる。 

 Q7. 今までの人生は友人が少なくて学ぶ場所もなかったが、ここに来てすべてがいい方向に変化した。サマーアカデミーあ

りがとう。／ここでは、すべてが計画的に進み仲間が頑張るので私も刺激を受けて頑張れる。／今まで気づかなかった自分の

強みや長所を仲間から知ることができた。／ここでは、学ぶことが楽しく心が静かで落ち着くが、家では気が散って学ぶ気が
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失せる。このようにいかに家での学ぶ環境が悪いかがわかる。家を離れて勉強に集中できる環境の提供が不可欠である。 

 Q8. はい(33人)、いいえ･不確か(6） 

 Q9. はい（36 人）、いいえ(4)、半々(3）／ここでは誰もが認められる存在です。／チームの中で居場所を感じる 

 Q10. 達成感を得られたとき(8) 内訳は、授業中にうまくできたとき(3)、算数がわかったとき、生徒会長になったとき(3)。

／認められたとき(6) 内訳は、ほめられたとき(3)、自分の行動や意見が認められた時(2)、先生が関心を持ってくれたとき

／心配して仲間が声を掛けてくれたとき(5)。不登校･引きこもり経験者と同様、ほめられて認められたときに居場所を感じる

ことがわかった。 

 Q11. はい(11人)、いいえ（7人）、自信を失ったことがない(9人)／ このように、未経験者では、もともと自信をもって

いて失ったことがないと回答した人が 9人もいたことがわかった。 

  

4.2.3 不登校･引きこもりの経験の有無による違い 

 不登校･引きこもり経験者は、以前は自信がなかったがサマーアカデミーに参加することによってまだ 1 週間過ぎたところ

だが、自信をもち始めていると回答した。家族から離れて同じ年の仲間と集団生活をしながら勉強することによって、家族か

ら開放され自由になり、勉強に集中できるようになったことが伺える。家では、ほめられたことがなかったが、ここではほめ

られるので勉強も生活も楽しいし、自分の意見や考えが受けいれられることにより自分の居場所が見つかり、やる気につなが

っていることがわかった。 

一方、未経験者では、低学力ではあったが、自信を失ったことが無いと答えた人が 9人いたことがわかった。この点が大き

な違いであるが、その他の点では同様の傾向が見られた。具体的には、経験の有無に関わらず、ほめられて認められたときに

自分の居場所を感じられたこと、家族と離れることによって煩わされること無く勉強に集中できること、その結果勉強が面白

くなり、苦手だった算数も理解できるようになっったこと、両者ともサマーアカデミーに参加した目的は、学んで成績を上げ

て、義務教育の卒業試験に合格して、良い職場を見つけることなどが挙げられた。 

 このように、家を離れて同い年の仲間と集団生活をすることは、双方向での学びがあり、自分の存在価値を認められること

によって自信につながっていることがわかった。 

 

５．まとめ 

サマーアカデミーの参加学生は、学力が低く、義務教育の卒業試験の合格が危ぶまれる者がほとんどだった。そのため、参

加することによって、学校の成績を上げて卒業試験に合格して、良い職場に就職したいという目的をもっていたことは重要で

ある。しかしながら、家族と離れて、煩わしさから開放された環境の中で、同学年の仲間たちと共同生活を通じて勉強し、で

きたときはほめられることによって自信につながり、また自分の意見や考えを受け入れてくれることにより自分の居場所を発

見して、徐々に自己効力感をもちはじめたことが伺えた。そして、このアンケート結果は、当該サマーアカデミーのプログラ

ムがバンデューラの自己効力感形成のキャリア理論に基づいていることと深く関係していることを示唆している。特に、当事

者自身の成功体験は、自己効力感を高める最も効果的な方法である。 

このような国策ではない地方発のプログラムが効果をあげていることは注目に値する。先行投資をして生活保護者にならな

いようにすることは、結果的に利益につながる。日本においても、NPOなどがさまざまな取り組みをしているが、低学力の若

者や不登校･引きこもりの若者などの支援プログラムへの活用につながれば幸いである。今後は、指導者の資質や指導方法に

ついての調査が課題となるだろう。 

 

【註】 

1) ドイツ全体で１５０校の生産学校があり、１校当たり３０人から５０人の学生を受け入れている。生産学校で指導して

いる分野は、主に、農業、レストラン、メタル加工、木工、美容、オンラインショップ、ペインティング、リサイクリン

グ等で、技能を身につけ、職業学校に合格できるように指導。 

2) 2002 年 1 月 8 日に G・W・ブッシュ前大統領の署名により成立した法律で，恵まれない子どもたちの学力を向上させ

ることでアメリカ社会の貧困を撲滅することを目指した 1965 年の初等中等教育法（The Elementary and Secondary 
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Education Act of 1965, 以下 ESEA）を改定したものである。 

3) 平成 23 年 8 月、文部科学省、生涯学習政策局調査企画課による「参考資料１．主要国の教育改革の動向」から一部抜粋 

4) 2016 年度森泰吉郎記念研究振興基金成果報告書「ドイツ・デュアルシステムの現場の実態調査 ～就業困難な若者が就

職できる効果的な訓練プログラム開発への基礎研究の一環として～」から一部抜粋。筆者は、2015 年 3 月 17 日～24 日

まで 9 日間、ドイツのデュアルシステム及び生産学校の視察のため、ミュンヘンとカッセルに視察に行った。 
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１．投稿論文その２ 

 

１.問題と目的 

若者のキャリア問題は深刻である。ニート 1）・フリーターが社会問題になってから 10 年以上経つ。全体的には微減傾向に

あるが、両者ともに高齢化が進んでいる。フリーターは、2015年は景況感の改善から 167万人と前年比 12万人減少したもの

の 25～34 歳は、15～24 歳より 27 万人多い。ニートも 2014 年は 56 万人と前年比 3 万人減少したものの、35～39 歳の高齢ニ

ートは 20万人と年代別で一番多く、次いで 30～34歳が 18万人、25～29歳が 16万人となっている 2）。これから社会を支えて

いく若者の失業・早期離職は大きな問題であり見過ごせない。 

筆者が所属している厚生労働省所管の K短期大学校（以下 Kカレッジ）は、2004年 10月から緊急ニート・フリーター対策

としてスタートした日本版デュアルシステムコースの Kロジスティクス科がある。輸送、荷役・保管、通関等港湾を取り巻く

環境を学ぶと共に、企業での実習を取り入れたデュアルシステム訓練により即戦力となる人材育成を目標とした 2年課程であ

る。対象は、30歳以下で常用雇用の就職を希望し、現在無職（またはパート、アルバイト等）であり、高校を卒業した人（こ

れと同等以上の学力のある人）となっている。 

当該コースには、学校から社会への接続がスムーズにいかなかった若者が正社員としての就職を求めてやってくる。高校卒

業後進学か就職か迷った挙句、自分に合った進路選択ができないままフリーターになった者、高校・大学時代に不登校・引き

こもりとなり中退した者、大学は卒業したものの就職活動で正規社員としての内定を得られず、やむを得ず派遣社員・契約社

員として働いた者、中には大学院まで卒業したが、正社員として就職するために当校に来る者もいる。 

このように、挫折を経験しているため入校時には否定的な自己観を持っている人が多い。そこで、筆者が担当している「キ

ャリア形成論」（カリキュラムは表 1 参照）の授業を通して、学生同士の相互作用を図ることにより、学生のメタ認知に働き

かけ、学生がよりよく自己を振り返り、自己に対する 

 

肯定的な感情を高めて成長へつなげていくことを目指した。具体的には、ペア・グループワークといった共同作業をすること

によって「共同作業をして良かった」と認知する肯定的認識を通じて、徐々に相手に対する信頼関係が生まれる。信頼関係の

構築により自己開示すればするほど、他者から多くのフィードバックをもらうことができると気づかせる。その結果、新たな

プラスの自分を発見し、自己に対する肯定的な感情が高まることを目指した。これは、主体的に考える力を育成する技法とし

て「能動的な学修（アクティブラーニング）」という概念が 2012 年 8月の中央教育審議会答申の中で提示され、学生の学びと

成長の観点からもその必要性が提唱されている(溝上,2012)。 

本稿では、キャリア形成論（カリキュラムは表 1参照）の授業の中で一番重視してきた自己理解のワークを紹介するととも

（    ） 

キャリア形成支援ワークプログラムの実施と効果の検証 
～自己理解のワークに着目して～ 

 

 

概要：職業能力開発施設において筆者が担当している「キャリア形成論」の授業の中で実施してきた

自己理解の５つのワークを紹介するとともにその効果と課題について実証的に検討した。その結

果、各ワーク前後の肯定的気分はすべて上昇し、否定的気分は一部を除いてほぼ全体的に低下し

た。さらに、自己理解の５ワークをひとつのモジュールとしてとらえ、実施前と実施後の心理変

数の変化を調べた結果、一部を除いてほぼ全体的に上昇した。本当の自分らしさへの気づきが増

し、自己理解を深め、将来に向けてより積極的に行動するようになったことが示唆された。 

 

キーワード: キャリア形成、自己理解、共同作業、気づき、肯定的感情、自信 
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に、その効果と課題について、実証的に検討することを目的としている。筆者は、これまで職業能力開発施設において 15 年

以上にわたりキャリア形成支援に携わり、自己理解のワークを実施してきた。対象は、主にリストラされた中高年の再就職支

援から若者の就職支援にシフトしたが、両者とも挫折を経験し自信を喪失して入所してきたという共通点がある。ほぼ同じ自

己理解のワークを毎回改善しながら実施してきたが、その効果は就職率 100%達成という事実のみで、各ワークの効果を検証し

たことがなかった。そこで、精神的に不安定で自信を喪失した若者に各ワークを実施するうえで、精神的なリスクを高めてな

いかどうかを感情気分の尺度を使ってチェックしながら実施した。具体的には、自己理解をひとつのモジュールととらえ、初

回の自己理解ワークの実施前と数回自己理解ワークを実施した後にも自己変容を捉えるために３つの尺度を使って変化量を

分析した。さらに、各ワーク前後の肯定的気分と否定的気分の変容を捉えた。若年者の就職活動開始時点での意欲に、自己に

対する肯定的な感情が大きな影響を与えていることが小杉(2004)や小玉(2013)などの研究から明らかになっている。不登校や

引きこもりなどの経験をした問題を抱えた若者は、その挫折経験から自信を喪失しており、筆者は就職活動に入る初期の段階

で自己に対する否定的感情から肯定的感情への切り替えが重要だと考えた。 

求職者の訓練を目的とした個人ワークプログラムについては、主に海外で開発されたアセスメントツールの翻訳版（キャリ

アアンカーやエゴグラム等）の利用が一般的である。心理学を活かしたキャリア教育教材の開発や実践も行われているが、我

が国では、多様な感情状態を測定する尺度の開発が遅れている（徳田,2011）。 

そのなかで、教育心理学分野では、小玉(2013)によって、ポジティブ心理資源を育成する心理教育的介入法が開発され、小

玉・川崎・石村(2014)によって効果が検証された。そのプログラムをキャリア教育に適用した結果、肯定感情の増加と否定感

情の減少、肯定的自己資源の向上と強い就職活動意欲が得られたとある。 

 

表１キャリア形成論の授業カリキュラム前半 

 

 

２．方法 

２－１．授業の内容 

研究対象の「キャリア形成論」の授業内容は、大きく分けて前半の自己理解、後半の仕事理解と現在の問題に分かれる。 

本授業は、一方的な講義形式ではなく、冒頭で講師がレクチャーを行った後、ペアワーク・グループワークを通して学生同

士の相互作用を図り、最後に授業の振り返りを行うという流れで進められた。 

自己理解のワーク以前に実施した授業の中で、一番重要な内容は、初回(1週目)のガイダンス時に実施している自己紹介・

他己紹介のコミュニケーションワークである。ペアになって話し手と聴き手を交互に役割分担する。話し手が自己紹介した内

容を聴き手がフィードバックすることで、積極的に聴く姿勢と正確に伝える表現力が身につく。お互いに自己開示する中で相
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手からのフィードバックによる新たな自己発見があり、信頼関係が構築されてくる。このワークの経験があるからこそ、自己

理解ワークの共同作業がより効果的になるといえる。また、少子超高齢社会における問題と若者のキャリア形成の重要性を講

義した上で、キャリアの定義やキャリア形成の意義（今なぜキャリア形成が必要か？）を個人ワークした後、ペアワークで意

見交換、その後グループ討議した結果を最終的には、グループ全員参加で発表させる。自己理解のワークに入るまでに、「自

分の人生の主人公は、自分であり、自己責任である。自己実現し、自分の目標や夢に向かって生き生きとした職業人生を送る

ためには、自己理解はキャリア形成にとって第 1ステップであり、一番重要である」ことを認識できるようになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 自己理解ワークのメカニズム 

 

キャリア形成論は、毎週火曜日の 2 時限目の全 18 回実施した。このうち自己理解ワークは、自己を職業興味、価値観、能

力、人柄という４つの切り口から見つめる内容となっており、各切り口のワークから受講者にマッチしたワークを毎回選んで

実施する（図１）。 

毎回の授業の流れは、まず講義を行い、実施するワークの概要を説明した後、学生は自ら振り返る自己省察の個人ワークを

する。その後、ペアまたはグループを編成して、学生同士の相互作用を図り、他者からのフィードバックによる気づきを得て、

自己理解を深める。自己理解のワークに入る前の授業で、ジョハリの窓３）の説明をして自己開示と他者からのフィードバック

による新たな自分の発見の重要性を説明しておく。最後に授業の振り返りを行うという流れである。毎回自己理解ワークの内

容が異なるが、授業の冒頭で前回のワークの振り返りをした上で、本題に移るようにして自己理解が徐々に深まるよう促した。

また、ワークの実施の順番は、キャリアの理論の説明と並行して行われた。 

 

２－２．各ワークの内容 

今回実施した５つのワークは以下の通りである。 

１）スーパーの８つの役割(価値観) 

スーパーは、キャリアを単に職業や職務の連続としてではなく、職業を含むさまざまな役割の組み合わせととらえたが、そ

のライフキャリアレインボウの理論（Super,1980）の一部を理解させるためのワークである。その役割は、９つあるが、年金

者という役割を除いた 8つの役割（１．子供、２．学生、３．職業人、４．配偶者、５．家庭人(ﾎｰﾑﾒｰｶｰ)、６．親、７．余暇

を楽しむ人、８．市民）についてまず今の自分が各役割にどれくらいエネルギー量（精神的なもの─愛情・思い入れ、時間、

物理的なもの─、お金等）を投入しているかを自分の尺度で 0～100までの数値を記入しレーダーチャートにする。その後、5

年後・10 年後・20 年後の自分がどのように変化しているか記入し、レーダーチャートの変化から今後の自分の人生の役割に

ついて考える。 

興味
能力

人柄

価値観

職業能力の棚卸と拡大
☆ 職域の拡大と

転移可能なスキル発見
☆ 何をやってきたのか
☆ 何がこれからできるのか

職業価値観の明確化
☆ 条件整理と優先順位
☆ 何を大切にしているのか
☆ 何を求めているのか

職業志向と職業選択
☆ 職種分野整理と吟味
☆ 何をやりたいのか
☆ 何をやりたくないのか
☆ 将来の夢は？

やる気・意欲
☆ どんな人間か
☆ 強みは何か

・ホランドの職業興味検査
（VPI) ・夢のワーク

・スーパーの役割
・シャインのキャリアアンカー

・エゴグラム
・YG性格検査 ・強み弱みのワーク

・GATB検査 ・自分史
・強み弱みのワーク



17 

 

 

２）夢のワーク(興味) 

いくつになっても夢をもつことは、とても重要なことである。大企業の経営者やスポーツ選手４）などが、夢をもつことの重

要性を語っている。ほらのように実現しない夢に馴れ合うのではなく、現実の前で吟味しながら、この夢だったら実際に追求

できるという夢をもつことが大切である。まずは、子供のころの夢から振り返り、いろんな年代における自分の夢を振り返り

記入してみるワークである。ワーク実施前に、記入シートの裏面にメジャーリーグのイチロー選手の小学校 6年の作文を印刷

し、順番に音読させる。夢をもつことの大切さを実感させてからワークに入った。質問項目は、以下の通りである。 

１．子供の頃のあなたの夢はなんでしたか？ 

２．会社(または Kカレッジ)を選んだとき、入った当初の夢や抱負は何でしたか？ 

３．実現された夢は何ですか？ 

４．実現されなかった夢で、人生の残りの時期に実現できそうな夢は何ですか？ 

５．そのために何をすべきですか？ 

６．もう一生かかっても残りの年数では実現できそうにない夢は何ですか？ 

７．それにどう折り合いをつけるべきですか？ 

８．実現できないと気づいた時、当時の夢と馴れ合うのはやめて夢をどのように修正しましたか？あるいは、どのような新

しい夢をもつようになりましたか？(金井,2002、小島,2003) 

３）キャリア・アンカー(価値観) 

シャイン（Schein）の理論に基づいたワークである。「キャリア・アンカー」とは、個人が選択を迫られたときに、その人の

拠り所として、もっとも手放したくない欲求、価値観、能力のことで、その個人の自己概念の中心を示すものである。個人の

キャリアを船とすると、それを繋ぎ止める錨（アンカー）としての働きをする。自分の譲れない価値観や欲求を知ることで今

後の進路の方向性を選択するうえでのひとつの拠り所にできる。40項目一つ一つについて、その項目が自分自身にとってどの

程度ピッタリあてはまるかを、１から６の間の数字で記入する。点数が高いほど、その項目が、自分にそのとおりよく当ては

まるということを意味する。たとえば「わたしはある会社の社長になるのが夢だ」という項目であれば、「全くそう思わない」

場合は「１」、「常に思う」場合は「６」を記入する。この質問票は、コンピタンス（成果につながる有能さ）、動機、価値観に

ついて、あなた自身の考えを深めてもらうことを目的としている。質問にはできるだけ正直に、また素早く答えるようにし、

どちらかの極に近いと強く感じる場合以外は、あまり極端な点数をつけない方がよいとされている。 

具体的には、以下の８つのキャリアアンカーがある（Schein,1978,1990）。 

①専門コンピタンス〔TF：Technical/Functional Competence〕、②経営管理コンピタンス〔GM：General Managerial 

Competence〕、③自主・独立性〔AU：Autonomy/Independence〕、④保障・安定性〔SE：Security/Stability〕、⑤起業家的創造

性〔EC：Enterpreneurial Creativity〕、⑥奉仕・社会貢献〔SV：Service/Dedication to Cause〕、⑦チャレンジ〔CH：Pure 

Challenge〕、⑧生活第一〔LS；Lifestyle〕。 

４）強み弱み(読み替え)のワーク(人柄・能力) 

このワークは、マーケティングの SWOT分析５)、心理学のジョハリの窓３) 、カウンセリングで使うリフレイミング６)を統合

して筆者が開発したワークのひとつで、表面と裏面(宿題)がある。 

あなたという商品の強みと弱みは何か？性格についてだけでなく、自慢できることや誰にも負けないと思えるようなこと、

興味などを表面の強みに記入する。一方、他者より自分が未熟だと思うこと、カバーしなくてはいけないと思っていることを

表面の弱みに記入する。自分を知り、それを自分の言葉で他人に伝えられるかどうかがポイントである。自分という商品を売

り出すコピーライターになったつもりで記入するよう促す。   

しかしながら、なかなか自分の強みを記入できない学生が少なくない。むしろ、弱みの方が思いつく。その場合は、強みと

弱みは表裏一体であり、弱みも見方によっては強みになると伝える。例えば、「落着きがない」という弱みは、見方によって

は、「行動力がある」、「積極的」という強みに読み替えられる。自分では思いつかない場合は、ペアワークやグループワーク

で相手からフィードバックをもらうよう促す。それでも、自分の強みを思いつかない場合は、自分の周囲にいる家族、友人、

先生など自分のことをよく知っている人に自分の強み・弱みが何か聞いて記入させ(裏面)、少なくとも強みを 2つ以上気づか
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せる。そして、最終的には、これらの自分の強みを知ることにより自信につながり、応募書類や面接にも反映させることがで

きるのである。自分という商品を売り出すコピーライターになったつもりで記入させるのは、このためである。また、このワ

ークからの気づきを最後に記入してもらうが、自分で思う強み・弱みと他者から見た強み・弱みが異なる場合がある。新たな

自分の強みを発見することで、自信につながり、将来の方向性が広がることも少なくない。 

５）エゴグラムによる自己変容行動目標設定ワーク(人柄) 

エゴグラムは、John M. Dusay （米国精神科医 1935～）が交流分析理論に基づいて診断技法として開発したもので、観察可

能な行動を５つの自我状態に分類して、発生頻度を棒グラフで表した。Egogram＝ego〔自我〕＋gram〔描いたもの〕。その後の

他の研究者達によって質問紙法によるエゴグラムが開発された。性格には良し悪しはない、自分の性格の特徴を理解しておく

ことが大切、さらに自分を変えていきたい場合は、低い自我状態を上げるような行動を意識的に試みるよう勧めた。最後にポ

ジティブシンキングのための自己変容の行動目標を 3つ以上記入させ、自分の性格の特徴と行動目標をペアワークによって情

報交換し、お互いに気づいたことをフィードバックしてもらった。 

 

２－３．アンケート調査の方法 

１）自己理解ワークの初回実施前と最終回実施後にアンケート調査を実施した。 

①対象者：Kロジスティクス科の受講生 15人（男性 14人、女性 1人／平均年齢 24.9歳：20～25歳 9人、26～29歳 3人、30

～35歳 3人／大学院卒 1人、大学卒 6人、大学(校)中退 3人、専門学校卒・中退 0人、高校卒 5人） 

②目的：自己理解の 5つのワークをひとかたまりのモジュールとして自己の変容を捉えるために初回実施前と最終回実施後の

変化量を調べる 

③尺度：本来感尺度（伊藤・小玉,2005）、自尊感情尺度(山本・松井・山成，1982)、キャリア・アクション・ビジョン・テス

ト(下村・八幡・梅崎・田澤，2009)を使用した。 

④解析方法：上記尺度を使った変化量について t検定を行った。  

・本来感尺度：本来感(authenticity)とは,「自分自身に感じる本当らしさの感覚の程度」をいう（伊藤・小玉､2005）。受講

者が本授業に取り入れられたワークでのアクティブな体 

験を通じて自己理解を深め、肯定的な自己観を育成できたか 

 

どうかを測定するために用いた。7項目について「あてはまる」「ややあてはまる」「どちらともいえない」「あまりあてはまら

ない」「あてはまらない」の 5件法で回答を求めた。 

・自尊感情尺度：Rosenberg(1965)の Self Esteem Scale10項目を邦訳した尺度で、自分に対して「これでよい(good enough)」

と感じるような自分自身に対する肯定的感情の程度を測定するものとされている。受講者が、授業を通して自分自身に対する

肯定的な感情を向上させたかを測定するために用いた。10項目について 5件法で回答を求めた。 

・キャリア・アクション・ビジョン・テスト（CAVT）: 大学生のキャリア意識の発達を「アクション」と「ビジョン」の 2

側面から捉えたもので、キャリアガイダンスの効果測定に広く使われている尺度である。「アクション」は将来に向けてどの

くらい熱心に積極的に行動をしているか、「ビジョン」は将来に向けたビジョンや夢、やりたいことなどをどのくらい明確に

N Mean SD Mean SD t値

本来感尺度 15 3.15 1.46 3.34 1.39 -1.94 *

自尊感情尺度 15 3.15 1.62 3.12 1.73 0.39

ビジョン 15 3.08 1.47 3.26 1.29 -2.02 *

アクション 15 2.76 1.26 3.19 1.44 -4.27 ***

*p<0.5,  ***p<0.01

表2　「キャリア形成論」の授業における自己理解ワークの初回と最終回での心理変数の変化

         Pre                 Post        

CAVT
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しているかを測定する。意欲版と達成版があるが、今回は 1年生対象であり、キャリアデザインの基礎づくりを目的にした授

業であるため意欲版を用いた。 

 

２）各ワークの前後にアンケート調査を実施した。 

①対象者：上記１）と同じ 

②目的：各ワークの実施後に肯定的気分と否定的気分がどのように変容するか調べる 

③尺度：「現在感情気分評定２０」を使用。福島・高橋(2003)をもとに選定した感情気分状態にかかわる計 20項目で、肯定的

気分に関する形容詞や形容動詞 10 項目と否定的気分の関する 10 項目を全く当てはまらない(1)～非常によくあてはまる(6)

までの 6段階で評定するもので、演習実施前後の各時点での感情気分の状態を観察変数とした。 

④解析方法： 自己の感情気分の変容を捉えるための尺度として肯定的気分と否定的気分を使った変化量について t 検定し

た。 

 

３．結果 その１ 

「キャリア形成論」の授業における自己理解ワークの初回実施前と最終回実施後での本来尺度、自尊感情尺度、CAVTの 3つ

の心理変数の変化量について t検定を行った。その結果を表 2に示す。 

まず、本来感尺度は、初回より最終回のほうが統計的に有意な得点の向上を示した。よって、受講者が本授業に取り入 

 

れられたワークでのアクティブな体験を通じて自己理解を深め、肯定的な自己観を育成できたといえそうだ。次に、自尊感情

尺度については、初回と最終回で統計的に有意差は認め 

られなかった。CAVTについては、ビジョン、アクションともに初回より最終回の方が得点が向上し、統計的に有意な差が見ら

れた。この結果から、将来に向けて熱心により積極的に就職活動を行っていることがわかる。K ロジスティクス科の学生は、

平均年齢が 24.9歳と高く、26～29歳が 3人、30～35歳の学生も 3人いることから早期に就職活動に取り組み、内定がもらえ

ると中退する者が多い。大卒者や大学院卒者の場合は、内定した場合ほぼ 100%近く中退する。一方、高卒者の場合は、内定が

出た場合であっても卒業まで訓練を継続することが多い。これは、短大卒業というキャリアが高卒より初任給が高いことが一

因と思われる。 

 

４．結果 その２ 

実施した５つの自己理解のワークの前後の自己変容を肯定的気分と否定的気分に注目して t 検定した結果をまとめたもの

が、表 3の通りである。 

 以下、各ワークごとに結果を示す。 

１）スーパーの８つの役割 

ワーク前後で肯定的気分（楽しい、あたたかな、心がほぐれる等）は５％水準で有意に上昇したが、否定的気分（不安、つ

らい、むなしい等）は、統計的に有意差は見られなかった（表 3参照）。  

２）夢のワーク 

個人ワーク後のペアワーク・グループワークでは、恥ずかしかったという意見もあったが、総じて自分を見つめ直すいい機

会になったという肯定的な意見が多かった。また、ワーク後の自由記述の中には、「人の夢を語れることが楽しかった。」、「自

分の夢について考える機会がなかったので新鮮だった。」という感想があった。 

ワーク前後の気分の変容を見ると、肯定的気分（楽しい、あたたかな、気分がよい等）は 0.1％水準で有意に上昇した 

が、否定的気分（不安、つらい、むなしい等）は、①スーパーの役割ワークと同様、統計的に有意差は見られなかった(表 3参

照)。 
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３）キャリア・アンカー 

 

実施した結果は、④保障・安定性〔SE：Security/Stability〕と⑧生活第一〔LS；Lifestyle〕が多く見られた。 

ワーク前後の気分の変容を見ると、肯定的気分（楽しい、あたたかな、気分がよい等）は 0.1％水準で有意に上昇し、否定

的気分（不安、いらいら、さびしい等）も同様に、0.1％水準で有意に低減した(表 3参照)。 

４）強み弱み(読み替え)のワーク 

ワーク後の自由記述の中に、「新たに自分の強みをペアワークを通して知ることができた」、「自分の弱みも強みに変えるこ

とができるんだと思った」、「自分自身は気づかなかったし、新しい視点での発見だった。他の人に聞くことは本当に大事なの

かもしれない」、「新しい人とペアを組めて新たな発見があった」、「普段話しているクラスメイトの強み弱みについてさらに知

ることができて良かった」など新たな気づきや発見があったという感想が多かった。一方、「長所がわかっても、それを裏付

けるエピソードを書くのが難しかった」という感想もあった。 

このワーク前後の気分の変容を見ると、肯定的気分（楽しい、あたたかな、気分がよい等）は 0.1％水準で有意に上昇し、

否定的気分（不安、いらいら、さびしい等）も同様に、0.1％水準で有意に低減した(表 3参照)。 

キャリア・アンカーやエゴグラムなどの既存のフォーマルアセスメントツールと同様にワーク後には肯定的気分が有意に上

昇し、否定的気分が有意に低減するという効果が検証された。 

５）エゴグラムによる自己変容行動目標設定ワーク 

このワーク前後の気分の変容を見ると、肯定的気分（楽しい、あたたかな、気分がよい等）は 0.1％水準で有意に上昇し、

否定的気分（不安、いらいら、さびしい等）も同様に、0.1％水準で有意に低減した(表 3 参照)。また、実施した K ロジステ

ィクス科の学生 15名のうち、不登校や引きこもりの 

経験のある学生は、全員 ACが一番高かった。 

｢自分の短所とその改善策についてしっかり考えられたので良かった｣「今回のワークで見つかった行動目標は、今後の人生

において大切になると思うので変われるように努力したい」「自己理解は、今後就職活動する上で大切だと思った」「エ 

 

ゴグラムの結果は当てはまっていると思った」「ペアワークを通していろんな人がいると改めて思った」「クラスメイトからア

ドバイスをもらい自信をもてた」など多くのポジティブな感想を得られた。 

このように、１）から５）の各ワークの自由記述をまとめると、「相手の新たな面を発見できて良かった」「ペアワークを通

して新たな自分の強みを発見できて良かった」「相手からのフィードバックで自分の弱みが見方を変えると強みになることが

わかり嬉しかった」など共同作業を通じてお互いに新たな発見があり、そこから相手への信頼が生まれ、自己への肯定感につ

ながったことが伺えた。 

 

N Mean SD Mean SD t値
肯定的気分 15 3.17 1.06 3.79 0.98 -1.66 **
否定的気分 15 2.61 1.18 2.65 1.12 1.66
肯定的気分 15 2.94 1.23 3.68 1.23 -6.31 ***
否定的気分 15 2.75 1.39 2.58 1.32 1.37
肯定的気分 15 2.92 1.28 3.49 1.31 -4.88 ***
否定的気分 15 2.66 1.24 2.23 0.98 4.43 ***
肯定的気分 15 2.98 1.30 3.95 1.18 -8.50 ***
否定的気分 15 2.61 1.28 2.28 1.14 2.70 ***
肯定的気分 15 3.20 1.31 4.02 1.26 -6.77 ***
否定的気分 15 2.54 1.21 2.23 0.98 4.46 ***

 **p<0.01, ***p<0.001

表3　5つの自己理解ワーク前後の自己変容気分の変化
         Pre                 Post        

スーパーの8つの役割

夢のワーク

キャリア・アンカー

強み弱み(読み替え)のワーク

エゴグラム



21 

 

 

５．考察と今後の課題 

各ワークの実施前後の気分感情の変化量を分析した結果、実施した５つのワークのうち、キャリア・アンカー、強み弱み(読

み替え)のワークおよびエゴグラムの 3つのワークについては、肯定的気分が 0.1%水準で有意に上昇し、否定的気分も同様に

0.1%水準で有意に低減した。また、夢のワークは、肯定的気分が 0.1%水準で有意に上昇し、スーパーの 8つの役割は、5%水準

で有意に上昇したが、否定的気分は両方とも統計的に有意差は見られなかった(表 3)。 

キャリア形成支援の授業の効果についても、参加学生にワークの結果の感想や気づきなどを聴いており、一定の評価を得て

いたが、数値データで示したことはなかった。 

最終回に実施したエゴグラムについて述べる。開発者のエリック・バーンは、精神が子供の頃の経験によって形作られる

P(Parent)、A(Adult)、C(Child)の 3 つの自我状態があると仮定したが、さらに、P を CP(Critical Parent)と NP(Nurturing 

Parent)、Cを FC(Free Child)と AC（Adapted Child）に分け 5つの心の自我状態とした。実施した Kロジスティクス科の学生

15名のうち、不登校や引きこもりの経験のある学生は、全員 ACが一番高かったと結果で示した。ACの特徴は、周囲に気を使

いすぎ、素直で従順で我慢強い性格で、いい子になろうとするため、ストレスを一番ためやすいと言われている。そのため、

悩みがあっても周囲に相談したり、自己開示して打ち明けることがないため、より悩みを抱えやすい性格だといえよう。一方、

不登校や引きこもりを経験した学生は、FC が一番低い人が多かった。FC が低い人は、言いたいことが言えなくておとなしく

て控えめであり,思い切り楽しめない性格である。気持ちが内にこもらないようにできるだけ陽気に振舞ったり、夢中になれ

ることをもち楽しむことで、時には子供のように羽目をはずすことも必要だと思われる。 

しかしながら、表 3から各ワーク前後で見ると、肯定的気分はすべて平均値(以下 Mean)が上昇しているが、次のワークを実

施する前のそれは前回のワーク後の Mean を下回っている。例えば、スーパーの 8 つの役割のワーク実施後の肯定的気分は、

Mean が 3.79に上昇したが、1週間後の夢のワークの実施前の肯定的気分は 2.94に低下していた。このことは、毎週火曜日の

キャリア形成論の授業の中で実施しているワークに過ぎず、翌週の当該授業までには、その他の様々な授業や放課後の活動・

アルバイトなどの経験があるため、その影響を受けていることが考えられる。 

さらに、５つの自己理解ワークの初回と最終回に実施した心理尺度では、自尊感情尺度を除いて統計的に有意が示された(表

2)。本来感尺度の結果からは、初回より最終回において自分らしさの感覚を高めたことが示唆された。CAVT「アクション」の

結果からは、初回よりも最終回において学生が自分の将来に向けて熱心により積極的に行動を起こそうとする意欲を高めたこ

とが示唆された。CAVT「ビジョン」の結果からは、将来に向けたビジョンや夢、やりたいことなどが明確になってきたことが

示された。一方、自尊感情尺度の結果からは有意な差が見られなかった。つまり、自分自身に対する肯定的な感情が向上しな

かったことが示唆された。これは、「感情評定気分２０」の結果では、最終回に実施したエゴグラムの肯定的気分の得点が 4.02

と最高だったことと一致しない結果となった。 

このように、今回実施した５つの自己理解ワークは、各ワークの前後では、肯定的気分が上昇し、否定的気分が低下した。

また、５つのワーク全体をひとかたまりのモジュールとした初回と最終回の心理変数の変化は、本当の自分らしさへの気づき

が増し、自己理解を深め、将来に向けて熱心により積極的に行動するようになった。特に、就職活動についてより積極的に取

り組む姿が観察された。しかしながら、自分に対してこれでよい(good enough)と感じるような自分自身に対する肯定的感情

は上昇しなかった。 

本当の自分らしさへの気づきが増し本来感は上昇したが、自分自身に対する肯定的感情が上昇しなかったのはなぜか。伊藤・

小玉(2005)によれば、主体的な自己形成を支える自律性に対して、本来感は正の影響を与えたが、自尊感情は負の影響を与え

たとある。さらに、伊藤・小玉(2006)によれば、本来感は、自律性、可能性追求意識、現状改善意識に正の影響を与えたが、

自尊感情は上記３つ共に影響を与えていなかったことを示唆している。このことから、ペアワークやグループワークを通じて

新たな発見や気づきはあったが、本当の自分らしさが他人との比較において統制され、自尊感情が自己形成に必要な自律性に

影響を与え、自己に対する肯定的な感情が上昇しなかったことが推察される。自分の長所･強みより、短所･弱みがより鮮明に

なったことから、ワーク後の自由記述の中に「恥ずかしかった」「不十分だと感じた」など反省や否定的な記述が見られたこ

とが挙げられる。 

しかしながら、サンプル数が少ないため、今後は当 Kカレッジの Kロジスティクス科だけでなく、他の学科や他の能力開発
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施設や教育機関にもさらに広げて検証することが今後の課題である。そして、有効なワークについては、特に、挫折や引きこ

もり、フリーター等を経験した問題を抱えた若者のためのプログラム開発につなげたいと考えている。 

さらに、実施機会を増やしデータ数を増やしてさらに検証していく必要があるが、当該個人ワークを実施した授業の受講生

(実験群)と実施しない受講生(統制群)の実施前後の自己肯定的変容効果の変化量についても調べる必要があると思われる。 

 

【注】 

1)「NEET(Not in Employment, Education or Training)」の日本語読みをしたもの。直訳すると「就業、就学、 職業訓練の

いずれもしていない人」。白書では類似概念の「若年無業者」で表現しているが、この定義は「15歳から 34歳の非労働力人

口(状況を鑑みて求職活動をしていない人など)のうち、家事も通学もしていない者」となっている。資料出所は、内閣府 2015

年版「子ども・若者白書(旧青少年白書)」より抜粋後筆者要約。 

2) 内閣府は 2015 年 6 月 5 日、2015 年版となる「子ども・若者白書(旧青少年白書)」を発表した。今回はその白書の中から、

いわゆる「ニート」に相当する属性として分類されている「若年無業者」の推移について最新の情報を抽出 

3)  1955年、人同士が円滑なコミュニケーションを進めるために考案されたコミュニケーション分析のモデルのこと。他人

が見た自分と自分が見た自分を 4つの窓に分け、自己開示によって、自分も他人も知っている「開かれた自分（Open Self））

を増やして、自分は知っているが他人は知らない「隠している自分(Hidden Self)」を減らし、他人からのフィードバック

により他人は知っているが自分は知らない「気づいていない自分(Blind Self)」を減らすことによって、他人も自分も知ら

ない「未知の自分(Unknown Self)」を減らして新たな自分の発見につなげることができる。山上徹(2013)、「ホスピタリテ

ィ・ビジネスにおけるコミュニケーションの進化・深化」、政経研究を参考に筆者作成。 

4)  例えば、日本電産株式会社の永守重信社長やメジャーリーグのイチロー選手、サッカーの本田選手など。永守社長は、

1967 年、職業訓練大学校（現在の職業能力開発総合大学校）電気科卒業。その後 4人で日本電産を創業し、以後同社を日本

を代表する小型モーター製造会社に育て、モーター事業において世界首位の実績をつくった。筆者作成。 

5)  SWOTは、Strength(強み)、Weakness(弱み)、Opportunities(機会)、Threat(脅威)のこと。Sと Wを内部環境、Oと Tを外

部環境といい、企業のマーケティング戦略で使われる。ここでは、自分という商品を分析するために使用。辻･青木(2007) 

「競合ＳＷＯＴ分析を要する事業戦略のためのシステムズ・アプローチ」横幹連合コンファレンス予稿集を参考に筆者作成。 

6)  ある枠組みでとらえられている物事の枠組みを外して、違う枠組みで見ること。同じ物事であっても、人によって見方や

感じ方が異なり、見方によっては長所にも短所にもなる。短所しか思いつかない自己否定観の強い若者の長所を見つけると

きに有効である。稲垣(2014)を参考に筆者作成。 
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３ ． 付 録  

 

学校から社会への円滑な接続について  

～ デ ュ ア ル シ ス テ ム 制 度 の 職 場 内 訓 練 （ O J T） と 職 場 外 訓 練

（ O f f - J T） と の 効 果 的 な 統 合 プ ロ グ ラ ム 開 発 に 向 け て ～  

奥 田 美 都 子  

 

は じ め に  

平 成 2 5 年 4 月 に 現 在 所 属 の 港 湾 職 業 能 力 開 発 短 期 大 学 校

(厚 生 労 働 省 所 管 、以 下 港 湾 カ レ ッ ジ ）に 異 動 し 、1 0 月 か ら 港

湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 を 担 当 す る こ と に な っ た 。当 該 コ ー ス は 、

輸 送 、荷 役・保 管 、通 関 等 港 湾 を 取 り 巻 く 環 境 を 学 ぶ と 共 に 、

企 業 で の 実 習 を 取 り 入 れ た デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 に よ り 即 戦

力 と な る 人 材 育 成 を 目 標 と し た 2 年 課 程 で あ る 。 対 象 は 、 3 0

歳 以 下 で 常 用 雇 用 の 就 職 を 希 望 し 、現 在 無 職（ ま た は パ ー ト 、

ア ル バ イ ト 等 ） で あ り 、 高 校 を 卒 業 し た 人 （ こ れ と 同 等 以 上

の 学 力 の あ る 人 ） と な っ て い る 。 い わ ば 、 ニ ー ト ・ フ リ ー タ

ー の 緊 急 雇 用 対 策 と し て 国 の 施 策 と し て ス タ ー ト し た 定 員

1 5 名 の コ ー ス で あ る 。  

 当 該 コ ー ス に は 、 学 校 か ら 社 会 へ の 接 続 が ス ム ー ズ に い か

な か っ た 若 者 が 正 社 員 と し て の 就 職 を 求 め て や っ て く る 。 高

校 卒 業 後 進 学 か 就 職 か 迷 っ た 挙 句 、 自 分 に 合 っ た 進 路 選 択 が

で き な い ま ま フ リ ー タ ー に な っ た 人 、 高 校 ・ 大 学 時 代 に 不 登
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校 ・ 引 き こ も り と な り 中 退 し た 人 、 大 学 は 卒 業 し た も の の 就

職 活 動 で 正 規 社 員 と し て の 内 定 を 得 ら れ ず 、 や む を 得 ず 派 遣

社 員 ・ 契 約 社 員 と し て 働 い た 人 、 中 に は 大 学 院 ま で 卒 業 し た

に も 関 わ ら ず 正 社 員 と し て 就 職 で き ず に 当 校 に 来 る 者 も い る 。

こ の よ う に 、 筆 者 は 、 学 校 か ら 社 会 へ の 移 行 が ス ム ー ズ に 行

わ れ て な い こ と に 問 題 意 識 を 持 っ た 。  

 で は 、 な ぜ 当 港 湾 カ レ ッ ジ に く る の か ？ 当 校 が 実 施 し て い

る 「 港 湾 カ レ ッ ジ に お け る 高 度 技 能 者 養 成 訓 練 に 係 る フ ォ ロ

－ ア ッ プ 調 査 」 付 録 １ の 中 の 「 ( 4 )入 校 生 の 意 識 変 化 調 査 」  (平

成 2 4 年 4 月 現 在 在 籍 す る 入 校 生 の 全 数 調 査 )の 結 果 に よ る と

「 就 職 に 有 利 な た め 」 が 一 番 多 く 、 次 に 「 家 族 に す す め ら れ

た 」 が 続 い た 。 ま た 、 高 校 の 担 当 者 か ら の 応 募 の 際 の ア ド バ

イ ス と し て も 、「 就 職 に 有 利 で あ る こ と 」が 一 番 多 か っ た 。実

際 、当 港 湾 カ レ ッ ジ は 、開 校 以 来 4 7 年 に わ た り 港 湾・物 流 業

界 へ 正 社 員 と し て ほ ぼ 1 0 0 %就 職 し 、 横 浜 港 を 中 心 と す る 港

湾 ・ 物 流 企 業 で 1 , 4 0 0 名 を 超 え る 卒 業 生 が 活 躍 し て い る 。 ニ

ー ト ・ フ リ ー タ ー の 緊 急 雇 用 対 策 と し て 国 の 施 策 と し て ス タ

ー ト し た 「 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」 は 、 こ の 1 0 月 で 1 2 期 生

が 入 校 し た が 、就 職 率 は 、ほ ぼ 1 0 0 %で 推 移 し て お り 、過 去 3

年 間 は 全 員 が 正 社 員 と し て 就 職 し た 。  

 そ こ で 、 筆 者 は 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 制 度 と 「 港 湾

ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」で 実 施 し て い る 授 業 内 容 に 関 心 を 持 っ た 。  

そ の 制 度 に つ い て 日 本 版 の み な ら ず 、 発 祥 の 地 で あ る ド イ ツ
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ま で さ か の ぼ っ て 調 べ る 。 そ し て 、「 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」

の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム は 、実 習 が 多 い が 、特 に 企 業 実 習 (１ ヶ 月

程 度 )と 最 後 の 就 労 型 実 習（ ３ ～ ６ ヶ 月 程 度 ）に 特 色 が あ る こ

と か ら 企 業 実 習 と い う 職 場 内 訓 練 の 効 果 に つ い て 調 べ て み た

い 。  

 ま た 、 授 業 内 容 に つ い て は 、 筆 者 が 担 当 し て い る 「 キ ャ リ

ア 形 成 論 」 に 着 目 し て そ の 効 果 を 調 べ る 。  

 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 で は 、 さ ま ざ ま な 自 己 理 解 の 個 人 ワ ー

ク を 通 じ て 、 仕 事 に 対 す る 興 味 、 価 値 観 、 性 格 、 強 み 、 能 力

等 の 切 り 口 か ら 自 分 と は ど ん な 人 間 か を 見 つ め な お す 。ま た 、

ペ ア ワ ー ク 、 グ ル ー プ ワ ー ク を 通 じ て 他 人 か ら の フ ィ ー ド バ

ッ ク に よ る 気 づ き を 促 し 、 新 た な 自 己 発 見 に つ な げ て い く 。

こ れ ら の 結 果 と 、 就 職 内 定 力 に ど の よ う な 関 係 が あ る の か 相

関 を 調 べ た い 。例 え ば 、Y G 性 格 検 査 の 結 果 の あ る 型 や エ ゴ グ

ラ ム の 結 果 の あ る 型 が 一 番 就 職 内 定 力 が 強 い (弱 い )な ど で あ

る 。 ま た 、 価 値 観 に つ い て は キ ャ リ ア ア ン カ ー 、 能 力 に つ い

て は 社 会 人 基 礎 力 を フ ィ ル タ ー の 一 つ と し て 考 え て い る 。 そ

し て 、 就 職 内 定 力 の ベ ー ス に な っ て い る 要 素 と し て 、 自 己 肯

定 感 か ら 来 る 自 信 に 注 目 し た い 。そ の た め 、「 キ ャ リ ア 形 成 論 」

の 授 業 で 実 施 し て き た 自 己 理 解 の ワ ー ク の い く つ か に つ い て 、

実 施 後 に 肯 定 的 気 分 が プ ラ ス に 変 容 し た か ど う か 検 証 す る 。  

 さ ら に 、 前 職 場 で あ る 生 涯 職 業 能 力 開 発 促 進 セ ン タ ー （ 通

称 ア ビ リ テ ィ ガ ー デ ン 、 以 下 ア ビ リ テ ィ ガ ー デ ン ） に お い て
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離 職 者 訓 練 コ ー ス （ 主 に ６ ヶ 月 ） の 担 任 と し て 実 施 し た ク ラ

ス マ ネ ジ メ ン ト の 手 法 (や る 気 創 出 指 導 法 ) 注 １ を 当 該 コ ー ス で

も 採 用 し た が 、 そ の 結 果 に つ い て も 報 告 す る 。  

 

 

注 １ 「 マ ー ケ テ ィ ン グ 発 想 を 取 り 入 れ た モ チ ベ ー シ ョ ン ア ッ プ

の “ や る 気 ” 創 出 指 導 法 ～ 就 職 率 １ ０ ０ ％ 達 成 の キ ャ リ ア 形 成 支

援 現 場 か ら の 実 施 報 告 ～ 」、「 職 業 能 力 開 発 研 究 」 第 ２ ７ 巻  ２ ０

０ ９ 年  職 業 能 力 開 発 総 合 大 学 校  能 力 開 発 研 究 セ ン タ ー 発 行  
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第 １ 章  研 究 計 画  

１ ． 研 究 の 背 景  

 若 者 の キ ャ リ ア 問 題 は 深 刻 で あ る 。 ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー が

社 会 問 題 に な っ て か ら 1 0 年 以 上 経 つ が 、 未 だ に そ の 数 は 減

っ て い な い 。 こ れ か ら 社 会 を 支 え て い く 若 者 の 失 業 ・ 早 期 離

職 は 大 き な 問 題 で あ り 見 過 ご せ な い (図 １ お よ び 図 ２ 参 照 )。  

 

(図 １  フ リ － タ － 数 の 推 移 )注 ２  

 

 （ 図 ２  ニ ー ト 数 の 推 移 ） 注 ３  

「 ニ ー ト 」 は 「 N EET( Not in Emp loym ent,  Ed ucat ion o r  
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Trai ning )」の 日 本 語 読 み を し た も の 。そ の ま ま 直 訳 す る と「 就

業 、就 学 、  職 業 訓 練 の い ず れ も し て い な い 人 」と な る 。今 白

書 で は 類 似 概 念 の 「 若 年 無 業 者 」 で 表 現 し て い る が 、 こ れ の

定 義 は「 15 歳 か ら 34 歳 の 非 労 働 力 人 口 (状 況 を か ん が み て 求

職 活 動 を し て い な い 人 な ど )の う ち 、家 事 も 通 学 も し て い な い

者 」 と な っ て い る 。 求 職 活 動 と 職 業 訓 練 は ま っ た く の 同 一 で

は な い が 、当 事 者 の 意 志 と し て は ほ ぼ 同 じ で あ り 、「 若 年 無 業

者 」 と 「 ニ ー ト 」 は 大 体 同 列 の も の と 見 な し て 良 い 。  

 ま た 、 図 ３ か ら フ リ ー タ ー 期 間 が 半 年 以 内 の 場 合 、 男 性 で

は 約 ６ 割 、 女 性 で は 約 ８ 割 が 正 社 員 に な っ て い る が 、 フ リ ー

タ ー 期 間 が ３ 年 を 越 え る 場 合 、 正 社 員 に な れ た 率 は 男 性 で 約

５ 割 、 女 性 で 約 ３ 割 で あ り 、 フ リ ー タ ー 期 間 が 長 い と 正 社 員

に な る こ と が 難 し く な る と い え る 。 但 し 、 2 0～ 2 9 歳 、 正 規

課 程 の 学 生 年 、 専 業 主 婦 を 除 く 。  

 

(図 ３  フ リ ー タ ー か ら 正 社 員 へ の 転 職 状 況 )注 ４  
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先 行 研 究 で は 、 ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー や 引 き こ も り を 経 験 し

た 就 職 困 難 者 の 支 援 の 実 態 調 査 ( J I L P T、 2 0 1 3 )は あ る が 、 現

状 把 握 の 段 階 で 止 ま っ て お り 、 挫 折 を 経 験 し た 就 業 困 難 な 若

者 が 就 職 で き る た め の 効 果 的 な プ ロ グ ラ ム 開 発 ま で に は 至 っ

て い な い 。 ま た 、 就 職 困 難 者 の た め の 職 業 訓 練 の 海 外 事 例 と

し て オ ー ル タ ナ テ ィ ブ 教 育 が 注 目 さ れ て い る (宮 本 、 2 0 1 3 )こ

と や 、 就 業 支 援 は 仕 事 現 場 で の 教 育 が 効 果 的 （ 鶴 、 2 0 1 4）、

社 会 人 実 務 経 験 が 就 職 活 動 に 効 果 的 （ 奥 田 、 2 0 1 5） と い う

指 摘 も あ る 。  

そ の た め 、 企 業 実 習 を カ リ キ ュ ラ ム に 組 み 込 ん だ ド イ ツ 発

の デ ュ ア ル シ ス テ ム と 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム に 着 目 し 、 そ

の 効 果 や 問 題 点 を 調 査 す る こ と に よ っ て 、 挫 折 を 経 験 し た 就

業 困 難 な 若 者 が 就 職 で き る た め の 効 果 的 な プ ロ グ ラ ム 開 発 へ

活 か す た め の 基 礎 研 究 と し た い 。  

 

２ ． 研 究 の 目 的  

 本 研 究 で は 、 未 だ に 減 ら な い ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー や 引 き こ

も り 等 の 若 者 が 、 ど の よ う な 訓 練 を す る こ と に よ っ て 就 職 で

き る よ う に な る の か 、 そ の 効 果 的 な 方 法 を 探 り 、 将 来 的 に は

訓 練 プ ロ グ ラ ム と し て 開 発 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 そ の

中 に は 、 具 体 的 な い く つ か の 個 人 ワ ー ク の プ ロ グ ラ ム を 含

む 。 ま た 、 ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 、 生 産 学 校 訓 練 、

サ マ ー キ ャ ン プ の 成 功 事 例 、 お よ び 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム
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の 成 功 事 例 を ヒ ア リ ン グ し た り 入 手 し た 資 料 を 和 訳 す る こ と

に よ り 、 日 本 の 就 職 困 難 な 若 者 の 就 職 支 援 に 活 用 し 、 そ の 効

果 的 な プ ロ グ ラ ム の 開 発 へ 活 か す た め の 基 礎 研 究 が テ ー マ で

あ る 。  

 

３ ． 研 究 の 方 法 (計 画 ベ ー ス )  

（ １ ） 先 行 研 究 レ ビ ュ ー  

 若 者 の キ ャ リ ア 問 題 、 ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー ・ 引 き こ も り の

実 態 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓

練 、 職 業 教 育 先 進 国 の 教 育 シ ス テ ム 、 職 業 訓 練 等 に 関 す る 各

種 文 献 を レ ビ ュ ー し 、 効 果 的 な 訓 練 プ ロ グ ラ ム の 開 発 に 役 立

て る  

（ ２ ） フ ィ ー ル ド 調 査 結 果 の 活 用  

（ ２ ） － １  日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 を 実 施 し て い る 教

育 機 関 へ の ヒ ア リ ン グ 調 査 結 果 の 活 用  

① 厚 生 労 働 省 が 独 立 行 政 法 人 高 齢 ・ 障 害 ・ 求 職 者 雇 用 支 援 機

構 を 通 じ て 実 施 し て い る 施 設 へ の ヒ ア リ ン グ  

・ 職 業 能 力 開 発 大 学 校 等 の 専 門 課 程 （ 2 年 間 。 ６ 校 ）  

・ 職 業 能 力 開 発 促 進 セ ン タ ー (６ か 月 )  

・ 民 間 の 専 修 学 校 等 に 委 託 訓 練 と し て 実 施 （ 標 準 ４ か 月 、

３ か 月 の 座 学 と １ か 月 の O J T）  

 こ の 中 で 一 番 効 果 を 上 げ て い る 港 湾 職 業 能 力 開 発 短 期 大 学

校 （ 筆 者 が 現 在 所 属 、 以 下 港 湾 カ レ ッ ジ ） の 港 湾 ロ ジ ス テ ィ
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ク ス 科 を 含 め 、 成 功 し て い る コ ー ス の 実 施 施 設 数 か 所 お よ び

効 果 の 上 が っ て な い 施 設 を 数 か 所 ヒ ア リ ン グ  

・ 訓 練 コ ー ス の カ リ キ ュ ラ ム （ 訓 練 科 目 、 訓 練 時 間 、 訓 練 内

容 等 ）  

・ 就 職 支 援 の 体 制 （ ク ラ ス マ ネ ジ メ ン ト 、 担 任 の 役 割 、 ア ド

バ イ ザ ー の 役 割 、 学 務 課 の 役 割 等 ）  

・ キ ャ リ ア 形 成 支 援 の 取 り 組 み （ 体 制 、 内 容 、 授 業 カ リ キ ュ

ラ ム 等 ） 等  

② 文 部 科 学 省 の モ デ ル 事 業 で 唯 一 効 果 を 上 げ て い る 東 京 都 立

六 郷 工 科 高 等 学 校 に ヒ ア リ ン グ  

・ １ 年 次 に ３ 社 で １ ０ 日 間 の イ ン タ ー ン シ ッ プ の 実 施 内 容 の

詳 細  

・ ２ 年 次 に ２ か 月 間 の O J T の 実 施 内 容 の 詳 細  

・ ３ 年 次 １ 社 で ２ か 月 間 の O J T の 実 施 内 容 の 詳 細  等  

③ そ の 他  

有 給 職 業 体 験 プ ロ グ ラ ム 「 バ イ タ ー ン 」 注 ５ の 実 施 機 関 へ の

ヒ ア リ ン グ 結 果 の 活 用  

・ 実 施 主 体 ： 田 奈 高 校 、 横 浜 市 、 N P O 法 人 ユ ー ス サ ポ ー ト

横 浜 、 (株 )シ ェ ア す る コ コ ロ 等   

 ・ バ イ タ ー ン 実 施 ま で の 経 緯  

 ・ バ イ タ ー ン の し く み  

 ・ バ イ タ ー ン 実 施 後 の 効 果  等  

（ ２ ） － ２  海 外 の デ ュ ア ル シ ス テ ム に つ い て の ヒ ア リ ン グ
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調 査 結 果 付 録 ２ の 活 用  

 学 校 か ら 仕 事 へ と ス ム ー ズ に 移 行 で き な い 若 者 の 問 題 を 解

決 す る た め に 職 業 教 育 と 社 会 参 加 活 動 の 両 面 を 有 す る 教 育 訓

練 の 場 が あ り 、 国 か ら 訓 練 手 当 が 出 て い る デ ン マ ー ク 発 ド イ

ツ の 「 生 産 学 校 」（ P r o d u k t i o n s s c h u l e） に 見 ら れ る オ ー ル タ

ナ テ ィ ブ 教 育 に つ い て ヒ ア リ ン グ し た 結 果 を 活 用 す る 。  

1 )デ ン マ ー ク 発 ド イ ツ で 普 及 し た 「 生 産 学 校 」

（ P r o d u k t i o n s s c h u l e）  

正 規 の 教 育 コ ー ス を ド ロ ッ プ ア ウ ト し た り 、 デ ュ ア ル シ ス

テ ム に お け る 職 業 訓 練 の 受 け 皿 企 業 を 見 つ け る こ と が で き な

か っ た １ ５ 歳 か ら ２ ５ 歳 の 若 者 対 象 。 い つ で も 入 学 可 能 な ユ

ニ ー ク な 学 校 。  

① カ ッ セ ル の O u t l a w 生 産 学 校 ： ２ 年 制 で １ ク ラ ス １ ０ 人 で

編 成 。 実 際 の 授 業 に 模 擬 企 業 現 場 を 想 定 し た カ リ キ ュ ラ ム が

あ り 、 受 注 品 の 生 産 に 従 事 し た り 、 技 術 、 語 学 、 計 算 な ど の

社 会 に 出 て 必 要 不 可 欠 な 学 力 も つ け る 。 木 工 、 メ タ ル (金 属

加 工 )、 電 気 (主 に 配 線 )、 サ ー ビ ス 、 販 売 ・ 事 務 の 5 コ ー ス

が あ る 。   

② ミ ュ ン ヘ ン 市 立 生 産 学 校 ： 1 週 間 の 5 0％ を 学 校 で 学 び 、 残

り の 5 0％ は 企 業 で 働 く 。 毎 週 3 4 ~ 3 5 時 間 の 授 業 が あ る 。 ク

ラ ス は 、 ド イ ツ 人 の た め の ク ラ ス と 移 民 の た め の ク ラ ス が あ

り 、 前 者 は 1 年 間 だ が 、 後 者 は 、 語 学 の ハ ン デ ィ が あ る こ と

か ら 特 別 に 2 年 間 通 う こ と が で き る 。 1 年 間 の 生 産 学 校 卒 業
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後 に デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 に 入 る こ と が で き る 学 生 は 、 昨 年

は 、 ８ ０ ％ だ っ た 。 残 り は 、 就 職 す る た め ジ ョ ブ セ ン タ ー に

行 っ た 子 が 多 い 。  

（ ２ ） － ３  義 務 教 育 9 年 生 対 象 の サ マ ー キ ャ ン プ に つ い て

の ヒ ア リ ン グ 調 査 結 果 の 活 用  

複 雑 な 家 庭 か ら 切 り 離 し て 、 自 然 の 中 の 衣 食 住 整 っ た 良 い

環 境 の 中 で 過 ご す 経 験 が 重 要 。 リ ュ ー ネ ン ブ ル ク 大 学 の D r.  

K u r t  C z e r w e n k a 教 授 が 考 案 し た プ ロ グ ラ ム で 実 施 し て 4 年

目 、 5 か 所 で 実 施 し 、 家 庭 環 境 が 複 雑 な 基 礎 学 力 が 低 く 、 や

る 気 の な い 学 生 が 、 終 了 後 に は 見 違 え る よ う に や る 気 を 出 し

て 勉 強 に 取 り 組 み 、 義 務 教 育 修 了 試 験 に ９ ７ ％ が 合 格 し 、 実

績 を 上 げ て い る 。  

 (３ )分 析  

 昨 年 度 に ヒ ア リ ン グ し た 内 容 の キ ー ワ ー ド を デ ー タ 化 し

て 、 概 念 の 仮 説 モ デ ル （ プ ロ グ ラ ム 開 発 ） を 構 築 す る た め 、

K J 法 や グ ラ ウ ン テ ッ ド ・ セ オ リ ー ・ ア プ ロ ー チ 等 に 基 づ き

定 性 的 に 分 析 を 行 う 。 ま た 、「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授 業 で 実

施 し て き た 個 人 ワ ー ク に つ い て は 、 ワ ー ク 前 後 の 自 己 肯 定 感

の 変 容 を 調 べ る た め に T 検 定 を 実 施 す る 。  

 

４ ． 研 究 の 意 義  

 学 術 的 な 側 面 と し て 、 実 態 調 査 と し て 公 開 し て い る 内 容

は 、 ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー や 引 き こ も り を 経 験 し た 就 職 困 難 者
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の 支 援 の 実 態 調 査 ( J I L P T、 2 0 1 3 )の み で あ り 、（ ２ ） － １ の

日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 を 実 施 し て い る 教 育 機 関 へ の ヒ

ア リ ン グ 調 査 や （ ２ ） － ２ の 海 外 の デ ュ ア ル シ ス テ ム に つ い

て の ヒ ア リ ン グ 調 査 を 併 行 し て 調 査 し 、 多 面 的 に 分 析 し た も

の は 見 当 た ら な い 。 海 外 や 日 本 の 成 功 事 例 を 定 性 的 に 分 析

し 、 就 業 困 難 な 若 者 に 対 す る 支 援 の 実 態 を 明 ら か に で き る こ

と に 意 義 が あ る 。 ま た 、 実 務 的 な 側 面 と し て は 、 海 外 や 日 本

で の ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー や 引 き こ も り を 経 験 し た 就 職 困 難 者

が 正 社 員 と し て 就 職 で き た 成 功 事 例 の 要 因 を 分 析 し 、 そ の 成

功 に 導 い た 同 じ 方 法 を ベ ン チ マ ー ク し て 実 際 に 現 場 で 実 施 す

る こ と に よ り 、 成 果 が あ が っ た か ど う か を 検 証 で き る こ と で

あ る 。  

 

注 ：  

注 ２ 資 料 出 所 は 、 総 務 省 統 計 局 「 就 業 構 造 基 本 調 査 」、          

労 働 省 政 策 調 査 部 で 特 別 集 計 （ ～ 1 9 9 7 年 ）、          

総 務 省 統 計 局 「 労 働 力 調 査 詳 細 集 計 」（ 2 0 0 2 年 ～ ）  

注 ３ 内 閣 府 は 2 0 1 5 年 6 月 5 日 、 2 0 1 5 年 版 と な る 「 子 ど も ・

若 者 白 書 (旧 青 少 年 白 書 )」 を 発 表 し た 。 今 回 は そ の 白 書 の

中 か ら 、 い わ ゆ る 「 ニ ー ト 」 に 相 当 す る 属 性 と し て 分 類

さ れ て い る 「 若 年 無 業 者 」 の 推 移 に つ い て 最 新 の 情 報 を

抽 出  
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注 ４ 資 料 出 所 は 、 独 立 行 政 法 人 労 働 政 策 研 究 ・ 研 修 機 構 「 大

都 市 の 若 者 の 就 業 行 動 と 意 識 の 展 開 ― 「 第 3 回 若 者 の ワ

ー ク ス タ イ ル 調 査 」 か ら ― 」 20 1 1  

注 ５ 職 業 的 経 験 で あ る ア ル バ イ ト と 、企 業 内 の 教 育 的 な イ ン タ

ー ン シ ッ プ を 合 わ せ て 体 験 す る 、教 育 的 有 給 職 業 体 験 プ ロ

グ ラ ム 。高 校 生 と 中 小 企 業 の 新 し い マ ッ チ ン グ プ ロ グ ラ ム

で 、平 成 ２ ３ 年 度 よ り 神 奈 川 県 立 田 奈 高 校 で 実 施 さ れ て い

る 中 間 的 就 労 支 援 事 業 モ デ ル 。  

  

 

  



14 

 

第 ２ 章  日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム  

若 者 を 取 り 巻 く 現 下 の 雇 用 情 勢 は 厳 し く 、 高 い 失 業 率 、 無

業 者 ・ フ リ ー タ ー の 増 加 な ど 、 若 者 が 自 ら の 可 能 性 を 高 め 、

活 か す 機 会 の な い こ と が 社 会 的 な 問 題 と な っ て い る 。 こ の よ

う な 状 況 が 続 く こ と は 、 若 年 者 本 人 の キ ャ リ ア 形 成 の 支 障 と

な る だ け で な く 、 我 が 国 の 経 済 基 盤 に も 中 長 期 的 に 重 大 な 影

響 を 及 ぼ す 懸 念 が あ る こ と か ら 、若 年 者 の 職 業 的 自 立 促 進 は 、

こ こ 1 0 年 間 に わ た り 喫 緊 の 課 題 と な っ て い る 。  

 こ う し た 状 況 に 対 応 し て 、 企 業 に お け る 実 習 訓 練 と 教 育 訓

練 機 関 に お け る 座 学 と を 組 み 合 わ せ た 養 成 プ ロ グ ラ ム を 通 じ

て 、 若 年 者 を 実 践 に 強 い 一 人 前 の 職 業 人 に 育 て る 人 材 育 成 シ

ス テ ム を 、厚 生 労 働 省 と 文 部 科 学 省 が 連 携 の 下 、平 成 1 6 年 度

か ら 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム と し て 全 国 で 導 入 し 、 公 共 職 業

能 力 開 発 施 設 ・ 専 門 学 校 等 民 間 教 育 訓 練 機 関 に お い て 実 施 さ

れ て い る 。 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム に よ る 職 業 訓 練 を 実 施 す

る こ と に よ り 、 企 業 に お け る 実 習 訓 練 と 一 体 と な っ た 教 育 訓

練 を 行 う と と も に 、 修 了 時 に 実 践 力 の 能 力 評 価 を 行 う こ と に

よ り 、 高 卒 未 就 職 者 等 が 新 た に フ リ ー タ ー 化 ・ 無 業 化 す る こ

と を 防 止 し つ つ 、 企 業 の 求 め る 高 度 な 人 材 ニ ー ズ に も 応 え て

い く も の と 期 待 さ れ て い た が 、 残 念 な が ら 日 本 版 デ ュ ア ル シ

ス テ ム は 減 少 の 一 途 で あ る 。  

 そ こ で 、 本 章 で は 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 制 度 の 特 徴

と 実 態 お よ び 事 例 に つ い て 、 厚 生 労 働 省 に よ る 日 本 版 デ ュ ア
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ル シ ス テ ム と 文 部 科 学 省 に よ る も の と 大 き く 二 つ に 分 け て 整

理 し て み た 。 次 章 で 取 り 上 げ る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 先

行 理 念 と な っ た ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム と の 違 い は 何 だ っ

た の か 、 そ の 内 容 と 成 立 の 経 緯 、 実 践 の 動 向 等 調 査 し た 結 果

を ま と め 、 そ こ か ら 、 日 本 で 根 付 か な か っ た 問 題 点 は 何 だ っ

た の か 考 察 す る 。  

 

 １ ． 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 制 度  

 （ １ ） 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 特 徴  

日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 文 部 科 学 省 が モ デ ル 事 業 と し

て 、 主 に 専 門 高 校 （ 専 門 教 育 を 主 と す る 学 科 な ど を 置 く 高 等

学 校 等 。 農 業 高 校 や 工 業 高 校 等 ） で 行 っ て い る も の と 、 厚 生

労 働 省 が 独 立 行 政 法 人 高 齢 ・ 障 害 ・ 求 職 者 雇 用 支 援 機 構 を 通

じ て 行 っ て い る も の と が あ る 。 後 者 は 、 さ ら に 職 業 能 力 開 発

大 学 校 等 の 専 門 課 程 （ 2 年 間 。 有 料 。 2008 年 度 は 6 校 ） に よ

る も の 、 職 業 能 力 開 発 促 進 セ ン タ ー （ 6 ヶ 月 。 無 料 ） に よ る

も の 、 民 間 の 専 修 学 校 等 が 委 託 訓 練 と し て 行 う も の （ 標 準 4

ヶ 月 。 無 料 ） と が あ る 。  

文 部 科 学 省 、 厚 生 労 働 省 と も に 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム

と 称 し て い る が 、 内 容 は 大 き く 異 な る 。 ま ず 、 文 部 科 学 省 の

モ デ ル 事 業 は 、 高 校 生 の 就 職 率 の 低 下 を 受 け 、 キ ャ リ ア 教 育

の 必 要 性 が 認 識 さ れ た こ と か ら 、 20 04 年 度 に 始 ま っ た も の

で 、 2007 年 度 ま で に 20 都 道 府 県 、 25 校 で 実 施 さ れ た が 、 東
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京 都 立 六 郷 工 科 高 等 学 校 を 除 い て 、 試 行 の 域 を 出 て い な い 。

デ ュ ア ル シ ス テ ム は 企 業 で の 長 期 の 実 地 訓 練 （ O n th e Jo b 

Trai ning ,  OJT） を 行 う こ と が 必 須 で あ り 、 実 際 ド イ ツ で は

昼 間 は 企 業 で 訓 練 生 と し て 働 き 、 夜 学 ぶ と い う 体 制 に な っ て

い る 。 だ が 、 モ デ ル 事 業 で は せ い ぜ い 年 に 1 週 間 程 度 の イ ン

タ ー ン シ ッ プ を 行 う 程 度 に と ど ま っ て お り 、 職 業 能 力 を 養 う

こ と は 望 め な い 。 唯 一 の 例 外 で あ る 六 郷 工 科 高 等 学 校 は 、 も

と も と 東 京 都 が 独 自 に 先 行 し て 始 め た と い う 経 緯 が あ り 、 他

の 高 校 と は 異 な り 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム 科 が 設 け ら れ て い る 。

開 校 し た 2 004 年 が 、 文 部 科 学 省 の モ デ ル 事 業 開 始 と 重 な っ

た た め に モ デ ル 校 の 指 定 を 受 け た に す ぎ な い 。  

六 郷 工 科 高 等 学 校 の デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 1 年 生 は 3 社 で

各 10 日 間 の イ ン タ ー ン シ ッ プ 、 2 年 生 は 原 則 と し て 1 年 生

の と き に 選 択 し た 企 業 の 中 か ら 1 社 で 2 カ 月 間 通 し て OJT を

受 け る 。 3 年 生 次 に は 同 様 に 1 社 で 2 カ 月 間 の OJ T を 2 回 行

う 。 こ の イ ン タ ー ン シ ッ プ と OJ T に よ っ て 、 24 単 位 を 取 得

で き る 。 な お 、 現 行 の 法 律 で は 企 業 で 長 期 の OJ T を 受 け る こ

と が で き る の は 定 時 制 高 校 に 限 ら れ る 。 六 郷 工 科 高 等 学 校

は 、 実 際 に は 全 日 制 と 同 様 に 昼 間 の 学 校 で あ る が 、 定 時 制 で

あ る た め に 夜 学 と 勘 違 い さ れ る こ と も あ る 。  

一 方 、 厚 生 労 働 省 の 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 20 03 年 6

月 に 文 部 科 学 省 ,  厚 生 労 働 省 , 経 済 産 業 省 , 内 閣 府 に よ っ て

発 表 さ れ た 「 若 者 自 立 ・ 挑 戦 プ ラ ン 」 を 受 け て 考 案 さ れ た も
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の で 、 い わ ゆ る ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー の 就 業 支 援 と し て 始 め ら

れ た も の で あ る 。 し た が っ て 、 職 業 教 育 と い う よ り は 職 業 訓

練 の 性 格 が 強 い 。 た だ し 、 実 施 主 体 に よ っ て そ の 仕 組 み は 異

な り 、 専 修 学 校 等 に 委 託 し て 行 う も の は 、 平 均 し て 3 カ 月 の

座 学 と 1 カ 月 の O JT で 構 成 さ れ て い る の に 対 し 、 職 業 能 力 開

発 大 学 校 等 で 行 う も の は 原 則 2 年 間 と 長 期 の 訓 練 に な っ て い

る 。  

（ ２ ） 厚 生 労 働 省 に よ る 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」  

厚 生 労 働 省 に よ る 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 は 、 企 業 に

お け る 実 習 ・ 実 務 訓 練 を 大 幅 に 取 り 入 れ る と と も に 、 そ の 能

力 習 得 状 況 を 評 価 す る こ と に よ り 、 訓 練 生 の 就 職 に 資 す る こ

と が 大 き な 特 徴 で あ る 。 以 下 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 協 議

会 報 告 （ 平 成 16 年 3 月 2 6 日 厚 生 労 働 省 発 表 、 以 下 「 協 議 会

報 告 書 」 と い う ） か ら 抜 粋 し て 引 用 す る 。  

 日 本 版 デ シ ュ ア ル シ ス テ ム の 定 義 は 、 「 訓 練 計 画 に 基 づ

き 、 企 業 実 習 ま た は OJT と こ れ 密 接 に 関 連 し た 教 育 訓 練 機 関

に お け る 教 育 訓 練 （ Off- JT） を 並 行 的 に 実 施 し 、 修 了 時 に 能

力 評 価 を 行 う 訓 練 制 度 」 で あ る 。 企 業 実 習 は 、 企 業 内 に お け

る 実 習 （ 非 雇 用 ） を 通 じ て 行 う 訓 練 の こ と で あ る 。 OJT は 、

On t he j ob tra i ning の 略 で あ り 、 企 業 内 に お け る 実 務 （ 雇

用 ） を 通 じ て 行 う 訓 練 、 ま た 、 O ff -JT は 、 教 育 訓 練 機 関 に

お け る 座 学 お よ び 基 礎 的 実 習 を 通 じ て 行 う 訓 練 の こ と で あ

る 。  
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 「 並 行 的 に 実 施 」 と は 、 訓 練 中 の 一 定 期 間 （ ３ ヶ 月 程 度 を

目 安 と す る ） を 単 位 と し て そ の 期 間 内 に 両 方 が 組 み 込 ま れ る

こ と と す る 。 た だ し 、 訓 練 当 初 お よ び 終 了 直 前 の 一 定 期 間

（ １ 年 以 上 ２ 年 未 満 の 課 程 に お い て は ３ ヶ 月 程 度 、 ２ 年 以 上

３ 年 未 満 の 課 程 に お い て は ６ ヶ 月 程 度 を 目 安 と す る ） に つ い

て は こ の 限 り で は な い 。 「 修 了 時 の 能 力 評 価 」 に つ い て は 、

既 存 の 修 了 評 価 、 能 力 評 価 制 度 の 活 用 に 加 え 、 企 業 実 習 ・

OJT 部 分 に つ い て も 実 務 経 験 と し て 別 途 評 価 を 実 施 す る と あ

る 。  

 で は 、 従 来 の 職 業 訓 練 と の 相 違 点 は 何 な の か ？ 日 本 版 デ シ

ュ ア ル シ ス テ ム は 、 企 業 の 求 め る 能 力 の 高 度 化 、 即 戦 力 志 向

に 対 応 す る た め 、 従 来 の 座 学 に よ る 教 育 訓 練 、 施 設 内 の 実 習

訓 練 に 加 え て 、 こ れ ら と 並 行 し て 企 業 の 現 場 に お け る 実 習 を

大 幅 に 取 り 入 れ て 実 施 す る 仕 組 み で あ る 。 こ れ に よ り 、 企 業

が 求 め る ニ ー ズ に 即 応 す る と と も に 、 訓 練 修 了 後 の 正 規 雇 用

へ の 円 滑 な 移 行 が 期 待 で き 、 さ ら に 職 業 訓 練 後 に 行 わ れ る 能

力 評 価 に よ っ て 実 践 力 が 保 証 さ れ る 。  

 こ の よ う に 、 企 業 に と っ て は 、 良 質 な 若 年 人 材 の 育 成 ・ 確

保 が で き る 上 に 、 教 育 訓 練 を 外 部 機 関 で 実 施 す る こ と で 訓 練

の 負 担 を 軽 減 し つ つ 体 系 的 な 知 識 ・ 技 能 を 習 得 さ せ る こ と が

可 能 に な る と い う メ リ ッ ト が あ る 。 若 年 者 を 直 ち に 正 規 雇 用

す る こ と が 難 し い 場 合 で あ っ て も 、 有 期 パ ー ト 雇 用 等 の 形 態

に よ っ て 訓 練 を 実 施 し 、 能 力 ・ 適 性 を 見 極 め る こ と が で き る
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わ け だ 。 一 方 、 若 年 者 本 人 に と っ て は 、 企 業 実 習 を 大 幅 に 取

り 入 れ た 実 践 的 な 訓 練 を 受 け る こ と で 就 職 が 有 利 に な る だ け

で な く 、 直 ち に 正 規 雇 用 に つ け な い 場 合 で あ っ て も パ ー ト 等

で 賃 金 を 得 な が ら 訓 練 を 続 け る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 修

了 時 の 能 力 評 価 に よ り 採 用 時 に 企 業 か ら 適 正 な 評 価 を 得 る こ

と が で き る 。 す な わ ち 、 企 業 に お け る 実 習 ・ 実 務 訓 練 を 通 じ

て 身 に 付 け た 実 践 力 を 適 切 に 評 価 す る こ と に よ り 、 若 者 の 働

く 意 欲 を 喚 起 し つ つ 、 正 規 雇 用 に 結 び 付 け る こ と が 日 本 版 デ

ュ ア ル シ ス テ ム の 重 要 な ポ イ ン ト と な っ て い る 。  

（ ２ ） － １  日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 基 本 類 型  

 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 基 本 類 型 は 、 ① 教 育 訓 練 機 関 主

導 型 、 ② 企 業 主 導 型 の 2 つ と さ れ て お り 、 前 者 の ① 教 育 訓 練

機 関 主 導 型 は さ ら に イ 、 ロ 、 ハ の ３ つ の 類 型 が あ る 。  

イ .  公 共 職 業 訓 練 機 関 活 用 型  

・ 専 門 課 程 活 用 型  ・ 普 通 課 程 、 短 期 課 程 活 用 型   

・ 委 託 訓 練 活 用 型  

ロ .  専 門 学 校 等 民 間 教 育 訓 練 機 関 活 用 型  

ハ .  認 定 職 業 訓 練 活 用 型   

ま た 、 企 業 に お け る 実 習 ・ 実 務 訓 練 の 呼 称 は 、 下 表 １ の と

お り 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 基 本 類 型 に よ っ て 異 な る が 、

本 論 文 に お い て は 、 特 に 断 り が な い 限 り は 以 下 の 呼 称 を 使 用

す る 。  
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 「 企 業 内 に お け る 実 習 （ 非 雇 用 ） ・ 実 務 （ OJ T） を 通 じ

て 行 う 訓 練 （ 総 称 ） 」 ＝ 「 企 業 実 習 」  

（ 表 １  企 業 に お け る 実 習 ・ 実 務 訓 練 の 呼 称 ） 注 ６  

 

 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 協 議 会 が 提 言 し た 方 策 に よ る と 、

教 育 訓 練 実 施 機 関 と し て 公 共 職 業 能 力 開 発 施 設 と 専 修 学 校 お

よ び 訓 練 認 定 校 が 想 定 さ れ て い る 。 そ の ① 教 育 訓 練 機 関 主 導

型 の 方 式 で は 、 訓 練 期 間 ・ 時 間 数 が 1, 400 時 間 以 上 （ 1 年 ～ 2

年 未 満 ）、 2,8 00 時 間 以 上 （ 2 年 ～ 3 年 未 満 ）、専 修 学 校 で は 年

間 80 0 時 間 以 上 と さ れ た 。 ま た 、 ② 企 業 主 導 型 で は 、 １ 年 ～

２ 年 、 も し く は ２ 年 ～ ３ 年 の 全 期 間 に お い て 、 受 け 入 れ 企 業

で の OJT と 教 育 訓 練 機 関 で の Off - JT が 平 行 し て 行 わ れ る 。訓

練 修 了 後 に は 、 能 力 評 価 を 実 施 し 、 能 力 を 保 証 す る こ と で 、

企 業 側 の 採 用 、 若 年 者 の 就 職 ど ち ら に も 有 益 に な る と し て い

る 。 そ の 訓 練 職 種 は 、 自 動 車 整 備 、 電 気 工 事 、 塗 装 、 金 属 加

工 な ど の 工 業 技 能 系 や 、 IT、 経 理 、 医 療 事 務 、 観 光 、 介 護 な

ど の 分 野 が 提 示 さ れ て い る 。 当 面 は 、 ① 教 育 訓 練 機 関 主 導 型

総称 非雇用 雇用

普通課程・短期課
程活用型

OFF-JT
企業内における

実習・実務
企業実習 OJT

専門課程活用型 施設内訓練 企業活用型訓練 委託型訓練 就労型訓練

OFF-JT 企業実践訓練 企業実習 OJT

教育訓練機関に
おける座学及び

基礎的実習

企業における実習・実務

一般的な呼称
（協議会報告書）

公共職業訓練
活用型における

呼称

認定職業訓練活用型における呼称
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を 中 心 に 推 進 し て 、 ② 企 業 主 導 型 は 企 業 へ の 普 及 を 順 次 進 め

る と い う 方 針 が 示 さ れ た 。  

 で は 、こ れ ら の 方 式 は 、ど の よ う に 実 施 さ れ た の だ ろ う か 。

厚 生 労 働 省 の 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 今 後 の 在 り 方 に つ

い て の 研 究 会 」(第 2 次 デ ュ ア ル シ ス テ ム 協 議 会 )が 2005 年 に

ま と め た 報 告 書 に 、そ の 実 施 状 況 の 中 間 報 告 が 記 さ れ て い る 。

そ の 報 告 書 に よ る と 、 2 004 年 8 月 時 点 で は 、① 教 育 訓 練 機 関

主 導 型 の み が 実 施 さ れ て お り 、 次 の 4 形 態 で 施 行 さ れ た 。  

1)  公 共 職 業 訓 練 機 開 発 施 設 か ら 専 修 学 校 な ど の 民 間 職 業

訓 練 機 関 へ 委 託 し て 実 施 し て い る 離 職 者 等 を 対 象 と し

た 訓 練 に つ い て 、一 定 の 実 習 部 分 を 設 け 、そ れ を 企 業 へ

委 託 す る も の 。 標 準 5 か 月 で 、 約 2 .3 万 人 が 受 講 し た 。 

2 )  公 共 職 業 訓 練 の 専 門 課 程 や 普 通 課 程 に 一 定 の 実 習 部 分

を 設 け 、そ れ を 企 業 へ 委 託 す る も の 。1～ 2 年 で 約 0 .1 万

人 受 講 。  

3)  専 修 学 校 な ど の 民 間 教 育 訓 練 機 関 が 実 施 す る 教 育 訓 練

に つ い て 、一 定 の 部 分 を 設 け て そ れ を 企 業 へ 委 託 す る も

の 。 1～ 2 年 で 約 0.3 万 人 受 講 。  

4)  既 に 雇 用 さ れ て い る 労 働 者 を 対 象 に 実 施 し て い る 認 定

職 業 訓 練 に つ い て 、座 学 と 企 業 実 習 を 一 定 の 形 で 組 み 合

わ せ た 形 態 に 改 変 し た も の 。 9 か 月 ～ 1 年 が 中 心 で 、 約

0.5 万 人 が 受 講 し た 。  
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    ま た 、 2 005 年 8 月 に 厚 生 労 働 省 は 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス

テ ム を 実 施 し て い る 公 共 職 業 能 力 開 発 施 設 43 か 所 46 コ ー

ス の 全 数 調 査 を 行 い 、 1 か 所 当 た り 訓 練 生 2 名 と 実 習 企 業 2

社 を 抜 き 取 り 、 9 2 名 の 受 講 生 と  69 社 か ら 回 答 を 得 た 。 そ

の 回 答 を 見 る と 、 施 設 側 は 実 践 的 な 訓 練 が 可 能 に な る こ と

を 期 待 し て コ ー ス 設 定 し て い る が 、 訓 練 生 や 実 習 企 業 、 指

導 員 の 確 保 が 課 題 と な っ て い る こ と が わ か っ た 。 訓 練 生 も

「 実 践 的 な 技 能 の 習 得 」 や 就 職 に 有 利 に な る こ と を 期 待 し

て コ ー ス を 選 択 し て い る が 、 「 座 学 と 企 業 実 習 の 内 容 と の

関 連 が 薄 い 」 こ と を 不 安 視 す る 者 が 比 較 的 多 い よ う で あ

る 。 企 業 側 は 、 採 用 手 段 の 一 つ と し て 考 え て い る と こ ろ が

多 い も の の 、 次 に 「 企 業 の 社 会 的 貢 献 」 を 受 け 入 れ の 理 由

に 挙 げ る 企 業 が 多 い こ と も 見 逃 せ な い 。 こ の こ と は 、 後 述

す る 文 部 科 学 省 の 施 策 に よ る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム に も

共 通 す る 点 が 見 ら れ る 。 今 後 の こ の 施 策 の 展 開 と 課 題 を 考

え る 上 で 重 要 な 要 素 を 含 ん で い る の で は な い か と 考 え ら れ

る 。  

    で は 、 実 施 し た 結 果 は ど う だ っ た の か 。 前 述 の 4 形 態 の

う ち 、 １ ） の 修 了 者 の 進 路 状 況 を 見 て み る と 常 用 雇 用 の 職

に 就 い た 割 合 が 4 9.5％ だ っ た 。 特 に 、 当 時 の 有 効 求 人 倍 率

が 下 位 に あ っ た 沖 縄 県 (5 0.0％ )、 高 知 県 (65 .6％ )、 青 森 県

(53. 9％ )で 全 国 平 均 を 上 回 る 数 字 を 残 し た こ と か ら 一 定 の

成 果 を 挙 げ た と み る こ と が で き よ う 。  
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    一 方 で 同 研 究 会 は 、 以 下 の 通 り 、 い く つ か の 課 題 を 挙 げ

て い る 。  

1 )  こ の シ ス テ ム を「 学 生・生 徒 、学 校 及 び 事 業 主 に 周 知 」

し て 「 認 識 」 や 「 関 心 」 を 高 め 、「 就 職 、 進 学 に 次 ぐ

実 践 力 を 養 う 第 3 の 選 択 肢 」 と し て 定 着 さ せ る 。  

2 )  企 業 に と っ て「 現 場 の 中 核 と な る 若 年 人 材 を 育 成 」す

る カ リ キ ュ ラ ム を 設 計 す る  

3 )  「 座 学 と 実 習 の 相 互 の 関 連 性 」 を 高 め る  

 以 上 の よ う な 成 果 と 課 題 を 踏 ま え て 、 厚 生 労 働 省 の 日 本 版

デ ュ ア ル シ ス テ ム は 若 年 者 の 就 労 問 題 へ の 対 策 と い う 当 初 の

目 的 だ け で な く 、 次 世 代 の 職 業 人 を 育 成 す る 制 度 や 、 若 年 者

に 限 ら ず 職 業 訓 練 を 今 す ぐ に で も 必 要 と す る 人 々 へ の 対 策 を

構 想 す る 大 き な 契 機 と な っ た 。  

 20 0 7 年 に 入 る と 、日 本 政 府 は 当 時 の 内 閣 官 房 長 官 を 中 心 と

す る「 成 長 力 底 上 げ 戦 略 構 想 チ ー ム 」が 、「 職 業 能 力 形 成 の 機

会 に 恵 ま れ な い 人 」「 経 済 的 自 立 (就 労 )」を 目 指 し て い な が ら

そ の 機 会 に 恵 ま れ な い 人 」 へ の 支 援 を 含 む 「 成 長 力 底 上 げ 戦

略 」を 策 定 し た 。①「 人 材 能 力 戦 略 」、②「 就 労 支 援 戦 略 」、③

「 中 小 企 業 底 上 げ 戦 略 」 の 3 つ を 基 本 構 想 と す る 。 そ の 中 で

も ① 基 づ く 施 策 と し て 、 ジ ョ ブ ・ カ ー ド の 交 付 と 次 の 3 つ の

方 式 か ら な る 「 職 業 能 力 形 成 プ ロ グ ラ ム 」 が 提 示 さ れ た 。  

１ ）  有 期 実 習 型 訓 練  

２ ）  実 践 型 人 材 養 成 シ ス テ ム  



24 

 

３ ）  日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム  

こ こ で 登 場 す る 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 は 、 国 の 委 託 を

受 け て 民 間 教 育 訓 練 機 関 が 主 体 と な っ て「 概 ね 4 0 歳 未 満 ま た

は 職 業 能 力 形 成 機 会 に 恵 ま れ な か っ た 者 」 に 対 し て 4 か 月 を

標 準 と し て 、 1 か 月 以 上 か つ 総 訓 練 期 間 の 半 分 以 下 を O JT に

あ て る と い う プ ロ グ ラ ム に な っ て い る 。ま た 、「 現 場 の 中 核 と

な る 」人 材 を 育 成 す る こ と を 目 的 と す る プ ロ グ ラ ム は 、「 実 践

型 人 材 養 成 シ ス テ ム 」 の 中 に 位 置 づ け ら れ る こ と に な っ た 。  

 成 果 は ど う だ っ た の か 。 2009 年 4 月 に 厚 生 労 働 省 が 発 表 し

た 「 ジ ョ ブ ・ カ ー ド 制 度 （ 職 業 能 力 形 成 プ ロ グ ラ ム ） の 進 捗

状 況 と 今 後 の 展 開 に つ い て 」 に よ る と 、 2008 年 の「 日 本 版 デ

ュ ア ル シ ス テ ム 」受 講 者 は 、 32, 062 人 で あ り 、 そ の 中 で 修 了

後 の 就 職 状 況 が 判 明 し て い る 8 , 698 人 の う ち 、 6 ,571 人 が 就

職 し て お り 75 .5％ に あ た る 。一 定 の 成 果 が あ っ た と 言 っ て い

い だ ろ う 。一 方 で 、そ の 課 題 と し て は 、「 雇 用 型 訓 練 の 参 加 協

力 企 業 の 拡 大 」 や 「 委 託 型 訓 練 の 確 保 」 が 挙 げ ら れ て お り 、

実 習 先 の 確 保 が 難 し い こ と が 大 き な 障 害 と な っ て い る こ と が

わ か る 。 以 下 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 関 連 の 主 な 動 き を 筆

者 が ま と め た 表 を 示 す 。  
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（ 表 2  日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 関 連 の 主 な 動 き ） 筆 者 作 成  

 

 

（ ３ ） 文 部 科 学 省 に よ る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム  

  「 専 門 高 校 に お け る 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 に 関 す

る 調 査 研 究 協 力 者 会 議 」 は 、 次 の ８ つ を 具 体 的 な ね ら い と

し て 挙 げ て い る 。  

１ ）   実 際 的 、実 践 的 な 職 業 知 識 や 技 術・技 能 の 習 得 を 通 し

て 生 徒 の 資 質・能 力 を 一 層 伸 長 す る と と も に 、生 徒 の 主 体

的 な 職 業 選 択 の 能 力 や 職 業 意 識 を 育 て る 。  

２ ）   企 業 実 習 を 通 し て 、働 く 意 義 を 理 解 す る と と も に 、職

業 人 の 誇 り を 感 得 し て 、社 会 参 加 に 積 極 的 な 生 徒 の 意 欲・

態 度 や 勤 労 観 、 職 業 観 を 育 成 す る 。  

３ ）   異 世 代 と も 積 極 的 に か つ 円 滑 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

年月 日本版デュアルシステムの主な動き

1990年代後半 若年者の就職難およびニートフリーター問題の深刻化

2001年 東京都産業教育審議会が発足

2002年 上記の答申の中で「東京版デュアルシステム」という言葉が登場

2003年　6月 「若者自立・挑戦プラン」の策定（文部科学省、厚生労働省等４省庁による）

2003年12月 「日本版デュアルシステム協議会」(座長に寺田盛紀）を組織(厚生労働省）

2004年 2月
「専門高校等における「日本版デュアルシステム」に関する調査研究協力者会議」
から報告書(文部科学省）

2004年 3月
「日本版デュアルシステム協議会」より方策の提言（①教育訓練機関主導型、②企
業主導型）

2004年 8月 上記①教育訓練機関主導型のみが実施された

2005年 8月
「日本版デュアルシステムの今後の在り方についての研究会」（第2次デュアルシス
テム協議会）の報告書

2007年 成長力底上げ戦略の策定

2009年　4月
「ジョブ・カード制度(職業能力形成プログラム)の進捗状況と今後の展開について」
(厚生労働省発表）
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す る こ と が で き る 能 力 ・ 態 度 を 育 成 す る 。  

４ ）  「 業 を 起 こ す 」 と い う 起 業 家 精 神 を 涵 養 す る 。  

５ ）   諸 職 種 の 仕 事 内 容 を 知 り 、 生 徒 が 自 己 の 適 性 等 に 合

っ た 職 種 を 発 見 す る な ど 進 路 選 択 に 資 す る 。  

６ ）   我 が 国 の 産 業・経 済 の 発 展 を 狙 っ た「 も の づ く り 」の

技 術・技 能 を 継 承 す る 人 材 育 成 を 図 る と と も に 、産 業・経

済 の 情 報 化 ・ サ ー ビ ス 化 あ る い は 社 会 の 高 齢 化 と い っ た

変 化 に 柔 軟 に 対 応 し つ つ 、 こ れ を 担 う 人 材 を 育 成 す る 。  

７ ）   専 門 高 校 等 と 地 域 の 産 業 ・ 企 業 と の パ ー ト ナ ー シ ッ

プ を 確 立 す る と と も に 、地 域 の 産 業・企 業 が 求 め る 人 材 を

育 成 し 、 そ の 発 展 に 資 す る 。  

８ ）   高 等 学 校 、 特 に 専 門 高 校 等 の 教 育 を 活 性 化 す る と と

も に 、 地 域 企 業 等 の 雇 用 の 発 掘 や 高 校 生 の 就 職 機 会 の 拡

大 を 促 進 し 、 地 域 産 業 の 振 興 を 図 る 。  

 こ の よ う に 、 「 専 門 高 校 等 に お け る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ

ム 」 に は 多 く の ね ら い が あ り 、 そ の 中 で も 「 実 際 的 ・ 実 践 的

な 職 業 知 識 や 技 術 ・ 技 能 」 の 習 得 と 「 勤 労 観 ・ 職 業 観 」 の 育

成 が 第 一 義 的 な ね ら い と さ れ て い る こ と が わ か る 。  

 文 部 科 学 省 は 、 20 04 年 に 15 地 域 、 2005 年 に 5 地 域 を モ デ

ル 指 定 地 域 と し て 選 定 し て 、 原 則 3 年 間 を 指 定 期 間 と し て 、

試 行 的 に 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 を 導 入 し た 。 各 指 定 地

域 に は 、 研 究 指 定 校 が 1 校 か ら 3 校 あ り 、 そ の 内 訳 は 、 工 業

高 校 が 13 校 、 商 業 高 校 が 6 校 、 農 業 高 校 が 2 校 、 普 通 高 校
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が 1 校 、 総 合 制 高 校 が 1 校 、 普 通 科 ・ 商 業 科 ・ 家 庭 科 の 併 置

校 が 1 校 と な っ て い る 。  

 各 指 定 地 域 に は 、 企 業 関 係 者 や 学 識 経 験 者 か ら 構 成 さ れ る

デ ュ ア ル シ ス テ ム 運 営 指 導 委 員 会 が 設 置 さ れ 、 生 徒 と 受 け 入

れ 企 業 の コ ー デ ィ ネ イ ト 役 を 務 め る 。 企 業 実 習 を 行 う 学 年 や

実 施 日 数 等 は 指 定 地 域 ご と に 異 な る が 、 最 も 長 期 の 実 習 を 行

う の が デ ュ ア ル シ ス テ ム 科 を 設 置 し た 東 京 都 立 六 郷 工 科 高 校

で あ り 、 協 力 企 業 は 約 50 社 に も の ぼ る 。 1 年 次 で 1 社 10 日

間 を 合 計 3 社 で 、 2 年 次 に は 5～ 6 月 の 2 か 月 8 単 位 、 3 年 次

に は 10 月 ～ 11 月 の 2 か 月 8 単 位 に 加 え て 5～ 6 月 の 2 か 月 8

単 位 も 選 択 で き る 。 そ の 他 の 学 校 は 、 年 間 3 週 間 か ら 1 か 月

程 度 の 実 習 期 間 を 当 初 設 定 し た 。  

 し か し な が ら 、 20 06 年 以 降 「 専 門 高 校 等 に お け る 日 本 版

デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 は 、 新 規 事 業 計 画 に 予 算 措 置 が な さ れ な

か っ た こ と も あ り 、 現 時 点 で す べ て の 専 門 高 校 に 導 入 さ れ る

ま で に は 至 っ て い な い 。  

 20 09 年 3 月 に 公 示 さ れ た 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 (2 012 年 4

月 か ら 実 施 )を 見 る と 、 3 年 間 の 必 修 単 位 が 74 単 位 の う

ち 、 」 職 業 (専 門 ) 科 目 は 25 単 位 以 上 と な っ て お り 、 職 業

(専 門 )科 目 よ り 全 高 校 生 共 通 の 必 修 普 通 科 目 の 比 重 が 高 い 。

こ れ は 、 戦 後 一 貫 し て 変 わ ら な い こ と で あ る が 、 各 高 校 は 専

門 科 目 の 比 重 を 高 め た り 、 加 害 活 動 の 中 に も 現 場 実 習 、 資 格

試 験 や 検 定 試 験 に 向 け た 学 習 、 農 業 ク ラ ブ や 商 業 ク ラ ブ と い
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っ た 部 活 動 を 行 う こ と で 職 業 や 労 働 市 場 と の 関 連 を 強 化 し よ

う と し て き た の だ 。 だ が 、 リ ー マ ン シ ョ ッ ク 以 降 の 雇 用 状 況

の 悪 化 に 直 面 し た 専 門 高 校 は 、 学 校 内 の 職 業 教 育 だ け で は 限

界 が あ る と 認 識 し 、 そ の 解 決 策 を 模 索 し て き た 。 こ の よ う

に 、 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 に お い て 、 学 校 外 の 事 業 所

で 年 間 に 数 週 間 か ら 数 か 月 の 就 業 訓 練 を 行 う こ と は 、 専 門 高

校 に と っ て 「 学 校 か ら 雇 用 へ の 移 行 過 程 」 の 改 善 に つ な が る

大 き な 転 換 と い え よ う 。  

 前 述 の 2 009 年 3 月 に 公 示 さ れ た 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 に

は 「 産 業 現 場 に お け る 長 期 間 の 実 習 を 取 り 入 れ る 」 機 会 を

「 積 極 的 に 設 け る 」 こ と が 明 記 さ れ た 。 し か し な が ら 、 い ち

早 く 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム を 取 り 入 れ た 東 京 都 立 六 郷 工 科

高 校 で あ っ て も 、 実 施 後 に は 課 題 も 明 ら か に な っ て き た 。 担

当 教 諭 の 竹 谷 尚 人 氏 に よ る と 、 ① マ ッ チ し な い 生 徒 、 ② 実 習

先 の 確 保 （ ＝ 就 職 先 の 確 保 ） 、 ③ 学 校 に お け る 実 習 授 業 の 充

実 、 ④ 時 間 割 (特 に 講 師 )、 ⑤ 実 習 設 備 、 ⑥ 予 算 、 教 員 配 置 等

の 諸 問 題 が あ る と い う 。 2002 年 の 都 立 高 校 学 校 改 革 を 契 機

に 200 4 年 に 本 格 的 な 就 業 体 験 を 教 育 課 程 に 組 み 込 ん だ 日 本

版 デ ュ ア ル シ ス テ ム を 導 入 し 注 目 さ れ た 六 郷 工 科 高 校 で も 、

課 題 は 少 な く な い 。 予 算 、 行 政 、 企 業 の 支 援 が 大 き い の が 特

色 で あ り 、 恵 ま れ た 環 境 と 思 わ れ る が 、 そ の 反 面 、 教 職 員 の

負 担 が 大 き い と い う 問 題 も あ り 、 今 後 は 生 徒 へ の 教 育 の 成 果

を 検 証 す る 必 要 が あ る と 思 わ れ る 。  
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２ .日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 成 果  

    こ の よ う に 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 厚 生 労 働 省 に

よ る も の と 、 文 部 科 学 省 に よ る も の と あ り 、 そ れ ぞ れ 試 行

錯 誤 し な が ら も 当 初 の 目 的 で あ る 前 者 は 、 ニ ー ト ・ フ リ ー

タ ー の 就 業 支 援 を 2003 年 か ら 、 後 者 は 、 高 校 生 の 就 業 支 援

に 向 け て 2 004 年 か ら 取 り 組 ん で き た 。 こ の 先 行 理 念 と な っ

た ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 多 く の 場 合 、 最 終 的 に は

マ イ ス タ ー の 資 格 取 得 を 目 指 す も の で あ る が 、 日 本 に は マ

イ ス タ ー 制 度 は な く 、 ど の 程 度 が OJT 先 企 業 へ の 就 職 に 結

び つ く か が 評 価 の 指 標 と な ろ う 。  

    そ こ で 、 数 少 な い デ ー タ か ら い く つ か の 事 例 を 取 り 上

げ 、 そ の 取 り 組 み の 具 体 的 な 内 容 と 成 果 を 見 て み る 。  

（ １ ） 文 部 科 学 省 に よ る 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 の 事 例  

（ １ ） － １  東 京 都 立 六 郷 工 科 高 校  

平 成 24 年 度 の 全 日 制 デ ュ ア ル シ ス テ ム 科 の 就 職 者 は 、 卒

業 生 16 名 中 15 名 (就 職 率 94％ )で 、 そ の う ち 学 校 紹 介 が 1 2

名 (7 5％ )、 平 成 2 3 年 度 は 、 卒 業 生 20 名 中 就 職 者 は 17 名

（ 就 職 率 8 5％ ） で 、 そ の う ち 学 校 紹 介 が 16 名 ( 9 4％ )だ っ

た 。 全 日 制 の 他 の 科 と 比 較 し て 学 校 紹 介 に よ る 就 職 率 が 圧

倒 的 に 高 い と い え る 。 こ れ は 、 立 地 し て い る 大 田 区 が も の

づ く り 企 業 の 集 積 地 と あ っ て 、 受 入 れ 企 業 が 23 0 社 以 上 と

い う 恵 ま れ た 環 境 で あ る こ と が 一 因 と い え よ う 。 デ ュ ア ル
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シ ス テ ム 科 主 任 の 野 澤 幸 裕 主 幹 教 諭 に よ る と 、 受 け 入 れ 企

業 は 、 1～ 2 人 、 多 く て 50 人 と い う 零 細 企 業 が 圧 倒 的 に 多

く 、 生 徒 は 自 分 の 居 場 所 の あ る 企 業 に 就 職 す る と の こ と で

あ る 。 大 企 業 に 就 職 し て も 自 分 の 居 場 所 が な い と 存 在 価 値

が 見 い だ せ ず 自 信 を 持 て な い た め 長 続 き し な い の か も し れ

な い 。 デ ュ ア ル シ ス テ ム 科 の 企 業 実 習 は 、 企 業 と 学 校 と の

連 携 が 不 可 欠 で あ り 、 教 員 は 派 遣 生 徒 の 指 導 に 厳 し く 取 り

組 ん で い る と の こ と だ っ た 。 派 遣 し た 生 徒 が 、 企 業 の 期 待

に そ え ず 仕 事 が で き な か っ た た め 、 学 校 に 失 望 さ れ た こ と

が あ っ た そ う だ 。 こ れ は 提 携 企 業 の 減 少 に つ な が る た め 、

だ ら し な い 生 徒 を 派 遣 し な い よ う 教 員 が チ ー ム と な っ て 指

導 に 当 た っ て い る 。 そ の 結 果 、 教 職 員 の 負 担 に つ な が る と

い う 問 題 も あ り 、 生 徒 へ の 指 導 の 成 果 を 検 証 す る 必 要 が あ

る と 話 し て 下 さ っ た 。 上 述 し た 通 り 、 い ち 早 く 日 本 版 デ ュ

ア ル シ ス テ ム を 取 り 入 れ た 当 該 高 校 で あ っ て も 、 課 題 が あ

る こ と が わ か っ た 。  

一 方 、 企 業 で の O JT に よ っ て 「 自 分 に 自 信 が 持 て る よ う

に な っ た 」 と す る 生 徒 や 保 護 者 も 多 く 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ

ス テ ム に よ る 成 果 が あ っ た も の と 思 わ れ る 。  

（ １ ） － ２  愛 知 県 立 半 田 商 業 高 校  

知 多 市 及 び そ の 周 辺 エ リ ア で 半 田 商 工 会 議 所 を コ ー デ ィ

ネ イ ト 役 と し て 、 愛 知 県 立 半 田 商 業 高 校 と 事 業 所 (3 年 間 で

合 計 80 社 )が 連 携 し て 2004 年 4 月 か ら 3 年 間 実 施 し た 。 文
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部 科 学 省 か ら 研 究 指 定 を 受 け た 商 業 高 校 の 中 で 唯 一 学 科 内

に 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム コ ー ス 」 を 設 置 し 、 独 自 の 教 育 課 程

を 策 定 し た こ と か ら 全 国 の 高 校 か ら 注 目 を 集 め 多 く の 見 学

者 が 訪 れ た 。 20 0 8 年 3 月 に 研 究 指 定 期 間 を 終 了 し た 後 も 、

「 ビ ジ ネ ス ・ ト レ ー ニ ン グ 」 と い う 学 校 設 定 科 目 と し て 年

間 に 2 週 間 程 度 の 事 業 所 に お け る 就 労 訓 練 を 選 択 す る こ と

が で き る 。 愛 知 県 は 全 国 で も 東 京 都 に 次 い で 高 校 生 の 有 効

求 人 倍 率 が 高 い ( 2014 年 12 月 時 点 で 1.54 倍 )が 、 同 県 は 県

内 就 職 の 割 合 が 高 く 、 「 県 外 に 就 職 す る 生 徒 は め っ た に い

な い 」 (同 校 進 路 指 導 担 当 教 員 )の が 特 徴 で あ る 。 2 013 年 度

の 卒 業 後 の 進 路 は 、 116 名 が 就 職 (就 職 内 定 率 1 00% )、 81 名

が 進 学 (う ち 専 門 学 校 は 46 名 )と 就 職 の 割 合 が 高 く 、 進 学 者

の 場 合 も 半 数 以 上 が 専 門 学 校 を 選 択 し 、 よ り 職 業 へ の 移 行

が 高 い 学 校 と い え る 。 よ っ て 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム に

よ る 成 果 が あ っ た も の と 思 わ れ る 。  

（ ２ ） 厚 生 労 働 省 に よ る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 事 例  

（ ２ ） － １  公 共 職 業 能 力 開 発 施 設  ～ 高 齢 ・ 障 害 ・ 求 職

者 雇 用 支 援 機 構 ～  

 高 齢 ・ 障 害 ・ 求 職 者 雇 用 支 援 機 構 で 実 施 す る 日 本 版 デ ュ

ア ル シ ス テ ム は 、 こ れ ま で の 職 業 能 力 開 発 の 実 績 を も と に

機 構 独 自 の 訓 練 カ リ キ ュ ラ ム と 人 材 育 成 に 熱 心 な 企 業 が 連

携 す る こ と で 、 産 業 界 の 期 待 す る 、 現 場 の 技 能 ・ 技 術 等 を

身 に つ け た 人 材 を 育 成 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 ① 長 期
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2 年 コ ー ス （ 専 門 課 程 活 用 型 ） 、 ② 短 期 6 ヵ 月 コ ー ス （ 短

期 課 程 活 用 型 ） の 2 種 類 が あ る 。    

①  長 期 2 年 コ ー ス （ 専 門 課 程 活 用 型 ） の 特 徴  

高 い 就 職 実 績 を 誇 る 職 業 能 力 開 発 大 学 校 等 の 2 年 制 の カ

リ キ ュ ラ ム （ 大 学 校 及 び 短 期 大 学 校 で 実 施 し て い る 専 門 課

程 に 相 当 ） と 実 際 に 企 業 で 業 務 に 従 事 し な が ら 技 能 ・ 技 術

を 習 得 で き る 企 業 実 習 を 組 み 合 わ せ て 行 う 訓 練 。 長 期 （ 2

年 間 ） の 訓 練 期 間 を 活 か し 、 施 設 内 （ 大 学 校 及 び 短 期 大 学

校 ） 訓 練 で は 、 基 礎 か ら 高 度 な 技 能 ・ 技 術 ま で を 体 系 的 に

習 得 で き 、 ま た 、 実 技 と 学 科 を 融 合 し た 実 学 融 合 に よ る 訓

練 に よ り 効 果 的 実 践 的 な 技 能 ・ 技 術 を 習 得 で き る カ リ キ ュ

ラ ム と な っ て い る 。 ま た 、 カ リ キ ュ ラ ム の 中 に は 、 実 際 に

働 き 、 収 入 を 得 な が ら 不 足 す る 能 力 を 確 認 し て ス キ ル ア ッ

プ す る こ と が で き る 実 践 プ ロ グ ラ ム を 導 入 し て い る 。  

１ ） 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム 型 生 産 技 術 科 」 の 特 徴 と 修 了 生 ・

企 業 の 声  

近 畿 職 業 能 力 開 発 大 学 校 （ 以 下 、 「 近 畿 能 開 大 」 と い

う ） で は 、 平 成 1 6 年 1 0 月 か ら 、 概 ね 35 歳 未 満 の 方 で 不

安 定 な 就 労 を 繰 り 返 し 、 教 育 訓 練 修 了 後 に 常 用 雇 用 へ の 就

職 を 希 望 し て い る 方 を 対 象 と し た 「 生 産 技 術 科 」 （ 2 年 訓

練 ） を 開 設 し 、 平 成 19 年 7 月 に 第 4 期 生 を 迎 え た 。 現

在 、 坂 本 造 機 （ 株 ） で 活 躍 す る 第 1 期 生 の K さ ん の 事 例 を

紹 介 す る 。 応 募 の き っ か け は 、 工 業 高 校 卒 業 後 、 専 門 学 校
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を 経 て 、 派 遣 社 員 と し て 造 船 業 の 溶 接 工 と し て 働 い て い た

が 、 近 畿 能 開 大 の デ ュ ア ル シ ス テ ム 型 訓 練 の 学 生 募 集 広 告

を 見 て 、 正 社 員 で 就 職 し た い 気 持 ち が 強 く な り 、 デ ュ ア ル

シ ス テ ム 型 生 産 技 術 科 に 応 募 す る こ と を 決 め た 。 坂 本 造 機

（ 株 ） で の 企 業 実 習 を 通 し て 、 ボ ー ル 盤 や 汎 用 旋 盤 で 実 際

の 製 品 を 作 り 上 げ る ノ ウ ハ ウ を 学 び 、 そ こ で 、 現 場 の 方 の

製 品 を 作 り 上 げ る こ と に 対 す る 真 剣 な 姿 勢 と 、 時 間 を か け

て も よ り 良 い 製 品 を 仕 上 げ る 姿 勢 を 見 て 、 「 坂 本 造 機

（ 株 ） に 就 職 し た い 」 と 強 く 思 っ た と の こ と 。 近 畿 能 開 大

で は ボ ー ル 盤 や 旋 盤 、 フ ラ イ ス 盤 、 マ シ ニ ン グ セ ン タ 等 の

加 工 も 学 ん だ が 、 就 職 し て 、 あ ら た め て 1 つ 1 つ の 製 品 を

作 り 上 げ る 難 し さ を 実 感 し て い る 。 今 後 は 、 技 能 検 定 に 挑

戦 し な が ら 、 技 能 ・ 技 術 の レ ベ ル を よ り 高 め て い き た い と

思 っ て い る そ う だ 。  

企 業 実 習 と は 、 2 年 間 の 訓 練 途 中 で 実 施 す る 1.5 ヵ 月 程

度 の イ ン タ ー ン シ ッ プ と 、 訓 練 修 了 間 際 に 実 施 す る 3 ヵ 月

以 上 の 雇 用 契 約 に 基 づ い た 実 習 で あ る 。 企 業 実 習 受 入 先 の

坂 本 造 機 (株 )の 坂 本 専 務 に よ る と 、 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス

テ ム の 企 業 実 習 で は 、 実 習 期 間 が 長 い の で 、 色 々 な 作 業 を

さ せ て 、 仕 事 を 深 く 教 え る こ と が 可 能 で す 。 会 社 と し て

は 、 現 場 の 一 員 と し て し っ か り と し た 教 育 や 、 学 生 の 能

力 ・ 適 性 を 見 て 採 用 す る こ と が で き 、 企 業 実 習 か ら 就 職 へ

の 移 行 が ス ム ー ズ に 行 え ま す 。 ま た 、 大 学 校 側 の フ ォ ロ ー
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ア ッ プ が あ る こ と で 、 学 生 も 大 学 校 に 相 談 し た り 、 時 に は

会 社 の 担 当 者 に 相 談 し た り す る こ と が で き る と い う 点 か ら

も 良 い 制 度 だ と 思 い ま す 。 」 と の こ と で あ る 。 ま た 、 職 場

の 上 司 に よ る と 「 厳 し い 指 導 も し ま す が 、 任 せ ら れ る 仕 事

も で て き ま し た 。 私 の 指 示 す る ど ん な 仕 事 も イ ヤ と い わ ず

引 き 受 け て く れ ま す 。 ま た 、 残 っ て で も 仕 事 を 完 了 さ せ よ

う と す る 責 任 感 の あ る 社 員 で す 。 こ れ か ら 製 造 部 門 の 色 々

な 業 務 を 経 験 し な が ら 成 長 し て い く こ と を 期 待 し て い ま

す 。 」 と の コ メ ン ト を 得 た 。  

２ ） 「 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」 の 特 徴 と 修 了 生 の 声  

港 湾 職 業 能 力 開 発 短 期 大 学 校 横 浜 校 （ 以 下 、 「 港 湾 カ レ

ッ ジ 」 と い う ） で は 、 2 年 間 で 港 湾 ・ 物 流 業 界 の ス ペ シ ャ

リ ス ト を 養 成 し 、 開 校 40 年 の 間 に 1,400 人 を 超 え る 卒 業

生 を 輩 出 し 、 我 が 国 の 港 湾 産 業 の 発 展 に 寄 与 し て い る 。

「 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」 は 、 輸 送 、 荷 役 ・ 保 管 、 通 関

等 、 港 湾 を 取 り 巻 く 環 境 を 学 び 、 こ れ ら に 対 応 で き る 即 戦

力 を 人 材 育 成 を 教 育 訓 練 目 標 に し て い る 。 2 年 間 の 課 程 で

は 、 港 湾 カ レ ッ ジ で 港 湾 流 通 ・ ロ ジ ス テ ィ ク ス ・ 荷 役 ・ 通

関 な ど の 教 科 を 学 ぶ だ け で な く 、 港 湾 企 業 に お け る 企 業 実

習 (1 か 月 )・ 就 労 型 実 習 (3～ 6 か 月 )に よ り 港 湾 物 流 の 実 務

を 学 び 、 企 業 ニ ー ズ に 即 応 し た 実 践 力 を 身 に つ け 、 修 了 時

に は 全 員 の 就 職 を 目 指 し て い る 。 20 14 年 度 (平 成 26 年 度 )
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に 1 1 期 生 が 入 学 。 筆 者 が 担 任 を し て い る 10 期 生 は 、 全 員

が 正 社 員 と し て 内 定 し た 。  

ま た 、 本 コ ー ス は 、 30 歳 以 下 で 、 無 職 か パ ー ト ・ ア ル バ

イ ト 等 に 就 労 し て い る 人 で 常 用 雇 用 へ の 就 職 を 希 望 し て い

る 高 校 卒 業 ま た は 同 等 以 上 の 学 力 を 有 す る と 認 め ら れ る 人

に 応 募 資 格 が あ り 、 2003 年 の 「 若 者 自 立 ・ 挑 戦 プ ラ ン 」

の 一 環 と し て 200 4 年 1 0 月 に ス タ ー ト し た も の で あ る 。  

現 在 、 大 東 港 運 株 式 会 社 の 業 務 部 で 活 躍 中 の 6 期 生 (平

成 2 1 年 度 卒 )の O さ ん の 事 例 を 紹 介 す る 。 港 湾 カ レ ッ ジ を

知 っ た き っ か け は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト か ら 。 そ れ ま で 船 員 や

物 流 業 を 経 験 し て き た が 、 よ り 高 い ス キ ル を 身 に つ け る た

め に 入 学 を 決 め た と の こ と 。 港 湾 カ レ ッ ジ は 、 優 れ た 講 師

陣 か ら 貿 易 の ノ ウ ハ ウ 、 港 湾 荷 役 の 免 許 取 得 、 生 産 者 か ら

消 費 者 へ 流 れ る 物 流 の 一 連 を 広 く 深 く 学 ぶ こ と が で き 、 こ

れ ま で の 自 分 の 知 識 や 経 験 を 点 と す る な ら ば 、 そ の 点 と 点

が 結 び つ き 一 つ の 線 と な っ て 、 現 在 の 仕 事 に 役 立 っ て い

る 。 こ の よ う に 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 で 学 ん だ こ と が 、 大

き な 自 信 に な っ て い る そ う だ 。  

②  短 期 6 ヵ 月 コ ー ス （ 短 期 課 程 活 用 型 ） の 特 徴  

概 ね 40 歳 未 満 の 若 年 求 職 者 の 方 を 対 象 に 、 全 国 の 職 業

能 力 開 発 促 進 セ ン タ ー （ ポ リ テ ク セ ン タ ー ） で 実 施 す る 職

業 訓 練 と 企 業 等 に 委 託 し て 実 施 す る 実 習 を 組 み 合 わ せ た コ

ー ス 。  
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１ ）機 械 加 工 技 術 科（ 若 年 者 コ ー ス ）（ 社 会 人 基 礎 講 習 付 き

コ ー ス ） の 特 徴 と 修 了 生 ・ 企 業 の 声  

日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 と し て 当 セ ン タ ー 内 で 行 う

訓 練 と 約 １ ヶ 月 の 企 業 実 習 を 組 合 わ せ て 実 施 す る 若 年 者 を

対 象 と し た 訓 練 カ リ キ ュ ラ ム で あ る 。 切 削 加 工 を 中 心 と し

た 機 械 加 工 技 術 に 加 え て 、 機 械 製 図 や 測 定 技 術 、 組 み 立 て

調 整 等 に 必 要 な 技 術 を 総 合 的 に 習 得 す る 。  

社 会 人 基 礎 講 習 と は 、 将 来 の 働 き 方 の キ ャ リ ア ビ ジ ョ ン

（ 自 分 の あ り た い 姿 ・ 理 想 ） や 訓 練 志 望 動 機 を 再 確 認 し な

が ら 、 就 職 活 動 や 訓 練 受 講 に 必 要 な ビ ジ ネ ス マ ナ ー や パ ソ

コ ン 操 作 及 び コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 等 の 基 礎 的 能 力 を 習

得 す る た め の 講 習 で あ る 。  

現 在 、 共 和 精 機 株 式 会 社 の 製 品 加 工 課 で 活 躍 中 の N さ ん

は 、 カ リ キ ュ ラ ム の 中 に あ る 企 業 現 場 で の 訓 練 （ ＝ 訓 練 ５

ヶ 月 目 に 実 施 さ れ る 約 １ ヶ 月 間 の 企 業 実 習 訓 練 ） が 、 実 際

の 仕 事 現 場 で 実 施 す る 研 修 （ 訓 練 ） で あ っ た た め 、 そ れ ま

で の 訓 練 で は 気 が 付 か な か っ た こ と 、 特 に 自 分 の 弱 み を 知

る こ と が で き た こ と が 良 か っ た と の こ と 。 （ 企 業 実 習 後 、

ポ リ テ ク セ ン タ ー に ） 戻 っ て き て か ら 、 自 分 の 弱 い と こ ろ

を 中 心 に 訓 練 に 臨 む こ と が で き た こ と が 、 特 に 良 か っ た そ

う だ 。 （ 平 成 ２ １ 年 ８ 月 修 了 生 ）  

受 入 先 企 業 の 話 で は 、訓 練 を 受 講 し て き た 方 は 、機 械 部 品

の 名 前 を 知 っ て い る こ と な ど の 基 礎 的 な 知 識 が 幅 広 く 備 わ
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っ て い る 上 、 こ ち ら か ら の 指 示 に つ い て も メ モ を 取 り な が

ら 確 実 に 聞 き 取 る と い っ た 仕 事 を す る 上 で の 取 り 組 み 姿 勢

に 好 感 が 持 て る 。 ま た 、 早 い 段 階 で 一 定 の 業 務 を こ な せ る

よ う に な る た め 、即 戦 力 と し て 活 躍 し て く れ て い る そ う だ 。 

２ ）組 込 み ソ フ ト ウ ェ ア 科（ 若 年 者 コ ー ス ）（ 社 会 人 基 礎 講

習 付 き コ ー ス ） の 特 徴 と 修 了 生 ・ 企 業 の 声  

組 込 み シ ス テ ム を 制 御 す る た め に 必 要 な ハ ー ド ウ ェ ア を

理 解 し た 上 で プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 術 を 習 得 し 、 電 気 ・ 電 子 機

器 製 造 業 に お け る 組 込 み ソ フ ト ウ ェ ア 技 術 者 の 育 成 を 目 標

と し た 訓 練 を 実 施 。 訓 練 に は 、 約 １ ヶ 月 間 の 企 業 現 場 に お

い て の 訓 練 が 実 施 さ れ 、 W さ ん は 、 そ の 企 業 実 習 先 の 会 社

に 就 職 す る こ と と な っ た 。  

訓 練 受 講 前 の 仕 事 は 事 務 だ っ た 。 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 業 務

に も 携 わ っ て い た こ と も あ り 、 事 務 以 外 の 仕 事 に も 興 味 を

持 つ よ う に な り 、 離 職 後 、 そ れ ま で 興 味 を 持 っ て い た 技 術

が 習 得 で き る ポ リ テ ク セ ン タ ー 関 西 の 「 組 込 み ソ フ ト ウ ェ

ア 科 」 を 受 講 す る こ と に し た そ う だ 。 現 在 は 、 実 習 先 の 株

式 会 社 プ ロ ア シ ス ト で 製 品 を 検 査 す る 画 像 処 理 シ ス テ ム へ

の 改 良 業 務 に プ ロ グ ラ マ ー と し て 携 わ っ て い る 。 毎 日 新 し

い こ と を 理 解 す る こ と が で き て 充 実 し て お り 、 訓 練 で は 、

半 年 間 集 中 し て 技 術 の 習 得 に 取 り 組 め た こ と が 良 か っ た 。

特 に Ｃ 言 語 を 学 べ た こ と が 今 の 仕 事 に 大 変 役 立 っ て い る そ

う だ 。  
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受 入 先 企 業 お 話 で は 、 熱 意 が 感 じ ら れ 、 社 員 か ら の 評 判

が 良 い こ と も あ り 、 採 用 す る こ と に し た 。 明 る く 、 前 向 き

な 人 柄 が 周 囲 の 人 達 に 良 い 影 響 を 与 え 、 今 後 の 成 長 が 期 待

で き る 人 材 だ と 思 っ て い る と の こ と だ っ た 。  

こ の よ う に 、 高 齢 ・ 障 害 ・ 求 職 者 雇 用 支 援 機 構 に よ る 日

本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 ほ ぼ 1 00%の 就 職 率 を 達 成 し て

お り 、 就 職 に 結 び つ け る と い う 当 初 の 目 的 は 概 ね 達 成 し て

い る よ う で あ る 。 し か し 、 問 題 点 と し て 、 応 募 率 が 悪 い 、

企 業 実 習 の 受 入 先 企 業 が 少 な い 等 が 挙 げ ら れ る  

（ ２ ） － ２  専 修 学 校 等   

専 修 学 校 に お け る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 高 齢 ・ 障

害 ・ 求 職 者 雇 用 支 援 機 構 の 公 共 職 業 能 力 開 発 施 設 と 比 較 し

て 、 ま だ あ ま り 普 及 し て な い と い え る 。 全 国 中 小 企 業 団 体

中 央 会 「 平 成 19 年 度 民 間 活 力 を 活 用 し た 日 本 版 デ ュ ア ル

シ ス テ ム 普 及 促 進 事 業 」 に よ る と 、 専 修 学 校 の 一 部 で あ る

専 門 学 校 に お い て 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム を 「 設 置 し て い る 」

と の 回 答 は 10 .2%に と ど ま っ て お り 、 「 設 置 に 向 け て 取 り

組 ん で い る 」 、 「 設 置 を 検 討 」 を 合 わ せ て も 22. 4%、 「 設

置 予 定 な し 」 の 割 合 は 、 66. 7%に も の ぼ る 。 デ ュ ア ル シ ス

テ ム 設 置 理 由 で は 、 「 よ り 実 践 的 な 技 能 を 修 得 す る た め 」

と す る 割 合 が 、 7 4.7%と 高 く 重 要 な 役 割 と 考 え ら れ て い

る 。 一 方 で 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム を 設 置 し て な い 理 由 は 、

「 既 存 の コ ー ス で 学 生 が 十 分 に 集 ま っ て い る 」 1 6. 1%、
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「 学 生 が 集 ま り に く い 」 15. 1%と な っ て お り 、 学 生 募 集 と

の 関 連 性 が 強 く 、 入 学 者 確 保 に よ る 財 政 的 基 盤 の 安 定 が 重

要 課 題 で あ る こ と が 伺 え る 。  

専 修 学 校 に お け る デ ュ ア ル シ ス テ ム の 基 準 は 以 下 の と お

り で あ る 。  

１ ） 企 業 実 習 （ 非 雇 用 ） と OJ T（ 雇 用 ） の 合 計 時 間 数 が 、

総 授 業 時 間 の お お む ね 2 割 以 上 か つ 5 割 以 下 で あ る こ と  

２ ） 企 業 実 習 及 び OJT の 内 容 が 、 学 校 で の 教 育 内 容 に 密 接

に 関 連 し た も の で あ る こ と  

３ ） 実 務 実 習 の う ち OJT の 占 め る 割 合 は 、 原 則 と し て 5 割

以 上 、 学 科 や コ ー ス の 分 野 や 期 間 等 の 制 約 が あ る 場 合 で も

2 割 以 上 で あ る こ と が 望 ま し い が 、 当 面 は す べ て 企 業 実 習

で も か ま わ な い こ と  

４ ） デ ュ ア ル シ ス テ ム の 学 科 に あ っ て は 、 企 業 実 習 や OJT

が 必 修 で あ り 、 座 学 で の 代 替 が 不 可 能 で あ る こ と  

５ ） 雇 用 関 係 を 伴 う OJT で は 、 原 則 と し て 最 低 賃 金 以 上 の

賃 金 が 支 払 わ れ る 必 要 が あ る こ と  

専 修 学 校 に お け る カ リ キ ュ ラ ム の 例 と し て は 、 月 ・ 水 ・

金 を 専 修 学 校 に お け る 学 習 、 火 ・ 木 を 実 務 実 習 、 ま た は 、

月 ～ 金 の 午 前 に 専 修 学 校 に お け る 学 習 、 午 後 に 実 務 実 習 な

ど が あ る 。  

  

３ .そ の 他  
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 有 給 職 業 体 験 プ ロ グ ラ ム 「 バ イ タ ー ン 」 を 紹 介 す る 。  

 「 バ イ タ ー ン 」 と は 職 業 的 経 験 で あ る ア ル バ イ ト と 、 企 業

内 の 教 育 的 な イ ン タ ー ン シ ッ プ を か け あ わ せ た 新 し い 「 中 間

的 就 労 」 の モ デ ル で あ る 。 高 校 生 と 中 小 企 業 の 新 し い マ ッ チ

ン グ プ ロ グ ラ ム で 、 平 成 ２ ３ 年 よ り 神 奈 川 県 立 田 奈 高 校 で 実

施 さ れ て き た 。 今 回 、 日 々 生 徒 た ち と 接 し て い る 田 奈 高 校 の

金 沢 伸 之 教 諭 と こ の 事 業 を ス タ ー ト し た 株 式 会 社 シ ェ ア す る

こ こ ろ の 石 井 正 宏 代 表 に 話 を 伺 っ た 。  

 田 奈 高 校 の 金 沢 伸 之 教 諭 に よ る と 、 学 校 が バ イ タ ー ン に 取

り 組 ん だ 契 機 の ひ と つ は 、 2008 年 9 月 の リ ー マ ン ・ シ ョ ッ ク

と の こ と 。 景 気 が 急 激 に 落 ち 込 み 、 雇 用 情 勢 の 悪 化 は 、 若 手

労 働 者 に 深 刻 な 打 撃 を 与 え 、 特 に 、 高 校 の 新 卒 人 材 の 求 人 需

要 ・ 就 職 率 は 雇 用 調 整 の た め 一 気 に 落 ち 込 み 、 各 家 庭 の 生 活

の 困 窮 が 顕 著 に な っ た と 感 じ た そ う で あ る 。 家 庭 の 経 済 状 況

が 悪 化 し 、 家 族 の つ な が り が 複 雑 化 す る な ど 、 子 ど も た ち を

取 り 巻 く 環 境 が 不 安 定 に な っ て い く な か で 、 従 来 と 変 わ ら な

い 就 労 支 援 で は 効 果 が 出 な い と 、 学 校 内 で 対 策 を 考 え る 体 制

に 限 界 を 感 じ た こ と が き っ か け だ っ た そ う だ 。  

ま た 、 株 式 会 社 シ ェ ア す る こ こ ろ の 石 井 代 表 に よ る と 、

2011 年 か ら 横 浜 パ ー ソ ナ ル ・ サ ポ ー ト ・ サ ー ビ ス 『 生 活 ・

し ご と ・ わ か も の 相 談 室 』 の 出 張 相 談 員 と し て 、 週 に 1 回 、

田 奈 高 校 に 出 向 い て 、 生 徒 た ち の さ ま ざ ま な 声 に 耳 を 傾 け 、

「 田 奈 Pas s」 と い う 愛 称 の 「 青 春 相 談 室 」 で 、 将 来 に 不 安
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を か か え た 生 徒 た ち と 交 流 を 深 め な が ら 、 「 教 育 と 雇 用 が 接

続 さ れ て い な け れ ば 、 ど れ だ け 相 談 し て い て も 先 に 続 か な

い 」 と 痛 感 し た そ う で あ る 。 そ の 1 つ の 答 え と し て 始 め た 事

業 が 「 バ イ タ ー ン 」 と の こ と 。 若 者 た ち の 就 職 ・ 仕 事 を め ぐ

る 厳 し い 現 実 を 知 っ た 以 上 、 よ り よ い 状 況 を つ く っ て い く 責

任 が 生 じ た と 感 じ 、 就 労 意 欲 が あ る も の の 、 働 い た 経 験 が ほ

と ん ど な い た め 、 就 労 に 対 す る 不 安 を 持 つ 若 者 た ち に 対 し

て 、 彼 ら の 受 入 先 企 業 を つ な ぐ 役 割 を 担 っ て き た 。 職 業 的 経

験 と し て 賃 金 が 支 払 わ れ る 「 ア ル バ イ ト 」 と 、 企 業 内 の 教 育

と し て 実 施 さ れ る こ と が 多 い 「 イ ン タ ー ン シ ッ プ 」 、 そ れ ぞ

れ の 良 さ を 組 み 合 わ せ た 「 教 育 的 有 給 職 業 体 験 プ ロ グ ラ ム 」

の こ と を 「 バ イ タ ー ン 」 と い う ユ ニ ー ク な 名 前 に し た の も 普

及 に 向 け て わ か り や す い ネ ー ミ ン グ が 必 要 と 考 え た か ら だ そ

う だ 。  

 バ イ タ ー ン の し く み は シ ン プ ル で あ る 。 1)企 業 へ の 趣 旨 説

明 2)生 徒 と の 事 前 研 修 3)企 業 と 生 徒 で ミ ッ シ ョ ン の 共 有 が

行 わ れ 、 そ の 後 、 イ ン タ ー ン シ ッ プ と し て 無 償 職 場 体 験 が 3

日 間 行 わ れ る 。 そ の 後 、 ア ル バ イ ト の 雇 用 契 約 を 結 び 、 バ イ

タ ー ン が ス タ ー ト す る 。2 013 年 に こ の プ ロ グ ラ ム が ス タ ー ト

し て か ら 2 014 年 7 月 現 在 ま で に 、 43 社 が 高 校 生 受 け 入 れ 企

業 と し て 登 録 し 、 26 人 の 生 徒 が 職 場 体 験 を し た 。さ ら に 、 19

人 が バ イ タ ー ン ま で 進 み 、 正 社 員 と し て 6 人 が 雇 用 さ れ る な

ど 着 々 と 実 績 を 積 み 上 げ て い る 。 正 社 員 登 用 の 際 に 、 企 業 担
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当 者 が 最 も 重 視 し て い る 点 は 、 彼 ら の 「 仕 事 ぶ り 」 。 「 社 風

に マ ッ チ し た 人 を 採 用 し た い 」 と い う 希 望 を 持 つ 企 業 に と っ

て は 、 仕 事 へ の 姿 勢 を 確 認 し た 後 に 、 正 社 員 と し て 雇 用 で き

る 仕 組 み で あ る た め 「 バ イ タ ー ン は 企 業 に と っ て も メ リ ッ ト

が あ る 」 と 強 調 し て い た 。  

こ の よ う に 、 バ イ タ ー ン は 、 企 業 ・ 高 校 ・ 生 徒 の 3 者 に と

っ て メ リ ッ ト が あ る win -wi n -wi n の プ ロ ジ ェ ク ト に 発 展 す る

可 能 性 を も っ て い る と 感 じ た 。  

 企 業 は 、 学 生 の 仕 事 ぶ り を 見 て か ら 採 用 で き る 。 高 校 は 、

進 路 指 導 に お い て 就 職 を 希 望 し て い る が 、 採 用 が 決 ま ら な い

学 生 に 教 育 効 果 の あ る 企 業 実 習 の 機 会 を 手 帰 郷 で き る 。 生 徒

は 、 賃 金 を 得 な が ら 企 業 実 習 を 受 け る こ と が で き る の で 、 モ

チ ベ ー シ ョ ン が 向 上 す る 。 ま た 、 生 活 困 窮 世 帯 の 生 徒 に と っ

て は 、 生 活 費 を 稼 ぐ こ と も で き る 。  

 さ ら に 、 企 業 の メ リ ッ ト と し て 補 助 金 が あ る 。 １ ヶ 月 の 賃

金 (週 ３ 回 )の 半 額 補 助 額 は 概 ね 一 人 ２ 万 円 程 度 と の こ と 。 仮

に 、 生 徒 が 就 職 で き ず に 生 活 保 護 受 給 者 と な っ た 場 合 は 、 毎

月 １ ２ 万 円 の 社 会 保 障 費 が 必 要 と な り 、 長 期 化 す る 危 険 が 高

い 。 生 活 保 護 者 に な ら な く て も 納 税 し な い 若 年 無 業 者 に な る

だ け で も 社 会 を 揺 る が す 問 題 と な る 。 こ の し く み は 、 後 述 す

る ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム と 共 通 点 が あ る 考 え 方 だ 。 社 会

全 体 で 見 る と 、 先 行 投 資 を し て 若 者 を 生 活 保 護 者 に な ら な い

よ う 、 就 職 し て 納 税 で き る よ う に す る 循 環 型 社 会 投 資 と い え
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る の で は な い か 。  

 

４ .ま と め  

 こ の よ う に 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 ド イ ツ で 実 施

さ れ て い る デ ュ ア ル シ ス テ ム を 参 考 に し て 導 入 し た が 、 こ

れ は 最 終 的 に は マ イ ス タ ー の 資 格 取 得 を 目 指 す も の で あ

る 。 日 本 に は 、 マ イ ス タ ー 制 度 が な い た め 、 ど の 程 度 の 訓

練 生 が OJT  先 の 企 業 へ の 就 職 に 結 び つ く か が 評 価 の 指 標

と な る 。 厚 生 労 働 省 は 、 当 初 ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー 対 策 と し

て 導 入 し た デ ュ ア ル シ ス テ ム で あ っ た が 、 実 際 は 、 一 部 の

施 設 に お い て フ リ ー タ ー の 就 業 支 援 に は な っ て い る が 、 ニ

ー ト 対 策 に は な っ て い な い よ う で あ る 。 そ も そ も ニ ー ト を

見 つ け て 学 校 や 訓 練 校 に 通 わ せ る こ と 自 体 難 し い 。 ま た 、

そ の 他 の 取 り 組 み と し て 「 教 育 的 有 給 職 業 体 験 プ ロ グ ラ

ム 」 で あ る 「 バ イ タ ー ン 」 の し く み は 、 今 後 発 展 す る 潜 在

性 を 持 っ て い る と 思 わ れ る 。 次 章 で は 、 先 行 理 念 と な っ た

ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム に つ い て 概 観 し 、 ニ ー ト ・ フ リ

ー タ ー 対 策 と し て 参 考 に な る 考 え 方 や 制 度 ・ プ ロ グ ラ ム が

あ る か ど う か 考 察 す る 。  

 

 注 ：  
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注 6 出 典 は 、 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 終 了 後 の 評 価 項

目 例 の 開 発 」 よ り 一 部 抜 粋 (職 業 能 力 開 発 総 合 大 学 校 能 力

開 発 研 究 セ ン タ ー 発 行 ）  

参 考 文 献 ：  

(独 )労 働 政 策 研 究 ・ 研 修 機 構 （ Ｊ Ｉ Ｌ Ｐ Ｔ ） 、 「 若 年 者 就

職 支 援 機 関 に お け る 就 職 困 難 者 支 援 の 実 態 － 支 援 機 関 ヒ

ア リ ン グ 調 査 に よ る 検 討 ― 」 、 2 013. 6  

日 座 寛 之 ・ 寺 田 盛 紀 、 ｢日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 導 入 と

課 題 ｣、 生 涯 学 習 ・ キ ャ リ ア 教 育 研 究 20 10  

宮 本 み ち 子 (放 送 大 学 教 授 )、 「 早 期 に 社 会 に 出 る 若 者 の た

め の 教 育 と 支 援 を 考 え る 」 、 日 本 産 業 教 育 学 会 の 基 調 講

演 、 2013  

日 本 産 業 教 育 学 会 、 「 産 業 教 育 学 研 究 」 、 2 015  

奥 田 美 都 子 （ 港 湾 職 業 能 力 開 発 短 期 大 学 校 横 浜 校 ） 、  

「 社 会 人 実 務 体 験 が 大 学 生 の 就 職 活 動 に 及 ぼ す 影 響 －

「 社 会 人 基 礎 力 」 に 着 目 し て － 」 、 201 5  

職 業 能 力 開 発 総 合 大 学 校  能 力 開 発 研 究 セ ン タ ー 、 「 日 本

版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 終 了 後 の 評 価 項 目 例 の 開 発 」 、

2006  

鶴 光 太 郎 (慶 應 義 塾 大 学 教 授 )、 「 就 業 支 援 は 「 性 格 力 」 重

視 で -仕 事 現 場 で の 教 育 が 効 果 的 ― 」 、 日 経 新 聞 、

2014 .1.2 0  

寺 田 盛 紀 、 ｢日 本 の 職 業 教 育 ｣、 晃 洋 書 房 、 200 9  
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渡 邊 和 明 、 「 専 門 学 校 に お け る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の

開 発 的 研 究 」 、 イ ン タ ー ン シ ッ プ 研 究 年 報  第 1 3 号  

 

 

  



46 

 

第 ３ 章  ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム  

  ド イ ツ の 職 業 教 育 訓 練 は 、 職 業 学 校 で 理 論 を 学 び 企 業 で 実

践 を 学 ぶ 2 元 的 制 度 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 に 特 徴 が あ げ ら れ

る 。 そ の 特 質 は 労 働 組 合 、 企 業 、 政 府 の 緊 密 な 連 携 に あ り 、

現 在 に い た る ま で 、 改 善 ・ 改 革 は 労 使 政 に よ る 社 会 的 議 論 や

共 同 決 定 に 基 づ い て 行 わ れ て き た 。 ま た 、 職 業 教 育 訓 練 の 内

容 に つ い て も 労 働 者 お よ び 使 用 者 の 意 見 か ら 受 け る 影 響 が 大

き い 。 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 が ド イ ツ に お い て 実 施 さ れ て き

た 背 景 に は 、 個 々 の セ ク タ ー が 機 関 の 利 害 に 関 わ ら ず 、 こ れ

を 超 え て 全 体 的 利 益 の 享 受 と い う 観 点 か ら 相 互 の 協 力 体 制 を

構 築 し 、 職 業 教 育 訓 練 が 展 開 さ れ て き た と い う と こ ろ に ポ イ

ン ト が あ る よ う だ 。  

 

１ ． ド イ ツ の 学 校 制 度 と 職 業 教 育  

（ １ ） ド イ ツ の 学 校 制 度  

  ド イ ツ で は 、 学 校 制 度 が 、 日 本 の 「 六 ・ 三 ・ 三 制 」 の よ う

な 単 線 型 で は な く 、 初 等 教 育 期 間 を 経 た 時 点 で 、 種 類 の 異 な

る 学 校 を 選 択 し 就 学 す る 分 岐 型 で あ る 。 ほ と ん ど の 児 童 は 、

日 本 の 小 学 校 同 様 、 最 初 は 基 礎 学 校 (グ ル ン ト シ ュ ー レ )で 机

を 並 べ る が 、 4 学 年 を 終 え た 時 点 で 、 中 等 教 育 期 間 を ど こ で

学 ぶ か 、 方 向 を 決 断 し な け れ ば な ら な い 。 な お 、 こ の 4 学 年

修 了 後 の 2 年 間 は 、 次 に 学 校 種 別 ご と に オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
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(観 察 指 導 )段 階 を 設 け る 場 合 と 、 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 段 階 を

学 校 種 別 に 関 係 な く 設 け る 場 合 が あ る 。  

次 の 中 等 教 育 段 階 の 前 期 に は 、 １ ． ハ ウ プ ト シ ュ ー レ

(「 基 幹 学 校 」 な ど と 訳 さ れ る )、 ２ ． 実 科 学 校 (レ ア ル シ ュ

ー レ )、 ３ ． ギ ム ナ ジ ウ ム の 3 つ の コ ー ス の う ち 何 れ か に 進

む の が 一 般 的 で あ る 。 加 え て 、 こ の 3 つ の 学 校 形 態 を 包 含 し

た 総 合 制 学 校 (ゲ ザ ム ト シ ュ ー レ )が あ る 。 注 7  

  

 

（ 図 ４  ド イ ツ の 学 校 系 統 図  S c h o o l  s y s t e m  i n  G e r m a n y） 注 7  
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18 高
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17 等

22
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14 等ム 上職 学

19 級業
専13 学・ ｼﾞ
門18 校技 構職

12 術 学業 門上 ｳ ｷﾞ ギ学保
17 職業専門 校上 学級 ﾑ校健

11 職 業 学 校 校専 ﾑ ﾅ ム 中
16 学 校

10 （職業基礎教育年） 実 ナ 等
15

9 科 ジ 総 教
14

8 ハ ウ プ ト シ ュ ー レ 学 ウ 合 育
13

7 校 ム 制
12

6 学
11 観 察 指 導 段 階

5 校
10

4 初
9

3 等
8 基 礎 学 校

2 教
7

1 育
6

就
5 学

幼 稚 園 前
4 教

育
3

（ 部分は義務教育）
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中 等 教 育 の 後 期 に は 、 そ れ ぞ れ の 課 程 の 内 容 が 大 き く 変 化

す る 。 ハ ウ プ ト シ ュ ー レ の 場 合 、 課 程 を 終 え れ ば 修 了 証 が 授

与 さ れ 、 生 徒 は 修 了 資 格 を 得 る 。 同 校 の 課 程 を 修 了 せ ず 、 修

了 証 を 得 な い で 卒 業 す る ケ ー ス も あ る 。 修 了 資 格 の 有 無 に 関

わ ら ず 、 ハ ウ プ ト シ ュ ー レ 卒 業 後 は 職 業 学 校 に 行 く と 同 時 に

企 業 内 で 職 業 訓 練 を 受 け る 、 い わ ゆ る 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」

に 基 づ く 職 業 教 育 の 段 階 に 進 む の が 一 般 的 な コ ー ス と さ れ

る 。  

実 科 学 校 の 修 了 資 格 を 得 た 後 は 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム の プ ロ

セ ス へ 進 む 場 合 と 、 上 級 専 門 学 校 に 進 む 場 合 に 分 か れ る 。 ギ

ム ナ ジ ウ ム に 進 学 し て い る 場 合 は 、 上 級 段 階 に 進 ん で ア ビ ト

ゥ ー ア (ギ ム ナ ジ ウ ム 卒 業 資 格 試 験 、 合 格 に よ り 大 学 入 学 資

格 を 得 る )に 備 え る の が 一 般 的 と さ れ る 。 な お 、 デ ュ ア ル シ

ス テ ム に よ る 職 業 教 育 の 対 象 者 は 、 2000 年 時 点 で 、 ハ ウ プ

ト シ ュ ー レ 未 修 了 者 2. 4％ 、 同 校 修 了 者 32％ 、 実 科 学 校 等 修

了 者 36 .6％ 、 大 学 入 学 資 格 保 持 者 (ギ ム ナ ジ ウ ム 、 上 級 専 門

学 校 等 修 了 者 )1 5 .8％ 、 そ の 他 の 職 業 学 校 等 か ら の 者 13 .2％

と な っ て い る 。  

就 学 前 教 育  

  幼 稚 園 は 満 3 歳 か ら の 子 供 を 受 け 入 れ る 機 関 で あ り ，

保 育 所 は 2  歳 以 下 の 子 供 を 受 け 入 れ て い る 。   

義 務 教 育  
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 義 務 教 育 は 9 年 （ 一 部 の 州 は 1 0 年 ） で あ る 。 ま た ， 義

務 教  育 を 終 え た 後 に 就 職 し ， 見 習 い と し て 職 業 訓 練 を 受

け る 者 は ， 通 常 3 年 間 ， 週 に 1～ 2 日 職 業 学 校 に 通 う こ と

が 義 務 と さ れ て い る （ 職 業 学 校 就 学 義 務 ）  

初 等 教 育  

 初 等 教 育 は 、 基 礎 学 校 に お い て 4 年 間 （ 一 部 の 州 は 6 年

間 ） 行 わ れ る 。  

中 等 教 育  

生 徒 の 能 力 ・ 適 性 に 応 じ て ， ハ ウ プ ト シ ュ ー レ （ 卒 業 後

に 就 職 し て 職 業 訓 練 を 受 け る 者 が 主 と し て 進 む 。 5 年

制 ） ， 実 科 学 校 （ 卒 業 後 に 職 業 教 育 学 校 に 進 む 者 や 中 級 の

職 に 就 く 者 が 主 と し て 進 む 。 6 年 制 ） ， ギ ム ナ ジ ウ ム （ 大

学 進 学 希 望 者 が 主 と し て 進 む 。 8 年 制 又 は 9 年 制 ） が 設 け

ら れ て い る 。 総 合 制 学 校 は ， 若 干 の 州 を 除 き ， 学 校 数 ， 生

徒 数 と も 少 な い 。 後 期 中 等 教 育 段 階 に お い て ， 上 記 の 職 業

学 校 （ 週 に 1～ 2 日 の 定 時 制 。 通 常 3 年 ） の ほ か ， 職 業 基

礎 教 育 年 （ 全 日 1 年 制 ） ， 職 業 専 門 学 校 （ 全 日 1～ 2 年

制 ） ， 職 業 上 構 学 校 （ 職 業 訓 練 修 了 者 ， 職 業 訓 練 中 の 者 な

ど を 対 象 と し ， 修 了 す る と 実 科 学 校 修 了 証 を 授 与 。 全 日 制

は 少 な く と も 1 年 ， 定 時 制 は 通 常 3 年 ） ， 上 級 専 門 学 校

（ 実 科 学 校 修 了 を 入 学 要 件 と し ， 修 了 者 に 専 門 大 学 入 学 資

格 を 授 与 。 全 日 2 年 制 ） ， 専 門 ギ ム ナ ジ ウ ム （ 実 科 学 校 修

了 を 入 学 要 件 と し ， 修 了 者 に 大 学 入 学 資 格 を 授 与 。 全 日 3
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年 制 ） な ど 多 様 な 職 業 教 育 学 校 が 設 け ら れ て い る 。 ま た ，

専 門 学 校 は 職 業 訓 練 を 終 え た 者 等 を 対 象 と し て お り ， 修 了

す る と 上 級 の 職 業 資 格 を 得 る こ と が で き る 。 夜 間 ギ ム ナ ジ

ウ ム ， コ レ ー ク は 職 業 従 事 者 等 に 大 学 入 学 資 格 を 与 え る た

め の 機 関 で あ る 。  

な お ， ド イ ツ 統 一 後 ， 旧 東 ド イ ツ 地 域 各 州 は ， 旧 西 ド イ ツ

地 域 の 制 度 に 合 わ せ る 方 向 で 学 校 制 度 の 再 編 を 進 め ， 多 く

の 州 は ， ギ ム ナ ジ ウ ム の ほ か に ， ハ ウ プ ト シ ュ ー レ と 実 科

学 校 を 合 わ せ た 学 校 種 （ 5 年 で ハ ウ プ ト シ ュ ー レ 修 了 証 ，

6 年 で 実 科 学 校 修 了 証 の 取 得 が 可 能 ） を 導 入 し た 。   

高 等 教 育  

高 等 教 育 機 関 と し て ， 大 学 （ 総 合 大 学 ， 教 育 大 学 ， 神 学

大 学 ， 芸 術 大 学 な ど ） と 専 門 大 学 が あ る 。 修 了 に 当 た っ て

標 準 と さ れ る 修 業 年 限 は ， 通 常 ， 大 学 で 4 年 半 ， 専 門 大 学

で 4 年 以 下 と さ れ て い る 。 ま た 近 年 ， 国 際 的 に 通 用 度 の 高

い 学 士 ・ 修 士 の 学 位 取 得 課 程 （ 修 業 年 限 は そ れ ぞ れ 3 年 と

2 年 ） も 大 学 や 専 門 大 学 に 設 置 さ れ て い る 。 注 ７   

 

（ ２ ） ド イ ツ の 職 業 教 育  

以 下 １ ） 前 期 中 等 教 育 の 「 労 働 科 」 の カ リ キ ュ ラ ム と 、

２ ） 後 期 中 等 教 育  の 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 に よ る 職 業 訓

練 が あ る 。  

１ ） 前 期 中 等 教 育 の 「 労 働 科 」 の カ リ キ ュ ラ ム  
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4 年 間 の 初 等 教 育 を 終 え 、 ハ ウ プ ト シ ュ ー レ や 総 合 制 学

校 を 中 心 に 、 前 期 中 等 教 育 に 入 る 段 階 か ら 、 「 労 働 科 」 な

ど の 名 称 で 職 業 準 備 教 育 を 行 う 教 科 が 設 け ら れ る 。 多 く の

州 で は 「 労 働 科 」 だ が 、 州 に よ っ て 「 労 働 ・ 経 済 ・ 技 術 」

な ど と 名 称 が 異 な る 場 合 が あ る 。  

こ の 職 業 準 備 教 育 の 一 般 的 な 内 容 (州 ご と に 多 少 の 差 異

が あ る )は 、 1 .地 域 に お け る 学 校 教 育 と 職 業 教 育 ・ 訓 練 2 .

職 業 選 択 と 職 業 活 動 3 .個 人 と 労 働 市 場 の 関 係 4 .社 会 的 、

技 術 的 、 経 済 的 条 件 を 考 慮 し た 雇 用 機 会 と 雇 用 の 課 題 5 .

労 働 法 の 関 連 規 定 と 青 少 年 労 働 保 護 の 重 要 な 規 定 － な ど 。  

こ の よ う な 授 業 に 加 え て 、 学 年 が 上 が る と (基 礎 学 校 入

学 か ら 数 え て 第 8、 第 9 学 年 が 多 い )、 ほ ぼ す べ て の 州 で

職 場 訪 問 あ る い は 企 業 実 習 を 実 施 し て い る 。 企 業 実 習 に つ

い て は 、 ハ ウ プ ト シ ュ ー レ や 実 科 学 校 な ど で は 生 徒 全 員 、

ギ ム ナ ジ ウ ム で は 希 望 者 を 対 象 と す る の が 一 般 的 だ 。 実 習

の 前 後 に は 志 願 表 作 成 、 面 接 の ロ ー ル プ レ イ ン グ 、 関 係 者

や 専 門 家 へ の 質 問 と 対 話 、 実 習 結 果 の 発 表 な ど の プ ロ グ ラ

ム が 組 ま れ る 。 卒 業 間 近 の 企 業 実 習 で は 、 生 徒 の 職 業 選 択

を 考 慮 し て 、 職 業 を 1 つ に 限 定 す る 。 こ の ほ か 、 連 邦 雇 用

機 関 が 所 管 し て い る 職 業 情 報 セ ン タ ー (B IZ)が 学 校 を 訪 問

し 職 業 選 択 や 相 談 窓 口 な ど に 関 す る 情 報 提 供 を 行 う 。  

２ ） 後 期 中 等 教 育  の 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 に よ る 職 業 訓

練  
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デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 義 務 教 育 終 了 後 、 職 業 学 校 に 通 い

な が ら 、 主 に 企 業 内 で 職 業 訓 練 を 受 け る 二 元 的 な シ ス テ ム

で あ る 。 職 業 学 校 は 各 州 の 教 育 省 が 所 管 す る 公 立 校 で あ

り 、 州 の 学 習 指 導 要 領 に 従 っ て カ リ キ ュ ラ ム を 組 ん で い

る 。 一 方 、 生 徒 は 同 時 に 企 業 (多 く は 私 企 業 )に お い て 訓 練

ポ ス ト を 得 て い る 訓 練 生 で も あ る 。  

職 業 訓 練 を 開 始 す る 年 齢 は 、 20 0 1 年 現 在 で 19 歳 前 後 で

あ り 、 19 70 年 時 点 の 平 均 1 6.6 歳 か ら 上 昇 し て い る 。 こ の

原 因 と し て は 、 学 校 修 了 者 の 年 齢 が 高 く な っ た こ と 、 上 級

専 門 学 校 等 を 経 て か ら 職 業 訓 練 を 始 め る 者 が 増 え た こ と 、

ギ ム ナ ジ ウ ム 修 了 者 で 職 業 訓 練 に 移 る 者 の 増 加 な ど が あ げ

ら れ る 。  

職 業 訓 練 の 期 間 は 2 年 か ら 4 年 で 、 多 く の 場 合 3 年 半 程

度 で あ る 。 訓 練 を 終 え る と 商 工 会 議 所 や 手 工 業 会 議 所 等 の

職 能 団 体 が 実 施 す る 修 了 試 験 を 受 け 、 こ れ に 合 格 す る と 職

業 資 格 を 得 る こ と が で き る 。 修 了 試 験 は 、 二 度 ま で 受 験 可

能 で あ る 。 ド イ ツ で は 、 こ の 職 業 資 格 を 取 得 し な い と 就 職

で き な い と い う 現 実 が あ る 。 職 業 訓 練 修 了 後 、 訓 練 生 が 訓

練 を 受 け た 企 業 に 残 る 割 合 は 、 旧 西 地 域 で 約 6 割 、 旧 東 地

域 で 5 割 弱 で あ る 。  

 

（ ３ ） ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム  
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 基 本 的 な 制 度 の 枠 組 み は 、 ド イ ツ の 公 共 職 業 教 育 訓 練 の

法 的 枠 組 み を 規 定 す る 「 職 業 教 育 訓 練 法 （ B BiG） 」 に よ っ

て お り 、 職 業 教 育 訓 練 の 種 類 を 「 養 成 教 育 訓 練 、 向 上 教 育

訓 練 、 再 教 育 （ 職 業 転 換 ） 訓 練 」 と 定 義 し て い る 。 養 成 教

育 訓 練 と は 、 若 年 者 を 対 象 に 行 わ れ る 企 業 で の 職 場 実 習 と

職 業 学 校 に お け る 理 論 教 育 を 平 行 し て 行 う 一 定 の 職 業 資 格

の 取 得 を 目 的 と し た 初 期 訓 練 で あ り 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム が

こ れ に 当 た る 。 向 上 教 育 訓 練 は 職 業 経 験 者 の 知 識 ・ 技 能 ・

技 術 の 向 上 を 図 る た め に 行 う 訓 練 で 、 こ れ は マ イ ス タ ー 制

度 な ど 専 門 技 能 資 格 制 度 と も リ ン ク す る 。 再 教 育 訓 練 は 現

在 の 職 種 で は 就 職 が 難 し い た め 、 他 の 職 種 に 就 職 （ 転 換 ）

す る た め に 必 要 な 職 業 能 力 を 身 に つ け る 訓 練 と 位 置 づ け ら

れ 、 失 業 者 お よ び 経 済 的 弱 者 が 主 な 対 象 と な っ て い る 。 ま

た 社 会 法 典 第 Ⅲ 編 に よ る 労 働 市 場 改 革 に よ り 、 向 上 教 育 訓

練 と 再 教 育 訓 練 は 「 継 続 教 育 訓 練 」 と し て 位 置 づ け ら れ 、

労 働 市 場 政 策 と 連 携 し て 展 開 さ れ て い る 。  

 職 業 教 育 訓 練 の 実 施 主 体 に つ い て み る と 、 養 成 教 育 訓 練

の 主 管 省 庁 は 連 邦 政 府 （ 連 邦 教 育 研 究 省 ： B MBF） と 州 政

府 、 継 続 教 育 訓 練 の 主 管 は 連 邦 政 府 （ 連 邦 労 働 社 会 省 ：  

BMA S） と 州 政 府 と な っ て い る 。 一 方 、 管 理 運 営 主 体 は 養 成

教 育 訓 練 が 会 議 所 と 州 政 府 で あ り 、 継 続 教 育 訓 練 は 連 邦 雇

用 エ ー ジ ェ ン シ ー （  BA： 旧 雇 用 連 邦 庁 ） 注 8 で あ る 。 主 な

訓 練 実 施 機 関 と し て は 、 養 成 教 育 訓 練 は 企 業 と 職 業 学 校
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が 、 継 続 教 育 訓 練 は 職 業 専 門 学 校 、 専 門 学 校 、 大 学 と い っ

た 公 的 教 育 機 関 と 会 議 所 、 企 業 、 労 働 組 合 、 民 間 訓 練 機 関

が 混 在 し て 担 っ て い る 。 な お 、 学 校 教 育 は す べ て 州 政 府 の

所 管 で あ る 。  

国 家 に お け る 職 業 教 育 訓 練 全 体 の 方 針 策 定 お よ び 基 本 的

な 制 度 設 計 を 行 う の は 連 邦 政 府 （ 連 邦 教 育 研 究 省 ： BMBF）

で あ る が 、 具 体 的 な 企 画 の 立 案 、 関 連 規 程 の 整 備 、 訓 練 実

施 プ ロ グ ラ ム の 策 定 に 関 し て は 、 連 邦 職 業 教 育 訓 練 研 究 機

構 （ BIBB） が 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る 。 こ の 組 織 は 職 業 教

育 訓 練 促 進 法 （ 1 981） に 基 づ い て 設 立 さ れ た 機 関 で あ り 、

職 業 教 育 訓 練 に 関 わ る す べ て の 事 項 に つ い て 政 府 に 助 言 を

行 え る 立 場 に あ る 。 同 機 構 は 組 織 体 の 形 態 と し て は 独 立 の

研 究 機 関 と な っ て い る が 、 そ の 運 営 に あ た っ て は 労 使 が 深

く 関 与 す る 。 例 え ば 国 家 レ ベ ル の 職 業 教 育 訓 練 規 程 の 企 画

に 関 し て は 、 労 使 に よ っ て 任 命 さ れ る 教 育 訓 練 の 専 門 家 が

規 程 の 草 案 作 成 に 携 わ る 。 ま た 、 連 邦 職 業 教 育 訓 練 研 究 機

構 に よ っ て 組 織 さ れ る 国 家 レ ベ ル の 「 中 央 職 業 教 育 訓 練 委

員 会 」 、 州 レ ベ ル の 「 州 職 業 教 育 訓 練 委 員 会 」 に は そ れ ぞ

れ 連 邦 政 府 、 州 政 府 の ほ か 労 使 お よ び 教 育 訓 練 実 務 専 門 家

が 対 等 な 立 場 で 参 加 し 、 重 要 な 検 討 事 項 を 協 議 す る 。 な

お 、 同 機 構 は 政 府 が 実 施 す る 公 共 職 業 教 育 訓 練 施 策 に 対 す

る 評 価 も 行 っ て い る 。  

（ ３ ） － １  若 年 者 の 養 成 教 育 訓 練  
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ド イ ツ の 若 年 者 （ 義 務 教 育 修 了 者 ） を 対 象 と し た 初 期 養

成 訓 練 は 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 と 「 全 日 制 職 業 学 校 訓 練 」

に よ っ て 行 わ れ る 。 デ ュ ア ル シ ス テ ム に は 、 (1 )訓 練 の 場 が

職 業 学 校 と 企 業 で あ る こ と 、 (2 )職 業 学 校 で は 理 論 を 学 び 企

業 で は 実 践 を 学 ぶ こ と 、 (3)職 業 学 校 は 州 の 主 管 で あ り 企 業

で の 職 場 実 習 は 連 邦 政 府 （ 連 邦 教 育 研 究 省 ） の 主 管 で あ る

こ と 、 と い う 3 つ の 2 元 性 が 含 ま れ て い る 。 週 の う ち 1～ 2

日 （ 全 訓 練 時 間 の 約 3 割 ） は 職 業 学 校 で 職 業 に 係 る 理 論 教

育 が 、 残 り の 3～ 4 日 （ 全 訓 練 時 間 の 約 7 割 ） は 企 業 で 職 場

実 習 が そ れ ぞ れ 行 わ れ る 。 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 訓 練 生 は 職

業 学 校 の 生 徒 で あ る と 同 時 に 、 企 業 と 職 業 訓 練 契 約 を 結 ぶ

の で 、 訓 練 生 手 当 が 支 給 さ れ る ほ か 社 会 保 障 制 度 の 対 象 に

も な る 。 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 主 に 基 幹 学 校 修 了 者 を 対 象 と

し て 実 施 さ れ 、 幅 広 い 職 業 に 関 す る 基 礎 知 識 と 、 特 定 の 職

業 に 必 要 な 専 門 能 力 を 身 に つ け 、 即 戦 力 と な る 熟 練 労 働 者

を 養 成 す る こ と を 目 的 と す る 。 職 業 訓 練 が 行 わ れ る 公 認 訓

練 職 種 は 約 350 職 種 。 訓 練 期 間 は 職 種 に よ っ て 2 年 （ 販 売

な ど の 事 務 系 職 種 ） ～ 3 年 半 （ 電 気 ・ 電 子 及 び 機 械 系 職

種 ） で あ り 、 訓 練 修 了 後 に 試 験 が 実 施 さ れ 、 試 験 に 合 格 す

る と 訓 練 職 種 に 関 す る 公 的 な 職 業 資 格 が 付 与 さ れ る 。  

ま た 、 全 日 制 職 業 学 校 で は 、 デ ュ ア ル ・ シ ス テ ム に 組 み

込 む こ と が 難 し い 保 険 衛 生 、 医 療 福 祉 関 連 （ 介 護 、 育 児 、

看 護 、 助 産 婦 、 医 学 療 法 な ど ） の 職 種 を 対 象 と し て 訓 練 が
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実 施 さ れ る 。 義 務 教 育 を 終 え た 若 年 者 が こ れ ら の 職 業 教 育

訓 練 コ ー ス に 進 む 割 合 は 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム が 約 55％ 、 全

日 制 職 業 学 校 が 約 10％ 、 残 り の 35％ が 普 通 教 育 に お い て 大

学 を 目 指 す コ ー ス を 選 択 し て い る 。  

（ ３ ） － ２  継 続 教 育 訓 練  

継 続 教 育 訓 練 は 「 継 続 職 業 教 育 訓 練 」 と 「 非 継 続 職 業 教

育 訓 練 （ 成 人 教 育 訓 練 ） 」 に 大 別 さ れ 、 在 職 者 、 失 業 者 及

び 経 済 的 弱 者 対 象 の 職 業 教 育 訓 練 政 策 （ 向 上 教 育 訓 練 、 再

教 育 訓 練 ） は 前 者 の 継 続 職 業 教 育 訓 練 に 位 置 す る 。  

 １ ） 向 上 教 育 訓 練  

向 上 教 育 訓 練 に は 、 (1 )能 力 、 知 識 、 技 能 の 維 持 ・ 向 上 、

あ る い は 市 場 、 技 術 の 変 化 へ の 対 応 を 目 的 と す る 「 適 応 向

上 教 育 訓 練 」 と 、 (2 )企 業 内 外 で の ス テ ッ プ ア ッ プ を 目 指 す

「 昇 進 向 上 教 育 訓 練 」 が あ る 。 「 昇 進 向 上 教 育 訓 練 」 は 、

熟 練 工 を 養 成 す る わ が 国 で も よ く 知 ら れ た 「 マ イ ス タ ー 制

度 」 が 中 心 。 訓 練 修 了 後 に マ イ ス タ ー 、 テ ク ニ カ ー 、 各 職

業 に お け る 専 門 士 と い っ た 公 的 資 格 の 取 得 や 商 学 士 な ど の

学 位 取 得 を 伴 う 修 了 試 験 が 行 わ れ る の が 特 徴 で 、 現 在 約

200 の 資 格 が あ り 、 そ の 内 約 170  が 「 マ イ ス タ ー 」 資 格 で

あ る 。 一 方 、 適 応 向 上 教 育 訓 練 は 3 日 以 内 の コ ー ス を 中 心

と す る 短 期 間 の コ ー ス が ほ と ん ど で あ る 。  

中 世 以 来 の 伝 統 持 ち 、 ド イ ツ の 産 業 発 展 を 支 え て き た こ

の マ イ ス タ ー 制 度 で あ る が 、 最 近 の 経 済 を と り ま く 環 境 変
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化 に よ り 転 機 を 迎 え て い る と 言 わ れ る 。 厳 格 な 資 格 取 得 を

義 務 付 け る 現 行 の 制 度 は 、 個 人 が 起 業 す る 際 の 足 枷 に な る

恐 れ が あ り 、 大 量 の 失 業 者 を 抱 え る ド イ ツ の 労 働 市 場 に お

い て は 時 代 の 要 請 に 沿 っ た 柔 軟 な 制 度 に す べ き と の 声 が あ

る 。 こ れ に は 一 部 の 職 種 を 資 格 か ら 外 す 等 の 対 応 が 考 え ら

れ る が 、 徒 に 規 制 を 緩 和 す る こ と は 、 逆 に 人 材 の 質 や 技 術

の 低 下 を 招 く 恐 れ も あ り 、 国 際 競 争 力 の 維 持 と い う 観 点 か

ら は 慎 重 な 対 応 が 求 め ら れ て い る 。  

２ ） 失 業 者 及 び 経 済 的 弱 者 対 象 の 職 業 訓 練 （ 再 教 育 訓 練 ）  

再 教 育 訓 練 は 「 失 業 の 恐 れ の あ る 者 、 長 期 失 業 者 、 低 資

格 労 働 者 を 労 働 市 場 に 結 び つ け る 」 た め の 職 業 教 育 訓 練 で

あ る 。 再 教 育 訓 練 は 社 会 法 典 第 Ⅲ 編 に 基 づ き 連 邦 雇 用 エ ー

ジ ェ ン シ ー に よ っ て 管 理 運 営 さ れ る 。 連 邦 雇 用 エ ー ジ ェ ン

シ ー が 支 援 す る プ ロ グ ラ ム に は 、 継 続 職 業 教 育 訓 練 の 支 援

と 労 働 市 場 政 策 に よ る 特 別 プ ロ グ ラ ム が あ る 。 前 者 の 通 常

の 継 続 職 業 訓 練 支 援 プ ロ グ ラ ム は 、 主 に 全 日 制 の 継 続 職 業

教 育 訓 練 コ ー ス の 受 講 料 、 宿 泊 費 用 及 び 参 加 者 の 手 取 り 賃

金 の 60～ 6 7％ （ 少 な く と も 1 人 、 あ る い は 扶 養 義 務 の あ る

子 供 が い る 場 合 は 67％ 、 そ れ 以 外 は 60％ ） に 相 当 に す る 生

計 手 当 を 支 援 す る プ ロ グ ラ ム で あ る 。 こ の プ ロ グ ラ ム の 対

象 者 は 失 業 者 お よ び 失 業 の 恐 れ に あ る 者 で 公 共 職 業 安 定 所

で の 認 定 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  
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ま た 労 働 市 場 政 策 に 伴 う 近 年 の 特 別 プ ロ グ ラ ム と し て 、

「 Jo b -AQ TIV 法 （ 労 働 市 場 改 革 の た め の 法 律 ） 」 に 基 づ い

た プ ロ グ ラ ム と 「 労 働 市 場 近 代 化 の た め の 法 律 （ 通 称 ハ ル

ツ 法 ） 」 に 基 づ く プ ロ グ ラ ム が あ る 。 「 Job -AQ T IV 法 」 に

基 づ い た プ ロ グ ラ ム に は 、 厳 し い 雇 用 失 業 情 勢 に 対 応 す る

た め 、 「 ジ ョ ブ ロ ー テ ー シ ョ ン 」 と 「 未 熟 練 従 業 員 等 の 訓

練 の た め の 賃 金 助 成 」 が 主 な プ ロ グ ラ ム と し て 実 施 さ れ て

い る 。 ジ ョ ブ ロ ー テ ー シ ョ ン は 、 従 業 員 を 職 業 教 育 訓 練 に

参 加 さ せ て い る 間 、 そ の 仕 事 に 失 業 者 を 雇 用 し た 企 業 に 賃

金 の 50％ か ら 1 0 0％ が 最 長 1 年 間 助 成 さ れ る 制 度 で 、 も う

一 つ の 「 未 熟 練 従 業 員 等 の 教 育 訓 練 の た め の 賃 金 助 成 」

は 、 企 業 が 無 資 格 者 の 従 業 員 ま た は 未 熟 練 従 業 員 を  職 業 継

続 教 育 訓 練 へ 参 加 さ せ る 場 合 に 、 賃 金 の 全 部 ま た は 一 部 を

助 成 す る プ ロ グ ラ ム で あ る 。  

一 方 「 労 働 市 場 近 代 化 の た め の 法 律 」 に 基 づ く プ ロ グ ラ

ム に は 「 職 業 訓 練 ク ー ポ ン 券 制 度 」 が あ る 。 こ の プ ロ グ ラ

ム は 再 教 育 訓 練 な ど の 継 続 職 業 教 育 訓 練 が 必 要 な 者 に 対 し

て 、 公 共 職 業 安 定 所 か ら 職 業 訓 練 ク ー ポ ン 券 （ ク ー ポ ン 券

に は 訓 練 目 的 、 訓 練 内 容 、 訓 練 期 間 と ク ー ポ ン の 有 効 期 間

が 記 載 ） が 支 給 さ れ 、 参 加 者 は 有 効 期 間 内 に 認 定 さ れ た 訓

練 機 関 の 認 定 さ れ た 講 座 の 中 か ら 自 分 の 訓 練 目 的 に 合 っ た

も の を 選 ん で 受 講 で き る と い う 仕 組 み だ 。  

（ ３ ） － ３  職 業 教 育 訓 練 制 度 改 革 の 方 向 性  
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ド イ ツ に お け る 中 長 期 的 主 要 な 課 題 の 一 つ に 人 口 動 態 の

変 化 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ は 他 の 欧 州 諸 国 に 比 べ ド イ ツ に と

っ て は よ り 深 刻 な 問 題 で あ る 。 こ う し た 背 景 に 対 し 、 政 府

は 職 業 教 育 訓 練 を 将 来 の 経 済 的 ・ 社 会 的 発 展 の 鍵 と し て 、

高 度 な 資 格 取 得 を 最 良 の 失 業 防 止 策 と 捉 え て い る 。  

ま た 過 去 10 年 来 、 EU の 教 育 訓 練 政 策 を め ぐ る 議 論 の 中 心

的 テ ー マ に 「 生 涯 教 育 の 枠 組 み お よ び 文 化 の 創 出 」 と い う

テ ー マ が あ る 。 こ れ は EU 全 体 で 取 り 組 ん で い る も の だ が 、

ド イ ツ に お い て も 厳 し い 経 済 環 境 の 中 、 初 期 に お い て 労 働

者 が 取 得 し た 資 格 だ け で 経 済 社 会 に お け る 新 た な 課 題 に 対

応 す る の は 困 難 に な っ て き て お り 、 継 続 的 な 生 涯 教 育 の 重

要 性 が 高 ま っ て い る 。 人 口 動 態 の 変 化 に 起 因 す る ド イ ツ の

労 働 人 口 の 減 少 と 継 続 教 育 の 減 退 が 相 互 に 増 幅 し 合 う 傾 向

に あ る こ と も 継 続 教 育 訓 練 関 連 の デ ー タ か ら わ か っ て き て

い る 。 特 に 、 低 水 準 の 資 格 し か 持 た な い 人 々 は 、 継 続 教 育

を 受 け る 機 会 の 活 用 度 も 低 い 。  

以 上 の 点 を 踏 ま え 、 職 業 教 育 訓 練 制 度 の 改 革 を 加 速 さ せ

る べ く 、 連 邦 政 府 は 20 08 年 1 月 、 「 資 格 認 定 イ ニ シ ア チ

ブ 」 を 立 ち 上 げ た 。 こ れ は 、 早 期 の 児 童 教 育 か ら 継 続 教 育

及 び 職 場 で の 訓 練 に 至 る 生 涯 教 育 の 推 進 及 び 支 援 を 目 指 す

活 動 を 包 括 す る も の で あ る 。 こ の 施 策 の 創 設 に 先 駆 け て 、

連 邦 政 府 は 20 06 年 春 、 2 つ の タ ス ク フ ォ ー ス 「 職 業 教 育 訓

練 イ ノ ベ ー シ ョ ン サ ー ク ル （ IK B B） 」 と 「 継 続 教 育 訓 練 イ
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ノ ベ ー シ ョ ン サ ー ク ル （ IKW B） 」 を ス タ ー ト さ せ た 。 20 07

年 7 月 、 IKBB は 「 職 業 教 育 改 革 に 関 す る 10 項 目 の ガ イ ド

ラ イ ン 」 を 定 め 、 そ の 大 部 分 が 資 格 認 定 イ ニ シ ア チ ブ に 盛

り 込 ま れ る こ と と な っ た 。 同 ガ イ ド ラ イ ン は 、 ド イ ツ の 職

業 訓 練 が 国 際 的 に 高 く 評 価 さ れ て い る の は 、 デ ユ ア ル ・ シ

ス テ ム に 基 づ く 職 業 教 育 訓 練 が ド イ ツ の 競 争 力 お よ び 革 新

力 に 重 要 な 貢 献 を 果 た し て き た か ら と 理 由 づ け て お り 、 今

後 は 職 業 教 育 訓 練 施 策 を 通 じ て 、 職 業 訓 練 か ら 雇 用 へ の よ

り 高 い 移 行 を 実 現 す る と 同 時 に 、 経 済 ニ ー ズ に 見 合 っ た 資

格 を 持 つ 熟 練 労 働 者 を 確 保 し て い く こ と が 重 要 と し て い

る 。  

 

２ ． ド イ ツ の 職 業 訓 練 教 育 制 度 が 直 面 す る 問 題  

ド イ ツ に お い て も 、 特 に 公 的 関 与 が 高 い 初 期 職 業 教 育 訓

練 制 度 の 領 域 で は 、 時 代 の 変 化 と と も に い く つ か の 課 題 が

挙 げ ら れ る 。 EU 内 で の 資 格 フ レ ー ム の 共 通 化 の 流 れ を 背 景

と し た 外 部 か ら の 影 響 と の 関 連 性 も 大 き い 。 現 在 最 も 重 要

視 さ れ て い る 課 題 を 紹 介 す る 。  

（ １ ） 職 業 訓 練 市 場 の 構 造 的 問 題  

ド イ ツ で も 少 子 化 の 影 響 で よ り 、 前 期 中 等 教 育 を 終 え た

段 階 の 若 者 の 数 が 減 少 傾 向 に あ る 。 職 業 訓 練 市 場 で は 、 そ

れ が 職 業 訓 練 希 望 者 の 減 少 と 表 面 化 し 始 め て い る 。 ま た 、

数 の 上 だ け で な く 学 習 困 難 を 抱 え る 若 者 、 基 幹 学 校 卒 業
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生 、 成 績 の 低 い 者 な ど の 訓 練 先 探 し が 特 に 難 し く な っ て い

る と い う 。 こ の よ う な 若 者 は 、 訓 練 を 始 め る 段 階 で 追 っ た

ハ ン デ ィ が そ の 後 の 職 業 人 生 に ま で 尾 を 引 く と い う 危 険 に

さ ら さ れ て い る 。 そ の た め 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム に 入 る 前 の

段 階 で 職 業 訓 練 教 育 を 行 う ｢生 産 学 校 ｣が 増 加 し て い る 。

1992 年 に 初 め て 1 校 つ く ら れ 、 20 03 年 に 19 校 に な っ て い

た 。 2007 年 に は 、 ド イ ツ 生 産 学 校 協 会 が 結 成 さ れ た (大 串

2013 )。 主 に 、 学 習 困 難 を 抱 え る 若 者 を 受 け 入 れ 、 デ ュ ア ル

シ ス テ ム へ 入 学 で き る よ う に 教 育 し 、 送 り 出 し て い る 。  

筆 者 は 、 今 増 加 し て い る ド イ ツ の 生 産 学 校 を 平 成 27 年 3

月 に 視 察 し て き た の で 後 述 す る 。  

（ ２ ） 職 業 訓 練 を 受 け る 若 者 の 多 様 化  

職 業 教 育 訓 練 に 入 る 若 者 の 数 が 減 少 し て い る 背 景 に は 、

若 年 者 人 口 が 減 っ て い る こ と と 同 時 に 、 大 学 入 学 資 格

（ Ab itur） を 得 る 者 の 数 が 増 え て い る と い う 現 象 が あ る 。

つ ま り 、 ア ビ ト ゥ ア と い う 大 学 入 学 資 格 （ A bit u r） を 取 得

し て 大 学 に 進 学 す る 若 者 の 数 が 増 加 し て い る 。 こ の こ と

は 、 優 秀 な 若 者 を 訓 練 生 と し て 採 用 し た い 企 業 に と っ て 痛

手 と な る 。 よ っ て 、 ア ビ ト ゥ ア を も っ て い て も あ え て デ ュ

ア ル シ ス テ ム の 訓 練 に 進 む 若 者 が 増 え る よ う に デ ュ ア ル シ

ス テ ム を 魅 力 的 な も の に 変 え て い く 必 要 が あ る 。 ま た 、 プ

ラ ス ア ル フ ァ と な る 追 加 資 格 の 取 得 や 初 期 職 業 教 育 訓 練 と
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そ の 後 の 継 続 教 育 ・ 訓 練 を 統 合 で き る よ う な 新 し い 枠 組 み

の 開 発 も 必 要 と な ろ う 。  

（ ３ ） 職 業 教 育 訓 練 の 質 の 向 上  

職 業 教 育 訓 練 の 質 の 向 上 を 求 め る 声 は 近 年 ま す ま す 高 ま

っ て お り 、 2 005 年 の Bi BB の 改 正 に あ た っ て も 、 職 業 教 育

訓 練 の 実 施 施 設 や 訓 練 指 導 者 の モ ニ タ リ ン グ な ど 質 に か か

わ る 規 定 が 盛 り 込 ま れ た 。 ま た 、 結 果 を 重 視 す る ア ウ ト プ

ッ ト 志 向 へ と 支 店 が 変 わ っ て き て い る 。  

 同 時 に 、 ヨ ー ロ ッ パ レ ベ ル で 提 示 さ れ て い る 職 業 教 育 訓

練 の 質 向 上 の 目 標 に 合 わ せ て 、 ド イ ツ 国 内 で も そ の 質 を 把

握 ・ 確 保 す る 方 法 を 確 立 す る 作 業 が 進 め ら れ て い る 。 こ の

質 を 図 る 指 標 は 、 Ｅ Ｕ 諸 国 で 通 用 す る 共 通 の 物 差 し と な る

と 同 時 に 、 各 国 の 教 育 ・ 訓 練 の 特 性 に も 配 慮 し た も の に な

る こ と が 目 指 さ れ る 。 こ れ に 向 け 、 連 邦 教 育 研 究 省

（ BM BF） で は 、 特 に 、 中 小 企 業 を 対 象 に モ デ ル イ ニ シ ア テ

ィ ブ を 開 始 し て い る 。  

 

３ ． ド イ ツ の 生 産 学 校 ヒ ア リ ン グ 調 査  

筆 者 は 、 平 成 27 年 3 月 に 今 ド イ ツ で 増 加 し て い る 前 述 し

た 生 産 学 校 を 視 察 し た の で 、 ヒ ア リ ン グ し た 結 果 を 報 告 す

る 。  

（ １ ） 生 産 学 校 協 会  

 （ 面 会 者 ： M r. M arti n Me rte ns,  
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Vors tand (Pr esi d ent)  ）  

ミ ュ ン ヘ ン か ら 列 車 で ３ 時 間 １ ０ 分 ほ ど の カ ッ セ ル 駅 で

生 産 学 校 協 会 会 長 の Mr . M art in Mert ens と 面 会 し て 話 を

伺 っ た 。  

１ ） 現 状  

① ド イ ツ に は ３ ０ 万 人 の 職 業 学 校 の 不 合 格 者 、 中 退 者 が い

て 、 問 題 に な っ て い る 。 ド イ ツ は 、 州 単 位 で 法 律 が 違 い 、

独 自 に 予 算 を も ち 、 執 行 し て い る が 、 就 職 で き な い 、 学 校

に も 行 か な い 、 職 業 学 校 に も 行 け な い 、 い わ ゆ る ニ ー ト を

カ ッ セ ル 市 の 青 年 局 が 世 話 を し て 、 労 働 局 が 学 校 を 紹 介 し

て い る 。 そ の 職 業 学 校 に 不 合 格 と な っ た 基 礎 学 力 の な い 学

生 を 引 き 取 っ て 教 育 指 導 し て い る と こ ろ が 「 生 産 学 校 」 で

あ り 、 １ 校 当 た り ３ ０ 人 か ら ５ ０ 人 の 学 生 を 受 け 入 れ て い

る 。  

② ド イ ツ 全 体 で １ ５ ０ 校 の 生 産 学 校 が あ る が 、 生 産 学 校 協

会 に 所 属 し て い る の は 、 そ の う ち １ １ ０ 校 。 ミ ュ ン ヘ ン 市

立 の 生 産 学 校 は メ ン バ ー で は な い 。 ミ ュ ン ヘ ン 市 独 自 の 方

法 で 生 産 学 校 を 運 営 し て い る と の こ と 。  

③ 生 産 学 校 で 指 導 し て い る 分 野 は 、 主 に 、 農 業 、 レ ス ト ラ

ン 、 メ タ ル 加 工 、 木 工 、 美 容 、 オ ン ラ イ ン シ ョ ッ プ 、 ペ イ

ン テ ィ ン グ 、 リ サ イ ク リ ン グ 等 で あ る 。 技 能 を 身 に つ け 、

職 業 学 校 に 合 格 で き る よ う に 指 導 、 す な わ ち 、 企 業 で の 実
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習 (訓 練 の ８ ０ ％ を 占 め る )受 け 入 れ に 合 格 で き る よ う 指 導

し て い る 。  

２ ） 歴 史 、 今 ま で の プ ロ セ ス  

① 生 産 学 校 は 、 １ ８ ０ ０ 年 に フ ラ ン ス で 始 ま り 、 ス イ ス に

伝 わ り 、 そ の 後 ド イ ツ 南 部 の バ イ エ ル ン は バ ー テ ン ブ ル グ

に 浸 透 。 同 時 に 、 職 業 学 校 が 発 達 し 、 マ イ ス タ ー 制 に つ な

が っ た 。 も の づ く り は 中 世 か ら の 歴 史 が あ り 、 親 方 も 中 世

か ら あ っ た 。  

② 第 ２ 次 世 界 大 戦 後 、 教 育 制 度 の 見 直 し が 行 わ れ た が 、 ド

イ ツ は 、 ア メ リ カ の 教 育 を 受 け 入 れ ず に 、 伝 統 的 な 親 方 の

マ イ ス タ ー 制 度 を 守 っ た 。 同 じ 敗 戦 国 で も 、 こ こ が 日 本 と

ド イ ツ の 大 き な 違 い と な っ た 。  

③ １ ９ ６ ０ 年 代 、 職 業 学 校 の 将 来 の 存 在 価 値 を 定 義 す る 動

き が 高 ま っ た 。 そ れ ま で は 、 理 論 中 心 で 、 知 識 中 心 の ギ ム

ナ ジ ウ ム の 先 生 と 技 術 中 心 の 職 業 学 校 の 先 生 は 、 お 互 い に

交 流 が な か っ た が 、 そ の 後 徐 々 に 交 流 す る よ う に な っ た 。

そ の 結 果 、 経 済 的 に 余 裕 の あ る 大 企 業 中 心 に 、 企 業 内 に 学

生 を 教 育 す る 工 場 を 作 る よ う に な っ た 。 例 え ば 、 週 １ ～ ２

日 は 学 校 で 理 論 を 勉 強 し 、 ３ ~４ 日 に は 企 業 で 働 く 。  

④ し か し な が ら 、 フ ォ ル ク ス ワ ー ゲ ン な ど の 大 企 業 内 に つ

く ら れ た 実 習 用 の 工 場 は 、 実 践 的 で な く 、 学 生 を 教 育 で き

る 社 員 が い な い と い う 問 題 が 起 こ っ た 。 特 に 、 高 度 な 技 術

の 場 合 は そ う だ っ た 。  
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⑤ １ ９ ７ ０ 年 代 の オ イ ル シ ョ ッ ク に よ る 失 業 者 の 急 増 に よ

っ て 、 そ の 後 デ ン マ ー ク の 生 産 学 校 が 週 目 さ れ た 。 そ の 生

産 学 校 の 卒 業 者 は 、 公 的 な 仕 事 に 就 職 で き る よ う に 取 り 計

ら い 、 就 職 内 定 率 に お い て 高 い 実 績 を あ げ た た め 、 デ ン マ

ー ク 方 式 を 活 用 し よ う と い う 機 運 が 生 ま れ た 。  

⑥ 学 校 を 落 第 し た 若 者 と 、 公 立 中 学 校 で 教 え ら れ な い は み

出 し た 先 生 を 結 び 付 け た い と い う 発 想 が 生 産 学 校 を 普 及 さ

せ る 一 因 と な っ た 。 そ し て 、 理 論 だ け で な く 、 そ の 学 生 に

欠 け た マ ッ チ し た 教 育 を 提 供 し よ う と し た 。  

３ ） 今 後 に 向 け て  

① ニ ー ト と 生 産 学 校 が ど の よ う に や っ て い く の か ？ の 議 論

が 政 治 家 を 巻 き 込 ん で あ っ た 。  

 ゴ ー ル は 、 学 生 が 自 由 意 思 で 自 立 し な が ら や る 気 を 出 す

こ と で あ る 。 つ ま り 、 学 校 が 強 制 的 に や ら せ る 印 象 が 強 か

っ た の に 対 し 、 生 産 学 校 は 、 決 し て 強 制 せ ず に 、 や り た い

か ら 自 発 的 に や る と い う 本 人 の 魅 力 や 可 能 性 を 引 き 出 し て

褒 め る こ と に よ り 自 信 を つ け さ せ る こ と を ゴ ー ル と し た 。  

② そ の た め 、 多 く の 専 門 家 が 対 応 し 、 問 題 の あ る 学 生 に や

る 気 を 出 さ せ る に は ど う し た ら い い か を 個 別 に 考 え た 。  

③ 生 産 学 校 は 、 地 域 密 着 で あ る 。 地 域 と そ の 地 域 に あ る 企

業 と 学 校 が 協 力 し て 成 り 立 つ し く み で あ る 。 職 業 学 校 に 入

り 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム で 学 校 で の 理 論 と 企 業 で の 実 践 を 経
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験 し 、 卒 業 試 験 に 合 格 で き な け れ ば 、 ド イ ツ で は 就 職 で き

な い 。 社 会 人 と し て 一 人 前 に 自 立 で き な い の で あ る 。  

④ 生 産 学 校 の ｢生 産 ｣の 意 味 は 、 い ろ ん な 意 味 が あ る 。 モ ノ

を 生 産 す る 、 生 徒 を つ く る 、 生 徒 と 先 生 の 人 間 関 係 を つ く

る 、 生 徒 同 士 の 人 関 係 を つ く る 、 学 校 と 企 業 の 信 頼 関 係 を

つ く る ・ ・ ・  

⑤ 生 産 学 校 で つ く ら れ た も の を 実 際 に 販 売 し 、 そ の 対 価 を

受 け 取 る こ と で 、 自 信 を つ け て い く こ と が で き る 。 自 分 が

汗 を か い て 作 っ た も の を 買 っ て も ら え た こ と は 嬉 し い し 、

喜 ん で も ら え た ら 自 信 に つ な が る 。 さ ら に 、 ア ル バ イ ト 代

を も ら え た ら 一 石 二 鳥 。  

⑥ 「 ド イ ツ に 住 む 若 者 は 全 員 能 力 を 引 き 出 す 」 と い う 哲 学

（ フ ィ ロ ソ フ ィ ー ） が ド イ ツ に は あ り 、 法 律 で も 裏 付 け が

あ る （ ？ ） の で 、 国 民 全 体 に ど の 意 識 が 浸 透 し て い る 。 そ

の た め 、 政 府 も 教 育 省 (日 本 の 文 部 科 学 省 )と 労 働 を 受 け 入

れ る 企 業 と 労 働 省 (日 本 の 厚 生 労 働 省 )、 青 少 年 の 犯 罪 を 取

り 締 ま る 法 務 省 と が 一 体 と な っ て 若 者 全 員 の 能 力 を 引 き 出

す た め の 施 策 を 立 て て い て 、 生 産 学 校 に も 協 力 し て い る 。

た だ し 、 ど の 省 庁 も 生 産 学 校 に 対 す る 理 解 や 受 け 入 れ な ど

の 考 え 方 が 違 う こ と が 問 題 で あ る 。 (ド イ ツ 全 体 で ニ ー ト 対

策 の 予 算 は １ 兆 円 (８ ０ 億 ユ ー ロ ))  

⑦ 外 国 か ら の 移 民 が 増 加 し て い る 。 特 に 、 コ ソ ボ 、 ポ ー ラ

ン ド な ど 。 昔 は ト ル コ が 圧 倒 的 に 多 か っ た 。 こ れ ら の 移 民
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の 子 も 含 め て 、 生 産 学 校 は 、 す べ て の 若 者 が 職 業 を 準 備 す

る た め の 勉 強 を し な け れ ば な ら な い 」 と い う 哲 学 （ フ ィ ロ

ソ フ ィ ー ） の も と 取 り 組 ん で い る 。  

⑧ 経 済 的 に 貧 し い 家 庭 、 親 が 離 婚 し て 片 親 や 、 育 児 放 棄 さ

れ た 子 供 な ど 様 々 だ が 、 愛 情 が 不 足 し て い る 子 が 多 い 。 そ

の 結 果 、 自 分 に 自 信 が な く 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 の な い

子 が 多 い 。 ま ず は 、 認 め ら れ る 経 験 、 尊 重 さ れ る 経 験 に よ

っ て 、 自 信 を も た せ る こ と が 第 一 で あ る 。 例 え ば 、 い じ め

る 子 に 怒 ら な い で ま ず 、 事 実 を 認 め 受 け 入 れ る 、 そ の 後

「 い じ め て ど う だ っ た か ？ 楽 し か っ た ？ 」 と 尋 ね る 、 楽 し

か っ た と 答 え る 子 に 「 同 じ こ と を あ な た が さ れ た ら ど う 思

う ？ 」 と 聴 く こ と に よ り 、 だ ん だ ん 自 己 開 示 し て く れ る  

⑨ 子 供 た ち を 認 め な が ら 教 育 指 導 す る 教 員 の 教 育 指 導 も 不

可 決 で あ り 、 生 産 学 校 協 会 で は 、 独 自 の 向 上 教 育 を 定 期 的

に 実 施 し て い る 。  

⑩ 一 人 の 先 生 が 、 ８ ～ １ ０ 人 の 生 徒 を 見 て い る 。 こ の 先 生

は 、 一 つ の 専 門 分 野 だ け で な く 、 い ろ ん な 分 野 に 精 通 し て

い る こ と が 望 ま れ る 。  

⑪ 生 徒 の ９ ０ %が 生 産 学 校 で 何 を し た い の か に 気 づ く 。 ６ ヶ

月 か ら ３ 年 か か る 子 も い る が 、 平 均 し て １ ２ カ 月 か ら １ ８

カ 月 で 卒 業 す る 。 理 想 は 、 ２ 年 間 。  

⑫ 最 近 う つ や 精 神 的 に 問 題 を 抱 え る 学 生 が 増 え て い る が 、

そ の 一 因 と し て 食 事 に 問 題 が あ る 。  
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 朝 食 を 食 べ な い 子 は イ ラ イ ラ し が ち 。 学 校 で 昼 食 を つ く

っ た り 、 週 に 1 回 み ん な で 朝 食 を 食 べ る こ と も あ る 。  

  

（ 真 中 が M r .  M a r t i n  M e r t e n s ,  V o r s t a n d ( P r e s i d e n t )、 右 が 元

生 産 学 校 協 会 会 長 (前 任 者 )）  

（ ２ ） カ ッ セ ル 市 の 生 産 学 校 （ O utla w）  

 （ 面 会 者 ： Mr .  Lam berf  Lo het ,  Tea cher )  

実 際 に 生 産 学 校 を 見 学 し た い 旨 M artin 会 長 に 伝 え た と こ

ろ 、 カ ッ セ ル 駅 か ら タ ク シ ー で 1 5 分 ほ ど の O utl a w と い う

学 校 を 紹 介 し て い た だ い た 。 こ こ は 、 元 色 鉛 筆 と い う 名 前

の 生 産 学 校 で 、 会 長 が 設 立 し た が 、 数 年 前 に 経 営 不 振 に 陥

り 、 Outl aw と い う 法 人 が 引 き 継 い だ と の こ と で あ る 。  

①  木 工 、 メ タ ル (金 属 加 工 )、 電 気 (主 に 配 線 )、 サ ー ビ ス 、

販 売 ・ 事 務 の 5 コ ー ス あ る 。 Mr .  Lam berf  Lo het は 、 木

工 の 担 当 教 官 で あ る 。  

②  外 国 か ら の 難 民 が 多 い た め 、 言 葉 が 通 じ な い こ と が 一 番

困 っ た と の こ と で あ る 。 木 工 は 、 動 作 に よ っ て や っ て 見

せ る こ と が で き る の で ま だ い い の だ が 、 手 作 業 で は 説 明
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で き な い 事 務 や サ ー ビ ス 担 当 の 教 官 は も っ と 大 変 だ と 話

し て く れ た 。  

③  今 担 当 し て い る 生 徒 で 、 外 国 か ら の 移 民 は 3 名 い る 。 コ

ソ ボ か ら 1 名 (精 神 障 害 あ り )、 ポ ー ラ ン ド か ら 1 名 （ 30

年 前 に 大 工 の 資 格 を ド イ ツ で 取 得 後 帰 国 し た が 、 大 工 の

職 に つ け ず ま た ド イ ツ で 大 工 の 勉 強 中 ） 、 そ の 他 東 ヨ ー

ロ ッ パ か ら 1 名 。  

④  本 屋 か ら の 棚 の 注 文 を 受 け 、 納 品 し た と こ ろ 、 仕 上 が り

に 満 足 し て も ら い 、 リ ピ ー ト 注 文 に つ な が っ た ら し い 。

こ の こ と が 、 生 徒 た ち に 達 成 感 と 自 信 を も た ら し た そ う

だ 。  

⑤  心 が け て い る こ と は 、 生 徒 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で あ

る 。 ま ず は 、 人 間 関 係 の 構 築 、 そ の た め に は 、 相 手 を 尊

重 す る こ と が 大 切 で あ り 、 そ の 結 果 信 頼 関 係 が 生 ま れ 、

そ の 信 頼 関 係 が ベ ー ス と な っ て 訓 練 が 成 り 立 っ て い く と

話 し て く れ た 。  

⑥  家 で 朝 食 を 食 べ て こ な い 生 徒 も い る 。  食 事 は 重 要 な の

で 、 毎 週 月 曜 は み ん な で 朝 食 を つ く っ て 食 べ る 。 昼 食 は

持 参 だ が 、 時 々 、 生 徒 が 作 る 。  

⑦  通 常 は 、 7:3 0~1 6 :00 の 勤 務 だ が 、 プ ロ ジ ェ ク ト を 複 数 抱

え て お り 、 土 日 に 働 く こ と も あ る そ う だ 。  

指 導 教 官 は 、 時 に は 父 で あ り 、 母 に も な り 、 兄 弟 に も な

る と の こ と 。 そ う い う 人 間 性 が 生 産 学 校 の 指 導 教 官 に は 不
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可 欠 で あ る こ と が Mr. Lam ber f L ohet か ら の お 話 を 伺 っ て

実 感 で き た 。  

 

( 木 工 作 業 所 の 前 で )           （ 外 国 か ら の 移 民 の 生 徒 に 指 導 中

の M r . L a m b e r f ）  

（ ３ ） ミ ュ ン ヘ ン 市 立 生 産 学 校  

(面 会 者 ：  Ms.  Gert rud von   R e uss,  Viv e 

Prin cipa l(副 校 長 、 元 貴 族 )、 M s . An ette  Sc hre i ber,   

Teac her(料 理 ､ｹｲﾀﾘﾝｸ ﾞ担 当 教 官 )  

イ ン フ ル エ ン ザ の 流 行 の た め 、 教 員 が 多 数 休 ん で お り 、

な か な か ア ポ が 取 れ な か っ た が 、 最 終 日 の 午 前 中 に 訪 問 す

る こ と が で き た 。 ミ ュ ン ヘ ン 市 は ド イ ツ の 中 で 一 番 経 済 的

に 豊 か な 都 市 で あ り 、 独 自 に 進 め て い る プ ロ ジ ェ ク ト が 多

い そ う だ 。 生 産 学 校 に つ い て も 協 会 の 所 属 せ ず に 独 自 に 取

り 組 ん で い る そ う だ 。  

①  バ イ エ ル ン 州 の 生 産 学 校 は 、 他 と 違 う 。 デ ュ ア ル シ ス

テ ム の 一 環 で は な く 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム に 入 る た め の

職 業 準 備 の た め の 職 業 学 校 で あ る 。  
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②  ミ ュ ン ヘ ン 市 に は 200 の 職 業 学 校 が あ り 、 4 万 か ら 5 万

人 の 生 徒 が い る 。 特 に 、 電 気 、 木 工 、 金 属 加 工 、 ホ テ

ル 、 レ ス ト ラ ン と い っ た 分 野 が 多 い 。  

③  バ イ エ ル ン 州 で は 、 義 務 教 育 と し て 10 年 間 学 ば な け れ

ば な ら な い (通 常 は 9 年 間 )。  9 年 生 で 卒 業 試 験 に 合 格

で き れ ば 、 3 年 間 の デ ュ ア ル シ ス テ ム の 職 業 学 校 に 入 学

で き る が 、 卒 業 試 験 に 不 合 格 と な っ た 生 徒 は 、 生 産 学

校 で 1 年 間 学 び 、 修 了 証 を 獲 得 し て か ら デ ュ ア ル シ ス

テ ム の 職 業 学 校 に 入 学 で き る 。 つ ま り 、 義 務 教 育 で 落

ち こ ぼ れ た 基 礎 学 力 の 不 足 し た 生 徒 を 1 年 間 生 産 学 校

で 教 育 指 導 す る こ と に よ り 、 職 業 教 育 に 接 続 さ せ る 学

校 で あ る 。  

④  毎 週 34 ~35 時 間 の 授 業 が あ る 。 ク ラ ス は 、 ド イ ツ 人 の

た め の ク ラ ス と 移 民 の た め の ク ラ ス が あ り 、 前 者 は 1

年 間 だ が 、 後 者 は 、 語 学 の ハ ン デ ィ が あ る こ と か ら 特

別 に 2 年 間 通 う こ と が で き る 。  

⑤  1 週 間 の ５ ０ ％ が 学 校 で 学 び 、 残 り の ５ ０ ％ は 企 業 で 働

く 。  

⑥  や る 気 の な い 子 供 た ち の た め に 、 部 分 的 に 特 別 授 業 が

あ る 。 特 に 、 問 題 の あ る 生 徒 は 、 9 週 間 こ の 生 産 学 校 で

勉 強 す る が 、 残 り の 10 か 月 何 も や ら な い 子 が 多 い 。 本

来 な ら 企 業 で 働 か な け れ ば な ら な い 。 よ っ て 、 社 会 養
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育 家 や カ ウ ン セ ラ ー が 3 人 配 置 さ れ 、 マ ン ツ ー マ ン で

面 倒 見 る 。  

⑦  ミ ュ ン ヘ ン の 東 に 分 校 が あ る が 、 こ こ は 難 民 専 門 の 学

校 で 、 家 庭 的 に 複 雑 な 子 供 が 多 く 、 親 か ら 受 け た 虐 待

が ト ラ ウ マ に な っ て い る 子 や う つ 病 な ど の 精 神 的 に 問

題 を 抱 え る 子 も 多 い 。 そ の た め 、 カ ウ ン セ ラ ー の よ う

な 社 会 教 育 家 を 3 人 配 置 し 、 さ ら に ス ク ー ル カ ウ ン セ

ラ ー の よ う な 学 校 心 理 学 者 1 名 を 配 置 し て い る 。  

⑧  料 理 と ケ イ タ リ ン グ を 担 当 し て い る 先 生 の 話 で は 、 9 月

に 23 人 入 り 、 6 か 月 後 の 3 月 現 在 16 名 に 減 っ た 。 落 ち

こ ぼ れ た 子 も い れ ば 、 他 に 転 校 し た 子 も い る 。 自 分 の

適 性 が 他 に あ る こ と に 気 づ い て 転 校 し た こ と は 悪 い こ

と で な い 。  

⑨  1 年 間 の 生 産 学 校 卒 業 後 に デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 に 入 る

こ と が で き る 学 生 は 、 昨 年 は ８ ０ ％ だ っ た 。 残 り は 、

就 職 す る た め ジ ョ ブ セ ン タ ー に 行 っ た 子 が 多 い 。 デ ュ

ア ル シ ス テ ム 訓 練 に 入 る た め に は 、 企 業 と の 契 約 を 結

ぶ こ と が 条 件 で あ り 、 企 業 の 要 求 は 高 い の で 、 そ の 条

件 を 満 た さ な い と 、 な か な か デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 に

入 れ な い 。 い っ た ん 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム に 入 れ て も 、

企 業 が 満 足 し な け れ ば 追 い 出 さ れ る こ と も あ る 。 企 業

は 、 給 料 を 支 払 っ て 実 習 す る の で 、 学 生 は そ れ だ け 真

剣 に 取 り 組 む こ と が で き る  (企 業 の 契 約 に よ り 差 は あ
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る よ う だ が 、 1 年 目 は 400 か ら 45 0 ユ ー ロ 、 2 年 目 は

500 か ら 550 ユ ー ロ 、 3 年 目 は 600 か ら 700 ユ ー ロ 毎 月

給 料 を も ら え る )。  

⑩  1 年 間 で い か に や る 気 を 出 さ せ る か が 肝 心 で あ る 。 そ の

た め に は 、 現 状 を 把 握 す る た め に 個 別 に 面 談 し て 、 自

己 開 示 し て も ら う こ と が 不 可 欠 で あ る 。 信 頼 で き る 大

人 で あ る と 認 め な け れ ば 生 徒 た ち は 本 音 を 語 っ て く れ

な い 。 そ の 心 を 開 か せ る 指 導 が 大 切 で あ り 、 教 師 は 、

専 門 分 野 の 知 識 プ ラ ス 心 理 学 プ ラ ス シ ー シ ャ ル ワ ー カ

ー と し て の 専 門 知 識 と 実 績 が 問 わ れ る 。  

⑪  個 別 に ア プ ロ ー チ し て 、 本 年 を 聴 く こ と に よ り 、 生 徒

そ れ ぞ れ の キ ー を 見 つ け て 、 適 正 な 進 路 を 見 つ け て 導

い て い く こ と を 常 に こ こ ろ が け て い る  

 

（ ミ ュ ン ヘ ン 市 立 生 産 学 校 の 副 校 長 、 M s .  G e r t r u d  v o n   R e u s s ,  

V i v e  P r i n c i p a l に よ る プ レ ゼ ン ） (右 写 真 は 、 調 理 ケ イ タ リ ン グ

実 習 )  
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４ ． ま と め  

 こ の よ う に 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム 発 祥 の ド イ ツ に お い て も

少 子 化 の 影 響 な ど も あ り 職 業 訓 練 希 望 者 が 減 少 し て い る と

い う 問 題 が あ る 。 こ れ は 、 数 の 上 の 問 題 だ け で な く 、 学 習

困 難 を 抱 え る 若 者 、 基 幹 学 校 卒 業 生 、 成 績 の 低 い 者 な ど の

訓 練 先 探 し が 特 に 難 し く な っ て い る と い う 問 題 も 抱 え て い

る 。 こ の よ う な 若 者 は 、 訓 練 を 始 め る 段 階 で 学 習 困 難 と い

う ハ ン デ ィ が そ の 後 の 職 業 人 生 に ま で 尾 を 引 く と い う 危 険

に さ ら さ れ て い る の だ 。 そ の た め 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム に 入

る 前 の 段 階 で 職 業 訓 練 教 育 を 行 う ｢生 産 学 校 ｣が 担 う 役 割 は

大 き い と 思 わ れ る 。  

日 本 と ド イ ツ で は 、 教 育 シ ス テ ム が 違 う の で 、 そ の ま ま

オ リ ジ ナ ル を 取 り 入 れ て も ワ ー ク し な い と 思 わ れ る が 、 就

業 困 難 な 若 者 を 就 業 に 導 く ノ ウ ハ ウ は 参 考 に な る も の が あ

る と 思 わ れ る 。 ま た 、 問 題 を 抱 え る 若 者 へ の 接 し 方 は 生 産

学 校 協 会 会 長 の 話 と ミ ュ ン ヘ ン 市 立 生 産 学 校 の 副 校 長 及 び

担 当 教 員 の 話 が 共 通 し て い た 。 家 庭 環 境 が 複 雑 で ほ め ら れ

た 経 験 が な い や る 気 の な い 子 供 た ち を 、 ま ず は 受 け 入 れ て

信 頼 で き る 大 人 も い る こ と を わ か っ て も ら い 心 を 開 か せ 、

信 頼 関 係 を 構 築 し た 後 、 達 成 で き た こ と に 対 し て ほ め て 自

信 を つ け さ せ る こ と で あ る 。  

不 登 校 や 引 き こ も り な ど 挫 折 経 験 の あ る 問 題 を 抱 え た 若

者 へ の 接 し 方 は 、 自 分 の 居 場 所 を 見 つ け て 自 信 を も た せ る
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こ と が 重 要 だ と 改 め て 痛 感 し た 。 居 場 所 、 自 信 、 信 頼 、 自

己 開 示 は 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 担 当 者 も 同 様 に 指 摘 し

て お り 、 今 後 問 題 を 抱 え る 若 者 を 教 育 指 導 し 社 会 へ つ な げ

る た め の キ ー ワ ー ド と い え よ う 。  

 

 

注 ：  

 注 7 ド イ ツ の 学 校 系 統 図 (文 部 科 学 省 「 教 育 指 標 の 国 際 比

較 」 平 成 26 年 版 )参 照  

注 8 連 邦 雇 用 エ ー ジ ェ ン シ ー （ BA） は 旧 連 邦 雇 用 庁 が 20 04  

年 1 月 社 会 法 典 第 Ⅲ 編 （ ハ ル ツ 法 第 Ⅲ 法 ） に よ り 改 組 さ れ

て で き た 組 織 。  
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第 ４ 章  日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム コ ー ス の 実 態 調 査   

 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム を モ

デ ル と し て 厚 生 労 働 省 と 文 部 科 学 省 が 中 心 と な っ て 採 用 し 、実

施 運 営 し て き た が 、成 功 事 例 は 少 な く 、普 及 す る ど こ ろ か 減 少

し て い る の が 実 態 で あ る 。し か し な が ら 、そ の 中 で も 数 少 な い

成 功 事 例 と し て 筆 者 が 勤 務 し て い る 厚 生 労 働 省 所 管 の 港 湾 カ

レ ッ ジ が 挙 げ ら れ る 。港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 が ス タ ー ト し て 平

成 2 7 年 1 0 月 で 1 2 期 生 を 迎 え る こ と に な っ た が 、 正 規 社 員 と

し て の 就 職 率 は 、 ほ ぼ 1 00 %を 達 成 し 、 横 浜 港 を 中 心 と す る 港

湾・物 流 業 界 で 活 躍 し て い る 。港 湾・物 流 に 特 化 し た 2 年 間 の

カ リ キ ュ ラ ム と い う 特 性 は あ る も の の 、そ の 成 功 の 要 因 が 何 で

あ る か 探 る こ と は 意 義 が あ る と 思 わ れ る 。  

 本 章 で は 、日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 成 功 事 例 と し て 、港 湾

カ レ ッ ジ の ケ ー ス の 実 態 を 分 析 す る 。  

 

１ ． 厚 生 労 働 省 傘 下 の 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム コ ー ス  

 前 述 し た と お り 、厚 生 労 働 省 に よ る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム

コ ー ス の 実 施・運 営 は 、独 立 行 政 法 人 高 齢・障 害・求 職 者 雇 用

支 援 機 構 が 中 心 に な っ て い る 。こ れ ま で の 職 業 能 力 開 発 の 実 績

を も と に 機 構 独 自 の 訓 練 カ リ キ ュ ラ ム と 人 材 育 成 に 熱 心 な 企

業 が 連 携 す る こ と に よ っ て 、産 業 界 の 期 待 す る 現 場 の 技 能・技

術 等 を 身 に つ け た 人 材 を 育 成 す る こ と を 目 的 と し て い る 。大 き

く 分 け て ① 長 期 ２ 年 コ ー ス（ 専 門 課 程 活 用 型 ）と ② 短 期 ６ ヶ 月

コ ー ス （ 短 期 課 程 活 用 型 ） の ２ 種 類 が あ る 。  

 本 章 で は 、上 記 ２ 種 類 の コ ー ス の 代 表 的 な カ リ キ ュ ラ ム を 示
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す と 共 に 、筆 者 が 勤 務 し て い る 港 湾 職 業 能 力 開 発 短 期 大 学 校 横

浜 校 に お け る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム コ ー ス で あ る ① 長 期 ２

年 コ ー ス（ 専 門 課 程 活 用 型 ）の「 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」の 教

育 指 導 の 現 場 の 実 践 の 詳 細 を 報 告 す る 。  

（ １ ） 長 期 ２ 年 コ ー ス （ 専 門 課 程 活 用 型 ）  

 高 い 就 職 実 績 を 誇 る 職 業 能 力 開 発 大 学 校 等 の 2 年 制 の カ リ

キ ュ ラ ム （ 大 学 校 及 び 短 期 大 学 校 で 実 施 し て い る 専 門 課 程 に

相 当 ） と 実 際 に 企 業 で 業 務 に 従 事 し な が ら 技 能 ・ 技 術 を 習 得

で き る 企 業 実 習 を 組 み 合 わ せ て 行 う 訓 練 。 長 期 （ 2 年 間 ） の

訓 練 期 間 を 活 か し 、 施 設 内 （ 大 学 校 及 び 短 期 大 学 校 ） 訓 練 で

は 、 基 礎 か ら 高 度 な 技 能 ・ 技 術 ま で を 体 系 的 に 習 得 で き 、 ま

た 、 実 技 と 学 科 を 融 合 し た 実 学 融 合 に よ る 訓 練 に よ り 効 果 的

実 践 的 な 技 能 ・ 技 術 を 習 得 で き る カ リ キ ュ ラ ム と な っ て い

る 。 ま た 、 カ リ キ ュ ラ ム の 中 に は 、 実 際 に 働 き 、 収 入 を 得 な

が ら 不 足 す る 能 力 を 確 認 し て ス キ ル ア ッ プ す る こ と が で き る

実 践 プ ロ グ ラ ム を 導 入 し て い る 。  

受 講 対 象 者 は 、 お お む ね ４ ０ 歳 未 満 で 、 高 等 学 校 を 卒 業 又

は 、 同 等 以 上 の 学 力 を 持 つ 人 で あ る 。 過 去 の 経 歴 は 、 フ リ ー

タ ー だ っ た 人 、 大 学 を 中 退 し た 人 、 就 職 し た け れ ど 自 分 の や

り た い こ と と 違 っ た 人 な ど 様 々 で あ る 。 も の づ く り に 挑 戦 し

て み た い ！ 就 職 に 向 け て 頑 張 り た い ！ と い う 気 持 ち が 入 校 す

る 上 で 重 要 で あ る 。 未 経 験 の 人 で も 安 心 し て 学 べ る カ リ キ ュ

ラ ム と な っ て お り 、 修 了 時 に は 、 社 会 で 通 用 す る 技 能 ・ 技 術

が 身 に つ い て い る は ず で あ る 。 そ れ を 裏 付 け る デ ー タ と し

て 、 就 職 率 は ９ ５ ． ７ ％ 、 正 社 員 就 職 率 は ９ ７ ． ７ ％ と な っ
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て い る (H 25 年 度 実 績 )。 ほ と ん ど の 修 了 生 が 正 社 員 と し て 就

職 し て い る と い う こ と だ 。 在 校 中 は 指 導 員 や 就 職 支 援 ア ド バ

イ ザ ー が き め 細 か く 就 職 を サ ポ ー ト し て い る 。  

授 業 料 は 年 額 ３ ９ ０ ， ０ ０ ０ 円 で 、 入 校 料 は 不 要 。 ま た 、

要 件 に よ っ て 授 業 料 の 免 除 が 受 け ら れ る こ と も あ る 。 修 了 前

約 ４ ～ ６ ヶ 月 間 の 就 労 型 実 習 で は 、 実 際 に 企 業 で 業 務 に 従 事

し 賃 金 を 得 な が ら 学 ぶ こ と が で き る 。 全 国 で 以 下 の 7 コ ー ス

が 実 施 さ れ て い る 。  

① ポ リ テ ク カ レ ッ ジ 京 都 （ 京 都 府 舞 鶴 市 ） 、  情 報 通 信 サ ー ビ

ス 科 、  4 月 開 講 、 定 員  15 名   

以 下 の 図 は 、 上 記 ① の ポ リ テ ク カ レ ッ ジ 京 都 の 「 情 報 通 信

サ ー ビ ス 科 」 カ リ キ ュ ラ ム で あ る 。  

 

（ 図 5  ポ リ テ ク カ レ ッ ジ 京 都 の 「 情 報 通 信 サ ー ビ ス 科 」 カ リ キ

ュ ラ ム  ～ H P よ り 抜 粋 ）  
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② 中 国 ポ リ テ ク カ レ ッ ジ （ 岡 山 県 倉 敷 市 ） 、 メ カ ト ロ ニ ク ス

技 術 科 、 6 月 開 講 、 定 員 15 名   

③ 近 畿 ポ リ テ ク カ レ ッ ジ （ 大 阪 府 岸 和 田 市 ） 、 デ ュ ア ル シ ス

テ ム 型 生 産 技 術 科 、 7 月  開 講 、 定 員 15 名   

④ 港 湾 カ レ ッ ジ 横 浜 校 （ 神 奈 川 県 横 浜 市 ） 、 港 湾 ロ ジ ス テ ィ

ク ス 科 、 10 月 開 講 、 定 員  15 名   

⑤ ポ リ テ ク カ レ ッ ジ 千 葉 （ 千 葉 県 千 葉 市 ） 、 メ カ ト ロ ニ ク ス

技 術 科 、 10 月 開 講 、 定 員  15 名   

⑥ ポ リ テ ク カ レ ッ ジ 浜 松 （ 静 岡 県 浜 松 市 ） 、 電 気 技 術 科 、 1 0

月 開 講 、 定 員  15 名   

⑦ 港 湾 カ レ ッ ジ 神 戸 校 （ 兵 庫 県 神 戸 市 ） 、 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク

ス 科 、 10 月 開 講 、 定 員  15 名  

こ の よ う に 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 政 府 の 「 若 者 自

立 ・ 挑 戦 プ ラ ン 」 に 基 づ き 導 入 さ れ 、 若 者 を 企 業 に お け る 実

習 （ OJT） と こ れ に 密 接 に 関 連 し た 教 育 訓 練 機 関 に お け る 学 習

（ OF F -JT） を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 実 践 力 を 備 え た 職 業

人 に 育 て る 新 た な 人 材 養 成 シ ス テ ム と い え よ う 。 一 般 的 な 2

年 間 の コ ー ス イ メ ー ジ は 以 下 の と お り で あ る 。  

 

（ 図 6    長 期 ２ 年 コ ー ス （ 専 門 課 程 活 用 型 ） の 展 開 イ メ ー ジ  

～ H P よ り 抜 粋 ）  
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 （ ２ ） 短 期 ６ ヶ 月 コ ー ス （ 短 期 課 程 活 用 型 ）  

概 ね 40 歳 未 満 の 若 年 求 職 者 の 方 を 対 象 に 、 全 国 の 職 業 能 力

開 発 促 進 セ ン タ ー （ ポ リ テ ク セ ン タ ー ） で 実 施 す る 職 業 訓 練

と 企 業 等 に 委 託 し て 実 施 す る 実 習 を 組 み 合 わ せ た コ ー ス で あ

る 。 全 国 ５ ７ ヶ 所 の ポ リ テ ク セ ン タ ー 施 設 で 実 施 し て い る 。  

 定 員 は 、 1 コ ー ス あ た り 20 名 程 度 。  

 対 象 者 は 、 公 共 職 業 安 定 所 に 求 職 申 込 み を す る 概 ね 40 歳 未

満 の 求 職 者 。  

 訓 練 期 間 は 、 6 ヵ 月 。  

 受 講 料 は 、 無 料 （ ※ た だ し 、 個 人 の 所 有 と な る 教 科 書 の 代

金 等 に つ い て は 自 己 負 担 ）   

主 な コ ー ス は 、 以 下 の と お り 。  

①  テ ク ニ カ ル ペ レ ー シ ョ ン 科 （ CA D 製 図 、 汎 用 工 作 機 械 技 術

等 ）  

②  金 属 加 工 科 （ 機 械 板 金 、 溶 接 技 術 等 ）  

③  電 気 設 備 技 術 科 （ 電 気 設 備 工 事 、 設 備 管 理 等 ）  

④  生 産 シ ス テ ム 技 術 科 （ 工 場 の 製 造 設 備 、 機 械 保 全 等 ）  

⑤  ビ ル 管 理 技 術 科 （ ビ ル の 電 気 設 備 、 給 排 水 の 保 守 管 理 等 ） 

⑥  住 宅 リ フ ォ ー ム 技 術 科 （ 住 宅 リ フ ォ ー ム の 施 工 技 術 等 ）  

 ま た 、 カ リ キ ュ ラ ム の 一 例 は 以 下 の と お り 、 施 設 内 訓 練 (学

科 ・ 実 技 )と 企 業 実 習 (約 １ ヶ 月 )が 組 み 合 わ さ れ て い る 。  
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（ 図 7   短 期 6 か 月 コ ー ス （ 短 期 課 程 活 用 型 ） の 展 開 イ メ ー ジ  

～ H P よ り 作 成 ）  

 

 ２ ．港 湾 カ レ ッ ジ の 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム コ ー ス の 現 場 の 実

態 調 査   

 筆 者 は 、 港 湾 カ レ ッ ジ に お け る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム コ

ー ス で あ る 「 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」 の 担 任 と し て 、 定 員 15

名 の と こ ろ 17 名 の 生 徒 を 受 け 入 れ た 。  

 筆 者 は 、 こ れ ま で 職 業 能 力 開 発 施 設 で 離 職 者 訓 練 を 担 当 し

て お り 、 自 己 都 合 に せ よ 会 社 都 合 に せ よ 何 ら か の 事 情 で 離 職

し て 入 所 し て き た 受 講 生 に 対 し て 、 独 自 の マ ー ケ テ ィ ン グ 発

想 を 取 り 入 れ た モ チ ベ ー シ ョ ン ア ッ プ の “ や る 気 ” 創 出 指 導

法 に よ り 就 職 率 １ ０ ０ ％ を 達 成 し て き た 。 注 9 , 1 0  し か し な が

ら 、 当 時 は 、 大 手 金 融 機 関 の 倒 産 や 大 手 流 通 企 業 の 大 規 模 な

リ ス ト ラ の 影 響 で 、 ど ち ら か と い う と 中 高 年 の 受 講 生 が 多 か

っ た 。   

 今 回 当 該 コ ー ス を 担 当 す る に 当 た り 、 対 象 者 が 30 歳 以 下

で 、 現 在 無 職 か パ ー ト ・ ア ル バ イ ト 等 に 就 労 し て い る 人 、 高

等 学 校 卒 業 ま た は 同 等 以 上 の 学 力 を 有 す る と 認 め ら れ る 人

で 、 か つ 当 該 訓 練 終 了 後 に 常 用 雇 用 へ の 就 職 を 希 望 し て い る

人 に 限 定 さ れ て い る こ と か ら 、 従 来 実 施 し た 同 じ 手 法 が 適 切
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か ど う か 考 え た 。 も と も と 平 成 1 5 年 10 月 に 若 者 の ニ ー ト ・

フ リ ー タ ー 対 策 と し て 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 コ ー ス を

ス タ ー ト さ せ た と の こ と で あ る 。 ニ ー ト で あ れ ば 受 験 し な い

だ ろ う が 、 フ リ ー タ ー や 不 登 校 ･引 き こ も り 経 験 者 は 受 験 す る

こ と が 予 想 さ れ た 。 実 際 、 面 接 す る と 、 正 社 員 経 験 者 は 1 名

の み 、 ほ と ん ど が ア ル バ イ ト の 経 験 の み だ っ た 。 大 学 お よ び

専 門 学 校 中 退 者 が 多 く 、 大 学 卒 業 す る も 就 職 で き ず に 、 最 終

的 に 当 港 湾 カ レ ッ ジ に た ど り 着 い た 若 者 た ち だ っ た 。  

 こ う い う 挫 折 経 験 の あ る 若 者 に 対 し て 、 担 任 と し て ど の よ

う に 接 し 、 ま た 授 業 担 当 者 と し て ど の よ う に 授 業 を 組 み た

て 、 自 信 を も た せ る よ う に 導 い て 行 っ た の か 、 教 育 指 導 の 実

践 の 詳 細 に つ い て ま と め た 。  

（ １ ） 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 の カ リ キ ュ ラ ム  

 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 と い い 、 ド イ ツ の デ ュ ア ル シ

ス テ ム シ ス テ ム を 手 本 に し て 200 4 年 4 月 に 厚 生 労 働 省 と 文 部

科 学 省 が 連 携 し て ス タ ー ト し た 。 「 学 校 と 企 業 の 両 方 (デ ュ ア

ル )で 学 ぶ 」 こ と に よ り 、 一 人 前 の 職 業 人 を 育 て る 新 し い 職 業

訓 練 シ ス テ ム で あ り 、 人 材 育 成 シ ス テ ム で あ る 。 企 業 実 習 ・

就 労 型 実 習 と 並 行 し て こ れ に 係 わ る 内 容 の 座 学 を 学 び 、 就 職

に 直 結 し た 訓 練 を 行 う 。  

港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 は 、 長 期 2 年 の コ ー ス （ 専 門 課 程 活

用 型 ） で あ り 、 2 年 間 の 課 程 で は 、 本 校 で 港 湾 流 通 、 ロ ジ ス

テ ィ ク ス 、 荷 役 、 通 関 な ど の 学 科 を 学 ぶ だ け で な く 、 港 湾 企

業 に お け る 企 業 実 習 (1 ヶ 月 )と 就 労 型 実 習 （ 3～ 6 ヶ 月 ） に よ

り 港 湾 物 流 の 実 務 を 学 び 、 企 業 ニ ー ズ に 即 応 し た 実 践 力 を 身
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に つ け 、 修 了 時 に は 全 員 の 正 規 常 用 就 職 を め ざ す も の で あ

る 。 ま た 、 専 門 の 就 職 支 援 ア ド バ イ ザ ー に よ る キ ャ リ ア カ ウ

ン セ リ ン グ も 実 施 し て お り 、 き め 細 や か な 就 職 支 援 を 行 っ て

い る 。  2 年 間 の 総 単 位 数 は 、 必 修 科 目 が 1 40 単 位 、 選 択 科

目 も 含 め る と 16 4 単 位 と な る 。 1 科 目 （ 基 本 2 単 位 ） は 、 100

分 授 業 で 2 時 間 と す る と 、 36 時 間 と な り 、 総 訓 練 時 間 は 、

2,52 0～ 2 ,952 時 間 と な る 。 こ れ は 、 4 年 制 大 学 並 み の 授 業 時

間 で あ り 、 十 分 な 実 習 時 間 を と っ た 実 学 融 合 の カ リ キ ュ ラ ム

と な っ て い る 。 2 年 間 の コ ー ス の 流 れ は 、 以 下 の と お り で あ

る 。  

（ 図 8   港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 展 開 モ デ ル ( 2 年 コ ー ス )）  

 

（ 表 3  訓 練 内 容 ）  

訓 練 区 分          訓 練 の 目 標  期 間  

導 入 実 習  訓 練 実 務 職 種 に 従 事 す る こ と の 楽 し み や 、 興 味 を 湧

か せ る （ 横 浜 港 、 港 湾 関 係 企 業 の 見 学 な ど ）。  

1 週 間 程

度  

キ ャ リ ア ・

コ ン サ ル テ

ィ ン グ  

個 々 人 の ス キ ル に つ い て カ ウ ン セ リ ン グ を 実 施 し 、

キ ャ リ ア シ ー ト 等 の 作 成 を と お し て 訓 練 の 目 標 を 明

確 に さ せ る 。  

1 週 間 程

度  
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※ 企 業 実 習 ・ 就 労 型 実 習 は 、 企 業 と の 調 整 で 実 施 期 間 を 変 更 す る こ と が あ る 。 

施 設 内 実 習

①  

港 湾 関 係 業 務 の 原 点 か ら 、 港 湾 ・ 物 流 現 場 に お け る

職 務 に 結 び つ く 作 業 を よ り 具 体 的 に 訓 練 を と お し て

修 得 す る 。  

 

準 備 実 習  ビ ジ ネ ス マ ナ ー 、 接 客 、 電 話 応 対 、 安 全 教 育 、 職 場

に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 取 り 方 等 ロ ー ル プ レ

イ ン グ 技 法 に よ り 修 得 す る 。 ま た 、 受 入 れ 企 業 固 有

の 職 務 に 合 わ せ た 技 能 ・ 技 術 の 確 認 及 び 就 労 に 関 す

る キ ャ リ ア 形 成 を 実 施 す る 。  

2 週 間 程

度  

 

企 業 実 習  港 湾 関 係 現 場 に お い て 、 修 得 し た 技 能 ・ 技 術 の 確 認

と 応 用 を 実 施 す る と と も に 、 訓 練 生 の 訓 練 目 標 を 再

確 認 さ せ る 。  

1 ヶ 月 程

度  

施 設 内 実 習

②  

企 業 実 習 で 体 得 し た 経 験 を 基 に 、 技 能 と 技 術 を 兼 ね

備 え た 実 践 技 術 者 と し て 生 産 現 場 に 対 し 柔 軟 に か つ

最 新 の 技 術 に も 対 応 で き る 。  

 

就 労 型 実 習  実 践 技 術 者 と し て 、 施 設 内 訓 練 で 修 得 し た 技 能 ・ 技

術 を 基 に 港 湾 関 係 現 場 に お け る 就 労 を 通 し 、 実 践 的

な 技 能 ・ 技 術 を 修 得 す る 。  

3～ 6 ヶ 月

程 度  

職 務 内 容 に

つ い て の ケ

ー ス ス タ デ

ィ  

就 労 型 実 習 中 に 発 生 す る 課 題 に つ い て 、 週 に 1 日 程

度 、 企 業 へ の 品 質 を 保 証 す る た め に 、 施 設 内 に お い

て 、 個 々 の ケ ー ス の 状 況 把 握 と 不 足 す る ス キ ル に つ

い て ア ド バ イ ス を 実 施 す る 。  

1 週 間 程

度  

施 設 内 実 習  

（ 課 題 解 決

実 習 ）  

就 労 型 実 習 を と お し て 体 験 し た 自 ら の 課 題 の 解 決 及

び 卒 業 に 向 け た 訓 練 の 集 大 成 を 行 う 。  

2 週 間 程

度  
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※ ※  網 か け の 部 分 は 就 労 支 援 お よ び デ ュ ア ル 訓 練 な ら で は の 訓 練 区 分 。  

 筆 者 が 担 当 し た 科 目 は 、 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 、 「 職 業 実 務

実 習 」 、 「 情 報 処 理 実 習 Ⅰ 」 の 後 半 の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 実

習 、 「 商 業 英 語 」 、 「 ゼ ミ ナ ー ル 」 、 「 マ ー ケ テ ィ ン グ 実

習 」 の 6 科 目 で あ る 。 （ 筆 者 は 、 こ れ 以 外 に 「 貿 易 概 論 」 、

「 貿 易 実 務 実 習 」 、 「 貿 易 実 務 英 語 」 等 8 科 目 以 上 の 港 湾 流

通 科 の 科 目 も 担 当 し て い る 。 ）  

 こ の 担 当 科 目 の 中 で 、 特 に 注 力 し た の が 、 「 キ ャ リ ア 形 成

論 」 、 「 職 業 実 務 実 習 」 で あ る 。 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の カ リ

キ ュ ラ ム は 、 表 4 の 通 り 。  

（ 表 4  「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の カ リ キ ュ ラ ム ）  
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「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 で は 、 導 入 訓 練 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

と 一 体 化 し て 進 め 、 挫 折 経 験 の あ る 受 講 生 の ネ ガ テ ィ ブ マ イ

ン ド を い か に ポ ジ テ ィ ブ マ イ ン ド に 切 り 替 え る か 、 自 分 ひ と

り の 殻 に 閉 じ こ も ら ず 、 1 人 の 就 職 活 動 か ら ク ラ ス 全 員 の 就

職 活 動 へ と で き る 範 囲 で 自 己 開 示 と 他 者 か ら の フ ィ ー ド バ ッ

ク を 円 滑 に し 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 を 高 め る か に 工 夫 を 凝

ら し た 授 業 計 画 を 立 て て 実 施 し た 。  

一 方 、 「 職 業 実 務 実 習 」 で は 、 仕 事 理 解 を 深 め 、 2 週 間 の イ

ン タ ー ン シ ッ プ 参 加 に 向 け た 準 備 と 入 社 し て か ら 、 社 内 で ど

の よ う に 行 動 す れ ば 信 頼 関 係 を 構 築 で き る か 、 ま た は 自 己 啓
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発 し て キ ャ リ ア ア ッ プ し て 行 け る か を グ ル ー プ 討 議 さ せ 、 討

議 の 内 容 を グ ル ー プ ご と に 全 員 参 加 に よ り 発 表 さ せ た 。  

 

（ ２ ） 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 の ク ラ ス マ ネ ジ メ ン ト  

 挫 折 経 験 の あ る 自 信 の な い ネ ガ テ ィ ブ マ イ ン ド の 受 講 生 に

接 す る に 当 た り 、ま た ク ラ ス マ メ ジ メ ン ト を 実 施 す る 上 で 、最

初 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン は 大 変 重 要 で あ る 。こ れ は 、離 職 者 訓

練 の 受 講 生 も リ ス ト ラ に よ る 解 雇 や 退 職 勧 奨 等 に よ り 精 神 的

に 自 信 を 喪 失 し 、ネ ガ テ ィ ブ マ イ ン ド で あ っ た こ と は 同 様 だ っ

た た め 、 以 下 の 通 り 、 同 じ 手 法 で 取 り 組 ん だ 。  

（ ２ ） － １  オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 重 要 性 ～ 何 事 も 初 め が 肝

心 ！ ～  

 入 所 式 の 翌 日 に ク ラ ス 担 任 に よ る オ リ エ ン テ ー シ ョ ン が 行

わ れ る 。何 事 も 初 め が 肝 心 ！ と い う が 、ま さ に そ の と お り で あ

る 。こ の 初 め の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 、受 講 生 に 、ど の よ う に

訓 練 へ 取 り 組 ん で い く べ き か と い う 意 識 づ け が で き る か で き

な い か で 、 そ の あ と の 訓 練 効 果 に 大 き く 影 響 す る か ら で あ る 。

受 講 に お け る 注 意 事 項 や 日 直 当 番 の 仕 事 内 容 や ク ラ ス 運 営 に

つ い て の 諸 注 意 は ど の ク ラ ス 担 任 も 実 施 し て い る 内 容 だ が 、私

が 毎 回 力 を 入 れ て い る の は 次 の 二 つ で あ る 。 一 つ は 、「 我 々 の

Ｇ Ｏ Ａ Ｌ は 、ク ラ ス 全 員 が 修 了 式 の 当 日 ま で に 就 職 ま た は 内 定 、

起 業 を す る こ と 、 す な わ ち 就 職 率 １ ０ ０ ％ を 達 成 す る こ と 」、

カ ル チ ャ ー セ ン タ ー で は な く 、職 業 訓 練 施 設 な の で 、訓 練 の 目

標 は 再 就 職 で あ る こ と を 徹 底 的 に 意 識 づ け す る 。 も う 一 つ は 、

ク ラ ス 全 員 が ひ と つ の チ ー ム と な っ て 目 標 を 達 成 し よ う と い
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う 雰 囲 気 作 り で あ る 。  

 そ の た め に 必 ず 行 う の が 、ア イ ス ブ レ イ ク の 一 つ の 手 法 で あ

る「 自 己 紹 介・他 己 紹 介 」だ 。自 己 紹 介 は 自 分 の こ と を 紹 介 す

る の で 簡 単 だ が 、他 己 紹 介 は 、相 手 が 自 己 紹 介 し た こ と を 聴 い

て 、聴 い た 内 容 を 相 手 ま た は 他 の 人 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る の で 、

し っ か り 相 手 の 話 を 聴 い て な い と フ ィ ー ド バ ッ ク で き な い 。こ

の ワ ー ク を 通 じ て 、最 終 的 に 4 人（ ま た は 6 人 ）の グ ル ー プ に

な っ て「 カ レ ッ ジ の 2 年 間 の 訓 練 期 間 の 過 ご し 方 」を 話 し あ っ

て も ら い 、最 後 に グ ル ー プ ご と に 発 表 し て も ら う 。発 表 ま で の

段 階 で は 、グ ル ー プ 内 の メ ン バ ー と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン し か

で き て な い が 、各 グ ル ー プ の 発 表 を 通 じ て ク ラ ス 全 体 の 訓 練 期

間 の 過 ご し 方 の 目 標 を 共 有 で き る こ と に な る 。全 グ ル ー プ の 発

表 が 終 了 し た こ ろ に は 、ク ラ ス 全 体 が「 チ ー ム 奥 田 」と な っ て

一 つ の GO AL に 向 か っ て お 互 い 協 力 し 合 う 雰 囲 気 と ネ ッ ト ワ ー

ク が で き て い る こ と が 肝 心 で あ る 。す な わ ち 、自 分 一 人 の 就 職

活 動 で は な く 、同 じ 目 標 を 持 っ た ク ラ ス メ イ ト が い て 、一 緒 に

が ん ば ろ う と い う モ チ ベ ー シ ョ ン の 構 築 と 、こ の 訓 練 に 参 加 し

て 良 か っ た 、ま た は こ の ク ラ ス に 入 れ て 良 か っ た と い う 気 持 ち

に 初 日 の ス タ ー ト の 段 階 で な っ て い る こ と が 、こ れ か ら 始 ま る

2 年 間 の ク ラ ス 運 営 に と っ て 大 変 重 要 な こ と だ と 確 信 し て い

る 。  

（ ２ ） － ２  3 分 間 ス ピ ー チ と ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト の 活 用  

朝 礼 で は 、担 任 か ら の 連 絡 事 項 が 終 わ る と 、日 直 当 番 に よ る

3 分 間 ス ピ ー チ を 行 う 。プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン に よ る 自 己 表 現 力

ア ッ プ の 練 習 に よ り 、面 接 時 に 自 己 Ｐ Ｒ を 効 果 的 に 行 え る よ う
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に す る と い う 目 的 も あ る 。ま ず は 、マ イ ク が な く て も 教 室 全 体

に 聞 こ え る だ け の 大 き な 声 で は っ き り と わ か り や す く 話 す こ

と が 第 １ ス テ ッ プ だ 。大 き な 声 を 出 せ な い 人 は 、お 腹 か ら 声 を

出 す 発 声 練 習 を し た り 、 ア ナ ウ ン サ ー の よ う に 「 ア 、 エ 、 イ 、

ウ 、エ 、オ 、ア 、オ 」と は っ き り 発 音 で き る よ う に 滑 舌 練 習 す

る こ と も あ っ た 。  

テ ー マ は 、あ ら か じ め 担 任 か ら 連 絡 し て お く 。私 の ク ラ ス で

は 、 初 回 の テ ー マ は 、「 私 の 今 後 の 夢 ・ 目 標 」 に 決 め て い た 。

理 由 は 、 以 下 の 通 り 。  

①  カ レ ッ ジ 入 学 と い う 節 目 の 時 期 に 、自 分 を 振 り 返 る こ と が 、

今 後 の キ ャ リ ア 形 成 に つ な が る  

②  訓 練 の 始 ま り の 段 階 で 、夢 や 目 標 を 考 え さ せ 、そ の 達 成 の た

め に 何 を す る べ き か を 考 え さ せ る  

③  ク ラ ス メ イ ト で 同 じ 夢 ・ 目 標 を 持 っ て い る 方 と 情 報 共 有 し 、

か つ 今 後 の 情 報 交 換 に つ な が る  

ま た 、 2 回 目 の 3 分 間 ス ピ ー チ の テ ー マ は 、 「 私 の 強 み ・

弱 み 」 、 「 私 の 成 功 体 験 」 、 「 私 の 失 敗 体 験 か ら 学 ん だ こ

と 」 等 で あ る 。 こ の テ ー マ は 、 次 節 で 説 明 す る キ ャ リ ア 形 成

支 援 の 講 義 内 容 と リ ン ク し て い る 。 17 人 ク ラ ス で あ れ ば 、 2

回 目 が 回 っ て く る の が 18 日 目 な の で 開 講 し て か ら 約 1 ヶ 月 ご

ろ で あ る （ 訓 練 日 を 1 カ 月 約 20 日 と し て 計 算 ） 。 こ の こ ろ

は 、 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 翌 日 か ら 始 ま る キ ャ リ ア 形 成 支 援

の 講 義 テ ー マ で あ る 「 自 己 理 解 」 が 終 わ り 、 次 の テ ー マ で あ

る 「 仕 事 理 解 」 や 早 い 人 で は 職 務 経 歴 書 や 履 歴 書 の 応 募 書 類

の 準 備 を 進 め て い る こ ろ で あ る 。 こ れ ら の 講 義 内 容 と リ ン ク
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し て 一 番 相 乗 効 果 の 上 が る テ ー マ を 選 ぶ こ と に し て い る 。 よ

っ て 、 担 当 ク ラ ス の 受 講 生 の プ ロ フ ィ ー ル や 就 職 活 動 状 況 、

ニ ー ズ を 理 解 し た 上 で 最 適 な テ ー マ を 決 め る 。  

3 回 目 以 降 の テ ー マ に つ い て は 、 就 職 活 動 関 連 の テ ー マ に

す る 。 「 就 職 活 動 現 況 そ の １ 」 、 「 就 職 活 動 現 況 そ の ２ 」 と

い っ た 具 合 だ 。 こ の こ ろ は 、 17 人 ク ラ ス で あ れ ば 、 開 講 後 3 5

日 目 な の で 2 ヶ 月 目 に 入 る 頃 で あ る 。 2 年 間 の コ ー ス と い っ

て も 、 早 く 就 職 し た い 人 は 、 ど ん ど ん 面 接 を 受 け た り 、 内 定

が 決 ま り 早 期 退 所 す る 人 も い る 。 就 職 活 動 に 消 極 的 な 受 講 生

も 、 そ ろ そ ろ 本 格 的 に 就 職 活 動 を 始 め な け れ ば な ら な い 時 期

で あ る 。 そ こ で 、 ど ん な こ と で も い い か ら 就 職 活 動 に 関 連 す

る そ の 時 点 で 実 施 し て い る 活 動 を 発 表 す る こ と に よ り 、 一 人

だ け の 就 職 活 動 で は な く 、 ク ラ ス 全 員 で 就 職 活 動 情 報 を 共 有

す る こ と を 目 的 に し た 。 特 に 、 早 期 に 就 職 し た い 受 講 生 の 中

で そ の 時 点 で 既 に 面 接 を 受 け て い る 人 は 、 必 ず 面 接 の 体 験 談

を 話 す よ う 依 頼 し た 。 ど こ が 良 か っ た の か 、 ま た は ど こ が 悪

か っ た の か 、 質 問 の 内 容 は ど う だ っ た の か （ い じ わ る 質 問

等 ） 実 際 体 験 し た 面 接 の 結 果 を ク ラ ス 全 員 の 前 で 話 し て も ら

う こ と に よ り 、 こ れ か ら 面 接 を 受 け よ う と し て い る 他 の 受 講

生 に 有 益 な 情 報 を 提 供 で き た ば か り で な く 、 こ れ か ら 本 格 的

に 就 職 活 動 を し よ う と し て い る 受 講 生 に 一 歩 踏 み 出 す 動 機 付

け と な っ た 。  

ま た 、 日 直 当 番 で な く て も 前 日 に 面 接 を 受 け た 受 講 生 は 、

朝 礼 時 に 体 験 談 を 発 表 し て も ら う こ と に し た 。 さ ら に 、 有 益

な 就 職 活 動 情 報 は 、 3 分 間 ス ピ ー チ の み な ら ず 、 ク ラ ス の 共
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有 フ ォ ル ダ に 情 報 を 落 と し て も ら っ た り 、 グ ル ー プ メ ー ル で

役 に 立 つ Ｗ ｅ ｂ サ イ ト を 紹 介 し て も ら っ た り 、 個 人 の ナ レ ッ

ジ を ク ラ ス 全 体 の ナ レ ッ ジ に 共 有 す る こ と に よ り 、 効 果 的 な

就 職 活 動 が で き る 環 境 を 構 築 し て い っ た 。 こ れ に よ っ て 、 誰

か 一 人 が 内 定 が 決 ま る と 、 他 の 受 講 生 に も 好 循 環 の 連 鎖 が 起

こ り 次 々 に 内 定 が 決 ま る と い う 好 循 環 が 起 こ っ た 。 こ こ で

は 、 単 に ナ レ ッ ジ の 共 有 化 だ け で な く 、 内 定 し た と い う 当 該

受 講 生 の 喜 び や 感 動 も ク ラ ス 全 体 で 共 有 化 し た こ と が 重 要 で

あ る 。 こ れ に よ り チ ー ム と し て の 団 結 力 が 強 ま り 、 皆 で 就 職

活 動 が ん ば ろ う ！ と い う 気 運 が 高 ま っ た の で あ る 。 ３ 分 間 ス

ピ ー チ は 、 受 講 生 個 々 の 面 接 対 策 と い う 位 置 づ け の み な ら

ず 、 む し ろ 集 団 指 導 と い う 観 点 か ら は ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト

の 活 用 の 成 功 例 と い え よ う 。 ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト は 、 企 業

の 経 営 手 法 の み な ら ず 、 職 業 訓 練 の 現 場 に お い て も 有 効 な 方

法 な の で あ る 。  

（ ３ ） 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授 業 内 容 と 指 導 法  

 前 術 し た 通 り 、 筆 者 が 担 当 し た 学 科 の 中 で 、 ク ラ ス マ ネ ジ

メ ン ト と 一 番 密 接 に 連 携 し て 実 施 し た の が 「 キ ャ リ ア 形 成

論 」 の 授 業 で あ る （ 表 ４ 参 照 ） 。 特 に 、 重 要 な 「 自 己 理

解 」 、 「 仕 事 理 解 」 、 「 自 己 表 現 力 」 の 授 業 内 容 と 指 導 法 に

つ い て 述 べ る 。  

（ ３ ） － １  「 自 己 理 解 」 の 授 業 内 容 と 指 導 法  

 「 自 己 理 解 」 は 、 キ ャ リ ア 形 成 支 援 の 講 義 の 中 で 一 番 重 要

で あ り 、 力 を 入 れ て 実 施 し て い る テ ー マ で あ る 。 ま ず は 、 自

分 自 身 を 振 り 返 っ て 見 つ め 直 す と い う 自 分 の 棚 卸 の ワ ー ク
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は 、 離 職 と か カ レ ッ ジ 入 校 な ど の 節 目 だ か ら こ そ で き る こ と

で 、 受 講 生 の 皆 さ ん は ラ ッ キ ー だ と い う 意 識 づ け か ら 始 め

る 。 正 社 員 と し て 働 い て い る 人 は 、 日 々 の 業 務 に 追 わ れ て 、

な か な か 自 分 を 振 り 返 っ て 見 つ め 直 す 時 間 を 見 い だ す こ と は

で き な い 。 敢 え て 皆 さ ん は ラ ッ キ ー だ と 言 っ て 発 想 の 転 換 を

す る の で あ る 。  

 次 に 、 キ ャ リ ア と は 何 か ？ こ れ か ら 何 が し た い の か ？ 仕 事

上 の 目 的 地 （ キ ャ リ ア ビ ジ ョ ン ） は ど こ な の か ？ 将 来 の な り

た い 自 分 に 対 し て 今 の 自 分 は ど う か ？ そ の ギ ャ ッ プ を 埋 め る

に は ど う す れ ば い い の か ？ （ キ ャ リ ア 形 成 ） 、 自 己 実 現 欲 求

と は 何 か ？ 等 投 げ か け て 考 え さ せ る （ 図 ３  現 在 と 未 来 の 自

分 参 照 ） 。  

今ある自分は、
どんな自分であるか？？？

将来なりたい自分は？
どんな人生を送りたいか？

このＧＡＰを

どうやって埋
めていくか？

③キャリア形成

①
自
己
理
解

②キャリアビジョン

現在

未来 自己実現
したい！

 （ 図 ９ 現 在 と 未 来 の 自

分 ）  

そ の 結 果 、 キ ャ リ ア 形 成 を 考 え る 上 で 一 番 大 切 な こ と は 、

自 分 自 身 を ど れ だ け 知 っ て 理 解 し て い る か と い う 「 自 己 理

解 」 で あ る こ と に 気 付 か せ 、 実 際 は 自 分 と い う 一 番 身 近 な 存

在 す ら わ か っ て い る よ う で わ か っ て い な い と い う 現 実 に 直 面

さ せ る の で あ る 。 そ れ か ら 、 自 己 理 解 の ワ ー ク に 入 っ て い

く 。  
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 自 己 理 解 の 方 法 は 、大 き く 分 け て ① 自 己 省 察 、② 他 者 か ら の

フ ィ ー ド バ ッ ク 、③ 各 種 検 査 ツ ー ル の 活 用 の ３ つ が あ る が 、こ

れ ら を 総 合 的 に 組 み 合 わ せ て 実 施 し た 。特 に 、ペ ア ワ ー ク 、グ

ル ー プ ワ ー ク を 取 り 入 れ 、自 己 開 示 と フ ィ ー ド バ ッ ク に よ り 気

づ い て な い 自 分（ Bli nd S elf）を 発 見 さ せ る こ と に 時 間 を か け

た（ 図 10 ジ ョ ハ リ の 窓 参 照 ）。こ の 理 由 は 、毎 回 講 義 終 了 後 に

実 施 し て い る ア ン ケ ー ト の 結 果 か ら 、ペ ア ワ ー ク や グ ル ー プ ワ

ー ク に よ る 他 者 か ら の 気 づ き が 新 た な 自 分 を 発 見 す る 上 で 大

変 参 考 に な っ た と い う 感 想 が 突 出 し て 多 か っ た か ら で あ る 。最

初 は 、自 己 開 示 に 抵 抗 を 持 っ て い た 受 講 生 も ペ ア ワ ー ク や グ ル

ー プ ワ ー ク が 進 む に つ れ 徐 々 に 自 己 開 示 で き る よ う に な っ て

い っ た 。相 手 が 自 己 開 示 す れ ば す る ほ ど 、自 分 も つ ら れ て 自 己

開 示 で き る よ う に な る 。 あ る 意 味 で Gi ve  &  Ta k e と い え よ う 。

但 し 、ど う し て も 自 己 開 示 で き な い 、し た く な い と い う 受 講 生

に つ い て は 個 人 面 談 を し 、自 己 開 示 の 大 切 さ を 説 明 し た 。こ れ

に よ っ て 、徐 々 に 自 分 の 殻 か ら 飛 び 出 し 他 の 受 講 生 と コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン を 取 れ る よ う に な っ た 。  

（ 図 １ ０ ジ ョ ハ リ の 窓 ） 

 自 己 理 解 の ワ ー ク の 切 り 口 と し て 、① 仕 事 上 の 夢・興 味 、②

価 値 観 、③ 人 柄 、④ 能 力 の ４ つ の 視 点 か ら 自 分 の 棚 卸 を 進 め た

ジョハリの窓
自分が見た自分

他
人
が
見
た
自
分

自分が知っている 自分が知らない

他
人
が
知
っ
て
い
る

他
人
が
知
ら
な
い

未知の自分

(Unknown Self)
隠している自分

(Hidden Self)

気づいていない
自分(Blind Self)

開かれた自分

（Open Self)

新たな自分の発見

フィードバック

自己開示

グループワーク

自己開示と
フィードバックで
知らない自分の
発見

ジョセフ・ルフト
＆
ハリー・インガム
の理論
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（ 図 ５  自 分 の 棚 卸 参 照 ）。 具 体 的 に は 、 ① 仕 事 上 の 夢 ・ 興 味

の 棚 卸 に つ い て は 、あ な た の 将 来 の 夢 は 何 か ？ 何 を や り た い の

か（ 興 味 ）？ 何 を や り た く な い の か ？ を 自 己 省 察 さ せ 、ワ ー ク

シ ー ト に 手 書 き で 記 入 さ せ る 。敢 え て 手 書 き に す る こ と に よ り 、

手 を 動 か し て 脳 に 刺 激 を 与 え る よ う 工 夫 し た 。子 供 の こ ろ の 夢

か ら 遡 っ て 現 在 の 自 分 の 夢 ま で 振 り 返 る の で 年 齢 が 高 い 人 ほ

ど 大 変 な 作 業 で あ る 。こ の 個 人 ワ ー ク が 終 わ る と ペ ア ワ ー ク で

お 互 い に 情 報 交 換 す る 。交 換 し た 情 報 を 他 己 紹 介 の 要 領 で フ ィ

ー ド バ ッ ク さ せ た 。２ ～ ３ 組 の ペ ア に は ク ラ ス 全 員 の 前 で 発 表

し て も ら っ た が 、こ れ は 、プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の 練 習 は も ち ろ

ん の こ と 、何 よ り も ク ラ ス 全 員 で の 情 報 共 有 に よ る 相 互 理 解 の

た め で あ る 。ま た 、検 査 ツ ー ル と し て ホ ラ ン ド の ６ つ の パ ー ソ

ナ リ テ ィ も 活 用 し た 。② 仕 事 上 の 価 値 観 の 棚 卸 に つ い て は 、仕

事 を 選 択 す る 上 で 何 を 大 切 に し て い る か 、何 を 求 め て い る か を

ワ ー ク シ ー ト に 書 か せ た 。す な わ ち 、あ な た は 何 に こ だ わ っ て

ど ん な モ ノ サ シ で 物 事 を 判 断 し て い る か ？ そ れ は 、仕 事 の 内 容

か 、収 入 か 、社 会 的 な 地 位 か 、家 族 か 等 々 。こ の モ ノ サ シ が 満

た さ れ る 仕 事 に つ け ば 満 足 感 が 得 ら れ る 。個 人 ワ ー ク の あ と で

① と 同 様 に ペ ア ワ ー ク に よ る 情 報 交 換 、他 己 紹 介 の 要 領 で フ ィ

ー ド バ ッ ク 、 さ ら に 2～ 3 組 の ペ ア に ク ラ ス 全 員 の 前 で 発 表 し

て も ら っ た 。ま た 、検 査 ツ ー ル と し て 、シ ャ イ ン の キ ャ リ ア ア

ン カ ー を 活 用 し た 。③ 人 柄 の 棚 卸 に つ い て は 、あ な た は ど ん な

人 間 か ？ 強 み は 何 か ？ 弱 み は 何 か ？ を 自 己 査 察 さ せ る 。こ の 個

人 ワ ー ク は 、① や ② に 比 べ 応 募 書 類 に 直 接 反 映 で き る 内 容 な の

で 、特 に 強 み に つ い て は 自 分 と い う 商 品 の コ ピ ー ラ イ タ ー に な
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っ た つ も り で 表 現 に 工 夫 し 、他 の 商 品 と 差 別 化 で き る キ ャ ッ チ

コ ピ ー を 考 え る よ う 指 導 し た 。「 就 職 活 動 は 、 あ な た と い う 商

品 を P R す る マ ー ケ テ ィ ン グ 活 動 で す 。」 と い う 位 置 づ け か ら

SWOT 分 析 注 1 1 の 説 明 を し 、徐 々 に 求 人 市 場 に お け る 自 分 の 位 置

づ け や 価 値 を 考 え さ せ る よ う も っ て い っ た 。ま た 、検 査 ツ ー ル

で は 、 Y G 性 格 検 査 と エ ゴ グ ラ ム を 活 用 し た 。 こ の ２ つ の 検 査

結 果 は 、比 較 的 自 分 の 性 格 を よ く 示 し て い た よ う で あ る 。特 に 、

エ ゴ グ ラ ム の 結 果 か ら の「 ポ ジ テ ィ ブ シ ン キ ン グ へ の 自 己 変 容

目 標 ワ ー ク 」は 人 気 が あ り 、前 向 き に 自 分 の 行 動 を 変 え る こ と

に よ り 考 え 方 も 前 向 き に な れ た と い う フ ィ ー ド バ ッ ク を 多 く

も ら っ た 。④ 能 力 の 棚 卸 は 、自 己 理 解 の ４ つ の ワ ー ク の 中 で 一

番 時 間 の か か る 作 業 で あ る 。あ な た は 何 を や っ て き た か ？ 何 が

で き る の か ？ 仕 事 上 の キ ャ リ ア を 直 近 の 仕 事 か ら 棚 卸 し て も

ら う 。し か し な が ら 、港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 の 学 生 は 、ほ と ん

ど が 正 規 社 員 の 経 験 が な く 、ア ル バ イ ト 経 験 の み の 非 正 規 社 員

で あ る 。だ か ら こ そ 、港 湾・物 流 企 業 で 即 戦 力 と し て 働 け る よ

う に 知 識 と 技 能・技 術 を 身 に つ け る た め に 当 港 湾 カ レ ッ ジ に 入

校 し た の で あ る 。そ の た め 、正 社 員・契 約 社 員 等 ア ル バ イ ト 以

外 の 職 歴 の あ る 受 講 生 を 除 い て は 、職 務 経 歴 書 の 代 わ り に 自 己

紹 介 書 を 記 入 し て も ら い 、履 歴 書 、自 己 紹 介 書 、送 り 状 が 応 募

書 類 の 3 点 セ ッ ト と な る 。自 己 紹 介 書 に は 、① 志 望 動 機 、② 自

己 Ｐ Ｒ 、③ 趣 味・特 技 の 3 項 目 を Ａ ４ 縦 に 1 枚 で ま と め る よ う

指 導 し た 。② 自 己 PR で は 、上 述 し た SW OT 分 析 注 1 1 の 考 え 方 を

取 り 入 れ 、 自 分 の 強 み を 最 大 限 に ア ピ ー ル で き る よ う に し た 。

完 成 レ ベ ル に 達 し て な い 受 講 生 は 、個 人 面 談 し て フ ォ ロ ー ア ッ
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プ し た 。こ の 添 削 作 業 は 時 間 的 に も 作 業 的 に も 大 変 で は あ っ た

が 、職 務 経 歴 書 の 完 成 度 は 高 い レ ベ ル に な り 、受 講 生 が 応 募 し

た 企 業 か ら の 評 価 は 上 々 で あ っ た 。  

 受 講 生 の ほ と ん ど が 、こ の よ う な 自 己 理 解 の ワ ー ク を し た こ

と が な か っ た た め 、自 分 を 振 り 返 る い い 機 会 と な っ た と 感 謝 さ

れ た 。 実 施 後 の ア ン ケ ー ト で 印 象 に 残 っ た 言 葉 が あ る 。「 過 去

の 事 実 は 変 え ら れ な い が 、過 去 の 見 方 は 変 え ら れ る 」( 5 )と い う

言 葉 で 大 変 気 持 が 癒 さ れ た と い う の だ 。特 に 、不 登 校 や 引 き こ

も り を 経 験 し た 受 講 生 に と っ て は 精 神 的 に 辛 い 時 期 で あ る 。集

団 指 導 の 中 に も 常 に 受 講 生 の 精 神 的 な ケ ア を し な が ら 授 業 を

進 め て い く 配 慮 は 不 可 欠 で あ る 。

1

興味
・ ホ ラ ン ド の
パ ー ソ ナ リ テ ィ

能 力
・ 自 分 史
・ Ｓ Ｗ Ｏ Ｔ 分 析

人柄

価値観
・ シ ャ イ ン の
キ ャ リ ア ア ン カ ー

職業能力の棚卸と拡大
☆ 職 域 の 拡 大 と

転 移 可 能 な ス キ ル 発 見
☆ 何 を や っ て き た の か
☆ 何 が こ れ か ら で き る の か

職業価値観の明確化
☆ 条 件 整 理 と 優 先 順 位
☆ 何 を 大 切 に し て い る の か
☆ 何 を 求 め て い る の か

職 業 志 向 と 職 業 選 択
☆ 職 種 分 野 整 理 と 吟 味
☆ 何 を や り た い の か
☆ 何 を や り た く な い のか
☆ 将 来 の 夢は ？

や る 気 ・ 意 欲
☆ ど ん な 人 間 か
☆ 強みは何か

・ エ ニ ア グ ラ ム
・ Ｓ Ｗ Ｏ Ｔ 分 析

 

     （ 図 1 1   自 分 の 棚 卸 ）  

 

（ ３ ） － ２  「 仕 事 理 解 」 の 授 業 内 容 と 指 導 法  

 自 分 と い う 人 間 が ど う い う 人 間 か 、 将 来 何 を や り た い の か 、

何 が で き る の か 、強 み は 何 か 等 自 分 と い う 商 品 の プ ロ フ ィ ー ル

が 見 え て き た 段 階 で 、次 に そ の 商 品 を 売 り 出 す 外 部 市 場 の 状 況

を 理 解 さ せ る 。具 体 的 に は 、① 労 働 市 場 、特 に 求 人 市 場 は ど う
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な っ て い る の か 、② ど ん な 仕 事 が あ る の か を 説 明 す る 。当 港 湾

カ レ ッ ジ の 場 合 は 、入 校 の 段 階 で 、将 来 は 港 湾 企 業 か 物 流 企 業

へ の 就 職 を 希 望 し て い る 学 生 を 受 け 入 れ て い る た め 、港 湾・物

流 業 界 の 仕 事 や 職 種 に つ い て 具 体 的 に 調 べ る こ と に な る 。  

ま ず 、① に つ い て は 、労 働 市 場 の 現 状 を 統 計 デ ー タ（ 厚 生 労

働 省 や 東 京 労 働 局 の Ｈ Ｐ 等 参 考 ）に 基 づ き 説 明 す る 。完 全 失 業

者 数 、完 全 失 業 率 、有 効 求 人 倍 率 の 全 国 お よ び 各 都 道 府 県 の 推

移 を 示 し 、受 講 生 が 就 職 を 考 え て い る 地 域 の 求 人 市 場 が ど う な

っ て い る か 理 解 さ せ た 。ま た 、ミ ス マ ッ チ の 現 状 と し て 、年 齢 、

職 種 、雇 用 形 態 、地 域 に よ っ て 有 効 求 人 倍 率 に 開 き が あ る こ と

を 説 明 し た 。 特 に 、 ① 15 歳 ～ 24 歳 ま で 若 者 の 完 全 失 業 率 が 、

他 の 年 代 よ り 高 い こ と 、② 正 規 社 員 と 非 正 規 社 員 の 生 涯 賃 金 の

格 差 は 、 年 齢 が 高 く な る に つ れ て 広 が り 、 4 5 歳 ～ 54 歳 で は 正

社 員 の 半 分 以 下 、 ③ 20 歳 ～ 2 4 歳 の 若 者 の 方 が 、 他 の 年 代 よ り

パ ー ト 、派 遣 、契 約 社 員 等 の 非 正 規 社 員 の 雇 用 比 率 の 伸 び が 大

き い 、④ フ リ ー タ ー か ら 正 社 員 へ の 転 職 状 況 は 、フ リ ー タ ー 期

間 が 長 い と 正 社 員 に な る こ と が 難 し く な る 、⑤ 中 学 、高 校 、大

学 卒 業 後 卒 3 年 以 内 の 離 職 率 は 、 そ れ ぞ れ 約 7 割 、 5 割 、 3 割

（ 七 五 三 現 象 ）と な っ て い る 、⑥ ニ ー ト・フ リ ー タ ー 問 題 等 を

提 示 し な が ら 、グ ル ー プ 討 議 の 時 間 を 設 け た 。次 に 、② に つ い

て は 、書 籍・雑 誌 、イ ン タ ー ネ ッ ト・パ ソ コ ン ソ フ ト 、そ し て

実 際 仕 事 を し て い る 人 か ら の ナ マ 情 報 を ヒ ア リ ン グ す る な ど

の 方 法 を 紹 介 し た 。 キ ャ リ ア イ ン サ イ ト 等 の IT ツ ー ル の 活 用

は 有 効 だ が 、 や は り 自 分 の 周 り に い る 身 近 な 人 （ 家 族 、 親 戚 、

先 輩 等 ） で そ の 仕 事 を 実 際 に や っ て い る 人 か ら 話 を 聞 い た り 、
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実 際 に ア ル バ イ ト で 実 体 験 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

次 に 、あ る 程 度 方 向 性 が 見 え て き た と こ ろ で 、方 向 別 の グ ル

ー プ 分 け を す る 。港 湾 企 業 の 作 業 職 か 、事 務 職 か 、物 流 企 業（ 運

輸・倉 庫 ）の 作 業 職 か 、事 務 職 か ？ 同 じ 方 向 を 考 え て い る 人 た

ち で 集 ま り 、ど う し た ら 希 望 の 仕 事 が 見 つ か る か グ ル ー プ 討 議

を し て そ の 結 果 を 発 表 し て も ら う の だ 。 こ の グ ル ー プ 討 議 は 、

就 職 活 動 に 消 極 的 だ っ た 受 講 生 に と っ て は 特 に 効 果 的 だ っ た 。

就 職 活 動 積 極 派 の 人 か ら 有 益 な 情 報 を 共 有 で き る ば か り で な

く 、 就 職 活 動 に 火 を つ け る こ と に な っ た 。  

（ ３ ）－ ３  「 自 己 表 現 力 」(応 募 書 類 と 面 接 )の 授 業 内 容 と 指

導 法  

 応 募 書 類 ３ 点 セ ッ ト に つ い て は 、集 団 講 義 で 原 則 的 な 説 明 を

し 、そ の 後 は 、個 別 に 放 課 後 添 削 指 導 を し た 。や は り 、１ ７ 人

い れ ば １ ７ 通 り の 個 性 と キ ャ リ ア が あ る た め 、応 募 書 類 に つ い

て は 、 個 人 指 導 が 中 心 と な っ た 。  

 一 方 、 面 接 指 導 に つ い て も 、 ま ず は DVD 等 を 活 用 し 、 集 団

講 義 で 原 則 的 な 説 明 を し た 。 以 前 の 離 職 者 訓 練 の 時 は 、 「 仕

事 理 解 」 の 講 義 で 同 じ 方 向 性 に 分 け た グ ル ー プ ご と に 模 擬 面

接 を 実 施 し た し た が 、 課 内 授 業 の 中 で は 時 間 が 取 れ な か っ た

こ と と 、 早 く 就 職 し た い 学 生 と 最 後 ま で 授 業 に 出 席 し て 卒 業

し た い 学 生 と 就 職 に 対 す る 意 欲 ・ 取 り 組 み 姿 勢 に 温 度 差 が あ

っ た こ と か ら 、 課 外 授 業 と し て 個 別 の 模 擬 面 接 指 導 が 中 心 と

な っ た 。  

 グ ル ー プ 模 擬 面 接 の メ リ ッ ト は 、 被 面 接 者 以 外 も オ ブ ザ ー

バ ー と し て 模 擬 面 接 に 参 加 し 、 被 面 接 者 の 応 対 を 観 察 し て 友
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情 評 価 シ ー ト （ 必 ず 良 か っ た 点 を プ レ ゼ ン ト す る ） に 記 入 さ

せ る こ と に よ り 、 他 者 か ら の 学 び が で き る こ と で あ る 。 面 接

終 了 後 、 オ ブ ザ ー バ ー に も 一 人 一 人 被 面 接 者 を 観 察 し た 気 づ

き を コ メ ン ト さ せ 、 友 情 評 価 シ ー ト を プ レ ゼ ン ト し て も ら っ

た 。 ま た 、 基 本 的 に ビ デ オ カ メ ラ で 撮 影 し 、 グ ル ー プ 全 員 の

模 擬 面 接 が 終 了 し た 時 点 で 撮 影 し た テ ー プ を 渡 し 、 グ ル ー プ

ご と に 教 室 で 再 生 し 、 面 接 を 受 け た 本 人 が 気 づ い た こ と 、 良

か っ た 点 、 改 善 す べ き 点 等 ま と め て 提 出 し て も ら っ た 。 思 っ

て い た 自 分 と 違 っ て 見 え た と い う 感 想 が 圧 倒 的 に 多 く 、 特

に 、 話 し 方 や 動 作 の 癖 を 発 見 し 、 ビ デ オ を 通 し て 様 々 な 気 づ

き が あ っ た よ う だ 。 当 初 は 、 ビ デ オ 撮 影 に 抵 抗 し て い た 受 講

生 も 、 最 終 的 に は 、 本 番 の 面 接 で 大 変 役 に 立 っ た と い う 感 想

を 沢 山 も ら っ た 。 模 擬 面 接 は 、 ほ ん の １ ０ 分 ほ ど の や り 取 り

で あ る が 、 ク ラ ス メ イ ト に 見 ら れ て 模 擬 面 接 を 受 け る こ と は

本 番 の 面 接 よ り あ が る だ ろ う 。 し か し な が ら 、 こ の 経 験 が 本

番 の 面 接 で の 冷 静 に 対 応 に つ な が る と 確 信 し て 実 施 し た 。 た

だ し 、 個 人 情 報 に 差 し 障 り の な い 質 問 を 選 び 、 主 と し て 話 し

方 、 入 室 ・ 退 室 の 姿 勢 、 ノ ッ ク の 仕 方 、 イ ス の 座 り 方 と 姿

勢 、 表 情 （ 視 線 、 笑 顔 等 ） を チ ェ ッ ク す る こ と に 主 眼 を 置 い

た 。 こ れ は 、 面 接 は 最 初 の ５ 分 で 決 ま る と 言 わ れ る ほ ど 第 一

印 象 が 大 切 だ か ら で あ る 。  

 一 方 、 並 行 し て 、 放 課 後 に 希 望 者 か ら 個 別 に 模 擬 面 接 を 実

施 し た 。 個 別 模 擬 面 談 で は 、 志 望 動 機 、 学 生 時 代 に 打 ち 込 ん

で き た こ と 、 自 己 PR 等 を 掘 り 下 げ て 質 問 し 、 一 貫 性 が あ る

か 、 熱 意 は 感 じ ら れ る か 、 自 信 を 持 っ て 答 え て い る か 等 細 か
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く 指 導 し た 。 面 接 官 は 担 任 以 外 に も 、 就 職 支 援 ア ド バ イ ザ ー

や 他 科 の 教 員 等 に も 依 頼 し 、 緊 張 感 ・ 臨 場 感 を も た せ た 。  

（ ４ ） 受 講 生 の タ イ プ 別 キ ャ リ ア 支 援 の 実 施  

開 講 し て 直 後 に 第 1 回 個 人 面 談 を 実 施 し 、受 講 生 の ニ ー ズ を

探 っ た 。大 学 卒 業 し た も の の 公 務 員 試 験 で 挫 折 し た り 、就 職 活

動 に 失 敗 し て 正 社 員 に な れ ず 有 期 の ト ラ イ ア ル 雇 用 に 入 る も

正 社 員 に 転 換 で き な か っ た り 、 大 学 ・ 専 門 学 校 を 中 退 し た り 、

高 校 卒 業 後 フ リ ー タ ー に な っ た り と 、そ れ ぞ れ 事 情 は あ っ た も

の の 、現 状 の 置 か れ た 状 況 か ら 脱 皮 し 、港 湾・物 流 業 界 で 正 社

員 と し て 就 職 し た い と い う 目 的 は 同 じ だ っ た 。そ の 就 職 を 早 期

に し た い の か 、短 大 卒 業 と い う キ ャ リ ア が ほ し い の で 最 後 ま で

訓 練 を 受 け た い の か と い う 違 い は あ っ た 。ま た 、作 業 職 と し て

働 き た い の か 、事 務 職 と し て 働 き た い の か と い う 将 来 の 職 種 の

方 向 性 の 違 い も 見 ら れ た 。そ こ で 、受 講 生 の タ イ プ を 早 期 就 職

し た い か 、訓 練 重 視 し た い か 、年 齢 の 高 低 、ま た は 、将 来 の 希

望 職 種 が 作 業 職 か 事 務 職 か と い う ３ つ の 軸 か ら 前 者 の ２ 軸 で

市 場 細 分 化 注 1 2 し て み た 。さ ら に 、そ の 細 分 化 し た ４ つ の グ ル

ー プ 別 に 就 職 サ ポ ー ト の プ ラ ィ オ リ テ ィ を 付 加 し た （ 図 12 参

照 ）。  

 

         (図 １ ２  受 講 生 の タ イ プ と キ ャ リ ア 支 援 )  

 年 齢  低 い （ 2 0 歳 前

後 ）  
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ま ず 第 一 に 、就 職 サ ポ ー ト す べ き タ イ プ は 、ⅰ ．せ っ ぱ つ ま

っ た 型 。 受 講 生 と し て 受 け 入 れ 上 限 の 30 歳 で 、 地 方 出 身 。 家

賃 や 生 活 費 の 負 担 が 大 き く 、で き る だ け 早 く 就 職 し て 稼 ぎ た い 、

正 社 員 の 経 験 が な い が 、資 格 を 活 か し て 港 湾 企 業 で 正 社 員 と し

て 一 刻 も 早 く 働 き た い 、ま た 、収 入 が 安 定 し た ら 家 族 も 持 ち た

い 、と い う タ イ プ 。そ の た め 、入 校 後 す ぐ に 、自 分 の 棚 卸 を し

っ か り や っ て も ら い 、方 向 性 を 決 め た 上 で 、早 々 に 応 募 書 類 作

成 に 取 り 組 む よ う 個 人 指 導 し た 。同 時 に 、就 職 採 用 企 業 と の 窓

口 担 当 者 に 、希 望 の 職 種 等 を 伝 え 、求 人 情 報 を 探 る と 共 に 、企

業 へ 当 該 学 生 の プ ロ フ ィ ー ル を ア ピ ー ル し た 。  

次 に 就 職 サ ポ ー ト し た タ イ プ は 、ⅱ ．勉 強 よ り 仕 事 型 。勉 強

や 訓 練 よ り 早 く 仕 事 を 通 じ て 自 己 実 現 し た い と 考 え て い る 。年

齢 が 比 較 的 若 く 、港 湾 企 業 で 体 を 動 か し た り 、フ ォ ー ク リ フ ト

訓

練

重

視

し

た

い

 

ⅲ . カ レ ッ ジ 卒 業 し た

い 型  

・ 大 学 中 退 、 専 門 学

校 中 退  

・ 勉 強 が 好 き  

ⅳ . モ ラ ト リ ア ム 型  

・ す ぐ に 社 会 に 出 た く

な い  

･ 資 格 取 得 志 向  

・ 資 産 家  

ⅱ ． 勉 強 よ り 仕 事 型  

・ 仕 事 で 自 己 実 現  

・ 作 業 職 希 望 （ 体 を 動

か す 仕 事 、 機 械 操 作

す る 仕 事 が 好 き ）  

ⅰ . せ っ ぱ つ ま っ た 型  

・ 年 齢 の 上 限 3 0 歳  

・ 地 方 か ら 上 京 の た め  

 家 賃 ・ 生 活 費 負 担  

・ 大 学 卒  

年 齢  高 い （ 3 0 歳 ）  

早

期

就

職

し

た

い
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や ガ ン ト リ ー ク レ ー ン 等 の 機 械 を 操 作 す る 仕 事 が し た い 。そ の

た め 、フ ォ ー ク リ フ ト や 移 動 式 ク レ ー ン の 運 転 免 許 を 取 得 し た

い と い う 積 極 的 な タ イ プ 。ど ち ら か と い う と 勉 強 は 苦 手 で 嫌 い

な 方 だ が 、機 械 操 作 等 の 作 業 に は 自 信 が あ る 。そ の た め 、作 業

職 の 求 人 を 探 し 、 積 極 的 に 応 募 さ せ た 。  

三 番 目 に サ ポ ー ト し た の は 、ⅲ ．カ レ ッ ジ 卒 業 し た い 型 。大

学 中 退 、ま た は 専 門 学 校 中 退 し た 受 講 生 の 多 く は 、短 大 卒 業 と

い う 学 歴 が ほ し い と の こ と 。 中 退 理 由 は 、 ミ ス マ ッ チ が 多 く 、

親 に 言 わ れ て 進 学 し た が 、 入 学 し て み る と 内 容 が 違 っ て い た 、

勉 強 に 追 い つ け な か っ た 、向 い て な か っ た 、不 登 校 に な っ た 等

で あ る 。そ の た め 、短 大 卒 業 と い う 学 歴 に は こ だ わ り た い 受 講

生 が 多 か っ た 。ど ち ら か と い う と 、作 業 職 よ り 事 務 職 志 向 。「 勉

強 よ り 仕 事 型 」の 学 生 と 比 較 す る と 、お と な し い 子 が 多 か っ た 。

そ こ で 、模 擬 面 接 指 導 に 力 を 入 れ た 。具 体 的 に は 、大 き な 声 を

出 し て 、自 信 を 持 っ て 話 す 練 習 と 、て き ぱ き と 機 敏 な 動 作 の 練

習 を し た 。  

最 後 に 、ⅳ ．モ ラ ト リ ア ム 型 。自 分 の 将 来 の 方 向 性 を な か な

か 決 め ら れ ず に 迷 う タ イ プ 。貿 易 実 務 検 定 や 通 関 士 等 の 事 務 系

の 資 格 取 得 志 向 が 強 い 。 20 代 後 半 か ら 30 歳 で あ る が 、自 宅 か

ら 通 学 し 、学 費 も 親 が 負 担 。自 立 し て な い タ イ プ 。ど ち ら か と

い う と 、内 定 が 決 ま っ た と し て も す ぐ に 働 き た く な く 、最 後 ま

で 訓 練 を 受 講 し て 社 会 に 出 る 時 期 を 遅 ら せ た い 受 講 生 や 、仕 事

よ り じ っ く り 勉 強 し た い タ イ プ で 、就 職 支 援 に お い て は 一 番 手

を 焼 く タ イ プ で あ っ た 。  

こ の 市 場 再 分 化 は 、マ ー ケ テ ィ ン グ の 発 想 を 活 用 し た も の で 、
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平 成 15 年 か ら 5 年 間 勤 務 し た ホ ワ イ ト カ ラ ー 系 に 特 化 し た 離

職 者 訓 練 施 設 で 実 施 し 、当 時 、管 理・事 務 職 系 の 有 効 求 人 倍 率

が 0.3 1 倍 か つ 中 高 年 の リ ス ト ラ が 横 行 し た 時 代 に 連 続 し て 就

職 率 100 %を 達 成 し 奏 功 し た も の で あ る 。1 ク ラ ス 30 名 ~3 2 名 、

40 代 後 半 か ら 50 代 の 受 講 生 が 多 か っ た た め ク ラ ス の 雰 囲 気 は

違 う が 、 人 数 が 多 い 時 に 効 果 が 見 ら れ る 。  

港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 は 、 17 名 で ス タ ー ト し た の で 人 数 的

に は 多 く は な い 。し か し な が ら 、そ れ ぞ れ が 挫 折 し た 過 去 を 背

負 っ て 入 校 し て お り 、中 に は 不 登 校 や 引 き こ も り を 経 験 し た 受

講 生 も い た 。最 初 の 個 別 面 談 で 受 講 生 の ニ ー ズ を 把 握 し た 結 果 、

仮 に 4 つ の グ ル ー プ に 分 類 し て 就 職 支 援 に 活 用 し た が 、そ の 後

は 、基 本 的 に 個 別 指 導 を 中 心 に 支 援 し た 。ま ず は 、４ つ の グ ル

ー プ の 中 で「 せ っ ぱ つ ま っ た 型 」の 早 期 に 就 職 し た い 受 講 生 を

優 先 的 に サ ポ ー ト し た 結 果 、 就 職 第 1 号 と な っ て 4 月 1 日 付

け で 入 社 で き た 。 1 0 月 開 講 後 、 ３ ヶ 月 で 希 望 通 り 早 期 就 職 で

き た 成 功 事 例 で あ る 。 ク ラ ス メ イ ト が 満 足 し て 就 職 で き る と 、

ク ラ ス の 雰 囲 気 が 明 る く な り 、他 の メ ン バ ー も 就 職 に 向 け て の

モ チ ベ ー シ ョ ン が 向 上 す る 。こ の 内 定 が キ ャ リ ア 支 援 を 効 率 的

に 実 施 で き た ば か り で な く 、ク ラ ス マ ネ ジ メ ン ト に お い て も 効

果 が あ っ た と い え よ う 。  

（ ５ ） 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 実 施 か ら 見 え た 受 講 生 の プ ロ フ

ィ ー ル  

 担 当 ク ラ ス の 港 湾 ロ ジ ス テ ｨク ス 科 の キ ャ リ ア 形 成 論 の 授 業

で 実 施 し た 各 種 検 査 ツ ー ル の 結 果 を ま と め 、 就 職 内 定 力 と の

関 係 を 調 べ た 。 結 果 の 概 略 は 以 下 の 通 り 。  
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（ ５ ） － １  港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 の プ ロ フ ィ ー ル  

人 数： １ ７ 名 （ 定 員 １ ５ 名 ）   

性 別：男 性 １ ６ 名 、女 性 １ 名  （ ほ と ん ど が フ リ ー タ ー 、

引 き こ も り 経 験 3 名 ）  

平 均 年 齢 ： 24 歳 （ 20 歳 ～ 30 歳 ）   

学 歴： 大 卒 ５ 名 、 大 学 中 退 ６ 名  、 専 門 学 校 卒 １ 名 、 専

門 学 校 中 退 １ 名  、 高 卒 １ 名 、 工 業 高 校 卒 ２ 名 、 浪 人 挫 折

１ 名   

（ ５ ） － ２  自 己 理 解 の ワ ー ク の 結 果   

  「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授 業 の 中 で 、 実 施 し た 自 己 理 解 の

ワ ー ク の 中 か ら 記 号 化 し や す い ① エ ゴ グ ラ ム 、 ② Ｙ Ｇ 性 格

検 査 、 ③ キ ャ リ ア ア ン カ ー 、 ④ ホ ラ ン ド の 職 業 興 味 検 査 の

４ つ を 選 び 、 結 果 を 示 す 。 記 号 の あ と の 数 字 は 、 該 当 者 の

人 数 で あ る 。  

① エ ゴ グ ラ ム ： Ａ Ｃ (7 名 )と Ｎ Ｐ (5 名 )が 高 く 、 Ｃ Ｐ (8 名 )と

Ｆ Ｃ (7 名 )が 低 い   

② YG 性 格 検 査 ：  A 類  2 名 ,  B 類  4 名 ,  C 類  1 名 ,  D 類  4 名 ,  

E 類  6 名   

③ キ ャ リ ア ア ン カ ー ：    T F  3 名 ,  G M  1 名 ,  A U  0 名 ,  S E  6

名 ,  E C  1 名 ,  S V  1 名 ,  C H  3 名 ,  LS  5 名   

④ 職 業 興 味 検 査  (ホ ラ ン ド ）：  R  3 名 ,  I  4 名 ,  A  2 名 ,  S  9

名 ,  E  2 名 ,  C  1 名   

 上 記 結 果 よ り 、 当 該 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 の 学 生 の 内 面 の

特 徴 を ま と め る と 以 下 の 通 り で あ る 。  

① エ ゴ グ ラ ム よ り ：   
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思 い や り が あ り 、 世 話 好 き 。  従 順 で 慎 重 だ が 、 周 囲 を 気 に

し す ぎ て 感 情 を 抑 え や す い 、 妥 協 し や す い 。 ル ー ズ 、 無 節

操 、 批 判 力 な い 、 気 分 転 換 が 下 手 で 無 表 情 で 暗 い 印 象   

② Ｙ Ｇ 性 格 検 査 よ り ：   

情 緒 的 に 不 安 定 で 、 内 向 的 。   

何 か 問 題 を 抱 え た 時 、 自 分 の 殻 に 閉 じ こ も り 解 決 で き な

い 。   

  技 術 的 、 芸 術 的 な 才 能 を 発 揮 す る こ と も あ る 。   

③ キ ャ リ ア ア ン カ ー よ り ：   

何 よ り 安 定 を 望 み 、 安 全 確 実 で 将 来 の 予 測 の つ く こ と を 重

視 。 例 え 恵 ま れ な い 仕 事 や 地 位 で も 安 定 し て い れ ば 不 満 は

な い 。   

私 生 活 と 職 業 生 活 の バ ラ ン ス を は か る こ と で 自 分 の 生 活 を

最 も 重 視 。 ス ペ シ シ ャ リ ス ト と し て そ の 道 の ﾌﾟﾛを 目 指 す 。

専 門 性 を 見 に つ け る こ と に 生 き が い を 感 じ る 。   

④ ホ ラ ン ド の 職 業 興 味 検 査 か ら ：   

社 会 的 タ イ プ に 関 心 が あ り 、 人 と 接 す る 仕 事 を 好 む   

（ ５ ） － ３  将 来 の 方 向 性 （ H2 5 .10 月 開 講 後 ２ ヵ 月 目 ）  

  開 講 後 ２ ヶ 月 目 の １ １ 月 に 将 来 の 方 向 性 に つ い て 尋 ね た

結 果 、 以 下 の 通 り と な っ た 。  

・ 作 業 機 械 ( ｸﾚｰ ﾝ )の ｵﾍﾟﾚｰ ﾀｰ希 望  4 人   

・ 港 湾 荷 役 ・ ﾌｫｱﾏﾝ・ ﾌﾟﾗﾝ ﾅｰ希 望  4 人   

・ 物 流 管 理   3 人   

・ 貿 易 事 務 ・ 通 関  4 人   

・ 鉄 道 貨 物 ・ 陸 運  1 人   
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・ 営 業  1 人   

・ 倉 庫 内 作 業 (ﾌ ｫ ｰｸ )  1 人   

（ ５ ） － ４  内 定 状 況 （ H26 .8 月 14 日 現 在 ）  

① 8 名 が 正 社 員 と し て 内 定 （ 内 3 名 既 に 就 職 退 所 す る も 1

名 は 病 気 の た め 離 職 ）：  

  YG 性 格 検 査 は D 型 3 名 、 ホ ラ ン ド の 職 業 興 味 検 査 は S

に 関 心 あ り が 6 名 。 接 客 等 人 と 関 わ る 仕 事 に 関 心 あ り 。  

② 3 名 が 休 学 （ 1 名 は 睡 眠 障 害 の た め 、 1 名 は 家 業 を 継 ぐ

た め 、 1 名 は ト ラ イ ア ル 雇 用 3 カ 月 ）：  

  3 名 と も エ ゴ グ ラ ム の CP が 低 い 。 自 己 主 張 で き な い タ

イ プ 。 YG 性 格 検 査 は E 型 が 2 名 。 人 と の 関 わ り を 避

け 、 引 き こ も っ て 熱 中 す る タ イ プ 。  

③ 6 名 が 未 内 定 （ 内 1 名 は 不 登 校 ）：  

     内 3 名 は 2 7 歳 以 上 、 YG 性 格 検 査 は E 型 が 2 名 。 エ ゴ

グ ラ ム は AC が 高 い ス コ ア が 3 名 。 周 囲 を 気  に し す

ぎ 、 八 方 美 人 タ イ プ 。  

（ ５ ） － ５   検 査 結 果 と 就 職 内 定 力 の 関 係  

  こ の よ う に 、 各 学 生 の 属 性 、 自 己 理 解 の ワ ー ク の 結 果 と 就

職 内 定 力 と の 関 係 は 、 表 ８ の 通 り で あ る 。  

（ 表 ５   学 生 の 自 己 理 解 ワ ー ク の 結 果 ）  
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 デ ー タ が 少 な す ぎ る と い う 問 題 は あ る も の の 、 担 任 と し て

観 察 し た 結 果 以 下 の こ と が 考 え ら れ る 。  

① 就 職 内 定 が 決 ま り や す い 性 格 は 、 YG 性 格 検 査 の D 型 。 社 交

的 で 明 る い タ イ プ 。 ま た 、 人 と 関 係 の あ る 仕 事 に 関 心 を 持 っ

て い る 。 年 齢 の 要 因 は 大 き く 、 1 名 を 除 い て 皆 20 代 前 半 (2 1

～ 24 才 )。 1 名 は 30 歳 だ っ た が 、 通 関 士 の 資 格 所 有 が 奏 功 し

た 。  

② 就 職 が 決 ま り に く い 性 格 は 、 Y G 性 格 検 査 の E 型 。 人 と 接 す

る の が 苦 手 で こ も る タ イ プ 。 ま た 、 エ ゴ グ ラ ム は AC が 高 い 人

が 多 く 、 周 囲 に 気 を 使 い す ぎ て 自 己 主 張 で き な い た め ス ト レ

型 類 高スコア 低スコア 型・タイプ
港湾作業系 1 21 内定 大学中退 D D類 NP AC 円満ヘ

就職するも
退社

2 23
就職するも健

康理由で退職
あり 浪人挫折 B' B類 AC FC 自己犠牲N

倉庫作業系 3 30 内定 大学中退 A'' A類 A FC 合理的

中退 4 23 休学後退所 あり 大学中退 E' E類 AC CP 人頼み

港湾作業系 5 22 内定 専門学校中退 D D類 A FC、AC 合理的

就職(港湾） 6 22 就職 工業高校卒 B' B類 NP CP 明朗M

就職(事務） 7 28 就職 大卒 C C類 AC FC 自己犠牲N

中退 8 26 休学後退所 専門学校卒 B' B類 NP CP 自己犠牲N

冷凍倉庫作
業系

9 24 内定 大卒 E' E類 NP CP、FC 自己犠牲N

就職(倉庫） 10 27 就職 大卒 AE E類 AC CP 人頼み

就職(通関） 11 30 就職 工業高校卒 A' A類 AC FC 苦悩W

倉庫IT作業 12 23 内定 大学中退 D D類

中退（家業）
13 22

休学後家業

継ぐ
大卒 AE E類 FC CP 明朗M

就職(倉庫） 14 23 就職 大学中退 D D類 A AC 合理的

運輸倉庫 15 20 内定 高卒 E' E類 NP、AC CP,A 自己犠牲N

就職（経理）
16 23

トライアル

雇用後就職
あり 大学中退 E' E類 A NP 苦悩W

穀物倉庫 17 21 内定 大学中退 AB B類 AC CP、FC 自己犠牲N

YG性格 エゴグラム
就業型実習

番
号

年齢 内定
不登校・
ひきこも
り経験あ

学歴
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ス を た め や す い タ イ プ 。 さ ら に 、 自 分 を 表 現 で き な い た め 周

囲 か ら の 理 解 も 得 ら れ な い 。 や は り 年 齢 の 要 因 は 大 き く 、 内

3 名 は 27、 2 8、 3 0 歳 。  

さ ら に 、 社 会 人 基 礎 力 注 1 3 を 含 め た 各 要 素 の 相 関 を 調 べ た 結

果 、 表 ６ の 通 り と な っ た 。  

（ 表 ６  学 生 の 属 性 ・ 求 職 活 動 状 況 と 就 職 内 定 と の 関 係 ）  

 

 表 6 よ り 相 関 が 高 い 要 素 に 注 目 す る と 、  

①  前 に 踏 み 出 す 力 の 高 い と 自 己 評 価 す る 人 は 、 考 え 抜 く 力 も

高 い と 自 己 評 価 し て い る 。  

②  年 齢 が 高 い 人 は 、 応 募 者 数 も 多 い 。  

③  開 講 か ら 内 定 ま で に か か っ た 月 数 が 多 い 人 は 、 筆 記 試 験 の

平 均 点 が 高 く 、 学 歴 も 高 い （ な お 、 学 歴 は 高 校 卒 、 浪 人 挫

折 、 専 門 学 校 中 退 、 大 学 中 退 、 専 門 学 校 卒 業 、 大 学 卒 業 の

順 に 1 か ら ６ ま で に 数 値 化 し た ） 。  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

開講から内定
までにかかっ

た月数
年齢

職歴なし１
ｱﾙﾊﾞｲﾄ２
あり（契約
社員）３

応募社数
就職先が
事務１、作

業２

学歴数値
化(１～６）

中退・挫折
１

卒業２

筆記試験
平均点

前に踏み
出す力

考え抜く力
チームで働

く力

1 開講から内定までにかかった月数 1

2 年齢 0.1767 1

3 職歴なし１　ｱﾙﾊﾞｲﾄ２　あり（契約社員）３ 0.0803 0.5596 1

4 応募社数 0.5305 0.6019 0.3161 1

5 就職先が事務１、　　作業２　　 -0.0782 -0.4787 0.0259 0.0645 1

6 学歴数値化(１～６） 0.4637 0.1967 -0.0703 0.0769 -0.0782 1

7 中退・挫折１　　　　　　卒業２ -0.0134 0.2798 0.2714 -0.0925 -0.3373 0.0044 1

8 筆記試験平均点 0.5268 0.2233 0.1227 0.0628 -0.1656 0.4579 -0.0045 1

9 前に踏み出す力 -0.2771 0.1386 -0.0199 0.1554 0.2077 0.0753 -0.0740 -0.1244 1

10 考え抜く力 -0.2783 0.1233 0.1032 0.2726 0.4030 0.0585 -0.3236 -0.2331 0.8844 1

11 チームで働く力 -0.1606 0.0116 -0.2859 0.0014 0.1390 0.1780 -0.3480 -0.1854 0.6442 0.6270 1
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こ の よ う に 、 年 齢 が 高 い 人 ほ ど 内 定 が な か な か 決 ま ら ず 応

募 者 数 が 多 く な る 。 学 歴 が 高 く な る の で 筆 記 試 験 の 平 均 点 は

高 い が 、 就 職 内 定 に は つ な が ら な い 。 む し ろ 筆 記 試 験 の 点 数

は よ く な い が 年 齢 が 若 い 人 の ほ う が 内 定 は 決 ま り や す い 。 ま

た 、 社 会 人 基 礎 力 注 1 3 の 自 己 評 価 と 内 定 ま で に か か っ た 月 数

と の 相 関 は 見 ら れ な か っ た 。  

（ ６ ） デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 の 「 就 業 型 実 習 」  

 p. 7 6 に 掲 載 し た 訓 練 内 容 の 表 か ら 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練

に 関 連 し た 訓 練 区 分 を 挙 げ る と 、 「 準 備 実 習 」 、 「 企 業 実 習

(約 1 ヶ 月 )」 、 「 就 労 型 実 習 （ 3～ 6 ヶ 月 ） 」 、 ｢職 務 内 容 に

つ い て の ケ ー ス ス タ デ ィ ｣、 「 施 設 内 実 習 （ 課 題 解 決 実 習 ） 」

が 該 当 す る 。 こ の 中 で 、 最 も デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 に 関 連 し

た 6 ヶ 月 間 の 「 就 労 型 実 習 」 に つ い て 、 参 加 し た 受 講 生 に 自

記 式 ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。 本 来 、 反 構 造 的 な 質 的 調 査

（ ヒ ア リ ン グ 、 観 察 、 指 導 ・ 学 習 記 録 の 内 容 分 析 等 ） を 実 施

す る 予 定 だ っ た が 、 こ の 「 就 労 型 実 習 」 は 、 2 年 間 の 日 本 版

デ ュ ア ル シ ス テ ム コ ー ス の 最 後 の 訓 練 科 目 で あ り 、 賃 金 を 得

な が ら 主 に 内 定 企 業 で 実 習 す る た め 、 実 習 中 に 長 時 間 に わ た

り ヒ ア リ ン グ し た り 、 実 習 の 様 子 を 観 察 す る こ と が で き な

い 。 そ の た め 、 予 め ヒ ア リ ン グ し た い 質 問 項 目 と 社 会 人 基 礎

力 の 自 己 評 価 ア ン ケ ー ト シ ー ト を 参 加 し て い る 受 講 生 に メ ー

ル で 送 り 、 で き る 範 囲 で 記 入 し て も ら っ た 上 で 面 談 し た 。 ま

た 、 こ の 調 査 は 、 巡 回 指 導 の 一 環 と し て 実 施 し 、 何 か 問 題 が

あ る 場 合 は 、 そ の 問 題 を 解 決 す る た め の 相 談 ・ 指 導 ・ 支 援 に

も 時 間 を さ い た 。  
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（ ６ ） － １  調 査 の 概 要  

1)目 的 ： 就 業 型 実 習 の 参 加 学 生 の 実 習 の 様 子 を 観 察 し 、 そ の

効 果 を 探 る こ と 。 問 題 が あ れ ば 指 導 し 、 ま た 自 習 を 通 し て の

自 己 変 容 、 成 長 へ の 気 づ き 等 ヒ ア リ ン グ す る 。 指 導 者 で あ る

上 司 か ら も 派 遣 学 生 の 様 子 を ヒ ア リ ン グ す る 。  

2)方 法 ： 自 記 的 (一 部 他 記 的 )ア ン ケ ー ト 調 査 お よ び ヒ ア リ ン

グ 調 査  

 予 め ヒ ア リ ン グ し た い 質 問 項 目 (以 下 4)） と 社 会 人 基 礎 力 注

1 3 の 自 己 評 価 ア ン ケ ー ト シ ー ト (以 下 5)） を 参 加 し て い る 受

講 生 に メ ー ル で 送 り 、 で き る 範 囲 で 記 入 し て も ら っ て 上 で 面

談 し た 。 仕 事 で 忙 し く 予 め 期 優 が 難 し い 受 講 生 は 、 そ の 場 で

聞 き 取 り 、 そ の ヒ ア リ ン グ 結 果 を 調 査 実 施 者 が 記 録 し た 。  

3)日 時 ： 「 就 労 型 実 習 」 は 、 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 ～ ９ 月 の ６ ヶ 月

間 で あ る た め 、 こ の 期 間 の う ち 当 港 湾 カ レ ッ ジ の 夏 休 み で あ

る ７ 月 末 か ら ８ 月 を 中 心 に 巡 回 指 導 し た 。  

4)調 査 対 象 者 ： ｢就 労 型 実 習 ｣に 参 加 し て い る ７ 名 の う ち 、 ６

名 （ 内 １ 名 は 、 神 戸 で 実 習 中 の た め ） 。  

5)ヒ ア リ ン グ の 質 問 内 容 ：  

① 4 月 ～ 企 業 に 入 っ て 、 実 習 を 経 験 し て 苦 労 し た こ と は ？

何 か 困 っ て い る こ と は ？ （ で き る だ け 、 率 直 に 、 か つ 具

体 的 に ）  

 ② 実 習 に 入 る 前 に 期 待 ま た は 想 定 し て い た 内 容 と 入 っ て か

ら の GAP は あ っ た か ？  あ っ た 場 合 は 、 そ の 詳 細 は ？  

 ③ カ レ ッ ジ の 授 業 で 入 社 後 、 一 番 役 に 立 っ た 内 容 は 何 か ？

（ 具 体 的 に 学 科 名 が あ れ ば ）  
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④ こ う い っ た 授 業 が あ れ ば 、 企 業 に 入 っ て も っ と 役 に 立 っ

た と 思 わ れ る 内 容 は ？  

⑤ 人 間 関 係 で 辛 い と 感 じ た こ と は あ っ た か ？ 具 体 的 に は ？  

⑥ 企 業 実 習 で 、 一 番 楽 し か っ た こ と は ？  

⑦ 4 月 ～ 今 ま で に 褒 め ら れ た り 、 評 価 さ れ た こ と は あ っ た

か ？ ど ん な こ と を し た か ら ？  

⑧ 継 続 し て 働 い て い け そ う か ？ い け な い 場 合 は 、 そ の 原 因

は 何 か ？  

⑨ カ レ ッ ジ で の 座 学 と 企 業 実 習 で の 数 ヶ 月 間 と 比 較 し て 、

ど ち ら が や り が い を 感 じ た か ？ 具 体 的 な 内 容 は ？  

⑩ 以 前 参 加 し た 1 ヶ 月 の 企 業 実 習 と 比 較 し て 、 こ の 就 業 型

実 習 は や り が い が あ る か ？ 短 期 （ 1 ヶ 月 以 内 ） と 長 期

（ ３ ヶ 月 、 ６ ヶ 月 、 １ 年 等 ） と 、 ど ち ら が や り が い が あ

る か ？     ま た 、 成 長 で き る と 思 う か ？    

⑪ 企 業 が 必 要 と し て い る 社 会 人 基 礎 力 の １ ２ の 能 力 要 素 の

中 で 、 ど の 要 素 が 一 番 成 長 し た と 感 じ る か ？ そ の 理 由

は ？ （ ど ん な 経 験 を し た か ら か ？ 等 ）  

⑫ ロ ジ 科 の カ リ キ ュ ラ ム （ 導 入 訓 練 、 １ ヶ 月 の 企 業 実 習 、

こ の 就 労 型 実 習 等 含 む ） で 、 入 社 後 、 一 番 役 に 立 っ た 科

目 は 何 か ？ そ の 理 由 は ？  

⑬ ロ ジ 科 の カ リ キ ュ ラ ム （ 導 入 訓 練 、 １ ヶ 月 の 企 業 実 習 、

こ の 就 労 型 実 習 等 含 む ） で 、 今 後 の 自 分 の 成 長 や キ ャ リ ア

ア ッ プ に つ な が る と 感 じ た 科 目 は 何 か ？ そ の 理 由 は ？  

⑭ ロ ジ 科 の カ リ キ ュ ラ ム （ 導 入 訓 練 、 １ ヶ 月 の 企 業 実 習 、

こ の 就 労 型 実 習 等 含 む ） で 、 も っ と  こ う し て ほ し い と
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い う 要 望 は ？ （ で き る だ け 具 体 的 に 、 そ の 理 由 も ）  

⑮ そ の 他 率 直 な 感 想 （ フ リ ー ト ー ク ）  

・ 何 か 困 っ て い る こ と が あ れ ば 率 直 に !!  

・ 今 後 の キ ャ リ ア ビ ジ ョ ン 、 何 を や り た い か ？  

・ ５ 年 後 、 １ ０ 年 後 、 ２ ０ 年 後 の 自 分 は ど う な っ て い た

い か ？ （ 同 じ 会 社 か 、 も し か し て 起 業 ？ 等 ）  

6) 社 会 人 基 礎 力 注 1 3 の 自 己 評 価 ア ン ケ ー ト ：  ア ン ケ ー ト

シ ー ト は 、 以 下 の 通 り 。  

 

就 労 型 実 習 に 入 る 前 の 自 分 の 社 会 人 基 礎 力 の 自 己 評 価 と 今

の 自 己 評 価 を そ れ ぞ れ 5 段 階 で 評 価 し て も ら い 、 特 に 伸 び た

能 力 や 逆 に 下 が っ た と 感 じ る 能 力 に つ い て は 、 そ の 理 由 を 記

入 し て も ら っ た 。 こ の ア ン ケ ー ト は 、 以 前 、 就 職 活 動 に つ い

て も 実 施 し た こ と が あ っ た が 、 各 能 力 の 内 容 が わ か ら な い こ

と を 想 定 し て 、 裏 面 に 社 会 人 基 礎 力 の 説 明 を つ け た 。 社 会 人

基 礎 力 と は 、 「 職 場 や 地 域 社 会 の 中 で 多 様 な 人 々 と 共 に 仕 事

を し て い く た め に 必 要 な 基 礎 的 な 力 と し て 、 経 済 産 業 省 が
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2006 年 か ら 提 唱 し て い る 。 前 に 踏 み 出 す 力 、 考 え 抜 く 力 、

チ ー ム で 働 く 力 の 3 つ の 能 力 と 1 2 の 能 力 要 素 か ら 構 成 」 さ

れ て い る (表 ６ 参 照 )。 企 業 や 若 者 を 取 り 巻 く 環 境 変 化 に よ り

基 礎 学 力 や 専 門 知 識 に 加 え 、 そ れ ら を う ま く 活 用 し て く た め

の 社 会 人 基 礎 力 を 意 識 的 に 育 成 し て い く こ と が 今 ま で 以 上 に

重 要 に な っ て き て い る 。  

 

（ 図 1 3  社 会 人 基 礎 力 の 全 体 像 ） 経 済 産 業 省 の H P よ り 抜 粋  

 

7) 社 会 人 基 礎 力 の 指 導 者 評 価 ア ン ケ ー ト ：  

施 設 内 訓 練 と 違 い 、 企 業 実 習 で は 、 実 習 生 本 人 の 現 場 で の

働 き ぶ り が わ か ら な い た め 、 巡 回 指 導 の 一 環 と し て 、 実 習 生

本 人 の 自 己 評 価 だ け で な く 、 企 業 の 現 場 の 指 導 者 か ら 見 た 評

価 も お 願 い し 、 そ の 結 果 を フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と に よ り 、

今 後 の 本 人 の 成 長 に つ な げ る こ と に し た 。 や は り 、 本 人 の 自

己 評 価 と 指 導 者 か ら 見 た 評 価 に は ギ ャ ッ プ が 見 ら れ た 。 詳 細

は 、 後 述 す る 。  

（ 表 ６  社 会 人 基 礎 力 と は ？ ）  
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（ ６ ） － ２  調 査 の 結 果  

  就 労 型 実 習 に 参 加 中 の 受 講 生 7 名 の う ち 6 名 と 面 談 し た

結 果 、 4 名 は 前 向 き に 取 り 組 ん で い た が 、 2 名 は  仕 事 現 場

の 厳 し さ を 経 験 し 、 職 場 の 先 輩 や 外 注 先 に 叱 責 さ れ 、 自 信

を 喪 失 し て い る こ と が わ か っ た 。 や は り 、 1 ヶ 月 の 企 業 実 習

と は 違 い 、 こ の 就 業 型 実 習 は 、 社 員 と し て 扱 わ れ る の で 厳

し さ が 違 う と 実 感 し て い た 。 1 ヶ 月 の 企 業 実 習 は 、 お 客 様 扱

い だ っ た と 気 づ い た ら し い 。 労 働 に 対 す る 報 酬 を 賃 金 と し

て 受 け 取 る 嬉 し さ は あ り 、 モ チ ベ ー シ ョ ン 向 上 に つ な が る

が 、 同 時 に 厳 し さ も あ る 。 実 習 後 半 の 4～ 5 ヶ 月 目 の 段 階

で 、 既 に 元 気 グ ル ー プ と 自 信 喪 失 ・ 疲 労 グ ル ー プ に 分 か れ

た が 、 特 に 、 問 題 を 抱 え た 2 つ の ケ ー ス を 含 め 、 3 つ の ケ ー

ス を 紹 介 す る 。  
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1)ケ ー ス １ ： 20 代 後 半 男 性 、 大 卒 、 物 流 企 業 。 同 期 入 社 の 高

卒 と 比 較 さ れ 叱 責 さ れ て 自 信 を 喪 失 。  

施 設 内 訓 練 時 に は 、 メ ー ル 等 で 連 絡 す る と 、 ま っ さ き に

受 信 の 連 絡 が あ っ た 受 講 生 だ っ た が 、 今 回 は 事 前 に ヒ ア リ

ン グ 内 容 と ア ン ケ ー ト シ ー ト を メ ー ル で 送 っ て も 返 信 が な

か っ た の で 心 配 し て い た 。 ま た 当 該 企 業 に 内 定 が 決 ま る 前

に 、 迷 っ た 企 業 が あ っ た が 、 最 終 的 に 自 分 の 意 思 で 選 択 し

た 企 業 で も あ っ た 。 そ の た め 、 就 労 型 実 習 の 入 る 直 前 は 、

意 気 揚 々 と し て 参 加 し た と い う 経 緯 が あ る 。 結 局 、 面 談 日

当 日 ま で ア ン ケ ー ト の 回 答 が な か っ た た め 、 当 日 聞 き 取

り 、 実 施 者 が 記 録 し た （ 他 記 的 ア ン ケ ー ト 調 査 ） 。  

ま ず 、 見 た 瞬 間 、 表 情 が 暗 く 、 声 も 小 さ か っ た の で 、 何

か 問 題 を 抱 え て い る こ と が 推 察 さ れ た 。 ヒ ア リ ン グ が 進 む

に つ れ て 、 だ ん だ ん 本 音 が 出 て き た 。 自 信 喪 失 の 理 由 は 、

同 期 入 社 の 高 卒 2 名 と 現 場 の リ ー チ フ ォ ー ク の 運 転 作 業 を

比 較 さ れ 、 自 分 の 方 が で き が 悪 い と 、 現 場 の フ ロ ア 長 か ら

叱 責 さ れ て い る と い う 。 彼 ら は 、 作 業 を て き ぱ き ス ピ ー デ

ィ に で き る の で 現 場 の 上 司 に 気 に 入 ら れ て い る ら し い 。 自

分 は 、 作 業 が 遅 い た め 。 い つ も 上 司 か ら 怒 ら れ て い て 自 信

を な く し て い る 。 さ ら に は 、 昨 日 フ ォ ー ク か ら 商 品 を 落 下

す る 事 故 を 起 こ し て し ま っ た ば か り だ と い う 。 精 神 的 に 辛

い と 話 し て く れ た 。  

  継 続 し て い け る と は 思 う が 、 現 場 は 向 い て な い よ う に 思

う と の こ と だ っ た 。  
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 ア ド バ イ ス ： リ ー チ フ ォ ー ク は 、 港 湾 カ レ ッ ジ で は 訓 練 し

て な い の で 、 で き な く て 当 た り ま え 。 フ ォ ー ク リ フ ト は 得

意 だ っ た の で 慣 れ れ ば 大 丈 夫 。 入 社 し て 1 年 目 は 、 乞 食 、 2

年 目 に や っ と 平 民 に な れ る 。 1 年 上 の 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科

の 先 輩 が 昨 年 初 め て 当 該 企 業 に 入 社 し 、 2 年 目 か ら 事 務 部 門

に 配 属 さ れ た 。 同 様 な 異 動 の ケ ー ス も あ る の で 、 そ れ ま で

は 現 場 で 頑 張 れ ば 、 後 に つ な が る 。 す べ て 企 業 は 現 場 が 中

心 な の で 、 現 場 を 知 っ て い る こ と が 必 ず 役 に 立 つ こ と が あ

る 。 1 年 目 の 今 は 、 む し ろ 沢 山 失 敗 し て 、 そ こ か ら 学 ぶ こ と

の 方 が 貴 重 な 経 験 に な る 。 2 年 間 か ら は 沢 山 失 敗 は で き な く

な る の で 、 1 年 目 の 特 権 。  

  も う ひ と つ は 、 課 長 が 「 お と な し く て 自 分 を 出 さ な い こ

と が 課 題 」 と 指 摘 さ れ て い た の で 、 も っ と 自 分 を 出 し た 方

が い い と 思 う 。 こ れ か ら の 人 材 な の で 大 切 に 教 育 し て い く

と 言 っ て く だ さ っ て い て 、 だ か ら こ そ 現 場 の フ ロ ア 長 は 厳

し く 接 し て い る と の こ と 。 ま だ 、 ４ ヶ 月 目 だ か ら こ れ か ら

で す が 、 何 か 問 題 が あ っ た ら 遠 慮 な く 知 ら せ て ほ し い 。 ま

た 、 同 期 と ラ イ ン 等 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 っ て み る と

い い 。 み な 同 じ 悩 み を 抱 え て い る の で 、 ス ト レ ス 発 散 の ツ

ー ル の 一 つ に な る か も し れ な い 。  

 社 会 人 基 礎 力 ： ① 本 人 が 伸 び た と 実 感 し て い る 能 力 は 、 課

題 発 見 力 。 理 由 は 、 怒 ら れ て そ の 原 因 を 追 求 で き た か ら 。

次 に 、 規 律 性 が 伸 び た と 思 う 。 特 に 、 挨 拶 を し っ か り や っ

て い る 。 ② 一 方 、 上 司 か ら 見 た 評 価 は 、 主 体 性 、 状 況 把 握

力 、 規 律 性 が プ ラ ス １ ポ イ ン ト 伸 び た 。 し か し な が ら 、 ス
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ト レ ス コ ン ト ロ ー ル 力 は 、 ４ か ら ２ に 下 が っ た 。 入 社 当 時

は 意 欲 的 だ っ た が 、 同 期 の 成 長 と 自 己 の ミ ス で 自 信 を 失 っ

て い る と の コ メ ン ト が あ っ た 。  

 本 人 の 性 格 ： Y G 性 格 検 査 は E 類 。 情 緒 的 に 不 安 定 で 非 活 動

的 な 内 向 的 タ イ プ 。 何 か 問 題 を 抱 え た 時 自 分 の 殻 に 閉 じ こ

も り 、 な か な か 解 決 で き な い 傾 向 が あ る 。 エ ゴ グ ラ ム は 、

NP が 高 く 自 己 犠 牲 ﾀｲﾌﾟで や さ し い 性 格 。  

2)ケ ー ス ２ ： 20 代 前 半 、 高 卒 、 物 流 企 業 。 体 力 ・ 筋 力 な し で

荷 役 作 業 に 自 信 喪 失 、 現 場 で 誰 も 教 え て く れ な い 、 人 間 関

係 が 良 く な い と ネ ガ テ ィ ブ サ イ ク ル に 突 入 、 継 続 で き る か

自 信 な い 。  

  精 神 的 に か な り 参 っ て い る 様 子 だ っ た 。 以 前 参 加 し た 1

ヶ 月 の 「 企 業 実 習 」 は 、 お 客 様 扱 い だ っ た と わ か っ た と の

こ と 。 こ の 4 月 か ら は 、 社 員 扱 い と な り 厳 し い 。 下 請 け 企

業 の 社 員 と 当 該 企 業 の 社 員 と の 板 挟 み に な っ て お り 、 ど ち

ら の 意 見 に 従 え ば い い の か 困 っ て い る 。 そ の せ い か 、 現 場

で の 教 育 が な く 、 間 違 っ た 荷 役 を し て い て も そ の 場 で 誰 も

教 え て く れ な い 。 人 間 関 係 は ド ロ ド ロ し て い て 、 裏 で 陰 口

を た た か れ る 。 自 分 も 同 じ よ う に 裏 で 言 わ れ て い る の だ と

思 っ て し ま う 。 先 日 、 足 が つ っ て １ ４ ： ３ ０ で 帰 さ れ た 。

昼 食 後 に 昼 寝 を し て 2 時 半 ま で 寝 過 ご し て し ま っ た こ と も

あ っ た 。 誰 も 起 こ し て く れ な か っ た 。 5 月 か ら は 、 毎 日 20

時 ま で 残 業 が あ り 、 3 時 間 の 残 業 手 当 が つ く の で 手 取 り は 増

え て 嬉 し い が 、 正 直 体 力 が つ い て い か な い 。 通 勤 に 2 時 間

か か る の で 、 朝 6 時 に 家 を 出 る 。 帰 宅 は 22 時 半 か ら 23
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時 。 夕 食 は 途 中 で 食 べ 、 帰 宅 後 風 呂 に 入 っ て す ぐ 寝 て 翌 朝 5

時 起 床 と い う 生 活 だ 。 土 日 は 休 め る の で 、 土 曜 は ゆ っ く り

過 ご し ス ト レ ス 発 散 。 日 曜 は 、 筋 ト レ と 瞑 想 を し て い る と

い う 。 今 は 、 継 続 で き る よ う が む し ゃ ら に 仕 事 を や っ て い

る が 、 そ の や り 方 が 違 う の に 、 現 場 で 注 意 し て く れ な い こ

と が 疑 問 だ 。  

 ア ド バ イ ス ： ① 自 ら こ の 会 社 に 溶 け 込 も う と す る こ と が 大

切 。 自 分 か ら 距 離 を 置 い て し ま っ て い る の で 、 周 囲 の 人 た

ち か ら の 信 頼 を ま だ 得 て な い の で は な い か ？ 徐 々 に 自 己 開

示 し て 、 何 を 考 え て い る か 周 囲 に わ か っ て も ら う こ と が 重

要 。 ど ん な 人 間 か わ か っ て も ら え な い う ち は 、 信 頼 関 係 も

構 築 で き な い 。 信 頼 関 係 が 仕 事 の す べ て の ベ ー ス に あ る か

ら 、 ま ず は 、 周 囲 の 人 た ち か ら の 信 頼 を 得 ら れ る よ う に 行

動 し よ う 。  

 ② 通 勤 が ２ 時 間 か か り 、 か つ 仕 事 も 体 力 が 必 要 で 、 さ ら に

こ の 酷 暑 が 追 い 打 ち を か け て い る 。 今 が 一 番 つ ら い 時 だ と

思 う 。 上 司 も そ う 言 っ て い た 。 落 ち 着 い た ら 、 近 場 に 引 っ

越 す こ と も 一 案 だ 。  

 ③ 東 京 海 運 支 店 で 技 能 職 採 用 だ が 、 適 性 を 見 て 事 務 職 へ 異

動 し た り 、 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 の 先 輩 の よ う に フ ォ ア マ

ン に な る ケ ー ス も あ る 。 ず っ と 作 業 職 と は 限 ら な い 。 向 き

不 向 き が あ る 。  

 社 会 人 基 礎 力 ： ① 本 人 は 、 ス ト レ ス コ ン ト ロ ー ル 力 が 伸 び

た と 実 感 し て い る 。 ② 一 方 、 上 司 は 、 ス ト レ ス コ ン ト ロ ー

ル 力 は 、 逆 に ３ か ら ２ に １ ポ イ ン ト 下 が っ た と 評 価 。 傾 聴
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力 、 柔 軟 性 、 状 況 把 握 力 、 規 律 性 が そ れ ぞ れ ３ か ら ４ に １

ポ イ ン ト 伸 び た と 評 価 し て い た 。  

 本 人 の 性 格 ： Y G 性 格 検 査 は E 類 で 、 上 記 ケ ー ス １ と 同 じ 。

情 緒 的 に 不 安 定 で 非 活 動 的 な 内 向 的 タ イ プ 。 エ ゴ グ ラ ム

は 、 NP と AC が 高 く 、 自 己 犠 牲 ﾀｲﾌﾟで や さ し い 性 格 。 し か

も 、 AC が 高 く 、 周 囲 に 気 を 使 い す ぎ る の で 、 一 番 ス ト レ ス

が た ま る タ イ プ で あ る 。  

2)ケ ー ス ３ ： 30 代 前 半 、 大 学 中 退 、 物 流 企 業 。 自 分 を 課 題 評

価 す る 益 校 が あ り 、 上 司 の 評 価 と の ギ ャ ッ プ が 大 き い 。 失

敗 は あ る が 、 目 標 と な る ロ ー ル モ デ ル の 上 司 を 見 つ け て 前

向 き に 取 り 組 ん で い る 。  

  1 ヶ 月 の 「 企 業 実 習 」 の 時 と は 、 違 う 部 署 に 配 属 さ れ

た 。 扱 い 品 目 が ア パ レ ル か ら 医 療 機 器 に か わ り 、 至 急 を 要

す る こ と も あ り 、 大 変 神 経 を 使 う 。 人 の 健 康 や 生 死 に 関 わ

る ア イ テ ム な の で 間 違 い が 許 さ れ な い 。 そ の た め 、 必 要 以

上 に 慎 重 に な り 、 本 人 が 不 器 用 な こ と も あ る が 、 周 囲 か ら

期 待 さ れ る 速 度 に 到 達 で き る か ど う か 心 配 だ 。 ま た 、 慣 れ

て い る パ ー ト さ ん た ち に 指 示 を し て グ ル ー プ を 動 か さ な く

て は い け な い の で プ レ ッ シ ャ ー を 感 じ る 。 先 日 、 ス ピ ー ド

が 追 い 付 か ず に 納 品 が か な り 遅 れ て し ま っ た 。 良 く 怒 る 上

司 が い る が 、 そ の 理 由 と 対 処 法 を 必 ず 教 え て く れ る の で 勉

強 に な っ て い る 。 以 前 参 加 し た 3 日 間 の イ ン タ ー ン シ ッ プ

は お 客 様 扱 い だ っ た が 、 こ の 「 就 労 型 実 習 」 は 、 教 え て も

ら う 仕 事 の 濃 さ に 大 き な 違 い が あ り 、 や り が い を 感 じ る 。

ま だ ま だ 失 敗 は あ る が 、 少 し ず つ 任 さ れ る こ と で 、 全 体 の
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仕 事 を 見 ら れ る よ う に な る 。 入 荷 か ら 納 品 ま で の 一 貫 し た

仕 事 に 携 わ る こ と で 達 成 感 を 得 ら れ る 。 常 に 考 え て 仕 事 を

す る よ う に 言 わ れ る 。 単 な る 作 業 で な く 、 日 々 改 善 で き る

よ う に し た い 。 何 ら か の プ ロ ジ ェ ク ト を 任 せ て も ら え る 人

材 に な る こ と が 5 年 後 の 目 標 だ 。 ロ ー ル モ デ ル と な る 上 司

を 目 指 し て が ん ば り た い 。  

 ア ド バ イ ス ： 失 敗 は あ る も の の 、 1 年 目 で あ れ ば 当 た り

前 。 そ の 失 敗 か ら 多 く を 学 ん で い る よ う に 思 わ れ る 。 目 標

と な る 上 司 の 存 在 は 大 き い 。 や り が い の あ る 仕 事 に 携 わ る

こ と が で き て 幸 せ だ と 思 う 。 や ろ う と し て い る 仕 事 の 意 味

を 常 に 考 え て 、 改 善 提 案 で き る よ う に 、 こ の 調 子 で 継 続 し

て 頑 張 っ て ほ し い 。 就 職 活 動 は 大 変 だ っ た が 、 最 後 に 、 マ

ッ チ し た い い 会 社 に 内 定 で 来 て 良 か っ た と 思 う 。  

 社 会 人 基 礎 力 ： ① 本 人 は 、 ト ー タ ル で 32 ポ イ ン ト か ら 4 9

ポ イ ン ト と 17 ポ イ ン ト 伸 び た と 自 己 評 価 し た 。 特 に 、 発 信

力 と が ２ か ら ５ に ３ ポ イ ン ト 伸 び た 、 ま た 、 傾 聴 力 も ３ か

ら ５ に ２ ポ イ ン ト 伸 び た と 実 感 。 社 員 と し て 現 場 の 1 エ リ

ア を 任 さ れ 、 適 格 な 指 示 を 出 し な が ら イ レ ギ ュ ラ ー に 対 処

す る に は 、 相 手 に キ チ ン と 伝 わ る 発 信 力 と 、 相 手 が 言 っ て

い る こ と を 正 確 に 捉 え る 傾 聴 力 が 必 要 だ と 実 感 し た か ら

だ 。 ② 一 方 、 上 司 は 、 発 信 力 、 柔 軟 性 、 ス ト レ ス コ ン ト ロ

ー ル 力 が ３ か ら ４ に １ ポ イ ン ト 伸 び た と 評 価 す る も の の 、

本 人 が 伸 び た と 実 感 し た 傾 聴 力 に つ い て は 、 逆 に ３ か ら ２

に １ ポ イ ン ト 下 が っ た と 評 価 し た 。 理 由 は 、 聴 く 姿 勢 は 悪

く な い が 、 理 解 不 足 で 勝 手 な 解 釈 を す る こ と が あ る 。 わ か
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ら な け れ ば 、 勝 手 に 解 釈 せ ず に ア ラ ー ム を 必 ず 挙 げ て ほ し

い と 再 三 言 っ て い る が 、 実 行 が 伴 っ て い な い か ら だ 。  

 本 人 の 性 格 ： Y G 性 格 検 査 は 、 A 類 で 、 特 に 目 立 っ た 問 題 の

な い バ ラ ン ス の と れ た 調 和 的 な 性 格 。 エ ゴ グ ラ ム は 、 A が 高

く 、 大 人 の 合 理 的 な 性 格 。  

（ ６ ） － ３  KJ 法 に よ る ヒ ア リ ン グ 結 果  

 上 記 （ ６ ） － ２ で は 、 特 に 問 題 を 抱 え た 2 つ の ケ ー ス を 含

め 3 つ の ケ ー ス の 詳 細 を 報 告 し た が 、 ヒ ア リ ン グ し た 6 人 全

員 の 結 果 を KJ 法 で ま と め た 結 果 、 以 下 の こ と が わ か っ た (図

14 参 照 )。  

1)成 長 ・ や り が い を 感 じ た  

 ① 1 ヶ 月 の 企 業 実 習 と 比 べ て 、 6 ヶ 月 の 就 業 型 実 習 は 労 働 の

対 価 と し て 賃 金 を も ら っ て 仕 事 を す る た め 厳 し か っ た が 、 や

り が い に つ な が っ た 。  

 ② 1 ヶ 月 の 企 業 実 習 は 短 す ぎ る 。 長 期 の 方 が 与 え ら れ る 仕

事 量 が 多 く 、 質 も 濃 く な る の で や り が い を 感 じ た 。  

 ③ 短 期 と 比 較 し て 長 期 （ 6 ヶ 月 ） だ と 成 長 実 感 が あ る 。   

 ④ 指 示 さ れ た 仕 事 の 意 味 を 考 え な が ら 仕 事 し た 。  

 ⑤ 少 し ず つ 任 せ て も ら う こ と で や り が い に つ な が り 、 全 体

の 仕 事 が 見 え て き た 。  

 ⑥ Off- JT の 授 業 も 役 立 っ た 。 特 に 、 奥 田 先 生 の キ ャ リ ア 形

成 論 の 授 業 が 心 の 支 え に な っ て い る 。  

 ⑦ Off- JT の 授 業 で は 、 フ ォ ー ク リ フ ト の 運 転 実 習 と 安 全 衛

生 の 授 業 が 実 習 と リ ン ク し て い て 役 だ っ た 。  
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2)社 会 人 基 礎 力 の 評 価 は 、 学 生 本 人 と 上 司 と で ギ ャ ッ プ が あ

っ た  

 ① 本 人 は ス ト レ ス コ ン ト ロ － ル 力 が 伸 び た と 実 感 す る も 上

司 は 低 下 し た と 評 価 し た 。  

 ② 本 人 は 、 特 に 発 信 力 と 傾 聴 力 が 伸 び た と 実 感 し た が 、 上

司 は 逆 に 傾 聴 力 は 下 が っ た と 評 価 し た 。  

 ③ 学 生 の 中 に は 、 社 会 人 基 礎 力 が ト ー タ ル で 1 7 ポ イ ン ト も

伸 長 し た と 感 じ た 者 が い た 。 そ れ だ け 、 Off - JT の 授 業 と 比 較

し て 企 業 で の 職 場 内 訓 練 は 密 度 が 濃 い と 推 察 さ れ る 。  

 ④ 学 生 も 上 司 も 主 体 性 と 規 律 性 が 伸 び た と 評 価 し て い た 。  

3)上 司 は 、 自 己 開 示 し て ほ し い と 思 っ て い る  

 ① 自 分 を 出 さ な い と 理 解 で き な い の で 困 る 。  

 ② 困 っ て い る と き は 、 自 己 判 断 し な い で 報 告 し て ほ し い 。  

 ③ 自 分 を 出 さ な い と 周 囲 か ら も 理 解 さ れ な い の で 信 頼 関 係

を 築 け な い 。  

 ④ や さ し い 性 格 で 、 周 囲 に 気 を 遣 い す ぎ る 。  

4)学 生 は 、 現 場 の 人 間 関 係 が 大 変 だ と 感 じ て い る  

 ① 直 属 上 司 に し ょ っ ち ゅ う 怒 ら れ 自 信 喪 失 し た 。  

 ② 下 請 け 企 業 と の 板 挟 み と な っ た 。  

 ③ 現 場 で の 教 育 が な く 、 誰 も 教 え て く れ な い  

5)体 力 第 一 と 実 感 、 体 力 作 り が 重 要  

 ① 体 力 が な い と 実 感 し 、 自 信 を な く し た 。  

 ② 足 が つ っ て 昼 に 帰 さ れ 、 情 け な か っ た 。  

 ③ 体 力 作 り が 喫 緊 の 課 題 。  

 ④ オ フ の 日 は 、 筋 ト レ と 瞑 想 を し て い る 。  
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 ⑤ 通 勤 に 2 時 間 も か か る の で 対 策 が 必 要 だ 。  

6)ス ト レ ス を 感 じ た  

 ① 慣 れ た パ ー ト さ ん を 使 う の で プ レ ッ シ ャ ー を 感 じ た 。  

 ② い ろ ん な 作 業 員 が い る の で 相 手 に 合 わ せ て 対 応 し た 。  

 ③ 社 員 と し て 認 め て も ら う ま で は 、 一 生 懸 命 や る し か な い  

7)港 湾 カ レ ッ ジ の OB が 多 く て 働 き や す い  

 ① OB が 気 に か け て く れ て あ り が た か っ た  

 ② 港 湾 カ レ ッ ジ お 縦 の つ な が り の 強 さ を 感 じ た  

 こ の よ う に 、 上 司 に よ る 度 重 な る 叱 責 や 体 力 が な い こ と か

ら 来 る 疲 労 感 で 自 信 を 喪 失 し た 学 生 も い た が 、 総 じ て 6 ヶ 月

間 の 就 業 型 実 習 は 、 1 ヶ 月 間 の 企 業 実 習 と 比 較 し て 成 長 と や

り が い を 実 感 で き た こ と が わ か っ た 。  

 さ ら に 、 問 題 の あ る ケ ー ス の 詳 細 を ３ つ 挙 げ た 。 特 に 、 自

信 を 喪 失 し て い た ケ ー ス １ と ケ ー ス ２ は 、 二 人 と  も 性 格 的

に 共 通 点 が あ っ た 。 YG 性 格 検 査 が 、 E 類 で あ り 、 エ ゴ グ ラ ム

が NP が 高 く 、 自 己 犠 牲 の や さ し い 性 格 で あ る こ と だ 。 何 か 問

題 が あ る と 、 自 分 の 殻 に 閉 じ こ も っ て し ま う と こ ろ が あ る の

で 要 注 意 だ 。 上 司 か ら の 指 摘 が あ っ た よ う に 、 自 分 の 考 え て

い る こ と を も っ と 主 張 し て 自 己 開 示 し て い く こ た が 課 題 だ と

思 わ れ る 。 徐 々 に 自 分 を 出 し て 周 囲 に 理 解 し て も ら う こ と に

よ っ て 、 仕 事 の 上 で の 信 頼 関 係 も 構 築 で き る よ う に な る 。 こ

の 課 題 を 克 服 す る こ と は 、 今 後 仕 事 を 継 続 し て い く う え で 不

可 欠 な 課 題 だ と 思 わ れ る  
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前 述 し た 就 業 型 実 習 参 加 学 生 7 名 中 6 名 と ヒ ア リ ン グ し た

結 果 、 元 気 に 前 向 き に 頑 張 っ て い る 学 生 と 自 信 を 喪 失 し て 後

ろ 向 き に な っ て い る 学 生 の 違 い を 以 下 に ま と め て み た 。  

① 周 囲 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 順 調 な 学 生 は 、 上 司 か ら 信

頼 さ れ 前 向 き に 頑 張 っ て い る 。  

② 自 己 開 示 で き て な い 学 生 は 、 周 囲 か ら ど ん な 人 間 か 理 解 さ

れ ず 信 頼 関 係 を 構 築 で き な い た め 、 上 司 か ら の 評 価 が 低 く 、

そ の 結 果 本 人 は 自 信 を 喪 失 し て い る 。  

③ 後 ろ 向 き に な っ て い る 学 生 は 、 周 囲 に 気 を 使 い す ぎ る や さ

し い 性 格 の 持 ち 主 で あ る 。  

こ の よ う に 、 1 ヶ 月 の 企 業 実 習 と 比 較 し て 、 6 ヶ 月 の 就 業 型

実 習 は 、 正 社 員 と し て 扱 わ れ る た め 厳 し い 現 実 に さ ら さ れ る

が 、 そ こ で 継 続 し て 働 け る か ど う か 判 断 す る 機 会 で も あ る 。

も と も と 就 職 後 の ミ ス マ ッ チ を 避 け る た め に 就 職 前 に 企 業 実

習 や イ ン タ ー ン シ ッ プ プ ロ グ ラ ム が あ る 。 当 コ ー ス の 就 業 型

実 習 は 就 職 後 の プ ロ グ ラ ム で は あ る が 、 ど う し て も 社 風 や 職

場 環 境 が 合 わ な い 場 合 は 、 卒 業 前 に 判 断 し 、 次 の 就 職 活 動 に

移 行 す る と い う 選 択 肢 も あ る と 思 わ れ る 。  

 

３ ．  ま と め  

 筆 者 が 担 当 し て い る 厚 生 労 働 省 所 管 の 港 湾 カ レ ッ ジ の 日 本

版 デ ュ ア ル シ ス テ ム コ ー ス の 実 態 を 概 観 し て き た 。 そ の 結 果 、

学 校 か ら 社 会 へ の 接 続 が 奏 功 し て い る 要 因 は 、日 本 版 デ ュ ア ル

シ ス テ ム と い う 制 度 だ け で な く 、港 湾 カ レ ッ ジ の キ ャ リ ア 形 成

支 援 の 充 実 し た 取 り 組 み が う か が え る 。デ ュ ア ル シ ス テ ム の 要
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で あ る 企 業 実 習 の O JT と 並 行 し て 実 施 し て い る キ ャ リ ア 形 成

支 援 の 授 業 や 就 職 支 援 の 取 り 組 み 内 容 に 成 功 要 因 が あ る と 思

わ れ る 。ま ず 第 一 に 、過 去 は 変 え ら れ な い が 、未 来 は 変 え ら れ

る と い う 前 向 き な 発 想 に さ せ て 、自 分 の 居 場 所 と 自 信 を 持 た せ

る こ と が 肝 心 で あ る 。問 題 を 抱 え る 若 者 を 教 育 指 導 し 社 会 に つ

な げ る た め の キ ー ワ ー ド は 、こ こ で も 自 信 、居 場 所 、自 己 開 示 、

信 頼 関 係 が 挙 げ ら れ る こ と が わ か っ た 。  

 

 

注 ：  

 注 9 奥 田 美 都 子 、 「 マ ー ケ テ ィ ン グ の 発 想 を 取 り 入 れ た モ チ

ベ ー シ ョ ン ア ッ プ の “ や る 気 ” 創 出 指 導 法 ～ 就 職 率 １ ０

０ ％ 達 成 の キ ャ リ ア 形 成 支 援 現 場 か ら の 実 施 報 告 ～ 」 、

職 業 能 力 開 発 研 究 、 第 27 巻 、 p 3 7-53、 20 09  

 注 1 0 奥 田 美 都 子 、 「 キ ャ リ ア 形 成 支 援 に 関 す る 取 り 組 み  副

題 ：  就 職 率 100 %  2 回 連 続 達 成 の 要 因 を 探 る － ワ ン ・

ト ゥ ・ ワ ン マ ー ケ テ ィ ン グ に よ る CS 向 上 と プ ロ セ ス 管 理

の 徹 底 に よ る 実 施 報 告 － 」 、 技 能 と 技 術 、 V ol. 4 3、 p .41 -

47、 2008 年  

 注 1 1 Str eng th(強 み )、 W ea kne ss(弱 み )、 O ppo rtu n itie s(機

会 )、 Thr eat (脅 威 )の こ と 。 S と W を 内 部 環 境 、 O と T を

外 部 環 境 と い い 、 企 業 の マ ー ケ テ ィ ン グ 戦 略 で 使 わ れ

る 。 こ こ で は 、 自 分 と い う 商 品 を 分 析 す る た め に 使 用 。  

注 1 2 対 象 市 場 や 消 費 者 を 任 意 の 基 準 を も と に 同 質 的 な ニ ー ズ

を も つ 市 場 区 分 に 分 類 す る こ と 。 セ グ メ ン テ ー シ ョ ン と
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も い う 。 そ の 細 分 化 市 場 の 特 性 に 合 わ せ た 戦 略 策 定 を 行

う の が 市 場 細 分 化 戦 略 。  

注 1 3「 職 場 や 地 域 社 会 で 多 様 な 人 々 と 仕 事 を し て い く た め に

必 要 な 基 礎 的 な 力 」 と し て 、 経 済 産 業 省 が 20 06 年 か ら 提

唱 。 「 前 に 踏 み 出 す 力 」 、 「 考 え 抜 く 力 」 、 「 チ ー ム で

働 く 力 」 の 3 つ の 能 力 （ 12 の 能 力 要 素 ） か ら 構 成 さ れ て

お り 、 企 業 や 若 者 を 取 り 巻 く 環 境 変 化 に よ り 、 「 基 礎 学

力 」 「 専 門 知 識 」 に 加 え 、 そ れ ら を う ま く 活 用 し て い く

た め の 「 社 会 人 基 礎 力 」 を 意 識 的 に 育 成 し て い く こ と が

今 ま で 以 上 に 重 要 と な っ て き て い る 。  
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第 ５ 章  実 態 調 査 を 踏 ま え た プ ロ グ ラ ム ・ 教 材 開 発 に 向 け て  

 筆 者 は 、 10 年 以 上 に わ た り 、 対 象 者 は 離 職 者 か ら 4 年 制 大

学 生 、 そ し て 現 在 は 短 期 大 学 生 と 変 わ っ て き た が 、 キ ャ リ ア

形 成 支 援 の 授 業 や ク ラ ス 担 任 と し て の ク ラ ス マ ネ ジ メ ン ト 等

を 通 じ て 就 職 支 援 を 実 施 し て き た 。 そ し て 、 対 象 者 で あ る 受

講 生 を 第 一 の 顧 客 と し て 、 そ の ニ ー ズ や ウ ォ ン ツ に 応 え る こ

と に よ り 受 講 生 と の 信 頼 関 係 を 構 築 し 、 さ ら に P DCA を 回 し な

が ら プ ロ セ ス 管 理 を 徹 底 す る こ と に よ り 、 ほ ぼ 1 00%と い う 高

就 職 率 を 達 成 し て き た 。  

 本 章 で は 、 今 ま で 述 べ て き た デ ュ ア ル シ ス テ ム の 要 で あ る

企 業 実 習 に お け る OJT の 効 果 と 、 並 行 し て 実 施 し て き た キ ャ

リ ア 形 成 支 援 の 授 業 の 効 果 を 検 証 し 、 フ リ ー タ ー や 引 き こ も

り を 経 験 し た 学 生 が 訓 練 を 通 じ て 就 職 す る た め の 効 果 的 な プ

ロ グ ラ ム 開 発 へ 向 け た 提 案 と し た い 。  

 

１ ． 企 業 実 習 に お け る OJT の 効 果  

 前 述 の 通 り 、 就 業 支 援 は 仕 事 現 場 で の 教 育 が 効 果 的 （ 鶴 、

2014） 、 社 会 人 実 務 経 験 が 就 職 活 動 に 効 果 的 （ 奥 田 、 20 15）

と い う 指 摘 も あ る 。 実 際 、 企 業 実 習 か ら 校 に 戻 っ て き た 学 生

の 報 告 発 表 を 聴 く と 、 話 し 方 や 物 腰 か ら 社 会 人 と し て 成 長 し

た こ と を 実 感 で き た 。  

 前 章 の （ ６ ） の 就 業 型 実 習 の 参 加 学 生 の ヒ ア リ ン グ 結 果 か

ら 、 社 会 人 基 礎 力 は 、 本 人 も 派 遣 企 業 の 指 導 者 (上 司 )も ト ー

タ ル で は 共 に 伸 び た と 回 答 し た 。 し か し な が ら 、 参 加 者 が 7

名 と 少 な い た め 、 筆 者 の 前 職 場 で あ る 職 業 能 力 開 発 総 合 大 学
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校 注 1 4（ 以 下 職 業 大 ） で 実 施 し た 1 ヶ 月 間 の 職 業 能 力 開 発 施 設

で の 実 習 で あ る 「 実 務 実 習 」 参 加 前 後 の ア ン ケ ー ト 結 果 を 示

す 。  

（ １ ） 調 査 の 概 要  

 平 成 23 年 度 に 実 務 実 習 に 参 加 し た 学 生 全 員 に 実 習 前 後 を 比

較 し て 自 分 自 身 が 成 長 し た と 感 じ た 社 会 人 基 礎 力 の 能 力 要 素

に つ い て 5 段 階 評 価 を つ け る ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。  

1)目 的 ： 実 務 実 習 後 の 学 生 は 、 成 長 し た こ と が 実 感 で き る と

指 導 教 員 か ら の 評 価 は あ る が 、 実 際 の 成 長 度 を 測 定

し た こ と が な か っ た た め 、 社 会 人 基 礎 力 を 尺 度 と し

て 参 加 し た 学 生 の 自 己 評 価 を 測 定 す る こ と  

2)実 施 方 法 ： 自 記 式 ア ン ケ ー ト 調 査 。 筆 者 の キ ャ リ ア 形 成 支

援 の 授 業 の 中 で 、 実 務 実 習 に 行 く 前 後 で 実 務 実 習 効

果 測 定 ア ン ケ ー ト を 実 施 。  

3)対 象 者 ： 職 業 大 の 長 期 課 程 3 年 次 の 実 務 実 習 参 加 学 生 1 58

名 。  

（ ２ ） 調 査 結 果  

 ア ン ケ ー ト 回 収 数 は 128 件 (回 収 率 81 %)だ っ た 。 各 工 学 科

別 の 回 収 数 な ら び に 回 収 率 は 以 下 の 通 り (表 ７ )。  

（ 表 7  実 務 実 習 効 果 測 定 ア ン ケ ー ト 回 収 率 ）   

 

回収数 参加者数 回収率

機械システム工学科 30 40 75%

電気システム工学科 38 41 93%

電子・情報システム工学科 37 45 82%

建築システム工学科 23 32 72%

合計 128 158 81%
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 ま た 、 実 務 実 習 前 後 の 各 工 学 科 別 の 成 長 値 は 、 有 意 水 準

0.1％ ま た は 1 %で す べ て 伸 長 し て い る こ と が わ か っ た (表

８ )。  

 社 会 人 基 礎 力 の 12 要 素 を 学 科 別 に み る と 、 機 会 シ ス テ ム 工

学 科 は 、 主 体 性 ・ 課 題 発 見 力 ・ 働 き か け 力 、 電 機 シ ス テ ム 工

学 科 は 、 計 画 力 ・ 主 体 性 ・ 課 題 発 見 力 、 電 子 情 報 シ ス テ ム 工

学 科 は 、 発 信 力 ・ 実 行 力 ・ 計 画 力 、 建 築 シ ス テ ム 工 学 科 は 、

実 行 力 が 成 長 し た と 感 じ た こ と が 分 か る 。 全 般 に 、 前 に 踏 み

出 す 力 と 考 え 抜 く 力 が 伸 び た と 感 じ て い る 半 面 、 チ ー ム で 働

く 力 の 伸 び は 1 ポ イ ン ト 未 満 が 多 く そ れ ほ ど 成 長 実 感 が な か

っ た と い え る (図 15 参 照 )。  

（ 表 8  実 務 実 習 後 の 成 長 値 、 t 値 、 p 値 ）  
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（ 図 1 5  実 務 実 習 後 の 社 会 人 基 礎 力 の 成 長 値 ）  

ま た 、 学 生 の 自 由 記 述 を キ ー ワ ー ド で ま と め る と 表 9 の と

お り で あ る 。  

機械システム工学科
事前平均 事後平均 成長値 t値

主体性 2.52 3.72 1.21 -9.442 0.000000000480 ***

働きかけ力 2.28 3.41 1.14 -8.074 0.000000011255 ***

実行力 2.83 3.83 1.00 -6.220 0.000001188674 ***

前に踏み出す力（指導） 2.18 3.59 1.41
課題発見力 2.48 3.66 1.17 -6.892 0.000000209435 ***

計画力 2.45 3.52 1.07 -9.383 0.000000000547 ***

創造力 2.48 3.17 0.69 -4.954 0.000034432113 ***

考え抜く力（指導） 2.18 3.45 1.27
発信力 2.28 3.28 1.00 -7.348 0.000000066365 ***

傾聴力 2.93 3.76 0.83 -6.013 0.000002042929 ***

柔軟性 2.72 3.66 0.93 -6.895 0.000000208109 ***

状況把握力 3.00 3.83 0.83 -6.971 0.000000171225 ***

規律性 3.17 4.03 0.86 -6.491 0.000000586544 ***

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 3.10 3.62 0.52 -3.808 0.000734386916 ***

チームで働く力(指導） 2.57 3.38 0.81
　　　　　　　　*　p<0.05、**　p<0.01、***　p<0.001

電気システム工学科
事前平均 事後平均 成長値 t値

主体性 2.79 3.95 1.16 -9.322 0.000000000039 ***

働きかけ力 2.74 3.63 0.89 -6.705 0.000000080253 ***

実行力 3.08 3.92 0.84 -6.372 0.000000221685 ***

前に踏み出す力（指導） 2.43 3.86 1.43 -9.888 0.000000000011 ***

課題発見力 2.68 3.79 1.11 -8.331 0.000000000643 ***

計画力 2.71 3.92 1.21 -7.175 0.000000019366 ***

創造力 2.63 3.47 0.84 -5.321 0.000005619813 ***

考え抜く力（指導） 2.54 3.95 1.41 -9.723 0.000000000018 ***

発信力 2.79 3.79 1.00 -7.158 0.000000020419 ***

傾聴力 3.39 4.08 0.68 -5.795 0.000001305968 ***

柔軟性 3.16 3.89 0.74 -6.404 0.000000201396 ***

状況把握力 3.11 3.74 0.63 -5.551 0.000002766816 ***

規律性 3.79 4.24 0.45 -5.237 0.000007264292 ***

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 3.34 3.95 0.61 -4.533 0.000062008235 ***

チームで働く力(指導） 2.97 3.65 0.68 -5.578 0.000002782926 ***

　　　　　　　　*　p<0.05、**　p<0.01、***　p<0.001

電子情報システム工学科
事前平均 事後平均 成長値 t値

主体性 2.84 3.84 1.00 -10.129 0.000000000006 ***

働きかけ力 2.51 3.35 0.84 -6.783 0.000000072888 ***

実行力 2.84 3.89 1.05 -8.402 0.000000000656 ***

前に踏み出す力（指導） 2.61 3.75 1.14 -7.413 0.000000013493 ***

課題発見力 2.78 3.76 0.97 -9.487 0.000000000033 ***

計画力 2.81 3.86 1.05 -8.062 0.000000001720 ***

創造力 2.70 3.57 0.86 -8.714 0.000000000274 ***

考え抜く力（指導） 2.44 3.50 1.06 -7.462 0.000000011721 ***

発信力 2.54 3.62 1.08 -7.802 0.000000003637 ***

傾聴力 3.14 3.89 0.76 -7.321 0.000000014798 ***

柔軟性 3.00 3.81 0.81 -7.174 0.000000022792 ***

状況把握力 2.97 3.59 0.62 -5.996 0.000000781632 ***

規律性 3.30 3.97 0.68 -6.233 0.000000380939 ***

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 3.11 3.68 0.57 -3.618 0.000926960368 ***

チームで働く力(指導） 2.68 3.43 0.76 -6.505 0.000000167949 ***

　　　　　　　　*　p<0.05、**　p<0.01、***　p<0.001

建築システム工学科
事前平均 事後平均 成長値 t値

主体性 2.65 3.65 1.00 -4.482 0.000205220232 ***

働きかけ力 2.35 3.26 0.91 -5.231 0.000034770879 ***

実行力 2.78 3.83 1.04 -6.797 0.000001010935 ***

前に踏み出す力（指導） 2.09 3.30 1.22 -8.342 0.000000041825 ***

課題発見力 2.65 3.65 1.00 -4.482 0.000205220232 ***

計画力 2.65 3.48 0.83 -4.446 0.000223814576 ***

創造力 2.83 3.43 0.61 -3.813 0.001015226309 **

考え抜く力（指導） 2.43 3.70 1.26 -7.085 0.000000545311 ***

発信力 2.39 3.39 1.00 -4.983 0.000062420895 ***

傾聴力 2.87 3.78 0.91 -7.231 0.000000400371 ***

柔軟性 2.65 3.52 0.87 -4.827 0.000090238277 ***

状況把握力 2.83 3.70 0.87 -5.704 0.000011608853 ***

規律性 3.22 3.87 0.65 -4.107 0.000502887373 ***

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 3.35 3.83 0.48 -3.487 0.002199663426 **

チームで働く力(指導） 2.57 3.39 0.83 -4.822 0.000091320778 ***

　　　　　　　　*　p<0.05、**　p<0.01、***　p<0.001
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Q4:あ な た は 、 実 務 実 習 に 参 加 し て 、 ど の 能 力 が 一 番 伸 び た と

実 感 し ま し た か ？ そ の 理 由 と 具 体 的 な 経 験 内 容 を 記 入 し て

く だ さ い 。  

Q5：  そ の 他 実 務 実 習 を 通 じ て 新 た に 芽 生 え た 意 識 、 価 値 観 、

考 え 、 感 想 を 記 入 し て く だ さ い 。  

一 番 伸 び た と 実 感 で き た 能 力 が 「 考 え 抜 く 力 」 で あ る 。 以

下 、 「 指 導 力 」 、 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 」 、 「 発 信 力 」 、

「 課 題 発 見 力 」 と 続 く 。 そ の 理 由 と 具 体

的 な 経 験 内 容 に つ い て は 、 「 考 え 抜 く

力 」 が 一 番 伸 び た と 回 答 し た 学 生 は 、

「 大 学 生 活 で は 自 分 の 知 識 や 技 術 を 教 え

る 機 会 が な か っ た の で 、 実 際 に 指 導 す る

立 場 に な っ て 指 導 の 難 し さ を 知 り 、 ど ん

な 授 業 を す れ ば 受 講 生 が 理 解 し て く れ る

か 考 え 抜 い た か ら 」 と い う 記 述 が 多 か っ

た 。  

(表 9  自 由 記 述 の キ ー ワ ー ド )  

 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 」 が 一 番 伸 び た と 回 答 し た 学 生 は 、

「 20 代 か ら 60 代 と い う 全 く 異 な る 年 齢 の 受 講 生 や 、 派 遣 先

の 指 導 教 官 や 校 長 先 生 、 企 業 の 人 と 話 す こ と が で き た か

ら 」 、 「 す れ 違 う 人 に は 必 ず 挨 拶 を す る と い う 派 遣 先 施 設 の

方 針 が あ っ た か ら 」 と い う 記 述 が 多 か っ た 。  

 こ の よ う に 、 自 由 記 述 か ら も 仕 事 の 実 務 の 現 場 で の 体 験

は 、 さ ま ざ ま な 年 代 の 人 や 価 値 観 の 異 な る 多 様 な 人 々 と の 出
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会 い か ら の 学 び が 個 の 成 長 に つ な が っ た と こ と が 推 察 さ れ

る 。  

ま た 、 慶 大 の 鶴 光 太 郎 教 授 に よ れ ば 、 「 仕 事 現 場 で の 教 育

が 効 果 的 。 か つ て の 徒 弟 制 度 で は 、 若 者 が 大 人 と 信 頼 関 係 を

結 び な が ら 指 導 や 助 言 を 受 け た 。 そ の 中 で 技 術 の ほ か に も 、

仕 事 を さ ぼ ら な い 、 他 人 と う ま く や る 、 根 気 よ く 仕 事 に 取 り

組 む と い っ た 貴 重 な 性 格 ス キ ル を 教 え ら れ て い た の で う ま く

機 能 し て い た と 考 え ら れ る 。 」 ( 2014 )。 さ ら に 、 英 財 政 問 題

研 究 会 の バ ー バ ラ ・ シ ア ニ ー ジ 上 席 エ コ ノ ミ ス ト に よ る と 、

「 ス ウ ェ ー デ ン で 失 業 者 が 新 た な 職 を 見 つ け る 最 も 効 果 的 な

方 法 は 、 民 間 に 補 助 金 を 与 え て 常 用 と し て 雇 用 す る プ ロ グ ラ

ム で あ る 。 」 「 企 業 外 で の フ ル タ イ ム の 授 業 に 寄 る 訓 練 は 、

何 も 訓 練 を 受 け な い 失 業 者 よ り も 就 職 率 が む し ろ 低 下 す

る 。 」 こ と を 示 し た （ 20 08） 。 す な わ ち 、 企 業 で 実 際 に 責 任

を も っ て 働 く こ と が 性 格 ス キ ル の 向 上 を 促 し 、 そ の 結 果 人 材

育 成 に つ な が る の で は な い か と 思 わ れ る 。  

 こ の よ う に 、 企 業 実 習 で の OJ T は 、 配 属 さ れ た 周 囲 の 先 輩

た ち に も ま れ て 責 任 を も っ て 働 く こ と に よ り 、 社 会 に 出 て 多

様 な 人 々 と 仕 事 を し て い く た め に 必 要 な 基 礎 的 な 力 を 伸 長 さ

せ る 効 果 が あ る と い え る の で は な い か 。  

 

２ ． キ ャ リ ア 形 成 支 援 の 授 業 の 効 果  

 筆 者 は 、 2 003 年 (平 成 15 年 )か ら 10 年 以 上 に わ た り 、 キ ャ

リ ア 形 成 支 援 の 授 業 や ク ラ ス マ ネ ジ メ ン ト 等 を 通 じ て 就 職 支

援 を し て き た 。 対 象 者 は 、 離 職 者 か ら 4 年 制 大 学 生 、 短 期 大
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学 生 と 変 わ っ て き た が 、 常 に 受 講 生 で あ る 対 象 者 を 第 一 の 顧

客 と し て 向 き 合 い 、 彼 ら の ニ ー ズ や ウ ォ ン ツ に 応 え 、 本 人 が

わ か ら な い 場 合 は そ れ ら を 引 出 な が ら 信 頼 関 係 を 構 築 し て 、

一 方 で は 、 P DCA を 回 し て プ ロ セ ス 管 理 を 徹 底 す る こ と に よ り

ほ ぼ 10 0%と い う 高 就 職 率 を 達 成 し て き た 。  

 こ こ で は 、 キ ャ リ ア 形 成 論 (カ リ キ ュ ラ ム は 表 ４ )の 授 業 の

中 で 一 番 重 要 視 し て き た 自 己 理 解 の ワ ー ク を 紹 介 す る と と も

に 、 そ の 効 果 に つ い て 自 己 変 容 の 尺 度 (肯 定 的 気 分 と 否 定 的 気

分 )を 使 っ た 変 化 量 に つ い て T 検 定 し た 結 果 を 報 告 す る 。  

（ １ ）  自 己 理 解 の ワ ー ク の 概 要  

 キ ャ リ ア 形 成 論 は 、全 18 回 。こ の う ち 自 己 理 解 の ワ ー ク は 、

５ ～ ７ つ の ワ ー ク を 実 施 す る が 、今 回 実 施 し た ワ ー ク は 以 下 の

通 り 。 今 回 実 施 し な か っ た ワ ー ク に ホ ラ ン ド の VPI 検 査 が あ

る 。当 カ レ ッ ジ は 、入 校 の 段 階 で 、卒 業 後 は 港 湾・流 通 業 界 に

就 職 す る た め 、必 要 な 知 識・技 能 を 身 に つ け た い と い う 希 望 を

持 っ て い る 学 生 が ほ と ん ど で あ る 。そ の た め 、 VP I 検 査 を や る

こ と に よ っ て 、他 の 職 業 に 興 味 を も ち 、迷 い を 抱 か せ る こ と を

避 け た た め で あ る 。  

1)  ス ー パ ー の ８ つ の 役 割  

2)  夢 の ワ ー ク  

3)  キ ャ リ ア ア ン カ ー  

4)  強 み 弱 み (読 み 替 え )の ワ ー ク  

5)  エ ゴ グ ラ ム に よ る 自 己 変 容 行 動 目 標 設 定 ワ ー ク  

 毎 回 の 授 業 の 流 れ は 、ま ず 講 義 を 行 い 、実 施 す る ワ ー ク の 概

要 を 説 明 し た 後 、学 生 は 個 人 ワ ー ク を す る 。そ の 後 、ペ ア ま た
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は グ ル ー プ を 編 成 し て 、学 生 同 士 の 相 互 作 用 を 図 り 、他 者 か ら

の 気 づ き を 得 て 、自 己 理 解 を 深 め る 。自 己 理 解 の ワ ー ク に 入 る

前 の 授 業 で 、 ジ ョ ハ リ の 窓 （ 図 1 0 参 照 ） の 説 明 を し て 自 己 開

示 と 他 者 か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク に よ る 新 た な 自 分 の 発 見 の 重

要 性 を 説 明 し て お く 。最 後 に 授 業 の 振 り 返 り を 行 う と い う 流 れ

で あ る (図 16 参 照 )。  

 

(図 1 6  キ ャ リ ア 形 成 論 の 毎 回 の 授 業 の 流 れ )  

（ ２ ）  各 個 人 ワ ー ク の 効 果  

1)ス ー パ ー の ８ つ の 役 割  

ス ー パ ー は 、 キ ャ リ ア を 単 に 職 業 や 職 務 の 連 続 と し て で

は な く 、 職 業 を 含 む さ ま ざ ま な 役 割 の 組 み 合 わ せ と と ら え

た が 、 そ の ラ イ フ キ ャ リ ア レ イ ン ボ ウ (図 17 参 照 )の 理 論

の 一 部 を 理 解 さ せ る た め の ワ ー ク で あ る 。  

 

（ 図 1 7  ス ー パ ー の ラ イ フ キ ャ リ ア レ イ ン ボ ウ ）  
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そ の 役 割 は 、 ９ つ あ る が 、 年 金 者 と い う 役 割 を 除 い た 8 つ

の 役 割 （ １ ． 子 供 、 ２ ． 学 生 、 ３ ． 職 業 人 、 ４ ． 配 偶 者 、

５ ． 家 庭 人 ( ﾎｰﾑ ﾒ ｰｶｰ )、 ６ ． 親 、 ７ ． 余 暇 を 楽 し む 人 、 ８ ．

市 民 ） に つ い て ま ず 今 の 自 分 が 各 役 割 に ど れ く ら い エ ネ ル ギ

ー 量  

（ 精 神 的 な も の ─ 愛 情 ・ 思 い 入 れ 、 時 間 、 物 理 的 な も の ─ お

金 等 ） を 投 入 し て い る か を 自 分 の 尺 度 で 0～ 1 00 ま で の 数 値

を 記 入 し レ ー ダ ー チ ャ ー ト に す る 。 そ の 後 、 5 年 後 ・ 10 年

後 ・ 20 年 後 の 自 分 が ど の よ う に 変 化 し て い る か 記 入 し 、 レ

ー ダ ー チ ャ ー ト の 変 化 か ら 今 後 の 自 分 の 人 生 の 役 割 に つ い て

考 え る 。  

 こ の ワ ー ク を 現 在 の 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 1 年 生 15 名 に 実

施 し た 結 果 、 ワ ー ク 前 後 で 肯 定 的 気 分 （ 楽 し い 、 あ た た か

な 、 気 分 が よ い 等 ） は ５ ％ 水 準 で 有 意 に 上 昇 し た が 、 否 定 的

気 分 （ 不 安 、 つ ら い 、 む な し い 等 ） は 、 統 計 的 に 有 意 差 は 見

ら れ な か っ た 。  

2)  夢 の ワ ー ク  

い く つ に な っ て も 夢 を も つ こ と は 、 と て も 重 要 な こ と 。 日

本 電 産 の 永 守 社 長 は 、 夢 を も つ こ と の 重 要 性 を 語 っ て い た 。

ほ ら の よ う に 実 現 し な い 夢 に 馴 れ 合 う の で は な く 、 現 実 の 前

で 吟 味 し な が ら 、 こ の 夢 だ っ た ら 実 際 に 追 求 で き る と い う 夢

を も つ こ と が 大 切 で あ る 。 ま ず は 、 子 供 の こ ろ の 夢 か ら 振 り

返 り 、 い ろ ん な 年 代 に お け る 自 分 の 夢 を 振 り 返 り 記 入 し て み

る ワ ー ク で あ る 。 日 本 電 産 の 永 守 社 長 を 引 き 合 い に 出 し た の

は 、 職 業 大 の 卒 業 生 の 中 で 最 も 成 功 し て い る 人 が 夢 の 重 要 性
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を 厚 く 語 っ て い た か ら で あ る 。 個 人 ワ ー ク 後 の ペ ア ワ ー ク ・

グ ル ー プ ワ ー ク で は 、恥 ず か し か っ た と い う 意 見 も あ っ た が 、

総 じ て 自 分 を 見 つ め 直 す い い 機 会 に な っ た と い う 肯 定 的 な 意

見 が 多 か っ た 。  

ワ ー ク 前 後 の 気 分 の 変 容 を 見 る と 、 肯 定 的 気 分 （ 楽 し い 、

あ た た か な 、 気 分 が よ い 等 ） は 0 .1％ 水 準 で 有 意 に 上 昇 し た

が 、 否 定 的 気 分 （ 不 安 、 つ ら い 、 む な し い 等 ） は 、 ① ス ー パ

ー の 役 割 ワ ー ク と 同 様 、 統 計 的 に 有 意 差 は 見 ら れ な か っ た 。  

ま た 、 各 質 問 項 目 ご と に ワ ー ク の 実 施 前 後 の 変 化 量 を グ ラ

フ に す る と 、 こ の ワ ー ク が 全 般 的 に は 参 加 者 の 気 分 感 情 を ほ

ぐ し 和 や か な 気 分 に さ せ た が 、 か え っ て 気 の 重 い 、 つ ら い 、

緊 張 感 を 増 加 さ せ た こ と が 示 唆 さ れ た (図 18 参 照 )。  

(表 1 0   夢 の ワ ー ク 実 施 後 の 気 分 変 化 )  

  

 

(図 1 8  夢 の ワ ー ク の 実 施 前 後 の 気 分 感 情 の 変 化 )  

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

肯定的気分 変数 1 変数 2
平均 2.938461538 3.684615385
分散 1.515563506 1.519916518
観測数 130 130
ピアソン相関 0.400825478
仮説平均との差異 0
自由度 129
t -6.308259498
P(T<=t) 片側 2.07429E-09 0.1%で有意
t 境界値 片側 1.656751594
P(T<=t) 両側 4.14857E-09 0.1%で有意
t 境界値 両側 1.978524491

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

否定的気分 変数 1 変数 2
平均 2.753846154 2.584615
分散 1.923434705 1.733095
観測数 130 130
ピアソン相関 0.457306238
仮説平均との差異 0
自由度 129
t 1.368961105
P(T<=t) 片側 0.086695199
t 境界値 片側 1.656751594
P(T<=t) 両側 0.173390398
t 境界値 両側 1.978524491
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3)  キ ャ リ ア ア ン カ ー  

シ ャ イ ン（ S che i n）の 理 論 に 基 づ い た ワ ー ク で あ る 。「 キ ャ

リ ア ・ ア ン カ ー 」 と は 、 個 人 が 選 択 を 迫 ら れ た と き に 、 そ の

人 の 拠 り 所 と し て 、 も っ と も 手 放 し た く な い 欲 求 、 価 値 観 、

能 力 の こ と で 、そ の 個 人 の 自 己 概 念 の 中 心 を 示 す も の で あ る 。

個 人 の キ ャ リ ア を 船 と す る と 、 そ れ を 繋 ぎ 止 め る 錨 （ ア ン カ

ー ） と し て の 働 き を す る 。 自 分 の 譲 れ な い 価 値 観 や 欲 求 を 知

る こ と で 今 後 の 進 路 の 方 向 性 を 選 択 す る う え で の ひ と つ の 拠

り 所 に で き る 。  

 ８ つ の キ ャ リ ア ア ン カ ー は 以 下 の と お り で あ る 。  

① 専 門 コ ン ピ タ ン ス〔 TF： Te chn i cal/ Func tio nal Comp eten ce〕 

 企 画 、販 売 、人 事 、エ ン ジ ニ ア リ ン グ な ど 特 定 の 分 野 で 能 力

を 発 揮 す る こ と に 幸 せ を 感 じ る 。  

② 経 営 管 理 コ ン ピ タ ン ス 〔 GM ： G ener a l  M anag eria l 

Comp eten ce〕  

 組 織 内 の 機 能 を 相 互 に 結 び つ け 、対 人 関 係 を 処 理 し 、集 団 を

統 率 す る 能 力 や 権 限 を 行 使 す る 能 力 を 発 揮 し 、組 織 の 期 待 に 応

え る こ と に 幸 せ を 感 じ る 。  

③ 自 主 ・ 独 立 性 〔 AU： Au ton omy / Inde pend enc e〕  

 組 織 の ル ー ル に 縛 ら れ ず 、自 分 の や り 方 で 仕 事 を 進 め て い く 。

組 織 に 属 し て い る 場 合 、仕 事 の ペ ー ス を 自 分 の 裁 量 で 自 由 に 決

め る こ と を 望 む 。  

④ 保 障 ・ 安 定 性 〔 SE： Se cur ity / Stab ilit y〕  

 キ ャ リ ア を 安 定 す る こ と で 満 足 感 を も つ 。 雇 用 保 障 、 年 金 、

退 職 金 な ど 経 済 的 安 定 を 得 る こ と 、一 つ の 組 織 に 勤 務 し 、組 織
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へ の 忠 誠 や 献 身 な ど が み ら れ る 。  

⑤ 起 業 家 的 創 造 性 〔 EC： Ent erp r eneu rial  Cr eat i vity〕  

 新 し い も の を 創 り 出 す こ と 、障 害 を 乗 り 越 え る 能 力 と 意 気 込

み 、リ ス ク を 恐 れ ず 何 か を 達 成 す る こ と 、達 成 し た も の が 自 分

の 努 力 に よ る も の だ と い う 欲 求 が 原 動 力 に な る 。い ず れ 独 立 す

る 傾 向 が あ る 。  

⑥ 奉 仕 ・ 社 会 貢 献 〔 SV： Ser vic e /Ded icat ion  to  Caus e〕  

 暮 ら し や す い 社 会 の 実 現 、救 済 、教 育 な ど 価 値 あ る こ と を 成

し 遂 げ る こ と を 求 め る 。自 分 の 価 値 観 に 反 す る と 、転 職 し て で

も 自 分 の 関 心 の あ る 分 野 や 理 想 の た め の 機 会 を 求 め る 。  

⑦ チ ャ レ ン ジ 〔 C H： P ure Cha lle n ge〕  

 解 決 困 難 に 見 え る 問 題 の 解 決 や 手 ご わ い 相 手 に 打 ち 勝 と う

と す る 、知 力 、人 と の 競 争 で の や り が い 、目 新 し さ 、変 化 、難

し さ が 目 的 と な る 。  

⑧ 生 活 第 一 〔 LS； Li fest yle〕  

 個 人 的 な 欲 求 、家 族 の 願 望 、自 分 の 仕 事 な ど の バ ラ ン ス や 調

整 に 力 を 入 れ る 。全 体 と し て 自 分 の ラ イ フ ワ ー ク を ま と め た い

と 考 え て お り 、 そ れ が で き る よ う な 状 況 を 作 り 出 そ う す る 。  

 最 近 の 若 者 の 傾 向 と し て 、 ④ 保 障 ・ 安 定 性 〔 S E ：

Secu rity /St abi l ity〕と ⑧ 生 活 第 一〔 LS； Lif est yl e〕が 多 く 見

ら れ る が 、 当 該 学 生 た ち も 同 様 の 傾 向 だ っ た 。 し か し な が ら 、

工 学 系 大 学 卒 業 者 に は 、 ① 専 門 コ ン ピ タ ン ス 〔 TF ：

Tech nica l/F unc t iona l Com pet enc e〕 に 、 ま た 文 系 大 学 出 身 者

に は 、 ② 経 営 管 理 コ ン ピ タ ン ス 〔 GM： G ene ral  Mana geri al 

Comp eten ce〕に キ ャ リ ア ア ン カ ー が 見 ら れ た 。中 に は 、最 近 の
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若 者 に は 珍 し い ⑦ チ ャ レ ン ジ〔 C H： Pure Cha llen g e〕に ア ン カ

ー が あ る 学 生 も い た 。   

 ワ ー ク 前 後 の 気 分 の 変 容 を 見 る と 、肯 定 的 気 分（ 楽 し い 、あ

た た か な 、気 分 が よ い 等 ）は 0 .1％ 水 準 で 有 意 に 上 昇 し 、否 定

的 気 分 （ 不 安 、 い ら い ら 、 さ び し い 等 ） も 同 様 に 、 0 .1％ 水 準

で 有 意 に 低 減 し た (表 11 参 照 )。  

 ま た 、各 質 問 項 目 ご と に ワ ー ク の 実 施 前 後 の 変 化 量 を グ ラ フ に す る

と 、こ の ワ ー ク が 参 加 の 気 分 感 情 を 高 揚 あ る い は 安 定 化 さ せ 、不 安 や

い ら い ら 等 を 緩 和 す る 効 果 を 持 つ こ と が 示 唆 さ れ た (図 1 4 参 照 )。  

(表 1 1   キ ャ リ ア ア ン カ ー 実 施 後 の 気 分 変 化 )  

 

  

(図 1 9  キ ャ リ ア ア ン カ ー の 実 施 前 後 の 気 分 感 情 の 変 化 )  

 

4)強 み 弱 み (読 み 替 え )の ワ ー ク (図 21 参 照 )  

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

肯定的気分 変数 1 変数 2
平均 2.983333333 3.658333333
分散 1.831652661 1.722619048
観測数 120 120
ピアソン相関 0.408349019
仮説平均との差異 0
自由度 119
t -5.098187034
P(T<=t) 片側 6.539E-07 0.1％で有意
t 境界値 片側 1.657759285
P(T<=t) 両側 1.3078E-06 0.1％で有意
t 境界値 両側 1.980099876

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

否定的気分 変数 1 変数 2
平均 2.583333333 2.15
分散 1.6232493 1.002521008
観測数 120 120
ピアソン相関 0.464411326
仮説平均との差異 0
自由度 119
t 3.954543423
P(T<=t) 片側 6.53427E-05 0.1％で有意
t 境界値 片側 1.657759285
P(T<=t) 両側 0.000130685 0.1％で有意
t 境界値 両側 1.980099876
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あ な た と い う 商 品 の 強 み と 弱 み は 何 か ？ 性 格 に つ い て だ け

で な く 、 自 慢 で き る こ と や 誰 に も 負 け な い と 思 え る よ う な こ

と 、 興 味 な ど を 強 み に 記 入 す る 。 一 方 、 他 者 よ り 自 分 が 未 熟

だ と 思 う こ と 、 カ バ ー し な く て は い け な い と 思 っ て い る こ と

を 弱 み に 記 入 す る 。 自 分 を 知 り 、 そ れ を 自 分 の 言 葉 で 他 人 に

伝 え ら れ る か ど う か が ポ イ ン ト で あ る 。 自 分 と い う 商 品 を 売

り 出 す コ ピ ー ラ イ タ ー に な っ た つ も り で 記 入 す る よ う 促 す 。    

し か し な が ら 、 最 近 の 学 生 は 、 な か な か 自 分 の 強 み を 記 入

で き な い 人 が 多 い 。 む し ろ 、 弱 み の 方 が 思 い つ く 。 そ の 場 合

は 、 強 み と 弱 み は 表 裏 一 体 で あ り 、 弱 み も 見 方 に よ っ て は 強

み に な る と 伝 え る 。 例 え ば 、 「 落 着 き が な い 」 と い う 弱 み

は 、 見 方 に よ っ て は 、 「 行 動 力 が あ る 」 、 「 積 極 的 」 と い う

強 み に 読 み 替 え ら れ る 。 自 分 で は 思 い つ か な い 場 合 は 、 ペ ア

ワ ー ク や グ ル ー プ ワ ー ク で 相 手 か ら フ ィ ー ド バ ッ ク を も ら う

こ と も で き る 。 そ れ で も 、 自 分 の 強 み を 思 い つ か な い 場 合

は 、 自 分 の 周 囲 に い る 家 族 、 友 人 、 先 生 な ど 自 分 の こ と を よ

く 知 っ て い る 人 に 自 分 の 強 み ・ 弱 み が 何 か 聞 い て 記 入 さ せ

る 。 そ う す る と た い て い は 、 強 み を 2 つ 以 上 記 入 で き る よ う

だ 。  

そ し て 、 最 終 的 に は 、 こ れ ら の 自 分 の 強 み を 知 る こ と に よ

り 自 信 に つ な が り 、 応 募 書 類 や 面 接 に も 反 映 さ せ る こ と が で

き る の で あ る 。 自 分 と い う 商 品 を 売 り 出 す コ ピ ー ラ イ タ ー に

な っ た つ も り で 記 入 さ せ る の は 、 こ の た め で あ る 。  

 ま た 、 こ の ワ ー ク か ら の 気 づ き を 最 後 に 記 入 し て も ら う

が 、 意 外 と 自 分 で 思 う 強 み ・ 弱 み と 他 者 か ら 見 た 強 み ・ 弱 み
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が 異 な る 場 合 が あ る 。 新 た な 自 分 の 強 み を 発 見 す る こ と で 、

自 信 に つ な が り 、 将 来 の 方 向 性 が 広 が る こ と も 少 な く な い 。  

こ の ワ ー ク 前 後 の 気 分 の 変 容 を 見 る と 、 肯 定 的 気 分 （ 楽 し

い 、 あ た た か な 、 気 分 が よ い 等 ） は 0. 1％ 水 準 で 有 意 に 上 昇

し 、 否 定 的 気 分 （ 不 安 、 い ら い ら 、 さ び し い 等 ） も 同 様 に 、

0.1％ 水 準 で 有 意 に 低 減 し た (表 1 2 参 照 )。  

(表 1 2  強 み 弱 み (読 み 替 え )の ワ ー ク 実 施 後 の 気 分 変 化 )  

 

ま た 、 各 質 問 項 目 ご と に ワ ー ク の 実 施 前 後 の 変 化 量 を グ ラ

フ に す る と 、 こ の ワ ー ク が 参 加 の 気 分 感 情 を 高 揚 あ る い は 安

定 化 さ せ 、 気 の 重 さ や い ら い ら 等 を 緩 和 す る 効 果 を 持 つ こ と

が 示 唆 さ れ た (図 20 参 照 )。 実 際 、 自 由 記 述 の 中 か ら 「 新 た に

自 分 の 強 み を ペ ア ワ ー ク を 通 し て 知 る こ と が で き た 」 「 弱 み

が 見 方 に よ っ て は 強 み に な る こ と が わ か っ た 」 な ど 前 向 き な

感 想 が 多 か っ た 。 但 し 、 ワ ー ク 後 に 否 定 的 気 分 の 中 で 緊 張 感

の み が む し ろ 高 ま っ た 点 が 注 目 さ れ る 。 こ れ は 、 自 分 の 弱 み

を ペ ア ワ ー ク や グ ル ー プ ワ ー ク に よ っ て 他 者 か ら 強 み に 読 み

替 え て フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ た こ と で 緊 張 感 が 高 ま っ た の で は

な い か と 推 察 さ れ る 。  

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

肯定的気分 変数 1 変数 2
平均 2.976923077 3.946153846
分散 1.68163387 1.384675015
観測数 130 130
ピアソン相関 0.451306582
仮説平均との差異 0
自由度 129
t -8.503311865
P(T<=t) 片側 1.97524E-14 0.1％で有意
t 境界値 片側 1.656751594
P(T<=t) 両側 3.95048E-14 0.1％で有意
t 境界値 両側 1.978524465

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

否定的気分 変数 1 変数 2
平均 2.607692308 2.284615385
分散 1.635599284 1.290459153
観測数 130 130
ピアソン相関 0.365584524
仮説平均との差異 0
自由度 129
t 2.698220555
P(T<=t) 片側 0.003952003 0.1％で有意
t 境界値 片側 1.656751594
P(T<=t) 両側 0.007904006 0.1％で有意
t 境界値 両側 1.978524465
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(図 2 0  強 み 弱 み (読 み 替 え )の ワ ー ク の 実 施 前 後 の 気 分 感 情 の

変 化 )  

 

(図 2 1  強 み 弱 み (読 み 替 え )の ワ ー ク )  

5)エ ゴ グ ラ ム に よ る 自 己 変 容 行 動 目 標 設 定 ワ ー ク  

エ ゴ グ ラ ム は 、 J ohn M. D usa y （ 米 国 精 神 科 医 193 5～ ） が

交 流 分 析 理 論 注 1 2 に 基 づ い て 診 断 技 法 と し て 開 発 し た も の

で 、 観 察 可 能 な 行 動 を ５ つ の 自 我 状 態 に 分 類 し て 、 発 生 頻 度

を 棒 グ ラ フ で 表 し た 。  Ego gra m＝ eg o〔 自 我 〕 ＋ gram〔 描 い

た も の 〕 。 そ の 後 の 他 の 研 究 者 達 に よ っ て 質 問 紙 法 に よ る エ

ゴ グ ラ ム が 開 発 さ れ た 。  
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性 格 に は 良 し 悪 し は な い 、 自 分 の 性 格 の 特 徴 を 理 解 し て お

く こ と が 大 切 、 さ ら に 自 分 を 変 え て い き た い 場 合 は 、 低 い 自

我 状 態 を 上 げ る よ う な 行 動 を 意 識 的 に 試 み る よ う 勧 め た 。 最

後 に ポ ジ テ ィ ブ シ ン キ ン グ の た め の 自 己 変 容 の 行 動 目 標 を 3

つ 以 上 記 入 さ せ 、 自 分 の 性 格 の 特 徴 と 行 動 目 標 を ペ ア ワ ー ク

に よ っ て 情 報 交 換 し 、 お 互 い に 気 づ い た こ と を フ ィ ー ド バ ッ

ク し て も ら っ た 。 ｢自 分 の 短 所 と そ の 改 善 策 に つ い て し っ か り

考 え ら れ た の で 良 か っ た ｣「 今 回 の ワ ー ク で 見 つ か っ た 行 動 目

標 は 、 今 後 の 人 生 に お い て 大 切 に な る と 思 う の で 変 わ れ る よ

う に 努 力 し た い 」 「 自 己 理 解 は 、 今 後 就 職 活 動 す る 上 で 大 切

だ と 思 っ た 」 「 エ ゴ グ ラ ム の 結 果 は 当 て は ま っ て い る と 思 っ

た 」 「 ペ ア ワ ー ク を 通 し て い ろ ん な 人 が い る と 改 め て 思 っ

た 」 「 ク ラ ス メ イ ト か ら ア ド バ イ ス を も ら い 自 信 を も て た 」

な ど 多 く の ポ ジ テ ィ ブ な 感 想 を 得 ら れ た 。  

こ の ワ ー ク 前 後 の 気 分 の 変 容 を 見 る と 、 肯 定 的 気 分 （ 楽 し

い 、 あ た た か な 、 気 分 が よ い 等 ） は 0. 1％ 水 準 で 有 意 に 上 昇

し 、 否 定 的 気 分 （ 不 安 、 い ら い ら 、 さ び し い 等 ） も 同 様 に 、

0.1％ 水 準 で 有 意 に 低 減 し た (表 1 3 参 照 )。  

ま た 、 各 質 問 項 目 ご と に ワ ー ク の 実 施 前 後 の 変 化 量 を グ ラ

フ に す る と 、 こ の ワ ー ク が 参 加 の 気 分 感 情 を 高 揚 あ る い は 安

定 化 さ せ 、 不 安 や い ら い ら 等 を 緩 和 す る 効 果 を 持 つ こ と が 示

唆 さ れ た (図 22 参 照 )。  

(表 1 3 エ ゴ グ ラ ム に よ る 行 動 目 標 設 定 ワ ー ク 実 施 後 の 気 分 変 化 )  



148 

 

 

  

 

(図 2 2  エ ゴ グ ラ ム に よ る 行 動 目 標 設 定 ワ ー ク 実 施 前 後 の 気 分

感 情 の 変 化 )  

（ ３ ）  ま と め  

各 ワ ー ク の 実 施 前 後 の 気 分 感 情 の 変 化 量 を T 検 定 し た 結 果 、

実 施 し た ５ つ の ワ ー ク の う ち 、キ ャ リ ア ア ン カ ー 、強 み 弱 み (読

み 替 え )の ワ ー ク お よ び エ ゴ グ ラ ム の 3 つ の ワ ー ク に つ い て は 、

肯 定 的 気 分 が 0 . 1%水 準 で 有 意 に 上 昇 し 、 否 定 的 気 分 も 同 様 に

0.1%水 準 で 有 意 に 低 減 し た 。ま た 、夢 の ワ ー ク は 、肯 定 的 気 分

が 0. 1%水 準 で 有 意 に 上 昇 し 、 ス ー パ ー の 8 つ の 役 割 は 、 5%水

準 で 有 意 に 上 昇 し た が 、否 定 的 気 分 は 両 方 と も 統 計 的 に 有 意 差

は 見 ら れ な か っ た 。  

 

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

肯定的気分 変数 1 変数 2
平均 3.2 4.016666667
分散 1.707563025 1.596358543
観測数 120 120
ピアソン相関 0.471314101
仮説平均との差異 0
自由度 119
t -6.767247618
P(T<=t) 片側 2.61926E-10 0.1％で有意
t 境界値 片側 1.657759285
P(T<=t) 両側 5.23853E-10 0.1％で有意
t 境界値 両側 1.980099853

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

否定的気分 変数 1 変数 2
平均 2.541666667 2.225
分散 1.460434174 0.965756303
観測数 120 120
ピアソン相関 0.766844629
仮説平均との差異 0
自由度 119
t 4.460676832
P(T<=t) 片側 9.32268E-06 0.1％で有意
t 境界値 片側 1.657759285
P(T<=t) 両側 1.86454E-05 0.1％で有意
t 境界値 両側 1.980099853
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３ ． ま と め と 考 察  

日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 要 で あ る 企 業 実 習 に お け る OJT

の 効 果 と 、 並 行 し て 実 施 し て き た キ ャ リ ア 形 成 支 援 の 授 業 の

演 習 の 効 果 に つ い て 検 証 し た 結 果 を 報 告 し た 。  

第 ４ 章 で 6 ヶ 月 間 の ｢就 業 型 実 習 ｣に 参 加 し た 学 生 へ ヒ ア リ

ン グ し た 結 果 、 企 業 実 習 に お け る OJT の 効 果 に つ い て は 、 長

期 の 方 が 実 務 に 近 い 仕 事 を 任 せ て も ら え る の で 自 己 成 長 と や

り が い に つ な が っ た と い う 声 が 多 く 聞 か れ た  

し か し な が ら 、 1 ヶ 月 で あ っ て も 企 業 実 習 か ら 戻 っ て き た

直 後 の 学 生 は 、 生 き 生 き と 自 信 に 満 ち て い て 、 挨 拶 や 言 葉 遣

い も 社 会 人 と し て 見 違 え る よ う に 成 長 し た 様 子 が う か が え

た 。  

本 章 で は 、 そ の 成 長 を 社 会 人 基 礎 力 を 尺 度 と し た 数 値 デ ー

タ で と ら え る こ と を 試 み た 。 そ の 結 果 、 企 業 実 習 に 参 加 し た

学 生 は す べ て の 項 目 で 、 有 意 水 準 0.1％ ま た は 1 %で 伸 長 し て

お り 、 成 長 を 実 感 で き た こ と が わ か っ た 。 ま た 、 自 由 記 述 か

ら も 仕 事 の 実 務 の 現 場 で の 体 験 は 、 さ ま ざ ま な 年 代 の 人 や 価

値 観 の 異 な る 多 様 な 人 々 と の 出 会 い か ら の 学 び が 個 の 成 長 に

つ な が っ た こ と が わ か っ た 。  

一 方 で 、 キ ャ リ ア 形 成 支 援 の 授 業 の 効 果 に つ い て も 、 参 加

学 生 に ワ ー ク の 結 果 の 感 想 や 気 づ き な ど を 聴 い て お り 、 一 定

の 評 価 を 得 て い た が 、 数 値 デ ー タ で 示 し た こ と は な か っ た 。

今 回 自 己 理 解 の ワ ー ク 前 後 に 肯 定 的 気 分 と 否 定 的 気 分 の 変 化

量 に つ い て T 検 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 実 施 し た ５ つ の ワ ー

ク の う ち キ ャ リ ア ア ン カ ー 、 強 み 弱 み (読 み 替 え )の ワ ー ク お
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よ び エ ゴ グ ラ ム が 、 肯 定 的 気 分 が 0.1%水 準 で 有 意 に 上 昇 し 、

否 定 的 気 分 も 同 様 に 0. 1%水 準 で 有 意 に 低 減 し た 。 ま た 、 夢 の

ワ ー ク は 、 肯 定 的 気 分 が 0 .1%水 準 で 有 意 に 上 昇 し 、 ス ー パ ー

の 8 つ の 役 割 は 、 5%水 準 で 有 意 に 上 昇 し た が 、 否 定 的 気 分 は

両 方 と も 統 計 的 に 有 意 差 は 見 ら れ な い こ と が わ か っ た 。  

し か し な が ら 、 サ ン プ ル 数 が 少 な い た め 、 今 後 は 当 港 湾 カ

レ ッ ジ の 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 だ け で な く 、 他 の 学 科 や 他 の

能 力 開 発 施 設 や 教 育 機 関 に も 広 げ て 検 証 し て み た い 。 そ し

て 、 有 効 な ワ ー ク に つ い て は 、 特 に 、 挫 折 や 引 き こ も り 、 フ

リ ー タ ー 等 を 経 験 し た 問 題 を 抱 え た 若 者 の た め の プ ロ グ ラ ム

開 発 に つ な げ た い 。  

こ の よ う に 、 企 業 実 習 に お け る O JT と 職 場 外 の O f f-JT の 中

で キ ャ リ ア 形 成 支 援 の 授 業 で 実 施 し て い る 個 人 ワ ー ク を ペ

ア ・ グ ル ー プ ワ ー ク を 交 え な が ら 実 施 す る こ と は 、 挫 折 や 引

き こ も り な ど を 経 験 し て 自 信 を 喪 失 し た 若 者 に 、 自 分 の 居 場

所 を 作 り 、 自 信 を 回 復 さ せ る プ ロ グ ラ ム 開 発 に つ な が る 可 能

性 が あ る と 思 わ れ る 。 ま さ に 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム と い

う 制 度 と キ ャ リ ア 形 成 支 援 プ ロ グ ラ ム の 補 完 的 融 合 が 期 待 さ

れ る 。   

 

 

注 ：  

注 1 4 日 本 に お け る 職 業 訓 練 の 中 枢 機 関 。 昭 和 36 年 に 設 立 さ

れ 、 50 年 以 上 の 歴 史 を も つ 。 基 幹 業 務 は 、 職 業 訓 練 指 導
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員 の 養 成 及 び 研 修 、 職 業 能 力 の 開 発 ・ 向 上 に 関 す る 調

査 ・ 研 究 。  

注 1 5  交 流 分 析 (TA =Tr a nsac tion al Ana l ysis )は 、 「 精 神 分 析 の

口 語 版 」 と も 言 わ れ る よ う に 、 1 950 年 代 半 ば に 、 ア メ リ

カ の 精 神 科 医 で あ っ た エ リ ッ ク ・ バ ー ン 博 士 に よ っ て 、

精 神 分 析 を 土 台 と し 、 人 間 性 心 理 学 を 取 り 入 れ て 開 発 さ

れ た 、 人 の 心 と 行 動 を 快 適 に す る 心 理 学 。 精 神 分 析 の パ

ー ソ ナ リ テ ィ 理 論 を 分 か り 易 く 、 心 【 自 我 】 や 他 者 と の

交 流 の あ り 方 を 図 式 化 し て 心 の 仕 組 み 【 構 造 】 を 明 ら か

に し た 。 人 と 人 と が 反 応 し あ っ て 交 流 し て い る さ ま を 分

析 す る こ と か ら 名 付 け ら れ た 。 エ リ ッ ク ・ バ ー ン は 、 精

神 が 子 供 の 頃 の 経 験 に よ っ て 形 作 ら れ る P (Pa ren t)、

A(Ad ult)、 C (Ch i ld)の 3 つ の 自 我 状 態 が あ る と 仮 定 し

た 。  
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第 6 章  ま と め と 考 察  

本 論 文 で は 、 特 に 、 不 登 校 や 引 き こ も り な ど の 挫 折 経 験 の

あ る 問 題 を 抱 え た 若 者 に 注 目 し て 「 学 校 か ら 社 会 へ の 効 果 的

な 接 続 」 を テ ー マ に 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 制 度 に つ い て 概 観

し て き た 。 各 章 を 要 約 す る と 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

１ ． 各 章 の 要 約 と ま と め  

２ 章 で は 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム に つ い て 調 査 し た 結 果

を 示 し た 。 こ れ は 、 ド イ ツ で 実 施 さ れ て い る デ ュ ア ル シ ス テ

ム を 参 考 に し て 当 初 ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー 対 策 と し て 導 入 し た

が 、 教 育 シ ス テ ム ・ 文 化 等 の 違 い か ら 、 一 部 の 教 育 機 関 を 除

い て は 全 般 的 に 効 果 が 上 が っ て な い こ と が わ か っ た 。  

３ 章 で は 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム 発 祥 の ド イ ツ の 制 度 を 調 査 し

た 結 果 を 示 し た 。 ド イ ツ で は 、 義 務 教 育 が 終 了 す る 12 歳 の 時

点 で 、 生 徒 の 能 力 ・ 適 性 に 応 じ て 、 教 員 ・ 保 護 者 ・ 本 人 が 話

し 合 っ て 将 来 の 方 向 性 を 決 め る 教 育 シ ス テ ム に な っ て い る 。

将 来 就 職 し て 職 業 訓 練 を 受 け る 生 徒 は 、 ハ ウ プ ト シ ュ ー レ

へ 、 職 業 教 育 学 校 や よ り 専 門 的 な 中 級 の 職 業 に つ き た い 生 徒

は 、 実 家 学 校 へ 、 大 学 へ 進 学 し た い 生 徒 は 、 ギ ム ナ ジ ウ ム へ

進 学 す る 。 注 ７ ま さ に 、 「 12 歳 の ハ ロ ー ワ ー ク 」 と い え よ

う 。 こ の 中 で 、 特 に 注 目 さ れ て い る の が 、 生 産 学 校 で あ る 。

デ ュ ア ル シ ス テ ム に 入 る 前 の 段 階 で 職 業 訓 練 教 育 を 行 い 、 義

務 教 育 卒 業 試 験 に 落 第 し て 職 業 教 育 訓 練 に 進 め な い 学 習 困 難

者 を 教 育 指 導 し て 、 就 職 し て 社 会 に 出 ら れ る よ う に 教 育 す る

学 校 で あ る 。 ド イ ツ で は 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム で あ る 職 業 訓 練
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学 校 に 入 学 し て 、 そ の 卒 業 試 験 に 合 格 し な い と 就 職 で き な い

シ ス テ ム に な っ て い る 。 就 職 で き な い と 将 来 社 会 に 移 行 で き

ず 、 生 活 保 護 者 と な り 税 金 も 納 め ら れ な く な る 。 こ の よ う な

事 態 を 回 避 す る た め の 予 防 策 の ひ と つ が 生 産 学 校 で あ る 。 筆

者 は 、 ミ ュ ン ヘ ン の 生 産 学 校 を 視 察 し て 指 導 者 か ら ヒ ア リ ン

グ し た 結 果 、 指 導 す る 上 で 重 要 な 接 し 方 は 、 ま ず は 生 徒 の あ

る が ま ま を 受 け 入 れ て 生 徒 と 指 導 者 の 信 頼 関 係 を 構 築 し た

後 、 ほ め て 自 信 を つ け さ せ る こ と だ っ た 。 日 本 版 デ ュ ア ル シ

ス テ ム の 担 当 教 員 も 同 様 な 指 摘 を し て お り 、 不 登 校 や 引 き こ

も り な ど 挫 折 経 験 の あ る 若 者 へ の 接 し 方 は 、 信 頼 関 係 を 構 築

し て 自 信 を も た せ る こ と が 重 要 で あ る こ と が わ か っ た 。  

４ 章 で は 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 成 功 事 例 と し て 、 筆

者 が 勤 務 し て い る 港 湾 カ レ ッ ジ の 「 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」

を 取 り 上 げ た 。 学 校 か ら 社 会 へ の 接 続 が 奏 功 し て い る 要 因

は 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム と い う 制 度 だ け で な く 、 港 湾 カ

レ ッ ジ の キ ャ リ ア 形 成 支 援 の 充 実 し た 取 り 組 み が う か が え

た 。 施 設 全 体 で 、 就 職 支 援 に 取 り 組 ん で お り 、 学 務 課 担 当 者

に よ る 企 業 の 人 材 ニ ー ズ の 把 握 と 学 生 と の マ ッ チ ン グ 、 就 職

支 援 ア ド バ イ ザ ー に よ る 応 募 書 類 作 成 と 面 接 対 策 指 導 、 そ し

て 教 員 に よ る 卒 業 生 の 就 職 し た 企 業 へ の 巡 回 指 導 お よ び 在 校

生 の 現 場 見 学 引 率 等 で あ る 。 中 で も 、 筆 者 が 担 当 し て い る

「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授 業 は 、 就 職 支 援 と リ ン ク し て お り 、

就 職 活 動 を 開 始 す る 段 階 で 前 向 き な 発 想 に さ せ て 自 信 を も た

せ る こ と が 肝 心 で あ る 。 問 題 を 抱 え る 若 者 を 教 育 指 導 し 、 社
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会 に 接 続 さ せ る た め の キ ー ワ ー ド は 、 こ こ で も 自 信 、 居 場

所 、 自 己 開 示 、 信 頼 関 係 が 挙 げ ら れ る こ と が わ か っ た 。  

５ 章 で は 、 今 ま で の ま と め を 総 括 し て 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ

ス テ ム の 要 で あ る 企 業 実 習 に お け る OJT の 効 果 と 職 場 外 訓 練

Off- JT の 座 学 の 中 で も 問 題 を 抱 え る 若 者 を 社 会 に つ な げ る 自

信 を 持 た せ る 役 割 を 果 た し て い る 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授 業

で 実 施 し て い る 個 人 ワ ー ク に 着 目 し て そ の 効 果 を 検 証 し た 。

そ の 結 果 、 デ ー タ 数 が 少 な い と い う 課 題 は 残 る も の の 、 従 来

の 観 察 に よ る 効 果 の 把 握 の み に 頼 っ て い た 企 業 実 習 に お け る

OJT の 効 果 と 、 座 学 の ひ と つ で あ る 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授

業 の 効 果 を 数 量 デ ー タ と し て と ら え 、 分 析 ・ 検 証 で き た こ と

は 意 義 が あ る 。 今 後 、 さ ら に 港 湾 カ レ ッ ジ の 他 科 お よ び 他 の

職 業 能 力 開 発 機 関 や 教 育 機 関 で の ア ン ケ ー ト 調 査 の 実 施 を す

る こ と に よ り デ ー タ 数 を 増 や し て 、 検 証 し た い と 考 え て い

る 。  

こ の よ う に 、 社 会 問 題 と な っ て い る ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー が

学 校 か ら 社 会 へ 移 行 で き る シ ス テ ム と し て 、 日 本 版 デ ュ ア ル

シ ス テ ム の 要 で あ る 企 業 実 習 に お け る OJT は 効 果 が あ り 、 今

後 の プ ロ グ ラ ム 開 発 に は 不 可 欠 な 要 素 で あ る と 思 わ れ る 。 ま

た 、 ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー の 中 で も 、 不 登 校 や 引 き こ も り な ど

を 経 験 し た 若 者 は 、 過 去 の 否 定 的 な マ イ ナ ス （ 負 ） の 自 己 イ

メ ー ジ か ら 将 来 の 肯 定 的 な プ ラ ス (正 )の 自 己 イ メ ー ジ へ 切 り

替 え る こ と が 肝 心 で あ る 。 そ の た め 、 5 章 で 報 告 し て き た

「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授 業 で 実 施 し て い る 個 人 ワ ー ク は 、 職
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場 外 訓 練 の 学 科 カ リ キ ュ ラ ム の 一 つ と し て 有 効 だ と 思 わ れ

る 。  

 

２ ． 考 察 と 今 後 の 課 題  

ま ず 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 要 で あ る 企 業 実 習 に お け

る 職 業 内 訓 練 OJ T の 効 果 に つ い て 考 察 す る 。  

ヒ ア リ ン グ に よ る 質 的 調 査 と 社 会 人 基 礎 力 を 尺 度 と し た 量

的 調 査 を 試 み た が サ ン プ ル 数 が 少 な い と い う 課 題 が 残 っ た 。  

ま た 、 本 論 文 で は 、 社 会 人 基 礎 力 を 効 果 測 定 の 尺 度 と し て

使 用 し た が 、 果 た し て 適 正 だ っ た の か と い う 疑 問 で あ る 。 確

か に 、 企 業 や 若 者 を 取 り 巻 く 環 境 変 化 に よ り 「 基 礎 学 力 」

「 専 門 知 識 」 に 加 え 、 そ れ ら を う ま く 活 用 し て い く た め の

「 社 会 人 基 礎 力 」 を 意 識 的 に 育 成 し て い く こ と が 今 ま で 以 上

に 重 要 と な っ て き た こ と は 間 違 い な い 。 し か し な が ら 、 企 業

が 学 生 を 採 用 す る 時 に 重 要 視 し て い る 能 力 と い う 印 象 が 強

く 、 入 社 後 、 組 織 や 社 会 全 体 の 中 で の 責 任 を 自 覚 し 、 遂 行 し

て い く 社 会 性 や 、 ま じ め に こ つ こ つ 一 生 懸 命 働 く 勤 勉 性 が 抜

け て い る よ う に 思 わ れ る 。 こ れ は 、 慶 大 の 花 田 光 世 名 誉 教 授

や 鶴 光 太 郎 教 授 も 指 摘 し て い る 。 注 1 6  

こ の よ う に 、 今 後 の 効 果 測 定 の 尺 度 と し て 社 会 人 基 礎 力 以

外 に も OJT を 経 験 す る こ と に よ る 個 の 成 長 を 図 る た め の 能 力

要 素 を 追 加 検 討 す る 余 地 が あ る 。 例 え ば 、 ヘ ッ ク マ ン 氏 注 1 7

は 、 ビ ッ グ フ ァ イ ブ 注 1 8 の 中 で は 、 特 に 、 「 真 面 目 さ 」 が 仕

事 の 複 雑 さ と は あ ま り 関 係 な く 、 よ り 広 範 な 仕 事 に 対 し て 有

用 だ と 指 摘 し て い る 。  
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次 に 、 筆 者 が 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授 業 の 中 で 実 施 し て き

た 個 人 ワ ー ク に よ る 肯 定 的 気 分 へ の 変 容 効 果 に つ い て 考 察 す

る 。 10 年 以 上 離 職 者 や 学 生 に 実 施 し て き て 、 実 施 後 の 感 想 や  

顔 色 等 か ら 、 徐 々 に 明 る く な り 、 解 放 的 に な り 、 周 囲 と 話 す

こ と が 多 く な っ た と 感 じ て い た 。 今 回 デ ー タ 数 は 少 な い も の

の 期 待 し た 変 容 効 果 が あ ら わ れ た と い え る 。 今 後 は 、 実 施 機

会 を 増 や し 、 デ ー タ 数 を ふ や し て さ ら に 検 証 し て い く こ と が

必 要 だ が 、 個 々 の ワ ー ク の み の 変 容 効 果 で は な く 、 自 己 理 解

の ひ と ま と ま り の ワ ー ク と み な し て そ の 自 己 肯 定 的 変 容 効 果

に 着 目 し て み た い 。 ま た 、 当 該 個 人 ワ ー ク を 実 施 し た 授 業 の

受 講 生 （ 実 験 群 ） と 実 施 し な い 授 業 の 受 講 生 （ 統 制 群 ） の 実

施 前 後 の 自 己 肯 定 的 変 容 の 変 化 量 に つ い て も 調 べ て み た い 。  

 さ ら に 、 キ ャ リ ア 理 論 に つ い て 考 察 し 、 今 後 の 新 た な 個 人

ワ ー ク の 開 発 に つ な げ た い と 考 え て い る 。 具 体 的 に は 、 自

信 、 居 場 所 、 自 己 開 示 、 信 頼 関 係 と い っ た キ ー ワ ー ド を ベ ー

ス に 開 発 す る 。  

① 自 信 を も た せ る ワ ー ク ・ 演 習  

② 居 場 所 を つ く る ワ ー ク ・ 演 習  

③ 勇 気 を も っ て 自 己 開 示 す る こ と に よ る 新 た な 自 己 発 見 と 他

人 か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク に よ る 信 頼 関 係 構 築 の ワ ー ク ・ 演 習  

問 題 を 抱 え て い る 若 者 を 社 会 へ つ な ぐ た め の ベ ー ス と な る

キ ャ リ ア 理 論 と し て 、 筆 者 は 以 下 の ２ つ に 着 目 し た 。 ひ と つ

は 、 サ ヴ ィ カ ス の キ ャ リ ア ・ コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン 理 論 。 も 一

つ は 、 ク ラ ン ボ ル ツ の 計 画 さ れ た 偶 発 性 理 論 で あ る 。  

 （ １ ） サ ヴ ィ カ ス の キ ャ リ ア ・ コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン 理 論  
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キ ャ リ ア ・ コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン 理 論 は 、 ス ー パ ー の キ ャ リ

ア 発 達 理 論 を 批 判 的 に 発 展 さ せ た も の で 、 サ ヴ ィ カ ス

（ 20 02、 200 5） が 提 唱 。 社 会 的 な 文 脈 、 生 活 空 間 全 体 、 社 会

的 ネ ッ ト ワ ー ク の 中 で の 発 達 過 程 に 焦 点 を 当 て る 。 個 々 の 若

者 の 置 か れ て い る 社 会 的 な 状 況 （ 社 会 側 の 要 因 ） を 重 視 す る

の が 特 徴 で あ り 、 ス ー パ ー の 発 達 段 階 モ デ ル の 対 す る 批 判 は

変 動 要 因 を 重 視 す る こ と に よ り 克 服 さ れ た と 見 る こ と が で き

る 。 若 者 の 進 路 意 識 の 特 徴 を ｢世 代 性 ｣と ｢個 別 性 ｣の 両 面 か ら

考 え る が 、 特 に 重 要 視 し て い る 概 念 が 「 キ ャ リ ア ・ ア ダ プ タ

ビ リ テ ィ 」（ ＝ 適 応 力 ） で あ る 。 個 人 が 置 か れ た あ る 環 境 の 中

で ど の よ う に 自 ら の キ ャ リ ア を 作 り 上 げ て い く か を 論 じ る に

当 た っ て は 発 達 と い う よ り む し ろ 「 キ ャ リ ア ・ ア ダ プ タ ビ リ

テ ィ 」（ ＝ 適 応 力 ） と す る 。 さ ら に 、 こ の 理 論 は 、 職 業 価 値 観

や 時 間 的 展 望 の 視 点 と も 関 連 が 深 い 。  

ま た 、 サ ヴ ィ カ ス は 、 構 成 主 義 （ ナ ラ テ ィ ブ ア プ ロ ー チ ）

と い う 新 し い 視 点 を 取 り 入 れ 、「 人 は 職 業 行 動 と 職 業 経 験 に 意

味 を 付 与 す る こ と に よ り 自 ら の キ ャ リ ア を 構 成 す る 」 と 考 え

る 。「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 で は 、「 人 生 の 主 人 公 は 自 分 。 変 化 の

激 し い 現 代 を 生 き 抜 く た め に 、 自 ら 積 ん で 主 体 的 に 、 自 律 ・

自 立 的 に 人 生 の 意 味 あ る ス ト ー リ ー を つ く る 」 こ と を 促 す 。

｢夢 の ワ ー ク ｣は 、 あ る 意 味 で は 過 去 の 記 憶 、 現 在 の 経 験 、 そ

し て 将 来 の 抱 負 に 意 味 を 与 え る ス ト ー リ ー づ く り と と ら え る

こ と が で き る 。  

（ ２ ） ク ラ ン ボ ル ツ の 計 画 さ れ た 偶 発 性 理 論  

  ス タ ン フ ォ ー ド 大 学 の ク ラ ン ボ ル ツ 博 士 が 提 案 し た キ ャ リ
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ア 論 に 関 す る 考 え 方 。 Pl ann ed H appe nsta nce  Th e ory の 訳 。

個 人 の キ ャ リ ア は 、 8 割 が 予 想 し な い 偶 発 的 な こ と に よ っ て

決 定 さ れ る 。 そ の 偶 発 性 を 計 画 的 に 設 計 し 、 自 分 の キ ャ リ ア

を 良 い も の に し て い こ う と す る 考 え 方 。 そ れ ま で は 、 自 分 の

興 味 、 適 性 、 能 力 、 周 囲 の 環 境 な ど を 合 理 的 に 分 析 す れ ば 、

目 指 す べ き ゴ ー ル や ス テ ッ プ ア ッ プ の 道 筋 ま で が 明 確 に な る

と 考 え ら れ て き た 。 し か し な が ら 、 そ う し た ア プ ロ ー チ が 必

ず し も 有 効 と は 限 ら な い こ と が わ か っ て き た 。 む し ろ 、 ク ラ

ン ボ ル ツ は 、 変 化 の 激 し い 時 代 に お い て は 、 予 め キ ャ リ ア を

計 画 し た り 、 計 画 し た キ ャ リ ア に 固 執 す る こ と は 非 現 実 的 で

あ り 、 す べ き で な い と 指 摘 す る 。 自 分 が 何 を し た い の か と い

う 意 志 決 定 に こ だ わ り 、 一 つ の 仕 事 や 職 業 を 選 ぶ こ と は 、 そ

れ 以 外 の 可 能 性 を 捨 て て し ま う こ と に つ な が る と い う の で あ

る 。  

  こ の 理 論 は 、 ニ ー ト や フ リ ー タ ー の 中 で 不 登 校 や ひ き こ も

っ た 経 験 な ど 挫 折 経 験 を も つ 若 者 に 向 け た メ ッ セ ー ジ が 詰 ま

っ て い る 。 ま ず は 、 勇 気 が い る か も し れ な い が 、 一 歩 踏 み 出

す こ と が 大 切 で あ り 、 自 分 に 合 っ た 職 業 や 職 種 の 選 択 が で き

ず に 迷 っ て 行 き 詰 っ て し ま う よ り 、 向 い て な い か も し れ な い

が 、 進 路 指 導 の 先 生 や 親 が 勧 め る か ら 行 っ て み よ う と い う 行

動 が 重 要 だ と い う の で あ る 。 そ の た め に は 、 常 に オ ー プ ン マ

イ ン ド に し て い る こ と が 必 要 で あ る 。 そ の 結 果 、 人 と の 縁 や

出 会 い に よ っ て 、 予 期 せ ず キ ャ リ ア 開 発 に つ な が る 。 ク ラ ン

ボ ル ツ は 、 こ れ を 実 践 す る た め の 行 動 指 針 と し て 以 下 の 5 つ

を 挙 げ て い る 。  
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  ① 好 奇 心 ： 絶 え ず 新 し い 学 習 の 機 会 を 模 索 し 続 け る こ と  

② 持 続 性 ： 失 敗 に 屈 せ ず 、 努 力 し 続 け る こ と  

   ③ 楽 観 性 ： 新 し い 機 会 は 必 ず 実 現 す る 、 可 能 に な る と ポ ジ

テ ィ ブ に 考 え る こ と  

   ④ 柔 軟 性 ： こ だ わ り を 捨 て て 、 信 念 、 概 念 、 態 度 、 行 動 を

変 え る こ と  

⑤ 冒 険 心 ： 結 果 が 不 確 実 で も 、 リ ス ク を 取 っ て 行 動 を 起 こ

す こ と  

花 田 光 世 慶 大 名 誉 教 授 は 、「 自 分 の 居 場 所 を 見 つ け て 、 一 歩

を 踏 み 出 す こ と が 大 切 で あ る 」 と 言 っ て い る 。 一 歩 踏 み 出 さ

な い と 、 何 も 変 わ ら な い し 、 生 ま れ な い 。 特 に 、 将 来 の 方 向

性 が 見 え ず に 迷 っ て い る 若 者 に は 、 勇 気 を も っ て ま ず は 一 歩

踏 み 出 し て ほ し い と 切 に 望 む 。  

 最 後 に 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム 制 度 に お け る OJT と Off - JT の 効

果 的 な プ ロ グ ラ ム 開 発 に 向 け た 考 察 で あ る 。  

 ヒ ア リ ン グ 結 果 か ら OJT に よ り 任 さ れ 居 場 所 が 見 つ か る こ

と に よ っ て や り が い が 生 ま れ モ チ ベ ー シ ョ ン が 向 上 し た こ と

が わ か っ た 。 一 方 で は 、 Off - JT の キ ャ リ ア 形 成 論 の 授 業 の 自

己 理 解 の ワ ー ク か ら 肯 定 的 気 分 が 高 ま っ た 。 実 際 、 6 ヶ 月 間

の 就 業 型 実 習 に 参 加 し た 学 生 か ら 、 訓 練 期 間 中 に キ ャ リ ア 形

成 論 で 習 っ た 内 容 が 心 の 支 え に な っ た と い う コ メ ン ト が あ っ

た 。 す な わ ち 、 こ の ２ つ は 車 の 両 輪 に な る プ ロ グ ラ ム を 開 発

す る こ と が 効 果 的 だ と 思 わ れ る 。 以 下 に そ の 概 念 図 を 示 す 。  
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不登校・ひきこもり等経験した問題を抱
えた若者 自信がない・自己否定

職場内訓練
（OJT）

職場外訓練
（Off－JT)

居場所発見
キャリア形成論の授
業（ペア・グループ

ワーク）

やりがい実感 自己開示による
新たな気づき

“自信・肯定的気分”
創出

 

(図 2 3  O J T と O f f - J T の 効 果 的 融 合 概 念 図 )  

 

 さ ら に 、 ２ 章 で 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 問 題 点 の 一 つ と

し て 、 「 座 学 と 企 業 実 習 の 内 容 と の 関 連 性 が 薄 い 」 と い う 指

摘 が あ っ た 。 企 業 側 (特 に 、 中 小 企 業 ） は 、 採 用 の 手 段 の 一 つ

と し て 考 え て い る と こ ろ が 多 く 、 特 に 、 有 能 な 人 材 を 確 保 し

た い 中 小 企 業 に お い て は な お さ ら で あ る 。 現 実 の 問 題 と し

て 、 学 生 を 受 け 入 れ る だ け で 精 一 杯 で あ り 、 学 生 が 座 学 で 習

っ た 内 容 を 企 業 の 職 場 内 訓 練 で 確 認 し な が ら 指 導 す る と い う

の は 、 難 し い こ と が 推 察 さ れ る 。  

一 方 で 、 ド イ ツ で は 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 国 を 挙 げ て の 大

プ ロ ジ ェ ク ト で あ り 、 シ ス テ マ テ ィ ッ ク に 運 営 さ れ て い る 。

各 州 や 都 市 の 商 工 会 議 所 が 主 導 し て い る と こ ろ も 多 く 、 予 算

も 少 な く な い よ う だ 。 各 業 界 ご と に 協 会 が し っ か り 主 導 し て

お り 、 職 業 訓 練 学 校 と 各 業 界 、 企 業 と の パ イ プ が 太 い よ う に
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感 じ た 。 ま た 、 業 界 に よ っ て 、 学 校 で の 座 学 と 企 業 で の O JT

の 組 み 合 わ せ が 異 な り 、 繁 忙 期 に 企 業 で の OJT を う ま く 組 み

合 わ せ る 工 夫 を し て い た 。 例 え ば 、 花 屋 の 繁 忙 期 は 年 末 な の

で 、 OJT を 年 末 に 集 中 さ せ る と い っ た 具 合 だ 。 業 界 ご と に 分

厚 い マ ニ ュ ア ル が あ り 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム へ の 取 り 組 み へ の

歴 史 と 意 気 込 み 、 そ し て 国 や 大 人 が 、 責 任 を も っ て す べ て の

若 者 を 社 会 に 出 て 自 立 さ せ る と い う 愛 情 と 義 務 感 を 感 じ た 。  

こ の よ う に 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム を 成 功 さ せ る た め に

は 、 受 け 入 れ 企 業 の 協 力 な く し て 実 現 で き な い 。 学 生 を 受 け

入 れ た 企 業 に 対 す る 助 成 金 を 増 や し た り 、 学 生 が あ る 程 度 生

産 的 に な る ま で は 、 賃 金 を 国 が 半 額 （ ま た は 全 額 ） 負 担 す る

ぐ ら い の 思 い 切 っ た 施 策 が 必 要 な の か も し れ な い 。 学 生 、 企

業 、 学 校 す べ て が メ リ ッ ト を 享 受 で き る w in - win - win の し く

み づ く り が 国 家 レ ベ ル の プ ロ グ ラ ム と し て さ ら に 必 要 で あ る

と 思 わ れ る (図 2 4 参 照 )。  

 

(図 2 4  企 業 ・ 学 生 ・ 学 校 の w i n - w i n - w i n の ﾌﾟﾗ ｯ ﾄ ﾌ ｫ ｰ ﾑ構 築 )  
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注 ：  

注 1 6 花 田 光 世 、 「 働 く 居 場 所 の 作 り 方 」 、 日 本 経 済 新 聞 出

版 、 2013、 p 93  

鶴 光 太 郎 、 「 就 業 支 援 は 『 性 格 力 』 重 視 で  ～ 仕 事 現 場

で の 教 育 が 効 果 的 ～ 」 、 日 本 経 済 新 聞 朝 刊 掲 載 、

2014． 1. 20  

注 1 72 000 年 に ノ ー ベ ル 経 済 学 賞 を 受 賞 。 米 シ カ ゴ 大 学 の ジ ェ

ー ム ズ ・ ヘ ッ ク マ ン 教 授 。 米 国 で 家 庭 環 境 に 問 題 の あ る

就 学 前 の 幼 児 に 対 す る 支 援 プ ロ グ ラ ム に 着 目 し 、 認 知 能

力 よ り も 非 認 知 能 力 を 向 上 さ せ る こ と で そ の 後 の 人 生 に

大 き な 影 響 を 与 え る こ と を 強 調 し た 。  

注 1 8 ゴ ー ル ド バ ー グ が 提 唱 し た パ ー ソ ナ リ テ ィ の 特 性 論 の 一

つ 。 人 間 が も つ 様 々 な 性 格 は 、 5 つ の 要 素 の 組 み 合 わ せ で

構 成 さ れ る と す る 。 「 特 性 5 因 子 論 」 と も い わ れ る 。 そ

の 5 つ の 因 子 と は 、 神 経 症 傾 向 （ N） 、 外 向 性 （ E） 、 経

験 へ の 開 放 性 （ O） 、 協 調 性 （ A） 、 勤 勉 性 ・ 誠 実 性

（ C） 。  
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３ ． 付 録  

 

学校から社会への円滑な接続について  

～ デ ュ ア ル シ ス テ ム 制 度 の 職 場 内 訓 練 （ O J T） と 職 場 外 訓 練

（ O f f - J T） と の 効 果 的 な 統 合 プ ロ グ ラ ム 開 発 に 向 け て ～  

奥 田 美 都 子  

 

は じ め に  

平 成 2 5 年 4 月 に 現 在 所 属 の 港 湾 職 業 能 力 開 発 短 期 大 学 校

(厚 生 労 働 省 所 管 、以 下 港 湾 カ レ ッ ジ ）に 異 動 し 、1 0 月 か ら 港

湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 を 担 当 す る こ と に な っ た 。当 該 コ ー ス は 、

輸 送 、荷 役・保 管 、通 関 等 港 湾 を 取 り 巻 く 環 境 を 学 ぶ と 共 に 、

企 業 で の 実 習 を 取 り 入 れ た デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 に よ り 即 戦

力 と な る 人 材 育 成 を 目 標 と し た 2 年 課 程 で あ る 。 対 象 は 、 3 0

歳 以 下 で 常 用 雇 用 の 就 職 を 希 望 し 、現 在 無 職（ ま た は パ ー ト 、

ア ル バ イ ト 等 ） で あ り 、 高 校 を 卒 業 し た 人 （ こ れ と 同 等 以 上

の 学 力 の あ る 人 ） と な っ て い る 。 い わ ば 、 ニ ー ト ・ フ リ ー タ

ー の 緊 急 雇 用 対 策 と し て 国 の 施 策 と し て ス タ ー ト し た 定 員

1 5 名 の コ ー ス で あ る 。  

 当 該 コ ー ス に は 、 学 校 か ら 社 会 へ の 接 続 が ス ム ー ズ に い か

な か っ た 若 者 が 正 社 員 と し て の 就 職 を 求 め て や っ て く る 。 高

校 卒 業 後 進 学 か 就 職 か 迷 っ た 挙 句 、 自 分 に 合 っ た 進 路 選 択 が

で き な い ま ま フ リ ー タ ー に な っ た 人 、 高 校 ・ 大 学 時 代 に 不 登
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校 ・ 引 き こ も り と な り 中 退 し た 人 、 大 学 は 卒 業 し た も の の 就

職 活 動 で 正 規 社 員 と し て の 内 定 を 得 ら れ ず 、 や む を 得 ず 派 遣

社 員 ・ 契 約 社 員 と し て 働 い た 人 、 中 に は 大 学 院 ま で 卒 業 し た

に も 関 わ ら ず 正 社 員 と し て 就 職 で き ず に 当 校 に 来 る 者 も い る 。

こ の よ う に 、 筆 者 は 、 学 校 か ら 社 会 へ の 移 行 が ス ム ー ズ に 行

わ れ て な い こ と に 問 題 意 識 を 持 っ た 。  

 で は 、 な ぜ 当 港 湾 カ レ ッ ジ に く る の か ？ 当 校 が 実 施 し て い

る 「 港 湾 カ レ ッ ジ に お け る 高 度 技 能 者 養 成 訓 練 に 係 る フ ォ ロ

－ ア ッ プ 調 査 」 付 録 １ の 中 の 「 ( 4 )入 校 生 の 意 識 変 化 調 査 」  (平

成 2 4 年 4 月 現 在 在 籍 す る 入 校 生 の 全 数 調 査 )の 結 果 に よ る と

「 就 職 に 有 利 な た め 」 が 一 番 多 く 、 次 に 「 家 族 に す す め ら れ

た 」 が 続 い た 。 ま た 、 高 校 の 担 当 者 か ら の 応 募 の 際 の ア ド バ

イ ス と し て も 、「 就 職 に 有 利 で あ る こ と 」が 一 番 多 か っ た 。実

際 、当 港 湾 カ レ ッ ジ は 、開 校 以 来 4 7 年 に わ た り 港 湾・物 流 業

界 へ 正 社 員 と し て ほ ぼ 1 0 0 %就 職 し 、 横 浜 港 を 中 心 と す る 港

湾 ・ 物 流 企 業 で 1 , 4 0 0 名 を 超 え る 卒 業 生 が 活 躍 し て い る 。 ニ

ー ト ・ フ リ ー タ ー の 緊 急 雇 用 対 策 と し て 国 の 施 策 と し て ス タ

ー ト し た 「 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」 は 、 こ の 1 0 月 で 1 2 期 生

が 入 校 し た が 、就 職 率 は 、ほ ぼ 1 0 0 %で 推 移 し て お り 、過 去 3

年 間 は 全 員 が 正 社 員 と し て 就 職 し た 。  

 そ こ で 、 筆 者 は 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 制 度 と 「 港 湾

ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」で 実 施 し て い る 授 業 内 容 に 関 心 を 持 っ た 。  

そ の 制 度 に つ い て 日 本 版 の み な ら ず 、 発 祥 の 地 で あ る ド イ ツ
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ま で さ か の ぼ っ て 調 べ る 。 そ し て 、「 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」

の 授 業 カ リ キ ュ ラ ム は 、実 習 が 多 い が 、特 に 企 業 実 習 (１ ヶ 月

程 度 )と 最 後 の 就 労 型 実 習（ ３ ～ ６ ヶ 月 程 度 ）に 特 色 が あ る こ

と か ら 企 業 実 習 と い う 職 場 内 訓 練 の 効 果 に つ い て 調 べ て み た

い 。  

 ま た 、 授 業 内 容 に つ い て は 、 筆 者 が 担 当 し て い る 「 キ ャ リ

ア 形 成 論 」 に 着 目 し て そ の 効 果 を 調 べ る 。  

 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 で は 、 さ ま ざ ま な 自 己 理 解 の 個 人 ワ ー

ク を 通 じ て 、 仕 事 に 対 す る 興 味 、 価 値 観 、 性 格 、 強 み 、 能 力

等 の 切 り 口 か ら 自 分 と は ど ん な 人 間 か を 見 つ め な お す 。ま た 、

ペ ア ワ ー ク 、 グ ル ー プ ワ ー ク を 通 じ て 他 人 か ら の フ ィ ー ド バ

ッ ク に よ る 気 づ き を 促 し 、 新 た な 自 己 発 見 に つ な げ て い く 。

こ れ ら の 結 果 と 、 就 職 内 定 力 に ど の よ う な 関 係 が あ る の か 相

関 を 調 べ た い 。例 え ば 、Y G 性 格 検 査 の 結 果 の あ る 型 や エ ゴ グ

ラ ム の 結 果 の あ る 型 が 一 番 就 職 内 定 力 が 強 い (弱 い )な ど で あ

る 。 ま た 、 価 値 観 に つ い て は キ ャ リ ア ア ン カ ー 、 能 力 に つ い

て は 社 会 人 基 礎 力 を フ ィ ル タ ー の 一 つ と し て 考 え て い る 。 そ

し て 、 就 職 内 定 力 の ベ ー ス に な っ て い る 要 素 と し て 、 自 己 肯

定 感 か ら 来 る 自 信 に 注 目 し た い 。そ の た め 、「 キ ャ リ ア 形 成 論 」

の 授 業 で 実 施 し て き た 自 己 理 解 の ワ ー ク の い く つ か に つ い て 、

実 施 後 に 肯 定 的 気 分 が プ ラ ス に 変 容 し た か ど う か 検 証 す る 。  

 さ ら に 、 前 職 場 で あ る 生 涯 職 業 能 力 開 発 促 進 セ ン タ ー （ 通

称 ア ビ リ テ ィ ガ ー デ ン 、 以 下 ア ビ リ テ ィ ガ ー デ ン ） に お い て
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離 職 者 訓 練 コ ー ス （ 主 に ６ ヶ 月 ） の 担 任 と し て 実 施 し た ク ラ

ス マ ネ ジ メ ン ト の 手 法 (や る 気 創 出 指 導 法 ) 注 １ を 当 該 コ ー ス で

も 採 用 し た が 、 そ の 結 果 に つ い て も 報 告 す る 。  

 

 

注 １ 「 マ ー ケ テ ィ ン グ 発 想 を 取 り 入 れ た モ チ ベ ー シ ョ ン ア ッ プ

の “ や る 気 ” 創 出 指 導 法 ～ 就 職 率 １ ０ ０ ％ 達 成 の キ ャ リ ア 形 成 支

援 現 場 か ら の 実 施 報 告 ～ 」、「 職 業 能 力 開 発 研 究 」 第 ２ ７ 巻  ２ ０

０ ９ 年  職 業 能 力 開 発 総 合 大 学 校  能 力 開 発 研 究 セ ン タ ー 発 行  
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第 １ 章  研 究 計 画  

１ ． 研 究 の 背 景  

 若 者 の キ ャ リ ア 問 題 は 深 刻 で あ る 。 ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー が

社 会 問 題 に な っ て か ら 1 0 年 以 上 経 つ が 、 未 だ に そ の 数 は 減

っ て い な い 。 こ れ か ら 社 会 を 支 え て い く 若 者 の 失 業 ・ 早 期 離

職 は 大 き な 問 題 で あ り 見 過 ご せ な い (図 １ お よ び 図 ２ 参 照 )。  

 

(図 １  フ リ － タ － 数 の 推 移 )注 ２  

 

 （ 図 ２  ニ ー ト 数 の 推 移 ） 注 ３  

「 ニ ー ト 」 は 「 N EET( Not in Emp loym ent,  Ed ucat ion o r  
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Trai ning )」の 日 本 語 読 み を し た も の 。そ の ま ま 直 訳 す る と「 就

業 、就 学 、  職 業 訓 練 の い ず れ も し て い な い 人 」と な る 。今 白

書 で は 類 似 概 念 の 「 若 年 無 業 者 」 で 表 現 し て い る が 、 こ れ の

定 義 は「 15 歳 か ら 34 歳 の 非 労 働 力 人 口 (状 況 を か ん が み て 求

職 活 動 を し て い な い 人 な ど )の う ち 、家 事 も 通 学 も し て い な い

者 」 と な っ て い る 。 求 職 活 動 と 職 業 訓 練 は ま っ た く の 同 一 で

は な い が 、当 事 者 の 意 志 と し て は ほ ぼ 同 じ で あ り 、「 若 年 無 業

者 」 と 「 ニ ー ト 」 は 大 体 同 列 の も の と 見 な し て 良 い 。  

 ま た 、 図 ３ か ら フ リ ー タ ー 期 間 が 半 年 以 内 の 場 合 、 男 性 で

は 約 ６ 割 、 女 性 で は 約 ８ 割 が 正 社 員 に な っ て い る が 、 フ リ ー

タ ー 期 間 が ３ 年 を 越 え る 場 合 、 正 社 員 に な れ た 率 は 男 性 で 約

５ 割 、 女 性 で 約 ３ 割 で あ り 、 フ リ ー タ ー 期 間 が 長 い と 正 社 員

に な る こ と が 難 し く な る と い え る 。 但 し 、 2 0～ 2 9 歳 、 正 規

課 程 の 学 生 年 、 専 業 主 婦 を 除 く 。  

 

(図 ３  フ リ ー タ ー か ら 正 社 員 へ の 転 職 状 況 )注 ４  
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先 行 研 究 で は 、 ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー や 引 き こ も り を 経 験 し

た 就 職 困 難 者 の 支 援 の 実 態 調 査 ( J I L P T、 2 0 1 3 )は あ る が 、 現

状 把 握 の 段 階 で 止 ま っ て お り 、 挫 折 を 経 験 し た 就 業 困 難 な 若

者 が 就 職 で き る た め の 効 果 的 な プ ロ グ ラ ム 開 発 ま で に は 至 っ

て い な い 。 ま た 、 就 職 困 難 者 の た め の 職 業 訓 練 の 海 外 事 例 と

し て オ ー ル タ ナ テ ィ ブ 教 育 が 注 目 さ れ て い る (宮 本 、 2 0 1 3 )こ

と や 、 就 業 支 援 は 仕 事 現 場 で の 教 育 が 効 果 的 （ 鶴 、 2 0 1 4）、

社 会 人 実 務 経 験 が 就 職 活 動 に 効 果 的 （ 奥 田 、 2 0 1 5） と い う

指 摘 も あ る 。  

そ の た め 、 企 業 実 習 を カ リ キ ュ ラ ム に 組 み 込 ん だ ド イ ツ 発

の デ ュ ア ル シ ス テ ム と 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム に 着 目 し 、 そ

の 効 果 や 問 題 点 を 調 査 す る こ と に よ っ て 、 挫 折 を 経 験 し た 就

業 困 難 な 若 者 が 就 職 で き る た め の 効 果 的 な プ ロ グ ラ ム 開 発 へ

活 か す た め の 基 礎 研 究 と し た い 。  

 

２ ． 研 究 の 目 的  

 本 研 究 で は 、 未 だ に 減 ら な い ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー や 引 き こ

も り 等 の 若 者 が 、 ど の よ う な 訓 練 を す る こ と に よ っ て 就 職 で

き る よ う に な る の か 、 そ の 効 果 的 な 方 法 を 探 り 、 将 来 的 に は

訓 練 プ ロ グ ラ ム と し て 開 発 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 そ の

中 に は 、 具 体 的 な い く つ か の 個 人 ワ ー ク の プ ロ グ ラ ム を 含

む 。 ま た 、 ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 、 生 産 学 校 訓 練 、

サ マ ー キ ャ ン プ の 成 功 事 例 、 お よ び 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム
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の 成 功 事 例 を ヒ ア リ ン グ し た り 入 手 し た 資 料 を 和 訳 す る こ と

に よ り 、 日 本 の 就 職 困 難 な 若 者 の 就 職 支 援 に 活 用 し 、 そ の 効

果 的 な プ ロ グ ラ ム の 開 発 へ 活 か す た め の 基 礎 研 究 が テ ー マ で

あ る 。  

 

３ ． 研 究 の 方 法 (計 画 ベ ー ス )  

（ １ ） 先 行 研 究 レ ビ ュ ー  

 若 者 の キ ャ リ ア 問 題 、 ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー ・ 引 き こ も り の

実 態 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓

練 、 職 業 教 育 先 進 国 の 教 育 シ ス テ ム 、 職 業 訓 練 等 に 関 す る 各

種 文 献 を レ ビ ュ ー し 、 効 果 的 な 訓 練 プ ロ グ ラ ム の 開 発 に 役 立

て る  

（ ２ ） フ ィ ー ル ド 調 査 結 果 の 活 用  

（ ２ ） － １  日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 を 実 施 し て い る 教

育 機 関 へ の ヒ ア リ ン グ 調 査 結 果 の 活 用  

① 厚 生 労 働 省 が 独 立 行 政 法 人 高 齢 ・ 障 害 ・ 求 職 者 雇 用 支 援 機

構 を 通 じ て 実 施 し て い る 施 設 へ の ヒ ア リ ン グ  

・ 職 業 能 力 開 発 大 学 校 等 の 専 門 課 程 （ 2 年 間 。 ６ 校 ）  

・ 職 業 能 力 開 発 促 進 セ ン タ ー (６ か 月 )  

・ 民 間 の 専 修 学 校 等 に 委 託 訓 練 と し て 実 施 （ 標 準 ４ か 月 、

３ か 月 の 座 学 と １ か 月 の O J T）  

 こ の 中 で 一 番 効 果 を 上 げ て い る 港 湾 職 業 能 力 開 発 短 期 大 学

校 （ 筆 者 が 現 在 所 属 、 以 下 港 湾 カ レ ッ ジ ） の 港 湾 ロ ジ ス テ ィ
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ク ス 科 を 含 め 、 成 功 し て い る コ ー ス の 実 施 施 設 数 か 所 お よ び

効 果 の 上 が っ て な い 施 設 を 数 か 所 ヒ ア リ ン グ  

・ 訓 練 コ ー ス の カ リ キ ュ ラ ム （ 訓 練 科 目 、 訓 練 時 間 、 訓 練 内

容 等 ）  

・ 就 職 支 援 の 体 制 （ ク ラ ス マ ネ ジ メ ン ト 、 担 任 の 役 割 、 ア ド

バ イ ザ ー の 役 割 、 学 務 課 の 役 割 等 ）  

・ キ ャ リ ア 形 成 支 援 の 取 り 組 み （ 体 制 、 内 容 、 授 業 カ リ キ ュ

ラ ム 等 ） 等  

② 文 部 科 学 省 の モ デ ル 事 業 で 唯 一 効 果 を 上 げ て い る 東 京 都 立

六 郷 工 科 高 等 学 校 に ヒ ア リ ン グ  

・ １ 年 次 に ３ 社 で １ ０ 日 間 の イ ン タ ー ン シ ッ プ の 実 施 内 容 の

詳 細  

・ ２ 年 次 に ２ か 月 間 の O J T の 実 施 内 容 の 詳 細  

・ ３ 年 次 １ 社 で ２ か 月 間 の O J T の 実 施 内 容 の 詳 細  等  

③ そ の 他  

有 給 職 業 体 験 プ ロ グ ラ ム 「 バ イ タ ー ン 」 注 ５ の 実 施 機 関 へ の

ヒ ア リ ン グ 結 果 の 活 用  

・ 実 施 主 体 ： 田 奈 高 校 、 横 浜 市 、 N P O 法 人 ユ ー ス サ ポ ー ト

横 浜 、 (株 )シ ェ ア す る コ コ ロ 等   

 ・ バ イ タ ー ン 実 施 ま で の 経 緯  

 ・ バ イ タ ー ン の し く み  

 ・ バ イ タ ー ン 実 施 後 の 効 果  等  

（ ２ ） － ２  海 外 の デ ュ ア ル シ ス テ ム に つ い て の ヒ ア リ ン グ
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調 査 結 果 付 録 ２ の 活 用  

 学 校 か ら 仕 事 へ と ス ム ー ズ に 移 行 で き な い 若 者 の 問 題 を 解

決 す る た め に 職 業 教 育 と 社 会 参 加 活 動 の 両 面 を 有 す る 教 育 訓

練 の 場 が あ り 、 国 か ら 訓 練 手 当 が 出 て い る デ ン マ ー ク 発 ド イ

ツ の 「 生 産 学 校 」（ P r o d u k t i o n s s c h u l e） に 見 ら れ る オ ー ル タ

ナ テ ィ ブ 教 育 に つ い て ヒ ア リ ン グ し た 結 果 を 活 用 す る 。  

1 )デ ン マ ー ク 発 ド イ ツ で 普 及 し た 「 生 産 学 校 」

（ P r o d u k t i o n s s c h u l e）  

正 規 の 教 育 コ ー ス を ド ロ ッ プ ア ウ ト し た り 、 デ ュ ア ル シ ス

テ ム に お け る 職 業 訓 練 の 受 け 皿 企 業 を 見 つ け る こ と が で き な

か っ た １ ５ 歳 か ら ２ ５ 歳 の 若 者 対 象 。 い つ で も 入 学 可 能 な ユ

ニ ー ク な 学 校 。  

① カ ッ セ ル の O u t l a w 生 産 学 校 ： ２ 年 制 で １ ク ラ ス １ ０ 人 で

編 成 。 実 際 の 授 業 に 模 擬 企 業 現 場 を 想 定 し た カ リ キ ュ ラ ム が

あ り 、 受 注 品 の 生 産 に 従 事 し た り 、 技 術 、 語 学 、 計 算 な ど の

社 会 に 出 て 必 要 不 可 欠 な 学 力 も つ け る 。 木 工 、 メ タ ル (金 属

加 工 )、 電 気 (主 に 配 線 )、 サ ー ビ ス 、 販 売 ・ 事 務 の 5 コ ー ス

が あ る 。   

② ミ ュ ン ヘ ン 市 立 生 産 学 校 ： 1 週 間 の 5 0％ を 学 校 で 学 び 、 残

り の 5 0％ は 企 業 で 働 く 。 毎 週 3 4 ~ 3 5 時 間 の 授 業 が あ る 。 ク

ラ ス は 、 ド イ ツ 人 の た め の ク ラ ス と 移 民 の た め の ク ラ ス が あ

り 、 前 者 は 1 年 間 だ が 、 後 者 は 、 語 学 の ハ ン デ ィ が あ る こ と

か ら 特 別 に 2 年 間 通 う こ と が で き る 。 1 年 間 の 生 産 学 校 卒 業
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後 に デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 に 入 る こ と が で き る 学 生 は 、 昨 年

は 、 ８ ０ ％ だ っ た 。 残 り は 、 就 職 す る た め ジ ョ ブ セ ン タ ー に

行 っ た 子 が 多 い 。  

（ ２ ） － ３  義 務 教 育 9 年 生 対 象 の サ マ ー キ ャ ン プ に つ い て

の ヒ ア リ ン グ 調 査 結 果 の 活 用  

複 雑 な 家 庭 か ら 切 り 離 し て 、 自 然 の 中 の 衣 食 住 整 っ た 良 い

環 境 の 中 で 過 ご す 経 験 が 重 要 。 リ ュ ー ネ ン ブ ル ク 大 学 の D r.  

K u r t  C z e r w e n k a 教 授 が 考 案 し た プ ロ グ ラ ム で 実 施 し て 4 年

目 、 5 か 所 で 実 施 し 、 家 庭 環 境 が 複 雑 な 基 礎 学 力 が 低 く 、 や

る 気 の な い 学 生 が 、 終 了 後 に は 見 違 え る よ う に や る 気 を 出 し

て 勉 強 に 取 り 組 み 、 義 務 教 育 修 了 試 験 に ９ ７ ％ が 合 格 し 、 実

績 を 上 げ て い る 。  

 (３ )分 析  

 昨 年 度 に ヒ ア リ ン グ し た 内 容 の キ ー ワ ー ド を デ ー タ 化 し

て 、 概 念 の 仮 説 モ デ ル （ プ ロ グ ラ ム 開 発 ） を 構 築 す る た め 、

K J 法 や グ ラ ウ ン テ ッ ド ・ セ オ リ ー ・ ア プ ロ ー チ 等 に 基 づ き

定 性 的 に 分 析 を 行 う 。 ま た 、「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授 業 で 実

施 し て き た 個 人 ワ ー ク に つ い て は 、 ワ ー ク 前 後 の 自 己 肯 定 感

の 変 容 を 調 べ る た め に T 検 定 を 実 施 す る 。  

 

４ ． 研 究 の 意 義  

 学 術 的 な 側 面 と し て 、 実 態 調 査 と し て 公 開 し て い る 内 容

は 、 ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー や 引 き こ も り を 経 験 し た 就 職 困 難 者
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の 支 援 の 実 態 調 査 ( J I L P T、 2 0 1 3 )の み で あ り 、（ ２ ） － １ の

日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 を 実 施 し て い る 教 育 機 関 へ の ヒ

ア リ ン グ 調 査 や （ ２ ） － ２ の 海 外 の デ ュ ア ル シ ス テ ム に つ い

て の ヒ ア リ ン グ 調 査 を 併 行 し て 調 査 し 、 多 面 的 に 分 析 し た も

の は 見 当 た ら な い 。 海 外 や 日 本 の 成 功 事 例 を 定 性 的 に 分 析

し 、 就 業 困 難 な 若 者 に 対 す る 支 援 の 実 態 を 明 ら か に で き る こ

と に 意 義 が あ る 。 ま た 、 実 務 的 な 側 面 と し て は 、 海 外 や 日 本

で の ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー や 引 き こ も り を 経 験 し た 就 職 困 難 者

が 正 社 員 と し て 就 職 で き た 成 功 事 例 の 要 因 を 分 析 し 、 そ の 成

功 に 導 い た 同 じ 方 法 を ベ ン チ マ ー ク し て 実 際 に 現 場 で 実 施 す

る こ と に よ り 、 成 果 が あ が っ た か ど う か を 検 証 で き る こ と で

あ る 。  

 

注 ：  

注 ２ 資 料 出 所 は 、 総 務 省 統 計 局 「 就 業 構 造 基 本 調 査 」、          

労 働 省 政 策 調 査 部 で 特 別 集 計 （ ～ 1 9 9 7 年 ）、          

総 務 省 統 計 局 「 労 働 力 調 査 詳 細 集 計 」（ 2 0 0 2 年 ～ ）  

注 ３ 内 閣 府 は 2 0 1 5 年 6 月 5 日 、 2 0 1 5 年 版 と な る 「 子 ど も ・

若 者 白 書 (旧 青 少 年 白 書 )」 を 発 表 し た 。 今 回 は そ の 白 書 の

中 か ら 、 い わ ゆ る 「 ニ ー ト 」 に 相 当 す る 属 性 と し て 分 類

さ れ て い る 「 若 年 無 業 者 」 の 推 移 に つ い て 最 新 の 情 報 を

抽 出  
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注 ４ 資 料 出 所 は 、 独 立 行 政 法 人 労 働 政 策 研 究 ・ 研 修 機 構 「 大

都 市 の 若 者 の 就 業 行 動 と 意 識 の 展 開 ― 「 第 3 回 若 者 の ワ

ー ク ス タ イ ル 調 査 」 か ら ― 」 20 1 1  

注 ５ 職 業 的 経 験 で あ る ア ル バ イ ト と 、企 業 内 の 教 育 的 な イ ン タ

ー ン シ ッ プ を 合 わ せ て 体 験 す る 、教 育 的 有 給 職 業 体 験 プ ロ

グ ラ ム 。高 校 生 と 中 小 企 業 の 新 し い マ ッ チ ン グ プ ロ グ ラ ム

で 、平 成 ２ ３ 年 度 よ り 神 奈 川 県 立 田 奈 高 校 で 実 施 さ れ て い

る 中 間 的 就 労 支 援 事 業 モ デ ル 。  
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第 ２ 章  日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム  

若 者 を 取 り 巻 く 現 下 の 雇 用 情 勢 は 厳 し く 、 高 い 失 業 率 、 無

業 者 ・ フ リ ー タ ー の 増 加 な ど 、 若 者 が 自 ら の 可 能 性 を 高 め 、

活 か す 機 会 の な い こ と が 社 会 的 な 問 題 と な っ て い る 。 こ の よ

う な 状 況 が 続 く こ と は 、 若 年 者 本 人 の キ ャ リ ア 形 成 の 支 障 と

な る だ け で な く 、 我 が 国 の 経 済 基 盤 に も 中 長 期 的 に 重 大 な 影

響 を 及 ぼ す 懸 念 が あ る こ と か ら 、若 年 者 の 職 業 的 自 立 促 進 は 、

こ こ 1 0 年 間 に わ た り 喫 緊 の 課 題 と な っ て い る 。  

 こ う し た 状 況 に 対 応 し て 、 企 業 に お け る 実 習 訓 練 と 教 育 訓

練 機 関 に お け る 座 学 と を 組 み 合 わ せ た 養 成 プ ロ グ ラ ム を 通 じ

て 、 若 年 者 を 実 践 に 強 い 一 人 前 の 職 業 人 に 育 て る 人 材 育 成 シ

ス テ ム を 、厚 生 労 働 省 と 文 部 科 学 省 が 連 携 の 下 、平 成 1 6 年 度

か ら 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム と し て 全 国 で 導 入 し 、 公 共 職 業

能 力 開 発 施 設 ・ 専 門 学 校 等 民 間 教 育 訓 練 機 関 に お い て 実 施 さ

れ て い る 。 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム に よ る 職 業 訓 練 を 実 施 す

る こ と に よ り 、 企 業 に お け る 実 習 訓 練 と 一 体 と な っ た 教 育 訓

練 を 行 う と と も に 、 修 了 時 に 実 践 力 の 能 力 評 価 を 行 う こ と に

よ り 、 高 卒 未 就 職 者 等 が 新 た に フ リ ー タ ー 化 ・ 無 業 化 す る こ

と を 防 止 し つ つ 、 企 業 の 求 め る 高 度 な 人 材 ニ ー ズ に も 応 え て

い く も の と 期 待 さ れ て い た が 、 残 念 な が ら 日 本 版 デ ュ ア ル シ

ス テ ム は 減 少 の 一 途 で あ る 。  

 そ こ で 、 本 章 で は 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 制 度 の 特 徴

と 実 態 お よ び 事 例 に つ い て 、 厚 生 労 働 省 に よ る 日 本 版 デ ュ ア
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ル シ ス テ ム と 文 部 科 学 省 に よ る も の と 大 き く 二 つ に 分 け て 整

理 し て み た 。 次 章 で 取 り 上 げ る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 先

行 理 念 と な っ た ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム と の 違 い は 何 だ っ

た の か 、 そ の 内 容 と 成 立 の 経 緯 、 実 践 の 動 向 等 調 査 し た 結 果

を ま と め 、 そ こ か ら 、 日 本 で 根 付 か な か っ た 問 題 点 は 何 だ っ

た の か 考 察 す る 。  

 

 １ ． 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 制 度  

 （ １ ） 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 特 徴  

日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 文 部 科 学 省 が モ デ ル 事 業 と し

て 、 主 に 専 門 高 校 （ 専 門 教 育 を 主 と す る 学 科 な ど を 置 く 高 等

学 校 等 。 農 業 高 校 や 工 業 高 校 等 ） で 行 っ て い る も の と 、 厚 生

労 働 省 が 独 立 行 政 法 人 高 齢 ・ 障 害 ・ 求 職 者 雇 用 支 援 機 構 を 通

じ て 行 っ て い る も の と が あ る 。 後 者 は 、 さ ら に 職 業 能 力 開 発

大 学 校 等 の 専 門 課 程 （ 2 年 間 。 有 料 。 2008 年 度 は 6 校 ） に よ

る も の 、 職 業 能 力 開 発 促 進 セ ン タ ー （ 6 ヶ 月 。 無 料 ） に よ る

も の 、 民 間 の 専 修 学 校 等 が 委 託 訓 練 と し て 行 う も の （ 標 準 4

ヶ 月 。 無 料 ） と が あ る 。  

文 部 科 学 省 、 厚 生 労 働 省 と も に 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム

と 称 し て い る が 、 内 容 は 大 き く 異 な る 。 ま ず 、 文 部 科 学 省 の

モ デ ル 事 業 は 、 高 校 生 の 就 職 率 の 低 下 を 受 け 、 キ ャ リ ア 教 育

の 必 要 性 が 認 識 さ れ た こ と か ら 、 20 04 年 度 に 始 ま っ た も の

で 、 2007 年 度 ま で に 20 都 道 府 県 、 25 校 で 実 施 さ れ た が 、 東
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京 都 立 六 郷 工 科 高 等 学 校 を 除 い て 、 試 行 の 域 を 出 て い な い 。

デ ュ ア ル シ ス テ ム は 企 業 で の 長 期 の 実 地 訓 練 （ O n th e Jo b 

Trai ning ,  OJT） を 行 う こ と が 必 須 で あ り 、 実 際 ド イ ツ で は

昼 間 は 企 業 で 訓 練 生 と し て 働 き 、 夜 学 ぶ と い う 体 制 に な っ て

い る 。 だ が 、 モ デ ル 事 業 で は せ い ぜ い 年 に 1 週 間 程 度 の イ ン

タ ー ン シ ッ プ を 行 う 程 度 に と ど ま っ て お り 、 職 業 能 力 を 養 う

こ と は 望 め な い 。 唯 一 の 例 外 で あ る 六 郷 工 科 高 等 学 校 は 、 も

と も と 東 京 都 が 独 自 に 先 行 し て 始 め た と い う 経 緯 が あ り 、 他

の 高 校 と は 異 な り 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム 科 が 設 け ら れ て い る 。

開 校 し た 2 004 年 が 、 文 部 科 学 省 の モ デ ル 事 業 開 始 と 重 な っ

た た め に モ デ ル 校 の 指 定 を 受 け た に す ぎ な い 。  

六 郷 工 科 高 等 学 校 の デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 1 年 生 は 3 社 で

各 10 日 間 の イ ン タ ー ン シ ッ プ 、 2 年 生 は 原 則 と し て 1 年 生

の と き に 選 択 し た 企 業 の 中 か ら 1 社 で 2 カ 月 間 通 し て OJT を

受 け る 。 3 年 生 次 に は 同 様 に 1 社 で 2 カ 月 間 の OJ T を 2 回 行

う 。 こ の イ ン タ ー ン シ ッ プ と OJ T に よ っ て 、 24 単 位 を 取 得

で き る 。 な お 、 現 行 の 法 律 で は 企 業 で 長 期 の OJ T を 受 け る こ

と が で き る の は 定 時 制 高 校 に 限 ら れ る 。 六 郷 工 科 高 等 学 校

は 、 実 際 に は 全 日 制 と 同 様 に 昼 間 の 学 校 で あ る が 、 定 時 制 で

あ る た め に 夜 学 と 勘 違 い さ れ る こ と も あ る 。  

一 方 、 厚 生 労 働 省 の 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 20 03 年 6

月 に 文 部 科 学 省 ,  厚 生 労 働 省 , 経 済 産 業 省 , 内 閣 府 に よ っ て

発 表 さ れ た 「 若 者 自 立 ・ 挑 戦 プ ラ ン 」 を 受 け て 考 案 さ れ た も
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の で 、 い わ ゆ る ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー の 就 業 支 援 と し て 始 め ら

れ た も の で あ る 。 し た が っ て 、 職 業 教 育 と い う よ り は 職 業 訓

練 の 性 格 が 強 い 。 た だ し 、 実 施 主 体 に よ っ て そ の 仕 組 み は 異

な り 、 専 修 学 校 等 に 委 託 し て 行 う も の は 、 平 均 し て 3 カ 月 の

座 学 と 1 カ 月 の O JT で 構 成 さ れ て い る の に 対 し 、 職 業 能 力 開

発 大 学 校 等 で 行 う も の は 原 則 2 年 間 と 長 期 の 訓 練 に な っ て い

る 。  

（ ２ ） 厚 生 労 働 省 に よ る 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」  

厚 生 労 働 省 に よ る 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 は 、 企 業 に

お け る 実 習 ・ 実 務 訓 練 を 大 幅 に 取 り 入 れ る と と も に 、 そ の 能

力 習 得 状 況 を 評 価 す る こ と に よ り 、 訓 練 生 の 就 職 に 資 す る こ

と が 大 き な 特 徴 で あ る 。 以 下 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 協 議

会 報 告 （ 平 成 16 年 3 月 2 6 日 厚 生 労 働 省 発 表 、 以 下 「 協 議 会

報 告 書 」 と い う ） か ら 抜 粋 し て 引 用 す る 。  

 日 本 版 デ シ ュ ア ル シ ス テ ム の 定 義 は 、 「 訓 練 計 画 に 基 づ

き 、 企 業 実 習 ま た は OJT と こ れ 密 接 に 関 連 し た 教 育 訓 練 機 関

に お け る 教 育 訓 練 （ Off- JT） を 並 行 的 に 実 施 し 、 修 了 時 に 能

力 評 価 を 行 う 訓 練 制 度 」 で あ る 。 企 業 実 習 は 、 企 業 内 に お け

る 実 習 （ 非 雇 用 ） を 通 じ て 行 う 訓 練 の こ と で あ る 。 OJT は 、

On t he j ob tra i ning の 略 で あ り 、 企 業 内 に お け る 実 務 （ 雇

用 ） を 通 じ て 行 う 訓 練 、 ま た 、 O ff -JT は 、 教 育 訓 練 機 関 に

お け る 座 学 お よ び 基 礎 的 実 習 を 通 じ て 行 う 訓 練 の こ と で あ

る 。  
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 「 並 行 的 に 実 施 」 と は 、 訓 練 中 の 一 定 期 間 （ ３ ヶ 月 程 度 を

目 安 と す る ） を 単 位 と し て そ の 期 間 内 に 両 方 が 組 み 込 ま れ る

こ と と す る 。 た だ し 、 訓 練 当 初 お よ び 終 了 直 前 の 一 定 期 間

（ １ 年 以 上 ２ 年 未 満 の 課 程 に お い て は ３ ヶ 月 程 度 、 ２ 年 以 上

３ 年 未 満 の 課 程 に お い て は ６ ヶ 月 程 度 を 目 安 と す る ） に つ い

て は こ の 限 り で は な い 。 「 修 了 時 の 能 力 評 価 」 に つ い て は 、

既 存 の 修 了 評 価 、 能 力 評 価 制 度 の 活 用 に 加 え 、 企 業 実 習 ・

OJT 部 分 に つ い て も 実 務 経 験 と し て 別 途 評 価 を 実 施 す る と あ

る 。  

 で は 、 従 来 の 職 業 訓 練 と の 相 違 点 は 何 な の か ？ 日 本 版 デ シ

ュ ア ル シ ス テ ム は 、 企 業 の 求 め る 能 力 の 高 度 化 、 即 戦 力 志 向

に 対 応 す る た め 、 従 来 の 座 学 に よ る 教 育 訓 練 、 施 設 内 の 実 習

訓 練 に 加 え て 、 こ れ ら と 並 行 し て 企 業 の 現 場 に お け る 実 習 を

大 幅 に 取 り 入 れ て 実 施 す る 仕 組 み で あ る 。 こ れ に よ り 、 企 業

が 求 め る ニ ー ズ に 即 応 す る と と も に 、 訓 練 修 了 後 の 正 規 雇 用

へ の 円 滑 な 移 行 が 期 待 で き 、 さ ら に 職 業 訓 練 後 に 行 わ れ る 能

力 評 価 に よ っ て 実 践 力 が 保 証 さ れ る 。  

 こ の よ う に 、 企 業 に と っ て は 、 良 質 な 若 年 人 材 の 育 成 ・ 確

保 が で き る 上 に 、 教 育 訓 練 を 外 部 機 関 で 実 施 す る こ と で 訓 練

の 負 担 を 軽 減 し つ つ 体 系 的 な 知 識 ・ 技 能 を 習 得 さ せ る こ と が

可 能 に な る と い う メ リ ッ ト が あ る 。 若 年 者 を 直 ち に 正 規 雇 用

す る こ と が 難 し い 場 合 で あ っ て も 、 有 期 パ ー ト 雇 用 等 の 形 態

に よ っ て 訓 練 を 実 施 し 、 能 力 ・ 適 性 を 見 極 め る こ と が で き る
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わ け だ 。 一 方 、 若 年 者 本 人 に と っ て は 、 企 業 実 習 を 大 幅 に 取

り 入 れ た 実 践 的 な 訓 練 を 受 け る こ と で 就 職 が 有 利 に な る だ け

で な く 、 直 ち に 正 規 雇 用 に つ け な い 場 合 で あ っ て も パ ー ト 等

で 賃 金 を 得 な が ら 訓 練 を 続 け る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 修

了 時 の 能 力 評 価 に よ り 採 用 時 に 企 業 か ら 適 正 な 評 価 を 得 る こ

と が で き る 。 す な わ ち 、 企 業 に お け る 実 習 ・ 実 務 訓 練 を 通 じ

て 身 に 付 け た 実 践 力 を 適 切 に 評 価 す る こ と に よ り 、 若 者 の 働

く 意 欲 を 喚 起 し つ つ 、 正 規 雇 用 に 結 び 付 け る こ と が 日 本 版 デ

ュ ア ル シ ス テ ム の 重 要 な ポ イ ン ト と な っ て い る 。  

（ ２ ） － １  日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 基 本 類 型  

 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 基 本 類 型 は 、 ① 教 育 訓 練 機 関 主

導 型 、 ② 企 業 主 導 型 の 2 つ と さ れ て お り 、 前 者 の ① 教 育 訓 練

機 関 主 導 型 は さ ら に イ 、 ロ 、 ハ の ３ つ の 類 型 が あ る 。  

イ .  公 共 職 業 訓 練 機 関 活 用 型  

・ 専 門 課 程 活 用 型  ・ 普 通 課 程 、 短 期 課 程 活 用 型   

・ 委 託 訓 練 活 用 型  

ロ .  専 門 学 校 等 民 間 教 育 訓 練 機 関 活 用 型  

ハ .  認 定 職 業 訓 練 活 用 型   

ま た 、 企 業 に お け る 実 習 ・ 実 務 訓 練 の 呼 称 は 、 下 表 １ の と

お り 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 基 本 類 型 に よ っ て 異 な る が 、

本 論 文 に お い て は 、 特 に 断 り が な い 限 り は 以 下 の 呼 称 を 使 用

す る 。  
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 「 企 業 内 に お け る 実 習 （ 非 雇 用 ） ・ 実 務 （ OJ T） を 通 じ

て 行 う 訓 練 （ 総 称 ） 」 ＝ 「 企 業 実 習 」  

（ 表 １  企 業 に お け る 実 習 ・ 実 務 訓 練 の 呼 称 ） 注 ６  

 

 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 協 議 会 が 提 言 し た 方 策 に よ る と 、

教 育 訓 練 実 施 機 関 と し て 公 共 職 業 能 力 開 発 施 設 と 専 修 学 校 お

よ び 訓 練 認 定 校 が 想 定 さ れ て い る 。 そ の ① 教 育 訓 練 機 関 主 導

型 の 方 式 で は 、 訓 練 期 間 ・ 時 間 数 が 1, 400 時 間 以 上 （ 1 年 ～ 2

年 未 満 ）、 2,8 00 時 間 以 上 （ 2 年 ～ 3 年 未 満 ）、専 修 学 校 で は 年

間 80 0 時 間 以 上 と さ れ た 。 ま た 、 ② 企 業 主 導 型 で は 、 １ 年 ～

２ 年 、 も し く は ２ 年 ～ ３ 年 の 全 期 間 に お い て 、 受 け 入 れ 企 業

で の OJT と 教 育 訓 練 機 関 で の Off - JT が 平 行 し て 行 わ れ る 。訓

練 修 了 後 に は 、 能 力 評 価 を 実 施 し 、 能 力 を 保 証 す る こ と で 、

企 業 側 の 採 用 、 若 年 者 の 就 職 ど ち ら に も 有 益 に な る と し て い

る 。 そ の 訓 練 職 種 は 、 自 動 車 整 備 、 電 気 工 事 、 塗 装 、 金 属 加

工 な ど の 工 業 技 能 系 や 、 IT、 経 理 、 医 療 事 務 、 観 光 、 介 護 な

ど の 分 野 が 提 示 さ れ て い る 。 当 面 は 、 ① 教 育 訓 練 機 関 主 導 型

総称 非雇用 雇用

普通課程・短期課
程活用型

OFF-JT
企業内における

実習・実務
企業実習 OJT

専門課程活用型 施設内訓練 企業活用型訓練 委託型訓練 就労型訓練

OFF-JT 企業実践訓練 企業実習 OJT

教育訓練機関に
おける座学及び

基礎的実習

企業における実習・実務

一般的な呼称
（協議会報告書）

公共職業訓練
活用型における

呼称

認定職業訓練活用型における呼称
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を 中 心 に 推 進 し て 、 ② 企 業 主 導 型 は 企 業 へ の 普 及 を 順 次 進 め

る と い う 方 針 が 示 さ れ た 。  

 で は 、こ れ ら の 方 式 は 、ど の よ う に 実 施 さ れ た の だ ろ う か 。

厚 生 労 働 省 の 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 今 後 の 在 り 方 に つ

い て の 研 究 会 」(第 2 次 デ ュ ア ル シ ス テ ム 協 議 会 )が 2005 年 に

ま と め た 報 告 書 に 、そ の 実 施 状 況 の 中 間 報 告 が 記 さ れ て い る 。

そ の 報 告 書 に よ る と 、 2 004 年 8 月 時 点 で は 、① 教 育 訓 練 機 関

主 導 型 の み が 実 施 さ れ て お り 、 次 の 4 形 態 で 施 行 さ れ た 。  

1)  公 共 職 業 訓 練 機 開 発 施 設 か ら 専 修 学 校 な ど の 民 間 職 業

訓 練 機 関 へ 委 託 し て 実 施 し て い る 離 職 者 等 を 対 象 と し

た 訓 練 に つ い て 、一 定 の 実 習 部 分 を 設 け 、そ れ を 企 業 へ

委 託 す る も の 。 標 準 5 か 月 で 、 約 2 .3 万 人 が 受 講 し た 。 

2 )  公 共 職 業 訓 練 の 専 門 課 程 や 普 通 課 程 に 一 定 の 実 習 部 分

を 設 け 、そ れ を 企 業 へ 委 託 す る も の 。1～ 2 年 で 約 0 .1 万

人 受 講 。  

3)  専 修 学 校 な ど の 民 間 教 育 訓 練 機 関 が 実 施 す る 教 育 訓 練

に つ い て 、一 定 の 部 分 を 設 け て そ れ を 企 業 へ 委 託 す る も

の 。 1～ 2 年 で 約 0.3 万 人 受 講 。  

4)  既 に 雇 用 さ れ て い る 労 働 者 を 対 象 に 実 施 し て い る 認 定

職 業 訓 練 に つ い て 、座 学 と 企 業 実 習 を 一 定 の 形 で 組 み 合

わ せ た 形 態 に 改 変 し た も の 。 9 か 月 ～ 1 年 が 中 心 で 、 約

0.5 万 人 が 受 講 し た 。  
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    ま た 、 2 005 年 8 月 に 厚 生 労 働 省 は 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス

テ ム を 実 施 し て い る 公 共 職 業 能 力 開 発 施 設 43 か 所 46 コ ー

ス の 全 数 調 査 を 行 い 、 1 か 所 当 た り 訓 練 生 2 名 と 実 習 企 業 2

社 を 抜 き 取 り 、 9 2 名 の 受 講 生 と  69 社 か ら 回 答 を 得 た 。 そ

の 回 答 を 見 る と 、 施 設 側 は 実 践 的 な 訓 練 が 可 能 に な る こ と

を 期 待 し て コ ー ス 設 定 し て い る が 、 訓 練 生 や 実 習 企 業 、 指

導 員 の 確 保 が 課 題 と な っ て い る こ と が わ か っ た 。 訓 練 生 も

「 実 践 的 な 技 能 の 習 得 」 や 就 職 に 有 利 に な る こ と を 期 待 し

て コ ー ス を 選 択 し て い る が 、 「 座 学 と 企 業 実 習 の 内 容 と の

関 連 が 薄 い 」 こ と を 不 安 視 す る 者 が 比 較 的 多 い よ う で あ

る 。 企 業 側 は 、 採 用 手 段 の 一 つ と し て 考 え て い る と こ ろ が

多 い も の の 、 次 に 「 企 業 の 社 会 的 貢 献 」 を 受 け 入 れ の 理 由

に 挙 げ る 企 業 が 多 い こ と も 見 逃 せ な い 。 こ の こ と は 、 後 述

す る 文 部 科 学 省 の 施 策 に よ る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム に も

共 通 す る 点 が 見 ら れ る 。 今 後 の こ の 施 策 の 展 開 と 課 題 を 考

え る 上 で 重 要 な 要 素 を 含 ん で い る の で は な い か と 考 え ら れ

る 。  

    で は 、 実 施 し た 結 果 は ど う だ っ た の か 。 前 述 の 4 形 態 の

う ち 、 １ ） の 修 了 者 の 進 路 状 況 を 見 て み る と 常 用 雇 用 の 職

に 就 い た 割 合 が 4 9.5％ だ っ た 。 特 に 、 当 時 の 有 効 求 人 倍 率

が 下 位 に あ っ た 沖 縄 県 (5 0.0％ )、 高 知 県 (65 .6％ )、 青 森 県

(53. 9％ )で 全 国 平 均 を 上 回 る 数 字 を 残 し た こ と か ら 一 定 の

成 果 を 挙 げ た と み る こ と が で き よ う 。  
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    一 方 で 同 研 究 会 は 、 以 下 の 通 り 、 い く つ か の 課 題 を 挙 げ

て い る 。  

1 )  こ の シ ス テ ム を「 学 生・生 徒 、学 校 及 び 事 業 主 に 周 知 」

し て 「 認 識 」 や 「 関 心 」 を 高 め 、「 就 職 、 進 学 に 次 ぐ

実 践 力 を 養 う 第 3 の 選 択 肢 」 と し て 定 着 さ せ る 。  

2 )  企 業 に と っ て「 現 場 の 中 核 と な る 若 年 人 材 を 育 成 」す

る カ リ キ ュ ラ ム を 設 計 す る  

3 )  「 座 学 と 実 習 の 相 互 の 関 連 性 」 を 高 め る  

 以 上 の よ う な 成 果 と 課 題 を 踏 ま え て 、 厚 生 労 働 省 の 日 本 版

デ ュ ア ル シ ス テ ム は 若 年 者 の 就 労 問 題 へ の 対 策 と い う 当 初 の

目 的 だ け で な く 、 次 世 代 の 職 業 人 を 育 成 す る 制 度 や 、 若 年 者

に 限 ら ず 職 業 訓 練 を 今 す ぐ に で も 必 要 と す る 人 々 へ の 対 策 を

構 想 す る 大 き な 契 機 と な っ た 。  

 20 0 7 年 に 入 る と 、日 本 政 府 は 当 時 の 内 閣 官 房 長 官 を 中 心 と

す る「 成 長 力 底 上 げ 戦 略 構 想 チ ー ム 」が 、「 職 業 能 力 形 成 の 機

会 に 恵 ま れ な い 人 」「 経 済 的 自 立 (就 労 )」を 目 指 し て い な が ら

そ の 機 会 に 恵 ま れ な い 人 」 へ の 支 援 を 含 む 「 成 長 力 底 上 げ 戦

略 」を 策 定 し た 。①「 人 材 能 力 戦 略 」、②「 就 労 支 援 戦 略 」、③

「 中 小 企 業 底 上 げ 戦 略 」 の 3 つ を 基 本 構 想 と す る 。 そ の 中 で

も ① 基 づ く 施 策 と し て 、 ジ ョ ブ ・ カ ー ド の 交 付 と 次 の 3 つ の

方 式 か ら な る 「 職 業 能 力 形 成 プ ロ グ ラ ム 」 が 提 示 さ れ た 。  

１ ）  有 期 実 習 型 訓 練  

２ ）  実 践 型 人 材 養 成 シ ス テ ム  
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３ ）  日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム  

こ こ で 登 場 す る 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 は 、 国 の 委 託 を

受 け て 民 間 教 育 訓 練 機 関 が 主 体 と な っ て「 概 ね 4 0 歳 未 満 ま た

は 職 業 能 力 形 成 機 会 に 恵 ま れ な か っ た 者 」 に 対 し て 4 か 月 を

標 準 と し て 、 1 か 月 以 上 か つ 総 訓 練 期 間 の 半 分 以 下 を O JT に

あ て る と い う プ ロ グ ラ ム に な っ て い る 。ま た 、「 現 場 の 中 核 と

な る 」人 材 を 育 成 す る こ と を 目 的 と す る プ ロ グ ラ ム は 、「 実 践

型 人 材 養 成 シ ス テ ム 」 の 中 に 位 置 づ け ら れ る こ と に な っ た 。  

 成 果 は ど う だ っ た の か 。 2009 年 4 月 に 厚 生 労 働 省 が 発 表 し

た 「 ジ ョ ブ ・ カ ー ド 制 度 （ 職 業 能 力 形 成 プ ロ グ ラ ム ） の 進 捗

状 況 と 今 後 の 展 開 に つ い て 」 に よ る と 、 2008 年 の「 日 本 版 デ

ュ ア ル シ ス テ ム 」受 講 者 は 、 32, 062 人 で あ り 、 そ の 中 で 修 了

後 の 就 職 状 況 が 判 明 し て い る 8 , 698 人 の う ち 、 6 ,571 人 が 就

職 し て お り 75 .5％ に あ た る 。一 定 の 成 果 が あ っ た と 言 っ て い

い だ ろ う 。一 方 で 、そ の 課 題 と し て は 、「 雇 用 型 訓 練 の 参 加 協

力 企 業 の 拡 大 」 や 「 委 託 型 訓 練 の 確 保 」 が 挙 げ ら れ て お り 、

実 習 先 の 確 保 が 難 し い こ と が 大 き な 障 害 と な っ て い る こ と が

わ か る 。 以 下 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 関 連 の 主 な 動 き を 筆

者 が ま と め た 表 を 示 す 。  
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（ 表 2  日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 関 連 の 主 な 動 き ） 筆 者 作 成  

 

 

（ ３ ） 文 部 科 学 省 に よ る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム  

  「 専 門 高 校 に お け る 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 に 関 す

る 調 査 研 究 協 力 者 会 議 」 は 、 次 の ８ つ を 具 体 的 な ね ら い と

し て 挙 げ て い る 。  

１ ）   実 際 的 、実 践 的 な 職 業 知 識 や 技 術・技 能 の 習 得 を 通 し

て 生 徒 の 資 質・能 力 を 一 層 伸 長 す る と と も に 、生 徒 の 主 体

的 な 職 業 選 択 の 能 力 や 職 業 意 識 を 育 て る 。  

２ ）   企 業 実 習 を 通 し て 、働 く 意 義 を 理 解 す る と と も に 、職

業 人 の 誇 り を 感 得 し て 、社 会 参 加 に 積 極 的 な 生 徒 の 意 欲・

態 度 や 勤 労 観 、 職 業 観 を 育 成 す る 。  

３ ）   異 世 代 と も 積 極 的 に か つ 円 滑 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

年月 日本版デュアルシステムの主な動き

1990年代後半 若年者の就職難およびニートフリーター問題の深刻化

2001年 東京都産業教育審議会が発足

2002年 上記の答申の中で「東京版デュアルシステム」という言葉が登場

2003年　6月 「若者自立・挑戦プラン」の策定（文部科学省、厚生労働省等４省庁による）

2003年12月 「日本版デュアルシステム協議会」(座長に寺田盛紀）を組織(厚生労働省）

2004年 2月
「専門高校等における「日本版デュアルシステム」に関する調査研究協力者会議」
から報告書(文部科学省）

2004年 3月
「日本版デュアルシステム協議会」より方策の提言（①教育訓練機関主導型、②企
業主導型）

2004年 8月 上記①教育訓練機関主導型のみが実施された

2005年 8月
「日本版デュアルシステムの今後の在り方についての研究会」（第2次デュアルシス
テム協議会）の報告書

2007年 成長力底上げ戦略の策定

2009年　4月
「ジョブ・カード制度(職業能力形成プログラム)の進捗状況と今後の展開について」
(厚生労働省発表）
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す る こ と が で き る 能 力 ・ 態 度 を 育 成 す る 。  

４ ）  「 業 を 起 こ す 」 と い う 起 業 家 精 神 を 涵 養 す る 。  

５ ）   諸 職 種 の 仕 事 内 容 を 知 り 、 生 徒 が 自 己 の 適 性 等 に 合

っ た 職 種 を 発 見 す る な ど 進 路 選 択 に 資 す る 。  

６ ）   我 が 国 の 産 業・経 済 の 発 展 を 狙 っ た「 も の づ く り 」の

技 術・技 能 を 継 承 す る 人 材 育 成 を 図 る と と も に 、産 業・経

済 の 情 報 化 ・ サ ー ビ ス 化 あ る い は 社 会 の 高 齢 化 と い っ た

変 化 に 柔 軟 に 対 応 し つ つ 、 こ れ を 担 う 人 材 を 育 成 す る 。  

７ ）   専 門 高 校 等 と 地 域 の 産 業 ・ 企 業 と の パ ー ト ナ ー シ ッ

プ を 確 立 す る と と も に 、地 域 の 産 業・企 業 が 求 め る 人 材 を

育 成 し 、 そ の 発 展 に 資 す る 。  

８ ）   高 等 学 校 、 特 に 専 門 高 校 等 の 教 育 を 活 性 化 す る と と

も に 、 地 域 企 業 等 の 雇 用 の 発 掘 や 高 校 生 の 就 職 機 会 の 拡

大 を 促 進 し 、 地 域 産 業 の 振 興 を 図 る 。  

 こ の よ う に 、 「 専 門 高 校 等 に お け る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ

ム 」 に は 多 く の ね ら い が あ り 、 そ の 中 で も 「 実 際 的 ・ 実 践 的

な 職 業 知 識 や 技 術 ・ 技 能 」 の 習 得 と 「 勤 労 観 ・ 職 業 観 」 の 育

成 が 第 一 義 的 な ね ら い と さ れ て い る こ と が わ か る 。  

 文 部 科 学 省 は 、 20 04 年 に 15 地 域 、 2005 年 に 5 地 域 を モ デ

ル 指 定 地 域 と し て 選 定 し て 、 原 則 3 年 間 を 指 定 期 間 と し て 、

試 行 的 に 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 を 導 入 し た 。 各 指 定 地

域 に は 、 研 究 指 定 校 が 1 校 か ら 3 校 あ り 、 そ の 内 訳 は 、 工 業

高 校 が 13 校 、 商 業 高 校 が 6 校 、 農 業 高 校 が 2 校 、 普 通 高 校



27 

 

が 1 校 、 総 合 制 高 校 が 1 校 、 普 通 科 ・ 商 業 科 ・ 家 庭 科 の 併 置

校 が 1 校 と な っ て い る 。  

 各 指 定 地 域 に は 、 企 業 関 係 者 や 学 識 経 験 者 か ら 構 成 さ れ る

デ ュ ア ル シ ス テ ム 運 営 指 導 委 員 会 が 設 置 さ れ 、 生 徒 と 受 け 入

れ 企 業 の コ ー デ ィ ネ イ ト 役 を 務 め る 。 企 業 実 習 を 行 う 学 年 や

実 施 日 数 等 は 指 定 地 域 ご と に 異 な る が 、 最 も 長 期 の 実 習 を 行

う の が デ ュ ア ル シ ス テ ム 科 を 設 置 し た 東 京 都 立 六 郷 工 科 高 校

で あ り 、 協 力 企 業 は 約 50 社 に も の ぼ る 。 1 年 次 で 1 社 10 日

間 を 合 計 3 社 で 、 2 年 次 に は 5～ 6 月 の 2 か 月 8 単 位 、 3 年 次

に は 10 月 ～ 11 月 の 2 か 月 8 単 位 に 加 え て 5～ 6 月 の 2 か 月 8

単 位 も 選 択 で き る 。 そ の 他 の 学 校 は 、 年 間 3 週 間 か ら 1 か 月

程 度 の 実 習 期 間 を 当 初 設 定 し た 。  

 し か し な が ら 、 20 06 年 以 降 「 専 門 高 校 等 に お け る 日 本 版

デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 は 、 新 規 事 業 計 画 に 予 算 措 置 が な さ れ な

か っ た こ と も あ り 、 現 時 点 で す べ て の 専 門 高 校 に 導 入 さ れ る

ま で に は 至 っ て い な い 。  

 20 09 年 3 月 に 公 示 さ れ た 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 (2 012 年 4

月 か ら 実 施 )を 見 る と 、 3 年 間 の 必 修 単 位 が 74 単 位 の う

ち 、 」 職 業 (専 門 ) 科 目 は 25 単 位 以 上 と な っ て お り 、 職 業

(専 門 )科 目 よ り 全 高 校 生 共 通 の 必 修 普 通 科 目 の 比 重 が 高 い 。

こ れ は 、 戦 後 一 貫 し て 変 わ ら な い こ と で あ る が 、 各 高 校 は 専

門 科 目 の 比 重 を 高 め た り 、 加 害 活 動 の 中 に も 現 場 実 習 、 資 格

試 験 や 検 定 試 験 に 向 け た 学 習 、 農 業 ク ラ ブ や 商 業 ク ラ ブ と い
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っ た 部 活 動 を 行 う こ と で 職 業 や 労 働 市 場 と の 関 連 を 強 化 し よ

う と し て き た の だ 。 だ が 、 リ ー マ ン シ ョ ッ ク 以 降 の 雇 用 状 況

の 悪 化 に 直 面 し た 専 門 高 校 は 、 学 校 内 の 職 業 教 育 だ け で は 限

界 が あ る と 認 識 し 、 そ の 解 決 策 を 模 索 し て き た 。 こ の よ う

に 、 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 に お い て 、 学 校 外 の 事 業 所

で 年 間 に 数 週 間 か ら 数 か 月 の 就 業 訓 練 を 行 う こ と は 、 専 門 高

校 に と っ て 「 学 校 か ら 雇 用 へ の 移 行 過 程 」 の 改 善 に つ な が る

大 き な 転 換 と い え よ う 。  

 前 述 の 2 009 年 3 月 に 公 示 さ れ た 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 に

は 「 産 業 現 場 に お け る 長 期 間 の 実 習 を 取 り 入 れ る 」 機 会 を

「 積 極 的 に 設 け る 」 こ と が 明 記 さ れ た 。 し か し な が ら 、 い ち

早 く 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム を 取 り 入 れ た 東 京 都 立 六 郷 工 科

高 校 で あ っ て も 、 実 施 後 に は 課 題 も 明 ら か に な っ て き た 。 担

当 教 諭 の 竹 谷 尚 人 氏 に よ る と 、 ① マ ッ チ し な い 生 徒 、 ② 実 習

先 の 確 保 （ ＝ 就 職 先 の 確 保 ） 、 ③ 学 校 に お け る 実 習 授 業 の 充

実 、 ④ 時 間 割 (特 に 講 師 )、 ⑤ 実 習 設 備 、 ⑥ 予 算 、 教 員 配 置 等

の 諸 問 題 が あ る と い う 。 2002 年 の 都 立 高 校 学 校 改 革 を 契 機

に 200 4 年 に 本 格 的 な 就 業 体 験 を 教 育 課 程 に 組 み 込 ん だ 日 本

版 デ ュ ア ル シ ス テ ム を 導 入 し 注 目 さ れ た 六 郷 工 科 高 校 で も 、

課 題 は 少 な く な い 。 予 算 、 行 政 、 企 業 の 支 援 が 大 き い の が 特

色 で あ り 、 恵 ま れ た 環 境 と 思 わ れ る が 、 そ の 反 面 、 教 職 員 の

負 担 が 大 き い と い う 問 題 も あ り 、 今 後 は 生 徒 へ の 教 育 の 成 果

を 検 証 す る 必 要 が あ る と 思 わ れ る 。  
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２ .日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 成 果  

    こ の よ う に 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 厚 生 労 働 省 に

よ る も の と 、 文 部 科 学 省 に よ る も の と あ り 、 そ れ ぞ れ 試 行

錯 誤 し な が ら も 当 初 の 目 的 で あ る 前 者 は 、 ニ ー ト ・ フ リ ー

タ ー の 就 業 支 援 を 2003 年 か ら 、 後 者 は 、 高 校 生 の 就 業 支 援

に 向 け て 2 004 年 か ら 取 り 組 ん で き た 。 こ の 先 行 理 念 と な っ

た ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 多 く の 場 合 、 最 終 的 に は

マ イ ス タ ー の 資 格 取 得 を 目 指 す も の で あ る が 、 日 本 に は マ

イ ス タ ー 制 度 は な く 、 ど の 程 度 が OJT 先 企 業 へ の 就 職 に 結

び つ く か が 評 価 の 指 標 と な ろ う 。  

    そ こ で 、 数 少 な い デ ー タ か ら い く つ か の 事 例 を 取 り 上

げ 、 そ の 取 り 組 み の 具 体 的 な 内 容 と 成 果 を 見 て み る 。  

（ １ ） 文 部 科 学 省 に よ る 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 の 事 例  

（ １ ） － １  東 京 都 立 六 郷 工 科 高 校  

平 成 24 年 度 の 全 日 制 デ ュ ア ル シ ス テ ム 科 の 就 職 者 は 、 卒

業 生 16 名 中 15 名 (就 職 率 94％ )で 、 そ の う ち 学 校 紹 介 が 1 2

名 (7 5％ )、 平 成 2 3 年 度 は 、 卒 業 生 20 名 中 就 職 者 は 17 名

（ 就 職 率 8 5％ ） で 、 そ の う ち 学 校 紹 介 が 16 名 ( 9 4％ )だ っ

た 。 全 日 制 の 他 の 科 と 比 較 し て 学 校 紹 介 に よ る 就 職 率 が 圧

倒 的 に 高 い と い え る 。 こ れ は 、 立 地 し て い る 大 田 区 が も の

づ く り 企 業 の 集 積 地 と あ っ て 、 受 入 れ 企 業 が 23 0 社 以 上 と

い う 恵 ま れ た 環 境 で あ る こ と が 一 因 と い え よ う 。 デ ュ ア ル
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シ ス テ ム 科 主 任 の 野 澤 幸 裕 主 幹 教 諭 に よ る と 、 受 け 入 れ 企

業 は 、 1～ 2 人 、 多 く て 50 人 と い う 零 細 企 業 が 圧 倒 的 に 多

く 、 生 徒 は 自 分 の 居 場 所 の あ る 企 業 に 就 職 す る と の こ と で

あ る 。 大 企 業 に 就 職 し て も 自 分 の 居 場 所 が な い と 存 在 価 値

が 見 い だ せ ず 自 信 を 持 て な い た め 長 続 き し な い の か も し れ

な い 。 デ ュ ア ル シ ス テ ム 科 の 企 業 実 習 は 、 企 業 と 学 校 と の

連 携 が 不 可 欠 で あ り 、 教 員 は 派 遣 生 徒 の 指 導 に 厳 し く 取 り

組 ん で い る と の こ と だ っ た 。 派 遣 し た 生 徒 が 、 企 業 の 期 待

に そ え ず 仕 事 が で き な か っ た た め 、 学 校 に 失 望 さ れ た こ と

が あ っ た そ う だ 。 こ れ は 提 携 企 業 の 減 少 に つ な が る た め 、

だ ら し な い 生 徒 を 派 遣 し な い よ う 教 員 が チ ー ム と な っ て 指

導 に 当 た っ て い る 。 そ の 結 果 、 教 職 員 の 負 担 に つ な が る と

い う 問 題 も あ り 、 生 徒 へ の 指 導 の 成 果 を 検 証 す る 必 要 が あ

る と 話 し て 下 さ っ た 。 上 述 し た 通 り 、 い ち 早 く 日 本 版 デ ュ

ア ル シ ス テ ム を 取 り 入 れ た 当 該 高 校 で あ っ て も 、 課 題 が あ

る こ と が わ か っ た 。  

一 方 、 企 業 で の O JT に よ っ て 「 自 分 に 自 信 が 持 て る よ う

に な っ た 」 と す る 生 徒 や 保 護 者 も 多 く 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ

ス テ ム に よ る 成 果 が あ っ た も の と 思 わ れ る 。  

（ １ ） － ２  愛 知 県 立 半 田 商 業 高 校  

知 多 市 及 び そ の 周 辺 エ リ ア で 半 田 商 工 会 議 所 を コ ー デ ィ

ネ イ ト 役 と し て 、 愛 知 県 立 半 田 商 業 高 校 と 事 業 所 (3 年 間 で

合 計 80 社 )が 連 携 し て 2004 年 4 月 か ら 3 年 間 実 施 し た 。 文
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部 科 学 省 か ら 研 究 指 定 を 受 け た 商 業 高 校 の 中 で 唯 一 学 科 内

に 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム コ ー ス 」 を 設 置 し 、 独 自 の 教 育 課 程

を 策 定 し た こ と か ら 全 国 の 高 校 か ら 注 目 を 集 め 多 く の 見 学

者 が 訪 れ た 。 20 0 8 年 3 月 に 研 究 指 定 期 間 を 終 了 し た 後 も 、

「 ビ ジ ネ ス ・ ト レ ー ニ ン グ 」 と い う 学 校 設 定 科 目 と し て 年

間 に 2 週 間 程 度 の 事 業 所 に お け る 就 労 訓 練 を 選 択 す る こ と

が で き る 。 愛 知 県 は 全 国 で も 東 京 都 に 次 い で 高 校 生 の 有 効

求 人 倍 率 が 高 い ( 2014 年 12 月 時 点 で 1.54 倍 )が 、 同 県 は 県

内 就 職 の 割 合 が 高 く 、 「 県 外 に 就 職 す る 生 徒 は め っ た に い

な い 」 (同 校 進 路 指 導 担 当 教 員 )の が 特 徴 で あ る 。 2 013 年 度

の 卒 業 後 の 進 路 は 、 116 名 が 就 職 (就 職 内 定 率 1 00% )、 81 名

が 進 学 (う ち 専 門 学 校 は 46 名 )と 就 職 の 割 合 が 高 く 、 進 学 者

の 場 合 も 半 数 以 上 が 専 門 学 校 を 選 択 し 、 よ り 職 業 へ の 移 行

が 高 い 学 校 と い え る 。 よ っ て 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム に

よ る 成 果 が あ っ た も の と 思 わ れ る 。  

（ ２ ） 厚 生 労 働 省 に よ る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 事 例  

（ ２ ） － １  公 共 職 業 能 力 開 発 施 設  ～ 高 齢 ・ 障 害 ・ 求 職

者 雇 用 支 援 機 構 ～  

 高 齢 ・ 障 害 ・ 求 職 者 雇 用 支 援 機 構 で 実 施 す る 日 本 版 デ ュ

ア ル シ ス テ ム は 、 こ れ ま で の 職 業 能 力 開 発 の 実 績 を も と に

機 構 独 自 の 訓 練 カ リ キ ュ ラ ム と 人 材 育 成 に 熱 心 な 企 業 が 連

携 す る こ と で 、 産 業 界 の 期 待 す る 、 現 場 の 技 能 ・ 技 術 等 を

身 に つ け た 人 材 を 育 成 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 ① 長 期



32 

 

2 年 コ ー ス （ 専 門 課 程 活 用 型 ） 、 ② 短 期 6 ヵ 月 コ ー ス （ 短

期 課 程 活 用 型 ） の 2 種 類 が あ る 。    

①  長 期 2 年 コ ー ス （ 専 門 課 程 活 用 型 ） の 特 徴  

高 い 就 職 実 績 を 誇 る 職 業 能 力 開 発 大 学 校 等 の 2 年 制 の カ

リ キ ュ ラ ム （ 大 学 校 及 び 短 期 大 学 校 で 実 施 し て い る 専 門 課

程 に 相 当 ） と 実 際 に 企 業 で 業 務 に 従 事 し な が ら 技 能 ・ 技 術

を 習 得 で き る 企 業 実 習 を 組 み 合 わ せ て 行 う 訓 練 。 長 期 （ 2

年 間 ） の 訓 練 期 間 を 活 か し 、 施 設 内 （ 大 学 校 及 び 短 期 大 学

校 ） 訓 練 で は 、 基 礎 か ら 高 度 な 技 能 ・ 技 術 ま で を 体 系 的 に

習 得 で き 、 ま た 、 実 技 と 学 科 を 融 合 し た 実 学 融 合 に よ る 訓

練 に よ り 効 果 的 実 践 的 な 技 能 ・ 技 術 を 習 得 で き る カ リ キ ュ

ラ ム と な っ て い る 。 ま た 、 カ リ キ ュ ラ ム の 中 に は 、 実 際 に

働 き 、 収 入 を 得 な が ら 不 足 す る 能 力 を 確 認 し て ス キ ル ア ッ

プ す る こ と が で き る 実 践 プ ロ グ ラ ム を 導 入 し て い る 。  

１ ） 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム 型 生 産 技 術 科 」 の 特 徴 と 修 了 生 ・

企 業 の 声  

近 畿 職 業 能 力 開 発 大 学 校 （ 以 下 、 「 近 畿 能 開 大 」 と い

う ） で は 、 平 成 1 6 年 1 0 月 か ら 、 概 ね 35 歳 未 満 の 方 で 不

安 定 な 就 労 を 繰 り 返 し 、 教 育 訓 練 修 了 後 に 常 用 雇 用 へ の 就

職 を 希 望 し て い る 方 を 対 象 と し た 「 生 産 技 術 科 」 （ 2 年 訓

練 ） を 開 設 し 、 平 成 19 年 7 月 に 第 4 期 生 を 迎 え た 。 現

在 、 坂 本 造 機 （ 株 ） で 活 躍 す る 第 1 期 生 の K さ ん の 事 例 を

紹 介 す る 。 応 募 の き っ か け は 、 工 業 高 校 卒 業 後 、 専 門 学 校
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を 経 て 、 派 遣 社 員 と し て 造 船 業 の 溶 接 工 と し て 働 い て い た

が 、 近 畿 能 開 大 の デ ュ ア ル シ ス テ ム 型 訓 練 の 学 生 募 集 広 告

を 見 て 、 正 社 員 で 就 職 し た い 気 持 ち が 強 く な り 、 デ ュ ア ル

シ ス テ ム 型 生 産 技 術 科 に 応 募 す る こ と を 決 め た 。 坂 本 造 機

（ 株 ） で の 企 業 実 習 を 通 し て 、 ボ ー ル 盤 や 汎 用 旋 盤 で 実 際

の 製 品 を 作 り 上 げ る ノ ウ ハ ウ を 学 び 、 そ こ で 、 現 場 の 方 の

製 品 を 作 り 上 げ る こ と に 対 す る 真 剣 な 姿 勢 と 、 時 間 を か け

て も よ り 良 い 製 品 を 仕 上 げ る 姿 勢 を 見 て 、 「 坂 本 造 機

（ 株 ） に 就 職 し た い 」 と 強 く 思 っ た と の こ と 。 近 畿 能 開 大

で は ボ ー ル 盤 や 旋 盤 、 フ ラ イ ス 盤 、 マ シ ニ ン グ セ ン タ 等 の

加 工 も 学 ん だ が 、 就 職 し て 、 あ ら た め て 1 つ 1 つ の 製 品 を

作 り 上 げ る 難 し さ を 実 感 し て い る 。 今 後 は 、 技 能 検 定 に 挑

戦 し な が ら 、 技 能 ・ 技 術 の レ ベ ル を よ り 高 め て い き た い と

思 っ て い る そ う だ 。  

企 業 実 習 と は 、 2 年 間 の 訓 練 途 中 で 実 施 す る 1.5 ヵ 月 程

度 の イ ン タ ー ン シ ッ プ と 、 訓 練 修 了 間 際 に 実 施 す る 3 ヵ 月

以 上 の 雇 用 契 約 に 基 づ い た 実 習 で あ る 。 企 業 実 習 受 入 先 の

坂 本 造 機 (株 )の 坂 本 専 務 に よ る と 、 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス

テ ム の 企 業 実 習 で は 、 実 習 期 間 が 長 い の で 、 色 々 な 作 業 を

さ せ て 、 仕 事 を 深 く 教 え る こ と が 可 能 で す 。 会 社 と し て

は 、 現 場 の 一 員 と し て し っ か り と し た 教 育 や 、 学 生 の 能

力 ・ 適 性 を 見 て 採 用 す る こ と が で き 、 企 業 実 習 か ら 就 職 へ

の 移 行 が ス ム ー ズ に 行 え ま す 。 ま た 、 大 学 校 側 の フ ォ ロ ー
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ア ッ プ が あ る こ と で 、 学 生 も 大 学 校 に 相 談 し た り 、 時 に は

会 社 の 担 当 者 に 相 談 し た り す る こ と が で き る と い う 点 か ら

も 良 い 制 度 だ と 思 い ま す 。 」 と の こ と で あ る 。 ま た 、 職 場

の 上 司 に よ る と 「 厳 し い 指 導 も し ま す が 、 任 せ ら れ る 仕 事

も で て き ま し た 。 私 の 指 示 す る ど ん な 仕 事 も イ ヤ と い わ ず

引 き 受 け て く れ ま す 。 ま た 、 残 っ て で も 仕 事 を 完 了 さ せ よ

う と す る 責 任 感 の あ る 社 員 で す 。 こ れ か ら 製 造 部 門 の 色 々

な 業 務 を 経 験 し な が ら 成 長 し て い く こ と を 期 待 し て い ま

す 。 」 と の コ メ ン ト を 得 た 。  

２ ） 「 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」 の 特 徴 と 修 了 生 の 声  

港 湾 職 業 能 力 開 発 短 期 大 学 校 横 浜 校 （ 以 下 、 「 港 湾 カ レ

ッ ジ 」 と い う ） で は 、 2 年 間 で 港 湾 ・ 物 流 業 界 の ス ペ シ ャ

リ ス ト を 養 成 し 、 開 校 40 年 の 間 に 1,400 人 を 超 え る 卒 業

生 を 輩 出 し 、 我 が 国 の 港 湾 産 業 の 発 展 に 寄 与 し て い る 。

「 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」 は 、 輸 送 、 荷 役 ・ 保 管 、 通 関

等 、 港 湾 を 取 り 巻 く 環 境 を 学 び 、 こ れ ら に 対 応 で き る 即 戦

力 を 人 材 育 成 を 教 育 訓 練 目 標 に し て い る 。 2 年 間 の 課 程 で

は 、 港 湾 カ レ ッ ジ で 港 湾 流 通 ・ ロ ジ ス テ ィ ク ス ・ 荷 役 ・ 通

関 な ど の 教 科 を 学 ぶ だ け で な く 、 港 湾 企 業 に お け る 企 業 実

習 (1 か 月 )・ 就 労 型 実 習 (3～ 6 か 月 )に よ り 港 湾 物 流 の 実 務

を 学 び 、 企 業 ニ ー ズ に 即 応 し た 実 践 力 を 身 に つ け 、 修 了 時

に は 全 員 の 就 職 を 目 指 し て い る 。 20 14 年 度 (平 成 26 年 度 )



35 

 

に 1 1 期 生 が 入 学 。 筆 者 が 担 任 を し て い る 10 期 生 は 、 全 員

が 正 社 員 と し て 内 定 し た 。  

ま た 、 本 コ ー ス は 、 30 歳 以 下 で 、 無 職 か パ ー ト ・ ア ル バ

イ ト 等 に 就 労 し て い る 人 で 常 用 雇 用 へ の 就 職 を 希 望 し て い

る 高 校 卒 業 ま た は 同 等 以 上 の 学 力 を 有 す る と 認 め ら れ る 人

に 応 募 資 格 が あ り 、 2003 年 の 「 若 者 自 立 ・ 挑 戦 プ ラ ン 」

の 一 環 と し て 200 4 年 1 0 月 に ス タ ー ト し た も の で あ る 。  

現 在 、 大 東 港 運 株 式 会 社 の 業 務 部 で 活 躍 中 の 6 期 生 (平

成 2 1 年 度 卒 )の O さ ん の 事 例 を 紹 介 す る 。 港 湾 カ レ ッ ジ を

知 っ た き っ か け は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト か ら 。 そ れ ま で 船 員 や

物 流 業 を 経 験 し て き た が 、 よ り 高 い ス キ ル を 身 に つ け る た

め に 入 学 を 決 め た と の こ と 。 港 湾 カ レ ッ ジ は 、 優 れ た 講 師

陣 か ら 貿 易 の ノ ウ ハ ウ 、 港 湾 荷 役 の 免 許 取 得 、 生 産 者 か ら

消 費 者 へ 流 れ る 物 流 の 一 連 を 広 く 深 く 学 ぶ こ と が で き 、 こ

れ ま で の 自 分 の 知 識 や 経 験 を 点 と す る な ら ば 、 そ の 点 と 点

が 結 び つ き 一 つ の 線 と な っ て 、 現 在 の 仕 事 に 役 立 っ て い

る 。 こ の よ う に 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 で 学 ん だ こ と が 、 大

き な 自 信 に な っ て い る そ う だ 。  

②  短 期 6 ヵ 月 コ ー ス （ 短 期 課 程 活 用 型 ） の 特 徴  

概 ね 40 歳 未 満 の 若 年 求 職 者 の 方 を 対 象 に 、 全 国 の 職 業

能 力 開 発 促 進 セ ン タ ー （ ポ リ テ ク セ ン タ ー ） で 実 施 す る 職

業 訓 練 と 企 業 等 に 委 託 し て 実 施 す る 実 習 を 組 み 合 わ せ た コ

ー ス 。  
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１ ）機 械 加 工 技 術 科（ 若 年 者 コ ー ス ）（ 社 会 人 基 礎 講 習 付 き

コ ー ス ） の 特 徴 と 修 了 生 ・ 企 業 の 声  

日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 と し て 当 セ ン タ ー 内 で 行 う

訓 練 と 約 １ ヶ 月 の 企 業 実 習 を 組 合 わ せ て 実 施 す る 若 年 者 を

対 象 と し た 訓 練 カ リ キ ュ ラ ム で あ る 。 切 削 加 工 を 中 心 と し

た 機 械 加 工 技 術 に 加 え て 、 機 械 製 図 や 測 定 技 術 、 組 み 立 て

調 整 等 に 必 要 な 技 術 を 総 合 的 に 習 得 す る 。  

社 会 人 基 礎 講 習 と は 、 将 来 の 働 き 方 の キ ャ リ ア ビ ジ ョ ン

（ 自 分 の あ り た い 姿 ・ 理 想 ） や 訓 練 志 望 動 機 を 再 確 認 し な

が ら 、 就 職 活 動 や 訓 練 受 講 に 必 要 な ビ ジ ネ ス マ ナ ー や パ ソ

コ ン 操 作 及 び コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 等 の 基 礎 的 能 力 を 習

得 す る た め の 講 習 で あ る 。  

現 在 、 共 和 精 機 株 式 会 社 の 製 品 加 工 課 で 活 躍 中 の N さ ん

は 、 カ リ キ ュ ラ ム の 中 に あ る 企 業 現 場 で の 訓 練 （ ＝ 訓 練 ５

ヶ 月 目 に 実 施 さ れ る 約 １ ヶ 月 間 の 企 業 実 習 訓 練 ） が 、 実 際

の 仕 事 現 場 で 実 施 す る 研 修 （ 訓 練 ） で あ っ た た め 、 そ れ ま

で の 訓 練 で は 気 が 付 か な か っ た こ と 、 特 に 自 分 の 弱 み を 知

る こ と が で き た こ と が 良 か っ た と の こ と 。 （ 企 業 実 習 後 、

ポ リ テ ク セ ン タ ー に ） 戻 っ て き て か ら 、 自 分 の 弱 い と こ ろ

を 中 心 に 訓 練 に 臨 む こ と が で き た こ と が 、 特 に 良 か っ た そ

う だ 。 （ 平 成 ２ １ 年 ８ 月 修 了 生 ）  

受 入 先 企 業 の 話 で は 、訓 練 を 受 講 し て き た 方 は 、機 械 部 品

の 名 前 を 知 っ て い る こ と な ど の 基 礎 的 な 知 識 が 幅 広 く 備 わ
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っ て い る 上 、 こ ち ら か ら の 指 示 に つ い て も メ モ を 取 り な が

ら 確 実 に 聞 き 取 る と い っ た 仕 事 を す る 上 で の 取 り 組 み 姿 勢

に 好 感 が 持 て る 。 ま た 、 早 い 段 階 で 一 定 の 業 務 を こ な せ る

よ う に な る た め 、即 戦 力 と し て 活 躍 し て く れ て い る そ う だ 。 

２ ）組 込 み ソ フ ト ウ ェ ア 科（ 若 年 者 コ ー ス ）（ 社 会 人 基 礎 講

習 付 き コ ー ス ） の 特 徴 と 修 了 生 ・ 企 業 の 声  

組 込 み シ ス テ ム を 制 御 す る た め に 必 要 な ハ ー ド ウ ェ ア を

理 解 し た 上 で プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 術 を 習 得 し 、 電 気 ・ 電 子 機

器 製 造 業 に お け る 組 込 み ソ フ ト ウ ェ ア 技 術 者 の 育 成 を 目 標

と し た 訓 練 を 実 施 。 訓 練 に は 、 約 １ ヶ 月 間 の 企 業 現 場 に お

い て の 訓 練 が 実 施 さ れ 、 W さ ん は 、 そ の 企 業 実 習 先 の 会 社

に 就 職 す る こ と と な っ た 。  

訓 練 受 講 前 の 仕 事 は 事 務 だ っ た 。 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 業 務

に も 携 わ っ て い た こ と も あ り 、 事 務 以 外 の 仕 事 に も 興 味 を

持 つ よ う に な り 、 離 職 後 、 そ れ ま で 興 味 を 持 っ て い た 技 術

が 習 得 で き る ポ リ テ ク セ ン タ ー 関 西 の 「 組 込 み ソ フ ト ウ ェ

ア 科 」 を 受 講 す る こ と に し た そ う だ 。 現 在 は 、 実 習 先 の 株

式 会 社 プ ロ ア シ ス ト で 製 品 を 検 査 す る 画 像 処 理 シ ス テ ム へ

の 改 良 業 務 に プ ロ グ ラ マ ー と し て 携 わ っ て い る 。 毎 日 新 し

い こ と を 理 解 す る こ と が で き て 充 実 し て お り 、 訓 練 で は 、

半 年 間 集 中 し て 技 術 の 習 得 に 取 り 組 め た こ と が 良 か っ た 。

特 に Ｃ 言 語 を 学 べ た こ と が 今 の 仕 事 に 大 変 役 立 っ て い る そ

う だ 。  
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受 入 先 企 業 お 話 で は 、 熱 意 が 感 じ ら れ 、 社 員 か ら の 評 判

が 良 い こ と も あ り 、 採 用 す る こ と に し た 。 明 る く 、 前 向 き

な 人 柄 が 周 囲 の 人 達 に 良 い 影 響 を 与 え 、 今 後 の 成 長 が 期 待

で き る 人 材 だ と 思 っ て い る と の こ と だ っ た 。  

こ の よ う に 、 高 齢 ・ 障 害 ・ 求 職 者 雇 用 支 援 機 構 に よ る 日

本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 ほ ぼ 1 00%の 就 職 率 を 達 成 し て

お り 、 就 職 に 結 び つ け る と い う 当 初 の 目 的 は 概 ね 達 成 し て

い る よ う で あ る 。 し か し 、 問 題 点 と し て 、 応 募 率 が 悪 い 、

企 業 実 習 の 受 入 先 企 業 が 少 な い 等 が 挙 げ ら れ る  

（ ２ ） － ２  専 修 学 校 等   

専 修 学 校 に お け る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 高 齢 ・ 障

害 ・ 求 職 者 雇 用 支 援 機 構 の 公 共 職 業 能 力 開 発 施 設 と 比 較 し

て 、 ま だ あ ま り 普 及 し て な い と い え る 。 全 国 中 小 企 業 団 体

中 央 会 「 平 成 19 年 度 民 間 活 力 を 活 用 し た 日 本 版 デ ュ ア ル

シ ス テ ム 普 及 促 進 事 業 」 に よ る と 、 専 修 学 校 の 一 部 で あ る

専 門 学 校 に お い て 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム を 「 設 置 し て い る 」

と の 回 答 は 10 .2%に と ど ま っ て お り 、 「 設 置 に 向 け て 取 り

組 ん で い る 」 、 「 設 置 を 検 討 」 を 合 わ せ て も 22. 4%、 「 設

置 予 定 な し 」 の 割 合 は 、 66. 7%に も の ぼ る 。 デ ュ ア ル シ ス

テ ム 設 置 理 由 で は 、 「 よ り 実 践 的 な 技 能 を 修 得 す る た め 」

と す る 割 合 が 、 7 4.7%と 高 く 重 要 な 役 割 と 考 え ら れ て い

る 。 一 方 で 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム を 設 置 し て な い 理 由 は 、

「 既 存 の コ ー ス で 学 生 が 十 分 に 集 ま っ て い る 」 1 6. 1%、
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「 学 生 が 集 ま り に く い 」 15. 1%と な っ て お り 、 学 生 募 集 と

の 関 連 性 が 強 く 、 入 学 者 確 保 に よ る 財 政 的 基 盤 の 安 定 が 重

要 課 題 で あ る こ と が 伺 え る 。  

専 修 学 校 に お け る デ ュ ア ル シ ス テ ム の 基 準 は 以 下 の と お

り で あ る 。  

１ ） 企 業 実 習 （ 非 雇 用 ） と OJ T（ 雇 用 ） の 合 計 時 間 数 が 、

総 授 業 時 間 の お お む ね 2 割 以 上 か つ 5 割 以 下 で あ る こ と  

２ ） 企 業 実 習 及 び OJT の 内 容 が 、 学 校 で の 教 育 内 容 に 密 接

に 関 連 し た も の で あ る こ と  

３ ） 実 務 実 習 の う ち OJT の 占 め る 割 合 は 、 原 則 と し て 5 割

以 上 、 学 科 や コ ー ス の 分 野 や 期 間 等 の 制 約 が あ る 場 合 で も

2 割 以 上 で あ る こ と が 望 ま し い が 、 当 面 は す べ て 企 業 実 習

で も か ま わ な い こ と  

４ ） デ ュ ア ル シ ス テ ム の 学 科 に あ っ て は 、 企 業 実 習 や OJT

が 必 修 で あ り 、 座 学 で の 代 替 が 不 可 能 で あ る こ と  

５ ） 雇 用 関 係 を 伴 う OJT で は 、 原 則 と し て 最 低 賃 金 以 上 の

賃 金 が 支 払 わ れ る 必 要 が あ る こ と  

専 修 学 校 に お け る カ リ キ ュ ラ ム の 例 と し て は 、 月 ・ 水 ・

金 を 専 修 学 校 に お け る 学 習 、 火 ・ 木 を 実 務 実 習 、 ま た は 、

月 ～ 金 の 午 前 に 専 修 学 校 に お け る 学 習 、 午 後 に 実 務 実 習 な

ど が あ る 。  

  

３ .そ の 他  
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 有 給 職 業 体 験 プ ロ グ ラ ム 「 バ イ タ ー ン 」 を 紹 介 す る 。  

 「 バ イ タ ー ン 」 と は 職 業 的 経 験 で あ る ア ル バ イ ト と 、 企 業

内 の 教 育 的 な イ ン タ ー ン シ ッ プ を か け あ わ せ た 新 し い 「 中 間

的 就 労 」 の モ デ ル で あ る 。 高 校 生 と 中 小 企 業 の 新 し い マ ッ チ

ン グ プ ロ グ ラ ム で 、 平 成 ２ ３ 年 よ り 神 奈 川 県 立 田 奈 高 校 で 実

施 さ れ て き た 。 今 回 、 日 々 生 徒 た ち と 接 し て い る 田 奈 高 校 の

金 沢 伸 之 教 諭 と こ の 事 業 を ス タ ー ト し た 株 式 会 社 シ ェ ア す る

こ こ ろ の 石 井 正 宏 代 表 に 話 を 伺 っ た 。  

 田 奈 高 校 の 金 沢 伸 之 教 諭 に よ る と 、 学 校 が バ イ タ ー ン に 取

り 組 ん だ 契 機 の ひ と つ は 、 2008 年 9 月 の リ ー マ ン ・ シ ョ ッ ク

と の こ と 。 景 気 が 急 激 に 落 ち 込 み 、 雇 用 情 勢 の 悪 化 は 、 若 手

労 働 者 に 深 刻 な 打 撃 を 与 え 、 特 に 、 高 校 の 新 卒 人 材 の 求 人 需

要 ・ 就 職 率 は 雇 用 調 整 の た め 一 気 に 落 ち 込 み 、 各 家 庭 の 生 活

の 困 窮 が 顕 著 に な っ た と 感 じ た そ う で あ る 。 家 庭 の 経 済 状 況

が 悪 化 し 、 家 族 の つ な が り が 複 雑 化 す る な ど 、 子 ど も た ち を

取 り 巻 く 環 境 が 不 安 定 に な っ て い く な か で 、 従 来 と 変 わ ら な

い 就 労 支 援 で は 効 果 が 出 な い と 、 学 校 内 で 対 策 を 考 え る 体 制

に 限 界 を 感 じ た こ と が き っ か け だ っ た そ う だ 。  

ま た 、 株 式 会 社 シ ェ ア す る こ こ ろ の 石 井 代 表 に よ る と 、

2011 年 か ら 横 浜 パ ー ソ ナ ル ・ サ ポ ー ト ・ サ ー ビ ス 『 生 活 ・

し ご と ・ わ か も の 相 談 室 』 の 出 張 相 談 員 と し て 、 週 に 1 回 、

田 奈 高 校 に 出 向 い て 、 生 徒 た ち の さ ま ざ ま な 声 に 耳 を 傾 け 、

「 田 奈 Pas s」 と い う 愛 称 の 「 青 春 相 談 室 」 で 、 将 来 に 不 安
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を か か え た 生 徒 た ち と 交 流 を 深 め な が ら 、 「 教 育 と 雇 用 が 接

続 さ れ て い な け れ ば 、 ど れ だ け 相 談 し て い て も 先 に 続 か な

い 」 と 痛 感 し た そ う で あ る 。 そ の 1 つ の 答 え と し て 始 め た 事

業 が 「 バ イ タ ー ン 」 と の こ と 。 若 者 た ち の 就 職 ・ 仕 事 を め ぐ

る 厳 し い 現 実 を 知 っ た 以 上 、 よ り よ い 状 況 を つ く っ て い く 責

任 が 生 じ た と 感 じ 、 就 労 意 欲 が あ る も の の 、 働 い た 経 験 が ほ

と ん ど な い た め 、 就 労 に 対 す る 不 安 を 持 つ 若 者 た ち に 対 し

て 、 彼 ら の 受 入 先 企 業 を つ な ぐ 役 割 を 担 っ て き た 。 職 業 的 経

験 と し て 賃 金 が 支 払 わ れ る 「 ア ル バ イ ト 」 と 、 企 業 内 の 教 育

と し て 実 施 さ れ る こ と が 多 い 「 イ ン タ ー ン シ ッ プ 」 、 そ れ ぞ

れ の 良 さ を 組 み 合 わ せ た 「 教 育 的 有 給 職 業 体 験 プ ロ グ ラ ム 」

の こ と を 「 バ イ タ ー ン 」 と い う ユ ニ ー ク な 名 前 に し た の も 普

及 に 向 け て わ か り や す い ネ ー ミ ン グ が 必 要 と 考 え た か ら だ そ

う だ 。  

 バ イ タ ー ン の し く み は シ ン プ ル で あ る 。 1)企 業 へ の 趣 旨 説

明 2)生 徒 と の 事 前 研 修 3)企 業 と 生 徒 で ミ ッ シ ョ ン の 共 有 が

行 わ れ 、 そ の 後 、 イ ン タ ー ン シ ッ プ と し て 無 償 職 場 体 験 が 3

日 間 行 わ れ る 。 そ の 後 、 ア ル バ イ ト の 雇 用 契 約 を 結 び 、 バ イ

タ ー ン が ス タ ー ト す る 。2 013 年 に こ の プ ロ グ ラ ム が ス タ ー ト

し て か ら 2 014 年 7 月 現 在 ま で に 、 43 社 が 高 校 生 受 け 入 れ 企

業 と し て 登 録 し 、 26 人 の 生 徒 が 職 場 体 験 を し た 。さ ら に 、 19

人 が バ イ タ ー ン ま で 進 み 、 正 社 員 と し て 6 人 が 雇 用 さ れ る な

ど 着 々 と 実 績 を 積 み 上 げ て い る 。 正 社 員 登 用 の 際 に 、 企 業 担
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当 者 が 最 も 重 視 し て い る 点 は 、 彼 ら の 「 仕 事 ぶ り 」 。 「 社 風

に マ ッ チ し た 人 を 採 用 し た い 」 と い う 希 望 を 持 つ 企 業 に と っ

て は 、 仕 事 へ の 姿 勢 を 確 認 し た 後 に 、 正 社 員 と し て 雇 用 で き

る 仕 組 み で あ る た め 「 バ イ タ ー ン は 企 業 に と っ て も メ リ ッ ト

が あ る 」 と 強 調 し て い た 。  

こ の よ う に 、 バ イ タ ー ン は 、 企 業 ・ 高 校 ・ 生 徒 の 3 者 に と

っ て メ リ ッ ト が あ る win -wi n -wi n の プ ロ ジ ェ ク ト に 発 展 す る

可 能 性 を も っ て い る と 感 じ た 。  

 企 業 は 、 学 生 の 仕 事 ぶ り を 見 て か ら 採 用 で き る 。 高 校 は 、

進 路 指 導 に お い て 就 職 を 希 望 し て い る が 、 採 用 が 決 ま ら な い

学 生 に 教 育 効 果 の あ る 企 業 実 習 の 機 会 を 手 帰 郷 で き る 。 生 徒

は 、 賃 金 を 得 な が ら 企 業 実 習 を 受 け る こ と が で き る の で 、 モ

チ ベ ー シ ョ ン が 向 上 す る 。 ま た 、 生 活 困 窮 世 帯 の 生 徒 に と っ

て は 、 生 活 費 を 稼 ぐ こ と も で き る 。  

 さ ら に 、 企 業 の メ リ ッ ト と し て 補 助 金 が あ る 。 １ ヶ 月 の 賃

金 (週 ３ 回 )の 半 額 補 助 額 は 概 ね 一 人 ２ 万 円 程 度 と の こ と 。 仮

に 、 生 徒 が 就 職 で き ず に 生 活 保 護 受 給 者 と な っ た 場 合 は 、 毎

月 １ ２ 万 円 の 社 会 保 障 費 が 必 要 と な り 、 長 期 化 す る 危 険 が 高

い 。 生 活 保 護 者 に な ら な く て も 納 税 し な い 若 年 無 業 者 に な る

だ け で も 社 会 を 揺 る が す 問 題 と な る 。 こ の し く み は 、 後 述 す

る ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム と 共 通 点 が あ る 考 え 方 だ 。 社 会

全 体 で 見 る と 、 先 行 投 資 を し て 若 者 を 生 活 保 護 者 に な ら な い

よ う 、 就 職 し て 納 税 で き る よ う に す る 循 環 型 社 会 投 資 と い え
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る の で は な い か 。  

 

４ .ま と め  

 こ の よ う に 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 ド イ ツ で 実 施

さ れ て い る デ ュ ア ル シ ス テ ム を 参 考 に し て 導 入 し た が 、 こ

れ は 最 終 的 に は マ イ ス タ ー の 資 格 取 得 を 目 指 す も の で あ

る 。 日 本 に は 、 マ イ ス タ ー 制 度 が な い た め 、 ど の 程 度 の 訓

練 生 が OJT  先 の 企 業 へ の 就 職 に 結 び つ く か が 評 価 の 指 標

と な る 。 厚 生 労 働 省 は 、 当 初 ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー 対 策 と し

て 導 入 し た デ ュ ア ル シ ス テ ム で あ っ た が 、 実 際 は 、 一 部 の

施 設 に お い て フ リ ー タ ー の 就 業 支 援 に は な っ て い る が 、 ニ

ー ト 対 策 に は な っ て い な い よ う で あ る 。 そ も そ も ニ ー ト を

見 つ け て 学 校 や 訓 練 校 に 通 わ せ る こ と 自 体 難 し い 。 ま た 、

そ の 他 の 取 り 組 み と し て 「 教 育 的 有 給 職 業 体 験 プ ロ グ ラ

ム 」 で あ る 「 バ イ タ ー ン 」 の し く み は 、 今 後 発 展 す る 潜 在

性 を 持 っ て い る と 思 わ れ る 。 次 章 で は 、 先 行 理 念 と な っ た

ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム に つ い て 概 観 し 、 ニ ー ト ・ フ リ

ー タ ー 対 策 と し て 参 考 に な る 考 え 方 や 制 度 ・ プ ロ グ ラ ム が

あ る か ど う か 考 察 す る 。  

 

 注 ：  
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注 6 出 典 は 、 「 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 終 了 後 の 評 価 項

目 例 の 開 発 」 よ り 一 部 抜 粋 (職 業 能 力 開 発 総 合 大 学 校 能 力

開 発 研 究 セ ン タ ー 発 行 ）  
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第 ３ 章  ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム  

  ド イ ツ の 職 業 教 育 訓 練 は 、 職 業 学 校 で 理 論 を 学 び 企 業 で 実

践 を 学 ぶ 2 元 的 制 度 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 に 特 徴 が あ げ ら れ

る 。 そ の 特 質 は 労 働 組 合 、 企 業 、 政 府 の 緊 密 な 連 携 に あ り 、

現 在 に い た る ま で 、 改 善 ・ 改 革 は 労 使 政 に よ る 社 会 的 議 論 や

共 同 決 定 に 基 づ い て 行 わ れ て き た 。 ま た 、 職 業 教 育 訓 練 の 内

容 に つ い て も 労 働 者 お よ び 使 用 者 の 意 見 か ら 受 け る 影 響 が 大

き い 。 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 が ド イ ツ に お い て 実 施 さ れ て き

た 背 景 に は 、 個 々 の セ ク タ ー が 機 関 の 利 害 に 関 わ ら ず 、 こ れ

を 超 え て 全 体 的 利 益 の 享 受 と い う 観 点 か ら 相 互 の 協 力 体 制 を

構 築 し 、 職 業 教 育 訓 練 が 展 開 さ れ て き た と い う と こ ろ に ポ イ

ン ト が あ る よ う だ 。  

 

１ ． ド イ ツ の 学 校 制 度 と 職 業 教 育  

（ １ ） ド イ ツ の 学 校 制 度  

  ド イ ツ で は 、 学 校 制 度 が 、 日 本 の 「 六 ・ 三 ・ 三 制 」 の よ う

な 単 線 型 で は な く 、 初 等 教 育 期 間 を 経 た 時 点 で 、 種 類 の 異 な

る 学 校 を 選 択 し 就 学 す る 分 岐 型 で あ る 。 ほ と ん ど の 児 童 は 、

日 本 の 小 学 校 同 様 、 最 初 は 基 礎 学 校 (グ ル ン ト シ ュ ー レ )で 机

を 並 べ る が 、 4 学 年 を 終 え た 時 点 で 、 中 等 教 育 期 間 を ど こ で

学 ぶ か 、 方 向 を 決 断 し な け れ ば な ら な い 。 な お 、 こ の 4 学 年

修 了 後 の 2 年 間 は 、 次 に 学 校 種 別 ご と に オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
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(観 察 指 導 )段 階 を 設 け る 場 合 と 、 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 段 階 を

学 校 種 別 に 関 係 な く 設 け る 場 合 が あ る 。  

次 の 中 等 教 育 段 階 の 前 期 に は 、 １ ． ハ ウ プ ト シ ュ ー レ

(「 基 幹 学 校 」 な ど と 訳 さ れ る )、 ２ ． 実 科 学 校 (レ ア ル シ ュ

ー レ )、 ３ ． ギ ム ナ ジ ウ ム の 3 つ の コ ー ス の う ち 何 れ か に 進

む の が 一 般 的 で あ る 。 加 え て 、 こ の 3 つ の 学 校 形 態 を 包 含 し

た 総 合 制 学 校 (ゲ ザ ム ト シ ュ ー レ )が あ る 。 注 7  

  

 

（ 図 ４  ド イ ツ の 学 校 系 統 図  S c h o o l  s y s t e m  i n  G e r m a n y） 注 7  

学 年
年 齢

24
18 高

23
17 等

22
16 専 ナ 教

21 門 ジ夜 専 大 学
15 学 ウ間 門 育

20 校 ムギ 大
14 等ム 上職 学

19 級業
専13 学・ ｼﾞ
門18 校技 構職

12 術 学業 門上 ｳ ｷﾞ ギ学保
17 職業専門 校上 学級 ﾑ校健

11 職 業 学 校 校専 ﾑ ﾅ ム 中
16 学 校

10 （職業基礎教育年） 実 ナ 等
15

9 科 ジ 総 教
14

8 ハ ウ プ ト シ ュ ー レ 学 ウ 合 育
13

7 校 ム 制
12

6 学
11 観 察 指 導 段 階

5 校
10

4 初
9

3 等
8 基 礎 学 校

2 教
7

1 育
6

就
5 学

幼 稚 園 前
4 教

育
3

（ 部分は義務教育）
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中 等 教 育 の 後 期 に は 、 そ れ ぞ れ の 課 程 の 内 容 が 大 き く 変 化

す る 。 ハ ウ プ ト シ ュ ー レ の 場 合 、 課 程 を 終 え れ ば 修 了 証 が 授

与 さ れ 、 生 徒 は 修 了 資 格 を 得 る 。 同 校 の 課 程 を 修 了 せ ず 、 修

了 証 を 得 な い で 卒 業 す る ケ ー ス も あ る 。 修 了 資 格 の 有 無 に 関

わ ら ず 、 ハ ウ プ ト シ ュ ー レ 卒 業 後 は 職 業 学 校 に 行 く と 同 時 に

企 業 内 で 職 業 訓 練 を 受 け る 、 い わ ゆ る 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」

に 基 づ く 職 業 教 育 の 段 階 に 進 む の が 一 般 的 な コ ー ス と さ れ

る 。  

実 科 学 校 の 修 了 資 格 を 得 た 後 は 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム の プ ロ

セ ス へ 進 む 場 合 と 、 上 級 専 門 学 校 に 進 む 場 合 に 分 か れ る 。 ギ

ム ナ ジ ウ ム に 進 学 し て い る 場 合 は 、 上 級 段 階 に 進 ん で ア ビ ト

ゥ ー ア (ギ ム ナ ジ ウ ム 卒 業 資 格 試 験 、 合 格 に よ り 大 学 入 学 資

格 を 得 る )に 備 え る の が 一 般 的 と さ れ る 。 な お 、 デ ュ ア ル シ

ス テ ム に よ る 職 業 教 育 の 対 象 者 は 、 2000 年 時 点 で 、 ハ ウ プ

ト シ ュ ー レ 未 修 了 者 2. 4％ 、 同 校 修 了 者 32％ 、 実 科 学 校 等 修

了 者 36 .6％ 、 大 学 入 学 資 格 保 持 者 (ギ ム ナ ジ ウ ム 、 上 級 専 門

学 校 等 修 了 者 )1 5 .8％ 、 そ の 他 の 職 業 学 校 等 か ら の 者 13 .2％

と な っ て い る 。  

就 学 前 教 育  

  幼 稚 園 は 満 3 歳 か ら の 子 供 を 受 け 入 れ る 機 関 で あ り ，

保 育 所 は 2  歳 以 下 の 子 供 を 受 け 入 れ て い る 。   

義 務 教 育  
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 義 務 教 育 は 9 年 （ 一 部 の 州 は 1 0 年 ） で あ る 。 ま た ， 義

務 教  育 を 終 え た 後 に 就 職 し ， 見 習 い と し て 職 業 訓 練 を 受

け る 者 は ， 通 常 3 年 間 ， 週 に 1～ 2 日 職 業 学 校 に 通 う こ と

が 義 務 と さ れ て い る （ 職 業 学 校 就 学 義 務 ）  

初 等 教 育  

 初 等 教 育 は 、 基 礎 学 校 に お い て 4 年 間 （ 一 部 の 州 は 6 年

間 ） 行 わ れ る 。  

中 等 教 育  

生 徒 の 能 力 ・ 適 性 に 応 じ て ， ハ ウ プ ト シ ュ ー レ （ 卒 業 後

に 就 職 し て 職 業 訓 練 を 受 け る 者 が 主 と し て 進 む 。 5 年

制 ） ， 実 科 学 校 （ 卒 業 後 に 職 業 教 育 学 校 に 進 む 者 や 中 級 の

職 に 就 く 者 が 主 と し て 進 む 。 6 年 制 ） ， ギ ム ナ ジ ウ ム （ 大

学 進 学 希 望 者 が 主 と し て 進 む 。 8 年 制 又 は 9 年 制 ） が 設 け

ら れ て い る 。 総 合 制 学 校 は ， 若 干 の 州 を 除 き ， 学 校 数 ， 生

徒 数 と も 少 な い 。 後 期 中 等 教 育 段 階 に お い て ， 上 記 の 職 業

学 校 （ 週 に 1～ 2 日 の 定 時 制 。 通 常 3 年 ） の ほ か ， 職 業 基

礎 教 育 年 （ 全 日 1 年 制 ） ， 職 業 専 門 学 校 （ 全 日 1～ 2 年

制 ） ， 職 業 上 構 学 校 （ 職 業 訓 練 修 了 者 ， 職 業 訓 練 中 の 者 な

ど を 対 象 と し ， 修 了 す る と 実 科 学 校 修 了 証 を 授 与 。 全 日 制

は 少 な く と も 1 年 ， 定 時 制 は 通 常 3 年 ） ， 上 級 専 門 学 校

（ 実 科 学 校 修 了 を 入 学 要 件 と し ， 修 了 者 に 専 門 大 学 入 学 資

格 を 授 与 。 全 日 2 年 制 ） ， 専 門 ギ ム ナ ジ ウ ム （ 実 科 学 校 修

了 を 入 学 要 件 と し ， 修 了 者 に 大 学 入 学 資 格 を 授 与 。 全 日 3
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年 制 ） な ど 多 様 な 職 業 教 育 学 校 が 設 け ら れ て い る 。 ま た ，

専 門 学 校 は 職 業 訓 練 を 終 え た 者 等 を 対 象 と し て お り ， 修 了

す る と 上 級 の 職 業 資 格 を 得 る こ と が で き る 。 夜 間 ギ ム ナ ジ

ウ ム ， コ レ ー ク は 職 業 従 事 者 等 に 大 学 入 学 資 格 を 与 え る た

め の 機 関 で あ る 。  

な お ， ド イ ツ 統 一 後 ， 旧 東 ド イ ツ 地 域 各 州 は ， 旧 西 ド イ ツ

地 域 の 制 度 に 合 わ せ る 方 向 で 学 校 制 度 の 再 編 を 進 め ， 多 く

の 州 は ， ギ ム ナ ジ ウ ム の ほ か に ， ハ ウ プ ト シ ュ ー レ と 実 科

学 校 を 合 わ せ た 学 校 種 （ 5 年 で ハ ウ プ ト シ ュ ー レ 修 了 証 ，

6 年 で 実 科 学 校 修 了 証 の 取 得 が 可 能 ） を 導 入 し た 。   

高 等 教 育  

高 等 教 育 機 関 と し て ， 大 学 （ 総 合 大 学 ， 教 育 大 学 ， 神 学

大 学 ， 芸 術 大 学 な ど ） と 専 門 大 学 が あ る 。 修 了 に 当 た っ て

標 準 と さ れ る 修 業 年 限 は ， 通 常 ， 大 学 で 4 年 半 ， 専 門 大 学

で 4 年 以 下 と さ れ て い る 。 ま た 近 年 ， 国 際 的 に 通 用 度 の 高

い 学 士 ・ 修 士 の 学 位 取 得 課 程 （ 修 業 年 限 は そ れ ぞ れ 3 年 と

2 年 ） も 大 学 や 専 門 大 学 に 設 置 さ れ て い る 。 注 ７   

 

（ ２ ） ド イ ツ の 職 業 教 育  

以 下 １ ） 前 期 中 等 教 育 の 「 労 働 科 」 の カ リ キ ュ ラ ム と 、

２ ） 後 期 中 等 教 育  の 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 に よ る 職 業 訓

練 が あ る 。  

１ ） 前 期 中 等 教 育 の 「 労 働 科 」 の カ リ キ ュ ラ ム  
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4 年 間 の 初 等 教 育 を 終 え 、 ハ ウ プ ト シ ュ ー レ や 総 合 制 学

校 を 中 心 に 、 前 期 中 等 教 育 に 入 る 段 階 か ら 、 「 労 働 科 」 な

ど の 名 称 で 職 業 準 備 教 育 を 行 う 教 科 が 設 け ら れ る 。 多 く の

州 で は 「 労 働 科 」 だ が 、 州 に よ っ て 「 労 働 ・ 経 済 ・ 技 術 」

な ど と 名 称 が 異 な る 場 合 が あ る 。  

こ の 職 業 準 備 教 育 の 一 般 的 な 内 容 (州 ご と に 多 少 の 差 異

が あ る )は 、 1 .地 域 に お け る 学 校 教 育 と 職 業 教 育 ・ 訓 練 2 .

職 業 選 択 と 職 業 活 動 3 .個 人 と 労 働 市 場 の 関 係 4 .社 会 的 、

技 術 的 、 経 済 的 条 件 を 考 慮 し た 雇 用 機 会 と 雇 用 の 課 題 5 .

労 働 法 の 関 連 規 定 と 青 少 年 労 働 保 護 の 重 要 な 規 定 － な ど 。  

こ の よ う な 授 業 に 加 え て 、 学 年 が 上 が る と (基 礎 学 校 入

学 か ら 数 え て 第 8、 第 9 学 年 が 多 い )、 ほ ぼ す べ て の 州 で

職 場 訪 問 あ る い は 企 業 実 習 を 実 施 し て い る 。 企 業 実 習 に つ

い て は 、 ハ ウ プ ト シ ュ ー レ や 実 科 学 校 な ど で は 生 徒 全 員 、

ギ ム ナ ジ ウ ム で は 希 望 者 を 対 象 と す る の が 一 般 的 だ 。 実 習

の 前 後 に は 志 願 表 作 成 、 面 接 の ロ ー ル プ レ イ ン グ 、 関 係 者

や 専 門 家 へ の 質 問 と 対 話 、 実 習 結 果 の 発 表 な ど の プ ロ グ ラ

ム が 組 ま れ る 。 卒 業 間 近 の 企 業 実 習 で は 、 生 徒 の 職 業 選 択

を 考 慮 し て 、 職 業 を 1 つ に 限 定 す る 。 こ の ほ か 、 連 邦 雇 用

機 関 が 所 管 し て い る 職 業 情 報 セ ン タ ー (B IZ)が 学 校 を 訪 問

し 職 業 選 択 や 相 談 窓 口 な ど に 関 す る 情 報 提 供 を 行 う 。  

２ ） 後 期 中 等 教 育  の 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 に よ る 職 業 訓

練  



52 

 

デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 義 務 教 育 終 了 後 、 職 業 学 校 に 通 い

な が ら 、 主 に 企 業 内 で 職 業 訓 練 を 受 け る 二 元 的 な シ ス テ ム

で あ る 。 職 業 学 校 は 各 州 の 教 育 省 が 所 管 す る 公 立 校 で あ

り 、 州 の 学 習 指 導 要 領 に 従 っ て カ リ キ ュ ラ ム を 組 ん で い

る 。 一 方 、 生 徒 は 同 時 に 企 業 (多 く は 私 企 業 )に お い て 訓 練

ポ ス ト を 得 て い る 訓 練 生 で も あ る 。  

職 業 訓 練 を 開 始 す る 年 齢 は 、 20 0 1 年 現 在 で 19 歳 前 後 で

あ り 、 19 70 年 時 点 の 平 均 1 6.6 歳 か ら 上 昇 し て い る 。 こ の

原 因 と し て は 、 学 校 修 了 者 の 年 齢 が 高 く な っ た こ と 、 上 級

専 門 学 校 等 を 経 て か ら 職 業 訓 練 を 始 め る 者 が 増 え た こ と 、

ギ ム ナ ジ ウ ム 修 了 者 で 職 業 訓 練 に 移 る 者 の 増 加 な ど が あ げ

ら れ る 。  

職 業 訓 練 の 期 間 は 2 年 か ら 4 年 で 、 多 く の 場 合 3 年 半 程

度 で あ る 。 訓 練 を 終 え る と 商 工 会 議 所 や 手 工 業 会 議 所 等 の

職 能 団 体 が 実 施 す る 修 了 試 験 を 受 け 、 こ れ に 合 格 す る と 職

業 資 格 を 得 る こ と が で き る 。 修 了 試 験 は 、 二 度 ま で 受 験 可

能 で あ る 。 ド イ ツ で は 、 こ の 職 業 資 格 を 取 得 し な い と 就 職

で き な い と い う 現 実 が あ る 。 職 業 訓 練 修 了 後 、 訓 練 生 が 訓

練 を 受 け た 企 業 に 残 る 割 合 は 、 旧 西 地 域 で 約 6 割 、 旧 東 地

域 で 5 割 弱 で あ る 。  

 

（ ３ ） ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム  
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 基 本 的 な 制 度 の 枠 組 み は 、 ド イ ツ の 公 共 職 業 教 育 訓 練 の

法 的 枠 組 み を 規 定 す る 「 職 業 教 育 訓 練 法 （ B BiG） 」 に よ っ

て お り 、 職 業 教 育 訓 練 の 種 類 を 「 養 成 教 育 訓 練 、 向 上 教 育

訓 練 、 再 教 育 （ 職 業 転 換 ） 訓 練 」 と 定 義 し て い る 。 養 成 教

育 訓 練 と は 、 若 年 者 を 対 象 に 行 わ れ る 企 業 で の 職 場 実 習 と

職 業 学 校 に お け る 理 論 教 育 を 平 行 し て 行 う 一 定 の 職 業 資 格

の 取 得 を 目 的 と し た 初 期 訓 練 で あ り 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム が

こ れ に 当 た る 。 向 上 教 育 訓 練 は 職 業 経 験 者 の 知 識 ・ 技 能 ・

技 術 の 向 上 を 図 る た め に 行 う 訓 練 で 、 こ れ は マ イ ス タ ー 制

度 な ど 専 門 技 能 資 格 制 度 と も リ ン ク す る 。 再 教 育 訓 練 は 現

在 の 職 種 で は 就 職 が 難 し い た め 、 他 の 職 種 に 就 職 （ 転 換 ）

す る た め に 必 要 な 職 業 能 力 を 身 に つ け る 訓 練 と 位 置 づ け ら

れ 、 失 業 者 お よ び 経 済 的 弱 者 が 主 な 対 象 と な っ て い る 。 ま

た 社 会 法 典 第 Ⅲ 編 に よ る 労 働 市 場 改 革 に よ り 、 向 上 教 育 訓

練 と 再 教 育 訓 練 は 「 継 続 教 育 訓 練 」 と し て 位 置 づ け ら れ 、

労 働 市 場 政 策 と 連 携 し て 展 開 さ れ て い る 。  

 職 業 教 育 訓 練 の 実 施 主 体 に つ い て み る と 、 養 成 教 育 訓 練

の 主 管 省 庁 は 連 邦 政 府 （ 連 邦 教 育 研 究 省 ： B MBF） と 州 政

府 、 継 続 教 育 訓 練 の 主 管 は 連 邦 政 府 （ 連 邦 労 働 社 会 省 ：  

BMA S） と 州 政 府 と な っ て い る 。 一 方 、 管 理 運 営 主 体 は 養 成

教 育 訓 練 が 会 議 所 と 州 政 府 で あ り 、 継 続 教 育 訓 練 は 連 邦 雇

用 エ ー ジ ェ ン シ ー （  BA： 旧 雇 用 連 邦 庁 ） 注 8 で あ る 。 主 な

訓 練 実 施 機 関 と し て は 、 養 成 教 育 訓 練 は 企 業 と 職 業 学 校
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が 、 継 続 教 育 訓 練 は 職 業 専 門 学 校 、 専 門 学 校 、 大 学 と い っ

た 公 的 教 育 機 関 と 会 議 所 、 企 業 、 労 働 組 合 、 民 間 訓 練 機 関

が 混 在 し て 担 っ て い る 。 な お 、 学 校 教 育 は す べ て 州 政 府 の

所 管 で あ る 。  

国 家 に お け る 職 業 教 育 訓 練 全 体 の 方 針 策 定 お よ び 基 本 的

な 制 度 設 計 を 行 う の は 連 邦 政 府 （ 連 邦 教 育 研 究 省 ： BMBF）

で あ る が 、 具 体 的 な 企 画 の 立 案 、 関 連 規 程 の 整 備 、 訓 練 実

施 プ ロ グ ラ ム の 策 定 に 関 し て は 、 連 邦 職 業 教 育 訓 練 研 究 機

構 （ BIBB） が 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る 。 こ の 組 織 は 職 業 教

育 訓 練 促 進 法 （ 1 981） に 基 づ い て 設 立 さ れ た 機 関 で あ り 、

職 業 教 育 訓 練 に 関 わ る す べ て の 事 項 に つ い て 政 府 に 助 言 を

行 え る 立 場 に あ る 。 同 機 構 は 組 織 体 の 形 態 と し て は 独 立 の

研 究 機 関 と な っ て い る が 、 そ の 運 営 に あ た っ て は 労 使 が 深

く 関 与 す る 。 例 え ば 国 家 レ ベ ル の 職 業 教 育 訓 練 規 程 の 企 画

に 関 し て は 、 労 使 に よ っ て 任 命 さ れ る 教 育 訓 練 の 専 門 家 が

規 程 の 草 案 作 成 に 携 わ る 。 ま た 、 連 邦 職 業 教 育 訓 練 研 究 機

構 に よ っ て 組 織 さ れ る 国 家 レ ベ ル の 「 中 央 職 業 教 育 訓 練 委

員 会 」 、 州 レ ベ ル の 「 州 職 業 教 育 訓 練 委 員 会 」 に は そ れ ぞ

れ 連 邦 政 府 、 州 政 府 の ほ か 労 使 お よ び 教 育 訓 練 実 務 専 門 家

が 対 等 な 立 場 で 参 加 し 、 重 要 な 検 討 事 項 を 協 議 す る 。 な

お 、 同 機 構 は 政 府 が 実 施 す る 公 共 職 業 教 育 訓 練 施 策 に 対 す

る 評 価 も 行 っ て い る 。  

（ ３ ） － １  若 年 者 の 養 成 教 育 訓 練  
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ド イ ツ の 若 年 者 （ 義 務 教 育 修 了 者 ） を 対 象 と し た 初 期 養

成 訓 練 は 「 デ ュ ア ル シ ス テ ム 」 と 「 全 日 制 職 業 学 校 訓 練 」

に よ っ て 行 わ れ る 。 デ ュ ア ル シ ス テ ム に は 、 (1 )訓 練 の 場 が

職 業 学 校 と 企 業 で あ る こ と 、 (2 )職 業 学 校 で は 理 論 を 学 び 企

業 で は 実 践 を 学 ぶ こ と 、 (3)職 業 学 校 は 州 の 主 管 で あ り 企 業

で の 職 場 実 習 は 連 邦 政 府 （ 連 邦 教 育 研 究 省 ） の 主 管 で あ る

こ と 、 と い う 3 つ の 2 元 性 が 含 ま れ て い る 。 週 の う ち 1～ 2

日 （ 全 訓 練 時 間 の 約 3 割 ） は 職 業 学 校 で 職 業 に 係 る 理 論 教

育 が 、 残 り の 3～ 4 日 （ 全 訓 練 時 間 の 約 7 割 ） は 企 業 で 職 場

実 習 が そ れ ぞ れ 行 わ れ る 。 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 訓 練 生 は 職

業 学 校 の 生 徒 で あ る と 同 時 に 、 企 業 と 職 業 訓 練 契 約 を 結 ぶ

の で 、 訓 練 生 手 当 が 支 給 さ れ る ほ か 社 会 保 障 制 度 の 対 象 に

も な る 。 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 主 に 基 幹 学 校 修 了 者 を 対 象 と

し て 実 施 さ れ 、 幅 広 い 職 業 に 関 す る 基 礎 知 識 と 、 特 定 の 職

業 に 必 要 な 専 門 能 力 を 身 に つ け 、 即 戦 力 と な る 熟 練 労 働 者

を 養 成 す る こ と を 目 的 と す る 。 職 業 訓 練 が 行 わ れ る 公 認 訓

練 職 種 は 約 350 職 種 。 訓 練 期 間 は 職 種 に よ っ て 2 年 （ 販 売

な ど の 事 務 系 職 種 ） ～ 3 年 半 （ 電 気 ・ 電 子 及 び 機 械 系 職

種 ） で あ り 、 訓 練 修 了 後 に 試 験 が 実 施 さ れ 、 試 験 に 合 格 す

る と 訓 練 職 種 に 関 す る 公 的 な 職 業 資 格 が 付 与 さ れ る 。  

ま た 、 全 日 制 職 業 学 校 で は 、 デ ュ ア ル ・ シ ス テ ム に 組 み

込 む こ と が 難 し い 保 険 衛 生 、 医 療 福 祉 関 連 （ 介 護 、 育 児 、

看 護 、 助 産 婦 、 医 学 療 法 な ど ） の 職 種 を 対 象 と し て 訓 練 が
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実 施 さ れ る 。 義 務 教 育 を 終 え た 若 年 者 が こ れ ら の 職 業 教 育

訓 練 コ ー ス に 進 む 割 合 は 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム が 約 55％ 、 全

日 制 職 業 学 校 が 約 10％ 、 残 り の 35％ が 普 通 教 育 に お い て 大

学 を 目 指 す コ ー ス を 選 択 し て い る 。  

（ ３ ） － ２  継 続 教 育 訓 練  

継 続 教 育 訓 練 は 「 継 続 職 業 教 育 訓 練 」 と 「 非 継 続 職 業 教

育 訓 練 （ 成 人 教 育 訓 練 ） 」 に 大 別 さ れ 、 在 職 者 、 失 業 者 及

び 経 済 的 弱 者 対 象 の 職 業 教 育 訓 練 政 策 （ 向 上 教 育 訓 練 、 再

教 育 訓 練 ） は 前 者 の 継 続 職 業 教 育 訓 練 に 位 置 す る 。  

 １ ） 向 上 教 育 訓 練  

向 上 教 育 訓 練 に は 、 (1 )能 力 、 知 識 、 技 能 の 維 持 ・ 向 上 、

あ る い は 市 場 、 技 術 の 変 化 へ の 対 応 を 目 的 と す る 「 適 応 向

上 教 育 訓 練 」 と 、 (2 )企 業 内 外 で の ス テ ッ プ ア ッ プ を 目 指 す

「 昇 進 向 上 教 育 訓 練 」 が あ る 。 「 昇 進 向 上 教 育 訓 練 」 は 、

熟 練 工 を 養 成 す る わ が 国 で も よ く 知 ら れ た 「 マ イ ス タ ー 制

度 」 が 中 心 。 訓 練 修 了 後 に マ イ ス タ ー 、 テ ク ニ カ ー 、 各 職

業 に お け る 専 門 士 と い っ た 公 的 資 格 の 取 得 や 商 学 士 な ど の

学 位 取 得 を 伴 う 修 了 試 験 が 行 わ れ る の が 特 徴 で 、 現 在 約

200 の 資 格 が あ り 、 そ の 内 約 170  が 「 マ イ ス タ ー 」 資 格 で

あ る 。 一 方 、 適 応 向 上 教 育 訓 練 は 3 日 以 内 の コ ー ス を 中 心

と す る 短 期 間 の コ ー ス が ほ と ん ど で あ る 。  

中 世 以 来 の 伝 統 持 ち 、 ド イ ツ の 産 業 発 展 を 支 え て き た こ

の マ イ ス タ ー 制 度 で あ る が 、 最 近 の 経 済 を と り ま く 環 境 変
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化 に よ り 転 機 を 迎 え て い る と 言 わ れ る 。 厳 格 な 資 格 取 得 を

義 務 付 け る 現 行 の 制 度 は 、 個 人 が 起 業 す る 際 の 足 枷 に な る

恐 れ が あ り 、 大 量 の 失 業 者 を 抱 え る ド イ ツ の 労 働 市 場 に お

い て は 時 代 の 要 請 に 沿 っ た 柔 軟 な 制 度 に す べ き と の 声 が あ

る 。 こ れ に は 一 部 の 職 種 を 資 格 か ら 外 す 等 の 対 応 が 考 え ら

れ る が 、 徒 に 規 制 を 緩 和 す る こ と は 、 逆 に 人 材 の 質 や 技 術

の 低 下 を 招 く 恐 れ も あ り 、 国 際 競 争 力 の 維 持 と い う 観 点 か

ら は 慎 重 な 対 応 が 求 め ら れ て い る 。  

２ ） 失 業 者 及 び 経 済 的 弱 者 対 象 の 職 業 訓 練 （ 再 教 育 訓 練 ）  

再 教 育 訓 練 は 「 失 業 の 恐 れ の あ る 者 、 長 期 失 業 者 、 低 資

格 労 働 者 を 労 働 市 場 に 結 び つ け る 」 た め の 職 業 教 育 訓 練 で

あ る 。 再 教 育 訓 練 は 社 会 法 典 第 Ⅲ 編 に 基 づ き 連 邦 雇 用 エ ー

ジ ェ ン シ ー に よ っ て 管 理 運 営 さ れ る 。 連 邦 雇 用 エ ー ジ ェ ン

シ ー が 支 援 す る プ ロ グ ラ ム に は 、 継 続 職 業 教 育 訓 練 の 支 援

と 労 働 市 場 政 策 に よ る 特 別 プ ロ グ ラ ム が あ る 。 前 者 の 通 常

の 継 続 職 業 訓 練 支 援 プ ロ グ ラ ム は 、 主 に 全 日 制 の 継 続 職 業

教 育 訓 練 コ ー ス の 受 講 料 、 宿 泊 費 用 及 び 参 加 者 の 手 取 り 賃

金 の 60～ 6 7％ （ 少 な く と も 1 人 、 あ る い は 扶 養 義 務 の あ る

子 供 が い る 場 合 は 67％ 、 そ れ 以 外 は 60％ ） に 相 当 に す る 生

計 手 当 を 支 援 す る プ ロ グ ラ ム で あ る 。 こ の プ ロ グ ラ ム の 対

象 者 は 失 業 者 お よ び 失 業 の 恐 れ に あ る 者 で 公 共 職 業 安 定 所

で の 認 定 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  
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ま た 労 働 市 場 政 策 に 伴 う 近 年 の 特 別 プ ロ グ ラ ム と し て 、

「 Jo b -AQ TIV 法 （ 労 働 市 場 改 革 の た め の 法 律 ） 」 に 基 づ い

た プ ロ グ ラ ム と 「 労 働 市 場 近 代 化 の た め の 法 律 （ 通 称 ハ ル

ツ 法 ） 」 に 基 づ く プ ロ グ ラ ム が あ る 。 「 Job -AQ T IV 法 」 に

基 づ い た プ ロ グ ラ ム に は 、 厳 し い 雇 用 失 業 情 勢 に 対 応 す る

た め 、 「 ジ ョ ブ ロ ー テ ー シ ョ ン 」 と 「 未 熟 練 従 業 員 等 の 訓

練 の た め の 賃 金 助 成 」 が 主 な プ ロ グ ラ ム と し て 実 施 さ れ て

い る 。 ジ ョ ブ ロ ー テ ー シ ョ ン は 、 従 業 員 を 職 業 教 育 訓 練 に

参 加 さ せ て い る 間 、 そ の 仕 事 に 失 業 者 を 雇 用 し た 企 業 に 賃

金 の 50％ か ら 1 0 0％ が 最 長 1 年 間 助 成 さ れ る 制 度 で 、 も う

一 つ の 「 未 熟 練 従 業 員 等 の 教 育 訓 練 の た め の 賃 金 助 成 」

は 、 企 業 が 無 資 格 者 の 従 業 員 ま た は 未 熟 練 従 業 員 を  職 業 継

続 教 育 訓 練 へ 参 加 さ せ る 場 合 に 、 賃 金 の 全 部 ま た は 一 部 を

助 成 す る プ ロ グ ラ ム で あ る 。  

一 方 「 労 働 市 場 近 代 化 の た め の 法 律 」 に 基 づ く プ ロ グ ラ

ム に は 「 職 業 訓 練 ク ー ポ ン 券 制 度 」 が あ る 。 こ の プ ロ グ ラ

ム は 再 教 育 訓 練 な ど の 継 続 職 業 教 育 訓 練 が 必 要 な 者 に 対 し

て 、 公 共 職 業 安 定 所 か ら 職 業 訓 練 ク ー ポ ン 券 （ ク ー ポ ン 券

に は 訓 練 目 的 、 訓 練 内 容 、 訓 練 期 間 と ク ー ポ ン の 有 効 期 間

が 記 載 ） が 支 給 さ れ 、 参 加 者 は 有 効 期 間 内 に 認 定 さ れ た 訓

練 機 関 の 認 定 さ れ た 講 座 の 中 か ら 自 分 の 訓 練 目 的 に 合 っ た

も の を 選 ん で 受 講 で き る と い う 仕 組 み だ 。  

（ ３ ） － ３  職 業 教 育 訓 練 制 度 改 革 の 方 向 性  
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ド イ ツ に お け る 中 長 期 的 主 要 な 課 題 の 一 つ に 人 口 動 態 の

変 化 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ は 他 の 欧 州 諸 国 に 比 べ ド イ ツ に と

っ て は よ り 深 刻 な 問 題 で あ る 。 こ う し た 背 景 に 対 し 、 政 府

は 職 業 教 育 訓 練 を 将 来 の 経 済 的 ・ 社 会 的 発 展 の 鍵 と し て 、

高 度 な 資 格 取 得 を 最 良 の 失 業 防 止 策 と 捉 え て い る 。  

ま た 過 去 10 年 来 、 EU の 教 育 訓 練 政 策 を め ぐ る 議 論 の 中 心

的 テ ー マ に 「 生 涯 教 育 の 枠 組 み お よ び 文 化 の 創 出 」 と い う

テ ー マ が あ る 。 こ れ は EU 全 体 で 取 り 組 ん で い る も の だ が 、

ド イ ツ に お い て も 厳 し い 経 済 環 境 の 中 、 初 期 に お い て 労 働

者 が 取 得 し た 資 格 だ け で 経 済 社 会 に お け る 新 た な 課 題 に 対

応 す る の は 困 難 に な っ て き て お り 、 継 続 的 な 生 涯 教 育 の 重

要 性 が 高 ま っ て い る 。 人 口 動 態 の 変 化 に 起 因 す る ド イ ツ の

労 働 人 口 の 減 少 と 継 続 教 育 の 減 退 が 相 互 に 増 幅 し 合 う 傾 向

に あ る こ と も 継 続 教 育 訓 練 関 連 の デ ー タ か ら わ か っ て き て

い る 。 特 に 、 低 水 準 の 資 格 し か 持 た な い 人 々 は 、 継 続 教 育

を 受 け る 機 会 の 活 用 度 も 低 い 。  

以 上 の 点 を 踏 ま え 、 職 業 教 育 訓 練 制 度 の 改 革 を 加 速 さ せ

る べ く 、 連 邦 政 府 は 20 08 年 1 月 、 「 資 格 認 定 イ ニ シ ア チ

ブ 」 を 立 ち 上 げ た 。 こ れ は 、 早 期 の 児 童 教 育 か ら 継 続 教 育

及 び 職 場 で の 訓 練 に 至 る 生 涯 教 育 の 推 進 及 び 支 援 を 目 指 す

活 動 を 包 括 す る も の で あ る 。 こ の 施 策 の 創 設 に 先 駆 け て 、

連 邦 政 府 は 20 06 年 春 、 2 つ の タ ス ク フ ォ ー ス 「 職 業 教 育 訓

練 イ ノ ベ ー シ ョ ン サ ー ク ル （ IK B B） 」 と 「 継 続 教 育 訓 練 イ
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ノ ベ ー シ ョ ン サ ー ク ル （ IKW B） 」 を ス タ ー ト さ せ た 。 20 07

年 7 月 、 IKBB は 「 職 業 教 育 改 革 に 関 す る 10 項 目 の ガ イ ド

ラ イ ン 」 を 定 め 、 そ の 大 部 分 が 資 格 認 定 イ ニ シ ア チ ブ に 盛

り 込 ま れ る こ と と な っ た 。 同 ガ イ ド ラ イ ン は 、 ド イ ツ の 職

業 訓 練 が 国 際 的 に 高 く 評 価 さ れ て い る の は 、 デ ユ ア ル ・ シ

ス テ ム に 基 づ く 職 業 教 育 訓 練 が ド イ ツ の 競 争 力 お よ び 革 新

力 に 重 要 な 貢 献 を 果 た し て き た か ら と 理 由 づ け て お り 、 今

後 は 職 業 教 育 訓 練 施 策 を 通 じ て 、 職 業 訓 練 か ら 雇 用 へ の よ

り 高 い 移 行 を 実 現 す る と 同 時 に 、 経 済 ニ ー ズ に 見 合 っ た 資

格 を 持 つ 熟 練 労 働 者 を 確 保 し て い く こ と が 重 要 と し て い

る 。  

 

２ ． ド イ ツ の 職 業 訓 練 教 育 制 度 が 直 面 す る 問 題  

ド イ ツ に お い て も 、 特 に 公 的 関 与 が 高 い 初 期 職 業 教 育 訓

練 制 度 の 領 域 で は 、 時 代 の 変 化 と と も に い く つ か の 課 題 が

挙 げ ら れ る 。 EU 内 で の 資 格 フ レ ー ム の 共 通 化 の 流 れ を 背 景

と し た 外 部 か ら の 影 響 と の 関 連 性 も 大 き い 。 現 在 最 も 重 要

視 さ れ て い る 課 題 を 紹 介 す る 。  

（ １ ） 職 業 訓 練 市 場 の 構 造 的 問 題  

ド イ ツ で も 少 子 化 の 影 響 で よ り 、 前 期 中 等 教 育 を 終 え た

段 階 の 若 者 の 数 が 減 少 傾 向 に あ る 。 職 業 訓 練 市 場 で は 、 そ

れ が 職 業 訓 練 希 望 者 の 減 少 と 表 面 化 し 始 め て い る 。 ま た 、

数 の 上 だ け で な く 学 習 困 難 を 抱 え る 若 者 、 基 幹 学 校 卒 業
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生 、 成 績 の 低 い 者 な ど の 訓 練 先 探 し が 特 に 難 し く な っ て い

る と い う 。 こ の よ う な 若 者 は 、 訓 練 を 始 め る 段 階 で 追 っ た

ハ ン デ ィ が そ の 後 の 職 業 人 生 に ま で 尾 を 引 く と い う 危 険 に

さ ら さ れ て い る 。 そ の た め 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム に 入 る 前 の

段 階 で 職 業 訓 練 教 育 を 行 う ｢生 産 学 校 ｣が 増 加 し て い る 。

1992 年 に 初 め て 1 校 つ く ら れ 、 20 03 年 に 19 校 に な っ て い

た 。 2007 年 に は 、 ド イ ツ 生 産 学 校 協 会 が 結 成 さ れ た (大 串

2013 )。 主 に 、 学 習 困 難 を 抱 え る 若 者 を 受 け 入 れ 、 デ ュ ア ル

シ ス テ ム へ 入 学 で き る よ う に 教 育 し 、 送 り 出 し て い る 。  

筆 者 は 、 今 増 加 し て い る ド イ ツ の 生 産 学 校 を 平 成 27 年 3

月 に 視 察 し て き た の で 後 述 す る 。  

（ ２ ） 職 業 訓 練 を 受 け る 若 者 の 多 様 化  

職 業 教 育 訓 練 に 入 る 若 者 の 数 が 減 少 し て い る 背 景 に は 、

若 年 者 人 口 が 減 っ て い る こ と と 同 時 に 、 大 学 入 学 資 格

（ Ab itur） を 得 る 者 の 数 が 増 え て い る と い う 現 象 が あ る 。

つ ま り 、 ア ビ ト ゥ ア と い う 大 学 入 学 資 格 （ A bit u r） を 取 得

し て 大 学 に 進 学 す る 若 者 の 数 が 増 加 し て い る 。 こ の こ と

は 、 優 秀 な 若 者 を 訓 練 生 と し て 採 用 し た い 企 業 に と っ て 痛

手 と な る 。 よ っ て 、 ア ビ ト ゥ ア を も っ て い て も あ え て デ ュ

ア ル シ ス テ ム の 訓 練 に 進 む 若 者 が 増 え る よ う に デ ュ ア ル シ

ス テ ム を 魅 力 的 な も の に 変 え て い く 必 要 が あ る 。 ま た 、 プ

ラ ス ア ル フ ァ と な る 追 加 資 格 の 取 得 や 初 期 職 業 教 育 訓 練 と
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そ の 後 の 継 続 教 育 ・ 訓 練 を 統 合 で き る よ う な 新 し い 枠 組 み

の 開 発 も 必 要 と な ろ う 。  

（ ３ ） 職 業 教 育 訓 練 の 質 の 向 上  

職 業 教 育 訓 練 の 質 の 向 上 を 求 め る 声 は 近 年 ま す ま す 高 ま

っ て お り 、 2 005 年 の Bi BB の 改 正 に あ た っ て も 、 職 業 教 育

訓 練 の 実 施 施 設 や 訓 練 指 導 者 の モ ニ タ リ ン グ な ど 質 に か か

わ る 規 定 が 盛 り 込 ま れ た 。 ま た 、 結 果 を 重 視 す る ア ウ ト プ

ッ ト 志 向 へ と 支 店 が 変 わ っ て き て い る 。  

 同 時 に 、 ヨ ー ロ ッ パ レ ベ ル で 提 示 さ れ て い る 職 業 教 育 訓

練 の 質 向 上 の 目 標 に 合 わ せ て 、 ド イ ツ 国 内 で も そ の 質 を 把

握 ・ 確 保 す る 方 法 を 確 立 す る 作 業 が 進 め ら れ て い る 。 こ の

質 を 図 る 指 標 は 、 Ｅ Ｕ 諸 国 で 通 用 す る 共 通 の 物 差 し と な る

と 同 時 に 、 各 国 の 教 育 ・ 訓 練 の 特 性 に も 配 慮 し た も の に な

る こ と が 目 指 さ れ る 。 こ れ に 向 け 、 連 邦 教 育 研 究 省

（ BM BF） で は 、 特 に 、 中 小 企 業 を 対 象 に モ デ ル イ ニ シ ア テ

ィ ブ を 開 始 し て い る 。  

 

３ ． ド イ ツ の 生 産 学 校 ヒ ア リ ン グ 調 査  

筆 者 は 、 平 成 27 年 3 月 に 今 ド イ ツ で 増 加 し て い る 前 述 し

た 生 産 学 校 を 視 察 し た の で 、 ヒ ア リ ン グ し た 結 果 を 報 告 す

る 。  

（ １ ） 生 産 学 校 協 会  

 （ 面 会 者 ： M r. M arti n Me rte ns,  
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Vors tand (Pr esi d ent)  ）  

ミ ュ ン ヘ ン か ら 列 車 で ３ 時 間 １ ０ 分 ほ ど の カ ッ セ ル 駅 で

生 産 学 校 協 会 会 長 の Mr . M art in Mert ens と 面 会 し て 話 を

伺 っ た 。  

１ ） 現 状  

① ド イ ツ に は ３ ０ 万 人 の 職 業 学 校 の 不 合 格 者 、 中 退 者 が い

て 、 問 題 に な っ て い る 。 ド イ ツ は 、 州 単 位 で 法 律 が 違 い 、

独 自 に 予 算 を も ち 、 執 行 し て い る が 、 就 職 で き な い 、 学 校

に も 行 か な い 、 職 業 学 校 に も 行 け な い 、 い わ ゆ る ニ ー ト を

カ ッ セ ル 市 の 青 年 局 が 世 話 を し て 、 労 働 局 が 学 校 を 紹 介 し

て い る 。 そ の 職 業 学 校 に 不 合 格 と な っ た 基 礎 学 力 の な い 学

生 を 引 き 取 っ て 教 育 指 導 し て い る と こ ろ が 「 生 産 学 校 」 で

あ り 、 １ 校 当 た り ３ ０ 人 か ら ５ ０ 人 の 学 生 を 受 け 入 れ て い

る 。  

② ド イ ツ 全 体 で １ ５ ０ 校 の 生 産 学 校 が あ る が 、 生 産 学 校 協

会 に 所 属 し て い る の は 、 そ の う ち １ １ ０ 校 。 ミ ュ ン ヘ ン 市

立 の 生 産 学 校 は メ ン バ ー で は な い 。 ミ ュ ン ヘ ン 市 独 自 の 方

法 で 生 産 学 校 を 運 営 し て い る と の こ と 。  

③ 生 産 学 校 で 指 導 し て い る 分 野 は 、 主 に 、 農 業 、 レ ス ト ラ

ン 、 メ タ ル 加 工 、 木 工 、 美 容 、 オ ン ラ イ ン シ ョ ッ プ 、 ペ イ

ン テ ィ ン グ 、 リ サ イ ク リ ン グ 等 で あ る 。 技 能 を 身 に つ け 、

職 業 学 校 に 合 格 で き る よ う に 指 導 、 す な わ ち 、 企 業 で の 実
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習 (訓 練 の ８ ０ ％ を 占 め る )受 け 入 れ に 合 格 で き る よ う 指 導

し て い る 。  

２ ） 歴 史 、 今 ま で の プ ロ セ ス  

① 生 産 学 校 は 、 １ ８ ０ ０ 年 に フ ラ ン ス で 始 ま り 、 ス イ ス に

伝 わ り 、 そ の 後 ド イ ツ 南 部 の バ イ エ ル ン は バ ー テ ン ブ ル グ

に 浸 透 。 同 時 に 、 職 業 学 校 が 発 達 し 、 マ イ ス タ ー 制 に つ な

が っ た 。 も の づ く り は 中 世 か ら の 歴 史 が あ り 、 親 方 も 中 世

か ら あ っ た 。  

② 第 ２ 次 世 界 大 戦 後 、 教 育 制 度 の 見 直 し が 行 わ れ た が 、 ド

イ ツ は 、 ア メ リ カ の 教 育 を 受 け 入 れ ず に 、 伝 統 的 な 親 方 の

マ イ ス タ ー 制 度 を 守 っ た 。 同 じ 敗 戦 国 で も 、 こ こ が 日 本 と

ド イ ツ の 大 き な 違 い と な っ た 。  

③ １ ９ ６ ０ 年 代 、 職 業 学 校 の 将 来 の 存 在 価 値 を 定 義 す る 動

き が 高 ま っ た 。 そ れ ま で は 、 理 論 中 心 で 、 知 識 中 心 の ギ ム

ナ ジ ウ ム の 先 生 と 技 術 中 心 の 職 業 学 校 の 先 生 は 、 お 互 い に

交 流 が な か っ た が 、 そ の 後 徐 々 に 交 流 す る よ う に な っ た 。

そ の 結 果 、 経 済 的 に 余 裕 の あ る 大 企 業 中 心 に 、 企 業 内 に 学

生 を 教 育 す る 工 場 を 作 る よ う に な っ た 。 例 え ば 、 週 １ ～ ２

日 は 学 校 で 理 論 を 勉 強 し 、 ３ ~４ 日 に は 企 業 で 働 く 。  

④ し か し な が ら 、 フ ォ ル ク ス ワ ー ゲ ン な ど の 大 企 業 内 に つ

く ら れ た 実 習 用 の 工 場 は 、 実 践 的 で な く 、 学 生 を 教 育 で き

る 社 員 が い な い と い う 問 題 が 起 こ っ た 。 特 に 、 高 度 な 技 術

の 場 合 は そ う だ っ た 。  
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⑤ １ ９ ７ ０ 年 代 の オ イ ル シ ョ ッ ク に よ る 失 業 者 の 急 増 に よ

っ て 、 そ の 後 デ ン マ ー ク の 生 産 学 校 が 週 目 さ れ た 。 そ の 生

産 学 校 の 卒 業 者 は 、 公 的 な 仕 事 に 就 職 で き る よ う に 取 り 計

ら い 、 就 職 内 定 率 に お い て 高 い 実 績 を あ げ た た め 、 デ ン マ

ー ク 方 式 を 活 用 し よ う と い う 機 運 が 生 ま れ た 。  

⑥ 学 校 を 落 第 し た 若 者 と 、 公 立 中 学 校 で 教 え ら れ な い は み

出 し た 先 生 を 結 び 付 け た い と い う 発 想 が 生 産 学 校 を 普 及 さ

せ る 一 因 と な っ た 。 そ し て 、 理 論 だ け で な く 、 そ の 学 生 に

欠 け た マ ッ チ し た 教 育 を 提 供 し よ う と し た 。  

３ ） 今 後 に 向 け て  

① ニ ー ト と 生 産 学 校 が ど の よ う に や っ て い く の か ？ の 議 論

が 政 治 家 を 巻 き 込 ん で あ っ た 。  

 ゴ ー ル は 、 学 生 が 自 由 意 思 で 自 立 し な が ら や る 気 を 出 す

こ と で あ る 。 つ ま り 、 学 校 が 強 制 的 に や ら せ る 印 象 が 強 か

っ た の に 対 し 、 生 産 学 校 は 、 決 し て 強 制 せ ず に 、 や り た い

か ら 自 発 的 に や る と い う 本 人 の 魅 力 や 可 能 性 を 引 き 出 し て

褒 め る こ と に よ り 自 信 を つ け さ せ る こ と を ゴ ー ル と し た 。  

② そ の た め 、 多 く の 専 門 家 が 対 応 し 、 問 題 の あ る 学 生 に や

る 気 を 出 さ せ る に は ど う し た ら い い か を 個 別 に 考 え た 。  

③ 生 産 学 校 は 、 地 域 密 着 で あ る 。 地 域 と そ の 地 域 に あ る 企

業 と 学 校 が 協 力 し て 成 り 立 つ し く み で あ る 。 職 業 学 校 に 入

り 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム で 学 校 で の 理 論 と 企 業 で の 実 践 を 経
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験 し 、 卒 業 試 験 に 合 格 で き な け れ ば 、 ド イ ツ で は 就 職 で き

な い 。 社 会 人 と し て 一 人 前 に 自 立 で き な い の で あ る 。  

④ 生 産 学 校 の ｢生 産 ｣の 意 味 は 、 い ろ ん な 意 味 が あ る 。 モ ノ

を 生 産 す る 、 生 徒 を つ く る 、 生 徒 と 先 生 の 人 間 関 係 を つ く

る 、 生 徒 同 士 の 人 関 係 を つ く る 、 学 校 と 企 業 の 信 頼 関 係 を

つ く る ・ ・ ・  

⑤ 生 産 学 校 で つ く ら れ た も の を 実 際 に 販 売 し 、 そ の 対 価 を

受 け 取 る こ と で 、 自 信 を つ け て い く こ と が で き る 。 自 分 が

汗 を か い て 作 っ た も の を 買 っ て も ら え た こ と は 嬉 し い し 、

喜 ん で も ら え た ら 自 信 に つ な が る 。 さ ら に 、 ア ル バ イ ト 代

を も ら え た ら 一 石 二 鳥 。  

⑥ 「 ド イ ツ に 住 む 若 者 は 全 員 能 力 を 引 き 出 す 」 と い う 哲 学

（ フ ィ ロ ソ フ ィ ー ） が ド イ ツ に は あ り 、 法 律 で も 裏 付 け が

あ る （ ？ ） の で 、 国 民 全 体 に ど の 意 識 が 浸 透 し て い る 。 そ

の た め 、 政 府 も 教 育 省 (日 本 の 文 部 科 学 省 )と 労 働 を 受 け 入

れ る 企 業 と 労 働 省 (日 本 の 厚 生 労 働 省 )、 青 少 年 の 犯 罪 を 取

り 締 ま る 法 務 省 と が 一 体 と な っ て 若 者 全 員 の 能 力 を 引 き 出

す た め の 施 策 を 立 て て い て 、 生 産 学 校 に も 協 力 し て い る 。

た だ し 、 ど の 省 庁 も 生 産 学 校 に 対 す る 理 解 や 受 け 入 れ な ど

の 考 え 方 が 違 う こ と が 問 題 で あ る 。 (ド イ ツ 全 体 で ニ ー ト 対

策 の 予 算 は １ 兆 円 (８ ０ 億 ユ ー ロ ))  

⑦ 外 国 か ら の 移 民 が 増 加 し て い る 。 特 に 、 コ ソ ボ 、 ポ ー ラ

ン ド な ど 。 昔 は ト ル コ が 圧 倒 的 に 多 か っ た 。 こ れ ら の 移 民
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の 子 も 含 め て 、 生 産 学 校 は 、 す べ て の 若 者 が 職 業 を 準 備 す

る た め の 勉 強 を し な け れ ば な ら な い 」 と い う 哲 学 （ フ ィ ロ

ソ フ ィ ー ） の も と 取 り 組 ん で い る 。  

⑧ 経 済 的 に 貧 し い 家 庭 、 親 が 離 婚 し て 片 親 や 、 育 児 放 棄 さ

れ た 子 供 な ど 様 々 だ が 、 愛 情 が 不 足 し て い る 子 が 多 い 。 そ

の 結 果 、 自 分 に 自 信 が な く 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 の な い

子 が 多 い 。 ま ず は 、 認 め ら れ る 経 験 、 尊 重 さ れ る 経 験 に よ

っ て 、 自 信 を も た せ る こ と が 第 一 で あ る 。 例 え ば 、 い じ め

る 子 に 怒 ら な い で ま ず 、 事 実 を 認 め 受 け 入 れ る 、 そ の 後

「 い じ め て ど う だ っ た か ？ 楽 し か っ た ？ 」 と 尋 ね る 、 楽 し

か っ た と 答 え る 子 に 「 同 じ こ と を あ な た が さ れ た ら ど う 思

う ？ 」 と 聴 く こ と に よ り 、 だ ん だ ん 自 己 開 示 し て く れ る  

⑨ 子 供 た ち を 認 め な が ら 教 育 指 導 す る 教 員 の 教 育 指 導 も 不

可 決 で あ り 、 生 産 学 校 協 会 で は 、 独 自 の 向 上 教 育 を 定 期 的

に 実 施 し て い る 。  

⑩ 一 人 の 先 生 が 、 ８ ～ １ ０ 人 の 生 徒 を 見 て い る 。 こ の 先 生

は 、 一 つ の 専 門 分 野 だ け で な く 、 い ろ ん な 分 野 に 精 通 し て

い る こ と が 望 ま れ る 。  

⑪ 生 徒 の ９ ０ %が 生 産 学 校 で 何 を し た い の か に 気 づ く 。 ６ ヶ

月 か ら ３ 年 か か る 子 も い る が 、 平 均 し て １ ２ カ 月 か ら １ ８

カ 月 で 卒 業 す る 。 理 想 は 、 ２ 年 間 。  

⑫ 最 近 う つ や 精 神 的 に 問 題 を 抱 え る 学 生 が 増 え て い る が 、

そ の 一 因 と し て 食 事 に 問 題 が あ る 。  
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 朝 食 を 食 べ な い 子 は イ ラ イ ラ し が ち 。 学 校 で 昼 食 を つ く

っ た り 、 週 に 1 回 み ん な で 朝 食 を 食 べ る こ と も あ る 。  

  

（ 真 中 が M r .  M a r t i n  M e r t e n s ,  V o r s t a n d ( P r e s i d e n t )、 右 が 元

生 産 学 校 協 会 会 長 (前 任 者 )）  

（ ２ ） カ ッ セ ル 市 の 生 産 学 校 （ O utla w）  

 （ 面 会 者 ： Mr .  Lam berf  Lo het ,  Tea cher )  

実 際 に 生 産 学 校 を 見 学 し た い 旨 M artin 会 長 に 伝 え た と こ

ろ 、 カ ッ セ ル 駅 か ら タ ク シ ー で 1 5 分 ほ ど の O utl a w と い う

学 校 を 紹 介 し て い た だ い た 。 こ こ は 、 元 色 鉛 筆 と い う 名 前

の 生 産 学 校 で 、 会 長 が 設 立 し た が 、 数 年 前 に 経 営 不 振 に 陥

り 、 Outl aw と い う 法 人 が 引 き 継 い だ と の こ と で あ る 。  

①  木 工 、 メ タ ル (金 属 加 工 )、 電 気 (主 に 配 線 )、 サ ー ビ ス 、

販 売 ・ 事 務 の 5 コ ー ス あ る 。 Mr .  Lam berf  Lo het は 、 木

工 の 担 当 教 官 で あ る 。  

②  外 国 か ら の 難 民 が 多 い た め 、 言 葉 が 通 じ な い こ と が 一 番

困 っ た と の こ と で あ る 。 木 工 は 、 動 作 に よ っ て や っ て 見

せ る こ と が で き る の で ま だ い い の だ が 、 手 作 業 で は 説 明
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で き な い 事 務 や サ ー ビ ス 担 当 の 教 官 は も っ と 大 変 だ と 話

し て く れ た 。  

③  今 担 当 し て い る 生 徒 で 、 外 国 か ら の 移 民 は 3 名 い る 。 コ

ソ ボ か ら 1 名 (精 神 障 害 あ り )、 ポ ー ラ ン ド か ら 1 名 （ 30

年 前 に 大 工 の 資 格 を ド イ ツ で 取 得 後 帰 国 し た が 、 大 工 の

職 に つ け ず ま た ド イ ツ で 大 工 の 勉 強 中 ） 、 そ の 他 東 ヨ ー

ロ ッ パ か ら 1 名 。  

④  本 屋 か ら の 棚 の 注 文 を 受 け 、 納 品 し た と こ ろ 、 仕 上 が り

に 満 足 し て も ら い 、 リ ピ ー ト 注 文 に つ な が っ た ら し い 。

こ の こ と が 、 生 徒 た ち に 達 成 感 と 自 信 を も た ら し た そ う

だ 。  

⑤  心 が け て い る こ と は 、 生 徒 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で あ

る 。 ま ず は 、 人 間 関 係 の 構 築 、 そ の た め に は 、 相 手 を 尊

重 す る こ と が 大 切 で あ り 、 そ の 結 果 信 頼 関 係 が 生 ま れ 、

そ の 信 頼 関 係 が ベ ー ス と な っ て 訓 練 が 成 り 立 っ て い く と

話 し て く れ た 。  

⑥  家 で 朝 食 を 食 べ て こ な い 生 徒 も い る 。  食 事 は 重 要 な の

で 、 毎 週 月 曜 は み ん な で 朝 食 を つ く っ て 食 べ る 。 昼 食 は

持 参 だ が 、 時 々 、 生 徒 が 作 る 。  

⑦  通 常 は 、 7:3 0~1 6 :00 の 勤 務 だ が 、 プ ロ ジ ェ ク ト を 複 数 抱

え て お り 、 土 日 に 働 く こ と も あ る そ う だ 。  

指 導 教 官 は 、 時 に は 父 で あ り 、 母 に も な り 、 兄 弟 に も な

る と の こ と 。 そ う い う 人 間 性 が 生 産 学 校 の 指 導 教 官 に は 不
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可 欠 で あ る こ と が Mr. Lam ber f L ohet か ら の お 話 を 伺 っ て

実 感 で き た 。  

 

( 木 工 作 業 所 の 前 で )           （ 外 国 か ら の 移 民 の 生 徒 に 指 導 中

の M r . L a m b e r f ）  

（ ３ ） ミ ュ ン ヘ ン 市 立 生 産 学 校  

(面 会 者 ：  Ms.  Gert rud von   R e uss,  Viv e 

Prin cipa l(副 校 長 、 元 貴 族 )、 M s . An ette  Sc hre i ber,   

Teac her(料 理 ､ｹｲﾀﾘﾝｸ ﾞ担 当 教 官 )  

イ ン フ ル エ ン ザ の 流 行 の た め 、 教 員 が 多 数 休 ん で お り 、

な か な か ア ポ が 取 れ な か っ た が 、 最 終 日 の 午 前 中 に 訪 問 す

る こ と が で き た 。 ミ ュ ン ヘ ン 市 は ド イ ツ の 中 で 一 番 経 済 的

に 豊 か な 都 市 で あ り 、 独 自 に 進 め て い る プ ロ ジ ェ ク ト が 多

い そ う だ 。 生 産 学 校 に つ い て も 協 会 の 所 属 せ ず に 独 自 に 取

り 組 ん で い る そ う だ 。  

①  バ イ エ ル ン 州 の 生 産 学 校 は 、 他 と 違 う 。 デ ュ ア ル シ ス

テ ム の 一 環 で は な く 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム に 入 る た め の

職 業 準 備 の た め の 職 業 学 校 で あ る 。  
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②  ミ ュ ン ヘ ン 市 に は 200 の 職 業 学 校 が あ り 、 4 万 か ら 5 万

人 の 生 徒 が い る 。 特 に 、 電 気 、 木 工 、 金 属 加 工 、 ホ テ

ル 、 レ ス ト ラ ン と い っ た 分 野 が 多 い 。  

③  バ イ エ ル ン 州 で は 、 義 務 教 育 と し て 10 年 間 学 ば な け れ

ば な ら な い (通 常 は 9 年 間 )。  9 年 生 で 卒 業 試 験 に 合 格

で き れ ば 、 3 年 間 の デ ュ ア ル シ ス テ ム の 職 業 学 校 に 入 学

で き る が 、 卒 業 試 験 に 不 合 格 と な っ た 生 徒 は 、 生 産 学

校 で 1 年 間 学 び 、 修 了 証 を 獲 得 し て か ら デ ュ ア ル シ ス

テ ム の 職 業 学 校 に 入 学 で き る 。 つ ま り 、 義 務 教 育 で 落

ち こ ぼ れ た 基 礎 学 力 の 不 足 し た 生 徒 を 1 年 間 生 産 学 校

で 教 育 指 導 す る こ と に よ り 、 職 業 教 育 に 接 続 さ せ る 学

校 で あ る 。  

④  毎 週 34 ~35 時 間 の 授 業 が あ る 。 ク ラ ス は 、 ド イ ツ 人 の

た め の ク ラ ス と 移 民 の た め の ク ラ ス が あ り 、 前 者 は 1

年 間 だ が 、 後 者 は 、 語 学 の ハ ン デ ィ が あ る こ と か ら 特

別 に 2 年 間 通 う こ と が で き る 。  

⑤  1 週 間 の ５ ０ ％ が 学 校 で 学 び 、 残 り の ５ ０ ％ は 企 業 で 働

く 。  

⑥  や る 気 の な い 子 供 た ち の た め に 、 部 分 的 に 特 別 授 業 が

あ る 。 特 に 、 問 題 の あ る 生 徒 は 、 9 週 間 こ の 生 産 学 校 で

勉 強 す る が 、 残 り の 10 か 月 何 も や ら な い 子 が 多 い 。 本

来 な ら 企 業 で 働 か な け れ ば な ら な い 。 よ っ て 、 社 会 養
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育 家 や カ ウ ン セ ラ ー が 3 人 配 置 さ れ 、 マ ン ツ ー マ ン で

面 倒 見 る 。  

⑦  ミ ュ ン ヘ ン の 東 に 分 校 が あ る が 、 こ こ は 難 民 専 門 の 学

校 で 、 家 庭 的 に 複 雑 な 子 供 が 多 く 、 親 か ら 受 け た 虐 待

が ト ラ ウ マ に な っ て い る 子 や う つ 病 な ど の 精 神 的 に 問

題 を 抱 え る 子 も 多 い 。 そ の た め 、 カ ウ ン セ ラ ー の よ う

な 社 会 教 育 家 を 3 人 配 置 し 、 さ ら に ス ク ー ル カ ウ ン セ

ラ ー の よ う な 学 校 心 理 学 者 1 名 を 配 置 し て い る 。  

⑧  料 理 と ケ イ タ リ ン グ を 担 当 し て い る 先 生 の 話 で は 、 9 月

に 23 人 入 り 、 6 か 月 後 の 3 月 現 在 16 名 に 減 っ た 。 落 ち

こ ぼ れ た 子 も い れ ば 、 他 に 転 校 し た 子 も い る 。 自 分 の

適 性 が 他 に あ る こ と に 気 づ い て 転 校 し た こ と は 悪 い こ

と で な い 。  

⑨  1 年 間 の 生 産 学 校 卒 業 後 に デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 に 入 る

こ と が で き る 学 生 は 、 昨 年 は ８ ０ ％ だ っ た 。 残 り は 、

就 職 す る た め ジ ョ ブ セ ン タ ー に 行 っ た 子 が 多 い 。 デ ュ

ア ル シ ス テ ム 訓 練 に 入 る た め に は 、 企 業 と の 契 約 を 結

ぶ こ と が 条 件 で あ り 、 企 業 の 要 求 は 高 い の で 、 そ の 条

件 を 満 た さ な い と 、 な か な か デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 に

入 れ な い 。 い っ た ん 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム に 入 れ て も 、

企 業 が 満 足 し な け れ ば 追 い 出 さ れ る こ と も あ る 。 企 業

は 、 給 料 を 支 払 っ て 実 習 す る の で 、 学 生 は そ れ だ け 真

剣 に 取 り 組 む こ と が で き る  (企 業 の 契 約 に よ り 差 は あ
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る よ う だ が 、 1 年 目 は 400 か ら 45 0 ユ ー ロ 、 2 年 目 は

500 か ら 550 ユ ー ロ 、 3 年 目 は 600 か ら 700 ユ ー ロ 毎 月

給 料 を も ら え る )。  

⑩  1 年 間 で い か に や る 気 を 出 さ せ る か が 肝 心 で あ る 。 そ の

た め に は 、 現 状 を 把 握 す る た め に 個 別 に 面 談 し て 、 自

己 開 示 し て も ら う こ と が 不 可 欠 で あ る 。 信 頼 で き る 大

人 で あ る と 認 め な け れ ば 生 徒 た ち は 本 音 を 語 っ て く れ

な い 。 そ の 心 を 開 か せ る 指 導 が 大 切 で あ り 、 教 師 は 、

専 門 分 野 の 知 識 プ ラ ス 心 理 学 プ ラ ス シ ー シ ャ ル ワ ー カ

ー と し て の 専 門 知 識 と 実 績 が 問 わ れ る 。  

⑪  個 別 に ア プ ロ ー チ し て 、 本 年 を 聴 く こ と に よ り 、 生 徒

そ れ ぞ れ の キ ー を 見 つ け て 、 適 正 な 進 路 を 見 つ け て 導

い て い く こ と を 常 に こ こ ろ が け て い る  

 

（ ミ ュ ン ヘ ン 市 立 生 産 学 校 の 副 校 長 、 M s .  G e r t r u d  v o n   R e u s s ,  

V i v e  P r i n c i p a l に よ る プ レ ゼ ン ） (右 写 真 は 、 調 理 ケ イ タ リ ン グ

実 習 )  
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４ ． ま と め  

 こ の よ う に 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム 発 祥 の ド イ ツ に お い て も

少 子 化 の 影 響 な ど も あ り 職 業 訓 練 希 望 者 が 減 少 し て い る と

い う 問 題 が あ る 。 こ れ は 、 数 の 上 の 問 題 だ け で な く 、 学 習

困 難 を 抱 え る 若 者 、 基 幹 学 校 卒 業 生 、 成 績 の 低 い 者 な ど の

訓 練 先 探 し が 特 に 難 し く な っ て い る と い う 問 題 も 抱 え て い

る 。 こ の よ う な 若 者 は 、 訓 練 を 始 め る 段 階 で 学 習 困 難 と い

う ハ ン デ ィ が そ の 後 の 職 業 人 生 に ま で 尾 を 引 く と い う 危 険

に さ ら さ れ て い る の だ 。 そ の た め 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム に 入

る 前 の 段 階 で 職 業 訓 練 教 育 を 行 う ｢生 産 学 校 ｣が 担 う 役 割 は

大 き い と 思 わ れ る 。  

日 本 と ド イ ツ で は 、 教 育 シ ス テ ム が 違 う の で 、 そ の ま ま

オ リ ジ ナ ル を 取 り 入 れ て も ワ ー ク し な い と 思 わ れ る が 、 就

業 困 難 な 若 者 を 就 業 に 導 く ノ ウ ハ ウ は 参 考 に な る も の が あ

る と 思 わ れ る 。 ま た 、 問 題 を 抱 え る 若 者 へ の 接 し 方 は 生 産

学 校 協 会 会 長 の 話 と ミ ュ ン ヘ ン 市 立 生 産 学 校 の 副 校 長 及 び

担 当 教 員 の 話 が 共 通 し て い た 。 家 庭 環 境 が 複 雑 で ほ め ら れ

た 経 験 が な い や る 気 の な い 子 供 た ち を 、 ま ず は 受 け 入 れ て

信 頼 で き る 大 人 も い る こ と を わ か っ て も ら い 心 を 開 か せ 、

信 頼 関 係 を 構 築 し た 後 、 達 成 で き た こ と に 対 し て ほ め て 自

信 を つ け さ せ る こ と で あ る 。  

不 登 校 や 引 き こ も り な ど 挫 折 経 験 の あ る 問 題 を 抱 え た 若

者 へ の 接 し 方 は 、 自 分 の 居 場 所 を 見 つ け て 自 信 を も た せ る
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こ と が 重 要 だ と 改 め て 痛 感 し た 。 居 場 所 、 自 信 、 信 頼 、 自

己 開 示 は 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 担 当 者 も 同 様 に 指 摘 し

て お り 、 今 後 問 題 を 抱 え る 若 者 を 教 育 指 導 し 社 会 へ つ な げ

る た め の キ ー ワ ー ド と い え よ う 。  

 

 

注 ：  

 注 7 ド イ ツ の 学 校 系 統 図 (文 部 科 学 省 「 教 育 指 標 の 国 際 比

較 」 平 成 26 年 版 )参 照  

注 8 連 邦 雇 用 エ ー ジ ェ ン シ ー （ BA） は 旧 連 邦 雇 用 庁 が 20 04  

年 1 月 社 会 法 典 第 Ⅲ 編 （ ハ ル ツ 法 第 Ⅲ 法 ） に よ り 改 組 さ れ

て で き た 組 織 。  
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第 ４ 章  日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム コ ー ス の 実 態 調 査   

 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、ド イ ツ の デ ュ ア ル シ ス テ ム を モ

デ ル と し て 厚 生 労 働 省 と 文 部 科 学 省 が 中 心 と な っ て 採 用 し 、実

施 運 営 し て き た が 、成 功 事 例 は 少 な く 、普 及 す る ど こ ろ か 減 少

し て い る の が 実 態 で あ る 。し か し な が ら 、そ の 中 で も 数 少 な い

成 功 事 例 と し て 筆 者 が 勤 務 し て い る 厚 生 労 働 省 所 管 の 港 湾 カ

レ ッ ジ が 挙 げ ら れ る 。港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 が ス タ ー ト し て 平

成 2 7 年 1 0 月 で 1 2 期 生 を 迎 え る こ と に な っ た が 、 正 規 社 員 と

し て の 就 職 率 は 、 ほ ぼ 1 00 %を 達 成 し 、 横 浜 港 を 中 心 と す る 港

湾・物 流 業 界 で 活 躍 し て い る 。港 湾・物 流 に 特 化 し た 2 年 間 の

カ リ キ ュ ラ ム と い う 特 性 は あ る も の の 、そ の 成 功 の 要 因 が 何 で

あ る か 探 る こ と は 意 義 が あ る と 思 わ れ る 。  

 本 章 で は 、日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 成 功 事 例 と し て 、港 湾

カ レ ッ ジ の ケ ー ス の 実 態 を 分 析 す る 。  

 

１ ． 厚 生 労 働 省 傘 下 の 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム コ ー ス  

 前 述 し た と お り 、厚 生 労 働 省 に よ る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム

コ ー ス の 実 施・運 営 は 、独 立 行 政 法 人 高 齢・障 害・求 職 者 雇 用

支 援 機 構 が 中 心 に な っ て い る 。こ れ ま で の 職 業 能 力 開 発 の 実 績

を も と に 機 構 独 自 の 訓 練 カ リ キ ュ ラ ム と 人 材 育 成 に 熱 心 な 企

業 が 連 携 す る こ と に よ っ て 、産 業 界 の 期 待 す る 現 場 の 技 能・技

術 等 を 身 に つ け た 人 材 を 育 成 す る こ と を 目 的 と し て い る 。大 き

く 分 け て ① 長 期 ２ 年 コ ー ス（ 専 門 課 程 活 用 型 ）と ② 短 期 ６ ヶ 月

コ ー ス （ 短 期 課 程 活 用 型 ） の ２ 種 類 が あ る 。  

 本 章 で は 、上 記 ２ 種 類 の コ ー ス の 代 表 的 な カ リ キ ュ ラ ム を 示
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す と 共 に 、筆 者 が 勤 務 し て い る 港 湾 職 業 能 力 開 発 短 期 大 学 校 横

浜 校 に お け る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム コ ー ス で あ る ① 長 期 ２

年 コ ー ス（ 専 門 課 程 活 用 型 ）の「 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」の 教

育 指 導 の 現 場 の 実 践 の 詳 細 を 報 告 す る 。  

（ １ ） 長 期 ２ 年 コ ー ス （ 専 門 課 程 活 用 型 ）  

 高 い 就 職 実 績 を 誇 る 職 業 能 力 開 発 大 学 校 等 の 2 年 制 の カ リ

キ ュ ラ ム （ 大 学 校 及 び 短 期 大 学 校 で 実 施 し て い る 専 門 課 程 に

相 当 ） と 実 際 に 企 業 で 業 務 に 従 事 し な が ら 技 能 ・ 技 術 を 習 得

で き る 企 業 実 習 を 組 み 合 わ せ て 行 う 訓 練 。 長 期 （ 2 年 間 ） の

訓 練 期 間 を 活 か し 、 施 設 内 （ 大 学 校 及 び 短 期 大 学 校 ） 訓 練 で

は 、 基 礎 か ら 高 度 な 技 能 ・ 技 術 ま で を 体 系 的 に 習 得 で き 、 ま

た 、 実 技 と 学 科 を 融 合 し た 実 学 融 合 に よ る 訓 練 に よ り 効 果 的

実 践 的 な 技 能 ・ 技 術 を 習 得 で き る カ リ キ ュ ラ ム と な っ て い

る 。 ま た 、 カ リ キ ュ ラ ム の 中 に は 、 実 際 に 働 き 、 収 入 を 得 な

が ら 不 足 す る 能 力 を 確 認 し て ス キ ル ア ッ プ す る こ と が で き る

実 践 プ ロ グ ラ ム を 導 入 し て い る 。  

受 講 対 象 者 は 、 お お む ね ４ ０ 歳 未 満 で 、 高 等 学 校 を 卒 業 又

は 、 同 等 以 上 の 学 力 を 持 つ 人 で あ る 。 過 去 の 経 歴 は 、 フ リ ー

タ ー だ っ た 人 、 大 学 を 中 退 し た 人 、 就 職 し た け れ ど 自 分 の や

り た い こ と と 違 っ た 人 な ど 様 々 で あ る 。 も の づ く り に 挑 戦 し

て み た い ！ 就 職 に 向 け て 頑 張 り た い ！ と い う 気 持 ち が 入 校 す

る 上 で 重 要 で あ る 。 未 経 験 の 人 で も 安 心 し て 学 べ る カ リ キ ュ

ラ ム と な っ て お り 、 修 了 時 に は 、 社 会 で 通 用 す る 技 能 ・ 技 術

が 身 に つ い て い る は ず で あ る 。 そ れ を 裏 付 け る デ ー タ と し

て 、 就 職 率 は ９ ５ ． ７ ％ 、 正 社 員 就 職 率 は ９ ７ ． ７ ％ と な っ
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て い る (H 25 年 度 実 績 )。 ほ と ん ど の 修 了 生 が 正 社 員 と し て 就

職 し て い る と い う こ と だ 。 在 校 中 は 指 導 員 や 就 職 支 援 ア ド バ

イ ザ ー が き め 細 か く 就 職 を サ ポ ー ト し て い る 。  

授 業 料 は 年 額 ３ ９ ０ ， ０ ０ ０ 円 で 、 入 校 料 は 不 要 。 ま た 、

要 件 に よ っ て 授 業 料 の 免 除 が 受 け ら れ る こ と も あ る 。 修 了 前

約 ４ ～ ６ ヶ 月 間 の 就 労 型 実 習 で は 、 実 際 に 企 業 で 業 務 に 従 事

し 賃 金 を 得 な が ら 学 ぶ こ と が で き る 。 全 国 で 以 下 の 7 コ ー ス

が 実 施 さ れ て い る 。  

① ポ リ テ ク カ レ ッ ジ 京 都 （ 京 都 府 舞 鶴 市 ） 、  情 報 通 信 サ ー ビ

ス 科 、  4 月 開 講 、 定 員  15 名   

以 下 の 図 は 、 上 記 ① の ポ リ テ ク カ レ ッ ジ 京 都 の 「 情 報 通 信

サ ー ビ ス 科 」 カ リ キ ュ ラ ム で あ る 。  

 

（ 図 5  ポ リ テ ク カ レ ッ ジ 京 都 の 「 情 報 通 信 サ ー ビ ス 科 」 カ リ キ

ュ ラ ム  ～ H P よ り 抜 粋 ）  
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② 中 国 ポ リ テ ク カ レ ッ ジ （ 岡 山 県 倉 敷 市 ） 、 メ カ ト ロ ニ ク ス

技 術 科 、 6 月 開 講 、 定 員 15 名   

③ 近 畿 ポ リ テ ク カ レ ッ ジ （ 大 阪 府 岸 和 田 市 ） 、 デ ュ ア ル シ ス

テ ム 型 生 産 技 術 科 、 7 月  開 講 、 定 員 15 名   

④ 港 湾 カ レ ッ ジ 横 浜 校 （ 神 奈 川 県 横 浜 市 ） 、 港 湾 ロ ジ ス テ ィ

ク ス 科 、 10 月 開 講 、 定 員  15 名   

⑤ ポ リ テ ク カ レ ッ ジ 千 葉 （ 千 葉 県 千 葉 市 ） 、 メ カ ト ロ ニ ク ス

技 術 科 、 10 月 開 講 、 定 員  15 名   

⑥ ポ リ テ ク カ レ ッ ジ 浜 松 （ 静 岡 県 浜 松 市 ） 、 電 気 技 術 科 、 1 0

月 開 講 、 定 員  15 名   

⑦ 港 湾 カ レ ッ ジ 神 戸 校 （ 兵 庫 県 神 戸 市 ） 、 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク

ス 科 、 10 月 開 講 、 定 員  15 名  

こ の よ う に 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 、 政 府 の 「 若 者 自

立 ・ 挑 戦 プ ラ ン 」 に 基 づ き 導 入 さ れ 、 若 者 を 企 業 に お け る 実

習 （ OJT） と こ れ に 密 接 に 関 連 し た 教 育 訓 練 機 関 に お け る 学 習

（ OF F -JT） を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 実 践 力 を 備 え た 職 業

人 に 育 て る 新 た な 人 材 養 成 シ ス テ ム と い え よ う 。 一 般 的 な 2

年 間 の コ ー ス イ メ ー ジ は 以 下 の と お り で あ る 。  

 

（ 図 6    長 期 ２ 年 コ ー ス （ 専 門 課 程 活 用 型 ） の 展 開 イ メ ー ジ  

～ H P よ り 抜 粋 ）  
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 （ ２ ） 短 期 ６ ヶ 月 コ ー ス （ 短 期 課 程 活 用 型 ）  

概 ね 40 歳 未 満 の 若 年 求 職 者 の 方 を 対 象 に 、 全 国 の 職 業 能 力

開 発 促 進 セ ン タ ー （ ポ リ テ ク セ ン タ ー ） で 実 施 す る 職 業 訓 練

と 企 業 等 に 委 託 し て 実 施 す る 実 習 を 組 み 合 わ せ た コ ー ス で あ

る 。 全 国 ５ ７ ヶ 所 の ポ リ テ ク セ ン タ ー 施 設 で 実 施 し て い る 。  

 定 員 は 、 1 コ ー ス あ た り 20 名 程 度 。  

 対 象 者 は 、 公 共 職 業 安 定 所 に 求 職 申 込 み を す る 概 ね 40 歳 未

満 の 求 職 者 。  

 訓 練 期 間 は 、 6 ヵ 月 。  

 受 講 料 は 、 無 料 （ ※ た だ し 、 個 人 の 所 有 と な る 教 科 書 の 代

金 等 に つ い て は 自 己 負 担 ）   

主 な コ ー ス は 、 以 下 の と お り 。  

①  テ ク ニ カ ル ペ レ ー シ ョ ン 科 （ CA D 製 図 、 汎 用 工 作 機 械 技 術

等 ）  

②  金 属 加 工 科 （ 機 械 板 金 、 溶 接 技 術 等 ）  

③  電 気 設 備 技 術 科 （ 電 気 設 備 工 事 、 設 備 管 理 等 ）  

④  生 産 シ ス テ ム 技 術 科 （ 工 場 の 製 造 設 備 、 機 械 保 全 等 ）  

⑤  ビ ル 管 理 技 術 科 （ ビ ル の 電 気 設 備 、 給 排 水 の 保 守 管 理 等 ） 

⑥  住 宅 リ フ ォ ー ム 技 術 科 （ 住 宅 リ フ ォ ー ム の 施 工 技 術 等 ）  

 ま た 、 カ リ キ ュ ラ ム の 一 例 は 以 下 の と お り 、 施 設 内 訓 練 (学

科 ・ 実 技 )と 企 業 実 習 (約 １ ヶ 月 )が 組 み 合 わ さ れ て い る 。  
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（ 図 7   短 期 6 か 月 コ ー ス （ 短 期 課 程 活 用 型 ） の 展 開 イ メ ー ジ  

～ H P よ り 作 成 ）  

 

 ２ ．港 湾 カ レ ッ ジ の 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム コ ー ス の 現 場 の 実

態 調 査   

 筆 者 は 、 港 湾 カ レ ッ ジ に お け る 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム コ

ー ス で あ る 「 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」 の 担 任 と し て 、 定 員 15

名 の と こ ろ 17 名 の 生 徒 を 受 け 入 れ た 。  

 筆 者 は 、 こ れ ま で 職 業 能 力 開 発 施 設 で 離 職 者 訓 練 を 担 当 し

て お り 、 自 己 都 合 に せ よ 会 社 都 合 に せ よ 何 ら か の 事 情 で 離 職

し て 入 所 し て き た 受 講 生 に 対 し て 、 独 自 の マ ー ケ テ ィ ン グ 発

想 を 取 り 入 れ た モ チ ベ ー シ ョ ン ア ッ プ の “ や る 気 ” 創 出 指 導

法 に よ り 就 職 率 １ ０ ０ ％ を 達 成 し て き た 。 注 9 , 1 0  し か し な が

ら 、 当 時 は 、 大 手 金 融 機 関 の 倒 産 や 大 手 流 通 企 業 の 大 規 模 な

リ ス ト ラ の 影 響 で 、 ど ち ら か と い う と 中 高 年 の 受 講 生 が 多 か

っ た 。   

 今 回 当 該 コ ー ス を 担 当 す る に 当 た り 、 対 象 者 が 30 歳 以 下

で 、 現 在 無 職 か パ ー ト ・ ア ル バ イ ト 等 に 就 労 し て い る 人 、 高

等 学 校 卒 業 ま た は 同 等 以 上 の 学 力 を 有 す る と 認 め ら れ る 人

で 、 か つ 当 該 訓 練 終 了 後 に 常 用 雇 用 へ の 就 職 を 希 望 し て い る

人 に 限 定 さ れ て い る こ と か ら 、 従 来 実 施 し た 同 じ 手 法 が 適 切
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か ど う か 考 え た 。 も と も と 平 成 1 5 年 10 月 に 若 者 の ニ ー ト ・

フ リ ー タ ー 対 策 と し て 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 コ ー ス を

ス タ ー ト さ せ た と の こ と で あ る 。 ニ ー ト で あ れ ば 受 験 し な い

だ ろ う が 、 フ リ ー タ ー や 不 登 校 ･引 き こ も り 経 験 者 は 受 験 す る

こ と が 予 想 さ れ た 。 実 際 、 面 接 す る と 、 正 社 員 経 験 者 は 1 名

の み 、 ほ と ん ど が ア ル バ イ ト の 経 験 の み だ っ た 。 大 学 お よ び

専 門 学 校 中 退 者 が 多 く 、 大 学 卒 業 す る も 就 職 で き ず に 、 最 終

的 に 当 港 湾 カ レ ッ ジ に た ど り 着 い た 若 者 た ち だ っ た 。  

 こ う い う 挫 折 経 験 の あ る 若 者 に 対 し て 、 担 任 と し て ど の よ

う に 接 し 、 ま た 授 業 担 当 者 と し て ど の よ う に 授 業 を 組 み た

て 、 自 信 を も た せ る よ う に 導 い て 行 っ た の か 、 教 育 指 導 の 実

践 の 詳 細 に つ い て ま と め た 。  

（ １ ） 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 の カ リ キ ュ ラ ム  

 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 と い い 、 ド イ ツ の デ ュ ア ル シ

ス テ ム シ ス テ ム を 手 本 に し て 200 4 年 4 月 に 厚 生 労 働 省 と 文 部

科 学 省 が 連 携 し て ス タ ー ト し た 。 「 学 校 と 企 業 の 両 方 (デ ュ ア

ル )で 学 ぶ 」 こ と に よ り 、 一 人 前 の 職 業 人 を 育 て る 新 し い 職 業

訓 練 シ ス テ ム で あ り 、 人 材 育 成 シ ス テ ム で あ る 。 企 業 実 習 ・

就 労 型 実 習 と 並 行 し て こ れ に 係 わ る 内 容 の 座 学 を 学 び 、 就 職

に 直 結 し た 訓 練 を 行 う 。  

港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 は 、 長 期 2 年 の コ ー ス （ 専 門 課 程 活

用 型 ） で あ り 、 2 年 間 の 課 程 で は 、 本 校 で 港 湾 流 通 、 ロ ジ ス

テ ィ ク ス 、 荷 役 、 通 関 な ど の 学 科 を 学 ぶ だ け で な く 、 港 湾 企

業 に お け る 企 業 実 習 (1 ヶ 月 )と 就 労 型 実 習 （ 3～ 6 ヶ 月 ） に よ

り 港 湾 物 流 の 実 務 を 学 び 、 企 業 ニ ー ズ に 即 応 し た 実 践 力 を 身
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に つ け 、 修 了 時 に は 全 員 の 正 規 常 用 就 職 を め ざ す も の で あ

る 。 ま た 、 専 門 の 就 職 支 援 ア ド バ イ ザ ー に よ る キ ャ リ ア カ ウ

ン セ リ ン グ も 実 施 し て お り 、 き め 細 や か な 就 職 支 援 を 行 っ て

い る 。  2 年 間 の 総 単 位 数 は 、 必 修 科 目 が 1 40 単 位 、 選 択 科

目 も 含 め る と 16 4 単 位 と な る 。 1 科 目 （ 基 本 2 単 位 ） は 、 100

分 授 業 で 2 時 間 と す る と 、 36 時 間 と な り 、 総 訓 練 時 間 は 、

2,52 0～ 2 ,952 時 間 と な る 。 こ れ は 、 4 年 制 大 学 並 み の 授 業 時

間 で あ り 、 十 分 な 実 習 時 間 を と っ た 実 学 融 合 の カ リ キ ュ ラ ム

と な っ て い る 。 2 年 間 の コ ー ス の 流 れ は 、 以 下 の と お り で あ

る 。  

（ 図 8   港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 展 開 モ デ ル ( 2 年 コ ー ス )）  

 

（ 表 3  訓 練 内 容 ）  

訓 練 区 分          訓 練 の 目 標  期 間  

導 入 実 習  訓 練 実 務 職 種 に 従 事 す る こ と の 楽 し み や 、 興 味 を 湧

か せ る （ 横 浜 港 、 港 湾 関 係 企 業 の 見 学 な ど ）。  

1 週 間 程

度  

キ ャ リ ア ・

コ ン サ ル テ

ィ ン グ  

個 々 人 の ス キ ル に つ い て カ ウ ン セ リ ン グ を 実 施 し 、

キ ャ リ ア シ ー ト 等 の 作 成 を と お し て 訓 練 の 目 標 を 明

確 に さ せ る 。  

1 週 間 程

度  
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※ 企 業 実 習 ・ 就 労 型 実 習 は 、 企 業 と の 調 整 で 実 施 期 間 を 変 更 す る こ と が あ る 。 

施 設 内 実 習

①  

港 湾 関 係 業 務 の 原 点 か ら 、 港 湾 ・ 物 流 現 場 に お け る

職 務 に 結 び つ く 作 業 を よ り 具 体 的 に 訓 練 を と お し て

修 得 す る 。  

 

準 備 実 習  ビ ジ ネ ス マ ナ ー 、 接 客 、 電 話 応 対 、 安 全 教 育 、 職 場

に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 取 り 方 等 ロ ー ル プ レ

イ ン グ 技 法 に よ り 修 得 す る 。 ま た 、 受 入 れ 企 業 固 有

の 職 務 に 合 わ せ た 技 能 ・ 技 術 の 確 認 及 び 就 労 に 関 す

る キ ャ リ ア 形 成 を 実 施 す る 。  

2 週 間 程

度  

 

企 業 実 習  港 湾 関 係 現 場 に お い て 、 修 得 し た 技 能 ・ 技 術 の 確 認

と 応 用 を 実 施 す る と と も に 、 訓 練 生 の 訓 練 目 標 を 再

確 認 さ せ る 。  

1 ヶ 月 程

度  

施 設 内 実 習

②  

企 業 実 習 で 体 得 し た 経 験 を 基 に 、 技 能 と 技 術 を 兼 ね

備 え た 実 践 技 術 者 と し て 生 産 現 場 に 対 し 柔 軟 に か つ

最 新 の 技 術 に も 対 応 で き る 。  

 

就 労 型 実 習  実 践 技 術 者 と し て 、 施 設 内 訓 練 で 修 得 し た 技 能 ・ 技

術 を 基 に 港 湾 関 係 現 場 に お け る 就 労 を 通 し 、 実 践 的

な 技 能 ・ 技 術 を 修 得 す る 。  

3～ 6 ヶ 月

程 度  

職 務 内 容 に

つ い て の ケ

ー ス ス タ デ

ィ  

就 労 型 実 習 中 に 発 生 す る 課 題 に つ い て 、 週 に 1 日 程

度 、 企 業 へ の 品 質 を 保 証 す る た め に 、 施 設 内 に お い

て 、 個 々 の ケ ー ス の 状 況 把 握 と 不 足 す る ス キ ル に つ

い て ア ド バ イ ス を 実 施 す る 。  

1 週 間 程

度  

施 設 内 実 習  

（ 課 題 解 決

実 習 ）  

就 労 型 実 習 を と お し て 体 験 し た 自 ら の 課 題 の 解 決 及

び 卒 業 に 向 け た 訓 練 の 集 大 成 を 行 う 。  

2 週 間 程

度  
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※ ※  網 か け の 部 分 は 就 労 支 援 お よ び デ ュ ア ル 訓 練 な ら で は の 訓 練 区 分 。  

 筆 者 が 担 当 し た 科 目 は 、 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 、 「 職 業 実 務

実 習 」 、 「 情 報 処 理 実 習 Ⅰ 」 の 後 半 の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 実

習 、 「 商 業 英 語 」 、 「 ゼ ミ ナ ー ル 」 、 「 マ ー ケ テ ィ ン グ 実

習 」 の 6 科 目 で あ る 。 （ 筆 者 は 、 こ れ 以 外 に 「 貿 易 概 論 」 、

「 貿 易 実 務 実 習 」 、 「 貿 易 実 務 英 語 」 等 8 科 目 以 上 の 港 湾 流

通 科 の 科 目 も 担 当 し て い る 。 ）  

 こ の 担 当 科 目 の 中 で 、 特 に 注 力 し た の が 、 「 キ ャ リ ア 形 成

論 」 、 「 職 業 実 務 実 習 」 で あ る 。 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の カ リ

キ ュ ラ ム は 、 表 4 の 通 り 。  

（ 表 4  「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の カ リ キ ュ ラ ム ）  
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「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 で は 、 導 入 訓 練 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

と 一 体 化 し て 進 め 、 挫 折 経 験 の あ る 受 講 生 の ネ ガ テ ィ ブ マ イ

ン ド を い か に ポ ジ テ ィ ブ マ イ ン ド に 切 り 替 え る か 、 自 分 ひ と

り の 殻 に 閉 じ こ も ら ず 、 1 人 の 就 職 活 動 か ら ク ラ ス 全 員 の 就

職 活 動 へ と で き る 範 囲 で 自 己 開 示 と 他 者 か ら の フ ィ ー ド バ ッ

ク を 円 滑 に し 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 を 高 め る か に 工 夫 を 凝

ら し た 授 業 計 画 を 立 て て 実 施 し た 。  

一 方 、 「 職 業 実 務 実 習 」 で は 、 仕 事 理 解 を 深 め 、 2 週 間 の イ

ン タ ー ン シ ッ プ 参 加 に 向 け た 準 備 と 入 社 し て か ら 、 社 内 で ど

の よ う に 行 動 す れ ば 信 頼 関 係 を 構 築 で き る か 、 ま た は 自 己 啓
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発 し て キ ャ リ ア ア ッ プ し て 行 け る か を グ ル ー プ 討 議 さ せ 、 討

議 の 内 容 を グ ル ー プ ご と に 全 員 参 加 に よ り 発 表 さ せ た 。  

 

（ ２ ） 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 の ク ラ ス マ ネ ジ メ ン ト  

 挫 折 経 験 の あ る 自 信 の な い ネ ガ テ ィ ブ マ イ ン ド の 受 講 生 に

接 す る に 当 た り 、ま た ク ラ ス マ メ ジ メ ン ト を 実 施 す る 上 で 、最

初 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン は 大 変 重 要 で あ る 。こ れ は 、離 職 者 訓

練 の 受 講 生 も リ ス ト ラ に よ る 解 雇 や 退 職 勧 奨 等 に よ り 精 神 的

に 自 信 を 喪 失 し 、ネ ガ テ ィ ブ マ イ ン ド で あ っ た こ と は 同 様 だ っ

た た め 、 以 下 の 通 り 、 同 じ 手 法 で 取 り 組 ん だ 。  

（ ２ ） － １  オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 重 要 性 ～ 何 事 も 初 め が 肝

心 ！ ～  

 入 所 式 の 翌 日 に ク ラ ス 担 任 に よ る オ リ エ ン テ ー シ ョ ン が 行

わ れ る 。何 事 も 初 め が 肝 心 ！ と い う が 、ま さ に そ の と お り で あ

る 。こ の 初 め の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 、受 講 生 に 、ど の よ う に

訓 練 へ 取 り 組 ん で い く べ き か と い う 意 識 づ け が で き る か で き

な い か で 、 そ の あ と の 訓 練 効 果 に 大 き く 影 響 す る か ら で あ る 。

受 講 に お け る 注 意 事 項 や 日 直 当 番 の 仕 事 内 容 や ク ラ ス 運 営 に

つ い て の 諸 注 意 は ど の ク ラ ス 担 任 も 実 施 し て い る 内 容 だ が 、私

が 毎 回 力 を 入 れ て い る の は 次 の 二 つ で あ る 。 一 つ は 、「 我 々 の

Ｇ Ｏ Ａ Ｌ は 、ク ラ ス 全 員 が 修 了 式 の 当 日 ま で に 就 職 ま た は 内 定 、

起 業 を す る こ と 、 す な わ ち 就 職 率 １ ０ ０ ％ を 達 成 す る こ と 」、

カ ル チ ャ ー セ ン タ ー で は な く 、職 業 訓 練 施 設 な の で 、訓 練 の 目

標 は 再 就 職 で あ る こ と を 徹 底 的 に 意 識 づ け す る 。 も う 一 つ は 、

ク ラ ス 全 員 が ひ と つ の チ ー ム と な っ て 目 標 を 達 成 し よ う と い
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う 雰 囲 気 作 り で あ る 。  

 そ の た め に 必 ず 行 う の が 、ア イ ス ブ レ イ ク の 一 つ の 手 法 で あ

る「 自 己 紹 介・他 己 紹 介 」だ 。自 己 紹 介 は 自 分 の こ と を 紹 介 す

る の で 簡 単 だ が 、他 己 紹 介 は 、相 手 が 自 己 紹 介 し た こ と を 聴 い

て 、聴 い た 内 容 を 相 手 ま た は 他 の 人 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る の で 、

し っ か り 相 手 の 話 を 聴 い て な い と フ ィ ー ド バ ッ ク で き な い 。こ

の ワ ー ク を 通 じ て 、最 終 的 に 4 人（ ま た は 6 人 ）の グ ル ー プ に

な っ て「 カ レ ッ ジ の 2 年 間 の 訓 練 期 間 の 過 ご し 方 」を 話 し あ っ

て も ら い 、最 後 に グ ル ー プ ご と に 発 表 し て も ら う 。発 表 ま で の

段 階 で は 、グ ル ー プ 内 の メ ン バ ー と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン し か

で き て な い が 、各 グ ル ー プ の 発 表 を 通 じ て ク ラ ス 全 体 の 訓 練 期

間 の 過 ご し 方 の 目 標 を 共 有 で き る こ と に な る 。全 グ ル ー プ の 発

表 が 終 了 し た こ ろ に は 、ク ラ ス 全 体 が「 チ ー ム 奥 田 」と な っ て

一 つ の GO AL に 向 か っ て お 互 い 協 力 し 合 う 雰 囲 気 と ネ ッ ト ワ ー

ク が で き て い る こ と が 肝 心 で あ る 。す な わ ち 、自 分 一 人 の 就 職

活 動 で は な く 、同 じ 目 標 を 持 っ た ク ラ ス メ イ ト が い て 、一 緒 に

が ん ば ろ う と い う モ チ ベ ー シ ョ ン の 構 築 と 、こ の 訓 練 に 参 加 し

て 良 か っ た 、ま た は こ の ク ラ ス に 入 れ て 良 か っ た と い う 気 持 ち

に 初 日 の ス タ ー ト の 段 階 で な っ て い る こ と が 、こ れ か ら 始 ま る

2 年 間 の ク ラ ス 運 営 に と っ て 大 変 重 要 な こ と だ と 確 信 し て い

る 。  

（ ２ ） － ２  3 分 間 ス ピ ー チ と ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト の 活 用  

朝 礼 で は 、担 任 か ら の 連 絡 事 項 が 終 わ る と 、日 直 当 番 に よ る

3 分 間 ス ピ ー チ を 行 う 。プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン に よ る 自 己 表 現 力

ア ッ プ の 練 習 に よ り 、面 接 時 に 自 己 Ｐ Ｒ を 効 果 的 に 行 え る よ う
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に す る と い う 目 的 も あ る 。ま ず は 、マ イ ク が な く て も 教 室 全 体

に 聞 こ え る だ け の 大 き な 声 で は っ き り と わ か り や す く 話 す こ

と が 第 １ ス テ ッ プ だ 。大 き な 声 を 出 せ な い 人 は 、お 腹 か ら 声 を

出 す 発 声 練 習 を し た り 、 ア ナ ウ ン サ ー の よ う に 「 ア 、 エ 、 イ 、

ウ 、エ 、オ 、ア 、オ 」と は っ き り 発 音 で き る よ う に 滑 舌 練 習 す

る こ と も あ っ た 。  

テ ー マ は 、あ ら か じ め 担 任 か ら 連 絡 し て お く 。私 の ク ラ ス で

は 、 初 回 の テ ー マ は 、「 私 の 今 後 の 夢 ・ 目 標 」 に 決 め て い た 。

理 由 は 、 以 下 の 通 り 。  

①  カ レ ッ ジ 入 学 と い う 節 目 の 時 期 に 、自 分 を 振 り 返 る こ と が 、

今 後 の キ ャ リ ア 形 成 に つ な が る  

②  訓 練 の 始 ま り の 段 階 で 、夢 や 目 標 を 考 え さ せ 、そ の 達 成 の た

め に 何 を す る べ き か を 考 え さ せ る  

③  ク ラ ス メ イ ト で 同 じ 夢 ・ 目 標 を 持 っ て い る 方 と 情 報 共 有 し 、

か つ 今 後 の 情 報 交 換 に つ な が る  

ま た 、 2 回 目 の 3 分 間 ス ピ ー チ の テ ー マ は 、 「 私 の 強 み ・

弱 み 」 、 「 私 の 成 功 体 験 」 、 「 私 の 失 敗 体 験 か ら 学 ん だ こ

と 」 等 で あ る 。 こ の テ ー マ は 、 次 節 で 説 明 す る キ ャ リ ア 形 成

支 援 の 講 義 内 容 と リ ン ク し て い る 。 17 人 ク ラ ス で あ れ ば 、 2

回 目 が 回 っ て く る の が 18 日 目 な の で 開 講 し て か ら 約 1 ヶ 月 ご

ろ で あ る （ 訓 練 日 を 1 カ 月 約 20 日 と し て 計 算 ） 。 こ の こ ろ

は 、 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 翌 日 か ら 始 ま る キ ャ リ ア 形 成 支 援

の 講 義 テ ー マ で あ る 「 自 己 理 解 」 が 終 わ り 、 次 の テ ー マ で あ

る 「 仕 事 理 解 」 や 早 い 人 で は 職 務 経 歴 書 や 履 歴 書 の 応 募 書 類

の 準 備 を 進 め て い る こ ろ で あ る 。 こ れ ら の 講 義 内 容 と リ ン ク



91 

 

し て 一 番 相 乗 効 果 の 上 が る テ ー マ を 選 ぶ こ と に し て い る 。 よ

っ て 、 担 当 ク ラ ス の 受 講 生 の プ ロ フ ィ ー ル や 就 職 活 動 状 況 、

ニ ー ズ を 理 解 し た 上 で 最 適 な テ ー マ を 決 め る 。  

3 回 目 以 降 の テ ー マ に つ い て は 、 就 職 活 動 関 連 の テ ー マ に

す る 。 「 就 職 活 動 現 況 そ の １ 」 、 「 就 職 活 動 現 況 そ の ２ 」 と

い っ た 具 合 だ 。 こ の こ ろ は 、 17 人 ク ラ ス で あ れ ば 、 開 講 後 3 5

日 目 な の で 2 ヶ 月 目 に 入 る 頃 で あ る 。 2 年 間 の コ ー ス と い っ

て も 、 早 く 就 職 し た い 人 は 、 ど ん ど ん 面 接 を 受 け た り 、 内 定

が 決 ま り 早 期 退 所 す る 人 も い る 。 就 職 活 動 に 消 極 的 な 受 講 生

も 、 そ ろ そ ろ 本 格 的 に 就 職 活 動 を 始 め な け れ ば な ら な い 時 期

で あ る 。 そ こ で 、 ど ん な こ と で も い い か ら 就 職 活 動 に 関 連 す

る そ の 時 点 で 実 施 し て い る 活 動 を 発 表 す る こ と に よ り 、 一 人

だ け の 就 職 活 動 で は な く 、 ク ラ ス 全 員 で 就 職 活 動 情 報 を 共 有

す る こ と を 目 的 に し た 。 特 に 、 早 期 に 就 職 し た い 受 講 生 の 中

で そ の 時 点 で 既 に 面 接 を 受 け て い る 人 は 、 必 ず 面 接 の 体 験 談

を 話 す よ う 依 頼 し た 。 ど こ が 良 か っ た の か 、 ま た は ど こ が 悪

か っ た の か 、 質 問 の 内 容 は ど う だ っ た の か （ い じ わ る 質 問

等 ） 実 際 体 験 し た 面 接 の 結 果 を ク ラ ス 全 員 の 前 で 話 し て も ら

う こ と に よ り 、 こ れ か ら 面 接 を 受 け よ う と し て い る 他 の 受 講

生 に 有 益 な 情 報 を 提 供 で き た ば か り で な く 、 こ れ か ら 本 格 的

に 就 職 活 動 を し よ う と し て い る 受 講 生 に 一 歩 踏 み 出 す 動 機 付

け と な っ た 。  

ま た 、 日 直 当 番 で な く て も 前 日 に 面 接 を 受 け た 受 講 生 は 、

朝 礼 時 に 体 験 談 を 発 表 し て も ら う こ と に し た 。 さ ら に 、 有 益

な 就 職 活 動 情 報 は 、 3 分 間 ス ピ ー チ の み な ら ず 、 ク ラ ス の 共
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有 フ ォ ル ダ に 情 報 を 落 と し て も ら っ た り 、 グ ル ー プ メ ー ル で

役 に 立 つ Ｗ ｅ ｂ サ イ ト を 紹 介 し て も ら っ た り 、 個 人 の ナ レ ッ

ジ を ク ラ ス 全 体 の ナ レ ッ ジ に 共 有 す る こ と に よ り 、 効 果 的 な

就 職 活 動 が で き る 環 境 を 構 築 し て い っ た 。 こ れ に よ っ て 、 誰

か 一 人 が 内 定 が 決 ま る と 、 他 の 受 講 生 に も 好 循 環 の 連 鎖 が 起

こ り 次 々 に 内 定 が 決 ま る と い う 好 循 環 が 起 こ っ た 。 こ こ で

は 、 単 に ナ レ ッ ジ の 共 有 化 だ け で な く 、 内 定 し た と い う 当 該

受 講 生 の 喜 び や 感 動 も ク ラ ス 全 体 で 共 有 化 し た こ と が 重 要 で

あ る 。 こ れ に よ り チ ー ム と し て の 団 結 力 が 強 ま り 、 皆 で 就 職

活 動 が ん ば ろ う ！ と い う 気 運 が 高 ま っ た の で あ る 。 ３ 分 間 ス

ピ ー チ は 、 受 講 生 個 々 の 面 接 対 策 と い う 位 置 づ け の み な ら

ず 、 む し ろ 集 団 指 導 と い う 観 点 か ら は ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト

の 活 用 の 成 功 例 と い え よ う 。 ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト は 、 企 業

の 経 営 手 法 の み な ら ず 、 職 業 訓 練 の 現 場 に お い て も 有 効 な 方

法 な の で あ る 。  

（ ３ ） 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授 業 内 容 と 指 導 法  

 前 術 し た 通 り 、 筆 者 が 担 当 し た 学 科 の 中 で 、 ク ラ ス マ ネ ジ

メ ン ト と 一 番 密 接 に 連 携 し て 実 施 し た の が 「 キ ャ リ ア 形 成

論 」 の 授 業 で あ る （ 表 ４ 参 照 ） 。 特 に 、 重 要 な 「 自 己 理

解 」 、 「 仕 事 理 解 」 、 「 自 己 表 現 力 」 の 授 業 内 容 と 指 導 法 に

つ い て 述 べ る 。  

（ ３ ） － １  「 自 己 理 解 」 の 授 業 内 容 と 指 導 法  

 「 自 己 理 解 」 は 、 キ ャ リ ア 形 成 支 援 の 講 義 の 中 で 一 番 重 要

で あ り 、 力 を 入 れ て 実 施 し て い る テ ー マ で あ る 。 ま ず は 、 自

分 自 身 を 振 り 返 っ て 見 つ め 直 す と い う 自 分 の 棚 卸 の ワ ー ク
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は 、 離 職 と か カ レ ッ ジ 入 校 な ど の 節 目 だ か ら こ そ で き る こ と

で 、 受 講 生 の 皆 さ ん は ラ ッ キ ー だ と い う 意 識 づ け か ら 始 め

る 。 正 社 員 と し て 働 い て い る 人 は 、 日 々 の 業 務 に 追 わ れ て 、

な か な か 自 分 を 振 り 返 っ て 見 つ め 直 す 時 間 を 見 い だ す こ と は

で き な い 。 敢 え て 皆 さ ん は ラ ッ キ ー だ と 言 っ て 発 想 の 転 換 を

す る の で あ る 。  

 次 に 、 キ ャ リ ア と は 何 か ？ こ れ か ら 何 が し た い の か ？ 仕 事

上 の 目 的 地 （ キ ャ リ ア ビ ジ ョ ン ） は ど こ な の か ？ 将 来 の な り

た い 自 分 に 対 し て 今 の 自 分 は ど う か ？ そ の ギ ャ ッ プ を 埋 め る

に は ど う す れ ば い い の か ？ （ キ ャ リ ア 形 成 ） 、 自 己 実 現 欲 求

と は 何 か ？ 等 投 げ か け て 考 え さ せ る （ 図 ３  現 在 と 未 来 の 自

分 参 照 ） 。  

今ある自分は、
どんな自分であるか？？？

将来なりたい自分は？
どんな人生を送りたいか？

このＧＡＰを

どうやって埋
めていくか？

③キャリア形成

①
自
己
理
解

②キャリアビジョン

現在

未来 自己実現
したい！

 （ 図 ９ 現 在 と 未 来 の 自

分 ）  

そ の 結 果 、 キ ャ リ ア 形 成 を 考 え る 上 で 一 番 大 切 な こ と は 、

自 分 自 身 を ど れ だ け 知 っ て 理 解 し て い る か と い う 「 自 己 理

解 」 で あ る こ と に 気 付 か せ 、 実 際 は 自 分 と い う 一 番 身 近 な 存

在 す ら わ か っ て い る よ う で わ か っ て い な い と い う 現 実 に 直 面

さ せ る の で あ る 。 そ れ か ら 、 自 己 理 解 の ワ ー ク に 入 っ て い

く 。  
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 自 己 理 解 の 方 法 は 、大 き く 分 け て ① 自 己 省 察 、② 他 者 か ら の

フ ィ ー ド バ ッ ク 、③ 各 種 検 査 ツ ー ル の 活 用 の ３ つ が あ る が 、こ

れ ら を 総 合 的 に 組 み 合 わ せ て 実 施 し た 。特 に 、ペ ア ワ ー ク 、グ

ル ー プ ワ ー ク を 取 り 入 れ 、自 己 開 示 と フ ィ ー ド バ ッ ク に よ り 気

づ い て な い 自 分（ Bli nd S elf）を 発 見 さ せ る こ と に 時 間 を か け

た（ 図 10 ジ ョ ハ リ の 窓 参 照 ）。こ の 理 由 は 、毎 回 講 義 終 了 後 に

実 施 し て い る ア ン ケ ー ト の 結 果 か ら 、ペ ア ワ ー ク や グ ル ー プ ワ

ー ク に よ る 他 者 か ら の 気 づ き が 新 た な 自 分 を 発 見 す る 上 で 大

変 参 考 に な っ た と い う 感 想 が 突 出 し て 多 か っ た か ら で あ る 。最

初 は 、自 己 開 示 に 抵 抗 を 持 っ て い た 受 講 生 も ペ ア ワ ー ク や グ ル

ー プ ワ ー ク が 進 む に つ れ 徐 々 に 自 己 開 示 で き る よ う に な っ て

い っ た 。相 手 が 自 己 開 示 す れ ば す る ほ ど 、自 分 も つ ら れ て 自 己

開 示 で き る よ う に な る 。 あ る 意 味 で Gi ve  &  Ta k e と い え よ う 。

但 し 、ど う し て も 自 己 開 示 で き な い 、し た く な い と い う 受 講 生

に つ い て は 個 人 面 談 を し 、自 己 開 示 の 大 切 さ を 説 明 し た 。こ れ

に よ っ て 、徐 々 に 自 分 の 殻 か ら 飛 び 出 し 他 の 受 講 生 と コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン を 取 れ る よ う に な っ た 。  

（ 図 １ ０ ジ ョ ハ リ の 窓 ） 

 自 己 理 解 の ワ ー ク の 切 り 口 と し て 、① 仕 事 上 の 夢・興 味 、②

価 値 観 、③ 人 柄 、④ 能 力 の ４ つ の 視 点 か ら 自 分 の 棚 卸 を 進 め た

ジョハリの窓
自分が見た自分

他
人
が
見
た
自
分

自分が知っている 自分が知らない

他
人
が
知
っ
て
い
る

他
人
が
知
ら
な
い

未知の自分

(Unknown Self)
隠している自分

(Hidden Self)

気づいていない
自分(Blind Self)

開かれた自分

（Open Self)

新たな自分の発見

フィードバック

自己開示

グループワーク

自己開示と
フィードバックで
知らない自分の
発見

ジョセフ・ルフト
＆
ハリー・インガム
の理論
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（ 図 ５  自 分 の 棚 卸 参 照 ）。 具 体 的 に は 、 ① 仕 事 上 の 夢 ・ 興 味

の 棚 卸 に つ い て は 、あ な た の 将 来 の 夢 は 何 か ？ 何 を や り た い の

か（ 興 味 ）？ 何 を や り た く な い の か ？ を 自 己 省 察 さ せ 、ワ ー ク

シ ー ト に 手 書 き で 記 入 さ せ る 。敢 え て 手 書 き に す る こ と に よ り 、

手 を 動 か し て 脳 に 刺 激 を 与 え る よ う 工 夫 し た 。子 供 の こ ろ の 夢

か ら 遡 っ て 現 在 の 自 分 の 夢 ま で 振 り 返 る の で 年 齢 が 高 い 人 ほ

ど 大 変 な 作 業 で あ る 。こ の 個 人 ワ ー ク が 終 わ る と ペ ア ワ ー ク で

お 互 い に 情 報 交 換 す る 。交 換 し た 情 報 を 他 己 紹 介 の 要 領 で フ ィ

ー ド バ ッ ク さ せ た 。２ ～ ３ 組 の ペ ア に は ク ラ ス 全 員 の 前 で 発 表

し て も ら っ た が 、こ れ は 、プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の 練 習 は も ち ろ

ん の こ と 、何 よ り も ク ラ ス 全 員 で の 情 報 共 有 に よ る 相 互 理 解 の

た め で あ る 。ま た 、検 査 ツ ー ル と し て ホ ラ ン ド の ６ つ の パ ー ソ

ナ リ テ ィ も 活 用 し た 。② 仕 事 上 の 価 値 観 の 棚 卸 に つ い て は 、仕

事 を 選 択 す る 上 で 何 を 大 切 に し て い る か 、何 を 求 め て い る か を

ワ ー ク シ ー ト に 書 か せ た 。す な わ ち 、あ な た は 何 に こ だ わ っ て

ど ん な モ ノ サ シ で 物 事 を 判 断 し て い る か ？ そ れ は 、仕 事 の 内 容

か 、収 入 か 、社 会 的 な 地 位 か 、家 族 か 等 々 。こ の モ ノ サ シ が 満

た さ れ る 仕 事 に つ け ば 満 足 感 が 得 ら れ る 。個 人 ワ ー ク の あ と で

① と 同 様 に ペ ア ワ ー ク に よ る 情 報 交 換 、他 己 紹 介 の 要 領 で フ ィ

ー ド バ ッ ク 、 さ ら に 2～ 3 組 の ペ ア に ク ラ ス 全 員 の 前 で 発 表 し

て も ら っ た 。ま た 、検 査 ツ ー ル と し て 、シ ャ イ ン の キ ャ リ ア ア

ン カ ー を 活 用 し た 。③ 人 柄 の 棚 卸 に つ い て は 、あ な た は ど ん な

人 間 か ？ 強 み は 何 か ？ 弱 み は 何 か ？ を 自 己 査 察 さ せ る 。こ の 個

人 ワ ー ク は 、① や ② に 比 べ 応 募 書 類 に 直 接 反 映 で き る 内 容 な の

で 、特 に 強 み に つ い て は 自 分 と い う 商 品 の コ ピ ー ラ イ タ ー に な
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っ た つ も り で 表 現 に 工 夫 し 、他 の 商 品 と 差 別 化 で き る キ ャ ッ チ

コ ピ ー を 考 え る よ う 指 導 し た 。「 就 職 活 動 は 、 あ な た と い う 商

品 を P R す る マ ー ケ テ ィ ン グ 活 動 で す 。」 と い う 位 置 づ け か ら

SWOT 分 析 注 1 1 の 説 明 を し 、徐 々 に 求 人 市 場 に お け る 自 分 の 位 置

づ け や 価 値 を 考 え さ せ る よ う も っ て い っ た 。ま た 、検 査 ツ ー ル

で は 、 Y G 性 格 検 査 と エ ゴ グ ラ ム を 活 用 し た 。 こ の ２ つ の 検 査

結 果 は 、比 較 的 自 分 の 性 格 を よ く 示 し て い た よ う で あ る 。特 に 、

エ ゴ グ ラ ム の 結 果 か ら の「 ポ ジ テ ィ ブ シ ン キ ン グ へ の 自 己 変 容

目 標 ワ ー ク 」は 人 気 が あ り 、前 向 き に 自 分 の 行 動 を 変 え る こ と

に よ り 考 え 方 も 前 向 き に な れ た と い う フ ィ ー ド バ ッ ク を 多 く

も ら っ た 。④ 能 力 の 棚 卸 は 、自 己 理 解 の ４ つ の ワ ー ク の 中 で 一

番 時 間 の か か る 作 業 で あ る 。あ な た は 何 を や っ て き た か ？ 何 が

で き る の か ？ 仕 事 上 の キ ャ リ ア を 直 近 の 仕 事 か ら 棚 卸 し て も

ら う 。し か し な が ら 、港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 の 学 生 は 、ほ と ん

ど が 正 規 社 員 の 経 験 が な く 、ア ル バ イ ト 経 験 の み の 非 正 規 社 員

で あ る 。だ か ら こ そ 、港 湾・物 流 企 業 で 即 戦 力 と し て 働 け る よ

う に 知 識 と 技 能・技 術 を 身 に つ け る た め に 当 港 湾 カ レ ッ ジ に 入

校 し た の で あ る 。そ の た め 、正 社 員・契 約 社 員 等 ア ル バ イ ト 以

外 の 職 歴 の あ る 受 講 生 を 除 い て は 、職 務 経 歴 書 の 代 わ り に 自 己

紹 介 書 を 記 入 し て も ら い 、履 歴 書 、自 己 紹 介 書 、送 り 状 が 応 募

書 類 の 3 点 セ ッ ト と な る 。自 己 紹 介 書 に は 、① 志 望 動 機 、② 自

己 Ｐ Ｒ 、③ 趣 味・特 技 の 3 項 目 を Ａ ４ 縦 に 1 枚 で ま と め る よ う

指 導 し た 。② 自 己 PR で は 、上 述 し た SW OT 分 析 注 1 1 の 考 え 方 を

取 り 入 れ 、 自 分 の 強 み を 最 大 限 に ア ピ ー ル で き る よ う に し た 。

完 成 レ ベ ル に 達 し て な い 受 講 生 は 、個 人 面 談 し て フ ォ ロ ー ア ッ
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プ し た 。こ の 添 削 作 業 は 時 間 的 に も 作 業 的 に も 大 変 で は あ っ た

が 、職 務 経 歴 書 の 完 成 度 は 高 い レ ベ ル に な り 、受 講 生 が 応 募 し

た 企 業 か ら の 評 価 は 上 々 で あ っ た 。  

 受 講 生 の ほ と ん ど が 、こ の よ う な 自 己 理 解 の ワ ー ク を し た こ

と が な か っ た た め 、自 分 を 振 り 返 る い い 機 会 と な っ た と 感 謝 さ

れ た 。 実 施 後 の ア ン ケ ー ト で 印 象 に 残 っ た 言 葉 が あ る 。「 過 去

の 事 実 は 変 え ら れ な い が 、過 去 の 見 方 は 変 え ら れ る 」( 5 )と い う

言 葉 で 大 変 気 持 が 癒 さ れ た と い う の だ 。特 に 、不 登 校 や 引 き こ

も り を 経 験 し た 受 講 生 に と っ て は 精 神 的 に 辛 い 時 期 で あ る 。集

団 指 導 の 中 に も 常 に 受 講 生 の 精 神 的 な ケ ア を し な が ら 授 業 を

進 め て い く 配 慮 は 不 可 欠 で あ る 。

1

興味
・ ホ ラ ン ド の
パ ー ソ ナ リ テ ィ

能 力
・ 自 分 史
・ Ｓ Ｗ Ｏ Ｔ 分 析

人柄

価値観
・ シ ャ イ ン の
キ ャ リ ア ア ン カ ー

職業能力の棚卸と拡大
☆ 職 域 の 拡 大 と

転 移 可 能 な ス キ ル 発 見
☆ 何 を や っ て き た の か
☆ 何 が こ れ か ら で き る の か

職業価値観の明確化
☆ 条 件 整 理 と 優 先 順 位
☆ 何 を 大 切 に し て い る の か
☆ 何 を 求 め て い る の か

職 業 志 向 と 職 業 選 択
☆ 職 種 分 野 整 理 と 吟 味
☆ 何 を や り た い の か
☆ 何 を や り た く な い のか
☆ 将 来 の 夢は ？

や る 気 ・ 意 欲
☆ ど ん な 人 間 か
☆ 強みは何か

・ エ ニ ア グ ラ ム
・ Ｓ Ｗ Ｏ Ｔ 分 析

 

     （ 図 1 1   自 分 の 棚 卸 ）  

 

（ ３ ） － ２  「 仕 事 理 解 」 の 授 業 内 容 と 指 導 法  

 自 分 と い う 人 間 が ど う い う 人 間 か 、 将 来 何 を や り た い の か 、

何 が で き る の か 、強 み は 何 か 等 自 分 と い う 商 品 の プ ロ フ ィ ー ル

が 見 え て き た 段 階 で 、次 に そ の 商 品 を 売 り 出 す 外 部 市 場 の 状 況

を 理 解 さ せ る 。具 体 的 に は 、① 労 働 市 場 、特 に 求 人 市 場 は ど う
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な っ て い る の か 、② ど ん な 仕 事 が あ る の か を 説 明 す る 。当 港 湾

カ レ ッ ジ の 場 合 は 、入 校 の 段 階 で 、将 来 は 港 湾 企 業 か 物 流 企 業

へ の 就 職 を 希 望 し て い る 学 生 を 受 け 入 れ て い る た め 、港 湾・物

流 業 界 の 仕 事 や 職 種 に つ い て 具 体 的 に 調 べ る こ と に な る 。  

ま ず 、① に つ い て は 、労 働 市 場 の 現 状 を 統 計 デ ー タ（ 厚 生 労

働 省 や 東 京 労 働 局 の Ｈ Ｐ 等 参 考 ）に 基 づ き 説 明 す る 。完 全 失 業

者 数 、完 全 失 業 率 、有 効 求 人 倍 率 の 全 国 お よ び 各 都 道 府 県 の 推

移 を 示 し 、受 講 生 が 就 職 を 考 え て い る 地 域 の 求 人 市 場 が ど う な

っ て い る か 理 解 さ せ た 。ま た 、ミ ス マ ッ チ の 現 状 と し て 、年 齢 、

職 種 、雇 用 形 態 、地 域 に よ っ て 有 効 求 人 倍 率 に 開 き が あ る こ と

を 説 明 し た 。 特 に 、 ① 15 歳 ～ 24 歳 ま で 若 者 の 完 全 失 業 率 が 、

他 の 年 代 よ り 高 い こ と 、② 正 規 社 員 と 非 正 規 社 員 の 生 涯 賃 金 の

格 差 は 、 年 齢 が 高 く な る に つ れ て 広 が り 、 4 5 歳 ～ 54 歳 で は 正

社 員 の 半 分 以 下 、 ③ 20 歳 ～ 2 4 歳 の 若 者 の 方 が 、 他 の 年 代 よ り

パ ー ト 、派 遣 、契 約 社 員 等 の 非 正 規 社 員 の 雇 用 比 率 の 伸 び が 大

き い 、④ フ リ ー タ ー か ら 正 社 員 へ の 転 職 状 況 は 、フ リ ー タ ー 期

間 が 長 い と 正 社 員 に な る こ と が 難 し く な る 、⑤ 中 学 、高 校 、大

学 卒 業 後 卒 3 年 以 内 の 離 職 率 は 、 そ れ ぞ れ 約 7 割 、 5 割 、 3 割

（ 七 五 三 現 象 ）と な っ て い る 、⑥ ニ ー ト・フ リ ー タ ー 問 題 等 を

提 示 し な が ら 、グ ル ー プ 討 議 の 時 間 を 設 け た 。次 に 、② に つ い

て は 、書 籍・雑 誌 、イ ン タ ー ネ ッ ト・パ ソ コ ン ソ フ ト 、そ し て

実 際 仕 事 を し て い る 人 か ら の ナ マ 情 報 を ヒ ア リ ン グ す る な ど

の 方 法 を 紹 介 し た 。 キ ャ リ ア イ ン サ イ ト 等 の IT ツ ー ル の 活 用

は 有 効 だ が 、 や は り 自 分 の 周 り に い る 身 近 な 人 （ 家 族 、 親 戚 、

先 輩 等 ） で そ の 仕 事 を 実 際 に や っ て い る 人 か ら 話 を 聞 い た り 、
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実 際 に ア ル バ イ ト で 実 体 験 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

次 に 、あ る 程 度 方 向 性 が 見 え て き た と こ ろ で 、方 向 別 の グ ル

ー プ 分 け を す る 。港 湾 企 業 の 作 業 職 か 、事 務 職 か 、物 流 企 業（ 運

輸・倉 庫 ）の 作 業 職 か 、事 務 職 か ？ 同 じ 方 向 を 考 え て い る 人 た

ち で 集 ま り 、ど う し た ら 希 望 の 仕 事 が 見 つ か る か グ ル ー プ 討 議

を し て そ の 結 果 を 発 表 し て も ら う の だ 。 こ の グ ル ー プ 討 議 は 、

就 職 活 動 に 消 極 的 だ っ た 受 講 生 に と っ て は 特 に 効 果 的 だ っ た 。

就 職 活 動 積 極 派 の 人 か ら 有 益 な 情 報 を 共 有 で き る ば か り で な

く 、 就 職 活 動 に 火 を つ け る こ と に な っ た 。  

（ ３ ）－ ３  「 自 己 表 現 力 」(応 募 書 類 と 面 接 )の 授 業 内 容 と 指

導 法  

 応 募 書 類 ３ 点 セ ッ ト に つ い て は 、集 団 講 義 で 原 則 的 な 説 明 を

し 、そ の 後 は 、個 別 に 放 課 後 添 削 指 導 を し た 。や は り 、１ ７ 人

い れ ば １ ７ 通 り の 個 性 と キ ャ リ ア が あ る た め 、応 募 書 類 に つ い

て は 、 個 人 指 導 が 中 心 と な っ た 。  

 一 方 、 面 接 指 導 に つ い て も 、 ま ず は DVD 等 を 活 用 し 、 集 団

講 義 で 原 則 的 な 説 明 を し た 。 以 前 の 離 職 者 訓 練 の 時 は 、 「 仕

事 理 解 」 の 講 義 で 同 じ 方 向 性 に 分 け た グ ル ー プ ご と に 模 擬 面

接 を 実 施 し た し た が 、 課 内 授 業 の 中 で は 時 間 が 取 れ な か っ た

こ と と 、 早 く 就 職 し た い 学 生 と 最 後 ま で 授 業 に 出 席 し て 卒 業

し た い 学 生 と 就 職 に 対 す る 意 欲 ・ 取 り 組 み 姿 勢 に 温 度 差 が あ

っ た こ と か ら 、 課 外 授 業 と し て 個 別 の 模 擬 面 接 指 導 が 中 心 と

な っ た 。  

 グ ル ー プ 模 擬 面 接 の メ リ ッ ト は 、 被 面 接 者 以 外 も オ ブ ザ ー

バ ー と し て 模 擬 面 接 に 参 加 し 、 被 面 接 者 の 応 対 を 観 察 し て 友
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情 評 価 シ ー ト （ 必 ず 良 か っ た 点 を プ レ ゼ ン ト す る ） に 記 入 さ

せ る こ と に よ り 、 他 者 か ら の 学 び が で き る こ と で あ る 。 面 接

終 了 後 、 オ ブ ザ ー バ ー に も 一 人 一 人 被 面 接 者 を 観 察 し た 気 づ

き を コ メ ン ト さ せ 、 友 情 評 価 シ ー ト を プ レ ゼ ン ト し て も ら っ

た 。 ま た 、 基 本 的 に ビ デ オ カ メ ラ で 撮 影 し 、 グ ル ー プ 全 員 の

模 擬 面 接 が 終 了 し た 時 点 で 撮 影 し た テ ー プ を 渡 し 、 グ ル ー プ

ご と に 教 室 で 再 生 し 、 面 接 を 受 け た 本 人 が 気 づ い た こ と 、 良

か っ た 点 、 改 善 す べ き 点 等 ま と め て 提 出 し て も ら っ た 。 思 っ

て い た 自 分 と 違 っ て 見 え た と い う 感 想 が 圧 倒 的 に 多 く 、 特

に 、 話 し 方 や 動 作 の 癖 を 発 見 し 、 ビ デ オ を 通 し て 様 々 な 気 づ

き が あ っ た よ う だ 。 当 初 は 、 ビ デ オ 撮 影 に 抵 抗 し て い た 受 講

生 も 、 最 終 的 に は 、 本 番 の 面 接 で 大 変 役 に 立 っ た と い う 感 想

を 沢 山 も ら っ た 。 模 擬 面 接 は 、 ほ ん の １ ０ 分 ほ ど の や り 取 り

で あ る が 、 ク ラ ス メ イ ト に 見 ら れ て 模 擬 面 接 を 受 け る こ と は

本 番 の 面 接 よ り あ が る だ ろ う 。 し か し な が ら 、 こ の 経 験 が 本

番 の 面 接 で の 冷 静 に 対 応 に つ な が る と 確 信 し て 実 施 し た 。 た

だ し 、 個 人 情 報 に 差 し 障 り の な い 質 問 を 選 び 、 主 と し て 話 し

方 、 入 室 ・ 退 室 の 姿 勢 、 ノ ッ ク の 仕 方 、 イ ス の 座 り 方 と 姿

勢 、 表 情 （ 視 線 、 笑 顔 等 ） を チ ェ ッ ク す る こ と に 主 眼 を 置 い

た 。 こ れ は 、 面 接 は 最 初 の ５ 分 で 決 ま る と 言 わ れ る ほ ど 第 一

印 象 が 大 切 だ か ら で あ る 。  

 一 方 、 並 行 し て 、 放 課 後 に 希 望 者 か ら 個 別 に 模 擬 面 接 を 実

施 し た 。 個 別 模 擬 面 談 で は 、 志 望 動 機 、 学 生 時 代 に 打 ち 込 ん

で き た こ と 、 自 己 PR 等 を 掘 り 下 げ て 質 問 し 、 一 貫 性 が あ る

か 、 熱 意 は 感 じ ら れ る か 、 自 信 を 持 っ て 答 え て い る か 等 細 か
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く 指 導 し た 。 面 接 官 は 担 任 以 外 に も 、 就 職 支 援 ア ド バ イ ザ ー

や 他 科 の 教 員 等 に も 依 頼 し 、 緊 張 感 ・ 臨 場 感 を も た せ た 。  

（ ４ ） 受 講 生 の タ イ プ 別 キ ャ リ ア 支 援 の 実 施  

開 講 し て 直 後 に 第 1 回 個 人 面 談 を 実 施 し 、受 講 生 の ニ ー ズ を

探 っ た 。大 学 卒 業 し た も の の 公 務 員 試 験 で 挫 折 し た り 、就 職 活

動 に 失 敗 し て 正 社 員 に な れ ず 有 期 の ト ラ イ ア ル 雇 用 に 入 る も

正 社 員 に 転 換 で き な か っ た り 、 大 学 ・ 専 門 学 校 を 中 退 し た り 、

高 校 卒 業 後 フ リ ー タ ー に な っ た り と 、そ れ ぞ れ 事 情 は あ っ た も

の の 、現 状 の 置 か れ た 状 況 か ら 脱 皮 し 、港 湾・物 流 業 界 で 正 社

員 と し て 就 職 し た い と い う 目 的 は 同 じ だ っ た 。そ の 就 職 を 早 期

に し た い の か 、短 大 卒 業 と い う キ ャ リ ア が ほ し い の で 最 後 ま で

訓 練 を 受 け た い の か と い う 違 い は あ っ た 。ま た 、作 業 職 と し て

働 き た い の か 、事 務 職 と し て 働 き た い の か と い う 将 来 の 職 種 の

方 向 性 の 違 い も 見 ら れ た 。そ こ で 、受 講 生 の タ イ プ を 早 期 就 職

し た い か 、訓 練 重 視 し た い か 、年 齢 の 高 低 、ま た は 、将 来 の 希

望 職 種 が 作 業 職 か 事 務 職 か と い う ３ つ の 軸 か ら 前 者 の ２ 軸 で

市 場 細 分 化 注 1 2 し て み た 。さ ら に 、そ の 細 分 化 し た ４ つ の グ ル

ー プ 別 に 就 職 サ ポ ー ト の プ ラ ィ オ リ テ ィ を 付 加 し た （ 図 12 参

照 ）。  

 

         (図 １ ２  受 講 生 の タ イ プ と キ ャ リ ア 支 援 )  

 年 齢  低 い （ 2 0 歳 前

後 ）  
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ま ず 第 一 に 、就 職 サ ポ ー ト す べ き タ イ プ は 、ⅰ ．せ っ ぱ つ ま

っ た 型 。 受 講 生 と し て 受 け 入 れ 上 限 の 30 歳 で 、 地 方 出 身 。 家

賃 や 生 活 費 の 負 担 が 大 き く 、で き る だ け 早 く 就 職 し て 稼 ぎ た い 、

正 社 員 の 経 験 が な い が 、資 格 を 活 か し て 港 湾 企 業 で 正 社 員 と し

て 一 刻 も 早 く 働 き た い 、ま た 、収 入 が 安 定 し た ら 家 族 も 持 ち た

い 、と い う タ イ プ 。そ の た め 、入 校 後 す ぐ に 、自 分 の 棚 卸 を し

っ か り や っ て も ら い 、方 向 性 を 決 め た 上 で 、早 々 に 応 募 書 類 作

成 に 取 り 組 む よ う 個 人 指 導 し た 。同 時 に 、就 職 採 用 企 業 と の 窓

口 担 当 者 に 、希 望 の 職 種 等 を 伝 え 、求 人 情 報 を 探 る と 共 に 、企

業 へ 当 該 学 生 の プ ロ フ ィ ー ル を ア ピ ー ル し た 。  

次 に 就 職 サ ポ ー ト し た タ イ プ は 、ⅱ ．勉 強 よ り 仕 事 型 。勉 強

や 訓 練 よ り 早 く 仕 事 を 通 じ て 自 己 実 現 し た い と 考 え て い る 。年

齢 が 比 較 的 若 く 、港 湾 企 業 で 体 を 動 か し た り 、フ ォ ー ク リ フ ト

訓

練

重

視

し

た

い

 

ⅲ . カ レ ッ ジ 卒 業 し た

い 型  

・ 大 学 中 退 、 専 門 学

校 中 退  

・ 勉 強 が 好 き  

ⅳ . モ ラ ト リ ア ム 型  

・ す ぐ に 社 会 に 出 た く

な い  

･ 資 格 取 得 志 向  

・ 資 産 家  

ⅱ ． 勉 強 よ り 仕 事 型  

・ 仕 事 で 自 己 実 現  

・ 作 業 職 希 望 （ 体 を 動

か す 仕 事 、 機 械 操 作

す る 仕 事 が 好 き ）  

ⅰ . せ っ ぱ つ ま っ た 型  

・ 年 齢 の 上 限 3 0 歳  

・ 地 方 か ら 上 京 の た め  

 家 賃 ・ 生 活 費 負 担  

・ 大 学 卒  

年 齢  高 い （ 3 0 歳 ）  

早

期

就

職

し

た

い
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や ガ ン ト リ ー ク レ ー ン 等 の 機 械 を 操 作 す る 仕 事 が し た い 。そ の

た め 、フ ォ ー ク リ フ ト や 移 動 式 ク レ ー ン の 運 転 免 許 を 取 得 し た

い と い う 積 極 的 な タ イ プ 。ど ち ら か と い う と 勉 強 は 苦 手 で 嫌 い

な 方 だ が 、機 械 操 作 等 の 作 業 に は 自 信 が あ る 。そ の た め 、作 業

職 の 求 人 を 探 し 、 積 極 的 に 応 募 さ せ た 。  

三 番 目 に サ ポ ー ト し た の は 、ⅲ ．カ レ ッ ジ 卒 業 し た い 型 。大

学 中 退 、ま た は 専 門 学 校 中 退 し た 受 講 生 の 多 く は 、短 大 卒 業 と

い う 学 歴 が ほ し い と の こ と 。 中 退 理 由 は 、 ミ ス マ ッ チ が 多 く 、

親 に 言 わ れ て 進 学 し た が 、 入 学 し て み る と 内 容 が 違 っ て い た 、

勉 強 に 追 い つ け な か っ た 、向 い て な か っ た 、不 登 校 に な っ た 等

で あ る 。そ の た め 、短 大 卒 業 と い う 学 歴 に は こ だ わ り た い 受 講

生 が 多 か っ た 。ど ち ら か と い う と 、作 業 職 よ り 事 務 職 志 向 。「 勉

強 よ り 仕 事 型 」の 学 生 と 比 較 す る と 、お と な し い 子 が 多 か っ た 。

そ こ で 、模 擬 面 接 指 導 に 力 を 入 れ た 。具 体 的 に は 、大 き な 声 を

出 し て 、自 信 を 持 っ て 話 す 練 習 と 、て き ぱ き と 機 敏 な 動 作 の 練

習 を し た 。  

最 後 に 、ⅳ ．モ ラ ト リ ア ム 型 。自 分 の 将 来 の 方 向 性 を な か な

か 決 め ら れ ず に 迷 う タ イ プ 。貿 易 実 務 検 定 や 通 関 士 等 の 事 務 系

の 資 格 取 得 志 向 が 強 い 。 20 代 後 半 か ら 30 歳 で あ る が 、自 宅 か

ら 通 学 し 、学 費 も 親 が 負 担 。自 立 し て な い タ イ プ 。ど ち ら か と

い う と 、内 定 が 決 ま っ た と し て も す ぐ に 働 き た く な く 、最 後 ま

で 訓 練 を 受 講 し て 社 会 に 出 る 時 期 を 遅 ら せ た い 受 講 生 や 、仕 事

よ り じ っ く り 勉 強 し た い タ イ プ で 、就 職 支 援 に お い て は 一 番 手

を 焼 く タ イ プ で あ っ た 。  

こ の 市 場 再 分 化 は 、マ ー ケ テ ィ ン グ の 発 想 を 活 用 し た も の で 、
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平 成 15 年 か ら 5 年 間 勤 務 し た ホ ワ イ ト カ ラ ー 系 に 特 化 し た 離

職 者 訓 練 施 設 で 実 施 し 、当 時 、管 理・事 務 職 系 の 有 効 求 人 倍 率

が 0.3 1 倍 か つ 中 高 年 の リ ス ト ラ が 横 行 し た 時 代 に 連 続 し て 就

職 率 100 %を 達 成 し 奏 功 し た も の で あ る 。1 ク ラ ス 30 名 ~3 2 名 、

40 代 後 半 か ら 50 代 の 受 講 生 が 多 か っ た た め ク ラ ス の 雰 囲 気 は

違 う が 、 人 数 が 多 い 時 に 効 果 が 見 ら れ る 。  

港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 は 、 17 名 で ス タ ー ト し た の で 人 数 的

に は 多 く は な い 。し か し な が ら 、そ れ ぞ れ が 挫 折 し た 過 去 を 背

負 っ て 入 校 し て お り 、中 に は 不 登 校 や 引 き こ も り を 経 験 し た 受

講 生 も い た 。最 初 の 個 別 面 談 で 受 講 生 の ニ ー ズ を 把 握 し た 結 果 、

仮 に 4 つ の グ ル ー プ に 分 類 し て 就 職 支 援 に 活 用 し た が 、そ の 後

は 、基 本 的 に 個 別 指 導 を 中 心 に 支 援 し た 。ま ず は 、４ つ の グ ル

ー プ の 中 で「 せ っ ぱ つ ま っ た 型 」の 早 期 に 就 職 し た い 受 講 生 を

優 先 的 に サ ポ ー ト し た 結 果 、 就 職 第 1 号 と な っ て 4 月 1 日 付

け で 入 社 で き た 。 1 0 月 開 講 後 、 ３ ヶ 月 で 希 望 通 り 早 期 就 職 で

き た 成 功 事 例 で あ る 。 ク ラ ス メ イ ト が 満 足 し て 就 職 で き る と 、

ク ラ ス の 雰 囲 気 が 明 る く な り 、他 の メ ン バ ー も 就 職 に 向 け て の

モ チ ベ ー シ ョ ン が 向 上 す る 。こ の 内 定 が キ ャ リ ア 支 援 を 効 率 的

に 実 施 で き た ば か り で な く 、ク ラ ス マ ネ ジ メ ン ト に お い て も 効

果 が あ っ た と い え よ う 。  

（ ５ ） 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 実 施 か ら 見 え た 受 講 生 の プ ロ フ

ィ ー ル  

 担 当 ク ラ ス の 港 湾 ロ ジ ス テ ｨク ス 科 の キ ャ リ ア 形 成 論 の 授 業

で 実 施 し た 各 種 検 査 ツ ー ル の 結 果 を ま と め 、 就 職 内 定 力 と の

関 係 を 調 べ た 。 結 果 の 概 略 は 以 下 の 通 り 。  
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（ ５ ） － １  港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 の プ ロ フ ィ ー ル  

人 数： １ ７ 名 （ 定 員 １ ５ 名 ）   

性 別：男 性 １ ６ 名 、女 性 １ 名  （ ほ と ん ど が フ リ ー タ ー 、

引 き こ も り 経 験 3 名 ）  

平 均 年 齢 ： 24 歳 （ 20 歳 ～ 30 歳 ）   

学 歴： 大 卒 ５ 名 、 大 学 中 退 ６ 名  、 専 門 学 校 卒 １ 名 、 専

門 学 校 中 退 １ 名  、 高 卒 １ 名 、 工 業 高 校 卒 ２ 名 、 浪 人 挫 折

１ 名   

（ ５ ） － ２  自 己 理 解 の ワ ー ク の 結 果   

  「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授 業 の 中 で 、 実 施 し た 自 己 理 解 の

ワ ー ク の 中 か ら 記 号 化 し や す い ① エ ゴ グ ラ ム 、 ② Ｙ Ｇ 性 格

検 査 、 ③ キ ャ リ ア ア ン カ ー 、 ④ ホ ラ ン ド の 職 業 興 味 検 査 の

４ つ を 選 び 、 結 果 を 示 す 。 記 号 の あ と の 数 字 は 、 該 当 者 の

人 数 で あ る 。  

① エ ゴ グ ラ ム ： Ａ Ｃ (7 名 )と Ｎ Ｐ (5 名 )が 高 く 、 Ｃ Ｐ (8 名 )と

Ｆ Ｃ (7 名 )が 低 い   

② YG 性 格 検 査 ：  A 類  2 名 ,  B 類  4 名 ,  C 類  1 名 ,  D 類  4 名 ,  

E 類  6 名   

③ キ ャ リ ア ア ン カ ー ：    T F  3 名 ,  G M  1 名 ,  A U  0 名 ,  S E  6

名 ,  E C  1 名 ,  S V  1 名 ,  C H  3 名 ,  LS  5 名   

④ 職 業 興 味 検 査  (ホ ラ ン ド ）：  R  3 名 ,  I  4 名 ,  A  2 名 ,  S  9

名 ,  E  2 名 ,  C  1 名   

 上 記 結 果 よ り 、 当 該 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 の 学 生 の 内 面 の

特 徴 を ま と め る と 以 下 の 通 り で あ る 。  

① エ ゴ グ ラ ム よ り ：   
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思 い や り が あ り 、 世 話 好 き 。  従 順 で 慎 重 だ が 、 周 囲 を 気 に

し す ぎ て 感 情 を 抑 え や す い 、 妥 協 し や す い 。 ル ー ズ 、 無 節

操 、 批 判 力 な い 、 気 分 転 換 が 下 手 で 無 表 情 で 暗 い 印 象   

② Ｙ Ｇ 性 格 検 査 よ り ：   

情 緒 的 に 不 安 定 で 、 内 向 的 。   

何 か 問 題 を 抱 え た 時 、 自 分 の 殻 に 閉 じ こ も り 解 決 で き な

い 。   

  技 術 的 、 芸 術 的 な 才 能 を 発 揮 す る こ と も あ る 。   

③ キ ャ リ ア ア ン カ ー よ り ：   

何 よ り 安 定 を 望 み 、 安 全 確 実 で 将 来 の 予 測 の つ く こ と を 重

視 。 例 え 恵 ま れ な い 仕 事 や 地 位 で も 安 定 し て い れ ば 不 満 は

な い 。   

私 生 活 と 職 業 生 活 の バ ラ ン ス を は か る こ と で 自 分 の 生 活 を

最 も 重 視 。 ス ペ シ シ ャ リ ス ト と し て そ の 道 の ﾌﾟﾛを 目 指 す 。

専 門 性 を 見 に つ け る こ と に 生 き が い を 感 じ る 。   

④ ホ ラ ン ド の 職 業 興 味 検 査 か ら ：   

社 会 的 タ イ プ に 関 心 が あ り 、 人 と 接 す る 仕 事 を 好 む   

（ ５ ） － ３  将 来 の 方 向 性 （ H2 5 .10 月 開 講 後 ２ ヵ 月 目 ）  

  開 講 後 ２ ヶ 月 目 の １ １ 月 に 将 来 の 方 向 性 に つ い て 尋 ね た

結 果 、 以 下 の 通 り と な っ た 。  

・ 作 業 機 械 ( ｸﾚｰ ﾝ )の ｵﾍﾟﾚｰ ﾀｰ希 望  4 人   

・ 港 湾 荷 役 ・ ﾌｫｱﾏﾝ・ ﾌﾟﾗﾝ ﾅｰ希 望  4 人   

・ 物 流 管 理   3 人   

・ 貿 易 事 務 ・ 通 関  4 人   

・ 鉄 道 貨 物 ・ 陸 運  1 人   
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・ 営 業  1 人   

・ 倉 庫 内 作 業 (ﾌ ｫ ｰｸ )  1 人   

（ ５ ） － ４  内 定 状 況 （ H26 .8 月 14 日 現 在 ）  

① 8 名 が 正 社 員 と し て 内 定 （ 内 3 名 既 に 就 職 退 所 す る も 1

名 は 病 気 の た め 離 職 ）：  

  YG 性 格 検 査 は D 型 3 名 、 ホ ラ ン ド の 職 業 興 味 検 査 は S

に 関 心 あ り が 6 名 。 接 客 等 人 と 関 わ る 仕 事 に 関 心 あ り 。  

② 3 名 が 休 学 （ 1 名 は 睡 眠 障 害 の た め 、 1 名 は 家 業 を 継 ぐ

た め 、 1 名 は ト ラ イ ア ル 雇 用 3 カ 月 ）：  

  3 名 と も エ ゴ グ ラ ム の CP が 低 い 。 自 己 主 張 で き な い タ

イ プ 。 YG 性 格 検 査 は E 型 が 2 名 。 人 と の 関 わ り を 避

け 、 引 き こ も っ て 熱 中 す る タ イ プ 。  

③ 6 名 が 未 内 定 （ 内 1 名 は 不 登 校 ）：  

     内 3 名 は 2 7 歳 以 上 、 YG 性 格 検 査 は E 型 が 2 名 。 エ ゴ

グ ラ ム は AC が 高 い ス コ ア が 3 名 。 周 囲 を 気  に し す

ぎ 、 八 方 美 人 タ イ プ 。  

（ ５ ） － ５   検 査 結 果 と 就 職 内 定 力 の 関 係  

  こ の よ う に 、 各 学 生 の 属 性 、 自 己 理 解 の ワ ー ク の 結 果 と 就

職 内 定 力 と の 関 係 は 、 表 ８ の 通 り で あ る 。  

（ 表 ５   学 生 の 自 己 理 解 ワ ー ク の 結 果 ）  
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 デ ー タ が 少 な す ぎ る と い う 問 題 は あ る も の の 、 担 任 と し て

観 察 し た 結 果 以 下 の こ と が 考 え ら れ る 。  

① 就 職 内 定 が 決 ま り や す い 性 格 は 、 YG 性 格 検 査 の D 型 。 社 交

的 で 明 る い タ イ プ 。 ま た 、 人 と 関 係 の あ る 仕 事 に 関 心 を 持 っ

て い る 。 年 齢 の 要 因 は 大 き く 、 1 名 を 除 い て 皆 20 代 前 半 (2 1

～ 24 才 )。 1 名 は 30 歳 だ っ た が 、 通 関 士 の 資 格 所 有 が 奏 功 し

た 。  

② 就 職 が 決 ま り に く い 性 格 は 、 Y G 性 格 検 査 の E 型 。 人 と 接 す

る の が 苦 手 で こ も る タ イ プ 。 ま た 、 エ ゴ グ ラ ム は AC が 高 い 人

が 多 く 、 周 囲 に 気 を 使 い す ぎ て 自 己 主 張 で き な い た め ス ト レ

型 類 高スコア 低スコア 型・タイプ
港湾作業系 1 21 内定 大学中退 D D類 NP AC 円満ヘ

就職するも
退社

2 23
就職するも健

康理由で退職
あり 浪人挫折 B' B類 AC FC 自己犠牲N

倉庫作業系 3 30 内定 大学中退 A'' A類 A FC 合理的

中退 4 23 休学後退所 あり 大学中退 E' E類 AC CP 人頼み

港湾作業系 5 22 内定 専門学校中退 D D類 A FC、AC 合理的

就職(港湾） 6 22 就職 工業高校卒 B' B類 NP CP 明朗M

就職(事務） 7 28 就職 大卒 C C類 AC FC 自己犠牲N

中退 8 26 休学後退所 専門学校卒 B' B類 NP CP 自己犠牲N

冷凍倉庫作
業系

9 24 内定 大卒 E' E類 NP CP、FC 自己犠牲N

就職(倉庫） 10 27 就職 大卒 AE E類 AC CP 人頼み

就職(通関） 11 30 就職 工業高校卒 A' A類 AC FC 苦悩W

倉庫IT作業 12 23 内定 大学中退 D D類

中退（家業）
13 22

休学後家業

継ぐ
大卒 AE E類 FC CP 明朗M

就職(倉庫） 14 23 就職 大学中退 D D類 A AC 合理的

運輸倉庫 15 20 内定 高卒 E' E類 NP、AC CP,A 自己犠牲N

就職（経理）
16 23

トライアル

雇用後就職
あり 大学中退 E' E類 A NP 苦悩W

穀物倉庫 17 21 内定 大学中退 AB B類 AC CP、FC 自己犠牲N

YG性格 エゴグラム
就業型実習

番
号

年齢 内定
不登校・
ひきこも
り経験あ

学歴
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ス を た め や す い タ イ プ 。 さ ら に 、 自 分 を 表 現 で き な い た め 周

囲 か ら の 理 解 も 得 ら れ な い 。 や は り 年 齢 の 要 因 は 大 き く 、 内

3 名 は 27、 2 8、 3 0 歳 。  

さ ら に 、 社 会 人 基 礎 力 注 1 3 を 含 め た 各 要 素 の 相 関 を 調 べ た 結

果 、 表 ６ の 通 り と な っ た 。  

（ 表 ６  学 生 の 属 性 ・ 求 職 活 動 状 況 と 就 職 内 定 と の 関 係 ）  

 

 表 6 よ り 相 関 が 高 い 要 素 に 注 目 す る と 、  

①  前 に 踏 み 出 す 力 の 高 い と 自 己 評 価 す る 人 は 、 考 え 抜 く 力 も

高 い と 自 己 評 価 し て い る 。  

②  年 齢 が 高 い 人 は 、 応 募 者 数 も 多 い 。  

③  開 講 か ら 内 定 ま で に か か っ た 月 数 が 多 い 人 は 、 筆 記 試 験 の

平 均 点 が 高 く 、 学 歴 も 高 い （ な お 、 学 歴 は 高 校 卒 、 浪 人 挫

折 、 専 門 学 校 中 退 、 大 学 中 退 、 専 門 学 校 卒 業 、 大 学 卒 業 の

順 に 1 か ら ６ ま で に 数 値 化 し た ） 。  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

開講から内定
までにかかっ

た月数
年齢

職歴なし１
ｱﾙﾊﾞｲﾄ２
あり（契約
社員）３

応募社数
就職先が
事務１、作

業２

学歴数値
化(１～６）

中退・挫折
１

卒業２

筆記試験
平均点

前に踏み
出す力

考え抜く力
チームで働

く力

1 開講から内定までにかかった月数 1

2 年齢 0.1767 1

3 職歴なし１　ｱﾙﾊﾞｲﾄ２　あり（契約社員）３ 0.0803 0.5596 1

4 応募社数 0.5305 0.6019 0.3161 1

5 就職先が事務１、　　作業２　　 -0.0782 -0.4787 0.0259 0.0645 1

6 学歴数値化(１～６） 0.4637 0.1967 -0.0703 0.0769 -0.0782 1

7 中退・挫折１　　　　　　卒業２ -0.0134 0.2798 0.2714 -0.0925 -0.3373 0.0044 1

8 筆記試験平均点 0.5268 0.2233 0.1227 0.0628 -0.1656 0.4579 -0.0045 1

9 前に踏み出す力 -0.2771 0.1386 -0.0199 0.1554 0.2077 0.0753 -0.0740 -0.1244 1

10 考え抜く力 -0.2783 0.1233 0.1032 0.2726 0.4030 0.0585 -0.3236 -0.2331 0.8844 1

11 チームで働く力 -0.1606 0.0116 -0.2859 0.0014 0.1390 0.1780 -0.3480 -0.1854 0.6442 0.6270 1
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こ の よ う に 、 年 齢 が 高 い 人 ほ ど 内 定 が な か な か 決 ま ら ず 応

募 者 数 が 多 く な る 。 学 歴 が 高 く な る の で 筆 記 試 験 の 平 均 点 は

高 い が 、 就 職 内 定 に は つ な が ら な い 。 む し ろ 筆 記 試 験 の 点 数

は よ く な い が 年 齢 が 若 い 人 の ほ う が 内 定 は 決 ま り や す い 。 ま

た 、 社 会 人 基 礎 力 注 1 3 の 自 己 評 価 と 内 定 ま で に か か っ た 月 数

と の 相 関 は 見 ら れ な か っ た 。  

（ ６ ） デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 の 「 就 業 型 実 習 」  

 p. 7 6 に 掲 載 し た 訓 練 内 容 の 表 か ら 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練

に 関 連 し た 訓 練 区 分 を 挙 げ る と 、 「 準 備 実 習 」 、 「 企 業 実 習

(約 1 ヶ 月 )」 、 「 就 労 型 実 習 （ 3～ 6 ヶ 月 ） 」 、 ｢職 務 内 容 に

つ い て の ケ ー ス ス タ デ ィ ｣、 「 施 設 内 実 習 （ 課 題 解 決 実 習 ） 」

が 該 当 す る 。 こ の 中 で 、 最 も デ ュ ア ル シ ス テ ム 訓 練 に 関 連 し

た 6 ヶ 月 間 の 「 就 労 型 実 習 」 に つ い て 、 参 加 し た 受 講 生 に 自

記 式 ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。 本 来 、 反 構 造 的 な 質 的 調 査

（ ヒ ア リ ン グ 、 観 察 、 指 導 ・ 学 習 記 録 の 内 容 分 析 等 ） を 実 施

す る 予 定 だ っ た が 、 こ の 「 就 労 型 実 習 」 は 、 2 年 間 の 日 本 版

デ ュ ア ル シ ス テ ム コ ー ス の 最 後 の 訓 練 科 目 で あ り 、 賃 金 を 得

な が ら 主 に 内 定 企 業 で 実 習 す る た め 、 実 習 中 に 長 時 間 に わ た

り ヒ ア リ ン グ し た り 、 実 習 の 様 子 を 観 察 す る こ と が で き な

い 。 そ の た め 、 予 め ヒ ア リ ン グ し た い 質 問 項 目 と 社 会 人 基 礎

力 の 自 己 評 価 ア ン ケ ー ト シ ー ト を 参 加 し て い る 受 講 生 に メ ー

ル で 送 り 、 で き る 範 囲 で 記 入 し て も ら っ た 上 で 面 談 し た 。 ま

た 、 こ の 調 査 は 、 巡 回 指 導 の 一 環 と し て 実 施 し 、 何 か 問 題 が

あ る 場 合 は 、 そ の 問 題 を 解 決 す る た め の 相 談 ・ 指 導 ・ 支 援 に

も 時 間 を さ い た 。  
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（ ６ ） － １  調 査 の 概 要  

1)目 的 ： 就 業 型 実 習 の 参 加 学 生 の 実 習 の 様 子 を 観 察 し 、 そ の

効 果 を 探 る こ と 。 問 題 が あ れ ば 指 導 し 、 ま た 自 習 を 通 し て の

自 己 変 容 、 成 長 へ の 気 づ き 等 ヒ ア リ ン グ す る 。 指 導 者 で あ る

上 司 か ら も 派 遣 学 生 の 様 子 を ヒ ア リ ン グ す る 。  

2)方 法 ： 自 記 的 (一 部 他 記 的 )ア ン ケ ー ト 調 査 お よ び ヒ ア リ ン

グ 調 査  

 予 め ヒ ア リ ン グ し た い 質 問 項 目 (以 下 4)） と 社 会 人 基 礎 力 注

1 3 の 自 己 評 価 ア ン ケ ー ト シ ー ト (以 下 5)） を 参 加 し て い る 受

講 生 に メ ー ル で 送 り 、 で き る 範 囲 で 記 入 し て も ら っ て 上 で 面

談 し た 。 仕 事 で 忙 し く 予 め 期 優 が 難 し い 受 講 生 は 、 そ の 場 で

聞 き 取 り 、 そ の ヒ ア リ ン グ 結 果 を 調 査 実 施 者 が 記 録 し た 。  

3)日 時 ： 「 就 労 型 実 習 」 は 、 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 ～ ９ 月 の ６ ヶ 月

間 で あ る た め 、 こ の 期 間 の う ち 当 港 湾 カ レ ッ ジ の 夏 休 み で あ

る ７ 月 末 か ら ８ 月 を 中 心 に 巡 回 指 導 し た 。  

4)調 査 対 象 者 ： ｢就 労 型 実 習 ｣に 参 加 し て い る ７ 名 の う ち 、 ６

名 （ 内 １ 名 は 、 神 戸 で 実 習 中 の た め ） 。  

5)ヒ ア リ ン グ の 質 問 内 容 ：  

① 4 月 ～ 企 業 に 入 っ て 、 実 習 を 経 験 し て 苦 労 し た こ と は ？

何 か 困 っ て い る こ と は ？ （ で き る だ け 、 率 直 に 、 か つ 具

体 的 に ）  

 ② 実 習 に 入 る 前 に 期 待 ま た は 想 定 し て い た 内 容 と 入 っ て か

ら の GAP は あ っ た か ？  あ っ た 場 合 は 、 そ の 詳 細 は ？  

 ③ カ レ ッ ジ の 授 業 で 入 社 後 、 一 番 役 に 立 っ た 内 容 は 何 か ？

（ 具 体 的 に 学 科 名 が あ れ ば ）  
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④ こ う い っ た 授 業 が あ れ ば 、 企 業 に 入 っ て も っ と 役 に 立 っ

た と 思 わ れ る 内 容 は ？  

⑤ 人 間 関 係 で 辛 い と 感 じ た こ と は あ っ た か ？ 具 体 的 に は ？  

⑥ 企 業 実 習 で 、 一 番 楽 し か っ た こ と は ？  

⑦ 4 月 ～ 今 ま で に 褒 め ら れ た り 、 評 価 さ れ た こ と は あ っ た

か ？ ど ん な こ と を し た か ら ？  

⑧ 継 続 し て 働 い て い け そ う か ？ い け な い 場 合 は 、 そ の 原 因

は 何 か ？  

⑨ カ レ ッ ジ で の 座 学 と 企 業 実 習 で の 数 ヶ 月 間 と 比 較 し て 、

ど ち ら が や り が い を 感 じ た か ？ 具 体 的 な 内 容 は ？  

⑩ 以 前 参 加 し た 1 ヶ 月 の 企 業 実 習 と 比 較 し て 、 こ の 就 業 型

実 習 は や り が い が あ る か ？ 短 期 （ 1 ヶ 月 以 内 ） と 長 期

（ ３ ヶ 月 、 ６ ヶ 月 、 １ 年 等 ） と 、 ど ち ら が や り が い が あ

る か ？     ま た 、 成 長 で き る と 思 う か ？    

⑪ 企 業 が 必 要 と し て い る 社 会 人 基 礎 力 の １ ２ の 能 力 要 素 の

中 で 、 ど の 要 素 が 一 番 成 長 し た と 感 じ る か ？ そ の 理 由

は ？ （ ど ん な 経 験 を し た か ら か ？ 等 ）  

⑫ ロ ジ 科 の カ リ キ ュ ラ ム （ 導 入 訓 練 、 １ ヶ 月 の 企 業 実 習 、

こ の 就 労 型 実 習 等 含 む ） で 、 入 社 後 、 一 番 役 に 立 っ た 科

目 は 何 か ？ そ の 理 由 は ？  

⑬ ロ ジ 科 の カ リ キ ュ ラ ム （ 導 入 訓 練 、 １ ヶ 月 の 企 業 実 習 、

こ の 就 労 型 実 習 等 含 む ） で 、 今 後 の 自 分 の 成 長 や キ ャ リ ア

ア ッ プ に つ な が る と 感 じ た 科 目 は 何 か ？ そ の 理 由 は ？  

⑭ ロ ジ 科 の カ リ キ ュ ラ ム （ 導 入 訓 練 、 １ ヶ 月 の 企 業 実 習 、

こ の 就 労 型 実 習 等 含 む ） で 、 も っ と  こ う し て ほ し い と
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い う 要 望 は ？ （ で き る だ け 具 体 的 に 、 そ の 理 由 も ）  

⑮ そ の 他 率 直 な 感 想 （ フ リ ー ト ー ク ）  

・ 何 か 困 っ て い る こ と が あ れ ば 率 直 に !!  

・ 今 後 の キ ャ リ ア ビ ジ ョ ン 、 何 を や り た い か ？  

・ ５ 年 後 、 １ ０ 年 後 、 ２ ０ 年 後 の 自 分 は ど う な っ て い た

い か ？ （ 同 じ 会 社 か 、 も し か し て 起 業 ？ 等 ）  

6) 社 会 人 基 礎 力 注 1 3 の 自 己 評 価 ア ン ケ ー ト ：  ア ン ケ ー ト

シ ー ト は 、 以 下 の 通 り 。  

 

就 労 型 実 習 に 入 る 前 の 自 分 の 社 会 人 基 礎 力 の 自 己 評 価 と 今

の 自 己 評 価 を そ れ ぞ れ 5 段 階 で 評 価 し て も ら い 、 特 に 伸 び た

能 力 や 逆 に 下 が っ た と 感 じ る 能 力 に つ い て は 、 そ の 理 由 を 記

入 し て も ら っ た 。 こ の ア ン ケ ー ト は 、 以 前 、 就 職 活 動 に つ い

て も 実 施 し た こ と が あ っ た が 、 各 能 力 の 内 容 が わ か ら な い こ

と を 想 定 し て 、 裏 面 に 社 会 人 基 礎 力 の 説 明 を つ け た 。 社 会 人

基 礎 力 と は 、 「 職 場 や 地 域 社 会 の 中 で 多 様 な 人 々 と 共 に 仕 事

を し て い く た め に 必 要 な 基 礎 的 な 力 と し て 、 経 済 産 業 省 が
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2006 年 か ら 提 唱 し て い る 。 前 に 踏 み 出 す 力 、 考 え 抜 く 力 、

チ ー ム で 働 く 力 の 3 つ の 能 力 と 1 2 の 能 力 要 素 か ら 構 成 」 さ

れ て い る (表 ６ 参 照 )。 企 業 や 若 者 を 取 り 巻 く 環 境 変 化 に よ り

基 礎 学 力 や 専 門 知 識 に 加 え 、 そ れ ら を う ま く 活 用 し て く た め

の 社 会 人 基 礎 力 を 意 識 的 に 育 成 し て い く こ と が 今 ま で 以 上 に

重 要 に な っ て き て い る 。  

 

（ 図 1 3  社 会 人 基 礎 力 の 全 体 像 ） 経 済 産 業 省 の H P よ り 抜 粋  

 

7) 社 会 人 基 礎 力 の 指 導 者 評 価 ア ン ケ ー ト ：  

施 設 内 訓 練 と 違 い 、 企 業 実 習 で は 、 実 習 生 本 人 の 現 場 で の

働 き ぶ り が わ か ら な い た め 、 巡 回 指 導 の 一 環 と し て 、 実 習 生

本 人 の 自 己 評 価 だ け で な く 、 企 業 の 現 場 の 指 導 者 か ら 見 た 評

価 も お 願 い し 、 そ の 結 果 を フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と に よ り 、

今 後 の 本 人 の 成 長 に つ な げ る こ と に し た 。 や は り 、 本 人 の 自

己 評 価 と 指 導 者 か ら 見 た 評 価 に は ギ ャ ッ プ が 見 ら れ た 。 詳 細

は 、 後 述 す る 。  

（ 表 ６  社 会 人 基 礎 力 と は ？ ）  
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（ ６ ） － ２  調 査 の 結 果  

  就 労 型 実 習 に 参 加 中 の 受 講 生 7 名 の う ち 6 名 と 面 談 し た

結 果 、 4 名 は 前 向 き に 取 り 組 ん で い た が 、 2 名 は  仕 事 現 場

の 厳 し さ を 経 験 し 、 職 場 の 先 輩 や 外 注 先 に 叱 責 さ れ 、 自 信

を 喪 失 し て い る こ と が わ か っ た 。 や は り 、 1 ヶ 月 の 企 業 実 習

と は 違 い 、 こ の 就 業 型 実 習 は 、 社 員 と し て 扱 わ れ る の で 厳

し さ が 違 う と 実 感 し て い た 。 1 ヶ 月 の 企 業 実 習 は 、 お 客 様 扱

い だ っ た と 気 づ い た ら し い 。 労 働 に 対 す る 報 酬 を 賃 金 と し

て 受 け 取 る 嬉 し さ は あ り 、 モ チ ベ ー シ ョ ン 向 上 に つ な が る

が 、 同 時 に 厳 し さ も あ る 。 実 習 後 半 の 4～ 5 ヶ 月 目 の 段 階

で 、 既 に 元 気 グ ル ー プ と 自 信 喪 失 ・ 疲 労 グ ル ー プ に 分 か れ

た が 、 特 に 、 問 題 を 抱 え た 2 つ の ケ ー ス を 含 め 、 3 つ の ケ ー

ス を 紹 介 す る 。  
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1)ケ ー ス １ ： 20 代 後 半 男 性 、 大 卒 、 物 流 企 業 。 同 期 入 社 の 高

卒 と 比 較 さ れ 叱 責 さ れ て 自 信 を 喪 失 。  

施 設 内 訓 練 時 に は 、 メ ー ル 等 で 連 絡 す る と 、 ま っ さ き に

受 信 の 連 絡 が あ っ た 受 講 生 だ っ た が 、 今 回 は 事 前 に ヒ ア リ

ン グ 内 容 と ア ン ケ ー ト シ ー ト を メ ー ル で 送 っ て も 返 信 が な

か っ た の で 心 配 し て い た 。 ま た 当 該 企 業 に 内 定 が 決 ま る 前

に 、 迷 っ た 企 業 が あ っ た が 、 最 終 的 に 自 分 の 意 思 で 選 択 し

た 企 業 で も あ っ た 。 そ の た め 、 就 労 型 実 習 の 入 る 直 前 は 、

意 気 揚 々 と し て 参 加 し た と い う 経 緯 が あ る 。 結 局 、 面 談 日

当 日 ま で ア ン ケ ー ト の 回 答 が な か っ た た め 、 当 日 聞 き 取

り 、 実 施 者 が 記 録 し た （ 他 記 的 ア ン ケ ー ト 調 査 ） 。  

ま ず 、 見 た 瞬 間 、 表 情 が 暗 く 、 声 も 小 さ か っ た の で 、 何

か 問 題 を 抱 え て い る こ と が 推 察 さ れ た 。 ヒ ア リ ン グ が 進 む

に つ れ て 、 だ ん だ ん 本 音 が 出 て き た 。 自 信 喪 失 の 理 由 は 、

同 期 入 社 の 高 卒 2 名 と 現 場 の リ ー チ フ ォ ー ク の 運 転 作 業 を

比 較 さ れ 、 自 分 の 方 が で き が 悪 い と 、 現 場 の フ ロ ア 長 か ら

叱 責 さ れ て い る と い う 。 彼 ら は 、 作 業 を て き ぱ き ス ピ ー デ

ィ に で き る の で 現 場 の 上 司 に 気 に 入 ら れ て い る ら し い 。 自

分 は 、 作 業 が 遅 い た め 。 い つ も 上 司 か ら 怒 ら れ て い て 自 信

を な く し て い る 。 さ ら に は 、 昨 日 フ ォ ー ク か ら 商 品 を 落 下

す る 事 故 を 起 こ し て し ま っ た ば か り だ と い う 。 精 神 的 に 辛

い と 話 し て く れ た 。  

  継 続 し て い け る と は 思 う が 、 現 場 は 向 い て な い よ う に 思

う と の こ と だ っ た 。  
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 ア ド バ イ ス ： リ ー チ フ ォ ー ク は 、 港 湾 カ レ ッ ジ で は 訓 練 し

て な い の で 、 で き な く て 当 た り ま え 。 フ ォ ー ク リ フ ト は 得

意 だ っ た の で 慣 れ れ ば 大 丈 夫 。 入 社 し て 1 年 目 は 、 乞 食 、 2

年 目 に や っ と 平 民 に な れ る 。 1 年 上 の 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科

の 先 輩 が 昨 年 初 め て 当 該 企 業 に 入 社 し 、 2 年 目 か ら 事 務 部 門

に 配 属 さ れ た 。 同 様 な 異 動 の ケ ー ス も あ る の で 、 そ れ ま で

は 現 場 で 頑 張 れ ば 、 後 に つ な が る 。 す べ て 企 業 は 現 場 が 中

心 な の で 、 現 場 を 知 っ て い る こ と が 必 ず 役 に 立 つ こ と が あ

る 。 1 年 目 の 今 は 、 む し ろ 沢 山 失 敗 し て 、 そ こ か ら 学 ぶ こ と

の 方 が 貴 重 な 経 験 に な る 。 2 年 間 か ら は 沢 山 失 敗 は で き な く

な る の で 、 1 年 目 の 特 権 。  

  も う ひ と つ は 、 課 長 が 「 お と な し く て 自 分 を 出 さ な い こ

と が 課 題 」 と 指 摘 さ れ て い た の で 、 も っ と 自 分 を 出 し た 方

が い い と 思 う 。 こ れ か ら の 人 材 な の で 大 切 に 教 育 し て い く

と 言 っ て く だ さ っ て い て 、 だ か ら こ そ 現 場 の フ ロ ア 長 は 厳

し く 接 し て い る と の こ と 。 ま だ 、 ４ ヶ 月 目 だ か ら こ れ か ら

で す が 、 何 か 問 題 が あ っ た ら 遠 慮 な く 知 ら せ て ほ し い 。 ま

た 、 同 期 と ラ イ ン 等 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 っ て み る と

い い 。 み な 同 じ 悩 み を 抱 え て い る の で 、 ス ト レ ス 発 散 の ツ

ー ル の 一 つ に な る か も し れ な い 。  

 社 会 人 基 礎 力 ： ① 本 人 が 伸 び た と 実 感 し て い る 能 力 は 、 課

題 発 見 力 。 理 由 は 、 怒 ら れ て そ の 原 因 を 追 求 で き た か ら 。

次 に 、 規 律 性 が 伸 び た と 思 う 。 特 に 、 挨 拶 を し っ か り や っ

て い る 。 ② 一 方 、 上 司 か ら 見 た 評 価 は 、 主 体 性 、 状 況 把 握

力 、 規 律 性 が プ ラ ス １ ポ イ ン ト 伸 び た 。 し か し な が ら 、 ス



118 

 

ト レ ス コ ン ト ロ ー ル 力 は 、 ４ か ら ２ に 下 が っ た 。 入 社 当 時

は 意 欲 的 だ っ た が 、 同 期 の 成 長 と 自 己 の ミ ス で 自 信 を 失 っ

て い る と の コ メ ン ト が あ っ た 。  

 本 人 の 性 格 ： Y G 性 格 検 査 は E 類 。 情 緒 的 に 不 安 定 で 非 活 動

的 な 内 向 的 タ イ プ 。 何 か 問 題 を 抱 え た 時 自 分 の 殻 に 閉 じ こ

も り 、 な か な か 解 決 で き な い 傾 向 が あ る 。 エ ゴ グ ラ ム は 、

NP が 高 く 自 己 犠 牲 ﾀｲﾌﾟで や さ し い 性 格 。  

2)ケ ー ス ２ ： 20 代 前 半 、 高 卒 、 物 流 企 業 。 体 力 ・ 筋 力 な し で

荷 役 作 業 に 自 信 喪 失 、 現 場 で 誰 も 教 え て く れ な い 、 人 間 関

係 が 良 く な い と ネ ガ テ ィ ブ サ イ ク ル に 突 入 、 継 続 で き る か

自 信 な い 。  

  精 神 的 に か な り 参 っ て い る 様 子 だ っ た 。 以 前 参 加 し た 1

ヶ 月 の 「 企 業 実 習 」 は 、 お 客 様 扱 い だ っ た と わ か っ た と の

こ と 。 こ の 4 月 か ら は 、 社 員 扱 い と な り 厳 し い 。 下 請 け 企

業 の 社 員 と 当 該 企 業 の 社 員 と の 板 挟 み に な っ て お り 、 ど ち

ら の 意 見 に 従 え ば い い の か 困 っ て い る 。 そ の せ い か 、 現 場

で の 教 育 が な く 、 間 違 っ た 荷 役 を し て い て も そ の 場 で 誰 も

教 え て く れ な い 。 人 間 関 係 は ド ロ ド ロ し て い て 、 裏 で 陰 口

を た た か れ る 。 自 分 も 同 じ よ う に 裏 で 言 わ れ て い る の だ と

思 っ て し ま う 。 先 日 、 足 が つ っ て １ ４ ： ３ ０ で 帰 さ れ た 。

昼 食 後 に 昼 寝 を し て 2 時 半 ま で 寝 過 ご し て し ま っ た こ と も

あ っ た 。 誰 も 起 こ し て く れ な か っ た 。 5 月 か ら は 、 毎 日 20

時 ま で 残 業 が あ り 、 3 時 間 の 残 業 手 当 が つ く の で 手 取 り は 増

え て 嬉 し い が 、 正 直 体 力 が つ い て い か な い 。 通 勤 に 2 時 間

か か る の で 、 朝 6 時 に 家 を 出 る 。 帰 宅 は 22 時 半 か ら 23



119 

 

時 。 夕 食 は 途 中 で 食 べ 、 帰 宅 後 風 呂 に 入 っ て す ぐ 寝 て 翌 朝 5

時 起 床 と い う 生 活 だ 。 土 日 は 休 め る の で 、 土 曜 は ゆ っ く り

過 ご し ス ト レ ス 発 散 。 日 曜 は 、 筋 ト レ と 瞑 想 を し て い る と

い う 。 今 は 、 継 続 で き る よ う が む し ゃ ら に 仕 事 を や っ て い

る が 、 そ の や り 方 が 違 う の に 、 現 場 で 注 意 し て く れ な い こ

と が 疑 問 だ 。  

 ア ド バ イ ス ： ① 自 ら こ の 会 社 に 溶 け 込 も う と す る こ と が 大

切 。 自 分 か ら 距 離 を 置 い て し ま っ て い る の で 、 周 囲 の 人 た

ち か ら の 信 頼 を ま だ 得 て な い の で は な い か ？ 徐 々 に 自 己 開

示 し て 、 何 を 考 え て い る か 周 囲 に わ か っ て も ら う こ と が 重

要 。 ど ん な 人 間 か わ か っ て も ら え な い う ち は 、 信 頼 関 係 も

構 築 で き な い 。 信 頼 関 係 が 仕 事 の す べ て の ベ ー ス に あ る か

ら 、 ま ず は 、 周 囲 の 人 た ち か ら の 信 頼 を 得 ら れ る よ う に 行

動 し よ う 。  

 ② 通 勤 が ２ 時 間 か か り 、 か つ 仕 事 も 体 力 が 必 要 で 、 さ ら に

こ の 酷 暑 が 追 い 打 ち を か け て い る 。 今 が 一 番 つ ら い 時 だ と

思 う 。 上 司 も そ う 言 っ て い た 。 落 ち 着 い た ら 、 近 場 に 引 っ

越 す こ と も 一 案 だ 。  

 ③ 東 京 海 運 支 店 で 技 能 職 採 用 だ が 、 適 性 を 見 て 事 務 職 へ 異

動 し た り 、 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 の 先 輩 の よ う に フ ォ ア マ

ン に な る ケ ー ス も あ る 。 ず っ と 作 業 職 と は 限 ら な い 。 向 き

不 向 き が あ る 。  

 社 会 人 基 礎 力 ： ① 本 人 は 、 ス ト レ ス コ ン ト ロ ー ル 力 が 伸 び

た と 実 感 し て い る 。 ② 一 方 、 上 司 は 、 ス ト レ ス コ ン ト ロ ー

ル 力 は 、 逆 に ３ か ら ２ に １ ポ イ ン ト 下 が っ た と 評 価 。 傾 聴
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力 、 柔 軟 性 、 状 況 把 握 力 、 規 律 性 が そ れ ぞ れ ３ か ら ４ に １

ポ イ ン ト 伸 び た と 評 価 し て い た 。  

 本 人 の 性 格 ： Y G 性 格 検 査 は E 類 で 、 上 記 ケ ー ス １ と 同 じ 。

情 緒 的 に 不 安 定 で 非 活 動 的 な 内 向 的 タ イ プ 。 エ ゴ グ ラ ム

は 、 NP と AC が 高 く 、 自 己 犠 牲 ﾀｲﾌﾟで や さ し い 性 格 。 し か

も 、 AC が 高 く 、 周 囲 に 気 を 使 い す ぎ る の で 、 一 番 ス ト レ ス

が た ま る タ イ プ で あ る 。  

2)ケ ー ス ３ ： 30 代 前 半 、 大 学 中 退 、 物 流 企 業 。 自 分 を 課 題 評

価 す る 益 校 が あ り 、 上 司 の 評 価 と の ギ ャ ッ プ が 大 き い 。 失

敗 は あ る が 、 目 標 と な る ロ ー ル モ デ ル の 上 司 を 見 つ け て 前

向 き に 取 り 組 ん で い る 。  

  1 ヶ 月 の 「 企 業 実 習 」 の 時 と は 、 違 う 部 署 に 配 属 さ れ

た 。 扱 い 品 目 が ア パ レ ル か ら 医 療 機 器 に か わ り 、 至 急 を 要

す る こ と も あ り 、 大 変 神 経 を 使 う 。 人 の 健 康 や 生 死 に 関 わ

る ア イ テ ム な の で 間 違 い が 許 さ れ な い 。 そ の た め 、 必 要 以

上 に 慎 重 に な り 、 本 人 が 不 器 用 な こ と も あ る が 、 周 囲 か ら

期 待 さ れ る 速 度 に 到 達 で き る か ど う か 心 配 だ 。 ま た 、 慣 れ

て い る パ ー ト さ ん た ち に 指 示 を し て グ ル ー プ を 動 か さ な く

て は い け な い の で プ レ ッ シ ャ ー を 感 じ る 。 先 日 、 ス ピ ー ド

が 追 い 付 か ず に 納 品 が か な り 遅 れ て し ま っ た 。 良 く 怒 る 上

司 が い る が 、 そ の 理 由 と 対 処 法 を 必 ず 教 え て く れ る の で 勉

強 に な っ て い る 。 以 前 参 加 し た 3 日 間 の イ ン タ ー ン シ ッ プ

は お 客 様 扱 い だ っ た が 、 こ の 「 就 労 型 実 習 」 は 、 教 え て も

ら う 仕 事 の 濃 さ に 大 き な 違 い が あ り 、 や り が い を 感 じ る 。

ま だ ま だ 失 敗 は あ る が 、 少 し ず つ 任 さ れ る こ と で 、 全 体 の
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仕 事 を 見 ら れ る よ う に な る 。 入 荷 か ら 納 品 ま で の 一 貫 し た

仕 事 に 携 わ る こ と で 達 成 感 を 得 ら れ る 。 常 に 考 え て 仕 事 を

す る よ う に 言 わ れ る 。 単 な る 作 業 で な く 、 日 々 改 善 で き る

よ う に し た い 。 何 ら か の プ ロ ジ ェ ク ト を 任 せ て も ら え る 人

材 に な る こ と が 5 年 後 の 目 標 だ 。 ロ ー ル モ デ ル と な る 上 司

を 目 指 し て が ん ば り た い 。  

 ア ド バ イ ス ： 失 敗 は あ る も の の 、 1 年 目 で あ れ ば 当 た り

前 。 そ の 失 敗 か ら 多 く を 学 ん で い る よ う に 思 わ れ る 。 目 標

と な る 上 司 の 存 在 は 大 き い 。 や り が い の あ る 仕 事 に 携 わ る

こ と が で き て 幸 せ だ と 思 う 。 や ろ う と し て い る 仕 事 の 意 味

を 常 に 考 え て 、 改 善 提 案 で き る よ う に 、 こ の 調 子 で 継 続 し

て 頑 張 っ て ほ し い 。 就 職 活 動 は 大 変 だ っ た が 、 最 後 に 、 マ

ッ チ し た い い 会 社 に 内 定 で 来 て 良 か っ た と 思 う 。  

 社 会 人 基 礎 力 ： ① 本 人 は 、 ト ー タ ル で 32 ポ イ ン ト か ら 4 9

ポ イ ン ト と 17 ポ イ ン ト 伸 び た と 自 己 評 価 し た 。 特 に 、 発 信

力 と が ２ か ら ５ に ３ ポ イ ン ト 伸 び た 、 ま た 、 傾 聴 力 も ３ か

ら ５ に ２ ポ イ ン ト 伸 び た と 実 感 。 社 員 と し て 現 場 の 1 エ リ

ア を 任 さ れ 、 適 格 な 指 示 を 出 し な が ら イ レ ギ ュ ラ ー に 対 処

す る に は 、 相 手 に キ チ ン と 伝 わ る 発 信 力 と 、 相 手 が 言 っ て

い る こ と を 正 確 に 捉 え る 傾 聴 力 が 必 要 だ と 実 感 し た か ら

だ 。 ② 一 方 、 上 司 は 、 発 信 力 、 柔 軟 性 、 ス ト レ ス コ ン ト ロ

ー ル 力 が ３ か ら ４ に １ ポ イ ン ト 伸 び た と 評 価 す る も の の 、

本 人 が 伸 び た と 実 感 し た 傾 聴 力 に つ い て は 、 逆 に ３ か ら ２

に １ ポ イ ン ト 下 が っ た と 評 価 し た 。 理 由 は 、 聴 く 姿 勢 は 悪

く な い が 、 理 解 不 足 で 勝 手 な 解 釈 を す る こ と が あ る 。 わ か
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ら な け れ ば 、 勝 手 に 解 釈 せ ず に ア ラ ー ム を 必 ず 挙 げ て ほ し

い と 再 三 言 っ て い る が 、 実 行 が 伴 っ て い な い か ら だ 。  

 本 人 の 性 格 ： Y G 性 格 検 査 は 、 A 類 で 、 特 に 目 立 っ た 問 題 の

な い バ ラ ン ス の と れ た 調 和 的 な 性 格 。 エ ゴ グ ラ ム は 、 A が 高

く 、 大 人 の 合 理 的 な 性 格 。  

（ ６ ） － ３  KJ 法 に よ る ヒ ア リ ン グ 結 果  

 上 記 （ ６ ） － ２ で は 、 特 に 問 題 を 抱 え た 2 つ の ケ ー ス を 含

め 3 つ の ケ ー ス の 詳 細 を 報 告 し た が 、 ヒ ア リ ン グ し た 6 人 全

員 の 結 果 を KJ 法 で ま と め た 結 果 、 以 下 の こ と が わ か っ た (図

14 参 照 )。  

1)成 長 ・ や り が い を 感 じ た  

 ① 1 ヶ 月 の 企 業 実 習 と 比 べ て 、 6 ヶ 月 の 就 業 型 実 習 は 労 働 の

対 価 と し て 賃 金 を も ら っ て 仕 事 を す る た め 厳 し か っ た が 、 や

り が い に つ な が っ た 。  

 ② 1 ヶ 月 の 企 業 実 習 は 短 す ぎ る 。 長 期 の 方 が 与 え ら れ る 仕

事 量 が 多 く 、 質 も 濃 く な る の で や り が い を 感 じ た 。  

 ③ 短 期 と 比 較 し て 長 期 （ 6 ヶ 月 ） だ と 成 長 実 感 が あ る 。   

 ④ 指 示 さ れ た 仕 事 の 意 味 を 考 え な が ら 仕 事 し た 。  

 ⑤ 少 し ず つ 任 せ て も ら う こ と で や り が い に つ な が り 、 全 体

の 仕 事 が 見 え て き た 。  

 ⑥ Off- JT の 授 業 も 役 立 っ た 。 特 に 、 奥 田 先 生 の キ ャ リ ア 形

成 論 の 授 業 が 心 の 支 え に な っ て い る 。  

 ⑦ Off- JT の 授 業 で は 、 フ ォ ー ク リ フ ト の 運 転 実 習 と 安 全 衛

生 の 授 業 が 実 習 と リ ン ク し て い て 役 だ っ た 。  
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2)社 会 人 基 礎 力 の 評 価 は 、 学 生 本 人 と 上 司 と で ギ ャ ッ プ が あ

っ た  

 ① 本 人 は ス ト レ ス コ ン ト ロ － ル 力 が 伸 び た と 実 感 す る も 上

司 は 低 下 し た と 評 価 し た 。  

 ② 本 人 は 、 特 に 発 信 力 と 傾 聴 力 が 伸 び た と 実 感 し た が 、 上

司 は 逆 に 傾 聴 力 は 下 が っ た と 評 価 し た 。  

 ③ 学 生 の 中 に は 、 社 会 人 基 礎 力 が ト ー タ ル で 1 7 ポ イ ン ト も

伸 長 し た と 感 じ た 者 が い た 。 そ れ だ け 、 Off - JT の 授 業 と 比 較

し て 企 業 で の 職 場 内 訓 練 は 密 度 が 濃 い と 推 察 さ れ る 。  

 ④ 学 生 も 上 司 も 主 体 性 と 規 律 性 が 伸 び た と 評 価 し て い た 。  

3)上 司 は 、 自 己 開 示 し て ほ し い と 思 っ て い る  

 ① 自 分 を 出 さ な い と 理 解 で き な い の で 困 る 。  

 ② 困 っ て い る と き は 、 自 己 判 断 し な い で 報 告 し て ほ し い 。  

 ③ 自 分 を 出 さ な い と 周 囲 か ら も 理 解 さ れ な い の で 信 頼 関 係

を 築 け な い 。  

 ④ や さ し い 性 格 で 、 周 囲 に 気 を 遣 い す ぎ る 。  

4)学 生 は 、 現 場 の 人 間 関 係 が 大 変 だ と 感 じ て い る  

 ① 直 属 上 司 に し ょ っ ち ゅ う 怒 ら れ 自 信 喪 失 し た 。  

 ② 下 請 け 企 業 と の 板 挟 み と な っ た 。  

 ③ 現 場 で の 教 育 が な く 、 誰 も 教 え て く れ な い  

5)体 力 第 一 と 実 感 、 体 力 作 り が 重 要  

 ① 体 力 が な い と 実 感 し 、 自 信 を な く し た 。  

 ② 足 が つ っ て 昼 に 帰 さ れ 、 情 け な か っ た 。  

 ③ 体 力 作 り が 喫 緊 の 課 題 。  

 ④ オ フ の 日 は 、 筋 ト レ と 瞑 想 を し て い る 。  
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 ⑤ 通 勤 に 2 時 間 も か か る の で 対 策 が 必 要 だ 。  

6)ス ト レ ス を 感 じ た  

 ① 慣 れ た パ ー ト さ ん を 使 う の で プ レ ッ シ ャ ー を 感 じ た 。  

 ② い ろ ん な 作 業 員 が い る の で 相 手 に 合 わ せ て 対 応 し た 。  

 ③ 社 員 と し て 認 め て も ら う ま で は 、 一 生 懸 命 や る し か な い  

7)港 湾 カ レ ッ ジ の OB が 多 く て 働 き や す い  

 ① OB が 気 に か け て く れ て あ り が た か っ た  

 ② 港 湾 カ レ ッ ジ お 縦 の つ な が り の 強 さ を 感 じ た  

 こ の よ う に 、 上 司 に よ る 度 重 な る 叱 責 や 体 力 が な い こ と か

ら 来 る 疲 労 感 で 自 信 を 喪 失 し た 学 生 も い た が 、 総 じ て 6 ヶ 月

間 の 就 業 型 実 習 は 、 1 ヶ 月 間 の 企 業 実 習 と 比 較 し て 成 長 と や

り が い を 実 感 で き た こ と が わ か っ た 。  

 さ ら に 、 問 題 の あ る ケ ー ス の 詳 細 を ３ つ 挙 げ た 。 特 に 、 自

信 を 喪 失 し て い た ケ ー ス １ と ケ ー ス ２ は 、 二 人 と  も 性 格 的

に 共 通 点 が あ っ た 。 YG 性 格 検 査 が 、 E 類 で あ り 、 エ ゴ グ ラ ム

が NP が 高 く 、 自 己 犠 牲 の や さ し い 性 格 で あ る こ と だ 。 何 か 問

題 が あ る と 、 自 分 の 殻 に 閉 じ こ も っ て し ま う と こ ろ が あ る の

で 要 注 意 だ 。 上 司 か ら の 指 摘 が あ っ た よ う に 、 自 分 の 考 え て

い る こ と を も っ と 主 張 し て 自 己 開 示 し て い く こ た が 課 題 だ と

思 わ れ る 。 徐 々 に 自 分 を 出 し て 周 囲 に 理 解 し て も ら う こ と に

よ っ て 、 仕 事 の 上 で の 信 頼 関 係 も 構 築 で き る よ う に な る 。 こ

の 課 題 を 克 服 す る こ と は 、 今 後 仕 事 を 継 続 し て い く う え で 不

可 欠 な 課 題 だ と 思 わ れ る  
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前 述 し た 就 業 型 実 習 参 加 学 生 7 名 中 6 名 と ヒ ア リ ン グ し た

結 果 、 元 気 に 前 向 き に 頑 張 っ て い る 学 生 と 自 信 を 喪 失 し て 後

ろ 向 き に な っ て い る 学 生 の 違 い を 以 下 に ま と め て み た 。  

① 周 囲 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 順 調 な 学 生 は 、 上 司 か ら 信

頼 さ れ 前 向 き に 頑 張 っ て い る 。  

② 自 己 開 示 で き て な い 学 生 は 、 周 囲 か ら ど ん な 人 間 か 理 解 さ

れ ず 信 頼 関 係 を 構 築 で き な い た め 、 上 司 か ら の 評 価 が 低 く 、

そ の 結 果 本 人 は 自 信 を 喪 失 し て い る 。  

③ 後 ろ 向 き に な っ て い る 学 生 は 、 周 囲 に 気 を 使 い す ぎ る や さ

し い 性 格 の 持 ち 主 で あ る 。  

こ の よ う に 、 1 ヶ 月 の 企 業 実 習 と 比 較 し て 、 6 ヶ 月 の 就 業 型

実 習 は 、 正 社 員 と し て 扱 わ れ る た め 厳 し い 現 実 に さ ら さ れ る

が 、 そ こ で 継 続 し て 働 け る か ど う か 判 断 す る 機 会 で も あ る 。

も と も と 就 職 後 の ミ ス マ ッ チ を 避 け る た め に 就 職 前 に 企 業 実

習 や イ ン タ ー ン シ ッ プ プ ロ グ ラ ム が あ る 。 当 コ ー ス の 就 業 型

実 習 は 就 職 後 の プ ロ グ ラ ム で は あ る が 、 ど う し て も 社 風 や 職

場 環 境 が 合 わ な い 場 合 は 、 卒 業 前 に 判 断 し 、 次 の 就 職 活 動 に

移 行 す る と い う 選 択 肢 も あ る と 思 わ れ る 。  

 

３ ．  ま と め  

 筆 者 が 担 当 し て い る 厚 生 労 働 省 所 管 の 港 湾 カ レ ッ ジ の 日 本

版 デ ュ ア ル シ ス テ ム コ ー ス の 実 態 を 概 観 し て き た 。 そ の 結 果 、

学 校 か ら 社 会 へ の 接 続 が 奏 功 し て い る 要 因 は 、日 本 版 デ ュ ア ル

シ ス テ ム と い う 制 度 だ け で な く 、港 湾 カ レ ッ ジ の キ ャ リ ア 形 成

支 援 の 充 実 し た 取 り 組 み が う か が え る 。デ ュ ア ル シ ス テ ム の 要
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で あ る 企 業 実 習 の O JT と 並 行 し て 実 施 し て い る キ ャ リ ア 形 成

支 援 の 授 業 や 就 職 支 援 の 取 り 組 み 内 容 に 成 功 要 因 が あ る と 思

わ れ る 。ま ず 第 一 に 、過 去 は 変 え ら れ な い が 、未 来 は 変 え ら れ

る と い う 前 向 き な 発 想 に さ せ て 、自 分 の 居 場 所 と 自 信 を 持 た せ

る こ と が 肝 心 で あ る 。問 題 を 抱 え る 若 者 を 教 育 指 導 し 社 会 に つ

な げ る た め の キ ー ワ ー ド は 、こ こ で も 自 信 、居 場 所 、自 己 開 示 、

信 頼 関 係 が 挙 げ ら れ る こ と が わ か っ た 。  

 

 

注 ：  

 注 9 奥 田 美 都 子 、 「 マ ー ケ テ ィ ン グ の 発 想 を 取 り 入 れ た モ チ

ベ ー シ ョ ン ア ッ プ の “ や る 気 ” 創 出 指 導 法 ～ 就 職 率 １ ０

０ ％ 達 成 の キ ャ リ ア 形 成 支 援 現 場 か ら の 実 施 報 告 ～ 」 、

職 業 能 力 開 発 研 究 、 第 27 巻 、 p 3 7-53、 20 09  

 注 1 0 奥 田 美 都 子 、 「 キ ャ リ ア 形 成 支 援 に 関 す る 取 り 組 み  副

題 ：  就 職 率 100 %  2 回 連 続 達 成 の 要 因 を 探 る － ワ ン ・

ト ゥ ・ ワ ン マ ー ケ テ ィ ン グ に よ る CS 向 上 と プ ロ セ ス 管 理

の 徹 底 に よ る 実 施 報 告 － 」 、 技 能 と 技 術 、 V ol. 4 3、 p .41 -

47、 2008 年  

 注 1 1 Str eng th(強 み )、 W ea kne ss(弱 み )、 O ppo rtu n itie s(機

会 )、 Thr eat (脅 威 )の こ と 。 S と W を 内 部 環 境 、 O と T を

外 部 環 境 と い い 、 企 業 の マ ー ケ テ ィ ン グ 戦 略 で 使 わ れ

る 。 こ こ で は 、 自 分 と い う 商 品 を 分 析 す る た め に 使 用 。  

注 1 2 対 象 市 場 や 消 費 者 を 任 意 の 基 準 を も と に 同 質 的 な ニ ー ズ

を も つ 市 場 区 分 に 分 類 す る こ と 。 セ グ メ ン テ ー シ ョ ン と
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も い う 。 そ の 細 分 化 市 場 の 特 性 に 合 わ せ た 戦 略 策 定 を 行

う の が 市 場 細 分 化 戦 略 。  

注 1 3「 職 場 や 地 域 社 会 で 多 様 な 人 々 と 仕 事 を し て い く た め に

必 要 な 基 礎 的 な 力 」 と し て 、 経 済 産 業 省 が 20 06 年 か ら 提

唱 。 「 前 に 踏 み 出 す 力 」 、 「 考 え 抜 く 力 」 、 「 チ ー ム で

働 く 力 」 の 3 つ の 能 力 （ 12 の 能 力 要 素 ） か ら 構 成 さ れ て

お り 、 企 業 や 若 者 を 取 り 巻 く 環 境 変 化 に よ り 、 「 基 礎 学

力 」 「 専 門 知 識 」 に 加 え 、 そ れ ら を う ま く 活 用 し て い く

た め の 「 社 会 人 基 礎 力 」 を 意 識 的 に 育 成 し て い く こ と が

今 ま で 以 上 に 重 要 と な っ て き て い る 。  
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第 ５ 章  実 態 調 査 を 踏 ま え た プ ロ グ ラ ム ・ 教 材 開 発 に 向 け て  

 筆 者 は 、 10 年 以 上 に わ た り 、 対 象 者 は 離 職 者 か ら 4 年 制 大

学 生 、 そ し て 現 在 は 短 期 大 学 生 と 変 わ っ て き た が 、 キ ャ リ ア

形 成 支 援 の 授 業 や ク ラ ス 担 任 と し て の ク ラ ス マ ネ ジ メ ン ト 等

を 通 じ て 就 職 支 援 を 実 施 し て き た 。 そ し て 、 対 象 者 で あ る 受

講 生 を 第 一 の 顧 客 と し て 、 そ の ニ ー ズ や ウ ォ ン ツ に 応 え る こ

と に よ り 受 講 生 と の 信 頼 関 係 を 構 築 し 、 さ ら に P DCA を 回 し な

が ら プ ロ セ ス 管 理 を 徹 底 す る こ と に よ り 、 ほ ぼ 1 00%と い う 高

就 職 率 を 達 成 し て き た 。  

 本 章 で は 、 今 ま で 述 べ て き た デ ュ ア ル シ ス テ ム の 要 で あ る

企 業 実 習 に お け る OJT の 効 果 と 、 並 行 し て 実 施 し て き た キ ャ

リ ア 形 成 支 援 の 授 業 の 効 果 を 検 証 し 、 フ リ ー タ ー や 引 き こ も

り を 経 験 し た 学 生 が 訓 練 を 通 じ て 就 職 す る た め の 効 果 的 な プ

ロ グ ラ ム 開 発 へ 向 け た 提 案 と し た い 。  

 

１ ． 企 業 実 習 に お け る OJT の 効 果  

 前 述 の 通 り 、 就 業 支 援 は 仕 事 現 場 で の 教 育 が 効 果 的 （ 鶴 、

2014） 、 社 会 人 実 務 経 験 が 就 職 活 動 に 効 果 的 （ 奥 田 、 20 15）

と い う 指 摘 も あ る 。 実 際 、 企 業 実 習 か ら 校 に 戻 っ て き た 学 生

の 報 告 発 表 を 聴 く と 、 話 し 方 や 物 腰 か ら 社 会 人 と し て 成 長 し

た こ と を 実 感 で き た 。  

 前 章 の （ ６ ） の 就 業 型 実 習 の 参 加 学 生 の ヒ ア リ ン グ 結 果 か

ら 、 社 会 人 基 礎 力 は 、 本 人 も 派 遣 企 業 の 指 導 者 (上 司 )も ト ー

タ ル で は 共 に 伸 び た と 回 答 し た 。 し か し な が ら 、 参 加 者 が 7

名 と 少 な い た め 、 筆 者 の 前 職 場 で あ る 職 業 能 力 開 発 総 合 大 学
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校 注 1 4（ 以 下 職 業 大 ） で 実 施 し た 1 ヶ 月 間 の 職 業 能 力 開 発 施 設

で の 実 習 で あ る 「 実 務 実 習 」 参 加 前 後 の ア ン ケ ー ト 結 果 を 示

す 。  

（ １ ） 調 査 の 概 要  

 平 成 23 年 度 に 実 務 実 習 に 参 加 し た 学 生 全 員 に 実 習 前 後 を 比

較 し て 自 分 自 身 が 成 長 し た と 感 じ た 社 会 人 基 礎 力 の 能 力 要 素

に つ い て 5 段 階 評 価 を つ け る ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。  

1)目 的 ： 実 務 実 習 後 の 学 生 は 、 成 長 し た こ と が 実 感 で き る と

指 導 教 員 か ら の 評 価 は あ る が 、 実 際 の 成 長 度 を 測 定

し た こ と が な か っ た た め 、 社 会 人 基 礎 力 を 尺 度 と し

て 参 加 し た 学 生 の 自 己 評 価 を 測 定 す る こ と  

2)実 施 方 法 ： 自 記 式 ア ン ケ ー ト 調 査 。 筆 者 の キ ャ リ ア 形 成 支

援 の 授 業 の 中 で 、 実 務 実 習 に 行 く 前 後 で 実 務 実 習 効

果 測 定 ア ン ケ ー ト を 実 施 。  

3)対 象 者 ： 職 業 大 の 長 期 課 程 3 年 次 の 実 務 実 習 参 加 学 生 1 58

名 。  

（ ２ ） 調 査 結 果  

 ア ン ケ ー ト 回 収 数 は 128 件 (回 収 率 81 %)だ っ た 。 各 工 学 科

別 の 回 収 数 な ら び に 回 収 率 は 以 下 の 通 り (表 ７ )。  

（ 表 7  実 務 実 習 効 果 測 定 ア ン ケ ー ト 回 収 率 ）   

 

回収数 参加者数 回収率

機械システム工学科 30 40 75%

電気システム工学科 38 41 93%

電子・情報システム工学科 37 45 82%

建築システム工学科 23 32 72%

合計 128 158 81%
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 ま た 、 実 務 実 習 前 後 の 各 工 学 科 別 の 成 長 値 は 、 有 意 水 準

0.1％ ま た は 1 %で す べ て 伸 長 し て い る こ と が わ か っ た (表

８ )。  

 社 会 人 基 礎 力 の 12 要 素 を 学 科 別 に み る と 、 機 会 シ ス テ ム 工

学 科 は 、 主 体 性 ・ 課 題 発 見 力 ・ 働 き か け 力 、 電 機 シ ス テ ム 工

学 科 は 、 計 画 力 ・ 主 体 性 ・ 課 題 発 見 力 、 電 子 情 報 シ ス テ ム 工

学 科 は 、 発 信 力 ・ 実 行 力 ・ 計 画 力 、 建 築 シ ス テ ム 工 学 科 は 、

実 行 力 が 成 長 し た と 感 じ た こ と が 分 か る 。 全 般 に 、 前 に 踏 み

出 す 力 と 考 え 抜 く 力 が 伸 び た と 感 じ て い る 半 面 、 チ ー ム で 働

く 力 の 伸 び は 1 ポ イ ン ト 未 満 が 多 く そ れ ほ ど 成 長 実 感 が な か

っ た と い え る (図 15 参 照 )。  

（ 表 8  実 務 実 習 後 の 成 長 値 、 t 値 、 p 値 ）  
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（ 図 1 5  実 務 実 習 後 の 社 会 人 基 礎 力 の 成 長 値 ）  

ま た 、 学 生 の 自 由 記 述 を キ ー ワ ー ド で ま と め る と 表 9 の と

お り で あ る 。  

機械システム工学科
事前平均 事後平均 成長値 t値

主体性 2.52 3.72 1.21 -9.442 0.000000000480 ***

働きかけ力 2.28 3.41 1.14 -8.074 0.000000011255 ***

実行力 2.83 3.83 1.00 -6.220 0.000001188674 ***

前に踏み出す力（指導） 2.18 3.59 1.41
課題発見力 2.48 3.66 1.17 -6.892 0.000000209435 ***

計画力 2.45 3.52 1.07 -9.383 0.000000000547 ***

創造力 2.48 3.17 0.69 -4.954 0.000034432113 ***

考え抜く力（指導） 2.18 3.45 1.27
発信力 2.28 3.28 1.00 -7.348 0.000000066365 ***

傾聴力 2.93 3.76 0.83 -6.013 0.000002042929 ***

柔軟性 2.72 3.66 0.93 -6.895 0.000000208109 ***

状況把握力 3.00 3.83 0.83 -6.971 0.000000171225 ***

規律性 3.17 4.03 0.86 -6.491 0.000000586544 ***

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 3.10 3.62 0.52 -3.808 0.000734386916 ***

チームで働く力(指導） 2.57 3.38 0.81
　　　　　　　　*　p<0.05、**　p<0.01、***　p<0.001

電気システム工学科
事前平均 事後平均 成長値 t値

主体性 2.79 3.95 1.16 -9.322 0.000000000039 ***

働きかけ力 2.74 3.63 0.89 -6.705 0.000000080253 ***

実行力 3.08 3.92 0.84 -6.372 0.000000221685 ***

前に踏み出す力（指導） 2.43 3.86 1.43 -9.888 0.000000000011 ***

課題発見力 2.68 3.79 1.11 -8.331 0.000000000643 ***

計画力 2.71 3.92 1.21 -7.175 0.000000019366 ***

創造力 2.63 3.47 0.84 -5.321 0.000005619813 ***

考え抜く力（指導） 2.54 3.95 1.41 -9.723 0.000000000018 ***

発信力 2.79 3.79 1.00 -7.158 0.000000020419 ***

傾聴力 3.39 4.08 0.68 -5.795 0.000001305968 ***

柔軟性 3.16 3.89 0.74 -6.404 0.000000201396 ***

状況把握力 3.11 3.74 0.63 -5.551 0.000002766816 ***

規律性 3.79 4.24 0.45 -5.237 0.000007264292 ***

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 3.34 3.95 0.61 -4.533 0.000062008235 ***

チームで働く力(指導） 2.97 3.65 0.68 -5.578 0.000002782926 ***

　　　　　　　　*　p<0.05、**　p<0.01、***　p<0.001

電子情報システム工学科
事前平均 事後平均 成長値 t値

主体性 2.84 3.84 1.00 -10.129 0.000000000006 ***

働きかけ力 2.51 3.35 0.84 -6.783 0.000000072888 ***

実行力 2.84 3.89 1.05 -8.402 0.000000000656 ***

前に踏み出す力（指導） 2.61 3.75 1.14 -7.413 0.000000013493 ***

課題発見力 2.78 3.76 0.97 -9.487 0.000000000033 ***

計画力 2.81 3.86 1.05 -8.062 0.000000001720 ***

創造力 2.70 3.57 0.86 -8.714 0.000000000274 ***

考え抜く力（指導） 2.44 3.50 1.06 -7.462 0.000000011721 ***

発信力 2.54 3.62 1.08 -7.802 0.000000003637 ***

傾聴力 3.14 3.89 0.76 -7.321 0.000000014798 ***

柔軟性 3.00 3.81 0.81 -7.174 0.000000022792 ***

状況把握力 2.97 3.59 0.62 -5.996 0.000000781632 ***

規律性 3.30 3.97 0.68 -6.233 0.000000380939 ***

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 3.11 3.68 0.57 -3.618 0.000926960368 ***

チームで働く力(指導） 2.68 3.43 0.76 -6.505 0.000000167949 ***

　　　　　　　　*　p<0.05、**　p<0.01、***　p<0.001

建築システム工学科
事前平均 事後平均 成長値 t値

主体性 2.65 3.65 1.00 -4.482 0.000205220232 ***

働きかけ力 2.35 3.26 0.91 -5.231 0.000034770879 ***

実行力 2.78 3.83 1.04 -6.797 0.000001010935 ***

前に踏み出す力（指導） 2.09 3.30 1.22 -8.342 0.000000041825 ***

課題発見力 2.65 3.65 1.00 -4.482 0.000205220232 ***

計画力 2.65 3.48 0.83 -4.446 0.000223814576 ***

創造力 2.83 3.43 0.61 -3.813 0.001015226309 **

考え抜く力（指導） 2.43 3.70 1.26 -7.085 0.000000545311 ***

発信力 2.39 3.39 1.00 -4.983 0.000062420895 ***

傾聴力 2.87 3.78 0.91 -7.231 0.000000400371 ***

柔軟性 2.65 3.52 0.87 -4.827 0.000090238277 ***

状況把握力 2.83 3.70 0.87 -5.704 0.000011608853 ***

規律性 3.22 3.87 0.65 -4.107 0.000502887373 ***

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 3.35 3.83 0.48 -3.487 0.002199663426 **

チームで働く力(指導） 2.57 3.39 0.83 -4.822 0.000091320778 ***

　　　　　　　　*　p<0.05、**　p<0.01、***　p<0.001
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Q4:あ な た は 、 実 務 実 習 に 参 加 し て 、 ど の 能 力 が 一 番 伸 び た と

実 感 し ま し た か ？ そ の 理 由 と 具 体 的 な 経 験 内 容 を 記 入 し て

く だ さ い 。  

Q5：  そ の 他 実 務 実 習 を 通 じ て 新 た に 芽 生 え た 意 識 、 価 値 観 、

考 え 、 感 想 を 記 入 し て く だ さ い 。  

一 番 伸 び た と 実 感 で き た 能 力 が 「 考 え 抜 く 力 」 で あ る 。 以

下 、 「 指 導 力 」 、 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 」 、 「 発 信 力 」 、

「 課 題 発 見 力 」 と 続 く 。 そ の 理 由 と 具 体

的 な 経 験 内 容 に つ い て は 、 「 考 え 抜 く

力 」 が 一 番 伸 び た と 回 答 し た 学 生 は 、

「 大 学 生 活 で は 自 分 の 知 識 や 技 術 を 教 え

る 機 会 が な か っ た の で 、 実 際 に 指 導 す る

立 場 に な っ て 指 導 の 難 し さ を 知 り 、 ど ん

な 授 業 を す れ ば 受 講 生 が 理 解 し て く れ る

か 考 え 抜 い た か ら 」 と い う 記 述 が 多 か っ

た 。  

(表 9  自 由 記 述 の キ ー ワ ー ド )  

 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 」 が 一 番 伸 び た と 回 答 し た 学 生 は 、

「 20 代 か ら 60 代 と い う 全 く 異 な る 年 齢 の 受 講 生 や 、 派 遣 先

の 指 導 教 官 や 校 長 先 生 、 企 業 の 人 と 話 す こ と が で き た か

ら 」 、 「 す れ 違 う 人 に は 必 ず 挨 拶 を す る と い う 派 遣 先 施 設 の

方 針 が あ っ た か ら 」 と い う 記 述 が 多 か っ た 。  

 こ の よ う に 、 自 由 記 述 か ら も 仕 事 の 実 務 の 現 場 で の 体 験

は 、 さ ま ざ ま な 年 代 の 人 や 価 値 観 の 異 な る 多 様 な 人 々 と の 出
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会 い か ら の 学 び が 個 の 成 長 に つ な が っ た と こ と が 推 察 さ れ

る 。  

ま た 、 慶 大 の 鶴 光 太 郎 教 授 に よ れ ば 、 「 仕 事 現 場 で の 教 育

が 効 果 的 。 か つ て の 徒 弟 制 度 で は 、 若 者 が 大 人 と 信 頼 関 係 を

結 び な が ら 指 導 や 助 言 を 受 け た 。 そ の 中 で 技 術 の ほ か に も 、

仕 事 を さ ぼ ら な い 、 他 人 と う ま く や る 、 根 気 よ く 仕 事 に 取 り

組 む と い っ た 貴 重 な 性 格 ス キ ル を 教 え ら れ て い た の で う ま く

機 能 し て い た と 考 え ら れ る 。 」 ( 2014 )。 さ ら に 、 英 財 政 問 題

研 究 会 の バ ー バ ラ ・ シ ア ニ ー ジ 上 席 エ コ ノ ミ ス ト に よ る と 、

「 ス ウ ェ ー デ ン で 失 業 者 が 新 た な 職 を 見 つ け る 最 も 効 果 的 な

方 法 は 、 民 間 に 補 助 金 を 与 え て 常 用 と し て 雇 用 す る プ ロ グ ラ

ム で あ る 。 」 「 企 業 外 で の フ ル タ イ ム の 授 業 に 寄 る 訓 練 は 、

何 も 訓 練 を 受 け な い 失 業 者 よ り も 就 職 率 が む し ろ 低 下 す

る 。 」 こ と を 示 し た （ 20 08） 。 す な わ ち 、 企 業 で 実 際 に 責 任

を も っ て 働 く こ と が 性 格 ス キ ル の 向 上 を 促 し 、 そ の 結 果 人 材

育 成 に つ な が る の で は な い か と 思 わ れ る 。  

 こ の よ う に 、 企 業 実 習 で の OJ T は 、 配 属 さ れ た 周 囲 の 先 輩

た ち に も ま れ て 責 任 を も っ て 働 く こ と に よ り 、 社 会 に 出 て 多

様 な 人 々 と 仕 事 を し て い く た め に 必 要 な 基 礎 的 な 力 を 伸 長 さ

せ る 効 果 が あ る と い え る の で は な い か 。  

 

２ ． キ ャ リ ア 形 成 支 援 の 授 業 の 効 果  

 筆 者 は 、 2 003 年 (平 成 15 年 )か ら 10 年 以 上 に わ た り 、 キ ャ

リ ア 形 成 支 援 の 授 業 や ク ラ ス マ ネ ジ メ ン ト 等 を 通 じ て 就 職 支

援 を し て き た 。 対 象 者 は 、 離 職 者 か ら 4 年 制 大 学 生 、 短 期 大
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学 生 と 変 わ っ て き た が 、 常 に 受 講 生 で あ る 対 象 者 を 第 一 の 顧

客 と し て 向 き 合 い 、 彼 ら の ニ ー ズ や ウ ォ ン ツ に 応 え 、 本 人 が

わ か ら な い 場 合 は そ れ ら を 引 出 な が ら 信 頼 関 係 を 構 築 し て 、

一 方 で は 、 P DCA を 回 し て プ ロ セ ス 管 理 を 徹 底 す る こ と に よ り

ほ ぼ 10 0%と い う 高 就 職 率 を 達 成 し て き た 。  

 こ こ で は 、 キ ャ リ ア 形 成 論 (カ リ キ ュ ラ ム は 表 ４ )の 授 業 の

中 で 一 番 重 要 視 し て き た 自 己 理 解 の ワ ー ク を 紹 介 す る と と も

に 、 そ の 効 果 に つ い て 自 己 変 容 の 尺 度 (肯 定 的 気 分 と 否 定 的 気

分 )を 使 っ た 変 化 量 に つ い て T 検 定 し た 結 果 を 報 告 す る 。  

（ １ ）  自 己 理 解 の ワ ー ク の 概 要  

 キ ャ リ ア 形 成 論 は 、全 18 回 。こ の う ち 自 己 理 解 の ワ ー ク は 、

５ ～ ７ つ の ワ ー ク を 実 施 す る が 、今 回 実 施 し た ワ ー ク は 以 下 の

通 り 。 今 回 実 施 し な か っ た ワ ー ク に ホ ラ ン ド の VPI 検 査 が あ

る 。当 カ レ ッ ジ は 、入 校 の 段 階 で 、卒 業 後 は 港 湾・流 通 業 界 に

就 職 す る た め 、必 要 な 知 識・技 能 を 身 に つ け た い と い う 希 望 を

持 っ て い る 学 生 が ほ と ん ど で あ る 。そ の た め 、 VP I 検 査 を や る

こ と に よ っ て 、他 の 職 業 に 興 味 を も ち 、迷 い を 抱 か せ る こ と を

避 け た た め で あ る 。  

1)  ス ー パ ー の ８ つ の 役 割  

2)  夢 の ワ ー ク  

3)  キ ャ リ ア ア ン カ ー  

4)  強 み 弱 み (読 み 替 え )の ワ ー ク  

5)  エ ゴ グ ラ ム に よ る 自 己 変 容 行 動 目 標 設 定 ワ ー ク  

 毎 回 の 授 業 の 流 れ は 、ま ず 講 義 を 行 い 、実 施 す る ワ ー ク の 概

要 を 説 明 し た 後 、学 生 は 個 人 ワ ー ク を す る 。そ の 後 、ペ ア ま た
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は グ ル ー プ を 編 成 し て 、学 生 同 士 の 相 互 作 用 を 図 り 、他 者 か ら

の 気 づ き を 得 て 、自 己 理 解 を 深 め る 。自 己 理 解 の ワ ー ク に 入 る

前 の 授 業 で 、 ジ ョ ハ リ の 窓 （ 図 1 0 参 照 ） の 説 明 を し て 自 己 開

示 と 他 者 か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク に よ る 新 た な 自 分 の 発 見 の 重

要 性 を 説 明 し て お く 。最 後 に 授 業 の 振 り 返 り を 行 う と い う 流 れ

で あ る (図 16 参 照 )。  

 

(図 1 6  キ ャ リ ア 形 成 論 の 毎 回 の 授 業 の 流 れ )  

（ ２ ）  各 個 人 ワ ー ク の 効 果  

1)ス ー パ ー の ８ つ の 役 割  

ス ー パ ー は 、 キ ャ リ ア を 単 に 職 業 や 職 務 の 連 続 と し て で

は な く 、 職 業 を 含 む さ ま ざ ま な 役 割 の 組 み 合 わ せ と と ら え

た が 、 そ の ラ イ フ キ ャ リ ア レ イ ン ボ ウ (図 17 参 照 )の 理 論

の 一 部 を 理 解 さ せ る た め の ワ ー ク で あ る 。  

 

（ 図 1 7  ス ー パ ー の ラ イ フ キ ャ リ ア レ イ ン ボ ウ ）  
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そ の 役 割 は 、 ９ つ あ る が 、 年 金 者 と い う 役 割 を 除 い た 8 つ

の 役 割 （ １ ． 子 供 、 ２ ． 学 生 、 ３ ． 職 業 人 、 ４ ． 配 偶 者 、

５ ． 家 庭 人 ( ﾎｰﾑ ﾒ ｰｶｰ )、 ６ ． 親 、 ７ ． 余 暇 を 楽 し む 人 、 ８ ．

市 民 ） に つ い て ま ず 今 の 自 分 が 各 役 割 に ど れ く ら い エ ネ ル ギ

ー 量  

（ 精 神 的 な も の ─ 愛 情 ・ 思 い 入 れ 、 時 間 、 物 理 的 な も の ─ お

金 等 ） を 投 入 し て い る か を 自 分 の 尺 度 で 0～ 1 00 ま で の 数 値

を 記 入 し レ ー ダ ー チ ャ ー ト に す る 。 そ の 後 、 5 年 後 ・ 10 年

後 ・ 20 年 後 の 自 分 が ど の よ う に 変 化 し て い る か 記 入 し 、 レ

ー ダ ー チ ャ ー ト の 変 化 か ら 今 後 の 自 分 の 人 生 の 役 割 に つ い て

考 え る 。  

 こ の ワ ー ク を 現 在 の 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 1 年 生 15 名 に 実

施 し た 結 果 、 ワ ー ク 前 後 で 肯 定 的 気 分 （ 楽 し い 、 あ た た か

な 、 気 分 が よ い 等 ） は ５ ％ 水 準 で 有 意 に 上 昇 し た が 、 否 定 的

気 分 （ 不 安 、 つ ら い 、 む な し い 等 ） は 、 統 計 的 に 有 意 差 は 見

ら れ な か っ た 。  

2)  夢 の ワ ー ク  

い く つ に な っ て も 夢 を も つ こ と は 、 と て も 重 要 な こ と 。 日

本 電 産 の 永 守 社 長 は 、 夢 を も つ こ と の 重 要 性 を 語 っ て い た 。

ほ ら の よ う に 実 現 し な い 夢 に 馴 れ 合 う の で は な く 、 現 実 の 前

で 吟 味 し な が ら 、 こ の 夢 だ っ た ら 実 際 に 追 求 で き る と い う 夢

を も つ こ と が 大 切 で あ る 。 ま ず は 、 子 供 の こ ろ の 夢 か ら 振 り

返 り 、 い ろ ん な 年 代 に お け る 自 分 の 夢 を 振 り 返 り 記 入 し て み

る ワ ー ク で あ る 。 日 本 電 産 の 永 守 社 長 を 引 き 合 い に 出 し た の

は 、 職 業 大 の 卒 業 生 の 中 で 最 も 成 功 し て い る 人 が 夢 の 重 要 性
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を 厚 く 語 っ て い た か ら で あ る 。 個 人 ワ ー ク 後 の ペ ア ワ ー ク ・

グ ル ー プ ワ ー ク で は 、恥 ず か し か っ た と い う 意 見 も あ っ た が 、

総 じ て 自 分 を 見 つ め 直 す い い 機 会 に な っ た と い う 肯 定 的 な 意

見 が 多 か っ た 。  

ワ ー ク 前 後 の 気 分 の 変 容 を 見 る と 、 肯 定 的 気 分 （ 楽 し い 、

あ た た か な 、 気 分 が よ い 等 ） は 0 .1％ 水 準 で 有 意 に 上 昇 し た

が 、 否 定 的 気 分 （ 不 安 、 つ ら い 、 む な し い 等 ） は 、 ① ス ー パ

ー の 役 割 ワ ー ク と 同 様 、 統 計 的 に 有 意 差 は 見 ら れ な か っ た 。  

ま た 、 各 質 問 項 目 ご と に ワ ー ク の 実 施 前 後 の 変 化 量 を グ ラ

フ に す る と 、 こ の ワ ー ク が 全 般 的 に は 参 加 者 の 気 分 感 情 を ほ

ぐ し 和 や か な 気 分 に さ せ た が 、 か え っ て 気 の 重 い 、 つ ら い 、

緊 張 感 を 増 加 さ せ た こ と が 示 唆 さ れ た (図 18 参 照 )。  

(表 1 0   夢 の ワ ー ク 実 施 後 の 気 分 変 化 )  

  

 

(図 1 8  夢 の ワ ー ク の 実 施 前 後 の 気 分 感 情 の 変 化 )  

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

肯定的気分 変数 1 変数 2
平均 2.938461538 3.684615385
分散 1.515563506 1.519916518
観測数 130 130
ピアソン相関 0.400825478
仮説平均との差異 0
自由度 129
t -6.308259498
P(T<=t) 片側 2.07429E-09 0.1%で有意
t 境界値 片側 1.656751594
P(T<=t) 両側 4.14857E-09 0.1%で有意
t 境界値 両側 1.978524491

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

否定的気分 変数 1 変数 2
平均 2.753846154 2.584615
分散 1.923434705 1.733095
観測数 130 130
ピアソン相関 0.457306238
仮説平均との差異 0
自由度 129
t 1.368961105
P(T<=t) 片側 0.086695199
t 境界値 片側 1.656751594
P(T<=t) 両側 0.173390398
t 境界値 両側 1.978524491
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3)  キ ャ リ ア ア ン カ ー  

シ ャ イ ン（ S che i n）の 理 論 に 基 づ い た ワ ー ク で あ る 。「 キ ャ

リ ア ・ ア ン カ ー 」 と は 、 個 人 が 選 択 を 迫 ら れ た と き に 、 そ の

人 の 拠 り 所 と し て 、 も っ と も 手 放 し た く な い 欲 求 、 価 値 観 、

能 力 の こ と で 、そ の 個 人 の 自 己 概 念 の 中 心 を 示 す も の で あ る 。

個 人 の キ ャ リ ア を 船 と す る と 、 そ れ を 繋 ぎ 止 め る 錨 （ ア ン カ

ー ） と し て の 働 き を す る 。 自 分 の 譲 れ な い 価 値 観 や 欲 求 を 知

る こ と で 今 後 の 進 路 の 方 向 性 を 選 択 す る う え で の ひ と つ の 拠

り 所 に で き る 。  

 ８ つ の キ ャ リ ア ア ン カ ー は 以 下 の と お り で あ る 。  

① 専 門 コ ン ピ タ ン ス〔 TF： Te chn i cal/ Func tio nal Comp eten ce〕 

 企 画 、販 売 、人 事 、エ ン ジ ニ ア リ ン グ な ど 特 定 の 分 野 で 能 力

を 発 揮 す る こ と に 幸 せ を 感 じ る 。  

② 経 営 管 理 コ ン ピ タ ン ス 〔 GM ： G ener a l  M anag eria l 

Comp eten ce〕  

 組 織 内 の 機 能 を 相 互 に 結 び つ け 、対 人 関 係 を 処 理 し 、集 団 を

統 率 す る 能 力 や 権 限 を 行 使 す る 能 力 を 発 揮 し 、組 織 の 期 待 に 応

え る こ と に 幸 せ を 感 じ る 。  

③ 自 主 ・ 独 立 性 〔 AU： Au ton omy / Inde pend enc e〕  

 組 織 の ル ー ル に 縛 ら れ ず 、自 分 の や り 方 で 仕 事 を 進 め て い く 。

組 織 に 属 し て い る 場 合 、仕 事 の ペ ー ス を 自 分 の 裁 量 で 自 由 に 決

め る こ と を 望 む 。  

④ 保 障 ・ 安 定 性 〔 SE： Se cur ity / Stab ilit y〕  

 キ ャ リ ア を 安 定 す る こ と で 満 足 感 を も つ 。 雇 用 保 障 、 年 金 、

退 職 金 な ど 経 済 的 安 定 を 得 る こ と 、一 つ の 組 織 に 勤 務 し 、組 織
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へ の 忠 誠 や 献 身 な ど が み ら れ る 。  

⑤ 起 業 家 的 創 造 性 〔 EC： Ent erp r eneu rial  Cr eat i vity〕  

 新 し い も の を 創 り 出 す こ と 、障 害 を 乗 り 越 え る 能 力 と 意 気 込

み 、リ ス ク を 恐 れ ず 何 か を 達 成 す る こ と 、達 成 し た も の が 自 分

の 努 力 に よ る も の だ と い う 欲 求 が 原 動 力 に な る 。い ず れ 独 立 す

る 傾 向 が あ る 。  

⑥ 奉 仕 ・ 社 会 貢 献 〔 SV： Ser vic e /Ded icat ion  to  Caus e〕  

 暮 ら し や す い 社 会 の 実 現 、救 済 、教 育 な ど 価 値 あ る こ と を 成

し 遂 げ る こ と を 求 め る 。自 分 の 価 値 観 に 反 す る と 、転 職 し て で

も 自 分 の 関 心 の あ る 分 野 や 理 想 の た め の 機 会 を 求 め る 。  

⑦ チ ャ レ ン ジ 〔 C H： P ure Cha lle n ge〕  

 解 決 困 難 に 見 え る 問 題 の 解 決 や 手 ご わ い 相 手 に 打 ち 勝 と う

と す る 、知 力 、人 と の 競 争 で の や り が い 、目 新 し さ 、変 化 、難

し さ が 目 的 と な る 。  

⑧ 生 活 第 一 〔 LS； Li fest yle〕  

 個 人 的 な 欲 求 、家 族 の 願 望 、自 分 の 仕 事 な ど の バ ラ ン ス や 調

整 に 力 を 入 れ る 。全 体 と し て 自 分 の ラ イ フ ワ ー ク を ま と め た い

と 考 え て お り 、 そ れ が で き る よ う な 状 況 を 作 り 出 そ う す る 。  

 最 近 の 若 者 の 傾 向 と し て 、 ④ 保 障 ・ 安 定 性 〔 S E ：

Secu rity /St abi l ity〕と ⑧ 生 活 第 一〔 LS； Lif est yl e〕が 多 く 見

ら れ る が 、 当 該 学 生 た ち も 同 様 の 傾 向 だ っ た 。 し か し な が ら 、

工 学 系 大 学 卒 業 者 に は 、 ① 専 門 コ ン ピ タ ン ス 〔 TF ：

Tech nica l/F unc t iona l Com pet enc e〕 に 、 ま た 文 系 大 学 出 身 者

に は 、 ② 経 営 管 理 コ ン ピ タ ン ス 〔 GM： G ene ral  Mana geri al 

Comp eten ce〕に キ ャ リ ア ア ン カ ー が 見 ら れ た 。中 に は 、最 近 の
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若 者 に は 珍 し い ⑦ チ ャ レ ン ジ〔 C H： Pure Cha llen g e〕に ア ン カ

ー が あ る 学 生 も い た 。   

 ワ ー ク 前 後 の 気 分 の 変 容 を 見 る と 、肯 定 的 気 分（ 楽 し い 、あ

た た か な 、気 分 が よ い 等 ）は 0 .1％ 水 準 で 有 意 に 上 昇 し 、否 定

的 気 分 （ 不 安 、 い ら い ら 、 さ び し い 等 ） も 同 様 に 、 0 .1％ 水 準

で 有 意 に 低 減 し た (表 11 参 照 )。  

 ま た 、各 質 問 項 目 ご と に ワ ー ク の 実 施 前 後 の 変 化 量 を グ ラ フ に す る

と 、こ の ワ ー ク が 参 加 の 気 分 感 情 を 高 揚 あ る い は 安 定 化 さ せ 、不 安 や

い ら い ら 等 を 緩 和 す る 効 果 を 持 つ こ と が 示 唆 さ れ た (図 1 4 参 照 )。  

(表 1 1   キ ャ リ ア ア ン カ ー 実 施 後 の 気 分 変 化 )  

 

  

(図 1 9  キ ャ リ ア ア ン カ ー の 実 施 前 後 の 気 分 感 情 の 変 化 )  

 

4)強 み 弱 み (読 み 替 え )の ワ ー ク (図 21 参 照 )  

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

肯定的気分 変数 1 変数 2
平均 2.983333333 3.658333333
分散 1.831652661 1.722619048
観測数 120 120
ピアソン相関 0.408349019
仮説平均との差異 0
自由度 119
t -5.098187034
P(T<=t) 片側 6.539E-07 0.1％で有意
t 境界値 片側 1.657759285
P(T<=t) 両側 1.3078E-06 0.1％で有意
t 境界値 両側 1.980099876

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

否定的気分 変数 1 変数 2
平均 2.583333333 2.15
分散 1.6232493 1.002521008
観測数 120 120
ピアソン相関 0.464411326
仮説平均との差異 0
自由度 119
t 3.954543423
P(T<=t) 片側 6.53427E-05 0.1％で有意
t 境界値 片側 1.657759285
P(T<=t) 両側 0.000130685 0.1％で有意
t 境界値 両側 1.980099876
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あ な た と い う 商 品 の 強 み と 弱 み は 何 か ？ 性 格 に つ い て だ け

で な く 、 自 慢 で き る こ と や 誰 に も 負 け な い と 思 え る よ う な こ

と 、 興 味 な ど を 強 み に 記 入 す る 。 一 方 、 他 者 よ り 自 分 が 未 熟

だ と 思 う こ と 、 カ バ ー し な く て は い け な い と 思 っ て い る こ と

を 弱 み に 記 入 す る 。 自 分 を 知 り 、 そ れ を 自 分 の 言 葉 で 他 人 に

伝 え ら れ る か ど う か が ポ イ ン ト で あ る 。 自 分 と い う 商 品 を 売

り 出 す コ ピ ー ラ イ タ ー に な っ た つ も り で 記 入 す る よ う 促 す 。    

し か し な が ら 、 最 近 の 学 生 は 、 な か な か 自 分 の 強 み を 記 入

で き な い 人 が 多 い 。 む し ろ 、 弱 み の 方 が 思 い つ く 。 そ の 場 合

は 、 強 み と 弱 み は 表 裏 一 体 で あ り 、 弱 み も 見 方 に よ っ て は 強

み に な る と 伝 え る 。 例 え ば 、 「 落 着 き が な い 」 と い う 弱 み

は 、 見 方 に よ っ て は 、 「 行 動 力 が あ る 」 、 「 積 極 的 」 と い う

強 み に 読 み 替 え ら れ る 。 自 分 で は 思 い つ か な い 場 合 は 、 ペ ア

ワ ー ク や グ ル ー プ ワ ー ク で 相 手 か ら フ ィ ー ド バ ッ ク を も ら う

こ と も で き る 。 そ れ で も 、 自 分 の 強 み を 思 い つ か な い 場 合

は 、 自 分 の 周 囲 に い る 家 族 、 友 人 、 先 生 な ど 自 分 の こ と を よ

く 知 っ て い る 人 に 自 分 の 強 み ・ 弱 み が 何 か 聞 い て 記 入 さ せ

る 。 そ う す る と た い て い は 、 強 み を 2 つ 以 上 記 入 で き る よ う

だ 。  

そ し て 、 最 終 的 に は 、 こ れ ら の 自 分 の 強 み を 知 る こ と に よ

り 自 信 に つ な が り 、 応 募 書 類 や 面 接 に も 反 映 さ せ る こ と が で

き る の で あ る 。 自 分 と い う 商 品 を 売 り 出 す コ ピ ー ラ イ タ ー に

な っ た つ も り で 記 入 さ せ る の は 、 こ の た め で あ る 。  

 ま た 、 こ の ワ ー ク か ら の 気 づ き を 最 後 に 記 入 し て も ら う

が 、 意 外 と 自 分 で 思 う 強 み ・ 弱 み と 他 者 か ら 見 た 強 み ・ 弱 み
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が 異 な る 場 合 が あ る 。 新 た な 自 分 の 強 み を 発 見 す る こ と で 、

自 信 に つ な が り 、 将 来 の 方 向 性 が 広 が る こ と も 少 な く な い 。  

こ の ワ ー ク 前 後 の 気 分 の 変 容 を 見 る と 、 肯 定 的 気 分 （ 楽 し

い 、 あ た た か な 、 気 分 が よ い 等 ） は 0. 1％ 水 準 で 有 意 に 上 昇

し 、 否 定 的 気 分 （ 不 安 、 い ら い ら 、 さ び し い 等 ） も 同 様 に 、

0.1％ 水 準 で 有 意 に 低 減 し た (表 1 2 参 照 )。  

(表 1 2  強 み 弱 み (読 み 替 え )の ワ ー ク 実 施 後 の 気 分 変 化 )  

 

ま た 、 各 質 問 項 目 ご と に ワ ー ク の 実 施 前 後 の 変 化 量 を グ ラ

フ に す る と 、 こ の ワ ー ク が 参 加 の 気 分 感 情 を 高 揚 あ る い は 安

定 化 さ せ 、 気 の 重 さ や い ら い ら 等 を 緩 和 す る 効 果 を 持 つ こ と

が 示 唆 さ れ た (図 20 参 照 )。 実 際 、 自 由 記 述 の 中 か ら 「 新 た に

自 分 の 強 み を ペ ア ワ ー ク を 通 し て 知 る こ と が で き た 」 「 弱 み

が 見 方 に よ っ て は 強 み に な る こ と が わ か っ た 」 な ど 前 向 き な

感 想 が 多 か っ た 。 但 し 、 ワ ー ク 後 に 否 定 的 気 分 の 中 で 緊 張 感

の み が む し ろ 高 ま っ た 点 が 注 目 さ れ る 。 こ れ は 、 自 分 の 弱 み

を ペ ア ワ ー ク や グ ル ー プ ワ ー ク に よ っ て 他 者 か ら 強 み に 読 み

替 え て フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ た こ と で 緊 張 感 が 高 ま っ た の で は

な い か と 推 察 さ れ る 。  

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

肯定的気分 変数 1 変数 2
平均 2.976923077 3.946153846
分散 1.68163387 1.384675015
観測数 130 130
ピアソン相関 0.451306582
仮説平均との差異 0
自由度 129
t -8.503311865
P(T<=t) 片側 1.97524E-14 0.1％で有意
t 境界値 片側 1.656751594
P(T<=t) 両側 3.95048E-14 0.1％で有意
t 境界値 両側 1.978524465

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

否定的気分 変数 1 変数 2
平均 2.607692308 2.284615385
分散 1.635599284 1.290459153
観測数 130 130
ピアソン相関 0.365584524
仮説平均との差異 0
自由度 129
t 2.698220555
P(T<=t) 片側 0.003952003 0.1％で有意
t 境界値 片側 1.656751594
P(T<=t) 両側 0.007904006 0.1％で有意
t 境界値 両側 1.978524465
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(図 2 0  強 み 弱 み (読 み 替 え )の ワ ー ク の 実 施 前 後 の 気 分 感 情 の

変 化 )  

 

(図 2 1  強 み 弱 み (読 み 替 え )の ワ ー ク )  

5)エ ゴ グ ラ ム に よ る 自 己 変 容 行 動 目 標 設 定 ワ ー ク  

エ ゴ グ ラ ム は 、 J ohn M. D usa y （ 米 国 精 神 科 医 193 5～ ） が

交 流 分 析 理 論 注 1 2 に 基 づ い て 診 断 技 法 と し て 開 発 し た も の

で 、 観 察 可 能 な 行 動 を ５ つ の 自 我 状 態 に 分 類 し て 、 発 生 頻 度

を 棒 グ ラ フ で 表 し た 。  Ego gra m＝ eg o〔 自 我 〕 ＋ gram〔 描 い

た も の 〕 。 そ の 後 の 他 の 研 究 者 達 に よ っ て 質 問 紙 法 に よ る エ

ゴ グ ラ ム が 開 発 さ れ た 。  
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性 格 に は 良 し 悪 し は な い 、 自 分 の 性 格 の 特 徴 を 理 解 し て お

く こ と が 大 切 、 さ ら に 自 分 を 変 え て い き た い 場 合 は 、 低 い 自

我 状 態 を 上 げ る よ う な 行 動 を 意 識 的 に 試 み る よ う 勧 め た 。 最

後 に ポ ジ テ ィ ブ シ ン キ ン グ の た め の 自 己 変 容 の 行 動 目 標 を 3

つ 以 上 記 入 さ せ 、 自 分 の 性 格 の 特 徴 と 行 動 目 標 を ペ ア ワ ー ク

に よ っ て 情 報 交 換 し 、 お 互 い に 気 づ い た こ と を フ ィ ー ド バ ッ

ク し て も ら っ た 。 ｢自 分 の 短 所 と そ の 改 善 策 に つ い て し っ か り

考 え ら れ た の で 良 か っ た ｣「 今 回 の ワ ー ク で 見 つ か っ た 行 動 目

標 は 、 今 後 の 人 生 に お い て 大 切 に な る と 思 う の で 変 わ れ る よ

う に 努 力 し た い 」 「 自 己 理 解 は 、 今 後 就 職 活 動 す る 上 で 大 切

だ と 思 っ た 」 「 エ ゴ グ ラ ム の 結 果 は 当 て は ま っ て い る と 思 っ

た 」 「 ペ ア ワ ー ク を 通 し て い ろ ん な 人 が い る と 改 め て 思 っ

た 」 「 ク ラ ス メ イ ト か ら ア ド バ イ ス を も ら い 自 信 を も て た 」

な ど 多 く の ポ ジ テ ィ ブ な 感 想 を 得 ら れ た 。  

こ の ワ ー ク 前 後 の 気 分 の 変 容 を 見 る と 、 肯 定 的 気 分 （ 楽 し

い 、 あ た た か な 、 気 分 が よ い 等 ） は 0. 1％ 水 準 で 有 意 に 上 昇

し 、 否 定 的 気 分 （ 不 安 、 い ら い ら 、 さ び し い 等 ） も 同 様 に 、

0.1％ 水 準 で 有 意 に 低 減 し た (表 1 3 参 照 )。  

ま た 、 各 質 問 項 目 ご と に ワ ー ク の 実 施 前 後 の 変 化 量 を グ ラ

フ に す る と 、 こ の ワ ー ク が 参 加 の 気 分 感 情 を 高 揚 あ る い は 安

定 化 さ せ 、 不 安 や い ら い ら 等 を 緩 和 す る 効 果 を 持 つ こ と が 示

唆 さ れ た (図 22 参 照 )。  

(表 1 3 エ ゴ グ ラ ム に よ る 行 動 目 標 設 定 ワ ー ク 実 施 後 の 気 分 変 化 )  
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(図 2 2  エ ゴ グ ラ ム に よ る 行 動 目 標 設 定 ワ ー ク 実 施 前 後 の 気 分

感 情 の 変 化 )  

（ ３ ）  ま と め  

各 ワ ー ク の 実 施 前 後 の 気 分 感 情 の 変 化 量 を T 検 定 し た 結 果 、

実 施 し た ５ つ の ワ ー ク の う ち 、キ ャ リ ア ア ン カ ー 、強 み 弱 み (読

み 替 え )の ワ ー ク お よ び エ ゴ グ ラ ム の 3 つ の ワ ー ク に つ い て は 、

肯 定 的 気 分 が 0 . 1%水 準 で 有 意 に 上 昇 し 、 否 定 的 気 分 も 同 様 に

0.1%水 準 で 有 意 に 低 減 し た 。ま た 、夢 の ワ ー ク は 、肯 定 的 気 分

が 0. 1%水 準 で 有 意 に 上 昇 し 、 ス ー パ ー の 8 つ の 役 割 は 、 5%水

準 で 有 意 に 上 昇 し た が 、否 定 的 気 分 は 両 方 と も 統 計 的 に 有 意 差

は 見 ら れ な か っ た 。  

 

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

肯定的気分 変数 1 変数 2
平均 3.2 4.016666667
分散 1.707563025 1.596358543
観測数 120 120
ピアソン相関 0.471314101
仮説平均との差異 0
自由度 119
t -6.767247618
P(T<=t) 片側 2.61926E-10 0.1％で有意
t 境界値 片側 1.657759285
P(T<=t) 両側 5.23853E-10 0.1％で有意
t 境界値 両側 1.980099853

t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール

否定的気分 変数 1 変数 2
平均 2.541666667 2.225
分散 1.460434174 0.965756303
観測数 120 120
ピアソン相関 0.766844629
仮説平均との差異 0
自由度 119
t 4.460676832
P(T<=t) 片側 9.32268E-06 0.1％で有意
t 境界値 片側 1.657759285
P(T<=t) 両側 1.86454E-05 0.1％で有意
t 境界値 両側 1.980099853



149 

 

３ ． ま と め と 考 察  

日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 要 で あ る 企 業 実 習 に お け る OJT

の 効 果 と 、 並 行 し て 実 施 し て き た キ ャ リ ア 形 成 支 援 の 授 業 の

演 習 の 効 果 に つ い て 検 証 し た 結 果 を 報 告 し た 。  

第 ４ 章 で 6 ヶ 月 間 の ｢就 業 型 実 習 ｣に 参 加 し た 学 生 へ ヒ ア リ

ン グ し た 結 果 、 企 業 実 習 に お け る OJT の 効 果 に つ い て は 、 長

期 の 方 が 実 務 に 近 い 仕 事 を 任 せ て も ら え る の で 自 己 成 長 と や

り が い に つ な が っ た と い う 声 が 多 く 聞 か れ た  

し か し な が ら 、 1 ヶ 月 で あ っ て も 企 業 実 習 か ら 戻 っ て き た

直 後 の 学 生 は 、 生 き 生 き と 自 信 に 満 ち て い て 、 挨 拶 や 言 葉 遣

い も 社 会 人 と し て 見 違 え る よ う に 成 長 し た 様 子 が う か が え

た 。  

本 章 で は 、 そ の 成 長 を 社 会 人 基 礎 力 を 尺 度 と し た 数 値 デ ー

タ で と ら え る こ と を 試 み た 。 そ の 結 果 、 企 業 実 習 に 参 加 し た

学 生 は す べ て の 項 目 で 、 有 意 水 準 0.1％ ま た は 1 %で 伸 長 し て

お り 、 成 長 を 実 感 で き た こ と が わ か っ た 。 ま た 、 自 由 記 述 か

ら も 仕 事 の 実 務 の 現 場 で の 体 験 は 、 さ ま ざ ま な 年 代 の 人 や 価

値 観 の 異 な る 多 様 な 人 々 と の 出 会 い か ら の 学 び が 個 の 成 長 に

つ な が っ た こ と が わ か っ た 。  

一 方 で 、 キ ャ リ ア 形 成 支 援 の 授 業 の 効 果 に つ い て も 、 参 加

学 生 に ワ ー ク の 結 果 の 感 想 や 気 づ き な ど を 聴 い て お り 、 一 定

の 評 価 を 得 て い た が 、 数 値 デ ー タ で 示 し た こ と は な か っ た 。

今 回 自 己 理 解 の ワ ー ク 前 後 に 肯 定 的 気 分 と 否 定 的 気 分 の 変 化

量 に つ い て T 検 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 実 施 し た ５ つ の ワ ー

ク の う ち キ ャ リ ア ア ン カ ー 、 強 み 弱 み (読 み 替 え )の ワ ー ク お
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よ び エ ゴ グ ラ ム が 、 肯 定 的 気 分 が 0.1%水 準 で 有 意 に 上 昇 し 、

否 定 的 気 分 も 同 様 に 0. 1%水 準 で 有 意 に 低 減 し た 。 ま た 、 夢 の

ワ ー ク は 、 肯 定 的 気 分 が 0 .1%水 準 で 有 意 に 上 昇 し 、 ス ー パ ー

の 8 つ の 役 割 は 、 5%水 準 で 有 意 に 上 昇 し た が 、 否 定 的 気 分 は

両 方 と も 統 計 的 に 有 意 差 は 見 ら れ な い こ と が わ か っ た 。  

し か し な が ら 、 サ ン プ ル 数 が 少 な い た め 、 今 後 は 当 港 湾 カ

レ ッ ジ の 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 だ け で な く 、 他 の 学 科 や 他 の

能 力 開 発 施 設 や 教 育 機 関 に も 広 げ て 検 証 し て み た い 。 そ し

て 、 有 効 な ワ ー ク に つ い て は 、 特 に 、 挫 折 や 引 き こ も り 、 フ

リ ー タ ー 等 を 経 験 し た 問 題 を 抱 え た 若 者 の た め の プ ロ グ ラ ム

開 発 に つ な げ た い 。  

こ の よ う に 、 企 業 実 習 に お け る O JT と 職 場 外 の O f f-JT の 中

で キ ャ リ ア 形 成 支 援 の 授 業 で 実 施 し て い る 個 人 ワ ー ク を ペ

ア ・ グ ル ー プ ワ ー ク を 交 え な が ら 実 施 す る こ と は 、 挫 折 や 引

き こ も り な ど を 経 験 し て 自 信 を 喪 失 し た 若 者 に 、 自 分 の 居 場

所 を 作 り 、 自 信 を 回 復 さ せ る プ ロ グ ラ ム 開 発 に つ な が る 可 能

性 が あ る と 思 わ れ る 。 ま さ に 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム と い

う 制 度 と キ ャ リ ア 形 成 支 援 プ ロ グ ラ ム の 補 完 的 融 合 が 期 待 さ

れ る 。   

 

 

注 ：  

注 1 4 日 本 に お け る 職 業 訓 練 の 中 枢 機 関 。 昭 和 36 年 に 設 立 さ

れ 、 50 年 以 上 の 歴 史 を も つ 。 基 幹 業 務 は 、 職 業 訓 練 指 導
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員 の 養 成 及 び 研 修 、 職 業 能 力 の 開 発 ・ 向 上 に 関 す る 調

査 ・ 研 究 。  

注 1 5  交 流 分 析 (TA =Tr a nsac tion al Ana l ysis )は 、 「 精 神 分 析 の

口 語 版 」 と も 言 わ れ る よ う に 、 1 950 年 代 半 ば に 、 ア メ リ

カ の 精 神 科 医 で あ っ た エ リ ッ ク ・ バ ー ン 博 士 に よ っ て 、

精 神 分 析 を 土 台 と し 、 人 間 性 心 理 学 を 取 り 入 れ て 開 発 さ

れ た 、 人 の 心 と 行 動 を 快 適 に す る 心 理 学 。 精 神 分 析 の パ

ー ソ ナ リ テ ィ 理 論 を 分 か り 易 く 、 心 【 自 我 】 や 他 者 と の

交 流 の あ り 方 を 図 式 化 し て 心 の 仕 組 み 【 構 造 】 を 明 ら か

に し た 。 人 と 人 と が 反 応 し あ っ て 交 流 し て い る さ ま を 分

析 す る こ と か ら 名 付 け ら れ た 。 エ リ ッ ク ・ バ ー ン は 、 精

神 が 子 供 の 頃 の 経 験 に よ っ て 形 作 ら れ る P (Pa ren t)、

A(Ad ult)、 C (Ch i ld)の 3 つ の 自 我 状 態 が あ る と 仮 定 し

た 。  
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第 6 章  ま と め と 考 察  

本 論 文 で は 、 特 に 、 不 登 校 や 引 き こ も り な ど の 挫 折 経 験 の

あ る 問 題 を 抱 え た 若 者 に 注 目 し て 「 学 校 か ら 社 会 へ の 効 果 的

な 接 続 」 を テ ー マ に 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 制 度 に つ い て 概 観

し て き た 。 各 章 を 要 約 す る と 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

１ ． 各 章 の 要 約 と ま と め  

２ 章 で は 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム に つ い て 調 査 し た 結 果

を 示 し た 。 こ れ は 、 ド イ ツ で 実 施 さ れ て い る デ ュ ア ル シ ス テ

ム を 参 考 に し て 当 初 ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー 対 策 と し て 導 入 し た

が 、 教 育 シ ス テ ム ・ 文 化 等 の 違 い か ら 、 一 部 の 教 育 機 関 を 除

い て は 全 般 的 に 効 果 が 上 が っ て な い こ と が わ か っ た 。  

３ 章 で は 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム 発 祥 の ド イ ツ の 制 度 を 調 査 し

た 結 果 を 示 し た 。 ド イ ツ で は 、 義 務 教 育 が 終 了 す る 12 歳 の 時

点 で 、 生 徒 の 能 力 ・ 適 性 に 応 じ て 、 教 員 ・ 保 護 者 ・ 本 人 が 話

し 合 っ て 将 来 の 方 向 性 を 決 め る 教 育 シ ス テ ム に な っ て い る 。

将 来 就 職 し て 職 業 訓 練 を 受 け る 生 徒 は 、 ハ ウ プ ト シ ュ ー レ

へ 、 職 業 教 育 学 校 や よ り 専 門 的 な 中 級 の 職 業 に つ き た い 生 徒

は 、 実 家 学 校 へ 、 大 学 へ 進 学 し た い 生 徒 は 、 ギ ム ナ ジ ウ ム へ

進 学 す る 。 注 ７ ま さ に 、 「 12 歳 の ハ ロ ー ワ ー ク 」 と い え よ

う 。 こ の 中 で 、 特 に 注 目 さ れ て い る の が 、 生 産 学 校 で あ る 。

デ ュ ア ル シ ス テ ム に 入 る 前 の 段 階 で 職 業 訓 練 教 育 を 行 い 、 義

務 教 育 卒 業 試 験 に 落 第 し て 職 業 教 育 訓 練 に 進 め な い 学 習 困 難

者 を 教 育 指 導 し て 、 就 職 し て 社 会 に 出 ら れ る よ う に 教 育 す る

学 校 で あ る 。 ド イ ツ で は 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム で あ る 職 業 訓 練
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学 校 に 入 学 し て 、 そ の 卒 業 試 験 に 合 格 し な い と 就 職 で き な い

シ ス テ ム に な っ て い る 。 就 職 で き な い と 将 来 社 会 に 移 行 で き

ず 、 生 活 保 護 者 と な り 税 金 も 納 め ら れ な く な る 。 こ の よ う な

事 態 を 回 避 す る た め の 予 防 策 の ひ と つ が 生 産 学 校 で あ る 。 筆

者 は 、 ミ ュ ン ヘ ン の 生 産 学 校 を 視 察 し て 指 導 者 か ら ヒ ア リ ン

グ し た 結 果 、 指 導 す る 上 で 重 要 な 接 し 方 は 、 ま ず は 生 徒 の あ

る が ま ま を 受 け 入 れ て 生 徒 と 指 導 者 の 信 頼 関 係 を 構 築 し た

後 、 ほ め て 自 信 を つ け さ せ る こ と だ っ た 。 日 本 版 デ ュ ア ル シ

ス テ ム の 担 当 教 員 も 同 様 な 指 摘 を し て お り 、 不 登 校 や 引 き こ

も り な ど 挫 折 経 験 の あ る 若 者 へ の 接 し 方 は 、 信 頼 関 係 を 構 築

し て 自 信 を も た せ る こ と が 重 要 で あ る こ と が わ か っ た 。  

４ 章 で は 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 成 功 事 例 と し て 、 筆

者 が 勤 務 し て い る 港 湾 カ レ ッ ジ の 「 港 湾 ロ ジ ス テ ィ ク ス 科 」

を 取 り 上 げ た 。 学 校 か ら 社 会 へ の 接 続 が 奏 功 し て い る 要 因

は 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム と い う 制 度 だ け で な く 、 港 湾 カ

レ ッ ジ の キ ャ リ ア 形 成 支 援 の 充 実 し た 取 り 組 み が う か が え

た 。 施 設 全 体 で 、 就 職 支 援 に 取 り 組 ん で お り 、 学 務 課 担 当 者

に よ る 企 業 の 人 材 ニ ー ズ の 把 握 と 学 生 と の マ ッ チ ン グ 、 就 職

支 援 ア ド バ イ ザ ー に よ る 応 募 書 類 作 成 と 面 接 対 策 指 導 、 そ し

て 教 員 に よ る 卒 業 生 の 就 職 し た 企 業 へ の 巡 回 指 導 お よ び 在 校

生 の 現 場 見 学 引 率 等 で あ る 。 中 で も 、 筆 者 が 担 当 し て い る

「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授 業 は 、 就 職 支 援 と リ ン ク し て お り 、

就 職 活 動 を 開 始 す る 段 階 で 前 向 き な 発 想 に さ せ て 自 信 を も た

せ る こ と が 肝 心 で あ る 。 問 題 を 抱 え る 若 者 を 教 育 指 導 し 、 社
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会 に 接 続 さ せ る た め の キ ー ワ ー ド は 、 こ こ で も 自 信 、 居 場

所 、 自 己 開 示 、 信 頼 関 係 が 挙 げ ら れ る こ と が わ か っ た 。  

５ 章 で は 、 今 ま で の ま と め を 総 括 し て 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ

ス テ ム の 要 で あ る 企 業 実 習 に お け る OJT の 効 果 と 職 場 外 訓 練

Off- JT の 座 学 の 中 で も 問 題 を 抱 え る 若 者 を 社 会 に つ な げ る 自

信 を 持 た せ る 役 割 を 果 た し て い る 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授 業

で 実 施 し て い る 個 人 ワ ー ク に 着 目 し て そ の 効 果 を 検 証 し た 。

そ の 結 果 、 デ ー タ 数 が 少 な い と い う 課 題 は 残 る も の の 、 従 来

の 観 察 に よ る 効 果 の 把 握 の み に 頼 っ て い た 企 業 実 習 に お け る

OJT の 効 果 と 、 座 学 の ひ と つ で あ る 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授

業 の 効 果 を 数 量 デ ー タ と し て と ら え 、 分 析 ・ 検 証 で き た こ と

は 意 義 が あ る 。 今 後 、 さ ら に 港 湾 カ レ ッ ジ の 他 科 お よ び 他 の

職 業 能 力 開 発 機 関 や 教 育 機 関 で の ア ン ケ ー ト 調 査 の 実 施 を す

る こ と に よ り デ ー タ 数 を 増 や し て 、 検 証 し た い と 考 え て い

る 。  

こ の よ う に 、 社 会 問 題 と な っ て い る ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー が

学 校 か ら 社 会 へ 移 行 で き る シ ス テ ム と し て 、 日 本 版 デ ュ ア ル

シ ス テ ム の 要 で あ る 企 業 実 習 に お け る OJT は 効 果 が あ り 、 今

後 の プ ロ グ ラ ム 開 発 に は 不 可 欠 な 要 素 で あ る と 思 わ れ る 。 ま

た 、 ニ ー ト ・ フ リ ー タ ー の 中 で も 、 不 登 校 や 引 き こ も り な ど

を 経 験 し た 若 者 は 、 過 去 の 否 定 的 な マ イ ナ ス （ 負 ） の 自 己 イ

メ ー ジ か ら 将 来 の 肯 定 的 な プ ラ ス (正 )の 自 己 イ メ ー ジ へ 切 り

替 え る こ と が 肝 心 で あ る 。 そ の た め 、 5 章 で 報 告 し て き た

「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授 業 で 実 施 し て い る 個 人 ワ ー ク は 、 職
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場 外 訓 練 の 学 科 カ リ キ ュ ラ ム の 一 つ と し て 有 効 だ と 思 わ れ

る 。  

 

２ ． 考 察 と 今 後 の 課 題  

ま ず 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 要 で あ る 企 業 実 習 に お け

る 職 業 内 訓 練 OJ T の 効 果 に つ い て 考 察 す る 。  

ヒ ア リ ン グ に よ る 質 的 調 査 と 社 会 人 基 礎 力 を 尺 度 と し た 量

的 調 査 を 試 み た が サ ン プ ル 数 が 少 な い と い う 課 題 が 残 っ た 。  

ま た 、 本 論 文 で は 、 社 会 人 基 礎 力 を 効 果 測 定 の 尺 度 と し て

使 用 し た が 、 果 た し て 適 正 だ っ た の か と い う 疑 問 で あ る 。 確

か に 、 企 業 や 若 者 を 取 り 巻 く 環 境 変 化 に よ り 「 基 礎 学 力 」

「 専 門 知 識 」 に 加 え 、 そ れ ら を う ま く 活 用 し て い く た め の

「 社 会 人 基 礎 力 」 を 意 識 的 に 育 成 し て い く こ と が 今 ま で 以 上

に 重 要 と な っ て き た こ と は 間 違 い な い 。 し か し な が ら 、 企 業

が 学 生 を 採 用 す る 時 に 重 要 視 し て い る 能 力 と い う 印 象 が 強

く 、 入 社 後 、 組 織 や 社 会 全 体 の 中 で の 責 任 を 自 覚 し 、 遂 行 し

て い く 社 会 性 や 、 ま じ め に こ つ こ つ 一 生 懸 命 働 く 勤 勉 性 が 抜

け て い る よ う に 思 わ れ る 。 こ れ は 、 慶 大 の 花 田 光 世 名 誉 教 授

や 鶴 光 太 郎 教 授 も 指 摘 し て い る 。 注 1 6  

こ の よ う に 、 今 後 の 効 果 測 定 の 尺 度 と し て 社 会 人 基 礎 力 以

外 に も OJT を 経 験 す る こ と に よ る 個 の 成 長 を 図 る た め の 能 力

要 素 を 追 加 検 討 す る 余 地 が あ る 。 例 え ば 、 ヘ ッ ク マ ン 氏 注 1 7

は 、 ビ ッ グ フ ァ イ ブ 注 1 8 の 中 で は 、 特 に 、 「 真 面 目 さ 」 が 仕

事 の 複 雑 さ と は あ ま り 関 係 な く 、 よ り 広 範 な 仕 事 に 対 し て 有

用 だ と 指 摘 し て い る 。  
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次 に 、 筆 者 が 「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 の 授 業 の 中 で 実 施 し て き

た 個 人 ワ ー ク に よ る 肯 定 的 気 分 へ の 変 容 効 果 に つ い て 考 察 す

る 。 10 年 以 上 離 職 者 や 学 生 に 実 施 し て き て 、 実 施 後 の 感 想 や  

顔 色 等 か ら 、 徐 々 に 明 る く な り 、 解 放 的 に な り 、 周 囲 と 話 す

こ と が 多 く な っ た と 感 じ て い た 。 今 回 デ ー タ 数 は 少 な い も の

の 期 待 し た 変 容 効 果 が あ ら わ れ た と い え る 。 今 後 は 、 実 施 機

会 を 増 や し 、 デ ー タ 数 を ふ や し て さ ら に 検 証 し て い く こ と が

必 要 だ が 、 個 々 の ワ ー ク の み の 変 容 効 果 で は な く 、 自 己 理 解

の ひ と ま と ま り の ワ ー ク と み な し て そ の 自 己 肯 定 的 変 容 効 果

に 着 目 し て み た い 。 ま た 、 当 該 個 人 ワ ー ク を 実 施 し た 授 業 の

受 講 生 （ 実 験 群 ） と 実 施 し な い 授 業 の 受 講 生 （ 統 制 群 ） の 実

施 前 後 の 自 己 肯 定 的 変 容 の 変 化 量 に つ い て も 調 べ て み た い 。  

 さ ら に 、 キ ャ リ ア 理 論 に つ い て 考 察 し 、 今 後 の 新 た な 個 人

ワ ー ク の 開 発 に つ な げ た い と 考 え て い る 。 具 体 的 に は 、 自

信 、 居 場 所 、 自 己 開 示 、 信 頼 関 係 と い っ た キ ー ワ ー ド を ベ ー

ス に 開 発 す る 。  

① 自 信 を も た せ る ワ ー ク ・ 演 習  

② 居 場 所 を つ く る ワ ー ク ・ 演 習  

③ 勇 気 を も っ て 自 己 開 示 す る こ と に よ る 新 た な 自 己 発 見 と 他

人 か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク に よ る 信 頼 関 係 構 築 の ワ ー ク ・ 演 習  

問 題 を 抱 え て い る 若 者 を 社 会 へ つ な ぐ た め の ベ ー ス と な る

キ ャ リ ア 理 論 と し て 、 筆 者 は 以 下 の ２ つ に 着 目 し た 。 ひ と つ

は 、 サ ヴ ィ カ ス の キ ャ リ ア ・ コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン 理 論 。 も 一

つ は 、 ク ラ ン ボ ル ツ の 計 画 さ れ た 偶 発 性 理 論 で あ る 。  

 （ １ ） サ ヴ ィ カ ス の キ ャ リ ア ・ コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン 理 論  
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キ ャ リ ア ・ コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン 理 論 は 、 ス ー パ ー の キ ャ リ

ア 発 達 理 論 を 批 判 的 に 発 展 さ せ た も の で 、 サ ヴ ィ カ ス

（ 20 02、 200 5） が 提 唱 。 社 会 的 な 文 脈 、 生 活 空 間 全 体 、 社 会

的 ネ ッ ト ワ ー ク の 中 で の 発 達 過 程 に 焦 点 を 当 て る 。 個 々 の 若

者 の 置 か れ て い る 社 会 的 な 状 況 （ 社 会 側 の 要 因 ） を 重 視 す る

の が 特 徴 で あ り 、 ス ー パ ー の 発 達 段 階 モ デ ル の 対 す る 批 判 は

変 動 要 因 を 重 視 す る こ と に よ り 克 服 さ れ た と 見 る こ と が で き

る 。 若 者 の 進 路 意 識 の 特 徴 を ｢世 代 性 ｣と ｢個 別 性 ｣の 両 面 か ら

考 え る が 、 特 に 重 要 視 し て い る 概 念 が 「 キ ャ リ ア ・ ア ダ プ タ

ビ リ テ ィ 」（ ＝ 適 応 力 ） で あ る 。 個 人 が 置 か れ た あ る 環 境 の 中

で ど の よ う に 自 ら の キ ャ リ ア を 作 り 上 げ て い く か を 論 じ る に

当 た っ て は 発 達 と い う よ り む し ろ 「 キ ャ リ ア ・ ア ダ プ タ ビ リ

テ ィ 」（ ＝ 適 応 力 ） と す る 。 さ ら に 、 こ の 理 論 は 、 職 業 価 値 観

や 時 間 的 展 望 の 視 点 と も 関 連 が 深 い 。  

ま た 、 サ ヴ ィ カ ス は 、 構 成 主 義 （ ナ ラ テ ィ ブ ア プ ロ ー チ ）

と い う 新 し い 視 点 を 取 り 入 れ 、「 人 は 職 業 行 動 と 職 業 経 験 に 意

味 を 付 与 す る こ と に よ り 自 ら の キ ャ リ ア を 構 成 す る 」 と 考 え

る 。「 キ ャ リ ア 形 成 論 」 で は 、「 人 生 の 主 人 公 は 自 分 。 変 化 の

激 し い 現 代 を 生 き 抜 く た め に 、 自 ら 積 ん で 主 体 的 に 、 自 律 ・

自 立 的 に 人 生 の 意 味 あ る ス ト ー リ ー を つ く る 」 こ と を 促 す 。

｢夢 の ワ ー ク ｣は 、 あ る 意 味 で は 過 去 の 記 憶 、 現 在 の 経 験 、 そ

し て 将 来 の 抱 負 に 意 味 を 与 え る ス ト ー リ ー づ く り と と ら え る

こ と が で き る 。  

（ ２ ） ク ラ ン ボ ル ツ の 計 画 さ れ た 偶 発 性 理 論  

  ス タ ン フ ォ ー ド 大 学 の ク ラ ン ボ ル ツ 博 士 が 提 案 し た キ ャ リ
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ア 論 に 関 す る 考 え 方 。 Pl ann ed H appe nsta nce  Th e ory の 訳 。

個 人 の キ ャ リ ア は 、 8 割 が 予 想 し な い 偶 発 的 な こ と に よ っ て

決 定 さ れ る 。 そ の 偶 発 性 を 計 画 的 に 設 計 し 、 自 分 の キ ャ リ ア

を 良 い も の に し て い こ う と す る 考 え 方 。 そ れ ま で は 、 自 分 の

興 味 、 適 性 、 能 力 、 周 囲 の 環 境 な ど を 合 理 的 に 分 析 す れ ば 、

目 指 す べ き ゴ ー ル や ス テ ッ プ ア ッ プ の 道 筋 ま で が 明 確 に な る

と 考 え ら れ て き た 。 し か し な が ら 、 そ う し た ア プ ロ ー チ が 必

ず し も 有 効 と は 限 ら な い こ と が わ か っ て き た 。 む し ろ 、 ク ラ

ン ボ ル ツ は 、 変 化 の 激 し い 時 代 に お い て は 、 予 め キ ャ リ ア を

計 画 し た り 、 計 画 し た キ ャ リ ア に 固 執 す る こ と は 非 現 実 的 で

あ り 、 す べ き で な い と 指 摘 す る 。 自 分 が 何 を し た い の か と い

う 意 志 決 定 に こ だ わ り 、 一 つ の 仕 事 や 職 業 を 選 ぶ こ と は 、 そ

れ 以 外 の 可 能 性 を 捨 て て し ま う こ と に つ な が る と い う の で あ

る 。  

  こ の 理 論 は 、 ニ ー ト や フ リ ー タ ー の 中 で 不 登 校 や ひ き こ も

っ た 経 験 な ど 挫 折 経 験 を も つ 若 者 に 向 け た メ ッ セ ー ジ が 詰 ま

っ て い る 。 ま ず は 、 勇 気 が い る か も し れ な い が 、 一 歩 踏 み 出

す こ と が 大 切 で あ り 、 自 分 に 合 っ た 職 業 や 職 種 の 選 択 が で き

ず に 迷 っ て 行 き 詰 っ て し ま う よ り 、 向 い て な い か も し れ な い

が 、 進 路 指 導 の 先 生 や 親 が 勧 め る か ら 行 っ て み よ う と い う 行

動 が 重 要 だ と い う の で あ る 。 そ の た め に は 、 常 に オ ー プ ン マ

イ ン ド に し て い る こ と が 必 要 で あ る 。 そ の 結 果 、 人 と の 縁 や

出 会 い に よ っ て 、 予 期 せ ず キ ャ リ ア 開 発 に つ な が る 。 ク ラ ン

ボ ル ツ は 、 こ れ を 実 践 す る た め の 行 動 指 針 と し て 以 下 の 5 つ

を 挙 げ て い る 。  
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  ① 好 奇 心 ： 絶 え ず 新 し い 学 習 の 機 会 を 模 索 し 続 け る こ と  

② 持 続 性 ： 失 敗 に 屈 せ ず 、 努 力 し 続 け る こ と  

   ③ 楽 観 性 ： 新 し い 機 会 は 必 ず 実 現 す る 、 可 能 に な る と ポ ジ

テ ィ ブ に 考 え る こ と  

   ④ 柔 軟 性 ： こ だ わ り を 捨 て て 、 信 念 、 概 念 、 態 度 、 行 動 を

変 え る こ と  

⑤ 冒 険 心 ： 結 果 が 不 確 実 で も 、 リ ス ク を 取 っ て 行 動 を 起 こ

す こ と  

花 田 光 世 慶 大 名 誉 教 授 は 、「 自 分 の 居 場 所 を 見 つ け て 、 一 歩

を 踏 み 出 す こ と が 大 切 で あ る 」 と 言 っ て い る 。 一 歩 踏 み 出 さ

な い と 、 何 も 変 わ ら な い し 、 生 ま れ な い 。 特 に 、 将 来 の 方 向

性 が 見 え ず に 迷 っ て い る 若 者 に は 、 勇 気 を も っ て ま ず は 一 歩

踏 み 出 し て ほ し い と 切 に 望 む 。  

 最 後 に 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム 制 度 に お け る OJT と Off - JT の 効

果 的 な プ ロ グ ラ ム 開 発 に 向 け た 考 察 で あ る 。  

 ヒ ア リ ン グ 結 果 か ら OJT に よ り 任 さ れ 居 場 所 が 見 つ か る こ

と に よ っ て や り が い が 生 ま れ モ チ ベ ー シ ョ ン が 向 上 し た こ と

が わ か っ た 。 一 方 で は 、 Off - JT の キ ャ リ ア 形 成 論 の 授 業 の 自

己 理 解 の ワ ー ク か ら 肯 定 的 気 分 が 高 ま っ た 。 実 際 、 6 ヶ 月 間

の 就 業 型 実 習 に 参 加 し た 学 生 か ら 、 訓 練 期 間 中 に キ ャ リ ア 形

成 論 で 習 っ た 内 容 が 心 の 支 え に な っ た と い う コ メ ン ト が あ っ

た 。 す な わ ち 、 こ の ２ つ は 車 の 両 輪 に な る プ ロ グ ラ ム を 開 発

す る こ と が 効 果 的 だ と 思 わ れ る 。 以 下 に そ の 概 念 図 を 示 す 。  
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不登校・ひきこもり等経験した問題を抱
えた若者 自信がない・自己否定

職場内訓練
（OJT）

職場外訓練
（Off－JT)

居場所発見
キャリア形成論の授
業（ペア・グループ

ワーク）

やりがい実感 自己開示による
新たな気づき

“自信・肯定的気分”
創出

 

(図 2 3  O J T と O f f - J T の 効 果 的 融 合 概 念 図 )  

 

 さ ら に 、 ２ 章 で 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム の 問 題 点 の 一 つ と

し て 、 「 座 学 と 企 業 実 習 の 内 容 と の 関 連 性 が 薄 い 」 と い う 指

摘 が あ っ た 。 企 業 側 (特 に 、 中 小 企 業 ） は 、 採 用 の 手 段 の 一 つ

と し て 考 え て い る と こ ろ が 多 く 、 特 に 、 有 能 な 人 材 を 確 保 し

た い 中 小 企 業 に お い て は な お さ ら で あ る 。 現 実 の 問 題 と し

て 、 学 生 を 受 け 入 れ る だ け で 精 一 杯 で あ り 、 学 生 が 座 学 で 習

っ た 内 容 を 企 業 の 職 場 内 訓 練 で 確 認 し な が ら 指 導 す る と い う

の は 、 難 し い こ と が 推 察 さ れ る 。  

一 方 で 、 ド イ ツ で は 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム は 国 を 挙 げ て の 大

プ ロ ジ ェ ク ト で あ り 、 シ ス テ マ テ ィ ッ ク に 運 営 さ れ て い る 。

各 州 や 都 市 の 商 工 会 議 所 が 主 導 し て い る と こ ろ も 多 く 、 予 算

も 少 な く な い よ う だ 。 各 業 界 ご と に 協 会 が し っ か り 主 導 し て

お り 、 職 業 訓 練 学 校 と 各 業 界 、 企 業 と の パ イ プ が 太 い よ う に
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感 じ た 。 ま た 、 業 界 に よ っ て 、 学 校 で の 座 学 と 企 業 で の O JT

の 組 み 合 わ せ が 異 な り 、 繁 忙 期 に 企 業 で の OJT を う ま く 組 み

合 わ せ る 工 夫 を し て い た 。 例 え ば 、 花 屋 の 繁 忙 期 は 年 末 な の

で 、 OJT を 年 末 に 集 中 さ せ る と い っ た 具 合 だ 。 業 界 ご と に 分

厚 い マ ニ ュ ア ル が あ り 、 デ ュ ア ル シ ス テ ム へ の 取 り 組 み へ の

歴 史 と 意 気 込 み 、 そ し て 国 や 大 人 が 、 責 任 を も っ て す べ て の

若 者 を 社 会 に 出 て 自 立 さ せ る と い う 愛 情 と 義 務 感 を 感 じ た 。  

こ の よ う に 、 日 本 版 デ ュ ア ル シ ス テ ム を 成 功 さ せ る た め に

は 、 受 け 入 れ 企 業 の 協 力 な く し て 実 現 で き な い 。 学 生 を 受 け

入 れ た 企 業 に 対 す る 助 成 金 を 増 や し た り 、 学 生 が あ る 程 度 生

産 的 に な る ま で は 、 賃 金 を 国 が 半 額 （ ま た は 全 額 ） 負 担 す る

ぐ ら い の 思 い 切 っ た 施 策 が 必 要 な の か も し れ な い 。 学 生 、 企

業 、 学 校 す べ て が メ リ ッ ト を 享 受 で き る w in - win - win の し く

み づ く り が 国 家 レ ベ ル の プ ロ グ ラ ム と し て さ ら に 必 要 で あ る

と 思 わ れ る (図 2 4 参 照 )。  

 

(図 2 4  企 業 ・ 学 生 ・ 学 校 の w i n - w i n - w i n の ﾌﾟﾗ ｯ ﾄ ﾌ ｫ ｰ ﾑ構 築 )  
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注 ：  

注 1 6 花 田 光 世 、 「 働 く 居 場 所 の 作 り 方 」 、 日 本 経 済 新 聞 出

版 、 2013、 p 93  

鶴 光 太 郎 、 「 就 業 支 援 は 『 性 格 力 』 重 視 で  ～ 仕 事 現 場

で の 教 育 が 効 果 的 ～ 」 、 日 本 経 済 新 聞 朝 刊 掲 載 、

2014． 1. 20  

注 1 72 000 年 に ノ ー ベ ル 経 済 学 賞 を 受 賞 。 米 シ カ ゴ 大 学 の ジ ェ

ー ム ズ ・ ヘ ッ ク マ ン 教 授 。 米 国 で 家 庭 環 境 に 問 題 の あ る

就 学 前 の 幼 児 に 対 す る 支 援 プ ロ グ ラ ム に 着 目 し 、 認 知 能

力 よ り も 非 認 知 能 力 を 向 上 さ せ る こ と で そ の 後 の 人 生 に

大 き な 影 響 を 与 え る こ と を 強 調 し た 。  

注 1 8 ゴ ー ル ド バ ー グ が 提 唱 し た パ ー ソ ナ リ テ ィ の 特 性 論 の 一

つ 。 人 間 が も つ 様 々 な 性 格 は 、 5 つ の 要 素 の 組 み 合 わ せ で

構 成 さ れ る と す る 。 「 特 性 5 因 子 論 」 と も い わ れ る 。 そ

の 5 つ の 因 子 と は 、 神 経 症 傾 向 （ N） 、 外 向 性 （ E） 、 経

験 へ の 開 放 性 （ O） 、 協 調 性 （ A） 、 勤 勉 性 ・ 誠 実 性

（ C） 。  
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